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MS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 で す . 
386 は 米国 インテ ル 社 の 商標 で す . 


輸出 する 際 の 注意 事項 
本 製品 (ソフ トウ ェ ア を 含む ) は , 外国 為替 お よび 外国 貿易 管理 法 の 規定 に より , 戦略 物 
資 等 輸出 規制 品 に 該当 し ます . 従っ て , 日 本 国外 に 持 出す 際 に は 日 本 国政 府 の 輸出 許可 申請 


等 必要 な 手続 き を お 取り 下さ い . 


日 本 電気 株 式 会 社 の 許可 な く 複 製 ・ 改 変 な ど を 行う こと は で きま せん . 


は じ め に 


PC-9800 シ リー ズ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ に は 標準 プロ グラ ム 言 語 と し て N。。-BASIC(86) が 
用 意 き れ て いま す . 
この BASIC を 使っ て プロ グラ ミン グ す る こと に より , 手軽 に コン ピュ ー タ の 機能 を 利用 する 
こと が で きま す 。 
本 書 は 。 N。。-BASIC(86) に 用 意 き れ て いる 機能 を 詳し く 解説 し た も の で す . 
必要 に 応じ て 該当 項目 を お 読み くだ さい 。 
な お 。 BASIC の 個々 の 命令 ・ 関 数 の 詳細 に つい て は この マニ ュ アル で は 解 し て いま せん . 
『N。。- 日 本 語 BASIC(86) リ ファ レン スマ ニュ アル 』( 以 下 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 
と 略し ます ) に 詳し く 説 明 さ れ て いま す の で 併 読 され る こと を お すす めし ます . 
また , 基 本 的 な プロ グラ ミン グ の 方 法 に つい て は 『N。。- 日 本 語 BASIC (86) 入門 』 (以下 『BASIC 
入門 」 と 略し ます ) を ご 覧 くだ さい . 
ま た 。 日 本 語 入 力 の 具体 的 な 方 法 に つい て は , 『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 を 参照 し て くだ さい . 
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この マニ ュ ア ル の 構成 


本 書 は 次 の よう な 構成 に な っ て いま す . 


目的 別 索 引 
Nass- 日 本 語 BASIC(86) を 使っ て 何 か を 行い た いと き に 本 書 の どの 章 , ど の 項目 を 読め ば よい 
か を 示し て いま す . 


第 1 章 N。。-BASIC(86) の 起動 
N。。-BASIC(86) シス テム の 種類 と それ ぞ れ の 起動 方 法 。 お よび DISK モ ー ド BASIC に お いて 
選択 可能 な 機能 に つい て 解説 し て いま す . 


第 2 章 キー ボー ド と スク リー ン エ ディ タ 
PC-9800 シ リー ズ の キー の 働き と スク リー ン エ ディ タ を 使っ た プロ グラ ム 編 集 の 方 法 を 解説 し 
て いま す . 


第 3 章 画 面 
テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 種類 と その 選択 方 法 。 お よび 画面 ハー ドコ ピー に つい て 
解説 し て いま す . 


第 4 章 グラ フィ ックス 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 ,。 パレ ッ ト 機 能 , 各種 描画 命令 , タイ リン グ , 画像 の 転送 な ど , 
グラ フィ ックス の 制御 方 法 を 解説 し て いま す 。. 


第 5 章 日 本 語 処理 
BASIC の 日 本 語 処 理 機能 に つい て 解説 し て いま す . 


第 6 章 ファ イル 
ファ イル の 概念 。 デ ィ ス ク フ ァ イル の 扱い 方 , ディ スク ファ イル の 操作 法 な ど 。 ファ イル の 
取り 扱い に つい て 解説 し て いま す . 


第 7 章 入力 装置 
マウ ス お よび ライ トペ ン を プロ グラ ム 上 で 使う 方 法 を 解説 し て いま す . 


第 8 章 機械 語 プ ログ ラム 
機械 語 プ ログ ラム を BASIC か ら 実 行き せる 場合 の 準備 と 実行 方 法 に つい て 解説 し て いま す . 
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第 9 章 拡張 機能 
電話 制御 機能 ・ サ ウン ド 制 御 機能 , GP-IB(IEEE-488) インタフェース 制御 機能 , RS-232C イ 
ンタ フェ ー ス (2 回 線 / 3 回 線 ) 制 御 機能 な どの 拡張 機能 に つい て 解説 し て いま す . 


第 10 章 ユー ティ リティ プロ グラ ム 

BASIC 上 で 重要 な 作業 を 行う ユー ティ リティ プロ グラ ム の 使用 方 法 を 解説 し て いま す . 

第 11 章 ター ミナ ルモード と モニ タモ ー ド 

PC-9800 シ リー ズ を 他 の コン ピュ ー タ の 端末 に する ター ミナ ルモード と, 機械 語 プ ログ ラム 作 
成 の 手助け と な る モニ タモ ー ド に つい て 解説 し て いま す . 


付 録 
BASIC を 使用 する 上 で 必要 な 情報 を 図 や 表 を 使っ て まとめ て 解説 し て いま す . 
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目的 別 索 引 


この 目的 別 索引 は , BASIC を 使っ て 何 か を 行い た いと き に , どの 章 , どの 項目 を 読め ば よい 
か が 分 か る よう に な っ て いま す . 目的 に 応じ て 参照 し て くだ さい . 

参照 箇所 中 。 二 重 カ ギ カ ッ コ (『 』) で 囲ま れ て いる の は 、 他 の マニ ュ ア ル を 示し ます . 

な お 。 初め て BASIC を 利用 され る 方 は , 『BASIC 入門 』 を まず お 読み くだ さい 、. 


BASIC を 起動 する 


ROM モー ド BASIC と DISK モー ド BASIC の どちら か を 起動 きせ る こと が で きま す 。. 
DISK モー ド BASIC の 起動 方 法 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の み の マ シン 構成 の 場合 と 固定 ディ ス 
ク の ある マシ ン 構 成 の 場合 で は 違い が あり ます . 


目 的 参照 箇所 
ROM モー ド BASIC を 起動 する ーー 「1 .1 ROM モー ド BASIC の 起動 」 
DISK モー ド BASIC を 起動 する ーー 「1.2 DISK モー ド BASIC の 起動 」 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら 起 動 す る つっ つ 1.2 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク か ら の 起動 」 
固定 ディ スク か ら 起 動 する つっ 1.2 の 「 固 定 デ ィ ス ク か ら の 起動 」 
プロ グラ ム を 自動 的 に 実行 させ る っ 1.2 の 「 オ ー ト スタ ー ト 」 

「10 .5 ID セク タ の 書き 換え 」 

リセ ッ ト す る ーー 「1.3 リセ ッ ト と ウォ ー ム リス ター ト 」 


BASIC を 終了 する っ 『BASIC 入門 』 
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目的 別 索 引 


キー ボー ド を 使用 する 


PC-9800 シリ ー ズ の キー ボー ド に は 文字 キー の ほか 特殊 な 用 途 を 持つ キー が あり , BASIC 上 
で 利用 で きま す . また , この キー を 使用 し て BASIC プロ グラ ム を 編集 する スク リー ン エ ディ タ 
機能 が 用 意 き れ て いま す . 


目 的 参照 箇所 
キー の 機能 を 知る つ ー 「 第 2 章 キー ボー ド と スク リー ン エ ディ タ 」 
プロ グラ ム を 編集 する つ 「2.4 スク リー ン エ ディ タ 」 
『BASIC 入門 』 


テキ スト 画面 の 状態 を 設定 する 


文字 を 表示 する た め の 画 面 が テキ スト 画面 で す . 表示 する 文字 と テキ スト 画面 を 制御 する さ 
ま ざ ま な 機能 が 用 意 さ れ て いま す . 


目 的 参照 箇所 
表示 文字 の 行 数 , 桁 数 を 設定 する っ 3.1 の 「 桁 数 と 行 数 」 
スク ロー ル す る 範囲 を 設定 する つっ 3.1 の 「 ス クロ ー ル 画面 の 範囲 」 
ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 する つっ 3.1 の 「 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 」 
文字 の 色 を 変え る づつ 3.1 の 「 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 と 表 示 モ ー ド 」 
3.1 の 「 カ ラー モー ド ノ 白 黒 モ ー ド 」 
文字 を 点 減 , 反転 表示 する つ 3.1 の 「 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 と 表 示 モ ー ド 」 
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目的 別 索引 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 状態 を 設定 する 


グラ フィ ックス を 描く 画面 が グラ フィ ッ ク 画 面 で す . カラ ー の モー ド ノ 白 黒 の モー ド を 選択 
レ し レ たり, 分 解 能 の 違う モー ド を 選択 する こと が で きま す . 


目 的 
カラ ー ノ 白黒 の モー ド を 選択 する 2 
高 分 解 能 低 分 解 能 の モー ド を 選択 する 一 
4096 色 の 中 か ら 16 色 を 使う つ 
4096 色 の 中 か ら 8 色 を 使う っ 
8 色 の 中 か ら 8 色 を 使う ーッ 


描画 する 画面 , 表示 する 画面 を 設定 する 一 


グラ フィ ッ ク 画 面 を 制御 する 


参照 箇所 
.2 の 「 画 面 モ ー ド 」 
.2 の 「 画 面 モ ー ド 」 
20 の DE ドモ ー ド ョ 
.-3 の 「 パ レッ トモ ー ド 」 
39 の 『 パ レッ トモ ー ド 」 
.2 の 「 ペ ー ジ 」 


CO 中 中 所 (CO 


グラ フィ ッ ク 画 面 を 制御 する た め に さま ざま な 機能 が 用 意 き れ て いま す . 


目 的 
座標 上 の 表示 する 範囲 を 設定 する っ 
ディ スプ レイ 上 に 表示 する 位置 を 設定 する 一 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 を 変え る sm 
描画 する 色 を 選択 する = 
モザ イク 模様 で 塗り つぶ す に 


図形 を コピ ー し て 他 の 位置 に 描く = 


参照 箇所 
「4.1 グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 」 
「4.1 グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 」 
「4.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 」 
4.3 の 「 パ レッ ト の 色 の 変更 
9 の 5 リサ ジ グ ョ 
「4.4 図形 デー タ の 転送 」 
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目的 別 索 引 


画面 ハー ドコ ピー を 行う 


ディ スプ レイ に 表示 し た 画面 を を の まま プリ ンタ に 印字 し た も の が 画面 ハー ドコ ピー で す 。 
PC-PR201V 系 の カラ ー プ リン タ を 使用 し た 場合 , カラ ー コ ピー を と る こと が で きま す . PC-PR601 
系 の ペー ジ プ リ ンタ を 使用 し た 場合 , 画面 ハー ドコ ピー の 倍率 。 印字 方 向 を 変え る こと が で き 
ます 。 


目 的 参照 箇所 
PC-PR201 系 プリ ンタ を 使用 する っ 3.3 の 「 ハ ー ド コピ ー 機 能 の 設定 方 法 」 
PC-PR201 系 以外 の プリ ンタ を 使用 する っ 3.3 の 「 ハ ー ド コピ ー 機 能 の 設定 方 法 」 


カラ ー コ ピー を と る (PC-PR201V 系 プリ ンタ ) 一 3.3 の 「 拡 張 画 面 ハ ー ド コピ ー 機 能 」 

倍率 , 印字 方 向 を 変え る (PC-PR601 系 プリ ンタ ) 一 3.3 の 「 拡 張 画 面 ハ ー ド コピ ー 機 能 」 

画面 ハー ドコ ピー 機能 の 設定 っ 「10.14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 


日 本 語文 字 を 使用 する 


BASIC 上 で 日 本 語文 字 を 使用 し , 画面 表示 。 プリ ンタ 印字 , ディ スク ファ イル へ の 書き 出 
し , ディ スク ファ イル か ら の 読み 込み な ど を 行う こと が で きま す . 


目 的 参照 箇所 
日 本 語文 字 を 使用 する た め の 準 備 を する 一 「5.2 日 本 語文 字 の 使用 準備 と 保守 
「10 .13 利用 者 定義 文字 格納 ファ イル の 作 
成 ・ 更 新 」 
『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 
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辞書 ファ イル へ 単語 の 登録 , 削除 を 行う 


辞書 ファ イル の ドラ イブ 番号 を 設定 する 
日 本 語文 字 に 変換 する 方 式 を 設定 する 


文字 を 作成 する 
日 本 語文 字 を 入力 する 
日 本 語文 字 を 画面 表示 する 


日 本 語文 字 を プリ ンタ で 印字 する 
日 本 語文 字 列 を 操作 する 


ファ イル を 操作 する 


目的 別 索 引 


5 .2 の 「 辞 書 フ ァイル の 使用 準備 と 保守 」 
「10 .15 辞書 ファ イル の 保守 」 

5 .2 の 「 辞 書 ファ イル の 使用 準備 と 保守 」 
5 .2 の 「 日 本 語 変換 方 式 の 選択 」 

「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 
5 .2 の "利用 者 定義 文字 」 

5 .3 の 「 日 本 語文 字 の 入力 」 

5 .3 の 「 日 本 語文 字 の 出力 」 

『 日 本 語 入 力 ガ イド 』 

5 .3 の 「 日 本 語文 字 の 出力 」 

「5.4 日 本 語文 字 列 操作 関数 」 


ディ スク ファ イル だ け で な く ,。 キー ボー ド , ディ スプ レイ , プリ ンタ , RS-232C 回 線 な どの 
デバ イス も ファ イル と し て 扱い 。 フ ァイル 入出 力 命令 を 使っ て 入出 力 を 行う こと が で きま す 。 


目 的 
ファ イル 名 (デバ イス 名 ) を 指定 する 
ファ イル を オー プン する 
ファ イル を クロ ー ズ する 
デバ イス ファ イル を 操作 する 
RS-232C 回 線 フ ァイル を 操作 する 
ディ スク ファ イル を 操作 する 
ファ イル を 同時 に 3 つ 以 上 オー プン する 


\ 


\ 


参照 箇所 
6 .1 の 「 デ バイ ス 入出 力 装 置 ) と ファ イル 」 
6.1 の 「 フ ァイル の オー プン クローズ 」 
6.1 の 『 フ ァイル の オー プン クローズ 」 
「6.9 その 他 の デバ イス ファ イル の 使い 方 」 
「6.8 RS-232C 回 線 フ ァイル の 扱い 方 」 
6 の の が か 誰 ジ フ テ イル 
6 .1 の 「 フ ァイル バッ ファ と ファ イル の 同時 オ 
ー プ ン 数 」 
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目的 別 索 引 


ディ スク ファ イル を 操作 する 


(フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク お よび 固定 ディ スク ) 


外部 記憶 装置 と し て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク , 固定 ディ スク を 使用 する こと が で きま す . ディ ス 
ク フ ァ イル の 操作 は BASIC の 命令 , 関数 と ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使っ て 行い ます . 


目 的 参照 箇所 
ファ イル の 種類 や サイ ズ を みる ーー 6.6 の 「 デ ィ ス ク 中 の ファ イル 情報 の チェ ッ ク 」 
プロ グラ ム を セー プ , ロー ド す る っ つ 6.6 の 「 プ ログ ラム ファ イル の セー プ と ロー ド 」 
機械 語 プ ログ ラム を セー プ , ロー ド す る つつ 6.6 の 「 機 械 語 フ ァイル の セー プ ブ と ロー ド 」 
ファ イル を 削除 する ーー 6.6 の 「 フ ァイル の 削除 」 
ファ イル 名 を 変更 する つ 6.6 の 「 フ ァイル 名 の 変更 」 
ファ イル を 書き 込み 禁止 に する つ 6.6 の 「 フ ァイル 属性 の 設定 」 
ファ イル の 書き 込み 時 に 確認 を 行う づつ 6.6 の 「 フ ァイル 属性 の 設定 」 
ファ イル の 属性 を 調べ る つっ 6.6 の 「 フ ァイル 属性 の チェ ッ ク 」 
ディ スク を 直接 アク セス する づつ 6.6 の 「 デ ィ ス ク の セク タ へ の 直接 アク セス 」 
ファ イル を 複写 する っ 「10.6 ファ イル 転送 」 
シー ケン シャ ルフ ァイル を 操作 する っ 6.7 の "シーケンシャル ファ イル の 操作 」 
ラン ダム ファ イル を 操作 する っ 6.7 の 「 ラ ンダ ム フ ァ イル の 操作 」 
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目的 別 索 引 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 操作 を 行う 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使用 人 準備, バッ クア ッ プ な どの 操作 法 は 固定 ディ スク の 場合 と 異な り 
ます 。 


目 的 参照 箇所 
フロ ッ ピ ィ イィ ディスク の フォ ー マ ッ ト を すす るー 6.3 の 「 フ ロッ ピ ィ ディ スク の フォ ー マ ッ ト 」 
シス テム ディ スク を 作成 する っ 6.3 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 」 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を と る 一 6.3 の 「 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 管理 」 


HARD ca 


固定 ディ スク の 操作 を 行う kg 


固定 ディ スク の 使用 準備 , バッ クア ッ プ な どの 操作 法 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 と 異な り 
まま 。 


目 的 参照 箇所 
固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト を する ーー 6.4 の 「 固 定 デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 」 
『BASIC 入門 』 
固定 ディ スク の 領域 を 異な っ た OS で 分 け 一 6.4 の 「 固 定 デ ィ ス ク に 固有 な 機能 」 


て 使用 する 

固定 ディ スク に 複数 の シス テム を 登録 する 一 6.4 の ' 固 定 デ ィ ス ク に 固有 な 機能 」 

固定 ディ スク を 複数 の ユー ザー で 使用 する ー 6.4 の 「 固 定 デ ィ ス ク に 固有 な 機能 」 

固定 ディ スク を 複数 の ドラ イブ に 分 割 し て つ 6.4 の 「 固 定 デ ィ ス ク に 固有 な 機能 

使用 する 

固定 ディ スク の バッ クア ッ プ を 作る つ 「10 .12 固定 ディ スク ファ イル 退避 復旧 処 
理 」 
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目的 別 索 引 


HS- ど 3 ど 〇 回 線 を 操作 する 


BASIC で は RS-232C イ ンタ フェ ー ス を 介し て コン ピュ ー タ 本 体 と 周辺 機器 の 間 で デー タ の 
や り 取 り を 行い , 機器 を コン トロ ー ル する こと が で きま す . また , コン ピュ ー タ 本 体 ど うし を 
つない で デー タ 通 信 を 行っ た りす る こと が で きま す . 


目 的 

RS-232C 回 線 を 使っ て 周辺 機器 を 操作 する 一 
RS-232C 回 線 を 使っ て コン ピュ ー タ どう し … 
の 通信 を 行う 

RS-232C 回 線 の 2 回 線 , 3 回 線 を 使用 する 一 
RS-232C 回 線 を 使っ て BBS と 通信 する ro 
RS-232C 回 線 を 使っ て 電話 機 を 制御 する 一 
ター ミナ ルモード で 通信 する っ 
通信 プロ トコ ル を 設定 する ーー 
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参照 箇所 
「6.8 RS-232C 回 線 フ ァイル の 扱い 方 」 
「6.8 RS-232C 回 線 フ ァイル の 扱い 方 」 


6 .8 の 「BASIC に よる RS-232C 回 線 の 制御 」 
「9.1 電話 制御 機能 」 

「9.1 電話 制御 機能 」 

「11.1 ター ミナ ルモード 」 

「11.1 ター ミナ ルモード 」 

「9.1 電話 制御 機能 」 

6 .8 の 「BASIC に よる RS-232C 回 線 の 制御 」 
「10.14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


目的 別 索 引 


目 的 

マウ ス を 操作 する 

ライ トペ ン を 操作 する 
機械 語 プ ログ ラム を 使用 する 
電話 機 を 制御 する 
サウ ンド 機能 を 使用 する 
GP-IB(IEEE-488) を 制御 する 
メモ リス イッ チ を 変更 する 
メモ リサ イズ を 設定 する 
数 値 演算 プロ セッ サ を 使用 する 

ー ミ ナル モー ド を 使用 する 
モニ タモ ー ド を 使用 する 


参照 箇所 
「7 .1 マウ ス の 使い 方 」 
「7.2 ライ トペ ン の 使い 方 」 
「 第 8 章 機械 語 プ ログ ラム 」 
「9.1 電話 制御 機能 」 
「9.2 サウ ンド 制御 機能 」 
「 第 9 章 拡張 機能 」 
「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
f11.1 ター ミナ ルモード 」 
「11.2 モニ タモ ー ド 」 
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第 1 章 Na-BASIC(BB) の 起動 7 
ROM モ ー ド BASIC の 起動 ……… ド rr ク 

1.2 DISK モ ー ド BASIC の 起動 ……0i ド ドド mm 9 
シス テム ディ スク か ら の 起動 … 氷 … の mm プ 
固定 ディ スク か ら の 起動 …(… で ee 6 

オー ト る ター ト PCCCCCCCCCCCCOCCLLLCCCCCCLCCCCCOGCCLSCLMLCCCLLUUMLUUUULLLLLL 9 
DISK モ ー ド BASIC の 機能 選択 ……ー ド onernrrnerrm 9 

1.3 リセ ッ ト と ウォ ー ム リス ター トト 77 
リセ 77 

ウォ ー ム リス ター トー 77 

第 ど 章 キー ボー ド と スク リー ン エ ディ タ 79 
2.1 キー の 配置 rhirhrihihh 73 
2 2 文字 キー 7 プ 
2.3 特 人 キー 75 
文字 と グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル の タイ プ に 関係 する キー で oro 75 

文字 編集 に 関係 する キー ドド oe 7 グ 

その 他 の キー ECCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCOCLULMULUCLOULUULUULULLL 7@ 

テン キー に つい て io 2 の 

2.4 スク リー シェ エディ イク ター 27 
BASIC プ ログ ラム の スー …… ド II 27 

プロ グラ ム の 修正 oe 27 

便利 な 編集 コマ ンド と キー … oe 29 
[crmL| キ ー を 使っ た 便利 な 編集 機能 …… 〇 ememeeenrerre… レア 4 

日 本 語文 字 使 用 時 の 注意 …… ド oe 25 


第 コ 章 画 面 2Z 
3.14 デキ スト 画 画 で eeeeeeseseeetesosssmeetscesSscseosceseessssessisssrsssns ク グ 
本 ッ 本 2 の こい Oo! ロー フフ 2g 

入 ク グロ 三江 画面 の 箇 仁 し aoiaereevesecnsos 29 

ファ ンク ショ ン キ ー の マン 表 示 li ドド 3 の 

カラ ー モ ー ド ノン 白黒 モー ド 一 上 …li ド oo 3 の 

テキ スト 画面 の 文字 の 色 と 表 示 モ ー ド 上 … つ 〇 の 〇 の 層 つ の つ iー ド ドド ーー 37 

3.〆 ダ グラ フィ ッ ク 画 責 放し 32 
UE SC と 32 
Moeoeoeycwwoztaso ァ dmgss* て ee まき Sr る cosNsasREzeSneaSsmikesssaSiiasmSsicss io) 
画面 スイ ッ チ POOUUCLAKKKXAXKXOCKLKOLOOPOPLPLCCLCLLCCK て て CCC し 1 

SS 画面 と ーー 39 
画面 ハー ドコ ピー 機能 の 種類 と 機能 …i ふ 太 モモ デモ つ ーー モ ーー ネ ュ ネネ ーー 39 
夫 の 間 い ー 愉 ピー 栓 弱 や ー で orehnea 39 

拓 張 画面 バード コー 機 能 52 の 

ハー ドコ ピー 機能 の 設定 方 法 上 人 人 や 人 上 拉 ド oo プク 

第 4 章 グラ フィ ックス 43 
1 グラ フォ ッ ク 画 間 の 座 林 浅 し h プ 2 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 … 層 季 モデ 司 ee アア / 

ビ ピュー ポー ト と スク リー ン 座 標示 上 人 … 層 …… ド ooo アア 4 
ワー リツ PR 睦 林 鞭 寺 へ eyeravavostszmaevwzsssewoeevs ま hsS5cseEssSseossseeseses 6 

ウィ ンド ウト で で 他 … い ドド < ドド ドド ooo ダグ 

3 つの 秦 栖 雪 の 関 係 - ド バネ ーー-7 い こみ ・ の くっ YaVWreerebesnstssceiz resasssos Z9 

4.2 WINDOW 命 令 と VIEW 命 令 の 例 0 ドド ドド ドー 5 の 
ウー ル 下 只 標 思 図 形 定 紅 で で の ーーー 5 の 
WINDOW 命 令 を 使っ た ウィ ンド ウ の 設定 _… 上 …… 心 …Q…ー…ーーーーーーーー… 57 
VIEW 命 令 を 使っ た ピュ ー ポ ー ト の 設定 上 尽 ドド eee 52 
ワー 的 能 細 人 欄 の 敵 際 mo 53 
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4.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の me と 4 
ゲ が サジ ォ ーッ 2 較 困 0 人 和 aneeoerearixrrssersrvs と ア 

パシ ッ ト モ ーー ドド の ee 5 

台 林 ゲラ ア 間 まあ 邊 一 を 抽 際 の 光 の 0 ッ モ 一 ド パー や や や rm 26 

パレ ッ ト の 色 の 変更 や 上 5Z 

信 の 作 組 上 みかみ ーー ド め 邊 前 季 績 人 ーー ドー ニン ーー 29 

タイ リン シグ 6 の 

4.4 図形 デー タ の 転送 omoro 62 
第 選 章 日 本 語 処理 6Z 
5.1 日 本 語文 字 と は 6Z 
2 バイ ト で 扱わ れる 日 本 語文 字 …… 〇 に に に momoernrnnornereo 6Z 

日 森丘 区 の 毅 譲 roshiYweeessaseeesnt 68 

日 本 抽 区 潮 @ 傘 We 私 69 

日 本 端 光 池 2 の 内 部 昌 5 2 の 

5.2 日 本 語文 字 の 使用 準備 と 保守 ori Z ク 
漠 字 ROM の 装備 ee Z ク 

レア ンタ ング アア 細 計 PPPPPPPPPPOPPPEOOOOCOOOOCOCUEUOOCPPOEOOOOOOOOOCCOOOOOOCOLTCO Z ク 

日 本 抽 諸 換 注 半 め 湯 間 3 Z ク 
辞書 アテ ギ ル ⑳ 便 須 岸 備 梱 補う Weee…e Z9 
利用 者 定義 文字 ee レグ / 

5:3 目 字 証 放 許 の 類 力 を 興和 eee 下 -ree キ eー… ド ドド emmeeemeersreeraes ぞ 
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だ の 他 の 開 上 ety52er42539Koeesesez 和 aey eee 87 

5.5 日 本 語 処理 機能 を 使っ た プロ グラ ム 例 ドド oe 82 
住 且 湖 デリ ログ ゲタ ム の 合い 放 ど 症 議 役 iteisss ヨ sーe 82 
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第 章 ファ イル 89 
6.1 ラフ ァイル と は 9 
ジア イリ ルル の 杜 語 人 20ooocvcaorreeac5G2652 が eeecaR2sssksSvotethhesryrvpssneekeps es 9 
デバ イス 入出 力 装置 ) と フナ イル … ド で 9 の 
ファ イル ディ スク リプ イタ too 92 
ラ ァ イル パッ タフ クア に 92 
ファ イル の オー アシ ンタ ロー 93 
ファ イル バッ ファ と ファ イル の 同時 オー プン 数 …② の ire ダ w 和 尽 祥 ーー 95 
ディ スク ラフ イイ ルド に 96 
外部 記憶 装置 と し て の ディ スク 装置 … ホ ヘ 和 和 和 …… ポ ーー ペーー 96 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク と 回 定 デ スス クー 96 
フロ ッ ピ イィ ディ スク の 使用 準備 と 管理 …… 〇 び に つ l に つ 富 研 上 上 ーーー 9Z 
ジブ ロッ ピ ィ ディ スク の ジワ ォ ー マ ツ ウト "on や ドド eeeeeeeetetsrssres 9Z 
ンジ ステ デム ディ スク の 人 作 肢 の ohoeteeeoree3oomeoh OKesc3uoysvosnessukstcsesess 98 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 管理 人 († 研 人 モニ ドド ドド ee 99 
固定 ディ スク の 使用 … 会 研 研 研 な で ド な 70 の 
固定 ディ スク に 固有 な 機能 ……… バ oooooooooooooottt 70 の 
固定 ディ スク の フウ フォーマ ツア トト ee に erreeeereeeeeeeeseesesseeseeseos 70Z 
固定 ディ スク か ら の BASIC の 起動 … 上 信 …… の li…iiniioioorerree… 706 
固定 ディ スク の 管 班 io 7 の 9 
ファ イル ディ スク リプ タ と ドラ イプ 番号 ……… 上 の ② ろ ヨ ぬ ーq の の ( に に に に oo で で 709 
ディ スク ファ イル に お ける ファ イル ディ スク リプ タ の 形式 …………… 7 の 9 
ドウ イダ が 材 本 の 凍り 当ら ち 和 3 77 の 
BASIC 命 令 に よる ディ スク ファ イル の 操作 …… ひ 〇 ぐつ ll 放 和 ヂ に ズ ム け ーー ドド ーー アウ 
ディ スク 中 の ファ イル 情報 の チェ ッ ク ター で ee の 
プロ グラ ム フ ァ イル の セー デ と ロー ドド に に 773 
グロ グラ ハム ハ の や esteeiesse osos 775 
プロ ゲ チ 6 織 抽 た だき 科 ee 772 
機械 語 フ ァイル の セー ブ と ロー ドド …… ド ドド ememrenrenree… の が 
ファ イル 削除 … 信 …rrrooo 779 
ファ イル 名 の 変更 人 … ド ーー ドド 邊 に 779 
ラ ァ オイ 少 園 性 の 抽 編 Se 77g 
ファ イル 属性 の チェ アッ ンク の ド の の の 779 
ディ スク の セク タ へ の 直接 アク セス の の で の に に 72 の 


6.7 デー タフ ァイル の 扱い 方 …… で oe 727 
シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダス フイ イル oe E ETTTTTT" 727 

シー ケン シャ ルフ ァイル と 操作 eroerereeoooo 722 

シー ケン シャ ルフ ァイル の 合 oe 72 ヶ 

ラン ダム ファ イル 操作 726 

ラン ダム ファ イル の の 人 eee 737 

6.8 RS-232C 回 線 フ ァイル の 扱い 方 or 7.32 
RS-232C 回 線 に つい て 7.22 
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RS-232C 回 線 フ ァイル を 使っ た 基本 プロ グラ ラム 人 … orr 72 プ 
RS-232C 回 線 フ ァイル の 割り 込み 処理 … ぐ の eo 726 
RS-232C 回 線 フ ァイル を 使っ た サン プル プ ブログ ラム か … orr 7 ダグ 
RS-232C 回 線 フ 天 イ ルレ を 使用 する 場合 の 注意 POCPCCPCCCLCCCCLCCCCCCCCCLLCLLL 753 

6 .9 その 他 の デバ イス ファ イル の 使い 方 "ee 752 
デバ イス ファ イル の 使用 例 …… の ee 75 ダ 2 

第 フ 章 入力 装置 75Z 
7 .1 マウ ス の 使い 方 … の oi 75Z 
マウ ス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の 使用 方 法 …… 〇 … ぐ iroeereeeree 75Z 

ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の ファン クション ooo 729 

マウ ス 環 境 の 初期 設定 76g 

ソフ トウ ェ ア ド ライ バ 使 用 上 の 注意 …… 必 tie 76g 

マウ ス を 使っ た プログラム 例 の omo 769 

7.2 ライ トペ ンタ 使い 方 の oe 7Z2 
ライ トペ ン 制 御 例 ee 7Z ク 2 

ライ トペ ン 制 御 命令 を 使っ た プロ グラ ム 例 …… ireoeoeoroeeernrrnn 7Z3 
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第 日 章 機械 語 プ ログ ラム 7 
SH ー グ 宅 レ イア ウド を セ グン 1 ooesetyssets<s で 2 72 ぢ 
セグ メシ ント ペー スト mm の oe prsoesskeniatsesssaagpstzsseeetdediasdissiees 7 室 

る 縛 績 用 プロ グラ ルト の 重 紅 eee 7ZZ 
機械 語 プ ログ ラム が 使用 する メモ リ 領 域 の 確保 … 必 バム ワー…………… 7ZZ グ 
使用 する セグ メン ト の 宣言 DOLLKKKKLKIETYKYYTPTCPPLPPPPPYKYYYYYYYYYPPPPPPPPLPYYETYPPD 77 ぐ 

機 枢 語 プロ グラ ム を メモ リ に 導く 方 法 ……… の つの で 729 

8 3 間柄 困 プ ログ ラム の 誠人 …e 78 の 
問 民 関数 守 合 ダ 詩 肝 に や の い en easevessaeesss 78 の 
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第 1 草 


Nss-BASIC(BB) の 起動 


PC-9800 シリ ー ズ の 各 機 種 の 本 体 に は N。。-BASIC(86) イ ンタ プリ タ の ROM(96KB) が 内 蔵 
され て いま す 。 この ROM に は N。。-BASIC (86) の 基本 機能 が 組み 込ま れ て お り , 電源 を 入れ た 
だ け で BASIC を 使う こと が で きま す . この BASIC を ROM モー ド BASIC と 呼び ます . 

また , Naa- 日 本 語 BASIC(86) の シス テム ディ スク を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 に セッ ト し て 
BASIC を 起動 きせ る と , BASIC の 機能 が 拡張 し ,。 フ ロッ ピ ィ ディ スク 装置 の 使用 , 日 本 語 の 使 
用 な ど 様 々 な 機能 が 使え を る よう に な り ま す . この BASIC を DISK モー ド BASIC と 呼び ます . 


@ DISK モー ド BASIC に よっ て 拡張 され る 機能 
・ デ ィ ス ク 装 置 の 制御 機能 
・ 倍 精度 数 値 デ ー タ の た め の 関 数 (SIN, COS, TAN な どの 関数 ) 
・ Al 逐次 変換 入力 方 式 。 AI 連 文節 変 換 入力 方 式 あ る い は 単 文節 変換 入力 方 式 に よる 日 本 語 入 
力 機能 * 
・ 日 本 語文 字 列 操作 の た め の 命 令 や 関数 
・DRAW 命令 (複雑 な 図形 や 描画 を 行う の に 便利 な 機能 ) 
・ 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク 機 能 ( 中 間 色 の 表示 が 可能 )* 
・ 電 話 制御 機能 * 
・ モ ニタ 機能 * 
・ 拡 張 画 面 ハ バー ドコ ピー 機能 * 
・ マ ウス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ ( マ ウス を 制御 する た め の プ ログ ラム ) の 使用 
* 印 の 付い た 機能 は 使用 する か どう か を 選択 する こと が で きま す . 


と 参照 機能 の 選択 一 1.2 の 「DISK モー ド BASIC の 機能 選択 」 


第 1 章 Na』-BASIC(86) の 起動 


1 .1 HOM モー ド BAGBIO の 起動 


① 本 体 に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 が 内 蔵 さ れ て いる 機種 の 場合 に は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が セ 
ッ ト さ れ て いな いこ と を 確認 し ます 。 

② 本 体 に 外 付け 型 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 や 固定 ディ スク 装置 が 接続 きれ て いる 場合 , 装置 
の 電源 を OFF に し て お きま す . 

本 体 の 電源 を ON に し ます . すでに 電源 が ON に な っ て いる 場合 に は リセ ッ ト ス イッ チ を 押 
じじ まま 

(《 し ば らく する と ROM モ ー ド BASIC が 起動 し 次 の よう に 表示 され ます . 


How many files(0 一 15) ? 自 


これ は 一 度 に オー プン で きる ファ イル の 数 を 聞い て いる も の で す 。 ここ で は [| キー を 押し て 
お きま す . 
⑥ ROM モー ド BASIC が 起動 し 。 次 の よう に 表示 され ます . 


How many files(0 一 15) ? 

NEC N-88 BASIC(86) version X. メ 

Copyright (C) 1983 by NEC Corporation ン Microsoft Corp. 
ペペ メメ メメ X Bytes free 

Ok 

邊 


ぁ 参照 ファ イル の 数 一 6 .1 の 「 フ ァイル バッ ファ と ファ イル の 同時 オー プン 数 」 
リセ ッ ト ス イッ チー『 ガ イド ブッ ク 』 


@ Ok” が 表示 され な い 場 合 の 原因 
^Ok” が 出 な い 場 合 に は , 次 の よう な 原因 が 考え られ ます . 


ター ミナ ルモード が 起動 し て いる と き 

この 場合 “Terminal mode” と 表示 され ます . 

ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 2 番 を OFF に し て か ら リ セッ トス イッ チ を 押し て 再起 動き せ て く 
だ さい 。 


拡張 イン タフ ェ ー ス ボー ド の セッ ト 状 態 と シス テム の 設定 が 不一致 の と き 

GP-IB ボー ド 。 RS-232C( 第 2 回 線 ン 第 3 回 線 ) な どの 拡張 イン タフ ェ ー ス ボー ド が 実装 され 
て いな い に も か か わら ず , ユー ティ リティ ヾ switch .n88? で 拡張 イ ンタ フェ ー ス ボー ド の 使用 
を 宣言 し て いる よう な 場合 で す . 


1 .2 DISK モ ー ド BASIC の 起動 


この 場合 XX メメ メ X Bytes free" ま で は 画面 に 表示 され ます が , ^Ok” が 表示 され ませ ん . 
次 の 手順 で 再 設定 し て くだ さい . 

① デ ィ ッ プス イッ チ SW2 の 5 番 を OFF に し て か ら リ セッ トス イッ チ を 押し て シス テム を 再起 
動 し ます . メモ リス イッ チ の 値 が 初期 化 さ れ ま す . 

ユー ティ リティ switch .n88” を 使用 し て , 必要 な メモ リス イッ チ を 設定 し 直し て くだ さい . 

メモ リス イッ チ を 変更 し た ら , 必ず ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 5 番 を ON に し て か ら シ ステ ム 
を 再起 動 し ます . 


ぁ 参照 Sr た 2 モッ ー ド RT1IL ターミナル 


ディ ッ プ スイ ッ チ っ ー『「 ダ イド プッ ク 』 
switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


注意 : *XXXXXX Bytes free” と いう の は 使用 で きる メモ リ の 量 を 示し て いま す . 


1 . ら DISK モー ド BASIC の 起動 


DISK モー ド BASIC を 起動 きせ る に は Nas- 日 本 語 BASIC(86) の シス テム ディ スク を 使い ま 
す 。 また, 固定 ディ スク 装置 が 接続 (ある い は 内 蔵 ) さ れ て いる 場合 に は 固定 ディ スク 装置 か ら 
DISK モー ド BASIC を 起動 きせ る こと も で きま す . 


種々 の 起動 方 法 


通常 の シス テム の 場合 
(固定 ディ スク が な い 場 合 ) 


固定 ディ スク が 接続 ある い は 
内 蔵 さ れ て いる 場合 


拡張 フォ ー マ ッ ト を し た 
固定 ディ スク の 場合 


シス テム ディ スク 
か ら の 起動 


固定 ディ スク 
か ら の 起動 


標準 フォ ー マ ッ ト を し た 
固定 ディ スク の 場合 


第 1 章 Nss-BASIC(86) の 起動 


圏 シ ステ ム デ ィ ス ク か ら の 起動 


@ 通 常 の 装置 構成 の 場合 
固定 ディ スク 装置 が 接続 (ある い は 内 蔵 ) され て いな い 場 合 で す 。 


① 本 体 の 電源 を ON に し ます . 
シス テム ディ スク を セッ ト し ます 。 


これ まで の 操作 の 途中 で ROM モー ド BASIC が 起動 し て し まう こと が あり ます が , か まわ ず 
に 先 に 進ん で くだ さい 、. 

シス テム ディ スク は , 本 体 に 接続 。 ある い は 内 蔵 き れ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 の うち 
いずれ の ドラ イブ に セッ ト し て も 起動 きせ る こと が で きま す 。 た だ し , ドラ イブ 番号 1 以外 
の ドラ イブ に セッ ト す る 場合 は それ より 優先 順位 の 高い ドラ イブ に は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 
セッ ト し な いよ うに し て くだ さい 。 


p 参 照 ディ スク の 優先 順位 っ 「6.5 ファ イル ディ スク リプ タ と ドラ イブ 番号 」 


リセ ッ ト ス イッ チ を 押し ます . ② ま で の 操作 で ROM モー ド BASIC が 起動 し て いな けれ ば ぱ , 
リセ ッ ト ス イッ チ を 押す 必要 は あり ませ ん . 

(〈《⑥ し ば らく する と シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ の アク セス 表示 用 の LED が 点灯 し ま 
す 。 シス テム ディ スク に 記録 され た DISK CODE(DISK モー ド BASIC 用 の シス テム プロ グ 
ラム 部 分 ) の 読み 込み が 行わ れ ま す . 

⑤ き さら に し ば らく する と LED が 消え , ディ スプ レイ に だ 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 


Disk version 
How many files(0 一 15) ? 自 


これ は , ROM モー ド BASIC の 場合 と 同様 に 一 度 に オー プン で きる ファ イル の 数 を 聞い て い 
る も の で す . ここ で は | | キー を 押し て お きま す . 
⑥ DISK モー ド BASIC が 起動 し , 次 の よう に 表示 され ます . 


Disk version 

How many files(0 一 15) ? 

NEC N-88 BASIC(86) version X.※ 

Copyright (C) 1983 by NEC Corporation プ Microsoft Corp. 
メメ メメ XX Bytes free 

Ok 

| 


テ 参 照 ファ イル の 数 一 6.1 の 「 フ ァイル バッ ファ と ファ イル の 同時 オー プン 数 」 


1.2 DISK モ ー ド BASIC の 起動 


@ 固 定 デ ィ ス ク 装 置 が 接続 ある い は 内 蔵 さ れ て いる 場合 
通常 の 装置 構成 に , 固定 ディ スク が 接続 ある い は 内 蔵 き れ て いる 場合 で す . 


固定 ディ スク 装置 は 複数 の ユー ザー で 使う こと が で きま す . 固定 ディ スク を 使う ユー ザー は 
自分 の ユー ザー 識別 名 を 持ち , BASIC を 起動 する 時 に ユー ザー 識別 名 に よっ て ユー ザー が 誰 で 
ある か を 宣言 し ます . BASIC が 起動 し た あと は 通常 どおり BASIC を 使う こと が で きま す . た 
だ し , 基本 的 に ユー ザー は 自分 の 識別 名 で 起動 し た と き に 作成 し た ファ イル 以外 は 扱う こと は 
で きま せん 。 し た が っ て , 自分 の ファ イル を 他 の ユー ザー か ら 保 護 す る こと が で きま す .。 な お , 
ユー ザー 識別 名 が 異な れ ば 同じ ファ イル 名 で あっ て も 別 の ファ イル を 作成 する こと が で きま す . 

実際 の 起動 の 仕方 は 次 の と お り で す . 


① ヾ How many files (0 一 15) ? ” まで の 操作 は 固定 ディ スク 装置 が 接続 きれ て いな い 場 合 と 同 
Bate: 計 
② こ こ て で | U] キ ー を 押す と 次 の よう に 表示 され ます . 


User identifier ? 自 


これ は 利用 者 が 誰 で ある か の 宣言 (ユー ザー 識別 名 の 入力 ) を 求め る も の で す 。 ここ で は | | キ 
ー だ け を 入力 し て くだ さい . 
③ 次 の よう に DISK モー ド BASIC が 起動 し ます . 


Disk version 

How many files(0 一 15) ? 

User identifier ? 

NEC N-88 BASIC(86) version X.X 

Copyright (C) 1983 by NEC CorporationMicrosoft Corp. 
XX メ XXX Bytes free 

Ok 

邊 


注意 : ユー ザー 識別 名 は 固定 ディ スク 上 の ファ イル を 対象 と し て いる も の で す 。 フロ ッ ピ ィ デ 
ィ ス ク 上 の ファ イル に は 関係 あり ませ ん 。 


ぁ 参照 ユー ザー 識別 名 一 6 .4 の 「 固 定 デ ィ ス ク に 固有 な 機能 」 
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較 固 定 デ ィ ス ク か ら の 起動 


人 @ 固 定 デ ィ ス ク か ら DISK モー ド BASIC を 起動 する た め の 準 備 
新しい 固定 ディ スク か ら DISK モー ド BASIC を 起動 する に は 次 の よう な 準備 が 必要 で す 。 
① 固 定 デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る 。. 
ユー ティ リティ “format.hd” を 使い ます 。 
ディ スク の 種類 に よっ て , 標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ ト の どちら か を 選択 する こと 
も で きま す 。 


y 参照 format .hd 一 「10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 」 
標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ トー6.4 の ' 固 定 デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 」 


② DISK CODE, IPL お よび 日 本 語 辞 書 フ ァイル を 固定 ディ スク へ 転送 する . 
ユー ティ リティ “sysgen . nip”。 ヾ xfiles .n88? を 使っ て 行い ます . 


ぁ 参照 sysgen .nipー「10.7 シス テム (DISK CODE お よび IPL) の コピ ー」 
xfiles.n88…「10.6 ファ イル 転送 」 


人 @ 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク か ら 起 動 さ せる 場合 

① 本 体 の 電源 を ON に し ます . 

② 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク に 複数 の シス テム (N。- 日 本 語 BASIC(86) ある い は MS 
-DOS な ど ) が 登録 きれ て いる 場合 は , 起動 する シス テム を 選択 する メニ ュー が 表示 され ます 
の で , BASIC を 選択 し ます . 

③ “How many files(0-15) ? ? が 表示 され ます の で ,。 シス テム ディ スク か ら 起 動き せ た 場 合 と 
同様 に ここ で は | < り ] キ ー だ け を 押し て くだ さい . 

④ 次 に , ^User identifier?” の 問い が 行わ れ ま す . 固定 ディ スク が 接続 ある い は 内 蔵 さ れ て い 
る 装置 構成 で シス テム ディ スク か ら の 起動 を 行っ た 場合 と 同様 に こ こ で は | | キー だ け を 押し 
ぐ で く き ゆめ 。 


久 標 準 フ ォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク か ら 起 動き せる 場合 

標準 フォ ー マ ッ ト を し た ディ スク で は 。 Nas- 日 本 語 BASIC(86) 以外 を 起動 きせ る こと は で き 
ませ ん の で ,「 拡張 フォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク か ら 起 動 さ せる 場合 」 の よう に メニ ュー の 
表示 は あり ませ ん . その 他 の 手順 は 同じ で す . 


注意 : フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 に シス テム ( 他 の OS の 場合 も 含む ) の 起動 が 可能 な ディ スク が 入 
っ て いる と ,。 その シス テム が 起動 し て し まう こと が あり ます の で 。 フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク 
は , ディ スク 装置 か ら 抜 いて お いて くだ さい . 
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@ 固 定 デ ィ ス ク だ け を 起動 装置 に する 方 法 

出荷 時 の 状態 で は シス テム (N。。- 日 本 語 BASIC (86) ある い は MS-DOS な ど ) の 起動 が 可能 な 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が ディ スク 装置 に セッ ト さ れ て いる と その シス テム が 起動 し て し まい ます 。 
これ を 避け て , 固定 ディ スク だ け を 起動 装置 に する よう に 設定 する こと が で きま す . 

それ に は , ユー ティ リティ “switch .n88” を 使用 し ます . 

ユー ティ リティ “switch .n88” の “立ち 上 げ 装 置 ” の 選択 画面 で . BOOT on hard disk 
1?。 ヾ BOOT on hard disk 2? また は , “BOOT on SCSI hard disk” を 選択 し て くだ さい . 

な お , SCSI 固 定 デ ィ ス ク を 起動 装置 に 設定 し た 場合 , SCSI 固 定 デ ィ ス ク の うち 1 台 目 の み が 
対象 と な り ま す . 2 台 目 以降 を 起動 装置 に 設定 する こと は で きま せん . 

この 設定 を 解除 する に は 同じ 選択 画面 で い 『 フ ロッ ピ ィ ディ スク …hard disk” を 選択 し て くだ 
さき さい. 


参照 switch .n88 …「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


圏 オ ー ト スタ ー ト 

これ まで 説明 し た 通常 の BASIC の 起動 方 法 で は , BASIC の 起動 時 に ^How many files?? 
の 情報 や ユー ザー 識別 名 , 実行 する 命令 な ど を 入力 し な けれ ば プロ グラ ム を 実行 する こと が で 
きま せん . 

そこ で ,。 これ ら の 情報 を あら か じ め シ ステ ム デ ィ ス ク や 固定 ディ スク に 記憶 させ て お く こ と 
に より , 電源 を 入れ る と 同時 に BASIC を 起動 きせ て プロ グラ ム を 実行 する こと が 可能 で す . こ 
れ あ オー ト ズ 一 ド ど いい ます , 


通常 の (固定 ディ スク を 使用 し て いな い ) 場合 

①^How many files?” の 情報 を シス テム ディ スク に 書き 込み ます . 
ユー ティ リティ \setinf .n88” を 使い ます . 

@ 起 動 直 後に 実行 する 命令 を シス テム ディ スク に 書き 込み ます . 
ユー ティ リティ ヾ setinf .n88” を 使い ます . 


久 固 定 デ ィ ス ク を 使用 し て いる 場合 

固定 ディ スク を 使用 し て いな い 場 合 の の , ② と 同様 に:。 ユー ティ リティ setinf .n88” で 
*How many files ?? の 情報 と 起動 直後 に 実行 する 命令 を シス テム ディ スク ある い は , 起動 可 
能 な 固定 ディ スク の ID に 書き 込ん で お きま す . 

さら に 固定 ディ スク を 使用 し て いる 場合 に は 起動 時 に ユー ザー 識別 名 の 入力 が 必要 に な り ま 
す の で , これ を 不要 に する 必要 が あり ます . それ に は 次 の 方 法 が あり ます . 


ユー ザー 識別 名 を 使用 し な い 方法 

ユー ティ リティ ヾ switch .n88 ? を 使用 し て “固定 ディ スク ユー ザー 識別 名 ” の “使わ な い ? 
を 選択 し て くだ さい .。 この 設定 を 行う と ユー ザー 識別 名 と し て “999? が 入力 され た も の と し て 
扱わ れ ま す . - 
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ユー ザー 識別 名 を ID に 設定 する 方 法 

ユー ザー 識別 名 を 使い た い 場 合 は 次 の よう に 行い ます . 

まず , ユー ティ リティ switch .n88” を 使用 し て 固定 ディ スク ユー ザー 識別 名 ′ の ` 使 わ 
な い ? を 選択 し ます . 

次 に ユー ティ リティ Ssetinf .n88? で TD に 設定 する BASIC の 命令 の 先頭 に 次 の よう に 命令 
を 書き 込み ます . 


DEF SEG ニ &H60 : POKE &H510, n,: POKE &H511, n。: POKE &H512, n。 
ni: ユー ザー 識別 名 の 1 文字 目 の キ ャ ラク タコ ー ド の 整数 表記 
nz・ ユ ー ザ ー 識 別名 の 2 文字 目 の キ ャ ラク タコ ー ド の 整数 表記 
ns・ ユ ー ザ ー 識 別名 の 3 文字 目 の キ ャ ラク タコ ー ド の 整数 表記 


た と えば ユー ザー 識別 名 が ^A01” で SAMPLE . BAS” と いう プロ グラ ム を オー トス ター 
ト で 実行 し た いと き に は , キャ ラク タコ ー ド を 得る ASC 関 数 を 使っ て , 


DEF SEG=&H60 : POKE &H510 , ASCC'A') : POKE &H511 , ASCC'O") : POKE & 
H512 , ASC("17) : RUN'"SAMPLE . BAS” 


と ID に 書き 込み ます . 
ぁ 参照 setinf .n88 一 「10 .5 ID セク タ の 書き 換え 」 


念 拡張 フォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク か ら 起 動 す る 場合 

拡張 フォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク に , 複数 の シス テム (N。。- 日 本 語 BASIC(86) と MS-DOS 
な ど ) が 登録 きれ て いる 場合 , 電源 を ON に する と どの シス テム を 起動 さき せる か を メニ ュー で 聞 
いて きま す . メ ニュ ー の 表示 を や め , BASIC を オー トス ター ト さ せる た め に は 次 の よう に し ます . 


① 電 源 を 入れ シス テム を 選択 する メニ ュー が 表示 され た ら , BASIC の 領域 と ヾ 自動 起動 に 設定 
する を 選択 し て | < り | キー を 押し ます . 

② 次 に , ^ 起 動 す る ” を 選択 し て | | キー を 押す と BASIC が 起動 し ます . 

ユー ティ リティ び switch .n88” を 使用 し て , 立ち 上 げ 装 置 ? の 選択 画面 で *BOOT on hard 
disk 1?,。 ヾ BOOT on hard disk 2” ある い は , いび BOOT on SCSI hard disk” を 選択 し て くだ 
さい . 

(〈④ や リセット する と メニ ュー 画面 が 現れ ず , 自動 的 に DISK モー ド BASIC が 起動 し ます . 


その 後 。 リセ ッ ト あ る い は 電源 ON の た びに , DISK モー ド BASIC が オー トス ター ト し ます . 

オー トス ター ト を 解除 する に は , ユー ティ リティ switch .n88? を 使っ て ヾ 立ち 上 げ 装 置 ? の 
選択 画面 で 。 バフ ロッ ピ ィ ディ スク hard disk” を 選択 し て くだ さい . 起動 前 た シス テム 選択 
の メニ ュー が 現れ る よう に な り ま す . その 後 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 に ディ スク を 入れ な い 
で 再起 動 す る と, メニ ュー 画面 が 表示 され ます の で ,。 メニ ュー 画面 で 自動 起動 を 解除 し て くだ 
さい 。 
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NEC PC-9800 沙 - バ 7 

固定 ディ スク 起動 メニ ュー プロ グラ ム パー ダ ョ フ 2 x. ww 

Copyright (C) NEC Corporation XXX,XXXX 
固定 ディ スク ドラ イブ 井 1 


処 理 : 限 戸 本 自動 起動 に 設定 する 次 の ドラ イブ 


領域 ① : 訪 琶 還 李 
@ : IS-DOS x.xx 


1) 
@: 
説明 : カー ソル 移動 キーー ニ 処理 領域 の 選択 リタ ー ン キー ニ = 実行 


ぁ 参照 switch .n88 つ 「10.14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


一 DISK モー ド BASIC の 機能 選択 
DISK モー ド BASIC で は , 次 に 示す 機能 を 使用 する か どう か を 選択 する こと が で きま す . 


・ グ ラフ ィ ッ ク 機 能 の 選択 

・ 日 本 語 変換 方 式 の 選択 

・ 画 面 ハ ー ド コピー 機能 の 選択 
・ モ ニタ モー ド の 使用 の 有無 

・ 電 話 制御 機能 の 使用 の 有無 


これ ら の 選択 は ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 , あ る い は ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使用 し て 行 
いま す . 
@ グ ラフ ィ ッ ク 機 能 の 選択 
基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド と 4096 色 表 示 の で きる 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド の いずれ か を 選択 す 
る で と が で きま すす 。 
本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 で 選択 を 行い ます . 
基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の 8 番 OFF 
拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の 8 番 ON 


テ 参照 基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド と 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド ーー4.3 の 「 基 本 グラ フィ ッ ク モ ー 
ド と 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド 」 
ディ ッ プ スイ ッ チ っ 「『「 ガ イド ブッ ク 』 
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介 日 本 語 変 換 方 式 の 選択 

AI 逐次 変換 方 式 , AI 連 文 節 変換 方 式 , 逐次 変換 方 式 , 連 文節 変換 方 式 単 文節 変換 方 式 , JIS16 
進 コ ー ド 変換 方 式 の いずれ か を 選択 する こと が で きま す . 

ユー ティ リティ “setup .n88” を 使用 し ます . 


ぁ 参照 setup .n88 っ 「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 
日 本 語 変換 方 式 つ 5 .2 の 「 日 本 語 変換 方 式 の 選択 」 
『 日 本 語 入力 ガ イド 』 


人 @ 画 面 ハ ー ド コピ ー 機 能 の 選択 
従来 PC- 9800 シリ ー ズ 各 機 種 に 備わっ て いた 画面 ハー ドコ ピー 機能 と 同等 の も の と , カラ ー 
グ 縮 小 プ 拡大 の で きる 拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 の いずれ か を 選択 する こと が で きま す . 
ユー ティ リティ ヾ switch .n88?。 ヾ setup .n88” を 使用 し ます . 


ぁ 参照 setup.n88 一 「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 
switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
画面 ハー ドコ ピー つ 「3.3 画面 ハー ドコ ピー」 


⑱ モ ニタ モード の 使用 の 有無 

機械 語 プ ログ ラム の 作成 修正 の た め の 環 境 (モニ タモ ー ド ) の 使用 の 有無 を 選択 する こと 
が で きま す . 

ユー ティ リティ switch .n88” を 使用 し ます . 


ぁ 参 照 機械 語 プ ログ ラム ー「 第 8 章 機械 語 プ ログ ラム 」 
switch .n88 …「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
モニ タモ ー ド ーー「11.2 モニ タモ ー ド 」 


人 @ 電 話 制御 機能 の 使用 の 有無 

モデ ム -NCU 内 蔵 電話 機 。 モデ ム ボ ー ド ハン ド セ ッ ト あ る い は イン テリ ジェ ント モデ ム な 
ど が 接続 きれ て いる 場合 に は その 制御 機能 の 有無 を 選択 する こと が で きま す . 

ユー ティ リティ switch .n88” を 使用 し ます . 


p 参照 switch .n88 ~「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
電話 制御 機能 「9 .1 電話 制御 機能 」 
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届 39 UP セッ ド と ど 必 オー ムリ スベ ダー トト 


ドッ ド と ウチ オー あり 天 ウ ター ド 


圏 リ セッ ト 
本 体 に つい て いる リセ ッ ト ス イッ チ を 押す と , 電源 を OFF に し た と き と 同 じ よ うに ハー ドウ 
ェ ア の 機能 が 初期 化 ( リ セッ ト ) さ れ ま す . リセ ッ ト ス イッ チ は 次 の よう な 場合 に 使い ます . 


・ 何 か の 理由 で コン ピュ ー タ が ハン グ ア ッ プ し て ,。 キー ボー ド か ら の 入力 に 反応 が な く な っ た 
場合 . 
・ シ ステ ム を 新た に 起動 させ た い 場 合 . 

た と えば BASIC の モー ド を 変え た いと き と か , BASIC か ら MS-DOS に シス テム を 変え 
た いと き な ど で す 。 リセ ッ ト ス イッ チ を 押す と , 利用 者 が 使っ て いた メモ リ の 内 容 な ど は す 
べ て 初期 化 さ れ て し まい ます . 入力 され て いた メモ リ 上 の プロ グラ ム や デー タ は すべ て 消失 
し て し まい ます か ら 十 分 注意 し て くだ さい 。 


圏 ウ ォ ー ム リス ター ト 

何 か の 理由 で コン ピュ ー タ が ハン グ ア ッ プ し て キー ボー ド か ら の 入力 に 反応 が な く な っ た と 
き に リセ ッ ト を 行う と , 入力 し た メモ リ 上 の プロ グラ ム は 失わ れ て し まい ます 。 

プロ グラ ム を 和 失っ て は 困る 場合 に は , リセ ッ ト の 代わ り に ウォ ー ム リス ター ト を 使い ます . 
ウォ ー ム リス ター ト は , [| srop | キー を 押し な が ら リ セッ トス イッ チ を 押し ます . この と き [ sror 
キー は リセ ッ ト ス イッ チ を 離し た あと で 離す よう に し な けれ ば な り ま せん . する と , 画面 が ク 
リア され 左上 隅 の ホー ム ポ ジ シ ョ ン に “Ok” と 表示 され ます . ウォ ー ム リス ター ト は 入力 され 
た メモ リ 上 の プロ グラ ム や デー タ が 保存 され る 以外 は ほぼ リセ ッ ト と 同じ 働き を し ます 。 た だ 
し , テキ スト 画面 の モー ド は ハン グ ア ッ プ 前 の 状態 に 関係 な く 80 桁 X25 行 モ ー ド に な り ま す . 
ウォ ー ム リス ター ト し た 場合 , ハン グ ア ッ プ の 原因 と な っ た プロ グラ ム に 何ら か の 問題 が あ 
る と 考え られ ます の で , ひと まず その プロ グラ ム を ディ スク に セー プ ブ し て くだ さい さら に BASIC 
の 作業 領域 な ど が 破壊 され て いる こと が あり ます の で , その あと 必ず リセ ッ ト し て くだ さい . 


> 参照 セー ブー6 . 6 の 「 プ ログ ラム ファ イル の セー ブ と ロー ド 」 
テキ スト 画面 「3.1 テキ スト 画面 」 
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第 2 草 
キー ボー ド と スク リー ン エ ディ タ 


己 . 1 キー の 配置 


EE に DD に に に ME に に に 
の の の S 当 財 園 國 に し ) 


回 ( 同 民 還 較 較 固 還 回 回 邑 画 ( に ES 回 回 
回 拓 還 | 。 . 』 回 回 


キー ボー ド に は 英文 字 、 カタ カナ , 数 字 , 記号 な どの 文字 を タイ プ す る た め の 文 字 キ ー と , そ 
の 他 特 殊 な 役割 を 持つ 特殊 キー が あり ます . 図 の 還 還 で よし た キー が 特殊 キー で す . 


注意 : キー の 種類 お よび 配置 は , 機種 に よっ て 異な り ま す . 
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第 2 童 キー ボー ド と スク リー ン エ ディ タ 


己 . ど 文字 キー 


1 つの 文字 キー で 数 種類 の 文字 を タイ プ す る こと が で きま す . タイ プ す る 文字 の 種類 は 特殊 キ 
ー と の 組合 せ で 選択 する こと が で きま す . 

3 つの キー を 例 に し て 文字 を タイ プ す る 方 法 を 説明 し ます . ヾ 十 ? と ヾ 。? は 次 の こと を 意味 
し 素 決 。 


し [] [トキ ー を 押し な が ら [  ] キ ー を 押す . 
[ce 」 | c | キー を 押し て ロッ ク さ せ て お く . 


[SHFT]+[」 
ヲ ナ 」, し 
[カナ 」, [SHFT]+[ 


ZZTTE: 
[SHFT]+[ ] 


ほ . 
[GRem 」+ 
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2.3 特殊 キー 


どら . 特殊 キー 


一文 字 と グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル の タイ プ に 関係 する キー 
(シフ トキ ー) 


この キー を 押し な が ら 文字 キー を 押す と , 英 大 文字 (た だ し , [cAs] キ ー が ロッ ク さ れ て いる 
と き は 英 小文字 )。 ある い は 各 文 字 キ ー の 上 部 に 刻印 きれ て いる 文字 を タイ プ す る こと が で きま 
す . この キー は キー ボー ド の 左右 両側 に あり ます が どちら を 使っ て も か まい ませ ん . 


(キャ ピタ ル ロ ッ クキ ー) 

英 大 文字 を タイ プ す る の に 使い ます . 一 度 押 す と この キー は ロッ ク さ れ た 状態 に な り , 英 大 
文字 を タイ プ で きる よう に な り ま す .。 も う 一 度 押 す と ロッ ク は 解除 され ます . ロッ ク が 解除 き 
れ た 状態 で は 英 小文字 を タイ プ で きま す . た だ し , [sirr| キ ー を 使用 し た 場合 に は , ここ で 説明 
し た 英 大 文字 と 英 小文字 の 関係 は 逆 に な り ま す . 


(カナ キー) 

カナ 文字 を タイ プ す る の に 使い ます . [cAps] と 同様 に 一 度 押す と この キー は ロッ ク さ れ た 状態 
に な り ま す . ロッ ク さ れる と カタ カナ を タイ プ で きる よう に な り ま す 。 も う 一 度 押 す と ロッ ク 
は 解除 され 英文 字 が タイ プ で きる 状態 に ちどり ます 。 [SHirr| キ ー を 押し た 状態 で は ツ , アァ, イ 。 
ゥ , エ , オ (カナ 小文字 ) な ど 各 キー の 右側 に 刻印 され た 文字 を タイ プ で きま す . 


NoMl (ニュ ー メ リッ クロ ッ ク キ ー) 
テン キー の な い 機 種 で 数 字 を 続け て 入力 する と き に 使い ます . 
た と えば , NuMl キ ー が ロッ ク さ れ た 状態 で , [上 り ] を 押す と ^3” が 入力 で きま す . 


第 2 章 キー ボー ド と スク リー ン エ ディ タ 
参照 テン キー 一 2 . 3 の 「 テ ン キ ー に つい て 」 


注意 ・NuMl キ ー は テン キー の な い 機 種 に の みあ り ま す . 
・ ロ ッ ク の 可能 な キー の ロッ ク 状 態 は , 機種 に より 次 の 2 種類 が あり ます . 
・ ロ ッ ク 状 態 で 、 そ の キー が 沈み 込む も の 
・ ロ ッ ク 状 態 キー ボー ド 上 の LED が 点灯 する も の 


(グラ フキ ー) 


この キー を 押し な が ら 文 字 キ ー を 押す と グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル を タイ プ す る こと が で きま す . 


グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル の キー 配列 


it に た すう 3 し MM し JUL TUTL て 【) 
LILI Un』 位 ( 全 季 呈 軒 打 (IL]LLLL 
し | 不 4MJ (elw 叶 II JUL 


テン キー の な い 機 種 で も 。 Nuvl キ ー を ロッ クレ し, [enpl] キ ー を 押し な が ら 文 字 キー を 押す と, 
ク グイ プ で きま ず 、 


2.3 特殊 キー 


田 文 字 編 集 に 関係 する キー 


[| | (スペ ー ス キー) 


空白 を タイ プ す る と き に 使い ます . 
(リタ ー ン キー) 
ダイ レク トモ ー ド で は この キー が 押さ れる と 命令 が 実行 され ん ます. プロ グラ ム モ ー ド ( 行 番 


号 を 付け て 入力 する と き ) で は この キー を 押す こと に よっ て 1 行 の 入力 が 終わ り , カー ソル は 次 
の 行 の 先頭 に 移動 し ます . 


y 参照 ダイ レク トモ ー ド , プロ グラ ム モ ー ド ーー『BASIC 入 門 』 


(タプ キー) 


行 の 頭 を そろ える と き に 使い ます . この キー を 押す と カー ソル を 8 桁 単位 で 右 へ 移動 きせ る 
の 00 ます 。 


(デリ ー ト キー) 

カー ソル の 左 の 1 文字 を 削除 する と き に 使い ます . カー ソル より 右 に ある 文字 は 左 に 詰まり 
上 あの ら 
(バッ クス ペー スキ ー) 

バッ クス ペー スキ ー は , [pgLl キ ー と 同じ 動作 を し ます . 
[ms] (イン サー トキ ー) 

この キー を 押す と 挿入 モー- ド に な り ま す 。 挿 入 モ ー ド で 文字 を タイ プ す る と カー ソル の 位置 
に 文字 が 挿入 きれ て いき ます 。 カー ソル より 右 に ある 文字 は 順に 右 に 送ら れ ま す . 


に 」) に 1 し 」 (カー ソル 移動 キー) 


カー ソル を 上 下 左 右 に 動か す の に 使い ます . 


(ホー ム ・ ク リア キー) 

この キー を 押す と テキ スト 画面 の スク ロー ル 画 面 が 消さ れ カ ー ソ ル は ホー ム ポ ジ シ ョ ン ( ス ク 
ロー ル 画 面 の 左上 隅 ) に 移り ます . [sr] キ ー を 押し な が ら こ の キー を 押す と , 画面 は その まま 
で , カー ソル だ けが ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます . 


(クリ アキ ー) (XL シ リー ズ の み ) 
この キー を 押す と 。 スク ロー ル 画 面 が 消さ きれ カ ー ソ ル は ホー ム ポ ジ シ ョ ン に も どり ます . 


(ホー ムキ ー) (XL シ リー ズ の み ) 


この キー を 押す と ,。 画面 は を の まま で カー ソル だ けが ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます . 


み 参照 スク ロー ル 画 面 一 3 .1 の 「 ス クロ ー ル 画面 の 範囲 」 
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第 2 章 キー ポー ド と スク リー ン エ ディ タ 


田 そ の 他 の キー 


(スト ッ プ キー) 


ダイ レク トモ ー ド の 命令 や プロ グラ ム の 実行 を 強制 的 に 中 止 し ます 。 


(コピ ー キ ー) 


この キー を 押す と プリ ンタ で 画面 の ハー ドコ ピー を と る こと が で きま す 。 
ぁ 参 照 ハー ドコ ピー つ 「3.3 画面 ハー ドコ ピー」 


(ヘル プ キ ー) 


プロ グラ ム の 実行 中 に エラ ー が 起き た 場合 , その 命令 と 位置 を 表示 し ます 。 
ぁ 参照 エラ ー 位 置 の 検出 一 2 .4 の 「 便 利 な 編集 コマ ンド と キー」 


(エス ケー プ キ ー) 

エス ケー プ コ ー ド ( 多 H1B) を 入力 する こと が で きま す . 

69 叫 (ロー ル ダ ウ ン キ ー) 

(ロー ル ア ッ プ キ ー) 

DISK モー ド BASIC と ROM モー ド BASIC で 働き が 異な り ま す . 
DISK モー ド BASIC で は , EDIT 命令 の 実行 後 , プロ グラ ム 全 体 を 上 下 に スク ロー ル さ せる 
こと が で きま す 。 これ は スク リー ン エ ディ タ で プロ グラ ム の 修正 を 行う の に た い へ ん 便利 で す 。 
ROM モー ド BASIC で は , テキ スト 画面 を 上 下 に スク ロー ル さ せる だ け で , プロ グラ ム 全 体 
の スク ロー ル を 行う こと は で きま せん . 


ぁ 参照 EDIT 命令 一 2 .4 の 「 便 利 な 編集 コマ ンド と キー 」, 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 
ズ スク リー ジェ エディ ター 「2.4 スク リー ン シ 深 系 み 」 


(変換 キー) 


日 本 語 入力 制御 キー と し て 使い ます . 


参照 日 本 語 入力 ー『 日 本 語 入 力 ガ イド 』 


( 無 変換 キー) 


日 本 語 入 力 制御 キー と し て 使い ます . 


注意 : キー の な い 機 種 も ちあ り ます . 
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2.3 特殊 キー 


回 避 図 (ファ ンク ショ ン キ ー) 

10 種類 の ファ ンク ショ ン キ ー が 使用 で きま す . 

BASIC の 起動 時 に は 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 次 に 示す 文字 列 が 割り 当て られ て いま す . Cs は , 
[9| キ ー を 押す の と 同じ 働き が あり ます . 


回 load “" Save " 
[rs] auto key 
[rs] go to print 
list edit . Cs 
[rs] run Cs cont Cs 


これ ら の ファ ンク ショ ン キ ー を 使え ば 文字 列 の タイ プ を 短い 時 間 で 行う こと が で きま す . さ 
ら に この ファ ンク ショ ン キ ー に は ,。 利用 者 が 自由 に 文字 列 を 定義 むす る こと が で きま す .。 

それ に は , BASIC の KEY 命令 を 使い ます 。 

2 だ を ば 。 


KEY 3, "files" 二 CHR$(13)[ | (|[] は リタ ー ン キー を 押す こと を 表す ) 
と する と [ra] キー に , ヾ files Cs* が 定義 され ます . 
ぁ 参照 KEY 命令 っ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


定義 きれ て いる ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 は 画面 の 最 下 行 に 表示 され る よう に な っ て いま す . 
表示 内 容 は 。 40 桁 モ キー ド の と き と 80 桁 モ キー ド の と き で 異な り ま す . 表示 され る 文字 数 は 各 キ ー 
ご と に 6 文字 で す 。 


40 桁 モ ー ド 
[sm] キー を 押 き な い 場 合 … [+ ト |+5] が 表示 され る 
[sr] キ ー を 押し た 場合 … [re に:q が 表示 され る 


80 桁 モード 
[nd】 が すべ て 表示 され る 


定義 され て いる ファ ンク ショ ン キ ー の 文字 列 を すべ て テキ スト 画面 に 表示 させ る に は , KEY 
LIST 命令 を 実行 し ます . 


KEY LIST 
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第 2 章 キー ボー ド と スク リー ン エ ディ タ 


(コン トロ ー ル キー) 


他 の キー と 組み 合わ せ て , 特殊 な 機能 を 実行 する こと が で きま す 。. 


> 参照 [crmu| キ ー の 機能 2 .4 の 「|crmL] キ ー を 使っ た 便利 な 編集 機能 」 


参考 : [srop| [mee [ 品 人 に | キー は , それ ぞ れ ON STOP GOSUB。 ON HELP 


GOSUB, ON KEY GOSUB 命令 を 使っ て , キー 割り 込み の 処理 を 行う こと が で きま 
沈 。 


ぁ 参 照 ON STOP GOSUB 命令, ON HELP GOSUB 命令 。 ON KEY GOSUB 命令 一 
『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


注意 : | | キー の | ・](( snr]+ に ]) は BASIC に お いて 取り 扱う こと は で きま せん 。 
Lt ト [5 ] は BASIC で は 使用 で きま せん . 


圏 テ ン キ ー に つい て 
キー ボー ド の 右 に は 演算 子 な どの キー と と も に 数 字 の キー が 並ん で いま す .。 これ を テン キー 
と いい ます . 数 字 を 続け て 入力 する 場合 な ど に 便利 で す 。 


注意 : キー の 配置 は , 機種 に よっ て 異な り ま す . 
ーー 
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2.4 スク リー ン エ ディ タ 


どら ど .4 スク リー ン エ ディ タ 


N。。-BASIC(86) に は プロ グラ ム の 作成 お よび 修正 が 簡単 に 行 を る よう に , 画面 編集 機能 が 用 
意 さ きれ て いま す 。 これ を スク リー ン エ ディ タ と いい ます 。 

この 節 で は 文字 キー, 特殊 キー を 使っ て BASIC プロ グラ ム を 編集 する 方 法 の 概略 を 説明 し ま 
す 。 


圏 BASIC プロ グラ ム の 入力 

BASIC が 起動 する と スク リー ン エ ディ タ の 機能 が 使え を る よう に な り , 文字 キー を 押す と 対応 
する 文字 が 画面 の カー ソル の 位置 に 表示 され ます . 

BASIC の プロ グラ ム は 必ず 命令 の 前 に 1 か ら 65529 の 番号 を つけ て 入力 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 これ を 行 番号 と いい ます . 次 の よう に 入力 し て みて くだ さい 。 これ を 元 に し て スク リー ン 
エディ タ の 使い 方 を 説明 し ます . 


10 PRINT "Hardware'[ 記 | 
20 PRINT "Software "|d] 


較 プ ログ ラム の 修正 
候 文 字 の 削除 , 変更 , 挿入 


文字 の 削除 

10 行 目 の Hardware を 削除 する に は , まず カー ソル 移動 キー を 使っ て 行末 の "の 位置 に カー 
ソル を 移動 し ます 。 この 位置 で IoEul キ ー を 押す と e が 削除 され ます . 続け て [pgul キ ー を 7 度 押す 
と Hardware が すべ て 削除 きれ ます . 削除 し た ら [ <J] キ ー を 押し ます . 


文字 の 変更 
20 行 目 の Software を Computer に 変更 する に は , カー ソル 移動 キー を 使っ て カー ソル を S の 
位置 まで 移動 し Computer と タイ プ し ます . タイ プ し た ら | | キー を 押し ます . 


文字 の 挿入 

10 行 目 の "" の 間 に Super と 入れ る に は , まず カー ソル 移動 キー を 使っ て カー ソル を 行末 の "の 
位置 まで 移動 し [ws] キ ー を 押し ます . [Ws] キー を 押す と 挿入 モー ド に な り ま す . ここ で Super と 
タイ プ し ます . 挿入 モー ド で は , タイ プ さ れ た 文字 は カー ソル の 前 に 挿入 きれ て いき ます 。 挿 
入 モ ー ド を 抜け る に は も う 一 度 | Ns] キー を 押す か カー ソル 移動 キー また は | 9 キー を 押し ます . 
ここ で は , [Ws] キー を 押し て くだ さい . タイ プ し た ら | | キー を 押し ます . 
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修正 の 結果 は 次 の よう に な り ま す . 


10 PRINT “Super" 
20 PRINT “Computer" 


注意 : 1 つの 行 の プロ グラ ム の タイ プ * 修 正 が 終わ っ た ら 。 必ず | <9] キ ー を 押し て くだ さい . 
キー を 押す こと に よっ て 初め て , タイ プ *・ 修 正 し た 内 容 が コン ピュ ー タ の メモ リ に 格納 さ 
れ ま す . これ を 入力 する と いい ます .。 また 。 | < り | キ ー を 押す と き に は カー ソル が その 行 に 
あれ ば どの 位置 に あっ て も か まい ませ ん . カー ソル を いち いち 行末 に 移動 する 必要 は あ 
り ま せん . 


オー トリ ピー ト 機 能 に つい て 

同じ キー を 約 0.5 秒 押し 続け る と 同じ 文字 が 連続 し て 表示 され て いき ます . これ を オー トリ ピ 
ー ト 機能 と いい ます .。 この 機能 は 文字 キー ば か り で な く 特 殊 キ ー( フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 除く ) 
に も あり ます 。. 同じ 文字 を 連続 し て タイ プ し た いと き に 便利 で す . 


人 @ 行 の 挿入 , 削除 


行 の 挿入 

行 を 増やし た いと き に は 。 現 在 ある 行 番号 の 間 の 番号 , あ る い は 前 後 の 行 番号 を つけ た 命令 
を 入力 し ます . 

た と えば , 前 の 例 で 10 行 目 と 20 行 目 の 間 に 他 の 命令 を 挿入 し た い 場 合 に は , 


15 PRINT "Personal' | 記 | 
と 入力 し ます . 


行 の 削除 
行 を 削除 し た いと き に は , 削除 し た い 行 の 行 番号 だ け を 入力 し ます . 
た と えば , 10 行 を 削除 し た いと き に は , 


10 [| 


を 入 才 し まず , 
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@@ 修 正 結果 の 確認 
修正 結果 を 確認 する に は LIST 命令 を 使い ます . LIST は プロ グラ ム を 画面 表示 させ る 命令 で 
す . 今 まで の 修正 結果 を 表示 し て み ま す . 


list |] 


15 PRINT “Personal" 
20 PRINT “Computer" 
Ok 
| 


正しく 修正 し て いる 場合 に は この よう に な り ま す . この よう に な ら な い 場 合 に は 。 今 まで 使 
っ た キー 操作 法 を 使っ て 修正 し て くだ さい . BASIC の スク リー ン エ ディ タ 機 能 は 画面 表示 され 
て いる 文字 に 対し て 有効 で すか ら , LIST 命令 で 画面 表示 きせ た 文字 の 位置 に カー ソル を 移動 し 
て 修正 する こと が で きま す 。 


ぁ 参照 LIST 命令 つっ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


田 便 利 な 編集 コマ ンド と キー 
meg キ 一 


プロ グラ ム を 実行 し た と き プ ログ ラム 中 に エラ ー が ある と , エラ ー の ある 命令 の と ころ で 実 
行 が 中 断 さ れ ま す . この と き エ ラー の 種類 と その エラ ー の 起き た 行 番号 を 表示 する エラ ー メ ッ 
セー ジ が 表れ ます . ここ で , [| HEP ] キ ー を 押す と その 行 が 表示 され , エラ ー の ある 命令 か その 次 
の ワー ド の 先頭 で カー ソル が 点滅 し ます , な お , ここ で ワー ド と は , 空白 。 コンマ, セミ コロ 
ン ,。 コロ ン の いずれ か で 区 切ら れ た 文字 の 並び の こと で す . 


20 PRINT A:PLINT 同 :GOTO 10 


この 場合 エラ ー は “PLINT” の ヾ L” で 。 カー ソル は B に あり ます . カー ソル 移動 キー を 上 
に 移動 し R を タイ プ し 直し て [| < り ] キ ー を 押し ます . 
この と き , LIST . を 使う と 。 その 行 だ け を 表示 させ る こと が で きま す . 


EDIT 命令 
プロ グラ ム を 全体 に 渡っ て 修正 し た い 場 合 が あり ます . その よう な と き に は EDIT 命令 を 使 
いま す .。 


EDIT < エラ ー が 起き た 行 番号 > 
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指定 し た 行 が 画面 の 最上 位 に 表示 され エディ ッ ト モ ー ド に 入り ます . この モー ド で は [HH 
キー を 使う こと に より , プロ グラ ム 全 体 を スク ロー ル し な が ら 表 示さ せ 。 訂正 する こと が で き 
ます . この 場合 も 各行 の 訂正 が 終わ っ た ら 必ず | < り | キ ー を 押さ な けれ ば な り ま せん . 

エディ ッ ト モ ー ド は 。 RUN。GOTO な ど で プ ログ ラム を 実行 する と 解除 され ます . 


LIST 命令 


プロ グラ ム を 画面 表示 し ます . 画面 表示 は [crmu]+| s ] で 一 時 停止 で き , [srop [copy] 
[se テト [emm [ces] [cred]」 [cre]+[ c ] 以 外 の キー を 押す と 表示 が 再開 され ます . 


[cre」+ < ] を 実行 する と 画面 表示 は 中 止 さ れ 。 コマ ンド モー ド に も どり ます . 


RENUM 命令 
プロ グラ ム の 行 番号 を つけ か えま す . 行 番号 の 間隔 や 行 番号 を 変更 する こと が で きま す .。 な 
お , この 命令 で プロ グラ ム の 各行 の 順番 が 変わ ちこ と は あり ませ ん 。 


NEW 命令 
メモ リ 上 の プロ グラ ム を 消去 し ます . 新規 に プロ グラ ム を 編集 する と き メ モリ を クリ ア し て 
お く 場 合 に 使い ます . 


画 [crul キ ー を 使っ た 便利 な 編集 機能 
プロ グラ ム を 編集 する と き に 文字 キー と [| crmL] キ ー を 組み 合わ せ て 使う こと に よっ て 編集 を 効 
率 よ く 行 うこ と が で きま す . 


[crmul+[* ] [pem] キ ー と 同じ 機能 を 果たし ます . 

[crmu]+[ ] ふ ー ソ ル を 1 つ 左 の ワー ド の 先頭 に 位置 づけ ます . 

[ereul+[ c ] [srop] キ ー と 同じ . プロ グラ ム の 実行 を 強制 的 に 中 止 し ます . 

[crmu]+[ 5 ] カー ソル の ある 位置 か ら そ の ワー ド の 終わ り ま で を 削除 し ます . 

[crml+| E] カー ソル の ある 位置 か ら その 行 の 終わ り まで を 消去 し ます . 

[crmL]+[『 ] カー ソル を 1 つ 右 の ワー ド の 先頭 に 位置 づけ ます . 

[crRu]+[ * | スピ ー ヵ (ビー プ 音 ) を 鳴ら し ます . 

[crmu]+[』] [ 思 ] キ ー と 同 じ . カー ソル の 左 の 1 文字 を 削除 し ます . 

[crmu+[ 「] p 軸 キー と 同じ . タブ 位置 まで カー ソル を 移動 させ ます . 

[crmu]+[ 」] ライ ン フ ィ ー ド を 挿入 し ます 。 挿入 モー ド の と き は カー ソル の ある 位置 か ら そ 
の 行 の 終わ り ま で を 分 割 し て 次 の 行 に 移動 し ます . 

[ermul+[k ] [smwr]+ 昌 較 キー と 同じ . カー ソル を ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます . 

[ermu]+[・] 則 較 キー と 同じ . テキ スト 画面 を クリ ア し ます . 

[ermul+[ w] [ 記 キ ー と 同じ で す . 
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[erRL]+[ 9 | テキ スト 画面 の 表示 を 中 止 し ます . 再び | crRL]+| o ] を 入力 する と 再開 され ま 
す . 

[crmul+[R ] [Ws キー と 同じ . 挿入 モー ド に な り ま す . 

[ermL]+[ s ] プロ グラ ム の 実行 を 一 時 停止 し ます . [srop], [copy], [sm [| [emmm], 
[eAms], [cru], [creu]+|[ c ] 以 外 の キー を 入力 すれ ば 実行 が 再開 され ます . 

[creul+[ | カー ソル の ある 行 を 消去 し ます . 


[ermul+[ x ] カー ソル の ある 行 の 行 未 に カー ソル を 移動 させ ます . 


注意 : ワー ド と は 空白 。 コジ ンマ 6。 5 コロ ン ( : ) な どの 記号 で 区 切ら れ た 文字 の 並び の こと 
で すず 。 


画 日 本 語文 字 使用 時 の 注意 

N。。- 日 本 語 BASIC(86) で は , 2 バイ ト の 日 本 語文 字 を 使用 する こと が で きま す . 

スク リー ン エ ディ タ 機 能 を 使っ て 日 本 語文 字 を 入力 し た り , 表示 し た りす る 際 に は 次 の よう 
な 点 に 注意 し て くだ さい 、。 


・] 文字 の 日 本 語文 字 が 2 行 に また が る と 表示 が 乱れ ます . 
・ 日 本 語文 字 の 左右 どちら か 半分 に 1 バイ ト 文 字 を 重ね る よう な 入力 を する と 表示 が 乱れ ます . 
・ 日 本 語文 字 の 上 に ある カー ソル の 横幅 は 1 バイ ト 文 字 の 2 倍 の 大 き さ に な り ま す . 


日 本 語文 字 を 使用 する 方 法 は , 「 第 5 章 日 本 語 処理 」 に 詳し く 書 か れ て あり ます . 


参照 日 本 語文 字 の 使用 つ 「 第 5 章 日 本 語 処 理 」 
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Pd に に! 4 ティ ぎゃ 


第 3 草 


画 面 


N。。-BASIC(86) の 画面 に は 大 きく 分 け て テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 2 種類 が あり ま 
す . テキ スト 画面 に は 文字 を 表示 させ る こと が で きま す . いっ ぽう , グラ フィ ッ ク 画 面 に は 点 
や や 線 や 絵 な ど を 表示 さき せる こと が で きま す 。 

テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 は 独立 し た も の で す . ディ スプ レイ に どちら か 一 方 だ け を 
表示 し た り , 同時 に 重ね て 表示 する こと が 自由 に で きま す . 


づ .] テキ スト 画面 


テキ スト 画面 は 文字 (キャ ラク タ ) を 表示 する た め の 画 面 で 。 1 バイ ト 文 字 で 最大 80 桁 25 行 
表示 する こと が で きま す . また ., 文字 の 色 は 8 色 の 中 か ら 選 択 す る こと が で きま す .。 この 画面 
を 利用 し て BASIC の プロ グラ ム を 作成 し た り , 漢字 を 含む 文字 を 表示 する こと が で きま す . 

テキ スト 画面 は 次 の よう な 項目 を 設定 する こと が 可能 で す 。 


・ 桁 数 と 行 数 

・ ス クロ ー ル 画面 の 範囲 

・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 

・ カ ラー モー ド ノ 白 黒 モー ド 

・ テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 と 表 示 モ ー ド 


桁 数 画面 の モー ド 


スク ロー ル 画 面 の 
範囲 


5 | 王者 yessal (8 (| 


ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 
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画 桁 数 と 行 数 

キャ ラク タ を 画面 に 出力 する た め に は , 行 (row) お よび 桁 (column) の 概念 を 用 いま す 。 1 つの 
桁 に は 1 バイ ト 文 字 1 文字 が 入り ます . テキ スト 画面 の 原点 は 左上 隅 の 桁 で 。 (0。0) で 表 さ れ 
ます . LOCATE 命令 や COLOR @ 命 令 で 参照 れる テキ スト 画面 の 座標 は ( 桁 。 行 )。 つ まり (X, 
Y) の 順 で 表 き され ます . テキ スト 画面 の 座標 を キャ ラク タ 座 標 と 呼び ます . 


テキ スト 画面 の 座標 の 例 (80 桁 25 行 ) 


テキ スト 画面 に は 桁 数 , 行 数 の 異な る 4 つの モー ド が あり ます . 各 モ ー ド の 桁 数 。 行 数 は そ 
れ ぞ れ 次 の 表 の と お り で す . 


モー ド の 名 称 表示 文字 数 ( 横 X 縦 ) 


1 つの 桁 に は 1 バイ ト 文 字 が 1 つ 入 り ま す .。 2 バイ ト の 日 本 語文 字 の 場合 は 表示 可能 な 文字 数 
は この 半分 に な り ま す . モー ド を 変更 する に は 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ , また は WIDTH 命令 
を 使い ます . 


注意 : 漢字 を 表示 する に は 400 ライ ン の 高 解 像 デ ィ ス プレ イ が 必要 で す . 200 ライ ン の ディ スプ 
レイ で は 漢字 は 表示 で きま せん . 
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ディ ッ プ スイ ッ チ で モー ド を 設定 する に は 本 体 の 電源 を OFF に し た 状態 で 行い ます . 


陸 品 畔 ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 に よる 設定 
40 桁 20 行 モ ー ド OFF OFF 


80 桁 20 行 モー ド 
40 桁 25 行 モ ー ド 
80 桁 25 行 モ ー ド 


ON OFF 
OFF ON 
ON ON 


ディ ッ プ スイ ッ チ に よる 指定 は BASIC が 起動 し た 初期 状態 を 設定 する も の で , WIDTH 命令 
が 実行 され る まで 有効 で す . 


p 参照 ディ ッ プ スイ ッ チ ー『 ガ イド ブッ ク 』 


WIDTH 命令 
WIDTH < 桁 数 >〔, < 行 数 >〕 


例 ) 40 桁 X20 行 に する . 
WIDTH 40, 20 


WIDTH 命令 に よる 指定 は リセ ッ ト す る か , 次 の WIDTH 命令 が 実行 され る まで 有効 で す . 


圏 ス クロ ー ル 画面 の 範囲 

テキ スト 画面 に デー タ を 表示 し て いく と き , 表示 デー タ が 画面 いっ ぱい に な る まで は 画面 の 
最上 行か ら 画面 の 下 へ 向かっ て 1 行 ず つ 順 々 に 表示 され て いき ます . 表示 され る デー タ が 画面 
いっ ぱい に な る と , 最上 行 に ある 一 番 古い デー タ が 消え , 残り の 画面 デー タ は 1 行 上 へ 移動 し , 
空白 に な っ た 最 下行 に は 最新 の 表示 デー タ が 入り ます . これ が 続け て 行わ れる と , デー タ が 次 々 
に 上 方 へ 移動 し て 行く よう に みえ ます .。 これ を 画面 の バス クロ ー ル ” と いい ます . 

BASIC が 起動 し た 初期 状態 で は 画面 全体 が スク ロー ル し ます が , スク ロー ル す る 範囲 を 限定 
し ,。 スク ロー ル し な い 部 分 に は 同じ 内 容 を 常に 表示 させ る こと が で きま す .。 この 限定 され た ス 
クロ ー ル 範囲 の こと を スク ロー ル 画 面 と 呼び ます . 

スク ロー ル 画 面 の 範囲 の 指定 は CONSOLE 命令 で 行い ます . CONSOLE 命令 の 1 番目 の パラ 
メー タ に スク ロー ル 開 始 行 を , 2 番目 の パラ メー タ に スク ロー ル 行 数 を 指定 し ます . 


CONSOLE 命令 
CONSOLE [< スクロール 開始 行 >)[, < スク ロー ル 行 数 >]〔, < ファ ンク ショ ン キ ー 
表示 スイ ッ チ >〕 〔, < カラ ー ノ 白黒 スイ ッ チ >〕 


スク ロー ル 開 始 行 の 指定 は 画面 の 最上 行か ら 0。 1。 2。 3。 4…… と 数 えま す . 20 行 の モー ド 
の 場合 は 19 まで , 25 行 モ ー ド の 場合 は 24 まで の 数 値 を 指定 で きま す . 
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例 ) 25 行 の モー ド で 最上 行か ら 10 行 目 まで を スク ロー ル さ せな いで 11 行 目 か ら 20 行 目 ま で 
を スク ロー ル さ せる 。. 
CONSOLE 11, 10 


スク ロー ル し な い 範 囲 
( 常に 同じ も の を 表示 ) 


スク ロー ル 画 面 の 範囲 


スク ロー ル し な い 革 囲 


圏 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 表示 

BASIC が 起動 し た 初期 状態 で は 画面 の 最 下 行 に は ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 され た 文字 列 の 
一 部 が 表示 され て いま す が , CONSOLE 命令 を 使っ て 表示 させ な いよ うに する こと が で きま す 。 
ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を する 場合 に は CONSOLE 命令 の 3 番目 の パラ メー タ に 1 を 指定 し , 
表示 し な い 場 合 に は 0 を 指定 し ます . 


CONSOLE , ,0 表示 し な い 
CONSOLE , , 1 表示 する 


圏 カ ラー モー ドン ノ 白 黒 モ ー ド 

テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 色 を カラ ー に する か 。 白黒 に する か を 設定 する こと が で きま 
す . BASIC 起動 直後 は 白黒 モー ド に な っ て いま す . 

カラ ー モ ー ド ン ノ 白 黒 モ ー ド の 設定 は CONSOLE 命令 で 行い ます . 4 番目 の パラ メー タ に 1 を 
指定 する と カラ ー モ ー ド に , 0 を 指定 する と 白黒 モー ド に な り ま す . 


CONSOLE , ,, 1 カウ ー モ ー ド 
CONSOLE , ,, 0 白黒 モー ド 


ここ で いう カラ ー モ ー ド 。 白黒 モー ド は カラ ー デ ィ ス プレ イ を 使う か モノ クロ ディ スプ レイ 
を 使う か と いう こと と は 別 の 問題 で すす. た と を えば, カラ ー モ ー ド で モノ クロ ディ スプ レイ を 使 
っ た 場合 は 色 は 濃淡 で 表 き され ます . カラ ー モ ー ド , 白黒 モー ド と ディ スプ レイ の 関係 は 次 の よ 
うに な り 敵 す 。 
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テキ スト 画 軸 の モー ド ピ ZLZEZ 
に 2 あッ ーー 上 っ 生生 ce コ 
1 


〇 : 正常 に 表示 され る へ : 濃淡 で 表示 され る 


圏 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 と 表 示 モ ー ド 
テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 色 や 表示 モー ド を 〔1]JCOLOR 命令 を 使っ て 変え る こと が で き 
ます . 〔1]JCOLOR 命令 の 書式 は 次 の と お り で す 


[1〕COLOR 命令 
COLOR [< ファンクション コー ド >〕〔, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>〕 〔, < ボー ダー カ 
ラー>〕〔【, < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>〕〔, < パレ ッ ト モ ー ド >〕 
この な か で 。 テキ スト の 文字 の 色 を 変え る パラ メー タ は 1 番目 の < ファ ンク ショ ンコ ー ド > 


で す . 他 の パラ メー タ は テキ スト 画面 に は 関係 な く , グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 の 指定 に 関す る も 
の で す .。 


y 参照 グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 の 指定 ー「4.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 」 


< ファ ンク ショ ンコ ー ド > の 働き は テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド に な っ て いる か , 白黒 モー 
ド に な っ て いる か に よっ て 異な り ま す . カラ ー モ ー ド の 場合 は 8 色 の 中 か ら 選 択 で きま す 。 白 
黒 の 場合 は 表示 の モー ド を 選択 で きま す 。 


白黒 モー ド の 場合 
(表示 モード ) 


ノー マル 

シー クレ ッ ト 

ググ 

シー クレ ッ ト (1 と 同じ ) 
リバ ー ス 

ポー スシ ー ク レッ トト 

リバ ー ス プリ ンク 

リバ ー ス シー クレ ッ ト (5 と 同じ ) 


ラウラ ァ シ クシ ンコ ヨー ド 


ココ の の 性 ジ 


ノー マル と は 通常 の 表示 モー ド で す . リバ ー ス に する と 背景 と 文字 の 色 が 逆転 し ます . シー 
クレ ッ ト は 入力 され た 文字 を 表示 せ ず , 文字 数 分 だ け カ ー ソ ル が 移動 し て いき ます . ブリ ンク 
は 文字 を 点滅 させ ます . BASIC 起動 直後 は ノー マル に な っ て いま す 。. 


例 1) テキ スト 画面 の 文字 を 紫 に する . 
OONSOLE 。。。 眉 9esst カラ ー モ ー ド に 設定 
COLOR 3 文字 の 色 を 紫 に する 
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例 2) 文字 を 反転 し て 表示 する . 


CONSOLE  。。。0………・ 自 業 を ー ド 形 計 和 
GO 年 oe 還 の 拉 
範囲 を 指定 する 場合 


H〕JCOLOR 命令 で は , テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 色 あ る い は 表示 モー ド の 設定 は これ か 
ら 表 示さ せる 文字 を 対象 と し て いま し た . それ に 対し て COLOR @ 命令 を 使う と 。 すでに 表示 
され て いる 画面 上 の 任意 の 範囲 の 文字 に 対し て 。 この 設定 を 行う こと が で きま す 。 


COLOR@ 命 令 
COLOR@ (X1, Y1) 一 (X2, Y2)〔, < ファ ンク ショ ンコ ー ド >〕 


ファ ンク ショ ンコ ー ド に つい て は [1]COLOR 命令 の 場合 と 同様 で す 。 また , 座標 の 指定 は キ 
ャ ラク タ 座 標 で 行い ます . 


例 ) 80 桁 X20 行 モ ー ド で 画面 の 右上 の 部 分 の 文字 を 赤 に する . 
CONSOLE , , , 1 
COLOR@ (40, 0) 一 (79, 11), 2 


づ . 己 グラ フィ ッ ク 画 面 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 絵 や 画像 な ど を 描く 際 に は 。 場合 に 応じ て 最も 適し た 画面 を 設定 し て お 
か な けれ ば な り ま せん . N。。-BASIC(86) の グラ フィ ッ ク 画 面 に は 分解能 と 色 の 種類 (カラ ー ン 
白黒 ) の 違う 4 つの モー ド が あり , その 中 か ら 適 当 な も の を 選択 し て 使用 する こと が で き ボ す 。 


圏 画面 モー ド 
グラ フィ ッ ク 画 面 に は 次 の 4 つの 画面 モー ド が あり ます . 


(上 9 


640 メ 200 
640X200 
640 メ 400 
640X400 


カラ ー モ ー ド 
白黒 モー ド 
高 分 解 能 白黒 モー ド 
高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 


注意 : 高 分 解 能 の モー ド に する に は 400 ライ ン の 高 解像度 ディ スプ レイ が 必要 で す , 200 ライ ン 
の ディ スプ レイ で は 表示 で きま せん . 
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カラ ー の 細か い ド ッ ト で 美しい 画像 を 描き た い 場 合 に は 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド を , 白黒 の 粗 
い ド ッ ト で 画像 を 描き た い 場 合 に は 白黒 モー ド に 設定 する と いう よう に 使い 分 ける こと が で き 
ます .。 BASIC 起動 直後 は カラ テー モー ド に な っ て いま す .。 

な お , カラ ー モ ー ド お よび 白黒 モー ド の 2 つ を 合わ せ て 低 分 解 能 モー ド , 他 の 2 つ を 合わ せ 
て 高 分 解 能 モー ド と 呼ぶ こと も あり ます . 

画面 モー ド の 選択 は SCREEN 命令 の 1 番目 の パラ メー タ で 行い ます . 


SCREEN 命令 
SCREEN [< 画面 モー ド >〕〔, < 画面 スイ ッ チ >〕〔, < アク ティ プペ ー ジ >〕〔,。 < ディ ス 
プレ イペ ー ジ >] 


画面 モー ド の 指定 値 と モー ド の 関係 は 次 の と お り で す . 


画面 モー ド の 指定 値 


0 


カラ ー モ ー ド 
白黒 モー ド 
高 分 解 能 白黒 モー ド 
高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 


1 
2 
3 


例 ) 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド を 使う 場合 . 
SCREEN 3 


圏 ペ ー ジ 

N。。- BASIC(86) の 各 画 面 モー ド で は , 絵 や 図形 を 描い た 画面 を 同時 に 何 枚 も 保持 し て お き , 
その な か か ら 何 枚 か を 表示 する こと が で きる よう に な っ て いま す . 各 モ ー ド に お ける 複数 の 画 
面 の こと を ペー ジ と いい ます 。 

各 画 面 モ ー ド に お ける ペー ジ 数 は 次 の と お り で す . 


カラ ー モ ー ド 


白黒 モー ド 12(16*) 
高 分 解 能 白黒 モー ド 6(8?) 
高 分 解 能 カラ ー モ ー ド の 


※*※ の つい て いる 数 値 は 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド 時 の ペー ジ 数 を 表し ます . 


p 参照 4096 色 中 ・16 色 モー ドー「4.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 」 
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た と えば , カラ ー モ ー ド で は 4 つの ペー ジ を 使え ます の で 。 4 ペー ジ 分 の 絵 や 図形 を 描い て お 
いて その うち の 1 枚 を 選択 し て 次 々 に 表示 する こと が で きま す . 

つま り , 絵 や 図形 を 描く (書き 込む ) ペ ー ジ と 画面 に 表示 する ペー ジ を 別に 設定 で きる の で す 。 
描く ペー ジ の こと を バア クティ ブ ペ ー ジ ?, 表示 する ペー ジ の こと を ディス プレ イペ ー ジ ? と 
いい ます 。 

アク ティ ブ ペ ー ジ と ディ スプ レイ ペー ジ の 指定 は SCREEN 命令 の 3 番目 と 4 番目 の パラ メー 
タ で 行い ます . 

使用 可能 な ペー ジ 数 は パレ ッ ト モ ー ド に よっ て 異な り ま す . し た が っ て ,。 < アク ティ ブ ペ ー ジ > 
と 〈 く ディ スプ レイ ペー ジ > の 指定 値 と その 意味 も パレ ッ ト モ ー ド に よっ て 異な り ま す の で 。 ここ 
で は 区 別して 記述 し ます . BASIC 起動 直後 は アク ティ ブ プペ ー ジ , ディス プレ イペ ー ジ と も ペー 
ジ 1 と な っ て いま す 。 


ぁ 参 照 パレ ッ ト モ ー ド ー「4.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 」 


〈 く アクティブ ペ ー ジ > に 指定 で きる 値 と 書き 込ま れる ペー ジ の ペー ジ 番 号 と の 対応 関係 は 次 の 
と お り で す . 


8 色 中 ・8 色 モ ー ド ある い は 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド の 場合 


書き 込ま れる ペー ジ 番 号 


カラ ーー モー ド 1--4 
白黒 モー ド 1--12 
高 分 解 能 白黒 モー ド 1--6 


高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 1。 2 


き 込 まれ る ペー ジ 番 号 


カラ ー モ ー ド 1--4 
白黒 モー ド 1--16 
高 分 解 能 白黒 モー ド 1--8 
高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 。 洲 


< アク ティ ブ ペ ー ジ > の 指定 値 と 書き 込ま れる ペー ジ と は 必ず 1 対 1 に 対応 し て いま す .。 し た 
が っ て , 同時 に 複数 の ペー ジ に 書き 込む こと は で きま せん . 

<〈 デ ィ ス プレ イペ ー ジ > に 指定 で きる 値 と 表示 され る ペー ジ の ペー ジ 番 号 と の 対応 関係 は 次 の 
と お り で す . 
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8 色 中 ・8 色 モ ー ド ある い は 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド 


カラ ー モ ー ド 
(0) 

全 ペ ー ジ 表示 し な い 

ペー ジ 1 の み 表 示 

ペー ジ 2 の み 表 示 


白黒 モー ド 
(1) 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ジ 1 の み 表 示 
ペー ジ 2 の み 表 示 
ペー ジ 1.2 を 合成 表示 
ペー ジ 3 の み 表 示 
ペー ジ 1.3 を 合成 表示 
ペー ジ 2.3 を 合成 表示 
ペー ジ 1.2.3 を 合成 表示 
全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 4 の み 表 示 
ペー ジ 5 の み 表 示 
ペー ジ 4.5 を 合成 表示 
ジ 6 の み 表示 
ペー ジ 4.6 を 合成 表示 
ペー ジ 56 を 合成 表示 


痢 
研 
硬 


に 
る ん 
[ 


N ' 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 


メ 

2 

[ 
] 敗 
人 


| 


X ペー ジ 4.5.6 を 合成 表示 
全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い 


+ー 
1 


ペー ジ 7 の み 表 示 
ペー ジ 8 の み 表 示 

ジ 7,8 を 合成 表示 
ペー ジ 9 の み 表 示 
ペー ジ 7.9 を 合成 表示 
ペー ジ 8.9 を 合成 表示 
ー ジ 7.8.9 を 合成 表示 
全 ペ ー ジ 表示 し な い 

ジ 10 の み 表 示 
ペー ジ 11 の み 表 示 
ペー ジ 10,11 を 合成 表示 
ペー ジ 12 の み 表 示 
ペー ジ 10,12 を 合成 表示 
ペー ジ 11,12 を 合成 表示 
ペー ジ 10,11,12 を 合成 表示 


ペー ジ 3 の み 表 示 
ペー ジ 4 の み 表 示 


ュー 
Oo 


| 
[ 


19 


に に) 


に 


+ー 


| | 


トゥ 
に ) 


W 


BE 
くう 
41 ん 141 る 
[ 
し 


1】 
こさ 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 


BE 
ご 


| 
[ 


ト う 
〇 > 


NO) 
コ 
[ l 


t 


1 


| 


ここ 
1 


“ 
引 
改 


の 場合 


3.2 グラ フィ ッ ク 画 面 


高 分 解 能 白黒 モー ド 
(2) 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 1 の み 表 示 
ペー ジ 2 の み 表 示 
ー ジ 1.2 を 合成 表示 
ペー ジ 1.3 を 合成 表示 
ペー ジ 2.3 を 合成 表示 


ペー ジ 1.2.3 を 合成 表示 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 4 の み 表 示 
ペー ジ 5 の み 表 示 
ペー ジ 4.5 を 合成 表示 
ペー ジ 6 の み 表 示 


高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 
(3) 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 1 の み 表 示 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 2 の み 表 示 


ペー ジ 4.6 を 合成 表示 

ペー ジ 5.6 を 合成 表示 
ジ 4.5,6 を 合成 表示 

ペー ジ 表 示し な い 


べ ペ 


全 


Ip2 


ん 

[ 

に の 

洛 
xlxlxlxlxlxlx| 当 IXIXIXIXIX|X 


し な い 


※ 印 指定 不可 
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4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 


白黒 モー ド 
(1) 
全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 1 の み 表 示 
ペー ジ 2 の み 表 示 
ペー ジ 1.2 を 合成 表示 
ペー ジ 3 の み 表 示 
ペー ジ 1.3 を 合成 表示 
ペー ジ 2.3 を 合成 表示 
ペー ジ 1.2,3 を 合成 表示 
ペー ジ 4 の み 表 示 


ペー ジ 1.4 を 合成 表示 


党 
鑑 
便 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 1 の み 表 示 
ペー ジ 2 の み 表 示 


軒 
| 


' 


メ | メ |X|X|X 


= ュ 


' 


ん 
y 
< 


1 
トー】 
“ 


+ー 


ペー ジ 1.2,4 を 合成 表示 


! 


ュー 


デ ー 


トウ 


13 ※ ペー ジ 1.3.4 を 合成 表示 
ペー ジ 2.3.4 を 合成 表示 

15 X ペー ジ 1.2,3,4 を 合成 表示 
全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い 


= ュ 


ペー ジ 5 の み 表 示 
ペー ジ 6 の み 表 示 
ペー ジ 5,6 を 合成 表示 


合 
ペー ジ 7 の み 表 示 
ペー ジ 677 を 合成 表示 
ペー ジ 5,6,7 を 合成 表示 
ペー ジ 8 の み 表 示 
ペー ジ 5,8 を 合成 表示 
ジ 6,8 を 合成 表示 
ペー ジ 5.68 を 合成 表示 
ー ジ 7.8 を 合成 表示 
ペー ジ 5,7,8 を 合成 表示 
ペー ジ 6,7.8 を 合成 表示 
ペー ジ 5.6,7.8 を 合成 表示 
全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 9 の み 表 示 
ペー ジ 10 の み 表 示 
ー ジ 9,10 を 合成 表示 


| 
『 
I 


ルー 
Co 


+ー 


| 
( 


トゥ 


トゥ 1】 に 


に ご) 


1】 
て うっ 


ス 
[ 


SN1 


2 1 2 穫 次 


て うら 


o 


ジ 表 示し な い 
ペー ジ 3 の み 表 示 
ペー ジ 4 の み 表 示 


肝 
め 
[ 
※※ 


ん 
[ 


て っ 
に 


ペー ジ 2.4 を 合成 表示 | ペー ジ 2,.4 を 合成 表示 
ペー ジ 3.4 を 合成 表示 | ペー ジ 3.4 を 合成 表示 


高 分 解 能 白黒 モー ド 
(2) 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 1 の み 表 示 
ペー ジ 2 の み 表 示 
ペー ジ 1.2 を 合成 表示 
ペー ジ 3 の み 表 示 
ペー ジ 1.3 を 合成 表示 
ペー ジ 2.3 を 合成 表示 
ペー ジ 1.2.3 を 合成 表示 
ペー ジ 4 の み 表 示 

ー ジ 1.4 を 合成 表示 


高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 
(3) 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 1 の み 表 示 


旧 ] NM 


3 


ペー ジ 1.2,4 を 合成 表示 


ペー ジ 1.3.4 を 合成 表示 
ペー ジ 2.3,4 を 合成 表示 
ペー ジ 1.2.3,4 を 合成 表示 
全 ペ ー ジ 表示 し な い 


人 


( 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 


※ 


X 
X 


X 


! 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 


ペー ジ 5 の み 表 示 


ペー ジ 6 の み 表 示 


ペー ジ 5.6 を 合成 表示 


全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ 2 の み 表 示 


2 
| 
| 区 


ペー ジ 11 の み 表 示 
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ペー ジ 7 の み 表 示 


3.2 グラ フィ ッ ク 画 面 


白黒 モー ド 
①) 
2 
ズ 
=| 
=| 


高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 


し 
に つと 2 


|  x※ | ペー ジ 11.12 を 合成 表示 | ペー ジ 7.8 を 合成 表示 
| 。 xX | ペー ジ 91112 を 合成 表示 | ペー ジ 5,7.8 を 合成 表示 


D 口 
47 ペー ジ 9.10.11.12 を 合成 表示 | ペー ジ 5.6,7.8, を 合成 表示 メ 
| 48 | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペー ジ 表示 し な い | 全 ペー ジ 表示 し な い | 全 ペー ジ 表 示し な い 
9 |  x | に <pisozR 9 


X メ | X 


ぇ 
[ 
A 
で 
ど 
IS 
RY 
革 
に に 9 
紅 
ん 
べく 
に 
に 
Co 
ド 
半生 当 | ロ 

に 9 
癌 
引 


X 
の 
| 
く 
ら 
[S 
RE 
政 
計 
Ku 
弘 
え 
el 
ぶ 
1 
Co 
に 
2 
各 
導 
に | 


し 1  x 25 の | 
SR | x | を 人 | 
| 1  x | で 5 を 人 | 
Ss |  x | を 人 | 
sw |  x | に ー ジ eo ぁ | 

トー ミー を 
トー ミー を 人 | 
レー ミー を | 
|  x | ペー ジ 15.16 を 合成 表示 
EE 


トー 
み 

[ 

KA 

1 

さ 

ー 

ド 

RE 

政 

に ) 

党 

引 
ト ' 


ペー ジ 13.15.16 を 合成 表示 
ペー ジ 14.15,16 を 合成 表示 
ペー ジ 13.14.15,16 を 合成 表示 


X 


印 指定 不可 
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第 3 章 画面 


この 表 の よう に < ディ スプ レイ ペー ジ > の 指定 値 は 表示 され る ペー ジ と 1 対 1 に 対応 し て いる 
わけ で は あり ませ ん の で 注意 し て くだ さい . 
な お , 白黒 モー ド で は 複数 の ペー ジ を 同時 に 表示 する こと が で きま す . 


例 1) 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド で ペー ジ 1 に グラ フィ ッ ク 命 令 を 実行 し な が ら 表 示さ せる 場合 
SCREEN 3。。 0, 1 


例 2) 白黒 モー ド で ペー ジ 3 に グラ フィ ッ ク 命 令 を 実行 し な が ら ペ ー ジ 1, 2 を 表示 させ る 場合 
SCREEN 1, , 2, 3 
この 場合 実行 きれ て いる グラ フィ ッ ク 命 令 の 結果 は 画面 に は 現れ な い . 例 3) で 初め て 
現れ る . 


例 3) ペー ジ 3 を 表示 する 場合 . 
SCREEN , ,,4 


田 画 面 ス イッ チ 

画面 スイ ッ チ と は , グラ フィ ッ ク 画 面 を 一 時 的 に 消去 する スイ ッ チ で す 。 SCREEN 命令 の 2 
番目 の パラ メー タ に よっ て 設定 し ます . 画面 スイ ッ チ に 指定 する 値 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 
の 関係 は 次 の と お り で す . BASIC 起動 直後 は 表示 を 行う よう に な っ て いま す . 


指定 値 グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 


0 また は 1 表示 を 行う 
2 また は 3 現在 の 表示 を 一 時 的 に 消去 する 


これ は プロ グラ ム の 作成 中 に グラ フィ ッ ク 画 面 を 一 時 的 に 消し て プロ グラ ム の テキ スト を 見 
や すく する 場合 な ど に 便利 で す . 


づ . 画面 ハー ドコ ピー 


ディ スプ レイ に 表示 され た 画面 の イメ ー ジ を その まま プリ ンタ で 印刷 する こと を ハー ドコ ピ 
と ys ます 。 
Nss-BASIC(86) に は 。. 次 の よう な ハー ドコ ピー 機能 が あり ます . 


・ テ キス ト 画 面 , ある い は グラ フィ ッ ク 画 面 だ け の ハー ドコ ピー を と る . 
・ テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し た ハー ドコ ピー を と る 。. 
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3.3 画面 ハー ドコ ピー 


一 画面 ハー ドコ ピー 機能 の 種類 と 機能 

通常 の 画面 ハー ド コピ ー 機 能 と カラ ー コ ピー や 縮小 拡大 の で きる 拡張 画面 ハー ドコ ピー 機 
能 の 2 種類 が あり , どちら か を 選択 する こと が で きま す . ROM モー ド BASIC で は 。 通常 の 画 
面 ハ ー ド コピ ー 機 能 の み と な り ま す . 


BASIC の 種類 ” | 画面 ハー ドコ ピー 機能 | パパ 機能 


RON モード BASIC | 半 才 の 画 還 ハー ドコ ピー 機 組 | アキ スト 画面 は プリ ンタ の 書体 で 印字 され る 。 


モノ クロ コピ ー の み 。. 
DISK モー ド BASIC | 通常 の 画面 ハー ドコ ピー 機能 
拡張 画面 ハー ド コピ ー 機 能 


どの 機能 を 使用 する か は , ユー ティ リティ “switch .n88” を 使っ て 選択 し ます . 

また , 使用 する プリ ンタ の 種類 に よっ て シス テム の 設定 を 変更 し な けれ ば な り ま せん が , こ 
れ に は , ユー ティ リティ switch .n88” と “setup .n88” を 使い ます . 

詳し い ハ ー ド コピー 機能 の ユー ティ リティ に よる 設定 の 方 法 に つい て は , 「 ハ ー ド コピー 機能 
の 設定 方 法 」 を 参照 し て くだ さい . 


テキ スト 画面 だ け を 出力 し た 場合 は プリ ンタ の 印字 
体 で 出力 され , グラ フィ ッ ク 画 面 と 合成 し て 出力 し 
た 場合 は 画面 の ドッ トイ メー ジ で 印字 きれ る. 
PC-PR201V 系 プリ ンタ を 使っ て カラ ー コ ピー を と 
る こと が で きる 。 

PC-PR601 系 プリ ンタ を 使っ て 縮小 拡大 コピ ー を 
と る こと が で きる . 


一 通常 の 画面 ハー ドコ ピー 機能 
通常 の 画面 ハー ドコ ピー 機能 は 次 の と お り で す . 


= っ て て 25tait_ 52 
テキ スト 画面 の み を 出力 

cret |+[copy] COPY 1 書体 は プリ ンタ の 印字 体 

+[copy] グラ フィ ッ ク 画 面 の み を 出力 . 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し て 出力 
cory COPY 3 (COPY 1 と COPY 2 の 結果 を 重ね た イメ ー ジ ). 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 縦 方 向 に 縮小 し て 出力 (640X200 の モー ド の み ). 


テキ スト の 書体 は プリ ンタ の 印字 体 . 
し COPY 5 テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 縦 方 向 に 縮小 し て 出力 . 
の テキ スト の 書体 は プリ ンタ の 印字 体 (640X200 の モー ド の み ) . 
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一 拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 
拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 は , 使用 する プリ ンタ に よっ て 機能 が 違い ます の で 分 け て 説明 し 
革 ず 。 


念 PC-PR201V 系 の カラ ー プ リン タ の 場合 
カラ ー コ ピー を と る 場合 
EE フイ イイ 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し て カラ ー で 出力 . 
GOPY 8 白 と 黒 は 反転 する . 

テキ スト の 書体 は 画面 の ドッ トイ メー ジ 。. 
グラ フィ ッ ク 画 面 の み を カラ ー て で 出力 . 
白 と 黒 は 反転 し な い 。 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し て カラ ー で 出力 . 
COPY 5 白 と 黒 は 反転 し な い . 
テキ スト の 書体 は 画面 の ドッ トイ メー ジ . 


な し COPY 4 


注意 : カラ ー コ ピー は 8 色 中 ・8 色 モ ー ド で の み 使 用 可能 で す . 4096 色 中 ・8 色 , 4096 色 中 ・16 色 
モー ド で は モノ クロ の ハー ドコ ピー に な り ま す . 


モノ クロ コピ ー を と る 場合 


Ca Ci 


テキ スト 画面 の み を 出力 . 
ermr |+[coy] | COPY 1 | 生生 は アリ ンタ の 還 字 人 


+ [eopy |] COPY 2 グラ フィ ッ ク 画 面 の み を 出力 . 


COPY テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し て 出力 . 
テキ スト の 書体 は 画面 の ドッ トイ メー ジ . 


3.3 画面 ハー ドコ ピー 


念 PC-PR601 系 の ペー ジ プ リ ンタ の 場合 
PC-PR601 系 の ペー ジ プ リ ンタ を 使用 する 場合 に は , 印字 方 向 や 印字 する 倍率 を 指定 する こ 
と が で きま す 。 


人 | GoPr る | 但 能 | gm 向  | 時 
テキ スト 画面 の み を 出力 . 
gm] | omr s | 2 ラフ イッ ク 下 困 の み を | ksm ee 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 

画面 を 合成 し て 出力 . 0 
COPY 3 テキ スト の 書体 は 画面 の ドッ 水平 また は 垂直 . 

トイ メー ジ . 


*※・ 標準 , 1/3 倍 , 2/3 倍 , 3/3 倍 , 4/3 倍 の うち いずれ か . 


印字 方 向 の 欄 の ~^ 水 平 "は 用 紙 の 走行 方 向 が 画面 の 上 下 に 対応 し て いる こと を 意味 し ます . ま 
た , 垂直 ” は 用 紙 の 走行 方 向 が 画面 の 左右 に 対応 し て いる こと を 意味 し ます . 
印字 倍率 の 欄 の ` 標 準 ? と は PC-PR201 系 の プリ ンタ で 出力 され る 大 き さ を 表し ます . 


@@ PC-PR201V 系 , PC-PR601 系 以外 の プリ ンタ の 場合 


テキ スト 画面 の み を 出力 . 


[emm[eey) グラ フィ ッ ク 画 面 の み を 出力 . 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し て 出力 . 
テキ スト の 書体 は 画面 の ドッ トイ メー ジ . 
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圏 ハー ドコ ピー 機能 の 設定 方 法 
各 ハ ー ド コピ ー 機 能 の 設定 に 使用 する ユー ティ リティ は 次 の と お り で す . 


07 ス ーー 結 と 


こ | setup ngg (ンド コピ ) | ドコ 本 
switch . n88 (画面 ハー ドコ ピー | swtch.n88 (画面 ハー ドコ ピー) | | setup ngg (ンド コピ ) | n88 EE 


カラ ー 
コピ ー 
モメ クロ 
PC-PR601 系 


拡 
PC-PR201V 
系 プリ ンタ 


p 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
setup .n88 ー「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 
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第 4 草 
グラ フィ ックス 


N。。-BASIC(86) に は グラ フィ ックス を 扱う た め の 豊 富 な 命令 が 用 意 き れ て いま す . これ ら の 
命令 を 組み 合わ せ て 使用 する こと に より , さま ざま な 線 , 図形 な ど を 描く こと が で きま す 。 こ 
の 章 で は グラ フィ ックス を 扱う 上 で 知っ て お か な けれ ば な ら な い 次 の よう な 重要 な 概念 を 説明 
し ます 。 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 座標 系 
・ パ レッ ト 機 能 
32 シト リ ジ グ 

・ 画 像 の 転送 


な お 。 個々 の グラ フィ ッ ク 命 令 に つい て の 詳細 は 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を 参照 
し て . く だ さい 。 


4.] グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 図形 を 表示 する 際 に は , 画面 の どの 位置 に 出力 する か を 指定 する た め に 
* 座 標 ? と いう 概念 を 用 いま す . この 座標 は 数 学 な ど で 用 いら れる 座標 と 同じ 考え 方 の も の で , 
2 つの 直 変 する 座標 軸 の 原点 か ら の 距離 を 指定 する こと に よっ て 平面 上 の 1 点 を 決め る も の で す . 
N。。-BASIC(86) の グラ フィ ッ ク 画 面 に は 。 オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 .。 スク リー ン 座 標 系 , 
ワー ルド 座標 系 の 3 つの 座標 系 が 用 意 き れ て いま す .。 この 座標 系 を うま く 使 うこ と に よっ て 複 
雑 な 図形 を 描い た り , 図形 の 移動 , 拡大 , 縮小 な ど を 用 意 に 行う こと が で きま す . 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 3 つの 座標 系 


ワー ルド 座標 系 
クラ イッ ク の スク リー ン 守 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 
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第 4 章 グラ フィ ックス 


圏 オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 

オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 は ディ スプ レイ 装置 と 結び つい た 座標 系 で す . この 座標 系 の 大 
き さ は ディ スプ レイ 装置 と 対応 し て お り , 座標 上 の 各 点 が 画面 を 分 解す る ドッ ト 数 と 一 致し て 
いま す . つま り , 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド また は 高 分 解 能 白 黒 モ ー ド で は 左上 隅 を (0, 0) と し 右 
下 隅 を (639, 399) と する 座標 系 で す . カラ ー モ ー ド また は 白黒 モー ド で は 左上 隅 を (0。0) と し 
右 下 の 隅 を (639, 199) と する 座標 系 で す . 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 


(0.0) (639.0) (0.0) (639,0) 


高 分 解 能 カラ ー モ ー ド お よび 
高 分 解 能 白黒 モー ド の 場合 


カラ ー モ ー ド お よび 
白黒 モー ド の 場合 


640X200 ド ッ ト 


(0, 399) (639, 399) (0, 199) (639, 199) 


な お 。 この 章 の グラ フィ クス の 説明 は , 特に 断わり 書き が な いか ぎり 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 
の 場合 に つい て 説明 し ます . 本 文中 に ある 例 を 実行 する 場合 に は 事前 に SCREEN 命令 で 高 分 解 
能 カ ラー モー ド の 設定 を 行っ て くだ さい . ダイ レク トモ ー ド で ヽ SCREEN 3[ ト を 実行 す 
れ ば 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド に な り ま す . 


ぁ 参照 ダイ レク トモ ー ド ーー「『BASIC 入 門 』 


較 ビ ュー ボー ト と スク リー ン 座 標 系 

BASIC の 命令 を 使っ て 描い た 図形 を 表示 する 際 に は , ディ スプ レイ 画面 の 中 で 表示 領域 を 限 
定 す る こと が で きま す . 限定 し た 表示 領域 を ビュ ー ポ ー ト と いい ます .。 ビュ ー ポ ー ト の 設定 に 
は VIEW 命令 を 使い ます . 


VIEW 命令 
VIEW (Sx1, Sy1) 一 (Sx2, Sy2)〔, < 領域 色 >]〔, < 境界 色 >〕 


ここ で の 座標 指定 は ディ スプ レイ の 画面 に 対応 し た オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 で 行い ます 。 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 の (Sx1, Sy1) を 左上 隅 。 (Sx2。Sy2) を 右 下 隅 と する 区 画 が 図形 
を 表示 する 範囲 - な り ま す . な お , Sx1<Sx2。Sy1<Sy2 が 成り 立た な い 場 合 , ある い は これ 
ら の 座標 が ディ スプ レイ 画面 か ら 外れ て いる 場合 に は エラ ー に な り ま す . 


4.1 グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 


ビュ ー ポ ー ト 内 部 の 座標 系 を スク リー ン 座 標 系 と いい ます . スク リー ン 座 標 系 は , ビュ ー ポ 
ー ト の 左上 隅 を 原点 (0。 0) と し て ドッ ト 単 位 に 座標 を と り 直 し た も の で す . 

領域 色 に パレ ッ ト 番 号 を 指定 する と ビュ ー ポ ー ト の 内 部 が その 色 で ぬり つぶ され ます . 境界 
色 に パレ ッ ト 番 号 を 指定 する と ビュ ー ポ ー ト の 枠 が その 色 で 描か れ ま す . 


VIEW 命令 の 図解 


(Sx1, Sy1 ) 
(0,0) 
ビ ピュー ポー ト 
スク リー ン 座 標 系 


(Sx2-Sx1, Sy2-Sy1 ) 
(Sx2, Sy2) 


オリ ジ ナ ルス ク リ ー ン 座標 系 ( 639。 399 ) 


ディ スプ レイ 画面 


VIEW 命令 を 実行 し な い 状態 で は , ディ スプ レイ の 画面 全体 が ビュ ー ポ ー ト に な っ て いま す . 
し た が っ て , スク リー ン 座 標 系 = オリジ ナル スク リー ン 座 標 系 と な り ま す 。 


VIEW を 実行 し な い 初期 状態 の ビュ ー ボ ポー ト 


ビュ ー ポ ー ト 


スク リー ン 座 標 系 


I 
(オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 ) 


(639, 399 ) 


ディ スプ レイ 画面 


VIEW (160。100) 一 (479, 299) を 実行 し た 場合 , ビ ュー ポー ト は 画面 の 中 央 に な り ま す . ス 
クリ ー ン 座標 系 は (0, 0) 一 (319, 199) の 範囲 に 新しく 設定 され ます . 


p 参照 パレ ッ ト 番 号 一 4.3 の 「 パ レッ トモ ー ド 」 
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VIEW (160, 100) 一 (479, 299) の 実行 結果 


(160, 100) 
(0.0) 
ビュ ー ポ ー ト 


スク リー ン 座 標 系 
(319, 199) 
(479, 299) 


オリ ジ ナ ルス ク リ ー ン 座標 系 ( 639, 399 ) 


ディ スプ レイ 画面 


圏 ワー ルド 座標 系 

大 部 分 の 描画 コマ ンド は この 座標 系 を 使用 し て 描画 を 行い ます . この 座標 系 は ディ スプ レイ 
画面 に 対応 し た も の で は な くい わ ば 論理 的 な 座標 で す . ワー ル ド 座標 系 の 大 き さ は 縦横 と も 一 
1.70141E 十 38 一 十 1.70141E 十 38 の 範囲 まで 許さ れん ます. ユー ザー は この 範囲 の 領域 に PSET。 
DRAW, CIRCLE。 LINE な どの グラ フィ ッ ク 命 令 を 使っ て 絵 を 描く こと が で きま す . ワー ル 
ド 座 標 系 の お か げ で スク リー ン の 物理 的 な 大 き さ に 制限 され な い 広 い ワ ー ル ド 座 標 に , 線 を 引 
いた り グ ラフ や 図 を 描い た りす る こと が で きま す . 


ワー ルド 座標 系 


(一 1.70141E 十 38, 一 1.70141E 十 38) 


(+1.70141E 十 38, 二 1.70141E 十 38) 


参照 DRAW, CIRCLE, LINE 命 令 つ 『BASIC り リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 』 
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4.1 グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 


圏 ウ ィ ン ド ウ 

BASIC が 設定 し た 論理 上 の 座標 系 で ある ワー ルド 座標 系 は , 範囲 が た い へ ん 広い の で ワー ル 
ド 座 標 系 の すべ て の 1 ドッ ト 1 ドッ ト を ディ スプ レイ の ドッ ト に 対応 させ て 表示 する こと は で 
きま せん . そこ で , ワー ルド 座標 に 描か れ た 図形 を 画面 に 表示 させ る た め に は , ワー ルド 座標 
上 の 任意 の 範囲 を , 実際 の ディ スプ レイ 上 の 表示 領域 (ビュ ー ポ ー ト ) に 割り 当て ます . この 任 
意 の 領域 の こと を ウィ ンド ウ と 呼び ます . 

この ウィ ンド ウ の 設定 を 行う の が WINDOW 命令 で す . 


WINDOW 命令 
WINDOW (Wx1, Wy1) 一 (Wx2, Wy2) 


ワー ルド 座標 上 の (Wx1, Wy1) を 左上 隅 , (Wx2, Wy2) を 右 下 隅 と する 範囲 が ウィ ンド ウ に 
な り ま す . 座標 の 指定 は ワー ルド 座標 で 行い ます . Wx1 く Wx2,Wy1 く Wy2 が 成り 立た な い 場 
合 。 あるいは これ ら の 座標 が ワー ルド 座標 系 か ら 外 れ て いる 場合 に は エラ ー に な り ま す . 

この 例 は ビュ ー ポ ー ト は 初期 状態 で ディ スプ レイ 画面 全体 と な っ て いま す . 


WINDOW 命令 の 図解 


ワー ルド 座標 系 


(Wx1, Wy1 ) 


ピュー ポー ト 
スク リー ン 座 標 系 


(639, 399) 


ディ スプ レイ 画面 
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これ は WINDOW 命令 を 実行 する 前 の 初期 状態 で す 、 ワー ルド 座標 系 の (0, 0) 一 (639, 399) が 
スク リー ン 座 標 系 の (0, 0) 一 (639, 399) に 対応 し て いま す . 


WINDOW 命令 を 実行 し な い 初 期 状態 の ウィ ンド ウ 


ワー ルド 座標 系 


ビ ピュー ポ ー ト 
「~ ヽ 、、、 ス クリ ー ン 座標 系 


- (639. 399) 


ディ スプ レイ 画面 


WINDOW 命令 と VIEW 命令 を 両方 使用 し た 場合 は , 各 座標 系 の 関係 は 次 の よう に な り ま す . 


WINDOW (Wx1, Wy1) 一 (Wx2, Wy2) 
VIEW (Sx1, Sy1) 一 (Sx2, Sy2) 


WINDOW 命令 と VIEW 命令 を 両方 使っ た 場合 


ワー ルド 座標 系 


(Wx1, Wy1 ) 


(wx2,Wy2) 


(Sx2, Sy2 ) 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 (639, 399) 


ディ スプ レイ 画面 


4.1 グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 


圏 3 つの 座標 系 の 関係 

オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 , スク リー ン 座 標 系 , ワー ルド 座標 系 の 3 つの 座標 系 と ウィ ン 
ドウ 。 ビュ ー ポ ー ト の 関係 を みて み ま し ょ う . 次 の よう な 命令 を 実行 し た 場合 に は こう な り ま 
ま S 


SCREEN 3 
WINDOW (一 2000, 一 2000) 一 (5000, 5000) 
VIEW (180, 80) 一 (480, 280) 


( 2000, 一 2000) 


(300, 200) 


(5000, 5000) 


(639. 399) 


ワー ルド 座標 系 オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 スク リー ン 座 標 系 


ワー ルド 座標 系 の な か の (一 2000, 一 2000) 一 (5000, 5000) を ウィ ンド ウ と し て 取り 出し ます . 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 の (180。 80) 一 (480。280) を ビュ ー ポ ー ト と し ます . これ で ウィ ン 
ドウ 内 の 図形 が ビュ ー ポ ー ト 内 に 表示 され ます . 


@ 3 つの 座標 系 と BASIC の グラ フィ ッ ク 関 連 の 命令 で 使う 座標 
グラ フィ ッ ク に 関係 する 命令 の 大 部 分 は 座標 の 指定 が 必要 で す . 次 の 表 は それ ぞ れ の 命令 が 
どの 座標 系 を 使う の か と いう こと を 示し て いま す 。 


グラ フィ ッ ク 較 人 る 


ワー ルド 座標 系 CIRCLE, DRAW, LINE, PAINT, POINT, PRESET, PSET, WINDOW 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 | VIEW 
スク リー ン 座 標 系 GET@, PUT@, POINT (関数 ) 


各 命 令 に つい て の 詳細 は 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を 参照 し て くだ さい 、. 
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4. 己 WINDOW 命令 と VIEW 命令 の 例 


ワー ルド 座標 に 描い た 図形 は 。 ウィ ンド ウ や ビュ ー ポ ー ト の 設定 に よっ て ディ スプ レイ 画面 


内 で の 位置 や 大 き さ が 変わ っ て きま す . 
ここ で は 実際 に ワー ルド 座標 に 図形 を 描い た 上 で WINDOW 命令 と VIEW 命令 を 使っ て 画面 


の 変化 を 見 て み ま す . 


田 ワ ー ル ド 座 標 に 図形 を 描く 
まず 。 次 の プロ グラ ム を 実行 し ます . 


19 SCREEN 3:CLS 3 

4 CIRCLE(479,19 の ) ,99,6 

59 LINE(2 の ,49)-(199,4) ,1:LINE(199,4 の ) -(199,159) , 1 
6 の 9 LINE(2g,4 の ) -(199,159) , 1 

7 LINE(2 の 219) -(199,379) ,2,B 


ワー ルド 座標 上 に 次 の よう な 状態 で 描か れ ま す . 


(0.0) 


(639, 399) 
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4.2 WINDOW 命 令 と VIEW 命 令 の 例 


ディ スプ レイ 画面 で も この よう に 見 えま す . 初期 状態 で は ウィ ンド ウ は ワー ルド 座標 系 の (0, 
0) 一 (639, 399) で あり , スク リー ン 座 標 系 の (0, 0) 一 (639,399) に 対応 し て い ます . 


較 WINDOW 命令 を 使っ た ウィ ンド ウ の 設定 
画面 の 右 . 上 の 円 の 描か われ て いる 部 分 だ け を 表示 する た め に , 始め の プロ グラ ム の 前 に , WINDOW 
命令 を 入れ て み ま す . 


19 SCREEN 3:CLS 3 

29 WINDOW(319,)-(639,199) 

4 CIRCLE(479. 1 の ) 99,6 

5 の LINE(2g,4)-(199,4),1:LINE(199,4 の )-(199,159) ,1 
6 の 9 LINE(2g,49)-(199,159) ,1 

7 LINE(2g,219) -(199.379) ,2,B 


この プロ グラ ム を 実行 する と 画面 は 次 の よう に な り ま す . 


第 4 章 グラ フィ ックス 


次 に 20 行 目 の WINDOW 命令 を 20 WINDOW (479, 0) 一 (639, 100)? に 変え て み ま す . 


次 の 三角 形 と 四角 形 の 部 分 を 画面 全体 に 表示 し て み ま す . 
20 行 目 の WINDOW 命令 を “20 WINDOW (0, 0) 一 (319,399)? に 変え て 実行 し ます . 


この よう に ,。 WINDOW 命令 を 使う と ワー ルド 座標 に 描か れ た 図形 を 任意 に 拡大 縮小 し た 
り 移 動き せ た り で きる よう に な り ま す . 


圏 VIEW 命令 を 使っ た ビュ ー ポ ー ト の 設定 

ワー ルド 座標 に 描か れ た 図形 を ディ スプ レイ の 右上 に 表示 させ る に は ,。 VIEW 命令 を 使っ て 
ビュ ー ポ ー ト を 画面 の 右上 に 設定 し ます . それ に は 前 に 作っ た プロ グラ ム に VIEW 命令 を 追加 
1: 衣 


1 SCREEN 3:CLS 3 

2 の WINDOW( の) -(319,.399) 

3 の VIEW(319, の ) -(639,199) ,,4 

4 CIRCLE(479,1 の の ) ,99,6 

59 LINE(2 の 4 の ) -(199.4) 1:LINE(199.49)-(199,159) ,1 
6 LINE(2 の 4 の )-(199,159) , 1 

7 LINE(2 の 219) -(199,379) ,2,B 
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4.2 WINDOW 命 令 と VIEW 命 令 の 例 


圏 ワー ルド 座標 値 の 制限 

CIRCLE 命令 や LINE 命令 な どの グラ フィ ッ ク 命 令 に 使用 する ワー ルド 座標 の 座標 値 に は , 次 
の よう な 最小 値 と 最大 値 の 制限 が あり ます . 最小 値 以 下 あ る い は 最大 値 以上 の 値 を 指定 する と 
オー バー フロ ー の エラ ー が 起こ り ま す . 

この 最小 値 と 最大 値 は いつ も 一 定 で は あり ませ ん . WINDOW 命令 と VIEW 命令 で 指定 し た 
座標 値 に よっ て 変化 し ます . 


WINDOW (a1, b1) 一 (a2, b2) 
VIEW (x1, y1) 一 (x2, y2) 


各 座 標 に この よう な 値 を 指定 し て WINDOW 命令 と VIEW 命令 を 実行 し た 場合 に は , 各種 グ 
ラフ ィ ッ ク 命 令 で 使用 で きる ワー ルド 座標 値 の 範囲 は , 次 の よう な 式 で 表す こと が で きま す . 
WX は ワー ルド 座標 系 の X 座標 の 値 を 。 WY ワー ルド 座標 系 の Y 座標 の 値 を 表し ます . 


WX 


a2 一 a1 
x2 一 x1 


a2 一 a1 


(一 32768 一 x1) ーー 


十 a1 ミ WX ミ (32767 一 x1 ) 十 a1 


WY 


b2 一 b1 
y2 一 y1 


b2 一 b1 
y2 一 y1 


(一 32768 一 y1 ) 


十 b1 ミ WY ミ (32767 一 y1 ) 十 b1 
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た と えば 、 


WINDOW (0, 0) 一 (639, 399) 
VIEW (0, 0) 一 (639, 399) 


の 場合 を 計算 し て みる と , 


ー32768 人 ミミ WX 且 32767 
ー32768 ミ WY ミ 32767 


と な り ま す 。 


注意 : VIEW 命令 を 使う 前 に は , 必ず WINDOW 命令 を 使っ て ウィ ンド ウ を 設定 し て くだ さい . 
VIEW 命令 だ け を 単独 で 使う と ウィ ンド ウ が 変化 し て し まい ます . 
また , SCREEN 命令 は WINDOW 命令 と VIEW 命令 の 前 に 実行 し て くだ さい . 
SCREEN 命令 を 実行 する と 。 ビ ュー ポー ト と ウイ ンド ウ の 設定 は 初期 化 さ れ ま す . 


424. グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 


圏 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 色 指 定 

グラ フィ ッ ク 画 面 で は バッ ク グ ラウ ンド カラ ー( 背 景色 ),。 ボー ダー カラ ー( 周 辺 色 ),。 フォ ア 
グラ ウン ドカ ラー( 前 景色 ) を 指定 する こと が で きま す 。 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 指 定 に は 〔1〕 COLOR 命令 を 使い ます . 


[1]COLOR 命令 
COLOR 〔【< フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド >〕〔, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>〕〔, < ボー ダー カ 
ラー>〕【, < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>〕〔, < パレ ッ ト モ ー ド >〕 


この 中 で ファ ンク ショ ンコ ー ド は テキ スト 画面 の 文字 に いろ いろ な 機能 を 与え る も の で す . 
参照 ファ ンク ショ ンコ ー ド ー3.1 の 「 テ キス ト 画 面 の 文字 の 色 と 表 示 モ ー ド 」 


< ポー ダー カラ ー> は パッ ク グ ラウ ンド の 周辺 の 色 を 表し ます . BASIC 起動 直後 は 黒 に な っ て 
いま す 。 


みれ を まま まま) 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
M 


4.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 


た だ し , < ボー ダー カラ ー> は , 400 ライ ン の 高 解像度 ディ スプ レイ の 使用 時 に は 意味 が あり ま 
せん . 

< くさ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー> は グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 を 表し ます . 

く < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> は グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 や 線 を 表示 し た りす る と き に 使わ れる 
色 を 表し ます . CIRCLE, LINE, PSET 命令 な どの 描画 命令 で 色 の 指定 を 省略 する と この 色 が 
採用 され ます . 

な お , < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉> と < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> の 指定 は 色 番号 で 指定 する わ 
け で は あり ませ ん . 後 で 説明 する ヾ パレット 番号 ” で 指定 し ます . 

パレ ッ ト 番 号 。 く パ レッ トモ ー ド > に つい て は 次 の 項 を 参照 し て くだ さい . 


圏 パ バレット モー ド 

N。。-BASIC(86) で カラ ー の モー ド ( カ ラー モー ド , 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド ) を 選択 ずる と 8 色 
ある い は 16 色 の 色 を 一 度 に 使用 する こと が で きま す . 

各 命 令 の 色 指 定 の 際 に は 固定 し た 色 を 指定 する の で は な く , パレ ッ ト と 呼ば れる “ 色 の 入れ 
物 ? の 番号 を 指定 し ます . パレ ッ ト 番 号 に は ユー ザー が 自由 に 色 を 割り 当て る こと が で きま す . 
各 命 令 で 表示 色 に パレ ッ ト 番 号 を 指定 する と その パレ ッ ト 番 号 に 割り 当て られ て いる 色 が 使用 
され る と いう わけ で す . これ を パレ ッ ト 機 能 と いい ます .。 パレ ッ ト 機 能 の 利点 は , いっ た ん 描 
いて し まっ た 図形 な ど で も , 後 か ら パ レッ ト 番 号 に 割り 当て られ た 色 ( カ ラー コー ド ) を 変更 す 
る だ け で 図形 の 色 を 変え る こと が 可能 な 点 で す . 
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N。。-BASIC(86) に は 次 の よう な 3 つの パレ ッ ト モー ド が あり , 使用 で きる 色 の 数 が 異な り ま す . 


8 色 中 ・8 色 モ ー ド 
黒 ,。 明 る い 青 。 明る い 赤 。 明る い 紫 。 明る い 緑 , 明る ぃ 水色, 明る い ぃ 黄 , 白 の 
8 色 を 使用 する こと が で きま す . 
4096 色 中 ・8 色 モ ー ド 
4096 色 の 中 か ら 8 色 を 使用 する こと が で きま す . 
4096 色 中 ・16 色 モ ー ド 
4096 色 の 中 か ら 16 色 を 使用 する こと が で きま す 。 


この 3 つの パレ ッ ト モ ー ド の どれ を 選択 する か は [1〕 COLOR 命令 の 5 番目 の パラ メー タ で 
設定 し ます . BASIC 起動 直後 は 8 色 中 ・ 8 色 モ ー ド に な っ て いま す 。. 


8 色 中 ・8 色 モ ー ド 
4096 色 中 ・8 色 モ ー ド 


4096 色 中 ・16 色 モ ー ド 


一 基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド と 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド 
N。。-BASIC(86) の グラ フィ ッ ク に は 2 つの グラ フィ ッ ク モ ー ド が あり ます .。 これ は 主 に パレ 
ッ ト モ ー ド の 選択 に 関わ り ま す . 


ME る に つっ グラ フィ ッ ク 機 能 の 差 利用 者 メモ リ の 圧 追 


8 色 中 ・8 色 モ ー ド 22KB の シス テム コー ド が メモ リ 
4096 色 中 ・8 色 モ ー ド に ロー ド さ れる た め , その 分 利用 
4096 色 中 ・16 色 モ ー ド 者 メモ リ が 減る . 

の 3 つの モー ド が 使用 可能 . 


拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド 


この 章 の 解説 は 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド に つい て 行っ て いま す . 基本 グラ フィ ッ ク モ ー ド の 
機能 は 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド の 8 色 中 ・8 色 モ ー ド と 同等 で す . 

拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド に する た め に は , ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の 8 番 を ON に し ます . 出 
荷 時 に は ON に 設定 し て あり ます が 確認 し て くだ さい . 


注意 : 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド に お いて も 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 使用 で き な い 機種 も あり ま 
p: 


参照 ディ ッ プ スイ ッ チ ー『 ガ イド ブッ ク 』 


56 


4.3 グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 


圏 パ バレット の 色 の 変更 
パレ ッ ト の 色 の 変更 は [2]COLOR 命令 で 行い ます . 


〔2〕COLOR 命令 
COLOR 〔(< パ レット 番 号 >,。 < カラ ー コ ー ド >)]〕 


カラ ー コ ー ド と は 各色 に つけ られ た コー ド 番 号 で す . この 命令 で は パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ 
ー ド を 対応 づ すけ る こと に よっ て ,。 どの パレ ッ ト に どの 色 を 対応 させ る か 任意 に 決め る こと が で 
きま す .。 その 際 , 同じ カラ ー コ ー ド の 色 を 複数 の パレ ッ ト 番 号 に 対応 づけ て も か まい ませ ん . 

各 モ ー ド に お ける パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ ー ド の 関係 は 次 の と お り で す . 


4096 色 中 ・ 
16 色 モー ド 


0 ( 黒 ) 

1 (明る い 青 ) 
2 (明る い 赤 ) 
3 (明る い 紫 ) 
4 (明る い 緑 ) 
5 (明る い 水 色 ) 
6 (明る い 黄 ) 
7 ( 白 ) 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 


8 色 中 ・8 色 モ ー ド 
0--7 の パレ ッ ト 番 号 に 8 個 の カラ ー コ ー ド を 任意 に 指定 し ます . 


4096 色 ・8 色 モ ー ド 
0-7 の パレ ッ ト 番 号 に 名 HH000-&HFFF の 4096 個 の カラ ー コ ー ド か ら 任 意 に 指定 し ます . 


4096 色 ・16 色 モ ー ド 
0~15 の パレ ッ ト 番 号 に 錠 H000-&HFFF の 4096 個 の カラ ー コ ー ド か ら 任意 に 指定 し ます . 
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た と えば , 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド で 
COLOR= ニ (0, &H777) 


と する と , パレ ッ ト 番 号 0 が 灰色 と な り ま す . 

パレ ッ ト を BASIC が 起動 し た 時 の 初期 状態 に ち ど す に は , ^COLOR [gg と だ け 入 力 し ま 
す . この 方 法 は DISK モー ド BASIC で の み 使 用 で きま す . 

初期 状態 の パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ ー ド の 関係 は 次 の と お り で す . 


パレ ッ ト 番 号 8 色 中 ・ 4096 色 中 ・ 4096 色 中 ・ 


明る い 青 
明る い 赤 
明る い 紫 
明る い 緑 
明る い 水 色 
明る い 黄 

白 

灰色 

少し 暗い 青 
少し 暗い 赤 
少し 暗い 紫 
少し 暗い 緑 
少し 暗い 水色 
少し 暗い 黄 
少し 暗い 白 


ら の ココ の の の い よ ここ ここ 選 C 


ぁ 参照 カラ ー コ ー ド と 色 の 関係 つ 4 .3 の 「 色 の 仕組 み ( カ ラー コー ド の 指定 方 法 ) 」 


注意 : 3 つの パレ ッ ト モ ー ド に よっ て 各 画 面 モ ー ド で の 使用 可能 な ペー ジ 数 も 変わ っ て きま す . 
ペー ジ 数 に 関し て は 3 .2 の 「 ペ ー ジ 」 を 参考 に し て くだ さい 。 な お 。 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド 
と 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド は アナ ログ RGB 対応 ディ スプ レイ に 対応 し た モー ド で す 。 こ 
の モー ド で アナ ログ RGB ディ スプ レイ 以外 の ディ スプ レイ を 使う こと も で きま す が , そ 
の 場合 に は 指定 どおり の 色 を 出す こと は で きま せん . 
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田 色 の 仕組 み ( カ ラー コー ド の 指定 方 法 ) 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 で きる 色 は すべ て 基本 色 で ある 緑 (G), 赤 (R), 青 (B) の 組み 合せ で 
表現 され て いま す 。 


@8 色 中 ・8 色 モー ド の 場合 

緑 (G), 赤 (R), 青 (B) の それ ぞ れ が ON また は OFF の 2 と お り を 選択 で きま す . し た が っ 
て , 2X2X2 三 8 色 が 表現 で きま す 。 

R, G, B 各色 の ON プ OFF と カラ ー コ ー ド の 関係 は 次 の よう に な り ま す . 


臣 当 は ON の 状態 を , [~ ] は OFF の 状態 を 示し て いま す . 


@4096 色 中 ・8 色 モー ド と 4096 色 中 ・16 色 モー ド の 場合 

緑 (C), 赤 (R), 青 (B) の それ ぞ れ を 16 段階 の 輝度 ( 光 の 強 さ ) で 表現 する こと が で きま す . し 
た が っ て , 16 メ 16X16 三 4096 色 が 使用 可能 で す . 

R, G, B 各 色 の 輝度 は 4 ビッ ト の 情報 を 持っ て いま す . これ を 1 桁 の 16 進数 に する と, R, 
G, B 各色 の 輝度 は 0 て F まで の 16 段階 の 数 値 で 表す こと が で きま す . 

カラ ー コ ー ド は 16 進 表 記 で 3 桁 の 数 値 で 表 さ れ て いま す が , R,G, B 各 色 の 輝度 が この 数 
値 に 対応 し て いる わけ で す . な お , カラ ー コ ー ド の 順番 は G, R, B の 順に な っ て いま す . 


G の 輝度 が &H9 
R の 輝度 が &HF 
B の 輝度 が &H0 
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た と えば , G が &H9( 暗 い 緑 ) で R が &HF( 最 も 明る い 赤 ) の 場合 に は オレ ンジ 色 に な り ま す . 
この よう な 方 法 で 4096 色 を カラ ー コ ー ド で 表現 し て いる の で す . 
R, G, B 各色 の 輝度 と カラ ー コ ー ド の 関係 は 次 の よう に な り ま す . 


人 
ミ 


ら | っ | っ | 
ーー Kー 一 中 


に ) 
芝 
還 


選 | ビ | O ど | どの ど | ビ | ロビ |O ら | どら | ビビ | らら | らら | ピロ | ロビ | らら | の ら 


一 朋 ほ ー】 
デー 


ーー ョ ーー ロー は ーー 肖 ほ 一 月 ほ ー】 
一 月 目 王 光世 一 月 目 王 肖 把 一通 旧 王 拓 攻 一 崩 目 王 光 世 一 削 四 二天 上 一 削 目 三 肖 四 一 月 目 王 肖 上 一 】 


上 


デー| ビ | ビリ | ピロ | ら | らら | ご | の ら | ビ | ピ 


+ー 


明る い 


輝度 0 は 各色 が 表示 され な いこ と を 表す . 


洗 


圏 タ イリ ング 

BASIC の 描画 命令 を 使用 し て 任意 の 範囲 を ね りつ ぶす こと が で きま す . この 場合 。 パ レッ ト 
番号 を 使用 し て 単色 で ぬり つぶ す の が 一 般 的 で す が , 複数 の 色 を 使っ た モザ イク 模様 (タイ ル パ 
ター ン ) で ぬり つぶ すこ と も 可能 で す 、 これ を タイ リン グ ? と 呼び ます 。 

白黒 モー ド や 8 色 中 ・8 色 モ ー ド で 中 間 色 を 表現 する た め の テ クニ ッ ク と し て 特に 効果 的 で す 。 
また , 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド や 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド で も 使用 で きま す . 

この 機能 は 〔2] PAINT 命令 や CIRCLE 命令 。 LINE 命令 な ど で 使 うこ と が で きま す 。 パレ 
ッ ト 番 号 を 指定 する 代わ り に タイ ル パ タ ー ン を 表す 文字 列 を 指定 し ます . この 文字 列 を バタ イ 
ルス トリ ング ? と いい ます 。 
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タイ ル パ タ ー ン の 大 き さ は 横 方 向 は 8 ドッ ト 分 と 決め られ て いま す が , 縦 方 向 の 長 さ は タイ 
ルス トリ ング の 文字 列 の 長き で 決ま り ま す . 縦 方 向 が nm ド ッ ト の タイ ル を 作る た め に は , タイ 
ルス トリ ング と し て , 白黒 モー ド で n 文 字 。 8 色 中 ・8 色 モ ー ド , 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド で 3Xn 
文字 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド で 4 xn 文字 の 長き が それ ぞ れ 必要 で す . 

タイ ル パ タ ー ン は , タイ ルス トリ ング に 指定 する 文字 列 の キャ ラク タコ ー ド を 2 進数 で 表現 
し た も の (ビッ ト パ タ ー ン ) に よっ て 決定 され ます . タイ ルス トリ ング の 指定 方 法 は 白黒 モー ド , 
8 色 モ ー ド , 16 色 モ ー ド に よっ て 異な り ま す . 


@ 白 黒 モ ー ド の 場合 

タイ ルス トリ ング 中 の 各 1 文字 (バイ ト ) の コー ド が タイ ル の 横 8 ドット に 対応 し ます . 文字 
コー ド の 2 進数 表現 で ,。 タイ ル の 横 8 ド ッ ト の うち , 1 に 対応 する ドッ ト は セッ ト ( 白 ), 0 に 対 
応 す る ドッ ト は リセ ッ ト ( 黒 ) と し て 表 さ れ ま す . < タイ ルス トリ ング > が n 文 字 の 長き で あれ 
ば 。 その 文字 列 の 表す 模様 は 。 この よう に し て 決定 され る 横 8 ドッ ト の パタ ー ン を 縦 に n 列 分 
だ け 並 べた パタ ー ン に な り ま す . 


例 ) 白黒 モー ド の 場合 
CHR$( &HAA) 十 CHR$(&H55) 


和 &HAA TO1OW1010 


対応 する 色 白黒 白黒 白黒 白黒 
| emss | oioioiei 


対応 する 色 黒白 黒白 黒白 黒白 


この 例 で は ,。 タイ ルス トリ ング が 2 文字 で すか ら 横 8 ドッ ト の タイ ル パ タ ー ン が 2 列 分 設定 
され ます . この 2 列 の タイ ル パ タ ー ン は 1 で ある ピッ ト と 0 で ある ビッ ト が 互い に 逆 に な っ て 
いま す . この パタ ー ン を 基本 タイ ル と し て 指定 され た 領域 を 埋め れ ば , 細か い 市 松 模様 に な り 
ます が 。 ス クリ ー ン の ドッ ト が た い へ ん 細か いた め , 灰色 の よう に 見 えま す . 
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⑱ カ ラー モー ド の 場合 

白黒 モー ド と 同様 に:。 タイ ル パ タ ー ン は タイ ルス トリ ング に 対応 する ドッ ト パ タ ー ン に よっ 
て 決定 され ます . 白黒 モー ド と 異な る 点 は , 8 色 中 ・8 色 モ ー ド 。 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド の 場合 は 
3 文字 分 ご ど と に , また 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 は 4 文字 分 ごと に , タイ ル の 横 8 ド ッ ト (1 
列 分) の 色 が パレ ッ ト 番 号 と し て 設定 され る こと で す . タイ ル パ タ ー ン の 例 を みて み ま し ょ う . 


例 ) 8 色 中 ・8 色 モ ー ド , 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド の 場合 
CHR$(&HAA) 十 CHR$(&H55) 十 CHR$(&HFF) 十 CHR$(&H55) 十 CHR$(& 
HAA) 十 CHR$(&HFF) 


20 の 桁 
2 の 桁 
ー 2 の 桁 


2 の 桁 
ー2! の 桁 
2? の 桁 


対応 する 


各 ド ッ ト に つい て の 3 ビッ ト 分 の デー タ が パレ ッ ト 番 号 に 読み 換え られ ます . この 場合 。 指 
定 す る タイ ルス トリ ング の うち の 最初 の 文字 が 最 下 位 ビ ッ ト (29) の 桁 を 表し , 以後 , 2! の 桁 。 2* 
2 の 桁 と な り ま す . 

この 例 で は タイ ルス トリ ング が 6 文字 で すか ら 横 8 ドッ ト の タイ ル パ タ ー ン 2 列 分 が 設定 き 
れ て いる こと に な り ま す 。 この 2 列 の タイ ル パ タ ー ン は 両方 と も パレ ッ ト 番 号 5 と パレ ッ ト 番 
号 6 が 変 互 に 横 8 ドット 並び ます が , 色 の 順序 が 1 ドッ ト ず れ て いる の で パレ ッ ト が 初期 状態 
で あれ ば 水色 と 黄 の 市 松 模様 に な り ま す . 実際 に は ドッ ト が 細か い の で 淡い 黄 緑 に 見 えま す . 


例 ) 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 
CHR$(&HCE) 十 CHR$(&H8C) 十 CHR$(&HD0) 十 CHR$(&H22) 


で 2% の 桁 
で 2 の 桁 
で 22 の 桁 
< 2 の 桁 


対応 する 
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この 例 で は タイ ルス トリ ング が 4 文字 で すか ら 横 8 ドッ ト の タイ ル パ タ ー ン が 1 列 分 設定 さ 
れ て いる わけ で す 。 各 ドッ ト に つい て の 4 ビッ ト 分 の デー タ が パレ ッ ト 番 号 に 読み 換え られ る 
こと に より , この よう な 結果 と な り ま す 。 

パレ ッ ト が 初期 状態 の 場合 に は , 横 8 ドット が 白 。 明る い ぃ 水色, 灰色, 明るい 緑 , 明る い 紫 。 
明る い 柴 , 少し 暗い 青 , 黒 と 並ぶ タイ ル パ タ ー ン に な り ま す . 

実際 に 8 色 中 ・8 色 モ ー ド で タイ リン グ を 使っ た 描画 例 を 示し ます . 


19 SCREEN 3 

2 の CLS 3 

3 TILE1$=CHR$S(&Hg) +CHRS(&HFF ) +CHRS(&H55 ) 
49 TILE2$=CHR$(&H2 ) +CHRS(&HFF ) +CHRS(&HAA) 
59 CIRCLE(32 2 の の) 1 の の 7 

6 の 9 PAINT(32g 2 の の) /TILE1$+TILE2ZS,7 


TILE1 $ が タイ ル パ タ ー ン の 1 列 目 を TILE2$ が 2 列 目 を 表し て いま す . この 2 列 の タイ ル 
パタ ー ン は 両方 と も パレ ッ ト 番 号 2 と パレ ッ ト 番 号 6 が 交互 に 横 8 ド ッ ト 並 び ま す が , 色 の 順 
序 が 1 ドッ ト ず れ て いる の で パレ ッ ト が 初期 状態 で あれ ば 赤 と 黄 の 市 松 模様 に な り ま す . 実際 
に は ドッ ト が 細か い の で 白 で 描か れ た 円 の 中 は オレ ンジ 色 に 見 えま す . 


ドッ ト ご と の パレ ッ ト 番 号 


この よう に 。 タ イリ ング を 行う と タイ ルス トリ ング で 設定 され た タイ ル パ タ ー ン を 単位 と し 
て , 領域 が ね りつ ぶさ れ ま す . 


注意 : カラ ー モ ー ド の 場合 。 < タイ ルス トリ ング > の 文字 数 が 3(4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 
は 4) の 倍数 で な いと き に は , 文字 列 の 後ろ か ら 3( あ る い は 4) で 割っ た 余り の 数 だ け 無 視 
され ます .。 また 。 3 文字 (ある い は 4 文字 ) に 満た な い 場 合 に は “Tllegal function call” 
ジー. とう 40 ます 。 
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人 4. 図形 デー タ の 転送 


Naa-BASIC(86) で は 画面 上 の ある 大 き さ の 領域 を そっ くり その まま 他 の 場所 へ 複写 させ る こ 
と が で きま す .。 これ を 画像 の 転送 と 呼び ます . これ を 行う た め に は GET@ 命 令 と PUT@ 命 令 
を 組み 合わ せ て 使用 し ます . 


PUT@ 命 令 と GET@ 命 令 
GET〔@〕 (Sx1, Sy1) 一 (Sx2, Sy2), < 配列 変数 名 >〔(< 添 字 >) 
PUT〔@〕 (Sx1, Sy1 ) , < 配列 変数 名 >〔(< 添 字 >)〕〔, < 条件 >]〔(, < フォ アグ ラウ ンド 
カラ ー>, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>]〕 


ぁ 参照 GET@, PUT@…『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


(Sx1, Sy1 ) 


( Sx2, Sy2) 
(Sx1', Sy1') 


(Sx2', Sy2") 


この 例 の よう に (Sx1, Sy1) と (Sx2, Sy2) で 指定 され る 領域 に 表示 され て いる 図形 を (Sx1' 
Sy1') と (Sx2'。 Sy2") で 指定 され る 領域 に 複写 する こと が で きま す 。 (Sx2',。Sy2) は も と の 図形 
の 大 き さ と 同じ に な る よう に 自動 的 に 決ま り ま す . 

GET@ 命 令 は 画像 デー タ を 配列 に 読み 込み 。 PUT@ 命 令 で 配列 の デー タ を 画像 に 変え て 出力 
し ます . 

使用 する 配列 変数 は GET@ 命 令 を 使う 前 に DIM 命令 を 使っ て 定義 ヒ し て お か な く て は な り ま 
せん 。 確保 すべ き 配 列 変数 の 大 き さ は , 次 の よう に し て 求め る こと が で きま す . 


① ま ず , 読み 込み た い 図 形 の 縦横 の ドッ ト 数 を 数 え , 必要 な バイ ト 数 を 算出 し ます . 


必要 な バイ ト 数 三 (( 横 の ドッ ト 数 十 7)\8) * 縦 の ドッ ト 数 * M 十 4 


だ だ じ 。 白黒 モー ド の と き て 1 一 2 6 
8 色 モ ー ド の と き sssseseieeeeismeesssee M ニ 3 
16 色 モー ド の と き … 層 …… ド ーー…ー…ー… M=4 


② 次 に , 必要 な バイ ト 数 か ら 実 際 に 確保 する 配列 変数 の 大 き さ (添字 の 値 ) を 決め ます . 


4.4 図形 デー タ の 転送 


添字 の 値 三 ( 必 要 な バイ ト 数 十 (N 一 1) )\N 一 1 
た だ し , N は 配列 変数 の 型 に よっ て 変わ り ま す . 


整数 型 配列 …………… N ニ 2 
単 精度 型 配列 ………… N ニ 4 
倍 精度 型 配列 ………… N ニ =8 


⑨⑧ 求 め た 添字 の 値 を も と に , 配列 変数 ( 例 : A %) を 宣言 し ます . 


DIM A%( 添 字 の 値 ) 


な お 。 配列 変数 (ここ で は A %) に は OPTION BASE (添字 の 最小 値 ) が 0 の 1 次 元 配 列 を 使 
用 する よう に し て くだ さい . 
PUT@ 命 令 の < 条件 > は 転送 先 に 表示 する 際 の いろ いろ な 条件 を 指定 する も の で す . その ま 
ま 表 示す る に は PSET を 使い ます . 
また , GET@ 命 令 と PUT@ 命 令 を 使う 際 に アク ティ ブ ペ ー ジ を 変え る と 別 の ペー ジ に 転送 す 
る こと も 可能 で す . 


パレ ト シト トド ト トト トニ トニ トニ トト トッ トッ トモ S シ ポニ S ニ S シ S ニ Kgn ロ sp ニニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 


COLOR し ァ ァ / の 
1=(((1+7) \8)*※19 の 3+4+1 ) \2- 1 
DIM A%(I) 

SCREEN の , ヶ の 
CIRCLE(59 5 の ) ,29,3 

GET@ (の の) -(99,99) ,A% 

SCREEN 1 

PUT@ (1 の,19 の ),A%,PSET 
SCREEN 2 


この 場合 に は 1 ペー ジ の (0, 0) と (99。 99) で 指定 され た 範囲 が 2 ペー ジ の (100, 100) を 左上 
の 頂点 と する 位置 へ 転送 され ます 。 
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第 5 草 


日 本 語 処理 


N。。- 日 本 語 BASIC(86) に は 日 本 語 処 理 機能 が 用 意 き れ て いま す . こ の 機能 を 使用 する こと に 
より , 日 本 語文 字 列 (2 バイ ト 系 文字 列 ) を 英 数 カナ 文字 列 (1 バイ ト 系 文字 列 ) 同 様 に テキ スト 画 
面 や グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 し た り , 漢字 プリ ンタ で 印刷 する こと が で きま す . 

ここ とこ では, この よう な BASIC の 日 本 語 処理 機能 に つい て 述べ て いま す . 日 本 語 入力 や 日 本 語 
変換 の 具体 的 な 方 法 に つい て は , 『 日 本 語 入 力 ガ イド 』 に 詳し く 解 説 し て いま す 。 


5.1 日 本 語文 字 こ は 


較 2 バイ ト で 扱わ れる 日 本 語文 字 

コン ピュ ー タ で は 文字 を コー ド と し て 扱い ます . 

英 数 文字 や カナ 文字 は 1 バイ ト の 文字 コー ド と し て 扱わ れ て いま す . 1 バイ ト で は 最大 で , 2 
8 三 256 種類 の 文字 (制御 コー ド を 含む ) だ けし か 表す こと は で きま せん . そこ で , 日 本 語文 字 を 
表す 場合 に は , 2 バイ ト で 1 文字 を 表す 方 法 が と られ て いま す . 

1 文字 を 2 バイ ト で 表す と 文字 の 種類 は 最大 2 16 ニ 65536 種類 と な り ま す の で , 何 千種 類 の 文 
字 種 の ある 日 本 語文 字 を 表現 する こと も で きる わけ で す . 

2 バイ ト で 表 さ れる 文字 に は 。 漢字 , ひら が な 。 カタ カナ 。, 英 数 文字 ギリ シャ 文字 ロシア 
文字 , 記号 類 。 グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タタ など が あり ます 。 

N。。- 日 本 語 BASIC(86) で は , これ ら の 2 バイ ト 文 字 全体 を 総称 し て “日 本 語文 字 7。 ある い 
は *2 バ イト 系 日 本 語文 字 / と 表現 し ます . ! 

な お , Na。- 日 本 語 BASIC で 使わ れ て いる 日 本 語文 字 の コー ド は JIS 漢字 コー ド に 準拠 し た も 
の で す . 


第 5 章 日 本 語 処理 


一 日 本 語文 字 の 種類 
BASIC で 扱う 日 本 語文 字 に は 次 の よう な も の が あり ます 。. 


2 バイ ト 系 全角 文字 

2 バイ ト 系 半角 文字 

2 バイ ト 系 4 分 の 1 角 文 字 
利用 者 定義 文字 


日 本 語文 字 


人 @ 2 バイ ト 系 全角 文字 
テキ スト 画面 上 に 縦 16 ドッ ト ※ 横 16 ドッ ト ( 最 大 ) で 出力 され る 文字 で す . 
グラ フィ ッ ク 画 面 に も 表示 で きま す . 


人 @ 2 バイ ト 系 半角 文字 

テキ スト 画面 上 に 縦 16 ドッ トメ 横 8 ド ッ ト ( 全 角 文 字 の 横 半分 の 大 き さ ) で 出力 され る 文字 で 
す . 文字 の 大 き さ は 1 バイ ト 文 字 と 同じ で す が , 書体 が 異な り ま す . 

な お ,2 バイ ト 系 半角 文字 の 一 部 (&H0080-&H009F, HO00EO-ー&H00FF) は テキ スト 画面 
に は 表示 で きま せん . 

グラ フィ ッ ク 画 面 に は すべ て の 2 バイ ト 系 半角 文字 を 表示 で きま す . 


@ 2 バイト 系 4 分 の 1 角 文 字 
グラ フィ ッ ク 画 面 上 に 縦 8 ド ッ ト メ 横 8 ドット ( 全 角 文 字 の 縦横 半分 の 大 き さ ) で 出力 され る 
文字 で す . テキ スト 画面 に は 表示 で きま せん . 


久利 用 者 定義 文字 
ユー ザー が 自由 に 定義 むせ る こと が で きる 文字 で す . 他 の 2 バイ ト 全 角 文 字 と 同様 の 方 法 で テ 
キス ト 画 面 や グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 で きま す . た だ し , プリ ンタ へ の 出力 は で きま せん . 


参照 2 バイ ト 系 全角 文字 つ 『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 
2 バイト 系 半角 文字 つ 「 付 録 G 日 本 語 コ ー ド 表 」 
2 バイ ト 系 4 分 の 1 角 文 字 つ 「 付 録 G 日 本 語 コ ー ド 表 」 
利用 者 定義 文字 つ 5 .2 の 「 利 用 者 定義 文字 」 


注意 : 2 バイ ト 系 半角 文字 の 形 は 1 バイ ト の 英 数 カナ 文字 に 似 て いま す が , BASIC は 別 の 文字 
と 解 息 し ます . し た が っ て 2 バイ ト 系 半角 文字 を 命令 や 変数 名 に 使用 する こと は で きま 
せん . 


5-1 日 本 語文 字 と は 


一 日 本 語文 字 の 使い 方 


全日 本 語文 字 が 使え る 場合 
BASIC で 日 本 語文 字 が 使え る の は 次 の よう な 場合 で す . 


・ 文 字 型 定数 と し て 扱う 場合 

・INPUT 命令 , KINPUT 命令 な ど で 文字 型 変 数 に 文字 列 を 代入 する 場合 
・REM 命令 中 の 注釈 と し て 使用 する 場合 

・PUT@ 命 令 で グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 させ る 場合 


文字 型 定数 と し て 扱う 場合 
1 バイ ト 文 字 の 場合 と 同様 に 。 ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲ん で 使い ます .。 1 バイ ト 文 字 
と 混在 きせ て 使用 する こと も で きま す .。 また , 文字 列 演算 も 可能 で す . 


例 ) 画面 表示 , ファ イル へ の 書き 出し 。 文字 型 変数 へ の 代入 。 文 字 列 演算 な ど 
PRINT "漢字" 
PRINT #1, "ABC 漢字 " 
A$ =" 漠 字 " 
C$ =" 漢 字 " 二 " ひ ら が な " 


注意 : SCRN : (スク リー ン フ ァイル ) へ の 日 本 語 の 書き 出し は で きま せん . 


INPUT 命令 , KINPUT 命令 な ど て 文字 型 変数 に 文字 列 を 代入 する 場合 
例 ) キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 日 本 語文 字 列 を 変数 A$ に 代入 する . 


KINPUT A$ 


REM 命令 中 の 注釈 と し て 使用 する 場合 
例 ) サブ ルー チン の 注釈 な ど 


1000 ' 日 本 語 表 示 ル ー チ ン 


PUT@ 命 令 で 画面 に 表示 させ る 場合 
例 ) 「 漢 」 と いう 文字 を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 させ る . 


PUT(100, 100), KANJI( &H3441) 
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日 本 語文 字 が 使用 で き な い 場合 


・ 命 令 名 , 関数 名 。 変数 名 . ファ イル 名 , ラベ ル 名 な ど に は 日 本 語文 字 は 使用 で きま せん . 

・KEY 命令 で 日 本 語文 字 列 を ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 する こと は で きま せん . 

・TAB 関数 で 日 本 語文 字 列 を 制御 する こと は で きま せん . 

・PRINT USING プ LPRINT USING 命令 で 日 本 語文 字 を 書式 制御 文字 列 に 指定 し た り , 
日 本 語文 字 を 含む 文字 列 を 編集 し た りす る こと は で きま せん . 


ぁ 参照 命令 ・ 関 数 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


一 日 本 語文 字 列 の 内 部 形式 


旬 日 本 語 シ フト コー ド 

日 本 語文 字 は 2 バイ ト で 表 さ れ て いま す が , 日 本 語文 字 中 の 上 位 1 バイ ト と 下位 1 バイト を 
取り 出し て みる と , それ ぞ れ が 1 バイ トコ ー ド で ある こと に か わり あり ませ ん . 

た と えば ぱ , &H34, &H41 と いう 2 バイ ト の コー ド は 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 2 つ で ある と 考 
えれ ば ぱ , 層 H34 と 層 H41 は それ ぞ れ “4? と ヾ AA? と いう こと に な り ま す .。 それ に 対し て 2 バイ 
ト の 日 本 語文 字 で ある と 考え れ ば 「 漢 」 と いう 文字 に な り ま す . 


例 ) 1 バイ ト 文 字 と 2 バイ ト 文 字 の 比較 


漢 


上 お ら バイ ト 支 博 | eidteBdh | 真 


し た が っ て , 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 と 日 本 語文 字 を 混合 させ て 使用 する に は 。 1 バイ トコ ー 
F 2 つ を 1 バイト 文 字 2 つと 見 る か 。 2 バイ ト 文 字 と 見 る か を 判別 する 必要 が あり ます . 

この た め に 使わ れ て いる コー ドガ が 日 本 語 シ フト コー ド で す . 

日 本 語文 字 の 前 に は KI( 層 HH1B4B) コー ド を , 日 本 語文 字 の 後ろ に は KO(&H1B48) コー ド を 
入れ る こと に より ,。 1 バイト 文字 と 2 バイ ト 文 字 の 判別 を 行い ます . 前 者 を 漢字 イン コー ド ( 以 
下 , KITI コード ), 後者 を 漢字 アウ トコ ー ド (以下 , KO コー ド ) と いい ます 。KI コー ド と KO コ 
ー ド に は さま れ た も の は 日 本 語 , この 外 に ある デー タ は 1 バイト 文字 と 解釈 され る わけ で す . 

な お , 日 本 語 シ フト コー ド は 日 本 語 の 1 文字 (2 バイ ト ) ご と に その 前 後に 付け る 必要 は あり ま 
せん 。 連続 し た 日 本 語文 字 列 の 前 後に それ ぞ れ 1 つ ず つ 付 けれ ば よい の で す 。 

日 本 語 シ フト コー ド を 使用 する こと で , 日 本 語文 字 列 と 1 バイ ト 文 字 を 混在 し て 使用 する こ 
と が で きま す 。 
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注意 : 日 本 語文 字 列 の 桁 数 を 数 を た り 比 較 し た りす る 場合 に は , 前 後に 日 本 語 シ フト コー ド が 
存在 し て いる こと に 注意 し て くだ さい 。 


欠 日 本 語文 字 列 の 内 部 形式 
日 本 語文 字 は 2 バイ ト で 表 さ れ ま す の で ,1 文字 に つき 1 バイ ト 文 字 の 2 文字 分 の メモ リ を 必 
要 と し ます . また , 日 本 語文 字 列 の 前 後 は 日 本 語 シ フト コー ド で 囲ま れ て いま す . 


例 ) “ABC 漢字 DE” の 内 部 形式 


IA ト le| 6 | 凌 | ま | 69 |9| | 
1B ! 4B | 34! 41 | 3B:7A| 1Bi 48 | 44 | 45 16 進 コー ド 


人 @ 日 本 語文 字 の 入力 と 日 本 語 シ フト コー ド 

KINPUT 命令 ある い は | crRL]+ | xreR ] キ ー の 入力 に よっ て キー ボー ド か ら 日 本 語文 字 を 入力 
する と 。 日 本 語文 字 の 前 に KI コー ド が , 日 本 語文 字 の 後ろ に KO コー ド が 自動 的 に 挿入 され ま 
す . し た が っ て , ユー ザー は KI コー ド と KO コー ド を 意識 し て 入れ る 必要 は あり ませ ん . 


ぁ 参照 KINPUT 命令 , | crRL| 二 | xFER | キーー5 .3 の 日 本 語文 字 の 入力 」 


注意 : BASIC で 扱う 文字 型 定数 の 大 き さ は 最大 255 バイ ト で すか ら , すべ て が 英 数 カナ 文字 の 
場合 は 255 文字 が 最大 と な り ま す . 文字 列 が 日 本 語文 字 を 含む 場合 は , 日 本 語文 字 が 1 文 
字 2 バイ ト で あり , また 前 後に 付加 され る KI コー ド , KO コー ド も 各 2 バイ ト で ある こ 
と に 注意 し て くだ さい . 
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5. ら 日 本 語文 字 の 使用 準備 と 保守 


BASIC 上 で 日 本 語文 字 を 使用 する に は 次 の よう な 準備 が 必要 で す . 


・ 漢 字 ROM の 装備 

・400 ライ ン の 高 解像度 ディ スプ レイ の 接続 
・ 日 本 語 変換 方 式 の 選択 

・ 日 本 語 辞書 ファ イル の 使用 準備 

・ 利 用 者 定義 文字 格納 ファ イル の 作成 と 更新 


一 若 字 ROM の 装備 

日 本 語文 字 を 画面 に 出力 させ る た め に は , コン ピュ ー タ 本 体 に 漢字 ROM (漢字 の フォ ント パ 
ター ン が 記憶 さき れ て いる メモ リ チ ッ プ ) が 実装 され て いな けれ ば な り ま せん .。 漢字 ROM に は , 
JIS 第 一 水準 お よび 第 二 水 準 の 2 種類 が あり ます . 

PC-9800 シリ ー ズ は これ ら の 漢字 ROM を 標準 実装 し て いま す . た だ し , 次 の 機種 を 御 使用 
の 場合 は 別売 の 漢字 ROM が 必要 で す . 


PC-9801/E…… 第 一 水準 , 第 二 水 準 と も 実装 し て いな い 
F/M…… 第 一 水準 の み 標準 実装 


ぁ 参照 JIS 第 一 水準 , 第 二 水 準 つ 『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 


較 デ ィ ス プレ イ 
日 本 語文 字 を 画面 表示 する た め に は 400 ライ ン の 高 解 像 度 の ディ スプ レイ が 必要 で す 。.200 ラ 
イン の ディ スプ レイ で は 日 本 語文 字 を 表示 する こと は で きま せん . 


軒 日 本 語 変換 方 式 の 選択 
次 の 6 種類 の 日 本 語 変 換 方 式 (日 本 語文 字 を 入力 する 際 の 変換 の 方 法 ) の 中 か ら 選 択 す る こと 
が で きま す . 


・ ん 1 逐次 変換 方 式 

・AI 連 文 節 変 換 方 式 

・ 逐次 変換 方 式 

・ 連 文節 変換 方 式 

・ 単 文節 変換 方 式 

・JIS16 進 コ ー ド 変換 方 式 
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選択 し た 変換 方 式 は と システム ディ スク に 属性 と し て 設定 し て お く こ と が で きま す . 一 度 設定 
を 行う と,。 そ の シス テム ディ スク か ら DISK モー ド BASIC を 起動 する た びに 選択 し た 変換 方 式 
が 採用 され ます . 

変換 方 式 の 設定 に は 。 ユー ティ リティ \setup .n88? を 使用 し ます . 


ぁ 参照 setup .n88 一 「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 
日 本 語 変換 方 式 一 『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 


注意 : ROM モー ド BASIC で は , JIS16 進 コ ー ド 変換 方 式 の み が 使 用 で きま す . 


田 辞 書 フ ァイル の 使用 準備 と 保守 

キー ボー ド に は 2 バイ ト の 文字 を 表す キー は あり ませ ん . その た め , 日 本 語 を 入力 する に は , 
まず カナ また は 英文 字 で 日 本 語 の 読み を タイ プ し , 日 本 語 変 換 機能 を 利用 し て 日 本 語文 字 に 変 
換 し ます . この と き , BASIC は タイ プ さ れ た 文字 の 読み を も と に 辞書 ファ イル (た と えば , KNJAI . 
DIC な ど ) を 参照 し て 日 本 語文 字 に 変換 し , 画面 な ど に 出力 し ます . 

こと の た め , 日 本 語 変換 を 行う 場合 に は 辞書 ファ イル が 必要 で す . それ に は 次 の よう な 準備 を 
行っ て くだ さい 、。 


・ 辞 書 フ ァイル の 選択 
・ 辞 書 フ ァイル の ドラ イブ ゴ 番 号 の 設定 
・ 辞 書 フ ァイル の 保守 


注意 : 辞書 ファ イル を 使わ な い 場 合 に は , JIS16 進 コ ー ド 変換 方 共 の み が 使 用 で きま す . 
@ 辞 書 フ ァイル の 選択 


選択 する 日 本 語 変換 方 式 に よっ て 使用 する 辞書 ファ イル が 異な り ま す . 変換 方 式 と 辞書 ファ 
イル の 関係 は 次 の よう に な り ま す .。 


AI 逐次 変換 方 式 KNJAI . DIC 
AI 連 文 節 変換 方 式 KNJAI . DIC 


逐次 変換 方 式 BUNSETSU 
連 文 節 変換 方 式 BUNSETSU 
単 文節 変換 方 式 BUNSETSU 
JIS16 進 コ ー ド 変換 方 式 な し 


辞書 ファ イル は BASIC を 起動 きせ る ディ スク (フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ま た は 固定 ディ スク ) に 入 
れ て 使用 する こと も ,。 別 の ディ スク に 入れ て 使用 する こと も で きま す . 
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た だ し , “KNJAI .DICY は フロ ッ ピ ィ の シス テム ディ スク に 入れ る こと が で きま せん の で , 
別 の ディ スク に 入れ て 使用 し て くだ さい . 


ぁ 参照 辞書 ファ イル の 選択 一 『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 
辞書 ファ イル の コピ ーー「10.6 ファ イル 転送 」 


@ 辞 書 フ ァイル の ドラ イブ 番号 の 設定 

辞書 ファ イル を どの ディ スク 装置 に 入れ て 使う か が 決ま っ た ら , 辞書 ファ イル を 入れ て お く 
ドラ イブ 番号 を BASIC シス テム に 属性 と し て 設定 し て お く 必 要 が あり ます . ド ドラ イブ 番号 を 間 
違っ て セッ ト す る と 辞書 ファ イル の 参照 が で き な く な り , 日 本 語 変 換 が で きま せん の で 注意 し 
て くだ さい 、。 

辞書 ファ イル の ドラ イブ 番号 の 設定 に は ユー ティ リティ setup .n88” を 使用 し ます . 


ぁ 参照 setup .n88 一 「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 


人 辞書 ファ イル の 保守 

辞書 ファ イル に は ,。 通常 の 日 本 語 変換 に 必要 な 単語 が 登録 きれ て お り , 日 本 語 変換 機能 を 使 
っ て 利用 する こと が で きま す が , 辞書 ファ イル に な い 単 語 と その 読み を ユー ザー が 自由 に 登録 
する こと と も で きま す . こう し て 登録 され た 単語 は 一 般 の 単語 と 同様 に 変換 する こと が で きま す . 

これ を “利用 者 登録 単語 *” と いい ます . 

一 度 登録 し た 利用 者 登録 単語 は あと で 削除 する こと も 可能 で す . ま た, 辞書 ファ イル の 一 覧 
を 表示 する こと も で きま す . 

単語 の 登録 , 削除 , 表示 は ユー ティ リティ “dicmen .n88” を 使っ て 行い ます . 


ぁ 参照 dicmen .n88 つ 「10.15 辞書 ファ イル の 保守 」 


較 利 用 者 定義 文字 

漢字 ROM に 記憶 きれ て いる 日 本 語 の フォ ント (文字 の 形 の デー タ ) と は 別に , ユー ザー が 自 
由 に 文字 を 作成 し 使用 する こと が で きま す . これ を 利用 者 定義 文字 と いい ます . 

利用 者 定義 文字 の 定義 は , 2 バイ ト の 漢字 コー ド と 定義 する 文字 の 形 を 対応 づけ る こと に よっ 
て 行い ます . 使用 で きる 漢字 コー ド は 16 進 形式 で &H7621--&H767E, お よび &H7721 一 巡 H777E 
の 範囲 で , 188 個 を 定義 で きま す . 

利用 者 定義 文字 は JIS 第 一 水準 , 第 二 水 準 の 漢字 と 同様 に 画面 に 表示 し た り , ファ イル に 書 
き 出し た りす る こと が で きま す . た だ し , この 場合 ファ イル に 書き 出さ れる の は , 漢字 コー ド 
で す の で , この 文字 を ファ イル か ら 読 み 込 ん で 表示 させ る に は , 読み 込む シス テム に この 文字 
が 登録 きれ て いな けれ ば な り ま せん . また だ た, プリ ンタ へ の 出力 は で きま せん . 
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注意 : 機種 に よっ て は 利用 者 定義 文字 が 使用 で き な い 機種 , 定義 で きる 文字 数 が 少な い 機種 も 
あめ 紗 ます 。 


@ KPLOAD 命令 に よる 利用 者 定義 文字 の 登録 
KPLOAD 命令 を 使用 し て 利用 者 定義 文字 を 定義 むす る こと が で きま す . KPLOAD 命令 は , 利 
用 者 定義 文字 を コン ピュ ー タ 本 体内 の 専用 RAM( メ モリ ) に 登録 し ます . 


KPLOAD 命令 
KPLOAD < 漢字 コー ド >, < 整数 型 配列 名 > 


文字 を < 漢字 コー ド > に 指定 し た 2 バイ ト の 漢字 コー ド で 登録 し ます . 

文字 パタ ー ン を 整数 型 の 配列 変数 に 格納 し て お き , その 配列 変数 名 を < 整数 型 配列 名 > に 指定 
し 水 叶 。 

た だ し , KPLOAD 命令 で シス テム に 登録 し た 文字 は 電源 を 切る か , リセ ッ ト す る と 初期 化 さ 
れ て 失わ れ て し まい ます の で 保存 する こと は で きま せん . 

整数 型 配列 変数 へ の 具体 的 な デー タ の 格納 の し か た に つい て は , 『BASIC リ ファ レン スマ ニ 
ュ ア ル 』 を 参照 し て くだ さい . 


p 参照 KPLOAD 命令 っ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


人 @ 利 用 者 定義 文字 の 保存 

KPLOAD 命令 で 利用 者 定義 文字 を シス テム に 登録 し て も 電源 を 切る か リセ ッ ト を する と 登録 
し て いた デー タ は 失わ れ て し まい ます . 利 用 者 定義 文字 を 保存 する に は , ユー ティ リティ “mkfont . 
n88” を 使用 し ます . 

mkfont .n887 に は , 利用 者 定義 文字 を 作成 し 利用 者 定義 文字 格納 ファ イル (usfont . n88) に 
保存 する 機能 が あり ます . 

利用 者 定義 文字 格納 ファ イル を シス テム ディ スク (BASIC の 起動 が 可能 な 固定 ディ スク も 含 
む ) に 入れ て お く と , DISK モー ド BASIC の 起動 時 に 利用 者 定義 文字 が 自動 的 に シス テム に 登 
録 さ きれ ます . これ で 利用 者 定義 文字 が 使用 で きる よう に な り ま す . 

な お 。^mkfont .n88” を 使っ て , 利用 者 定義 文字 の 更新 , 削除 , 表示 を する こと も 可能 で 
9 


参照 mkfont .n88 …「10 .13 利用 者 定義 文字 格納 ファ イル の 作成 ・ 更 新 」 
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5.9 日 本 語文 字 の 入力 と 出力 


日 本 語文 字 を 入力 ある い は 出力 する 方 法 に つい て 解説 し ます . 日 本 語文 字 の 入力 ・ 出 力 の 方 
法 は 1 バイ ト 文 字 と ほぼ 同様 で す . 


一 日 本 語文 字 の 入力 
キー ボー ド か ら の 入力 , ファ イル か ら の 入力 に つい て 説明 し ます . 


キー ボー ド か ら の 日 本 語文 字 の 入力 

画面 上 で プロ グラ ム を 作成 ・ 編 集 し て いる 時 に , AI 逐次 変換 方 式 。 AI 連 文 節 変 換 方 式 な どの 
日 本 語 変換 機能 を 利用 し て , キー ボー ド か ら 日 本 語文 字 を 入力 する こと が で きま す . 

また , プロ グラ ム の 実行 中 に INPUT 命令 を 使っ て 入力 待ち と な っ た 場合 に も , キー ボー ド 
か ら 日 本 語文 字 を 入力 を する こと が で きま す . 

日 本 語文 字 を 入力 する に は , まず , 日 本 語 入力 モー ド へ 入り ます . 日 本 語 入力 モー ド に 移行 
する に は 2 と お り の 方 法 が あり ます . 


[crL | | xFER キー に よる 日 本 語 入 カ モー ド へ の 移行 

[crRL | キー を 押し な が ら | xFER | キー を 押す と 日 本 語 入 カ モード と な り ま す . 

1 バイ ト 文 字 を 入力 する モー ド に も どる に は , 再び | CTRL | キー を 押し な が ら | xFER | キー を 押す 
か 。 | srop | キー また は | <)] キ ー を 押し ます . 


KINPUT 命令 に よる 日 本 語 入力 モー ド へ の 移行 

INPUT 命令 の 代わ り に KINPUT 命令 を 実行 する と 自動 的 に 日 本 語 入力 モー ド に な り ま す . 

し た が っ て , この 場合 に は | CTRL | [FER | キー を 押す 必要 は あり ませ ん . その まま キー を タイ 
プ す る と 日 本 語 の 入力 が で きま す . 

日 本 語 入力 モー ド を 解除 する に は , | < り | キ ー か , [srop | キー を 押し ます . KINPUT 命令 の 場 
合 , [crRL | キー を 押し な が ら [xFeR | キー を 押し て も 日 本 語 入力 モ ー ド は 解除 きれ ませ ん . 


ぁ 参照 日 本 語文 字 の 入力 つ 『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 


@ フ ァイル か ら の 日 本 語文 字 の 入力 

1 バイ ト 文 字 の 場合 と 同様 に , INPUT # 命 令 , INPUT$ 関数 な ど を 使用 し て 日 本 語文 字 を 含 
ぜ シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル か ら 日 本 語文 字 を 入力 する こと が で きま す . また , 日 本 語文 字 を 含 
む ラ ンダ ム フ ァ イル か ら GET 命令 を 使用 し て 日 本 語文 字 を 入力 する こと が で きま す 。 た だ し , 
バイ ト 数 を チェ ッ ク す る 際 に は , 日 本 語文 字 列 の 前 後 の KI コー ド と KO コー ド の 存在 に 注意 し 
て くだ さい 、。 


ぁ 参 照 シー ケン シャ ルフ ァイル ーー 6 .7 の 「 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 操作 」 


ラン ダム ファ イル ーー 6 .7 の 「 ラ ンダ ム フ ァ イル の 操作 」 
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5.3 日 本 語文 字 の 入力 と 出力 


一 日 本 語文 字 の 出力 


@ テ キス ト 画 面 へ の 表示 

日 本 語文 字 を 画面 に 表示 する 方 法 は , 1 バイ ト 文 字 と 同様 で す . 
日 本 語文 字 を 文字 型 定数 と し て その まま 表示 させ る 方 法 と , 文字 型 変数 に 代入 し て 表示 させ る 
方 法 が あり ます . 


例 1) 「 日 本 語 」 と いう 文字 列 を 文字 型 定数 と し て 扱い , 画面 に 表示 する . 
PRINT 日 本 語 " 
例 2) 「 日 本 語 」 と いう 文字 列 を 文字 型 変数 A $ に 代入 し , A$ の 内 容 を 表示 する . 


A$ "日 本 語 " 
PRINT A$ 


例 3) 「 日 本 語 」 を 表す キャ ラク タコ ー ド で 画面 に 表示 する . 


KI $ CHR $(&H1B) 十 CHR $(&H4B) 

S$ = ニ CHR $(&H46) 十 CHR $(&H7C) 十 CHR $(&H4B) 十 CHR $(&H5C) 十 CHR 
$(&H38) 十 CHR $(&H6C) 

KO $ =CHR $(&H1B) 十 CHR $(&H48) 

PRINT KI$ 十 S$ 十 KO$ 


注意 : 1 文字 の 日 本 語文 字 が 2 行 に また が る と 表示 が 乱れ ます . また , 日 本 語 の 左右 どちら か に 
1 バイ ト の 文字 を 重ね る よう な 表示 ある い は 入力 を する と 日 本 語 表示 が 乱れ ます . 
また , テキ スト 画面 上 の 文字 パタ ー ン は 16X16 と な っ て お り , 画面 が 25 行 モ ー ド の 場 
合 , 各行 の 文字 と 文字 が くっ つい て 表示 され ます . 不都合 な 場合 は 20 行 モ ー ド で 表示 し 
て くだ さい . 


@ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 へ の 表示 
グラ フィ ッ ク 画 面 へ 表示 さき せる に は PUT@ 命 令 を 使い ます . こ の 命令 は 日 本 語文 字 を 1 文字 
単位 で 出力 し ます . 


PUT@ 命 令 
PUT〔@〕 (Sx, Sy), KANJI(< 漢 字 コ ー ド >)〔, < 条件 >](, < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>)〕 
(。 パッ クウ グラ ウン ドカ ラー2】 


スク リー ン 座 標 (Sx, Sy) に JIS 第 一 水準 , 第 二 水 準 漢字 お よび 利用 者 定義 文字 を 表示 し ま 
ず 。 
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例 ) 「 漢 」(JIS コー ド で &H3441) と いう 文字 を 表示 する 。 
PUT@ (100, 100), KANJI( & H3441) 
参照 PUT@ 命 令 っ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


@ プ リン タ へ の 出力 
日 本 語文 字 列 を 漢字 プリ ンタ に 出力 すれ ば , 日 本 語文 字 を 印字 する こと が で きま す . 


例 1) 「 日 本 語 」 と いう 文字 を プリ ンタ で 印字 する . 
LPRINT 日 本 語 " 


例 2) プリ ンタ ファ イル を オー プン し , 文字 型 変数 A $ に 代入 し た 「 日 本 語 」 と いう 文字 を 印字 
する 。 


A$ 三 "” 日 本 語 " 
OPEN "LPT: ” FOR OUTPUT JAS #1 
PRINT #1, A$ 


普通 . プリ ンタ は 初期 状態 で は 1 バイ ト 文 字 を 印字 する モー ド と な っ て いま す が 。 プリンタ 
に KI コー ド (を HH1B4B) が 送ら れる と 日 本 語文 字 を 横書き で 印字 する モー ド と な り ま す . この 
状態 で は デー タ は 2 バイ ト の 漢字 コー ド と 解釈 され , 漢字 コー ド に 対応 する 2 バイ ト 文 字 が 印 
字 さ れ ま す . 

KO コー ド (&H1B48) を 送っ た 後 は , 1 バイ ト 文 字 を 印字 する モー ド に も どり , コン ピュ ー タ 
か ら 送 られ て きた デー タ は 1 バイト 文字 と 解釈 され て 印字 され ます . 

土 の 2 つの 例 で は 「 日 本 語 」 と いう 文字 列 の 前 後に KI コー ド と KO コー ド が 入っ て いま す の 
で , 「 日 本 語 」 と 印字 され ます . 

プリ ンタ の な か に は 。 縦 書き , 倍角 文字 の 印字 や , 一 定 の レイ アウ ト に よる 印字 な ど が 可能 
な も の も あり ます . プリ ンタ の 制御 方 法 は プリ ンタ に よっ て 違い が あり ます . 詳し く は プリ ン 
タ の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


注意 : 日 本 語文 字 を 印字 させ る に は PC-9800 シリ ー ズ コン ピュ ー タ に 対応 し た プリ ンタ を 使用 
し て くだ さい . それ 以外 の プリ ンタ で は 正常 に 印字 で き な い 場合 が あり ます . また , 印 
字 さ れる 文字 の 書体 は プリ ンタ の 種類 に よっ て 異な り ま す . 
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5.4 日 本 語文 字 列 操作 関数 


@ フ ァイル へ の 出力 

1 バイ ト 文 字 の 場合 と 同様 に PRINT # 命 令 , WRITE # 谷 令 な ど を 使用 し て 日 本 語文 字 を 含む 
デー タ を シー ケン シャ ルフ ァイル に 出力 する こと が で きま す . また , 日 本 語文 字 を 含む デー タ 
を PUT 命令 を 使用 し て 。 ラン ダム ファ イル に 出力 する こと が で きま す . た だ し , プロ グラ ム 中 
で バイ ト 数 を チェ ッ ク す る 際 に は , 日 本 語文 字 列 の 前 後 の KI コー ド と KO コー ド の 存在 に 注意 
し で くだ さい 。 


注意 : SCRN : (スク リー ン フ ァイル ) に 日 本 語文 字 を 出力 する こと は で きま せん . 


5.4 日 本 語文 字 列 操作 関数 


1 バイ ト 文 字 を 扱う 一 般 の 文字 列 操作 関数 を 使っ て 日 本 語文 字 列 を 操作 する こと が で きま す 
が ,。 と くに 日 本 語文 字 列 を 操作 する の に 便利 な 専用 の 関数 が 用 意 さ きれ て いま す . 

これ ら の 関数 を 日 本 語文 字 列 操作 関数 と 呼び ます . これ を 使用 する こと に よっ て , た と えば ぱ ば , 
日 本 語 を 含む 文字 列 の 中 か ら 文 字 列 の 一 部 を 取り 出し た り ,1 バイ ト 系 の 英 数 カナ 文字 を 日 本 語 
に 変換 し た り と いっ た こと が で きま す . 


一 日 本 語文 字 あ る い は 1 バイ ト 文 字 の 取り 出し 


KEXT$ 関数 
KEXT $ (< 文字 列 >, < 機能 >) 


日 本 語文 字 を 含む < 文字 列 > の 中 か ら , < 機能 > に 0 を 指定 し た 場合 は 1 バイ ト 文 字 だ け を , < 機 
能 > に 1 を 指定 し た 場合 に は 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 だ け を 抜き 出し ます . 抜 き 出 され た 2 バイ ト 
系 日 本 語文 字 に は KI/KO コー ド は 付加 され ませ ん . 


例 ) 文字 列 か ら 取 り 出し た 日 本 語文 字 を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 する . 


「 漠 」 を 取り 出す . (KI プ KO コー ド は な し ) 

「 漠 」 の 漢字 コー ド の 1 バイ ト 目 の キャ ラク タコ ー ド を 得る . 
「 漢 」 の 漢字 コー ド の 2 バイ ト 目 の キャ ラク タコ ー ド を 得る . 
漢字 コー ド を 計算 する . 

グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 する . 


19 A$=KEXT$("1234 漢 5768",1) 
29 B=ASC(MID$S(AS,1,1) ) 

39 C=ASC(MID$(A$,2/1 ) ) 

49 D=256*※B+C 

59 PUT@(19,19) ,KANJI(D) 


注意 : 日 本 語文 字 列 操作 関数 で 2 バイ ト 系 半角 文字 と し て 扱う の は 付録 G の 「 文 字 列 と し て 扱 
える (テキ スト 画面 に 表示 で きる ) 2 バイ ト 系 半角 文字 一 覧 表 」 に 記載 され て いる 文字 
の み で す 。 
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KMID $ 関数 
KMID $ (< 文字 列 >。 < 式 1>〔, < 式 2>〕) 


日 本 語文 字 を 含む く 文字 列 > の 中 の < 式 1> 番 目 の 文字 か ら 始 まる < 式 2> の 長 さ の 文字 列 を 抜き 出 
し ます 。 


例 ) A$ に 「 日 本 電気 」 と いう 文字 列 を 抜き 出す . 


A$ーKMID $(" 日 本 電気 COMPUTER", 1, 6) 


一 日 本 語文 字 と 1 バイ ト 文 字 の 相互 変換 


AKCNV$ 関数 
AKCNV $ (< 文字 列 >) 


〈 文 字 列 > 中 の 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 を , 対応 する 2 バイ ト 系 全角 文字 に 変換 し ます . 
例 ) A$ に 「 日 本 電気 COMPUTER」 と いう 2 バイ ト 系 文字 列 を 代入 する . 
A$ーAKCNV $(「 日 本 電気 COMPUTER") 


KACNV $ 関数 
KACNV $ (< 文字 列 >) 


< 文字 列 > 中 の 2 バイ ト 系 全角 文字 を , 対応 する 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 に 変換 し ます . 
例 ) A$ に 「 コ ンピュータ 」 と いう 1 バイト 系 文字 列 を 代入 する . 


A$ ニ KACNV$(" コ ンピュータ ”) 


一 日 本 語文 字 列 と 漢字 コー ド の 相互 変換 


JIS $ 関数 
JIS $ (< 文字 列 >) 


< 文字 列 > の 最初 の 2 バイ ト の 日 本 語文 字 の 漢字 コー ド を 得 ます . 
例 ) A$ に 「 漢 」 と いう 文字 の 漢字 コー ド (16 進 4 桁 の 文字 列 ) を 代入 する . 
A$ 三 JIS $(KMID $(" 漢 "。 2, 1)) 
日 本 語文 字 列 の 先頭 に は KI コー ド が 入っ て いる の で , “ 漢 * の 漢字 コー ド を 得る に は この 例 


の よう に KMID $ な ど を 併用 する 必要 が あり ます . 
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5.4 日 本 語文 字 列 操作 関数 
KNJ$ 関数 
KNJ$ (< 文字 列 >) 
< 文字 列 > に 指定 し た 漢字 コー ド (16 進 4 桁 の 文字 列 ) を 日 本 語文 字 に 変換 し ます . 
例 ) &H3441 の 漢字 コー ド の 文字 (' 漢 」) を 画面 表示 する . 


PRINT KNJ$("1B4B") 十 KNJ$("34417) 十 KNJ$("1B48") 


田 そ の 他 の 関数 
KINSTR 関数 
KINSTR( く 位置 >, 〕< 文 字 列 1>, < 文字 列 2>) 


日 本 語文 字 を 含む < 文 字 列 1> の 中 か らく < 文字 列 2> を 捜し て その 文字 の 位置 を 得 ます . 


例 ) B$ 中 に 「 日 本 語 」 と いう 文字 が あれ ば , A に その 位置 ( 何 文字 目 か ) が 代入 きれ る . 
A ニ =KINSTR(" 日 本 語 ", B$ ) 


KLEN 関数 
KLEN(< 文 字 列 >〔, < 機能 >〕) 


日 本 語文 字 を 含む < 文字 列 > の 中 か ら , 1 バイ ト 文 字 , ある い は 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 な どの 特 
定 の タイ プ だ け の 文字 数 を 得 ます . < 機能 > に 指定 する 値 に よっ て 対象 と な る 文字 の タイ プ が 変 
わり ます 。 


例 ) A に B$ 中 の 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 (KI/KO コー ド は 含ま な い ) の 文字 数 を 代入 する . 
A=KLEN(B$, 2) 


KTYPE 関数 
KTYPE(< 文 字 列 >, < 式 >) 


日 本 語文 字 を 含む < 文 字 列 > の 中 か ら , < 式 > 番 目 の 文字 の タイ プ を 得 ます . 
例 ) A に 文字 列 中 の 5 番目 の 文字 の タイ プ を 代入 する . 


A=KTYPE("1234 漢 678", 5) 
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ら . ら 5 日 本 語 処理 機能 を 使っ た プロ グラ ム 例 


ここ で 紹介 する 住所 録 プ ログ ラム は 。 住所 録 の 作成 , 更新 , 住所 録 表 示 。 住所 録 印刷 , 宛て 
名 印刷 な ど を 行う こと が で きま す . 記憶 する こと が で きる デー タ は 999 件 まで で す . 

プロ グラ ム で は 画面 。 キ ー ボ ー ド , ディス ク フ ァ イル , プリ ンタ な どの 各 デ バイ ス ( 入 出力 装 
置 ) に 対し て , 頻繁 に 日 本 語文 字 列 の 入出 力 を 行っ て いま す . ま た, 日 本 語文 字 列 操作 関数 , お 
よび KINPUT 命令 な どの 日 本 語 処理 に 特有 な 命令 を 使用 し て いま す の で , プロ グラ ム を 作成 す 
る 際 の 参考 に し て くだ さい . 

以下 , プロ グラ ム の 使い 方 と 内 容 の 解説 を 行い ます . 


一 住所 録 プ ログ ラム の 使い 方 と 解説 
プロ グラ ム を 実行 させ る と メニ ュー が 表示 され ます 。[ 1 | [| , | キー で 行い た い 作業 を 選び , 
[< り | キ ー を 押す と ,。 その 作業 が 行わ れ ます . 


@ デー タス 入力 ” を 選択 し た 場合 

この プロ グラ ム は ,。 新規 の 登録 と すでに ある デー タ の 変更 を 1 つの 流れ の 中 で 処理 し て いま 
学 。 

ユー ザー が 文字 列 を 入力 する と その 文字 列 を 含む 名 前 で 登録 され て いる デー タ を 検索 し ます 。 
この デー タ が ある 場合 に は データ の 変更 を 行う ” と 解釈 し て 作業 を 進め ます . いっ ぽう , 訪 
当 す る 名 前 が な い 場合 に は , “新規 の 登録 を 行う ” と 解釈 し , 新規 の 入力 を 求め ます . 

メニ ュー で “データ 入力 ” を 選択 する と 。 まず, 

名 前 を 検索 する 文字 列 を 入力 し て くだ さい 
と 表示 され る の で , 住所 録 に 登録 し た い 人 の 名 前 を 検索 する 文字 列 を 入力 し ます . 
該当 する 名 前 が ディ スク ファ イル に すでに 登録 きれ て いる か どう か 検索 し ます . 


・ 該 当 す る 名 前 が 見 つか っ た 場合 


(1) 入力 し た 文字 列 を 含む 名 前 で 登録 さて れ て いる デー タ が 表示 され ます . 
た と えば, ヾ 鈴木" と いう 文字 列 を 入力 し た と き に は 。 ディ スク ファ イル 中 に “鈴木 太郎 ”。 
鈴木 商店 ^。 株 式 会 社 鈴木 ” な どの 名 前 で 登録 され て いる デー タ の 登録 番号 , 郵便 番号 , 
住所 , 名 前 が 1 件 ずつ 表示 され ます . 
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5.5 日 本 語 処理 機能 を 使っ た プロ グラ ム 例 


(2 ) 次 に , 
これ を 変更 し ます か (Y プ N) ? 
と 聞い て きま す . 
こと こ で , Y を 入力 する と (4) へ 進み ます . 
N を 入力 する と , ディ スク 内 に 該当 する 名 前 の 他 の デー タ が ある か どう か を 捜し ,。 あれ ば 
これ を 表示 し 再び (2) に も どり ます . 


(3) 他 に デー タ が な い 場 合 に は , 
その 名 前 は 登録 され て いま せん . 
< 〇 〇 > さん を 新規 に 登録 し ます か (Y プ N) ? 
と 表示 され ます . 登録 する 場合 に は Y を 入力 し て くだ さい . (4 に 進み ます . 
N を 入力 する と 
メニ ュー に も どり ます . ESC キー を 押し て くだ さい 
と 表示 され ます [Esc] キ ー を 押す と 始め の メニ ュー に も どり ます . 


(4) 郵便 番号 。 住所 , 名 前 を 入力 し て くだ さい . 郵便 番号 は 1 バイ ト 文字 で 6 文字 以内 , 住所 
は 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 で 21 文字 以内 名 前 は 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 で 8 文字 以内 で す . 
それ 以上 の 文字 を 入力 し よう と する と ,。 繰り 返し 入力 を 求め て きま す . 
デー タ 変 更 の 場合 に 何 も 文字 を 入力 せ ず に [| | キー を 押す と , その デー タ は 変更 され ませ 
ん 。 


(5) 入力 が 終わ る と 新しく 入力 され た デー タ が 表示 され 。 
これ で よろ し いで すか (Y ノ N) ? 
と 確認 を 求め て きま す . よい な ら Y を 。 間違っ て いる な ら N を 入力 し ます . Y を 入力 する 
と デー タ を ディ スク に 書き 込み , 
ディ スク に デー タ を 書き 込み まし た . 
と 表示 され ます . 
N を 入力 する と , 再び 入力 を 求め て きま す の で 正しく 入力 し な お し て くだ さい . 
デー タ の 書き 込み が 終わ る と 。 
メニ ュー に も どり ます .。 ESC キー を 押し て くだ さい 
と 表示 され ます . [sc] キ ー を 押す と 始め の メニ ュー に も どり ます . 


・ 入 力 し た 文字 列 を 含む デー タ が な い 場 合 


該当 する 名 前 が 見 つか っ た 場合 の (3) 以 降 と 同様 で す . 
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@ 住所 録 表 示 ” を 選択 し た 場合 

ディ スク ファ イル 中 に 登録 され て いる 住所 録 の デー タ を 画面 に 表示 し ます . 1 画面 に 16 件 の 
デー タ を 表示 する こと が で きま す . デー タ 件 数 が 16 を 超え る 場合 に は , 次 の 画面 に 表示 し ま 
す . スペ ー ス キー を 押す と 次 の 画面 へ 進み ます . まえ の 画面 に もち どる に は | Bs | キー を 押し ます . 
[Esc] キ ー を 押す と 始め の メニ ュー に も どり ます . 


@⑯ 住所 録 印刷 ” を 選択 し た 場合 


プリ ンタ の 用 意 を し て くだ さい . 
用 意 が で きた ら ス ペー スキ ー を 押し て くだ さい . 
と 表示 され ます . プリ ンタ の 電源 を 入れ て コン ピュ ー タ 本 体 と の 接続 を 確認 し て くだ さい . 用 
紙 を セッ ト し , オン ライ ン (SEL) ボタ ン を 押し ます . オン ライ ン (SEL) の LED が 点灯 し て いれ 
ば 印刷 が 可能 で す . 
スペ ー ス キー を 押す と 登録 きれ て いる すべ て の 住所 録 デ ー タ が 印字 きれ ます . 


@ 宛て 名 印刷 ” を 選択 し た 場合 


登録 番号 (1 一 999) ? 
と 表示 され る の で 宛て 名 を 印刷 し た い 相 手 の 登 録 番号 を 入力 し て くだ さい . 
入力 され た 登録 番号 の デー タ が 未 登録 の 場合 は 。 
この デー タ は 登録 され て いま せん 
と 表示 され , 再び 入力 を 求め て きま す の で 正しい 番号 を 入力 し て くだ さい . 
郵便 番号 , 住所 。 名 前 が 印字 され ます . 郵便 番号 の 前 に は `〒” の マー ク が 印字 され ます . 
また , 名 前 は 横 倍角 で 印字 され , 名 前 の 後に は ヾ 様 ” と いう 字 が 印字 きれ ます . 
登録 番号 の 入力 で ,。 0 また は | < り | キ ー を 入力 する と , 


メニ ュー に も どり ます . ESC キー を 押し て くだ さい 
と 表示 され る の で , 始め の メニ ュー に も どる こと が で きま す . 
⑯ 終了 を 選択 し た 場合 


終了 し まし た 
と 表示 し て プロ グラ ム を 終了 し ます . 


注意 : この サン プル プロ グラ ム の 対応 プリ ンタ は PC-PR201 系 の プリンタ で す . 他 の プリ ンタ 
で は 正常 な 印字 が で き な い 場合 が あり ます . 


5.5 日 本 語 処理 機能 を 使っ た プロ グラ ム 例 


信 プ ログ ラム の 解説 


メイ ン ル ー チ ン (100 一 340 行 ) 

お も に , 住所 録 プ ログ ラム の メニ ュー の 表示 を 行っ て いま す . 

メニ ュー の 項目 の うち 選択 し て いる 部 分 を 反転 表示 し て いま す .| 1 | , | キー を 押す と 反転 
表示 の 部 分 が 変わ り ま す . 


デー タ 入 力 の ルー チン (1000 一 1650 行 ) 
1000 一 1070 行 名 前 を 検索 する 文字 列 を 入力 し ます . 
1090 一 1250 行 変更 の 場合 は 現在 の デー タ を 表示 し 。 新しい デー タ 入 力 を 行い ます . 
新規 の 場合 は 新しい デー タ の 入力 を 行い ます . 


1270 一 1320 行 変更 の 許可 を 選択 する ルー チン で す . 
1340 一 1550 行 キー ボー ド か ら の デー タ の 入力 を 行い ます . 
1570 一 1640 行 デー タ を ディ スク へ 書き 出し ます . 


住所 録 表 示 の ルー チン (2000 一 2240 行 ) 
ディ スク ファ イル か ら 住 所 録 の デー タ を 16 件 ずつ 入力 し , 画面 に 出力 し ます . 


住所 録 印刷 の ルー チン (3000 一 3220 行 ) 
ディ スク ファ イル か ら 住 所 録 の デー タ を 入力 し , プリ ンタ に 出力 し ます . 


宛て 名 印刷 の ルー チン (4000 一 4350 行 ) 
入力 され た 登録 番号 の デー タ を 検索 し 。 見 つか っ た 場合 に は 一 定 の 書式 で プリ ンタ に 出力 し 
きれ 


終了 の ルー チン (5000 一 5010 行 ) 
プロ グラ ム を 終了 し 。BASIC の コマ ンド モー ド に も どり ます . 


その 他 の ルー チン (6000 一 6190 行 ) 
6000 一 6050 行 項目 を 表示 し ます . 
6070 一 6120 行 デー タ を 表示 し ます 。 
6140 一 6190 行 メニ ュー に も どる ルー チン で す . メニ ュー に も どる 前 に は 必ず この ルー 
チン を 実行 し ます . この と き フ ァイル は クロ ー ズ され ます . 


注意 : 宛て 名 印刷 ^ 部 分 に プリ ンタ の 紙 送 り を 行う 命令 を 付け 加え る こと に より , 市 販 の ラ 
べ ベル 紙 に 宛て 名 を 印字 する こと も 可能 で す . 紙 を 送る 命令 に つい て 詳し く は プリ ンタ に 
添付 され て いる マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 
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23 の 
24 
25 の 
26 の 
27 の 
28 の 
29 の 
3 の の 
31 の 
32 の 
33 の 
34 の 
1 の 
1 の 1 の 
192 の 
193 の 
1 の 4 の 
1 の 5 の 
1 の 6 の 
1 7 の 
1 の 8 の 
199 の 
11 の の 
111 の 
112 の 
113 の 
1 1 4 
115 の 
116 の 
117 の 
118 の 
119 の 
1 2 の 
121 の 
122 の 
123 の 
124 の 
125 の 
126 の 
127 の 
128 の 
129 
1 3 の の 
131 の 
※KE 
132g 
133 の 
134 の 
135 の 
136 の 
137 の 
138 の 
139 の 
1 4 の 
141 の 
142 の 
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KI$=CHRS(&H1B)+CHRS(&H4B) : KO$=CHRS(&H1B)+CHRS(&H48) : M= の 
CONSOLE 2 の:WIDTH 8g,2 の 
MENU :CLS 

LOCATE 16.9:PRINT "※※*※※※※ 住 所 録 プ ロ グ ラ ム ****※*※*※" 
LOCATE 39/4:PRINT " デ ーー タ 人 入 9 

LOCATE 3 の ,6:PRINT " 住 所 録 表 
LOCATE 3 の.8:PRINT " 住 所 録 印 
LOCATE 3g,19:PRINT " 犯 て 名 印 
LOCATE 3g,12:PRINT " 終 

COLOR @ (29,4+2*※M) - (29+19,4+2※M) 4 
1$=INKEYS$ 

IF 1$="" THEN 23 の 

IF |$=CHRS(13) THEN GOTO 32 の 

IF 1$=CHR$S(39) AND M> THEN M1=M:M=M-1 :GOTO 29 
IF 1$=CHR$S(31) AND M<4 THEN M1=M:M=M+1 :GOTO 29 
GOTO 23g 

COLOR @ (29,4+2*※M1 ) -(29+19,4+2※M1 ) の 

COLOR @ (29,4+2*※M) -(29+19,4+2※M) , 4 

GOTO 23g 

ON M+1 GOSUB 1 の の 2 の , 3 4 の の の /5 の の の 

GOTO *※MENU 


パ 百 吾 旨 は 


下旬 
1 = :CLS 

LOCATE gg:PRINT"[ デ ー タ 入力 ]" 

LOCATE 9,2:PRINT" 名 前 を 検索 する 文字 列 を 入力 し て くだ さい 。": 
KINPUT NAMAE$:CLS 3 

IF NAMAE$="" THEN LOCATE 2:PRINT STRINGS(4 CHR$(32) ) :GOTO 12 
OPEN "ADDRES .DAT" AS #1 

FIELD #1.3 AS AAS,6 AS BB$S,42 AS CCS,16 AS DDS 


*※KENSAKU "検索 

IF LOC(1) =LOF(1) THEN 118 

GET #1,|+1 

IF KINSTR(1 /KIS+DD$S$+KOS$, NAMAE$) = THEN 1=|+1 :GOTO ※KENSAKU 
TA$=AAS : TB$=BBS 

TC$=CC$ : TD$=DDS 

GOSUB *※HYOUJI 1 

GOSUB *※HYOUJI2 

GOTO *※HENKOUKYOKA 

CLS 3 

PRINT "その 名 前 は 登録 され て いま せん 。" 

PRINT " く "+NAMAES+" ン ":" さ ん を 新規 に 登録 し ます か (Y/N)?": 
1$=INKEYS$ 

IF IS="" GOTO 121g 

IF 1$="Y" OR 1$="y" THEN |1=LOF(1) :TB$=" "iTCS=" "ETDS="" :GOTO *※NYURYOKU 
IF |$="N" OR |$="n" THEN GOTO MENUHEKAERU 

GOTO 121g 


*※HENKOUKYOKA "変更 許可 

LOCATE 4:INPUT" こ て これ を 変更 し ます か (Y/N)": IS 

IF 1I$="" THEN 128g 

IF 1$="Y" OR |$="y" THEN *NYURYOKU 

IF |I$="N" OR 1I$="n" THEN LOCATE 25,4:PRINT STRING$(1 ,CHRS(32) ) : 1=1+1 :GOTO 
NSAKU 

GOTO ※HENKOUKYOKA 


*NYURYOKU "入力 

LOCATE の 6:INPUT "郵便 番号 (xxx-xx)":BS 

IF B$="" THEN BS=TBS$ 

IF LEN(B$S)>6 THEN LOCATE の ,6:PRINT STRING$(8g,CHRS(32) ) : GOTO 135g 
LOCATE の 8:PRINT "住所 21 文字 以内 )": :KINPUT CS 


IF C$="" THEN CS$=KIS+TCS+KOS 
IF KLEN(C$,2) >21 THEN LOCATE の /8:PRINT STRINGS(16,CHRS(32) ) : GOTO 138g 
C$=KEXTS(C$, 1)+STRING$S(42-KLEN (CS,2) 2,CHRS(&H2 1 ) ) 

LOCATE の,1:PRINT "名 前 (8 文字 以内 )": :KINPUT DS 


S-5 日 本 語 処理 機能 を 使っ た プロ グラ ム 例 


1439 IF D$="" THEN DS=KI$+TD$S+KOS$ 
1449 IF KLEN(D$,2)>8 THEN LOCATE 1 の :PRINT STRING$S(8,CHRS(32) ) : GOTO 142 の 
1459 D$=KEXT$(D$, 1)+STRING$(16-KLEN(D$,2)※2 CHR$(&H2Z1 ) ) 

146 TB$=BS:TC$=C$:TD$=DS 

1479 CLS 

1489 GOSUB ※HYOUJI1 

149 GOSUB *※HYOUJI2 

159g LOCATE 5:PRINT "これ で よろ し いで すか (Y/N)?" 

151 |I$=INKEYS 

1529 IF |$="" THEN 151 の 

1539 IF |I$="Y" OR |I$="y" THEN ※KAKIKOMI 

154 IF |$="N" OR |$="n" THEN *※NYURYOKU 

1559 GOTO 151 の 

1569 " 

157 ※KAKIKOMI "書き 込み 

1589 LSET AAS=MID$S(STRS(1+1) ,2) 

1599 LSET BB$=B$ 

169 の LSET CC$=C$ 

1619 LSET DD$=D$ 

1629 PUT #1,|+1 

163 LOCATE 5:PRINT "ディ スク に デー タ を 書き 込み まし た 。" 

164 GOTO MENUHEKAERU 

1659g " 21 

2 の の '========== 住所 録 表 示 ========== 

2 の 1 T=:CH=:CLS 

292g OPEN "ADDRES .DAT" AS #1 

2 の 3 の FIELD #1。3 AS AAS。6 AS BBS,42 AS CC$/16 AS DD$ 

2949 CLS:LOCATE 9:PRINT" [住所 録 表 示 ]" 

2 の 5 GOSUB *※HYOUJI1 

2 の 6 の |=1 

2 の 7 IF LOF(1)= THEN CH=1 :GOTO 216 

298 GET #1/|+16*T 

2 の 9 IF LOC(1)=LOF(1) THEN CH= 1 

21g の LOCATE の |+1:PRINT AAS 

211 の LOCATE 1 の ,|+1:PRINT BBS$ 

212 LOCATE 2 の,|+]1 :PRINT KIS+CCS 

213 LOCATE 64,|+1:PRINT KIS+DDS$ 

214 IF CH=1 THEN GOTO 216g の 

2159 IF |I<16 THEN |=I+1 :GOTO 2 の 8 

2169 LOCATE 19 

217 PRINT T+1:+"/":(LOF(1)-1)\16+1:SPC(2):"ESC キ ー で メニ ュー へ 。 の | 
2189 IF CH<>1 THEN PRINT SPC(2):" ス ペー スキ ー で 次 へ 。": 
2199 IF T>g THEN PRINT SPC(2):"BS キ ー で 前 へ 。": 
22g |$=INKEYS$ 

221 IF |$=CHR$(32) AND CH<>1 THEN T=T+1 :GOTO 2g4 
222 の IF |I$=CHRS(8) AND T> THEN T=T-1 :CH= :GOTO 2g4 
223 IF |$=CHR$S(27) THEN CLOSE :RETURN 

224 の GOTO 220g の 


225 
3 の の の "== ュ ニュ ニュ = ニ = ニ = ニニ = 住所 録 印刷 ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ 

319 CLS 

32g LOCATE の,:PRINT" すう と 

3 の 3 LOCATE 2:PRINT" プ リン タ の 用 意 を し て くだ さい 。" 
3949 PRINT "用 意 が で きた ら ス ペー スキ ー を 押し て くだ さい 。" 


395 1$=INKEYS 
3 の 6 IF |$="" THEN 3g5 

37 IF 1I$<>CHR$S(32) GOTO 395 

3999 た 析 IT "寺島 必 号 ] ">:・ し 開 本 写 3 = ッ 8P&G60 
3g9g LPRINT " [住所 ] ":SPC(33) : 

3199 LPRINT " [名前] " 

311 LPRINT 

3129 OPEN "ADDRES .DAT" AS #1 

313 FIELD #1,3 AS AAS,6 AS BB$,42 AS CC$,16 AS DDS$ 
314 IF LOF(1)=LOC(1) THEN GOTO 321 の 

3159 GET #1 

3169 LPRINT SPC(2) : AKCNV$(AAS$) : SPC(3) : 

3177 LPRINT AKCNVS(BB$) : SPC(6) : 

318 LPRINT KIS:CC$S:KOS:SPC(1) : 

319g LPRINT KI$:DDS:KOS 


87 


第 5 章 日 本 語 処理 


32g の GOTO 314 の 

3219 LOCATE 5:PRINT "印刷 が 終わ り ま し た 。" 

322 の GOTO *※MENUHEKAERU 

323g " 

4 の '========== 宛て 名 印刷 ========== 

4 の 19 OPEN "ADDRES .DAT" AS #1 

4 の 2 FIELD #1/3 AS AA$S,/6 AS BBS,42 AS CC$,16 AS DDS 
43 CLS:LOCATE 9 の:PRINT " [宛て 名 印刷 ]" 
4 の 49 LOCATE の ,2:INPUT "登録 番号 (1-999)":| 
4 の 5 IF |= 急 THEN ※MENUHEKAERU 

4 の 6 IF Il>999 OR |I< THEN LOCATE の ,2:PRINT 
4 の 7 IF I>LOF(1) THEN PRINT "この デー タ は 登録 きれ て 
4 の 8 GET #1/1:|=1I-1 

4 の 9 TB$=BB$:TC$S=CCS : TDS$=DDS$ 

4199 CLS 

411 GOSUB *※HYOUJI1 

412 GOSUB *※HYOUJI2 

413 LOCATE 9/4:PRINT "これ を 印字 し ます か (Y/N)": 
4149 1$=INKEYS$ 

415 IF |$="" THEN 413 の 

4169 IF |I$="Y" OR |$="y" THEN INJI 


STRING$(8 の CHR$S(32) ) : GOTO 4 の 4 の 
いま せん 。 ":GOTO 4 の 4 の 


417 急 IF IS="N" OR IS$="n" THEN LOCATE の 4:PRINT STRING$(1 CHR$(32) ) :1=1+1:GOTO 
4 の 3 

418 GOTO 413 の 

419 " 


429 の *※INJI "印刷 

4219 LOCATE 6:PRINT" プ リン 
422g PRINT "用 意 が で きた ら ス さ ペ 
423 |$=INKEY$ 

4249 IF |$="" THEN 423 の 

4259 FOR K=16 TO 1 STEP -1 
4269 IF MID$(TD$/K/ 1 ) <>CHRS(&H2Z1) THEN 428 の 

427 NEXT K 

428 TD$=MID$(TD$, 1/K) 

4299 LPRINT "〒 ッ : 

43 LPRINT TB$:LPRINT 

4319 LPRINT KI$:TC$:LPRINT 

432 LPRINT STRING$(1,CHRS(&HZ1) ) +CHRS(&HE ) +TDS+KOS: 
433g LPRINT " 様 ":CHRS(&HF ) 

434 LOCATE 9,8:PRINT "印刷 が 終わ り ま し た " 

435 GOTO MENUHEKAERU 


436 
5 の の の "==== ニ === ニ === 終 了 ========== 
5 の 19 CLS 3:PRINT "終了 し まし た ":END 
52g " 


69 の の *※HYOUJI1 "項目 表示 
6919 LOCATE 1:COLOR 4:PRINT "登録 番号 " 
6 の 2 の LOCATE 1g,1:PRINT "郵便 番号 " 


6 の 3 LOCATE 2 の ,1:PRINT " 住 所 " 

6 の 4 LOCATE 64,1:PRINT "名 前 ":COLOR の 
695 RETURN 

6 の 6 " 


6979 *※HYOUJI2 "デー タ 表 示 
6 の 8 LOCATE の ,2:PRINT MIDS(STR$S(1+1 ) /2) 
6 の 9 LOCATE 1 の,2:PRINT TBS 

619 の LOCATE 2 の ,2:PRINT KIS+TC$ 

6119 LOCATE 64,2:PRINT KI$S+TDS$ 

612 の RETURN 

613g " 

614 *※MENUHEKAERU "メニ ュー 
6159 LOCATE の 9:PRINT "メニ ュ 


616 の 9 |$=INKEY$ 

617 IF |I$="" THEN 616 

618 の IF |$=CHRS(&H1B) THEN CLOSE :RETURN 
619g GOTO 616 の 


へ 帰る 
ー だ も どり まず まず 。 ESOC キ ーー を 押し て で くだ きき):? 
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第 6 草 
ファ イル 


紹 。] ファ イル と は 


ファ イル と は , ある 一 定 の 決ま り , ある い は 体系 に 従っ て まとめ られ た , 情報 や デー タ の か 
た まり (ある い は その 入れ 物 ) の こと で す . た と えば , 会 社 な ど で 社 員 の 個人 的 な デー タ (人 事 デ 
ー タ ) を バイ ンダ な ど に と じ た も の な ら ば “人事 ファ イル ”。 ある い は , 売り 上 げ の 品目 や 金額 
な どの デー タ を キャ ビ ネ ッ ト に 収め た も の な ら ば 売り 上 げ フ ァイル ”。 と いっ た ぐあい で す . 

コン ピュ ー タ に お いて も ,。 この ファ イル の 概念 は まっ た く 同 じ で 。 ある まとまり を も っ た デ 
ー タ (ある い は その 入れ 物 ) を すべ て ファ イル と し て 取り 扱い ます . 一 般 的 な ファ イル と の 大 き 
な 違い は ,。 その デー タ の か た まり が バイ ンダ や キャ ビ ネ ッ ト で は な く , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や 
ハー ド デ ィ スク な ど に 電気 的 に 格納 され る こと で す . 電気 的 に 記録 きれ た ファ イル の 中 の デー 
タ を 取り 出し た り , 逆 に 格納 し た りす る に は , コン ピュ ー タ に 対し て 手順 を 指示 する こと に よ 
り 行い ます 。 

BASIC に は 。 コ ンピュータ で ファ イル を 取り 扱う た め に 必要 な 命令 や 関数 が 各種 用 意 さ れ て 
お り , これ ら を 組み 合せ て 使う こと に よっ て , デー タ を ファ イル の 形 で 自由 に 操作 する こと が 
で きま す 。 


圏 ファ イル の 種類 
ファ イル は いろ いろ な 観点 か ら 分 類する こと が で きま す が 。, BASIC で 一 般 に 使用 され る 分 類 
法 に 従う と , 次 の よう に な り ま す . 


1. 内 容 に よる 分 類 
プロ グラ ム フ ァ イル …… BASIC で 記述 され た プロ グラ ム を 記録 し た ファ イル . 
の ーー ング の 31 ルス ceovwsrsss BASIC プロ グラ ム で 利用 する デー タ を 記録 し た ファ イル . 
2. 記録 形式 に よる 分 類 
の 2 2 モグ 絞 表 イリ レ ゃ cx 人 間 が 判読 で きる 文字 (アス キー キャ ラク タタ お よび 日 本 語 キ ャ ラク 
タ ) か ら 成 る ファ イル 。 テキ スト ファ イル と も いう 。 
バイ ナリ ファ イル ……… コン ピュ ー タ で 利用 され る コー ド (機械 語 な ど ) か ら 成 る ファ イル . 


人 間 が ふつ うに は 判読 で き な い も の を 指す . 
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3. デー タフ ァイル の 形式 に よる 分 類 
ジー クシ シャ ルプ ァイル 
oro 行 単位 か ら 成 る ファ イル . 順次 ファ イル , 逐次 ファ イル と も 呼ば 
れ , アク セス (読み 書き ) は その ファ イル の 先頭 部 分 か ら 順 に 行う . 
ラン ダム ファ イル ……… 定義 可能 な 区 分 (フィ ー ル ド ) を も つ レ コー ド 単 位 の ファ イル . 高 
速 な アク セス (読み 書き ) が 可能 . 


4. 格納 され る 装置 に よる 分 類 

女人 スグ クジ デイ 少 … マ や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 ま た は 固定 ディ スク 装置 に 記録 きれ る フ 
ァイル 。 た ん に ファイル” と 呼ぶ 場合 ,、 こ の ディ スク ファ イル 
を 指す こと が 多い . 

デパ イス ファ イル … の … の … いろ いろ な 入出 力 装置 (デバ イス ) に 対す る アク セス で や り と りさ 
れる デー タ を 論理 的 に 扱っ た ファ イル 。 キー ボー ド フ ァイル 。 ス 
クリ ー ン ファ イル , プリ ンタ ファ イル , RS-232C 回 線 フ ァイル な 
ど が ある . 広い 意味 で は ディ スク ファ イル も 含め て デバ イス ファ 
イル と 呼ぶ こと が ある . 


この よう に さま ざま な 分 類 が 可能 で す . これ ら の 分 類 は それ ぞ れ の 観点 か ら 分 け て お り , 実 
際 の ファ イル は これ ら の 組み 合せ で 表 さ れ ま す . 


例 1) RS-232C 回 線 か ら 送 られ て くる アス キー 形式 の BASIC プロ グラ ム の ファ イル 
っ デバ イス ファ イル (RS-232C 回 線 フ ァイル ) で シー ケン シャ ルフ ァイル で アス キー 
プア 7 ルル で 。 かつ ジ ログ ラベ ファ イル 


例 2) ディ スク に ラン ダム ファ イル の 形式 で 格納 され た 売り 上 げ の 記録 ファ イル 
つっ ー ディ スク ファ イル で ラン ダム ファ イル で バイ ナリ ファ イル で 。 か つ デ ー タ ファ イ 
ル 


圏 デ バイ ス ( 入 出力 装置 ) と ファ イル 

BASIC で は , ある まとまり を も っ た デー タ の か た まり (ある い は その 入れ 物 ) を すべ て ファ イ 
ル と し て 取り 扱う こと に つい て は 前 に 説明 し た と お り で す . この 概念 に より , ディ スク に 記録 
され た デー タ を ファ イル と し て 操作 で きる わけ で す が , BASIC で は これ を さら に 一 般 化 し て , 
た と えば プリ ンタ や ディ スプ レイ 画面 (スク リー ン )。 さら に は キー ボー ド な ども ファ イル と し 
て 取り 扱う こと が で きる よう に し て いま す .。 つま り ,。 こう し た 各種 の 入出 力 装置 (デパ バ イス) を, 
出力 デー タ や 入力 デー タ の か た まり を 格納 する 入れ 物 と し て みな すこ と に より , ファ イル と し 
て 扱う よう に し て いる わけ で す . 

実際 に BASIC で デバ イス に 対し て デー タ の 入出 力 を 行う 場合 に は , その デバ イス に 対応 する 


6. ファ イ 2 ち 人 述 


デバ イス 名 を 指定 し て 操作 を 行い ます . 次 に ,。 デバ イス と , それ に 対応 する デバ イス 名 を 示し 
ます . ヾ 入力 ノ 出 力 ” の 欄 に は , その デバ イス に 対す る 入力 ノ 出 力 の 命令 が 使用 可能 で ある か 
どう か を 示し て あり ます . 


注意 : ROM モー ド BASIC で は プリ ンタ と RS-232C 回 線 の み が 使 用 可能 で す . 


また , 各 デ バイス に 対し て 使用 で きる 入出 力 命令 は デパ バイス の 種類 に よっ て 異な り ま す . 


LOAD 


PRINT#USING 
WRITE# 


使用 で きる X : 使用 で き な い 
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圏 ファ イル ディ スク リプ タ 

BASIC で ファ イル を 操作 する 際 に は , コン ピュ ー タ が ファ イル を 揚 し た り 特 定 し た りす る こ 
と が 可能 な よう に 。 個々 の ファ イル に 名 前 を つけ て 取り 扱い ます . これ に より , ユー ザー が そ 
の 名 前 を 指定 する だ け で ,。 その ファ イル に 対し て アク セス (読み 書き ) を 行う こと が で きま す 。 こ 
の 名 前 の こと を バフ ァイル ディ スク リプ タ ” と いい ます 。 その 形式 は 次 の と お り で す 。. 


〔 く < デバ イス 名 >〕〔 く ファ イル 名 >〕 


< く デ バイ ス 名 > は 各 入 出力 装置 に つけ られ た 名 前 の こと で , 前 出 の 「 デ バイ ス ( 入 出力 装置 ) と 
ファ イル 」 の 項 の 表 に 示し た も の の うち の いずれ か を 指定 し ます . 
ディ スク ファ イル の 場合 , < ファ イル 名 > は 次 の 形式 で 指定 し ます 。 


く < 主 フ ァイル 名 > 〔. < 拡張 子 >〕 
を 参照 ファ イル 名 一 6.5 の 「 デ ィ ス ク フ ァ イル に お ける ファ イル ディ スク リプ タ の 形式 」 


例 ) ディ スク 装置 の ドラ イブ 2 に セッ ト さ れ た ディ スク 上 の ヾ TEST” と いう ファ イル . 
2 : TEST 


注意 : く < デバ イス 名 > が キー ボー ド (KYBD : ), スク リー ン (SCRN : ) お よび プリ ンタ (LPT : ) 
で ある 場合 は < ファ イル 名 > を 指定 し て も 意味 が あり ませ ん . 
< デバ イス 名 > が RS-232C 回 線 (COM1 : COM3 : ) の 場合 は 。 < ファ イル 名 > に 相当 す 
る 場所 に 回 線 の 各種 パラ メー タ な ど を 指定 し ます ('「6.8 RS-232C 回 線 フ ァイル の 扱い 
方 参照 ) . 


圏 ファ イル バッ ファ 

BASIC で ファ イル を 扱う 際 は , ファ イル バッ ファ と 呼ば れる メモ リ の 領域 を 使用 し ます 。 フ 
ァイル バッ ファ は プロ グラ ム と ファ イル と の 間 で 一 時 的 に デー タ を 蓄え る も の で す 。 

プロ グラ ム か ら フ ァイル に 対し て デー タ を 出力 する 。 あ る い は ファ イル か ら プ ログ ラム へ ヘ へ デ 
ー タ を 読み 込む と いっ た 場合 に は , 必ず ファ イル バッ ファ を 仲介 レ し ます. た と えば ディ スク フ 
ァイル に デー タ を 書き 込む 場合 は 。 いっ た ん ファ イル バッ ファ に デー タ を 蓄え 。 蓄え た デー タ 
が 256 バイ ト (1 セク タタ 分 ) に な っ た ら ,。 ファ イル に 書き 出す と いう 動作 を 行っ て いま す 。 

つま り , ファ イル に 対し て 入出 力 命令 を 実行 し て も 実際 に は パッ ファ に 対す る 入出 力 を 行っ 
て いる わけ で ,。 ファ イル に 対す る 実際 の 入出 力 は バッ ファ が いっ ぱい (ある い は 空 ) に な っ た か 
どう か を BASIC が 自動 的 に 判別 し て 行っ て いま す . 


参照 セク ター「 付 録 C ディ スク の 内 部 構造 」 
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プロ グラ ム か ら デ ィ ス ク へ 書き 込む 場合 


プロ グラ ム バッ ファ (1 セク タタ 分 ) ディ スク 
デー タ デー タ 


デー タ を バッ ファ に 書き 出す . 


ディ スク か ら プ ログ ラム へ データ を 読み 込む 場合 


プロ グラ ム バッ ファ (1 セク タ 分 ) 
デー タ ーー 二 


バッ ファ が 1」 セ クタ 分 た まる と BASIC が 自動 的 に ディ スク に 書き 出す . 
2 

ディ スク か ら | セ クタ 分 の デー タ を バッ ファ へ 読み 込む . 

プロ グラ ム は バッ ファ か ら 必 要 な だ け デ ー タ を 読み 込む . 


バッ ファ が 空 に な っ た ら , BASIC が 自動 的 に ディ スク か ら | セク タ 分 読み 込む . 


ファ イル の 入出 力 を 行う 際 に は 必ず ファ イル ご と に 専用 の ファ イル バッ ファ が 必要 で す 。 さ 
も な いと いろ ん な ファ イル の デー タ が ファ イル バッ ファ で まじ りあ っ て し まう ご と 紀 な り 計 の 。 
ファ イル と ファ イル バッ ファ の 対応 関係 は 始め か ら 決ま っ て いる も の で は あり ませ ん . ファ 
ィ イル の 入出 力 を 行う 前 に は 必ず , その ファ イル に 専用 の ファ イル バッ ファ を 割り 当て な けれ ば 
な り ま せん 。. 


較 フ ァイル の オー プン プク ロー ズ 

ファ イル の 入出 力 を 行う 前 に は , 前 項 で 述べ た よう に , 使用 する ファ イル に ファ イル バッ プ 
ァ を 割り 当て て 入出 力 操作 が 可能 な 状態 に し な けれ ば な り ま せん . これ を ファ イ ル を オー プン 
する と いい ます .。 また , ファ イル の 入出 力 が 終了 し た ら フ ァイル に 割り 当て られ て いた ファ イ 
ル バ ッ ファ を 解放 する 必要 が あり ます . これ を ファ イル の クロ ー ズ と いい ます 。. 


⑱ フ ァイル の オー プン (OPEN) 
ファ イル の オー プン は OPEN 命令 を 使っ て 行い ます . 


OPEN 命令 
OPEN < ファ イル ディ スク リプ タ > [FOR < モー ド >〕 AS 【 名 < ファ イル 番号 > 


OPEN 命令 は 。 < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され る ファ イル に < ファ イル 番号 > で 表 
され る 専用 バッ ファ を 割り 当て ます . 

この 命令 が 実行 され た 後 は 。 ファ イル に 対す る 入出 力 は < ファ イル 番号 > を 指定 し て 行い ま 
す 。 ファ イル の 入出 力 命令 は 実際 に は パッ ファ へ 入出 力 を 行っ て いる わけ で すか ら , < ファ イ 
ル 番 号 > は ファ イル バッ ファ 番号 と 考え て さき し つか え あ り ま せん 。 
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く 〈 く モー ド > は ファ イル へ の アク セス の 仕方 を 指定 する も の で す 。 次 の 4 つか ら 選 択 す る こと 
が で きま す 。 


INPUT 
OUTPUT 
APPEND 追加 モー ド 


ラン ダム モー ド , また は RS-232C 回 線 ファ イル の 入出 力 


入力 モー ド は 既存 の ファ イル の デー タ を プロ グラ ム へ 入力 する 専用 の モー ド で す 。 出力 モー 
ド は プロ グラ ム か ら デ ー タ を ファ イル へ 出力 する 専用 の モー ド で す . 追加 モー ド は プロ グラ ム 
か ら デ ー タ を 送り 既存 の ファ イル の 終わ り に 追加 出力 する 専用 の モー ド です. 

省略 時 は ラン ダム モー ド , ある い は RS-232C 回 線 フ ァイル の 入出 力 を 意味 し , 入力 , 出力 の 
両方 が 可能 な モー ド です. 


| 


生生 
注意 : 入力 (INPUT) モ ー ド , 追加 (APPEND) モー ド で オー プン し た 場合 , 指定 し た ファ イル 


が ディ スク 上 に な いと エラ ー と な り ま す 。 


例 1) ドラ イブ 2 の TEXT? と いう 名 前 の ファ イル に 1 番 の ファ イル バッ ファ を 割り 当て 。 入 
カモ ー ド で 使用 可能 な 状態 に する . 
OPEN " 2:TEXT" FOR INPUT AS #1 


例 2) スク リー ン フ ァイル に 2 番 の ファ イル バッ ファ を 割り 当て , 出力 モー ド で 使用 可能 な 状 
態 に する . 
OPEN "SCRN:" FOR OUTPUT AS #2 


例 3) ドラ イブ 1 の DATA” と いう 名 前 の ファ イル に 3 番 の ファ イル バッ ファ を 割り 当て 。 ラ 
ンダ ム モ ー ド で 使用 可能 な 状態 に する . 
OPEN " DATA” AS #3 


@ フ ァイル の クロ ー ズ (CLOSE) 

ファ イル の 入出 力 が 終了 する と , OPEN 命令 で 確保 し た ファ イル バッ ファ は 不要 に な り ま す . 
そこ で CLOSE 命令 を 実行 する と , ファ イル に 割り 当て られ て いた ファ イル バッ ファ が 解放 きれ 
まず 。 

これ で , 解放 ほれ た ファ イル バッ ファ は 別 の ファ イル の た め に 使用 する こと が で きる よう に 
な り ま す . 

また , 前 に 述べ た よう に デー タ の 出力 命令 は 実際 に は ファ イル バッ ファ へ の デー タ 出 力 を 行 
うだ け で あり , それ が 実際 に ファ イル に 出力 され る の は ファ イル バッ ファ が いっ ぱい に な っ て 
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か ら で す .。 し た が っ て , 最後 に ファ イル バッ ファ に 出力 され た デー タ が ファ イル に 出力 され ず 
に ファ イル バッ ファ に 残っ て し まう 可能 性 が あり ます 。CLOSE 命令 は , この よう に し て ファ イ 
ル バ ッ ファ に 残っ て し まっ た デー タ を, 最後 に (ファ イル バッ ファ を 解放 する 前 に ) フ ァイル に 
出力 する と いう 役割 も 持っ て いま す 。 


CLOSE 命令 
CLOSE 【〔( 約 < ファ イル 番号 >〔, 〔 級 < ファ イル 番号 >〕…〕 


CLOSE 命令 で は < ファ イル 番号 > を 指定 し て ファ イル の クロ ー ズ を 行い ます 。 < ファ イル 番 
号 > を 省略 し た 場合 に は その と き オ ー プ ン し て いる ファ イル は すべ て クロ ー ズ され ます .。 

ファ イル を クロ ー ズ し な い 状 態 で プロ グラ ム を 終了 し た 場合 に は , ファ イル バッ ファ に 残さ 
れ た デー タ は 失わ れ て し まい ます 。 特に ディ スク ファ イル の 時 に は 最悪 の 場合 。 デ ィ ス ク を 管 
理 す る た め の 情 報 が 不 十分 な まま で 処理 が 終了 し て し まい , ディ スク が 破壊 され て ファ イル や 
ディ スク の 内 容 が 読め な く な る , と いう 事態 を ひき 起こ すこ と が あり ます . この よう な 事態 を 
防ぐ た め に , 入出 力 の 終わ っ た ファ イル は 必ず クロ ー ズ する よう に し て くだ さい 、。 

な お , END 命令 , NEW 命令 , RUN 命令 な どの 実行 に よっ て も ファ イル が クロ ー ズ され る 
よう : 綴 門 つて で いま す 。 


圏 ファ イル バッ ファ と ファ イル の 同時 オー プン 数 

ファ イル バッ ファ は メモ リ 上 に 確保 さき れ る も の で す 。 Na。。- 日 本 語 BASIC(86) で は 最大 15 個 
の ファ イル バッ ファ が 確保 さき れ ます . た だ し , 0 番 の ファ イル バッ ファ は 特殊 な バッ ファ で 普通 
ユー ザー は 使用 で きま せん か ら , 実際 に は 最大 14 個 の ファ イル バッ ファ が 使用 可能 で す 。 これ 
は , 同時 に 14 個 の ファ イル を 使用 する こと が で きる と いう こと を 意味 し ます . 

BASIC の 起動 時 に , 


How many files (0 一 15) ? 


と 聞い て くる の は ファ イル バッ ファ を 何 個 確保 する か を 設定 する も の で す 。 ここ で 115 まで 
の 数 値 を 入力 し ます . ここ で の 指定 は , BASIC が 起動 し た 後 で は 変更 する こと が で きま せん . 
変更 する に は BASIC を 再起 動 す る 必要 が あり ます . そこ で , で きる だ けた くさ ん の ファ イル バ 
ッ フ ァ を 使え る 状態 に し て お け ば よい の か と いう と そう いう わけ で は あり ませ ん . ファ イル バ 
ッ フ ァ の 領域 は メモ リ 上 に 確保 きれ ます の で , ここ で 大 き な 数 を 指定 する と その 分 ユー ザー が 
使用 で きる メモ リ が 減っ て し まい ます . 特別 に 多く の ファ イル を 同時 オー プン する の で な けれ 
ば , あま り 多 く 設 定 し て お いて も 無 意 味 で す . 

な お , 起動 時 の How many files ? ? に 対し て | <J] キ ー の み を 押す と , その と き 接 続 ( 内 蔵 
も 含む ) さ れ て いる ドラ イブ 数 と 同数 の ファ イル バッ ファ が 設定 され た も の と みな され ます . 

た だ し , 最大 値 は 15 で す . 
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戸 .、 選 ディ スク ファ イル 


この 節 で は 外部 記憶 装置 と し て 一 般 的 な フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク と 固定 ディ スク の 種類 に つい て 
解説 し ます . 


圏外 部 記憶 装置 と し て の ディ スク 装置 

コン ピュ ー タ に は 読み 書き 可能 な メモ リ (RAM) が あり , デ ー タ や プロ グラ ム は ここ に 一 時 的 
に 置か れ て 処理 され ます . し か し , 電源 を 切る と これ ら の デー タ は 失わ れ て し まい ます . 
そこ で 作成 し た プロ グラ ム や デー タ は 外部 記憶 装置 に 保存 し ます . 外部 記憶 装置 を 使う こ 
に よっ て 。 プロ グラ ム や デー タ を 保存 し 必要 な と き に 取り 出し て 使用 する こと が で きま す . 


外部 記憶 装置 


プロ グラ ム や デー タ 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
固定 ディ スク 


BASIC で は , 外部 記憶 装置 と し て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 と 固定 ディ スク 装置 が 使用 で きま 
E 応 


圏 フ ロッ ピ ィ ディ スク と 固定 ディ スク 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 。 容易 に 持ち 運び が で きま す . た だ し , 記憶 容量 は 固定 ディ スク より 
小さ く な っ て いま す . 

いっ ぱ ぽう, 固定 ディ スク は 重く 持ち 運び に は 不向き で す が , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 比べ て 容 
量 が た い へ ん 大 きく アク セス の 速度 も 高速 で す . 特に 多量 の デー タ を 扱う 場合 に は た い へ ん 便 
利 で す . 


使用 で きる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 と 容量 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 

3 2DD ( 倍 密度 倍 ト ラッ ク ) 640KB 

孤 2DD ( 倍 密度 倍 ト ラッ ク ) 640KB 
イン チア イィ スク | 2HD (高密 度 倍 ト ラッ ク ) 
8 イン チ デ ィ ス ク 2D ( 倍 密 度 ) 1MB 


* こ れ ら の ディ スク の うち 容量 が 同じ ディ スク は 同一 の 論理 構造 を 持ち ます . 


ぁ 参照 論理 構造 つ ' 付 録 じ に ディ スク の 内 部 構造 」 


6.3 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使用 準備 と 管理 


使用 で きる 固定 ディ スク の 種類 と 容量 

固定 ディ スク は ,。 固定 ディ スク イン タフ ェ ー ス を 介し て コン ピュ ー タ 本 体 と 接続 きれ て いま 
す が , この 固定 ディ スク イン タフ ェ ー ス に は 2 つの 種類 が あり ます . 

1 つ は , 従 来 か ら あ る も の で 1 つの イン タフ ェ ー ス で 2 台 の 固定 ディ スク を 接続 する こと が で 
きま す . も う 1 つ は SCSI と 呼ば れる も の で , 1 つの イン タフ ェ ー ス で 4 台 ま で の 固定 ディ スク 
を 接続 する こと が で きま す . 従来 の イン タフ ェ ー ス で 接続 で きる 固定 ディ スク を 従来 イン タフ 
ェ ー ス の 固定 ディ スク , SCSI イン タフ ェ ー ス に 接続 で きる 固定 ディ スク を SCSI 固定 ディ スク 


と いい ます 。 
固定 ディ スク の 種類 


従来 イン タフ ェ ー ス の 
固定 ディ スク 


20MB 
SCSI 固定 ディ スク 40MB 
130MB 


B. コ フロ ッ ピ イィ ディ スク の 使用 準備 と 管理 


こと ここ で は ,。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する 上 で の 準備 と 管理 の 方 法 に つい て 解説 し ます . 


圏 フロ ッ ピ ィ イィ ディスク の フォ ー マ ッ ト 

買っ た ば か り の 新しい フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は その まま で は 使う こと は で きま せん .。 一 定 の 手 
順 を 踏ん で 使用 で きる 状態 に し な けれ ば な り ま せん .。 これ を フォ ー マ ッ ト と いい ます 。 フォ ー 
マッ ト は ディ スク の デー タ 格 納 方 式 に 従っ て ディ スク の 領域 を 区 分 けし , ディ スク に デー タ を 
書き 込む せこ と が で きる よう に する も の で す . 

フォ ー マ ッ ト に は 2 つの レベ ル が あり , それ ぞ れ 物理 フォ ー マ ッ ト , 論理 フォ ー マ ッ ト と い 
いま す . 


物理 フォ ー マ ッ ト ディ スク に デー タ を 記録 する た め の 磁 気 的 な 溝 (トラ ッ ク ) を 作成 する . 


論理 フォ ー マ ッ ト ディ スク の 記録 面 を 論理 的 に 区 分 けし , BASIC で デー タ を 管理 で きる 状 
態 に する . 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト を する に は ユー ティ リティ “format . nip” を 使用 し ま 
す . 


ぁ 参照 format .nip′ ーー「10.3 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 」 
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圏 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 

シス テム ディ スク と は , DISK モー ド BASIC を 起動 きせ る こと の で きる ディ スク で す . シス 
テム ディ スク は 間違っ た 使い 方 を し た り , 不慮 の 事態 が 起こ っ た 場合 に は , 内 容 が 破壊 され て 
し まう こと が あり ます . そこ で , シス テム ディ スク の 複製 を 作っ て お く 必 要 が あり ます . 


⑱ シ ステ ム デ ィ ス ク の 複製 の 作成 

シス テム ディ スク に は , シス テム (DISK CODE と IPL) が 記録 され て いま す 。. 

DISK CODE と は ,ROM モー ド BASIC に DISK モー ド BASIC の 機能 を 付加 する た め に 必 
要 な BASIC シス テム 本 体 の こ と で す . また ., IPL は DISK モー ド BASIC を 起動 きせ る た め に 
必要 な シス テム プロ グラ ム の こと で す .。 

シス テム ディ スク に は この 2 種類 の デー タ が 記録 きれ て いる た め に ,DISK モー ド BASIC が 
起動 で きま す . し た が っ て , シス テム ディ スク 中 に 記録 きれ て いる DISK CODE と IPL を 別 の 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に コピ ー す れ ば シス テム ディ スク を 作成 する こと が で きま す 。 

シス テム ディ スク の 複製 を 作る の に いち ば ん 簡単 な の は , ユー ティ リティ \backup . n88? を 
使う 方 法 で す . この 方 法 で は 元 の シス テム ディ スク と まっ た く 同 一 の ディ スク (バッ クア ッ プ デ 
ィ ス ク と いう ) を 作成 する こと が で きま す . つま り , DISK CODE, お よび IPL 以外 の ファ イル 
も コピ ー さ れ ま す 。 

また , ユー ティ リティ format .nip” や ヾ sysgen .nip” を 使っ て シス テム の コピ ー を する こ 
と も で きま す .。 この 2 つの 方 法 で は 他 の ファ イル の 転送 は 行わ れ ま せん . 

シス テム ディ スク の 具体 的 な 作成 方 法 は 「 第 10 章 ユー ティ リティ プロ グラ ム 」 の 該当 の 項目 
を 参照 し て くだ さい . 


ぁ 参照 format .nip 一 「10.3 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 」 
sysgen .niDp >「10.7 シス テム (DISK CODE お よび IPL) の コピ ー」 
backup .n88 っ 「10.4 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 」 


注意 : シス テム ディ スク の 複製 を 作る に は , 元 に な る シス テム ディ スク と 新しく コピ ー す る デ 
ィ ス ク が 同じ 記憶 容量 を も つも の で な けれ ば な り ま せん . 


シス テム ディ スク の 属性 の 設定 
シス テム を コピ ー し て シス テム ディ スク を 作成 する と 。 シ ステ ム デ ィ ス ク の 属性 は 元 の ディ 
スク と 同じ に な り ま す が , この 属性 を ^setup .n88? を 使っ て 変更 する こと が で きま す . 
シス テム ディ スク に は 次 の よう な 属性 が 設定 され て いま す . 


・ 日 本 語 変換 方 式 
・ 辞 書 フ ァイル の ドラ イブ 番号 
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6.3 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 使用 準備 と 管理 
・ 画 面 ハ ー ド コピ ー の 機能 
・ 演 算 モ ー ド 
必要 に 応じ て 変更 を 行っ て くだ さい . 
ぁ 参照 setup .n88 一 「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 
圏 フ ロッ ピ ィ ディ スク の 管理 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 管理 する た め に 次 の よう な ユー ティ リティ プロ グラ ム が 用 意 き れ て い 
ます 。 


ECPZZYDT: 


オー トス ター ト の た め の 情 報 を シ を ステ ム デ ィ ス ク に 記録 す 
setinf .n88 る 
DD 88 1D プ 2D の ディ スク の ファ イル を 2DD グ 2HD の ディ スク に 
0 転送 する 


xfiles . n88 ディ スク 間 で ファ イル を 転送 する 
backup . n88 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ の 作成 


な お , ファ イル の 削除 や ファ イル 名 の 変更 な ど は BASIC の 命令 を 用 いて 行い ます . 


p 参照 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 管理 する BASIC の 命令 ー「6 .6 BASIC 命令 に よる ディ スク フ 
ァイル の 操作 」 
setinf .n88 っ 「10.5 ID セク タ の 書き 換え 」 
DDcony . n88>「10 .16 ファ イル 変換 」 
xfiles .n88 一 「10.6 ファ イル 転送 」 
backup .n88 ~「10.4 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 」 
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BB. 固定 ディ スク の 使用 


固定 ディ スク に は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に は な い 固 有 の 機能 が あり ます . この 機能 は 固定 デ 
ィ ス ク の 大 き な 記 憶 容 量 を 効果 的 に 使う た め に 用 意 き れ て いる も の で す . 

この た め , 固定 ディ スク の 扱い 方 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 と 異な り 。 フォ ー マ ッ ト , シ 
ステ ム デ ィ ス ク の 作成 ,。 ディ スク の 管理 な ど に 使用 する ユー ティ リティ プロ グラ ム も 別に 用 意 
され て いま す . 

ここ で は 固定 ディ スク に 固有 な 機能 , 使用 する た め の 準 備 , 管理 の 方 法 に つい て 解説 し ます . 


田 固 定 デ ィ ス ク に 固有 な 機能 
固定 ディス ク に は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク と 異な る 次 の よう な 機能 が あり ます . 
固定 ディ スク 固定 ディ スク 


標準 拡張 拡張 
フォ ー マ ッ ト | フォ ー マ ッ ト | フォ ー マ ッ ト 


〇 〇 〇 
X 〇 〇 
〇 〇 @) 
※ ※ 〇 


〇 : 使用 で きる , X : 使用 で き な い 。 


BASIC と 他 の OS で 領域 を 分 割 し て 使用 する 機能 
BASIC と 他 の OS な どの 起動 可能 な シス テム を 複数 登録 する 機能 
BASIC 上 で 複数 の ユー ザー で 使用 する (マル チュ ユー ザー) 機能 

BASIC 上 で 複数 の ドラ イブ に 分 割 し て 同時 に 使用 する 機能 


次 に 。 これ ら の 機能 に つい て 解説 し ます . 


人 @ BASIC と 他 の OS で 領域 を 分 割 し て 使用 する 

固定 ディ スク は , その 記憶 領域 を BASIC 用 と その 他 の OS(MS-DOS な ど ) 用 に 分 割 し , 各々 
独立 し て 使用 する こと が で きま す . BASIC が 使用 する 領域 の 設定 に は , ユー ティ リティ \format . 
hd” を 使用 し ます . 


ぁ 参 照 format .hd つ 「10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 」 


人 @ BASIC と 他 の OS な どの 起動 可能 な シス テム を 複数 登録 する 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 登録 で きる シス テム (起動 可能 な シス テム ) は 1 つ だ け で す 。 この た め 。, 
BASIC の シス テム の 入っ た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら は BASIC だ けし か 起動 する こと が で きま 
せん 。. 

これ に 対し て ,。 固定 ディ スク の 場合 に は BASIC 以外 に た と えば , MS-DOS な どの シス テム 
を 登録 し て お き , コン ピュ ー タ の 起動 時 に どちら か を 選択 し て 使用 する こと が で きま す . 
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6.4 固定 ディ スク の 使用 


複数 の シス テム を 選択 し て 起動 きせ る に は ,。 必ず 固定 ディ スク を 拡張 フォ ー マ ッ ト し て お か 
な けれ ば な り ま せん . その 後 。 BASIC の シス テム と その 他 の シス テム の 両方 を 登録 し て お け ば 
どちら か を 選択 し て 起動 きせ る こと が で きま す . 


注意 : 拡張 フォ ー マ ッ ト を 行っ た ディ スク に BASIC 以外 の シス テム (た と えば MS-DOS な ど ) 
を 登録 する 場合 は , 該当 する シス テム の マニ ュ ア ル な ど を 参照 し て 操作 を 行っ て くだ さ 


い 、。 


ヶ 参照 拡張 フォ ー マ ッ トー「10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 」 


@ BASIC 上 で 複数 の ユー ザー で 使用 する (マル チュ ユー ザー 機能 ) 

固定 ディ スク 内 に ユー ザー が 作成 する ファ イル に は ユー ザー を 識別 する 識別 子 を つけ る こと 
が で きま す 。 識別子 を 使用 する こと に より , 他 の ユー ザー の ファ イル と 区 別 す る こと が で きま 
す . これ を ユー ザー 識別 名 ′ と いい ます . 

各々 の ユー ザー は 基本 的 に 自分 の ユー ザー 識別 名 を も つ フ ァイル 以外 は 扱う こと は で きま せ 
ん . こう し て 。, 1 台 の 固定 ディ スク を あたかも 複数 の 独立 し た 記憶 媒体 の 集まり で ある か の よう 
に 利用 する こと が で きま す . 

この 機能 を マル チュ ー ザ ー 機 能 * と いい ます 。 マル チュ ユー ザー 機能 は 標準 フォ ー マ ッ ト を 
し た 固定 ディ スク で も 拡張 フォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク で も 使用 する こと が で きま す . 


人 @ BASIC 上 で 複数 の ドラ イブ に 分 割 し て 同時 に 使用 する 

従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク (拡張 フォ ー マ ッ ト ) で は 複数 の BASIC 領域 を 確保 し て , 
1 つの 領域 の み を 有効 (アク ティ ブ ) に する こと が で きま し た が , SCSI 固定 ディ スク は 1 台 の 固 
定 デ ィ ス ク に BASIC の 領域 を 複数 確保 し , 最大 4 つの 領域 を 同時 に 有効 に する こと が で きま 
す 。 

この と き , 各 領域 は 個々 の 独立 し た ドラ イブ と し て みな され ます . た と えば , 1 台 の 固定 ディ 
スク に 36 まで の ドラ イブ を 割り 当て て 使用 する と いっ た こと が 可能 で す 。1 つの BASIC 領 
域 に つい て 120MB まで の 容量 を 確保 する こと が で きま す 。 

BASIC の 領域 確保 や , 領域 の 有効 , 無効 の 設定 に は ユー ティ リティ format.hd” を 使用 し 
E 胡 . 応 


p 参 照 format. hd 一 「10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 」 
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ユー ザー 識別 名 の 宣言 方 法 

ユー ザー 識別 名 の 宣言 は BASIC の 起動 時 に 行わ れ ま す . 

固定 ディ スク が 接続 (ある い は 内 蔵 ) され て いる 機種 で BASIC を 起動 きせ る と How many 
files?? に 続い て , ^~User identifier ? と 聞い て きま す . これ は BASIC を 起動 きせ る ユー ザ 
ー が 誰 で ある か (ユー ザー 識別 名 ) を 宣言 する も の で す . 

こう し て 起動 きせ た BASIC 上 で 作成 され た ファ イル に は , その ユー ザー 識別 名 が 付け られ ま 
す . また , アク セス が 可能 な ファ イル は , 基本 的 に 自分 の ユー ザー 識別 名 で 作成 し た ファ イル 
だ け と な り ま す 。 も ちろ ん , 他 の ユー ザー 議 別名 で 作ら れ た ファ イル に は アク セス で きま せん . 


ユー ザー 識別 名 の 条件 

ユー ザー 識別 名 は 1 バイ ト 英 数 字 3 文字 以内 で 宣言 し ます . 

た だ し , ユー ザー 識別 名 “999? で 作ら れ た ファ イル は すべ て の ユー ザー 共通 の ファ イル と な 
り , すべ て の ユー ザー 識別 名 で 読む せこ と が で きま す . 

また 。 User identifier?? の 問い に | < り ] キ ー だ け を 押す と , ユー ザー 識別 名 と し て , “ロロ 
ロ ” (半角 スペ ー ス 3 つ ) が 入力 され た と みな され ます . 

ユー ザー 識別 名 が 異な れ ば , 同じ 名 前 で ファ イル を 作成 する こと が で きま す . た だ し , “999? 
の ユー ザー 識別 名 で 作成 され た ファ イル 名 と 重複 する こと は で きま せん . ユー ザー 識別 名 と ア 
クセ ス 可 能 な 範囲 を 模式 的 に 表す と 次 の よう に な り ま す . 


ユー ザー 識別 名 と アク セス 可能 範囲 


固定 ディ スク 装置 全体 


ユー ザー 識別 名 “AAA” で 
アク セス で きる 範囲 


ユー ザー 識別 名 *BBB? で 
アク セス で きる 範囲 


: ユー ザー 識別 名 *AAA* の ファ イル 群 
: ユー ザー 識別 名 BBB* の ファ イル 群 
: ユー ザー 識別 名 *999* の ファ イル 群 


また , ある 特定 の ユー ザー 識別 名 で アク セス で きる ファ イル は 次 の よう に な り ま す 。. 次 の 表 
は ユー ザー 識別 名 AAA* で BASIC を 起動 きせ た 状態 で どの ファ イル を アク セス で きる か を 
示し た も の で す . 
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ユー ザー 識別 名 ^AAA"Y か ら ア クセ ス で きる ファ イル 


ーー ァイル に 対す る 操作 に じ ュ ー ザ ー 識 別名 ) 細め ザー 識別 名 ) | (共通 ズー ザー 識別 名 ) 
egm mommmor | 6 | x | Ss 
隊 還 ay TO IP x 唱 や を 
59 き 疫 9 で FNS  x PD の 9- 

陣 。 3 の 馬 Rb03 

に NT Wi S 二 COTSFWSRSRP や 
に | 


OPEN” ーー" 
(ラン ダム モー ド の 場合 ) PUT (作成 ) 


ーー” は ファ イル ディ スク リプ タ を 表し ます 。 


な お , ユー ザー 識別 名 “999” を 持つ ファ イル の 作成 ・ 削 除 は ユー ザー 識別 名 “999” で 起動 
し た BASIC 上 で し か で きま せん 。. 


ユー ザー 識別 名 を 使わ な い 場 合 

固定 ディ スク を 1 人 で 使用 する と き な ど , ユー ザー 識別 名 が 不 必要 な こと が あり ます . この 
よう な 場合 に は , ユー ザー 識別 名 を 使用 し な い 状 態 に 設定 する こと が で きま す . 

ユー ティ リティ switch .n88” を 使っ て , 立ち 上 げ 装 置 の 選択 画面 で 設定 し ます . 


参照 ユー ザー 識別 名 1.2 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク か ら の 起動 」 
switch . n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


注意 : ユー ザー 識別 名 “999” を 持つ ファ イル は , 誤っ て 更新 され る こと が な いよ う , 個人 用 の 
ファ イル と 区 別して 一 意 な 名 前 (た と えば , “一 .SYS” な ど ) を 付け て お く と よい で し ょ 


ュ 


う <・ 
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一 固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト 
固定 ディ スク を 使用 する 場合 に は 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 と 同様 に フォ ー マ ッ ト を する 
必要 が あり ます . フォ ー マ ッ ト の 方 法 は , 固定 ディ スク の 種類 や 機種 に よっ て 異な り ま す . 


食物 理 フ ォ ー マ ッ ト と 論理 フォ ー マ ッ ト 

固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト に は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 と 同様 に 物理 フォ ー マ ッ ト と 論 
理 フ ォ ー マ ッ ト と いう 2 つの レベ ル が あり ます 。 新しい ディ スク を 使用 する 場合 に は 両方 の フ 
ォ ー マ ッ ト を 続け て 行わ な けれ ば な り ま せん . 

物理 フォ ー マ ッ ト を 行う と ディ スク の 全 領 域 は すべ て 初期 化 さ きれ て し まい ます . し た が っ て , 
それ まで 固定 ディ スク を 使用 し て いた 場合 に は デー タ は すべ て 失わ れ て し まい ます . た と えば 
BASIC と MS-DOS で 使用 し て いた 場合 に は その 両方 の デー タ が 失わ れ て し まい ます . 

また, 論理 フォ ー マ ッ ト を 行っ た 場合 に は BASIC で 確保 さき れ て いた 領域 の み が フ ォ ー マ ッ ト 
され ます . MS-DOS な どの 他 の シス テム で 使用 さき され て いる 領域 は そ を の まま と な り ま す 。 


参考 : BASIC で は 固定 ディ スク を 1 セク タ 256 バ イト で 物理 フォ ー マ ッ ト し ます . 


念 標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ ト 
固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト 形 式 に は 標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ ト の 2 つの 形式 が 
あり ます . 


標準 フォ ー マ ッ ト 

PC-9800 シリ ー ズ で 当初 か ら 採 用 され て いる 形式 で す . デ ィ ス ク を BASIC で 使用 する 領域 と 
MS-DOS な どの 他 の シス テム で 使用 する 領域 に 分 ける こと が で きま す . た だ し , 標準 フォ ー マ 
ッ ト を し た ディ スク か ら 起 動 で きる シス テム は BASIC だ け と な り ま す .20MB まで の 固定 ディ 
スク を 管理 する こと が で きま す . 


拡張 フォ ー マ ッ ト 

機能 の 拡張 され た フォ ー マ ッ ト 形 式 で す . デ ィ ス ク の 領域 を BASIC だ け で 使用 する 領域 と MS 
-DOS な どの 他 の シス テム で 使用 する 領域 に 分 け て 使用 する こと が で きる だ け で な <, 複数 の シ 
ステ ム の いずれ か を 任意 に 選択 し て 起動 きせ る こと が で きま す . 

また , 20MB を 超え る 大 容量 の 固定 ディ スク も 管理 する こと が で きま す . 

さら に , SCSI 固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト が 可能 で す . 
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信 固 定 デ ィ ス ク の 種類 と 可能 な フォ ー マ ッ ト 形 式 
固定 ディ スク の 種類 に よっ て , 可能 な フォ ー マ ッ ト 形 式 は 次 の よう に な り ま す . 


従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク の 場合 


本 体 に 従来 イン タフ ェ ー 
ス の 固定 ディ スク が 内 蔵 OZ OZ evzrz2o 外 付け ディ スク ② 
され て いる か どう か 


5MB 
10MB H な は 


2 台 内 蔵 の 場合 』 た RG また 6 
了 ot 
10MB 10MB 
内 蔵 し て いな い 場 合 20MB で: 20MB 


表 中 の ①, ② は 従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク の 順番 を 示し ます . な お , 従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ 
スク は , コン ピュ ー タ 1 台 に つい て 2 台 し か 接続 で きま せん . 


PC-9801F3/M3/VM4 の 場合 , 内 蔵 の 固定 ディ スク に 対し て 拡張 フォ ー マ ッ ト を 行う こと は 
で きま せん 。. 


SCSI 固定 ディ スク の 場合 
20MB, 40MB, 130MB と も 拡張 フォ ー マ ッ ト の み が 可 能 で す . 


注意 : ユー ティ リティ `format . hd” を 使用 し て 固定 ディ スク の 拡張 フォ ー マ ッ ト を し た 場合 
は , フォ ー マ ッ ト 終 了 後 リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て BASIC を 再起 動 し て くだ さい 。 
拡張 フォ ー マ ッ ト の 固定 ディ スク を 使用 する 場合 , 標準 フォ ー マ ッ ト の ディ スク を 使用 
する 場合 に 比べ , 従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク で 約 18KB,SCSI 固定 ディ スク で 
は 約 35KB の メモ リ を 余分 に 必要 と し ます . そ の 分 だ け ユ ー ザ ー の メモ リ が 減り ます の で 
注意 し て くだ さい . 
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@ フ ォ ー マ ッ ト を する 方 法 

固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト に は , ユー ティ リティ `format .hd” を 使用 し ます . 

ユー ティ リティ format . hd” で は 標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ ト の どちら か の フォ 
ー マ ッ ト を する こと が で きま す . フ ォ ー マ ッ ト を 行う 場合 に は 「10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 
管理 」 を 参照 し て 行っ て くだ さい . 


を 参照 format .hd 一 「10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 」 


圏 固定 ディ スク か ら の BASIC の 起動 
DISK モー ド BASIC は , 固定 ディ スク か ら 起 動き させ る こと も で きま す . 


シス テム (DISK CODE, IPL) の コピ ー 

固定 ディ スク か ら BASIC を 起動 きせ る に は , ま ず フ ォ ー マ ッ ト を 行っ た 固定 ディ スク に シス 
テム (DISK CODE,。1IPL) の コピ ー を し ます . これ に は ユー ティ リティ バ ヾ “Ssysgen .nip” を 使用 し 
ます 。 


ぁ 参照 sysgen .nip …「10.7 シス テム (DISK CODE お よび IPL) の コピ ー」 


注意 : 標準 フォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク に シス テム を コピ ー す る 場合 に は , 他 の シス テム 
(MS-DOS な ど ) の 標準 フォ ー マ ッ ト よ り 先 に BASIC の 標準 フォ ー マ ッ ト を 行っ て お い 
て くだ さい . 他 の シス テム の 標準 フォ ー マ ッ ト の 後に BASIC の 標準 フォ ー マ ッ ト を 行っ 
た 固定 ディ スク に BASIC の シス テム を コピ ー す る と 他 の シス テム の 領域 の デー タ が 読め 
な べ . な り ま す : 


@ シ ステ ム の 属性 の 設定 

ユー ティ リティ “sysgen . nip” を 使用 し て 固定 ディ スク に シス テム を コピ ー し た 場合 。 シス 
テム の 属性 は 元 の シス テム ディ スク の 設定 と 同じ に な っ て いま す . そこ で , 必要 が あれ ば ユー 
ティ リティ バ “setup .n88? を 使用 し て , 固定 ディ スク に コピ ー さ れ た シス テム の 属性 を 変更 する 
こと が で きま す . 

シス テム の 属性 に は 次 の よう な も の が あり ます . 


・ 日 本 語 変換 方 式 

・ 辞 書 フ ァイル の ドラ イブ ゴ 番 号 
・ 画 面 ハ ー ド コピ ー の 機能 

・ 演 算 モ ー ド 


必要 に 応じ て 変更 を 行っ て くだ さい . 
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注意 : 辞書 ファ イル の ドラ イブ 番号 に 設定 し た ドラ イブ に 辞書 ファ イル が な い 場 合 に は , 日 本 
語 の 変換 が で きま せん . 


p 参照 setup .n88ー「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 


@ 祥 動 装 置 の 選択 

コン ピュ ー タ 本 体 の 出荷 時 の 状態 で は , シス テム の 起動 装置 の 順番 は 「 フ ロッ ピ ィ ディ スク 装 
置 一 固定 ディ スク 装置 」 の 順 と な っ て いま す . 

この 場合 。 固定 ディ スク に BASIC の シス テム が コピ ー し て あっ た と し て も , フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク 装置 に な ん ら か の シス テム ディ スク が 入っ て いる 場合 に は , コ ンピュータ 本 体 の 電源 を ON 
また は リセ ッ ト す る と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 に 入っ て いる シス テム が 起動 し て し まい ます 。 

も ちろ ん ,。 フ ロッ ピ ィ ディ スク 装置 に 起動 可能 な フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 入っ て いな い 場 合 に 
は , 固定 ディ スク か ら BASIC が 起動 し ます . 

そこ で , 無 条 件 に 固定 ディ スク か ら 起 動 し た い 場 合 に は , 起動 装置 の 設定 を 固定 ディ スク の 
み に 変 更 し ます . 起動 装置 の 選択 は L。 ユー ティ リティ “switch .n88” の 立ち 上 げ 装 置 の 選択 画 
面 で 立ち 上 げ 装 置 を 「BOOT on hard disk 1」,「BOOT on hard disk 2」 ま た は , 「BOOT on 
SCSI hard disk」 に 設定 し ます 。 

な お , SCSI 固定 ディ スク を 起動 装置 に 設定 し た 場合 は , 1 台 目 の 固定 ディ スク の み が 起 動 装 
置 と な り ま す . 2 台 目 以降 を 起動 装置 に する こと は で きま せん . 


ァ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


⑱ ド ライ ブ 番 号 の 優先 順位 の 選択 

コン ピュ ー タ 本 体 の 出荷 時 の 状態 で は ドラ イブ 番号 割付 の 優先 順位 は 「 フ ロッ ピ ィ ディ スク 装 
置 一 固定 ディ スク 装置 」 の 順に な っ て いま す . 「 固 定 デ ィ ス ク 装 置 つ マフ ロッ ピ ィ ディ スク 装置 」 の 
順に し た い 場 合 に は ,。 ユー ティ リティ “switch .n88” の 立ち 上 げ 装 置 の 選択 画面 で 固定 ディ ス 
ク 優先 割付 け を 「hard disk 一 floppy disk」 に 設定 し ます . 


ぁ p 参照 switch .n88 一 「10.14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


人 @ 辞 書 ファ イル の コピ ー 

キー ボー ド か ら 日 本 語 を 入力 する に は 辞書 ファ イル が 必要 で す . 辞書 ファ イル は 辞書 ディ ス 
ク か ら 固 定 デ ィ ス ク に コピ ー し て お く と 便利 で す . 辞書 ファ イル の 固定 ディ スク へ の コピ ー に 
は xfiles .n88” を 使用 し ます . 

な お , 辞書 ファ イル は 必ず し も ゃ 固定 ディ スク に コピ ー す る 必要 は あり ませ ん . 辞書 ファ イル 
の 入っ た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 に 入れ て お け ば , 日 本 語 入 力 を 行う こ 
と が で きま す . 
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また , 辞書 ファ イル を 入れ る ドラ イブ 番号 を シス テム に 登録 し て お く 必 要 が あり ます . 
ユー ティ リティ Ssetup .n88” の 日 本 語 入力 属性 の 設定 の 選択 画面 で 。BASIC シス テム が 参 
照 す る 辞書 ファ イル の ドラ イブ ゴ 番 号 を 指定 し て くだ さい . 
p 参照 xfiles .n88 一 「10.6 ファ イル 転送 」 
setup .n88 っ 「10.8 シス テム ディ スク 属性 の 設定 」 


田 固 定 デ ィ ス ク の 管理 


次 の よう な ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使っ て 固定 ディ スク 。 お よび その ファ イル の 管理 を 
する こと と が で きま す 。 


EEPZZYT 


デイ スク 間 で ファ イル を 直送 する 
hd 固定 ディ スク の 障害 の ある 領域 (クラ スタ ) の 中 か ら , 正常 
の な 部 分 (セク タ ) を 見 つけ て デー タ の 復旧 を 行う 
dir.hd 固定 ディ スク の ファ イル ディ レク トリ (一 覧 表 ) の 表示 お よ 
び フ ァイル の 削除 
固定 ディ スク ファ イル の 内 容 を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に パッ 


クア ッ プ を と る . また , 元 の 固定 ディ スク に も どす 
な お , ファ イル の 削除 。 フ ァイル 名 の 変更 な ど は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 と 同様 に BASIC 
の 命令 を 使っ て 行い ます . 


参照 ファ イル を 管理 する BASIC の 命令 っ 「6 .6 BASIC 命令 に よる ディ スク ファ イル の 操 
作 」 
setinf .n88 っ 「10 .5 ID セク タ の 書き 換え 」 
xfiles .n88…「10.6 ファ イル 転送 」 
recoy . hd >「10.10 固定 ディ スク 障害 ボリ ュー ム ・ フ ァイル 復旧 」 
dir .hd …「10 .11 固定 ディ スク ファ イル ディ レク トリ 表示 」 
backup . hd 一 「10 .12 固定 ディ スク ファ イル 退避 復旧 処理 」 
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BB. 巳 ファ イル ディ スク リプ タ と ドラ イブ 番号 


BASIC 命令 で ディ スク ファ イル を 作成 し た り , 更新 し た り と いっ た ファ イル 操作 を 行う 場合 
に は 。 フ ァイル を ファ イル ディ スク リプ タ と いう 概念 で 扱い ます . 


圏 デ ィ ス ク フ ァ イル に お ける ファ イル ディ スク リプ タ の 形式 
ディ スク の ファ イル ディ スク リプ タ の 形式 は 次 の よう に な り ま す 。 


[< ドラ イブ 番号 >]〔< フ ァイル 名 >〕 


< ドラ イブ 番号 > は BASIC が 起動 し た と き に ディ スク 装置 の 各 ド ライ ブ に 割り 当て られ る 一 
連 の 番号 で す 。 本 体 に 接続 し て いる ドラ イブ の 数 に 応じ た ドラ イブ 番号 に コロ ン ( : ) を つけ て 
指定 し ます . ドラ イブ は 最大 30 まで 使用 する こと が で きま す の で , 指定 で きる ドラ イブ 番号 も 
30 以内 と な り ま す . 

< ドラ イブ 番号 > を 省略 し た と き は , “1:” が 指定 され た も の と みな され ます . 

< ファ イル 名 > は , 次 の 形式 で 指定 し ます . 


く < 主 ファ イル 名 >【〔. < 拡張 子 >〕 


< 主 フ ァイル 名 > は 16 文字 の 1 バイ ト 系 英 数 文字 か ら 成 る 文字 列 で す . 

< 拡張 子 > は 13 文字 の 1 バイ ト 系 英 数 文字 か ら 成 る 文字 列 で , 一 般 に ファ イル の 内 容 を 識別 
する の に 使用 し ます . 省略 可能 で す が , 指定 する 場合 に は 必ず その 前 に ピリ オド (. ) を つけ な 
けれ ば な り ま せん . 

な お , < 拡張 子 >? を つけ な いと き に は , < ファ イル 名 > と し て 1^-9 文字 の 1 バイ ト 系 英 数 文 
字 か ら 成 る 文字 列 を 指定 する こと が で きま す . 

いずれ の 場合 も , 英文 字 は 大 文字 小文字 が 区 別 き され ます . 

な お 。 “ 主 フ ァイル 名 ?” を た ん に “ファ イル 名 ? と 表現 する 場合 も あり ます . 


例 ) 1 :TEST.TXT 
ABC.BAS 
2 : store 
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較 ド ライ ブ 番 号 の 割り 当て られ 方 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 だ け を 接続 (ある い は 内 蔵 ) し て いる 場合 と , 固定 ディ スク が 接続 ( あ 
る い は 内 蔵 ) さ れ て いる 場合 と で は ドラ イブ 番号 の 割り 当て られ 方 が 異な り ま す . 


@ フ ロッ ピ ィ ディ スク 装置 だ け を 接続 (ある い は 内 蔵 ) し て いる 場合 
この 場合 , 本 体内 に ディ スク 装置 を 内 蔵 し て いる か いな いか に よっ て 割り 当て られ 方 が さら 
に 2 と お り に 分 か れ ま す . 


本 体 に ディ スク 装置 が 内 蔵 さ れ て いる 場合 
次 の 順 で 番号 が 割り 当て られ ます . 


内 蔵 デ ィ ス ク 装 置 の ドラ イブ 1 
! 
内 蔵 デ ィ ス ク 装 置 の ドラ イブ 2 
! 
外 付け ディ スク 装置 の 拡張 ドラ イプ 


外 付け の 拡張 ドラ イブ と し て , 異な っ た 種類 の ディ スク 装置 が いく つか 使用 きれ て いる と き 
に は , シス テム ディ スク と 同じ 種類 の ディ スク を 使用 する ディ スク 装置 の ドラ イブ が 優先 され 
ます 。 


例 ) 5 イン チ 2HD の ドラ イブ (2 台 ) を 内 蔵 し て いる 機種 に 。 5 インチ 2HD の 拡張 ドラ イブ (2 
台 ) と 3.5 イン チ 2DD の 拡張 ドラ イプ (2 台 ) を 外 付 けし て , 本 体 の ドラ イブ か ら BASIC を 
起動 させ たと き . 


5 イン チ 2HD 内 蔵 ド ライ ブ 1 
5 イン チ 2HD 内 蔵 ド ライ ブ 2 


5 イン チ 2HD 拡張 ドラ イブ 1 
5 イン チ 2HD 拡張 ドラ イブ 2 
3.5 イン チ 2DD 拡張 ドラ イブ 1 
3.5 イン チ 2DD 拡張 ドラ イブ 2 


また , 本 体 に ディ スク 装置 が 内 蔵 き れ て お り , さら に 同型 タイ プ の 外 付け ディ スク 装置 が 接 
続き され て いる 場合 初期 状態 で は , 


内 蔵 デ ィ ス ク 装 置 の ドラ イブ 
! 
外 付け ディ スク 装置 の 拡張 ドラ イブ 


の 順 で ドラ イブ 番号 が 割り 当て られ ます が , ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の 4 番 を ON に し ます と , 
拡張 ドラ イブ が 優先 され ます . 
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6.5 ファ イル ディ スク リプ タ と ドラ イブ ゴ プ 番 号 


本 体 に ディ スク 装置 が 内 蔵 き まれ て いな り い 場合 
次 の 順 で 番号 が 割り 当て られ ます . 


シス テム ディ スク と 同じ 種類 の ディ スク を 使用 する 
外 付け ディ スク 装置 の 拡張 ドラ イブ 
! 
シス テム と 別 の 種類 の ディ スク を 使用 する 
外 付け ディ スク 装置 の 拡張 ドラ イブ 


例 ) 5 イン チ 2HD の 拡張 ドラ イブ (2 台 ) と 3.5 イン チ 2DD の 拡張 ドラ イブ (2 台 ) を 外 付け し て , 
3.5 イン チ 2DD ドラ イブ か ら BASIC を 起動 きせ た と き 。 


3.5 イン チ 2DD 拡張 ドラ イブ 1 


3.5 イン チ 2DD 拡張 ドラ イブ 2 
5 インチ 2HD 拡張 ドラ イブ 1 
5 インチ 2HD 拡張 ドラ イブ 2 


注意 : 拡張 ドラ イブ が 同じ 種類 の 場合 に は , 接続 時 に ドラ イブ 番号 の 優先 順位 が 決ま り ま す . 


な お , この ルー ル は シス テム ディ スク の 標準 と し て 定め られ て いる も の で , ユー ザー は 必要 
に 応じ て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ドラ イブ ゴ 番 号 の 割り 振り 順 を 変更 する こと が 可能 で す . この た 
め に は , ユー ティ リティ `format . nip”。 “sysgen . nip” を 使っ て シス テム ディ スク を 作成 す 
る 場合 に ドラ イプ アロ ケー ショ ンタ イプ の 設定 を 行い ます . 


yk 参照 ユー ティ リティ …「 第 10 曽 ユー ティ リティ プログ ラム 」 
ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ ーー 10 . 3 の “format . nip” の 使い 方 」 


人 @ 固 定 デ ィ ス ク 装 置 が 接続 (内 蔵 ) さ れ て いる 場合 

固定 ディ スク が 接続 きれ て いる 場合 , 固定 ディ スク を 効率 よく 使用 する た め に 2 と お り の ド 
ライ ブ 番 号 の 割り 当て 方 が 用 意 き れ て いま す . この 設定 は ユー ティ リティ ヾ switch .n88* で 行 
いま す 。 

これ に より , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 と 固定 ディ スク 装置 の うち , どちら の ドラ イブ が 優先 
指定 され る の か を 選ぶ こと が で きま す . 


ヶ 参照 ドラ イプ ゴ 番 号 の 優先 指定 一 6 .4 の 「 固 定 デ ィ ス ク か ら の BASIC の 起動 」 
switch . n88 …「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


な お , 初期 状態 (出荷 時 ) に は 「 フ ロッ ピ ィ ディ スク 固定 ディ スク 」 に 設定 され て いま す 。 
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B.B BASIO 命令 に よる ディ スク ファ イル の 操作 


N。a- 日 本 語 BASIC(86) に は ディ スク ファ イル を 扱う た め の 命 令 が 数 多く 用 意 き さき れ て いま す . 
これ ら の 命令 を 使う こと に よっ て ,。 作成 し た プロ グラ ム や 文書 デー タ な ど を ファ イル と し て 保 
存 し , 必要 に 応じ て 呼び 出し て 使用 する と いっ た こと が 自由 に で きる よう に な り ま す . 

ここ で は BASIC の 命令 を 使っ た ファ イル 操作 の 方 法 に つい て 解説 し ます . 


圏 デ ィ ス ク 中 の ファ イル 情報 の チェ ッ ク 

ディ スク に は た くさ ん の ファ イル を 記録 し て お く こ と が で きま す . ファ イル の 操作 を する 場 
合 に は ディ スク に どの よう な ファ イル が 入っ て いる か を 常に 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 

ディ スク の 中 に 入っ て いる ファ イル の 情報 を 調べ る に は FILES 命令 を 使い ます . 


FILES 命令 
FILES 〔< ド ライ ブ プ 番 号 >〕 


< ドラ イブ プ 番 号 y> の うし ろ に コロ ン ( : ) を つけ る 必要 は あり ませ ん 。 
く < ドラ イブ プ 番 号 > を 省略 し た 場合 は ドラ イブ 1 が 対象 と な り ま す .。 


例 ) ドラ イブ 2 の 中 に 入っ て いる ファ イル の 情報 を 調べ る . 


FlLES 2 | 


SAMP1 *BIN 10 SAMP2 .BAS 2 text txt 


FILES 命令 を 実行 する と 。 ドラ イブ 中 の すべ て の ファ イル に つい て 。 主 フ ァイル 名 と 拡張 子 , 
お よび その サイ ズ ( 大 き さ ) が 画面 に 表示 され ます . サイ ズ は クラ スタ 単位 で す . 主 フ ァイル 名 
と 拡張 子 の 間 の 区 切り 記号 は , 次 の よう に ファ イル の 種類 を 表し て いま す . 


空白 ・ ア スキ ー セ ー ブ さ れ た プロ グラ ム フ ァ イル また は OPEN 命令 に よっ て 作 
られ た デー タフ ァイル 
ピリ オド (. ) ・ バ イナ リセ ー ブ さ れ だ た プロ グラ ム フ ァ イル 


アス タリ スク (*) : BSAVE され た 機械 語 ファ イル 
また , FILES の 代わ り に LEFILES を 使用 する と, 情報 は プリ ンタ に 出力 され ます .。 


y 参照 クラ スタ ー「 付 録 C ディ スク の 内 部 構造 」 
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田 プ ログ ラム ファ イル の セー プ ブ と ロー ド 

BASIC を 使っ て プロ グラ ム を 作成 し て も 本 体 の 電源 を OFF に し た り , リセ ッ ト し た りす る 
と プロ グラ ム は 失わ れ ま す . そこ で 作成 し た プロ グラ ム を ディ スク に 保存 し ます . こ うす れ ば , 
必要 な 時 に ディ スク か ら 取 り 出 し て 使用 する こと が で きま す . プ ログ ラム を ディ スク に 保存 ( セ 
ー プ ブ ) す る た め の 命令 が SAVE 命令 , ディ スク か ら 取 り 出 す ( ロ ー ド ) た め の 命令 を LOAD 命令 と 
いい ます 。 また , RUN 命令 を 使用 に し て プロ グラ ム を ロー ド し て 直ちに 実行 する こと も で きま す . 


@ セ ー プ (SAVE) 

BASIC の エディ タ 機 能 を 使用 し て プロ グラ ム を 作成 し た 状態 で は ,。 プロ グラ ム は メモ リ の BASIC 
プロ グラ ム 領 域 に デー タ と し て 存在 し て いま す . SAVE 命令 を 使う と 。 この メモ リ 上 の デー タ 
を ディ スク に 書き 込む こと が で きま す 。 


アス キー 形式 と バイ ナリ 形式 

SAVE 命令 で は プロ グラ ム を アス キー 形式 と バイ ナリ 形式 と いう 2 と お り の 形式 で セー ブ す 
る こと が で きま す 。 

アス キー 形式 と は プロ グラ ム を LIST 命令 で 表示 し た と き と 同 じ イ メー ジ で テキ スト と し て 
セー ブ す る も の で す 。 

バイ ナリ 形式 と は プロ グラ ム を メモ リ に ある 状態 の まま で ディ スク に セー プ す る も の で す 。 プ 
ログ ラム は メモ リ 上 で は メモ リ の 節約 を する た め に 中 間 コ ー ド と いう 圧 縮 され た 状態 で 存在 し 
て お り , バイ ナリ 形式 に よる セー プ ブ を 行う と メモ リ の 内 容 が その まま の 状態 で ディ スク に セー 
ブ き され る こと に な り ま す . 


アス キー 形式 の 利点 

アス キー 形式 で セー プ ブ され た プロ グラ ム フ ァ イル は テキ スト ファ イル と し て 扱う こと が で き 
ます . し た が っ て ,。 OPEN 命令 な ど を 使っ た ファ イル の 入出 力 を 行う こと が で きま す . また 。 
MERGE 命令 を 使っ て 2 つの プロ グラ ム を 合成 する こと も 可能 に な り ま す . 


バイ ナリ 形式 の 利点 

バイ ナリ 形式 で セー ブ す る と, 通常,。 アス キー 形式 で セー プ し た も の に 比べ て プロ グラ ム フ 
ァイル の 大 き さ が 小さ く な り ま す の で 。 ディ スク を 無駄 な く 使 用 する こと が で き 。 また 。 セー 
ブ , ロー ド の 時 間 も 短 綺 きれ ます . 


SAVE 命令 
SAVE < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 〔, 


MM 
P 


A オ プシ ョ ン も P オ プシ ョ ン も つけ な い 場 合 は パイ ナリ 形式 で セー プ さ れ ま す . 
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A オ プシ ョ ン を つけ る と アス キー 形式 で セー プ さ れ ま す . P オ プシ ョ ン を つけ る と プロ グラ 
ム は 暗号 化 さ れ た バイ ナリ 形式 で セー ブ プ さ れ ま す .。 この 形式 で セー ブ さ れ た プロ グラ ム フ ァ イ 
ル は , ロー ド し て も LIST 命令 や EDIT 命令 を 実行 する こと は で きま せん . 


注意 : SAVE 命令 を 実行 する 際 に すでに ディ スク 上 に ある ファ イル と 同じ ファ イル ディ スク リ 
プ タ を 指定 する と,。 ディ スク 上 の ファ イル は 失わ れ て し まい ます の で 注意 し て くだ さい 。 
特に SCSI 固 定 デ ィ ス ク で 複数 ドラ イブ を 使用 し て いる 場合 は 。 ドラ イブ 番号 の 指定 に は 
注意 が 必要 で す . 


@ ロ ー ド (LOAD) 

ディ スク 上 の プロ グラ ム フ ァ イル を BASIC の メモ リ 領 域 に ロー ド す る に は LOAD 命令 を 使 
用 し ます . この 命令 を 実行 する と メモ リ 上 に プロ グラ ム が 読み 込ま れ , その プロ グラ ム が 実行 
可能 な 状態 に な り ま す . 


LOAD 命令 
LOAD < ファ イル ディ スク リプ タ > [〔, R] 


R オ プシ ョ ン を つけ る と ロー ド 後 た だ だ ち に プロ グラ ム を 実行 し ます 。 この 場合 、 その と き オ 
ー プ ン き され て いた ファ イル は 閉じ らち れず,。 オー プン され た まま で 実行 きれ ます . 


注意 : LOAD 命令 を 実行 する と 。 それ まで BASIC の メモ リ 領 域 に あっ た プロ グラ ム は 消滅 し 
て し まい ます . LOAD 命令 を 実行 する 前 に は メモ リ 上 に 重要 な プロ グラ ム が な いこ と を 
確認 し て くだ さい 。 


ロー ド 後 実行 (RUN) 
普通 プロ グラ ム を 実行 する に は RUN 命令 を 使用 し ます が , RUN 命令 に は ディ スク か ら プ ブロ 
グラ ム を ロー ド し て , 直ちに 実行 きせ る と いう 機能 も あり ます 。 


RUN 命令 
RUN [< ファ イル ディ スク リプ タッ >]〕[〔, R] 


R オ プシ ョ ン を つけ る と , その と き オ ー プ ン さ れ て いた ファ イル は 閉じ らち れず,。 オー プン さ 
れ た まま で 実行 され ます . 
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較 プ ログ ラム の マー ジ 

メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と ディ スク の 中 に ある プロ グラ ム を 行 単位 に 合成 し て 。 1 つの プロ 
グラ ム に する こと を 「 マ ー ジ 」 と いい ます . その た め の 命 令 が MERGE 命令 で す 。 プロ グラ ム の 
改造 を 行う 場合 な ど に 有効 で す . 


MERGE 命令 
MERGE < ファ イル ディ スク リプ タ > 


マー ジ す る 際 ,。2 つの プロ グラ ム に 同じ 行 番号 が ある と ディ スク 上 の プロ グラ ム が 優先 され て , 
メモ リ 上 の プロ グラ ム の その 行 と 置き 変わ り ま す . 


注意 : MERGE 命令 で ディ スク か ら 読 み 込 むせ プロ グラ ム フ ァ イル は 必ず アス キー 形式 で セー ブ 
され た も の で な けれ ば な り ま せん 。 


較 プ ログ ラム の 連結 

機能 が 豊富 な プロ グラ ム を 作ろ うと する と どう し て も 大 き な も の に な り ま す . その 結果 。 大 
きく な りす ぎ て メモ リ に 入り きら な いと か , プロ グラ ム の バグ が 発生 し や すい と いっ た こと が 
お こり が ち で す . 

この よう な 問題 を 解決 する た め の 方 法 と し て プロ グラ ム の モジ ュー ル 化 が あり ます . プロ グ 
ラム を 単純 な 機能 の 基本 単位 (モジ ュー ル ) に わけ , それ を 連結 (チェ イン ) し て 実行 きせ る の で 
が 。 

モジ ュー ル 化 は 次 の よう な 手順 で 行い ます . 


① プ ログ ラム を いく つか の 単純 な 機能 を 持っ た モジ ュー ル に 分 け て 作成 する 。 
それ ぞ れ の プロ グラ ム を ディ スク に セー プ す る 。. 

⑧③ 最 初 の モジ ュー ル を 実行 きせ る . 

④ そ の 後 , 自動 的 に 必要 な モジ ュー ル を 次 々 に メモ リ に ロー ド し て 実行 する . 


④ の 自動 実行 は 。 前 に 説明 し た RUN 命令 や LOAD 命令 の R オプ ショ ン を 使っ て 行う こと が 
で きま す が , それ より も も っ と 便利 な 命令 と し て CHAIN 命令 が 用 意 き され て いま す 。 


CHAIN 命令 
CHAIN 〔MERGE〕 < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, < 行 番号 >] 〔, ALL〕 〔, DELETE< 範 
囲 >) 


CHAIN 命令 の 各 パ ラメ ー タ は 次 の よう な 働き が あり ます . 
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< ファ イル ディ スク リプ タ > 
く フ ァイル ディ スク リプ タ > で 指定 し た プロ グラ ム フ ァ イル を メモ リ に ロー ド し て か ら 実 行 し 
ま 2855 


< 行 番号 > 
プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド し た 後 。< 行 番号 > で 指定 し た 行か ら 実 行 し ます 。< 行 番号 > の 指 
定 を 省略 する と 先頭 の 行か ら 実 行き され ま す . 


ALL オプ ショ ン 

プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド し た 後 , 実行 し ます . CHAIN 命令 を 実行 する 前 の すべ て の 変数 
の 値 は クリ ア さ れず その まま 新しい プロ グラ ム で 使用 で きま す . 

ALL オプ ショ ン を 省略 し た 場合 に は CHAIN 命令 を 実行 する 前 の すべ て の 変数 の 値 は クリ ア 
され ます . 

な お , 特定 の 変数 の み を 使え る よう に する に は , COMMON 命令 を 使用 し ます . 


参照 COMMON 命 令 っ っ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


MERGE オプ ショ ン 

メモ リ 上 の プロ グラ ム と ディ スク 上 の プロ グラ ム を 合成 し 。 実行 し ます 。 合成 する 際 。 2 つ 
の プロ グラ ム に 同じ 行 番号 が ある と ディ スク 上 の プロ グラ ム が 優先 きれ て , メモ リ 上 の プロ グ 
ラム の その 行 と 置き 変わ り ま す . 


注意 : MERGE オ プシ ョ ン を 使っ て ディ スク か ら 読 み 込 む プ ログ ラム ファ イル は 必ず アス キー 
形式 で セー プ さ れ た も の で な けれ ば な り ま せん . 


DELETE オプ ショ ン 

MERGE オプ ショ ン を 指定 し た と きのみ に 指定 する こと が で きま す .。 これ を 指定 する と , メ 
モリ 上 の プロ グラ ム の 中 か ら DELETE オプ ショ ン で 指定 し た 館 囲 を 削除 し た 後 で 合成 を 行い , 
実行 し ます 。 


例 1) ドラ イブ 2 の ディ スク か ら “SAMPLE . BAS” を ロー ド し , 300 行か ら 実 行 す る . 
CHAIN " 2:SAMPLE . BAS", 300 


例 2) メモ リ 上 の プロ グラ ム の 200 行か ら 500 行 を 削除 し 。 ドラ イブ 2 の ディ スク の SAMPLE. 
BAS” を マー ジ し た 後 で 実行 する . CHAIN 命令 を 実行 する 前 の 変数 の 値 は クリ ア さ れ 
な い . 
CHAIN MERGE " 2:SAMPLE.BAS", ALL, DELETE 200 一 500 
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田 機 械 語 フ ァイル の セー プ と ロー ド 

コン ピュ ー タ が 動作 し て いる と き ,。 メモ リ は デー タ を 一 時 的 に 保存 する 場所 と な り ま す . BASIC 
の テキ スト は メモ リ の テキ スト エリ ア に , 機械 語 の プロ グラ ム は 機械 語 プ ログ ラム エリ ア に , ま 
た 画面 の 情報 は VRAM( 画 面 専用 の メモ リ ) に 保存 きれ て いま す . これ ら の デー タ は 電源 を 切れ 
ば 失わ れ て し まい ます . 

BASIC に は 。 この メモ リ の デー タ を その まま の イメ ー ジ で ディ スク ファ イル と し て 保存 ( セ 
ー ブ ) し た り , ディ スク か ら 逆 に 取り 出し (ロー ド ) た りす る 命令 が 用 意 さ れ て いま す . 

これ が BSAVE 命令 と BLOAD 命令 で す . この 命令 は 特に 機械 語 プ ログ ラム の セー プ ,。 ロー 
ド に よく 使わ れ ま す . 


ぁ 参照 機械 語 プ ログ ラム ー「 第 8 章 機械 語 プ ログ ラム 」 
テキ スト エリ ア , 機械 語 プ ログ ラム エリ アー「 付 録 人 メモ リマ ッ プ 」 


セー プ (BSAVE) 


BSAVE 命令 
BSAVE < ファ イル ディ スク リプ タ >, < 開始 アド レス >, < 長 さ > 


く 開始 アド レス > を 先頭 と し て < 長き > で 表 き され る 大 き さ の メモ リ の デー タ を < ファ イル ディ スク 
リプ タ > で 指定 され た ファ イル 名 で 。 バ パイ ナリ ファ イル と し て セー プ ブ し ます 。 

この と き 指 定 する < 開始 アド レス > は セグ メン ト 内 の 相対 アド レス で す .。 し た が っ て , この 命 
令 を 実行 する 前 に は DEF SEG 命令 で セグ メン トペ ベース を 設定 し な けれ ば な り ま せん . 


参照 セグ メン ト , DEF SEG 命令 っ 「8 .1 メモ リ レ イ アウ ト と セグ メン ト 」 
ロー ド (BLOAD) 


BLOAD 命令 
BLOAD < ファ イル ディ スク リプ タ >[〔, < ロー ドア ドレ ス >〕 〔, R〕 


< ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た ファ イル を メモ リ 上 に ロー ド し ます 。 

く < ロー ドア ドレ ス > の 指定 を 省略 し た 場合 は , 0 番地 (セグ メン ト ベ ー ス の 先頭 アド レス ) か ら ロ 
ー ド が 行わ ん ます . < ロー ドア ドレ ス > を 指定 する と 。 ロ ー ド は その アド レス か ら 行 われ ます . BLOAD 
命令 の アド レス 指定 は セグ メン ト 内 の 相対 アド レス で す . し た が っ て , この 命令 を 実行 する 前 
に は DEF SEG 命令 で セグ メン ト ベ ー ス を 設定 し な けれ ば な り ま せん . 

な お , 機械 語 ファ イル を ロー ド す る メモ リ の 領域 が BASIC の 領域 と 重なっ て いる と , ロー ド 
し た デー タ が 壊さ ん て し まっ た り , 逆 に BASIC の 領域 を 乱 し て し まっ た りす る お それ が あり ま 
す . し た が っ て , 事前 に CLEAR 命令 を 実行 し て ロー ド す る 領域 を 機械 語 プ ログ ラム 用 に 確保 
し て お か な けれ ば な り ま せん . 


ぁ 参照 CLEAR 命令 一 「8.2 機械 語 プ ログ ラム の 準備 」 
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圏 ファ イル の 削除 
ディ スク の 中 に ある ファ イル を 削除 する と き に は 。 KILL 命令 を 使用 し ます . 


KILL 命令 
KILL < ファ イル ディ スク リプ タ > 


KILL 命令 で は , プロ グラ ム フ ァ イル , デー タフ ァイル な どど ん な 種類 の ディ スク ファ イル で 
も 削除 する こと が で きま す が 。 必ず クロ ー ズ され た 状態 で な けれ ば な り ま せん 。 SET 命令 で フ 
ァイル や ディ スク 全体 に 書き 込み 禁止 の 属性 を 付け た 場合 , 該当 する ファ イル は 削除 する こと 
が で きま せん . また , ライ ト プ ロ テク ト を 施し た ディ スク 中 の ファ イル を 削除 する こと は で き 
ませ ん . 


注意 : KILL 命令 を 実行 する 際 に は ,。 < ファ イル ディ スク リプ タ > の 指定 に は 十分 な 注意 を は ら 
っ て くだ さい . 特に SCSI 固 定 デ ィ ス ク で 複数 ドラ イブ を 使用 し て いる 場合 は 。 ドラ イブ 
番号 の 指定 に は 注意 が 必要 で す . 


圏 ファ イル 名 の 変更 
ディ スク の 中 に ある ファ イル の ファ イル 名 を 別 の 名 前 に 付け 変え た る に は NAME 命令 を 使用 し 
また 。 


NAME 命令 
NAME <I 旧 ファ イル ディ スク リプ タ > AS < 新 フ ァイル ディ スク リプ タ > 


どん な 種類 の ディ スク ファ イル で も ファ イル 名 を 変更 する こと が で きま す が ,。 必ず クロ ー ズ 
され た 状態 で な けれ ば な り ま せん . また , 1 つの ファ イル の 名 前 を 変更 する の で すか ら , く 旧 フ 
ァイル ディ スク リプ タ > と < 新 フ ァイル ディ スク リプ タ > に 指定 する ドラ イブ 番号 は 同じ も の 
で な けれ ば な り ま せん . 


圏 フ ァイル 属性 の 設定 
SET 命 令 は ドラ イブ , ファ イル , ファ イル バッ ファ に 対し て 「 書 き 込み 禁止 」 お よび , 「 書 き 
込み 確認 」 の 属性 の 指定 ・ 解 除 を 行う も の で す . 


SET 命令 
1)SET < ドラ イブ 番号 >, "P" | 
交 計 に 


2)SET < ファ イル ディ スク リプ タ >, | PP" | 
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3)SET #< フ ァイル 番号 >, 


| 


1) は 指定 し た ドラ イブ に 対し て 属性 が 付け られ ます . 2) は 指定 し た ファ イル に 対し て だ け 属 
性 が 付け られ ます . また , 3) は 指定 し た ファ イル 番号 に 対応 する ファ イル バッ ファ に 対し て 属 
性 が 付け られ ます . 

属性 の 指定 に は , “P” と ^R? の オプ ショ ン を 使い ます . \P” を 指定 する と 「 書 き 込 み 禁止 」 
の 属性 が 付け られ ます . また , ^R” を 指定 する と 「 書 き 込 み 確認 」 の 属性 が 付け られ ます . ヾ D/, 

Yr” と 小文字 で 指定 し て も か まい ませ ん . ・ 

「 書 き 込 み 禁止 」 の 属性 が つけ られ る と その ドラ イブ , ファ イル ,。 ファ イル バッ ファ に 対し て 
出力 モー ド で の OPEN や ラン ダム モー ド 時 の PUT な どの 書き 込み 動作 が 禁止 され る と と も に , 
ファ イル に 対す る KILL 命令 も 実行 で き な く な り ま す . 

「 書 き 込 み 確 認 」 の 属性 が 付け られ る と 以後 書き 込み を 行う た びに 元 の デー タ と 書き 込ま れ た 
デー タ の チェ ッ ク を 行い 。 間違い な く 書 き 込み が 行わ れ て いる か どう か を 確認 し ます 。 この 場 
合 , 書き 込み に 要する 時 間 は 長く な り ま す が デ ー タ の 信頼 性 は 高く な り ま す . 

属性 を 解除 する に は , ^P” と ヾ RZ 以外 の 文字 オプ ショ ン と し て SET 命令 を 実行 し て く 
だ さい 。. 


圏 ファ イル 属性 の チェ ッ ク 
ATTR$ 関数 を 使う と , SET 命令 で 付け られ た ファ イル や ドラ イブ の 属性 を 調べ る こと が で 
きま す . 


ATTR $ 関数 
1)ATTR $ (< ドラ イブ 番号 >) 
2)ATTR $ (< ファ イル ディ スク リプ タ >) 
3)ATTR $ (# < ファ イル 番号 > ) 


1) は ドラ イブ に 付け られ て いる 属性 を , 2) は ファ イル に 付け られ て いる 属性 を , 3) は ファ イ 
ル バ ッ ファ の 属性 を 得る こと が で きま す . 
得 ら れる 値 と その 意味 は 次 の と お り で す . 口 は 空白 を 意味 し ます . 


村 | 洒 属性 が 解除 され た 状態 で す . 

本 0 き no 「 書 き 込 み 確認 」 の 属性 が 付け られ て いま す . 

本 le 「 書 き 込み 禁止 」 の 属性 が 付け られ て いま す . 

Mi 出羽 表 P オ プシ ョ ン つ き で SAVE され た ファ イル で す . 
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圏 デ ィ ス ク の セク タ へ の 直接 アク セス 

一 般 の ファ イル 入出 力 命令 で は , ディ スク の 内 容 を 読み 込む の に ファ イル 名 や ファ イル 番号 
を 指定 し ます が , 次 の 2 つの 関数 ・ 命 令 で は , ディ スク の アド レス を 指定 し ます . アド レス を 間 
違っ て 指定 する と ディ スク を 壊し て し まう 危険 が な あります. し た が っ て , これ を 実行 する 場合 
は 使用 する ディ スク の バック アッ プ を と っ て お く よ う に し て くだ さい . 


DSKIS 関 数 
DSKI$ (< ドラ イブ プ 番 号 >, < サー フェ ス 番 号 >, < トラ ッ ク 番 号 >, < セク タ 番 号 >) 


この よう に アド レス を 指定 する と 指定 し た 1 セク タ 256 バ イト の デー タ が 0 番 の ファ イル バッ フ 
ァ (#0) に 読み 込ま れ ま す . バッ ファ を 使用 する た め , FIELD 命 令 を 併せ て 実行 し な けれ ば な り 
ませ ん .。 な お 。 この 場合 OPEN 命令 を 実行 する 必要 は あり ませ ん . 


例 ) 10 FIELD #0, 128 AS AS, 128 AS B$ 
20 D$=DSKI$(2, 1, 39, 16) 


この 例 で は ドラ イブ 番号 2、。 サー フェ ス 番 号 1 トラ ッ ク 番 号 39。 セク タ 番 号 16 の デー タ の 
前 半 の 128 バイ ト が A$ に , 後半 の 128 バイ ト が B$ に 代入 され ます . 

文字 変数 の 最大 の 長 さ は 255 バイ ト で ある た め , D$ に は セク タ の 情報 が 完全 に 代入 され ませ 
ん が , 10 行 と 20 行 を 合わ せ て 実行 する こと に よっ て ,。 1 セク タタ 分 の デー タ を A$。 B$ の 2 つの 
文字 変数 に 分 け て 得る こと が で きま す . 


DSKO$ 命 令 
DSKO$ < ドラ イブ 番号 >, < サー フェ ス 番 号 >, < トラ ッ ク 番 号 >, < セク タ 番 号 > 


DSKI$ 関 数 と 反対 に 256 バイ ト の 値 を 指定 する セク タタ に 書き 出し ます . 
この 場合 も ,。 フ ァイル バッ ファ 0) を 使用 し , LSET/RSET 命令 を 使っ て パッ ファ に デー タ を 
書き 込ん だ 後 , セク タ に 書き 出し ます . 


例 ) 10 FIELD #0 128 AS CS$, 128 AS DS$ 
20 LSET C$= ニ SAMPLE1$ 
30 RSET D$ ニ SAMPLE2$ 
40 DSKO$ 2, 1, 39, 16 


この 例 で は , セク タ の 前 半 に SAMPLE1$, 後半 に SAMPLE2$ を 書き 出し ます . 


ぁ 参照 FIELD, LSET ン RSET 命 令 -『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 
DSKI $ 関数 , DSKO $ 命令 , サー フェ ス , トラ ッ ク , セク ター「 付 録 C ど ディ スク の 内 
部 構造 」 
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注意 : SCSI 固定 ディ スク の 場合 , DSKI$ 関数 , DSKO $ 命令 で 指定 する トラ ッ ク 番 号 は 各 下 
ライ プ ブ の 相対 的 な トラ ッ ク 番 号 で す . 


B . ノ デー タフ ァイル の 扱い 方 


デー タフ ァイル に は シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル の 2 種類 が あり ます . 


較 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル 


シー ケン シャ ルフ ァイル 
シー ケン シャ ルフ ァイル は 連続 し て 書か ん た デー タ の 集まり で 次 の よう な 特徴 が あり ます . 


・ 読 み 書き する デー タ の 長 さ は 自由 に 変更 で きる . 

・ フ ァイル 操作 が 簡単 で ある . 

・ デ ー タ の 読み 書き は 必ず 先頭 か らし か で き な い . デー タ を 捜す に は 先頭 か ら 最 後 ま で 捜 さ な 
けれ ば な ら な い の で 時 間 が か か る 。. 

・ フ ァイル 内 の 一 部 の デー タ だ け を 変更 する こと が で き な い 。 変更 する と き は ファ イル 全部 を 
更新 する ほか な い . 

・ デ ー タ の 追加 は ファ イル の 終わ り に 書き 込む こと し か で き な い . 


シー ケン シャ ルフ ァイル の 構造 


ファ イル 


ーーー テ デー タ を 読ん で 行く 方 向 


僅 ラ ンダ ム フ ァ イル 


いっ ぽう , ラン ダム ファ イル は ある 一 定 の 大 き さ の カー ド に デー タ を 書き 込ん だ も の を 並べ 
た よう な も の で ,。 次 の よう な 特徴 が あり ます . 


・ フ ァイル 内 の デー タ を 自由 に 何 番 目 の も の で も 自由 に 読み 書き する こと が で きる の で , 必要 
な デー タ だ け を 即座 に 取り 出す こと が で きる . 

・ フ ァイル 内 の 特定 の デー タ だ け を 変更 する こと が で きる . 

・ シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル に 比べ て ,。 プロ グラ ム が や や 複雑 に な る 。 

・ 読 み 書き する デー タ の 大 き さ は 固定 され て いる 。. 
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ラン ダム ファ イル の 構造 


ファ イル 


pn panrlons| グ oml 


デー グ 未 使用 部 分 


デー タ は レコ ー ド (256 バ イト ) を 単位 に し て 読み 書き され る . 


シー ケン シャ ルフ ァイル も ラン ダム ファ イル も それ ぞ れ 長所 と 短所 が あり ます の で , その 違 
い を 十分 理解 し て 処理 の 内 容 に あっ た ファ イル を 作成 する 必要 が あり ます . 


園 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 操作 
まず 比較 的 操作 が 簡単 な シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 解 説 し ます . 
シー ケン シャ ルフ ァイル の 操作 手順 に は 基本 的 な 形式 が あり ます . それ は 次 の と お り で す . 


① OPEN 命令 に よっ て シー ケン シャ ルフ ァイル を オー プン する 。 

⑨② WRITE# PRINT# な ど を 使っ て デー タ を ファ イル に 書き 出す 。 また は INPUT # な ど を 使 
用 し て デー タ を ファ イル か ら 読 み 込む . 

ファ イル を クロ ー ズ する 。 


各 段 階 に お いて 使わ れる 命令 を 簡単 に 説明 し ます . 


⑱ フ ァイル を オー プン する 
OPEN 命令 
OPEN < ファ イル ディ スク リプ タ > [FOR< モ ー ド >〕 AS [響く ファ イル 番号 > 


OPEN 命令 の 機能 と し て 次 の 2 つが あり ます . 


ファ イル に ファ イル バッ ファ を 割り 当て る 
< ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た ファ イル に く < ファ イル 番号 > で 表 さ れる 専用 ファ イル 
バッ ファ を 割り 当て ます 。 以後 入出 力 操作 を 行う と き に は この < ファ イル 番号 > を 指定 し ます . 


ファ イル の アク セス モー ド を 設定 する 
< モー ド > は ファ イル の アク セス の 仕方 を 指定 する も の で す . シー ケン シャ ルフ ァイル の 場合 
は 次 の 3 種類 が あり ます . 


INPUT ee 入力 モー ド . 既存 の ファ イル より デー タ を 読み 込む こと を 示す . 
前 2cdvewn3 出力 モー ド 。 新規 に ファ イル を 作り , 書き 込み を 行う こと を 示す . 
APPEND … tt 追加 モー ド . 既存 の ファ イル に 追加 書き 込み を 行う こと を 示す . 
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6.7 デー タフ ァイル の 扱い 方 
OPEN 命令 を 実行 する こと に よっ て ファ イル が 入出 力 可 能 と な り ま す . 


注意 : 入力 モー ド 。 追加 モー ド で オー プン し た 場合 は ファ イル が な いと エラ ー に な り ま す 。 ま 
た , 既に ある ファ イル を 出力 モー ド で オー プン する と その ファ イル は 失わ れ て し まい ま 
9 


@ デー タ を 読み 書き する 
PRINT れ PRINT# USING, WRITE # 命 令 
PRINT ファ イル 番号 >, 〔< 式 >) [| , に …]〕 【 


M 


PRINT # く ファ イル 番号 >, USING< 書 式 制御 文字 列 > : < 式 > 〔 


5 …]【〔 


すま | ] 


WRITE #< フ ァイル 番号 >, < 式 > | …] 【 


1 ! 
これ ら は ファ イル バッ ファ へ の 書き 出し を 行う 命令 で す 。 これ ら の 命令 を 使っ て < ファ イル 
番号 > で 指定 され る ファ イル バッ ファ へ < 式 > の 値 を 書き 込み ます . ファ イル バッ ファ が いっ 
ぱい に な っ た と き に ファ イル へ の 書き 込み が 行わ れ ま す . 
基本 的 な 機能 は 3 つと も 同じ で す . それ ぞ れ の 命令 の 違い に つい て は 「BASIC リフ ァ レ ンス 
マニ ュ ア ル 」 を 参考 に し て くだ さい 。 な お, これ ら の 命令 は ファ イル が 出力 モー ド あ る い は 追加 
モー ド で オー プン され て いな けれ ば 使用 で きま せん 。 


INPUT # LINE INPUT # 命 令 , お よび INPUT $ 関数 
INPUT #※< フ ァイル 番号 >, < 変数 名 >〔, < 変数 名 >…〕 
LINE INPUT ファ イル 番号 >, < 文 字 型 変数 名 > 
INPUT $ (< 文字 数 >〔, 【 狼 く フ ァイル 番号 >〕 ) 


ファ イル バッ ファ か ら の 読み 込み を 行う 命令 ・ 関 数 で す . 

これ ら の 命令 ・ 関 数 を 使っ て , ファ イル バッ ファ か ら デ ー タ を 読み 込む こと が で きま す . 
基本 的 な 機能 は 3 つと も 同じ で す . それ ぞ れ の 命令 の 違い に つい て は 『BASIC リ ファ レン スマ 
ニュ アル 』 を 参考 に し て くだ さい . な お , これ ら の 命令 は ファ イル が 入力 モー ド で オー プン され 
て いな けれ ば 使用 で きま せん . 

その ほか に ファ イル の 状態 を 調べ る た め の 命令 ・ 関 数 が 用 意 き れ て いま す . 
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EOF 関数 
EOF(< フ ァイル 番号 > ) 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル の デー タ を 最後 まで 読み 込ん だ ら 真 (一 1), そう で な く 
まだ 残っ て いる な ら 偽 (0) を 与え ます . ファ イル の 読み 込み が 終わ っ て いる か どう か の 判定 に 使 
用 し ます . な お 。 この 関数 は ファ イル が 入力 モー ド で オー プン され て いな けれ ば 使用 で きま せ 
ん . 


LOC 関数 
LOC(< フ ァイル 番号 > ) 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル を オー プン し て か ら 現 在 ま で に ファ イル の 入出 力 を し 
た 回 数 が 得 ら れ ま す . 


LOF 関数 
LOF(< フ ァイル 番号 > ) 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル の 大 き さ を セク タ 数 で 得 ます . 


FPOS 関数 
FPOS(< フ ァイル 番号 >) 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル の 最後 に 読み 書き し た デー タ の セク タタ 番号 が 得 ら れ ま 
プ 


@ フ ァイル を クロ ー ズ する 
CLOSE 命令 
CLOSE 【[〔 殺 < ファ イル 番号 >〔, 【〔 殺 く フ ァイル 番号 >〕]…〕 


CLOSE 命令 に は 次 の 2 つの 機能 が あり ます . 


ファ イル バッ ファ を 解放 する 
ファ イル に 割り 当て らち られ て いた ファ イル バッ ファ を 解放 し , 別 の ファ イル で 使用 で きる よう 
に し ます 。 
最後 に ファ イル バッ ファ に 残っ た デー タ を ファ イル に 出力 する (出力 モー ド お よび 追加 モー ド の 
と き ) 
デー タ の 出力 命令 は 実際 に は ファ イル バッ ファ ヘ へ デー タ 出 力 を 行い 。 フ ァイル バッ ファ が い 
っ ぱい に な っ た ら フ ァイル に 書き 出す よう に し て いま す 。 し た が っ て , ファ イル パッ ファ に デ 
ー タ が 残っ て いる 可能 性 が あり ます . この デー タ を ファ イル に 出力 し ます . 
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6.7 デー タフ ァイル の 扱い 方 
園 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 例 
シー ケン シャ ルフ ァイル の 例 と し て 住所 録 を 取り 上 げ ま す . 


念 住所 録 の 作成 
キー ボー ド か ら 名 前 と 住所 と 電話 番号 を 入力 し て ファ イル を 作成 し ます . 


1 の OPEN "ADDRES .DAT" FOR OUTPUT AS #1 *ADDRES.DAT” を 出力 モー ド で オー プン する . 


119 INPUT "名 前 ":A$s 一 一 ーーーーーーA$ に 名 前 を 入力 する . 

129 IF A$="" THEN CLOSE : END 110 行 で ( 紀 キ ー の み を 押し た ら 終 了 す る . 
13g INPUT "住所 ":B$S 一 一 一 ーー 一 一 一 B $ に 住所 を 入力 する . 

14g INPUT "電話 番号 ":Cs 一 一 一 一 一 一 一 C $ に 電話 番号 を 入力 する . 

159 PRINT #1.AS:"/" BS!"/" CS デー タ を ファ イル に 書き 出す . 

169 PRINT ーーー 一 一 一 一 改行 する . 

17 の 9 GOTO 119 ーーーーーーーー 一 |10 行 へ も どる . 


この 場合 , 漢字 で デー タ を 入力 する と ファ イル に は 次 の よう な 形式 で デー タ が 出力 され ます . 


書き 出さ れる デー タ の 例 


ra 拓 加 EEEBEEEEEBOBEBBERBEBEE 
由 下 本 BEEEEECGPEPECGEGECEEEEEEEI 


人 @ 住 所 録 の 画面 表示 
住所 録 の 中 身 を すべ て 画面 表示 し ます . 


19 の OPEN "ADDRES .DAT" FOR INPUT AS #1 ーー 一 一 一 “ADDRES.DAT” を 入力 モー ド で オー プン する . 
11g IF EOF(1) THEN CLOSE : END 一 ーーーーーー フ ァイル の 中 身 が な く な っ た ら 終 了 す る . 
12 INPUT #1 AS/B$/C き ーーーーーーーーーー フ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む . 

139 PRINT "名 前 :":A$ 一 一 一 ーーーー 一 名 前 を 表示 する . 

149 PRINT " 住所 :":B$ ーー 一 一 一 一 一 一 一 住所 を 表示 する . 

159 PRINT " 電話 :":C$ ーー 一 一 一 一 電話 番号 を 表示 する . 

169 PRINT -- 一 ーー 一 一 一 一 改行 する . 

179 GOTO 11g 一 ーーー |10 行 へ も どる. 
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人 @ 住 所 録 の 検索 
住所 録 の 中 か ら 特 定 の 文字 , 数 字 を 含む 人 の デー タ を 表示 し ます . 


199 INPUT "的 す 文字 は ":F$ : PRINT 一 一 一 一 一 一 一 検索 する 文字 を 入力 する . 

119 OPEN "ADDRES .DAT" FOR INPUT AS #1 一 一 “ADDRES.DAT” を 入力 モー ド で オー プン する . 
12 の IF EOF(1) THEN CLOSE : END 一 一 一 ーーーーー フ ァイル の 中 身 が な く な っ た ら 終 了 す る . 
13 INPUT 韻 1 ,A$,/B$,/C$ 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーー デ ー タ を ファ イル か ら 読 み 込む . 


149 IF KINSTR (AS+BS+C$,F$) = 切 THEN 12 ーーーーーー デ ー タ の 中 に 検索 する 文字 が な か っ た ら 
159 PRINT "名 前 :":A$ 一 ーー 一 ーー 名 前 を 表示 する . 120 行 へ も どる . 
169 PRINT " 住所 :":B$ -- 一 ーー 一 住所 を 表示 する . 
179 PRINT " 電話 :":C$ ーーー 電話 番号 を 表示 する . 
189 PRINT 一 ーー 一 一 一 一 改行 す る. 
19g GOTO 12g ーーー |20 行 へ も どる . 

久住 所 録 の 追加 


住所 録 に デー タ を 追加 し ます . 


1 OPEN "ADDRES .DAT" FOR APPEND AS #1 ^ADDRES.DAT” を 追加 モー ド で オー プン する . 


119 INPUT "名 前 ":As 一 ーーーーーーA$ に 名 前 を 入力 する . 
129 IF A$S="" THEN CLOSE : END 110 行 で [( 鹿 キ ー の み を 押し た ら 終 了 す る . 
13g INPUT "住所 ":B$ 一 ーー 一 一 一 一 B $ に 住所 を 入力 する . 
14g INPUT "電話 番号 ":Cs 一 一 一 C $ に 電話 番号 を 入力 する . 
159 PRINT 1/A$S: リ "7:BS リ "CS デー タ を ファ イル に 書き 出す . 
16g PRINT 一 ーーーーー 一 一 一 改行 す る . 
179 GOTO 11g ーーーーーーーーーー1|10 行 へ も どる . 
圏 ラ ンダ ム フ ァ イル の 操作 


ラン ダム ファ イル を 操作 する 手順 は 次 の よう に な り ま す . 


①OPEN 命令 を 使っ て ラン ダム ファ イル を オー プン する . 

② FIELD 命令 を 使っ て ファ イル バッ ファ に 文字 変数 (フィ ー ル ド 変 数 ) を 割り 当て る . 

ファ イル へ の 書き 出し の 場合 は , LSET/RSET 命令 を 使っ て バッ ファ に デー タ を セッ ト し 。 PUT 
命令 に よっ て ファ イル へ 書き 出す . 

④ フ ァイル か ら の 読み 込み の 場合 は , GET 命令 に よっ て デー タ を バッ ファ に 読み 込み , バッ フ 
ァ に 割り 当て られ た 文字 変数 か ら デ ー タ を 取り 出す 。 

ファ イル を クロ ー ズ する 。 


な お , ③⑬ の 操作 に お いて 数 値 デ ー タ を 扱う 場合 は , 前 も っ て 数 値 デ ー タ を 文字 型 デ ー タ に 変換 
(MKI$, MKS$。 MKD$ 関 数 ) し て か ら バ パッ ファ に セッ ト し ます . また この よう な 変換 を 行っ 
た デー タ に 対し て は ,。 ④ の 操作 に お いて デー タ を 取り 出し た あと で 文字 型 デ ー タ を 数 値 デ ー タ に 
も ど し ま す (CVI, CVS, CVD 関数 ). 


6.7 デー タフ ァイル の 扱い 方 


ラン ダム ファ イル の デー タ の 受け 渡し 


ラン ダム ファ イル 


ファ イル 先頭 レコ ー ド 
ペン ジル ア 
(256 バ イト ) 
ュー GET レコ ー ド 
ノ ーー 内 二 (256 パ イト ) 
MKI$/MKS$/MKD$ 
CVI/CVS/CVD 文字 列 変数 に 
割り 当て た 領域 
FIELD 
LOF 最終 レコ ー ド 


各 段 階 に お いて 使わ れる 命令 ・ 関 数 を 簡単 に 解説 し ます . 


@ フ ァイル を オー プン する 
OPEN 命令 
OPEN < ファ イル ディ スク リプ タ >〉 AS [名 < ファ イル 番号 > 


ラン ダム ファ イル で は シー ケン シャ ルフ ァイル の よう な モー ド の 指定 は あり ませ ん . < ファ 
イル ディ スク リプ タ > で 指定 し た ファ イル の 入出 力 の た め に < ファ イル 番号 > の ファ イル バッ 
ファ が 割り 当て られ , 以後 , < ファ イル 番号 > を 指定 し て デー タ の 入力 ・ 出 力 の 両方 が で きる 
届 う 」 由 が か り ( ま ます 


@ フ ィ ー ル ド 変 数 を 割り 当て る 

シー ケン シャ ルフ ァイル で は 読み 書き する デー タ の 長 さ が 自由 に 設定 で きま し た が , ラン ダ 
ム フ ァ イル で は デー タ の 大 き さ は 256 バイ ト に 固定 され て いま す . これ を 1 レコ ー ド とい いま 
才 、 

1 レコ ー ド の 大 き さ は ファ イル バッ ファ と 同じ で すか ら , 一 度 に ファ イル バッ ファ の 大 き さ の 
分 だ け デ ー タ の 受け 渡し が で きる と いう こと に な り ま す .。 

また 。 ファ イル バッ ファ の 領域 を いく つか の 領域 に 分 ける こと に より , 複数 の デー タ の 受け 
渡し を 一 度 に 行う こと が で きま す 。 

FIELD 命令 は ファ イル バッ ファ に 複数 の フィ ー ル ド 変 数 の 領域 を 割り 当て ます . その 結果 こ 
の 変数 を 使っ て 。 プロ グラ ム と ファ イル バッ ファ 間 の デー タ の 入出 力 を 行う こと が で きる よう 
に な り ま す 。 
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FIELD 命令 
FIELD [響く フ ァイル 番号 >,。 < フィ ー ル ド 幅 > AS < 文字 変数 >(, < フィ ー ル ド 幅 > 
AS < 文字 変数 >…]〕 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル バッ ファ に < フィ ー ル ド 幅 > バイ ト の 大 き さ の 文字 変数 
(フィ ー ル ド 変 数 ) を 割り 当て ます . 文字 変数 は ファ イル バッ ファ の 大 き さ を 超え な い 範囲 で あ 
れ ば いく つ で も 指定 する こと が で きま す . 


FIELD #1, 8 AS A$, 10 AS B$, 3 AS C$ 


を 実行 する と ファ イル バッ ファ は 次 の よう に な り ま す 。 


256 バ イト 


ーーーー ッ ーーーー プ ーーーーーー レ ーーーーーー、 


8 バイ ト 10 バ イト 3 バイ ト 235 バ イト 


FIELD 命令 に よる フィ ー ル ド 変 数 の 割り 当て は 1 つの ファ イル バッ ファ に 対し て 何 回 で も 行 
うこ と が で きま す . これ ら の 定義 は すべ て が 有効 に な り ま す . 


@ フ ァイル バッ ファ に デー タ を セッ ト し て ファ イル へ 書き 出す 
ファ イル に 対す る 出力 を 行う に し は, まず , ファ イル バッ ファ に デー タ を セッ ト し ます . 
ファ イル バッ ファ へ の デー タ の セッ ト は , LSET/RSET 命令 を 使っ て 。 ファ イル バッ ファ に 
割り 当て た フィ ー ル ド 変 数 に 文字 列 デ ー タ を 代入 する と いう 方 法 で 行い ます . 


LSET/RSET 命令 
LSET < 文字 変数 > 三 < 文 字 列 > 
RSET < 文字 変数 > 三 < 文字 列 > 


く 文字 列 > の 文字 数 が く 文 字 変数 >(FIELD 命令 で 割り 当て られ た フィ ー ル ド 変 数 ) の 長 さ より 短 
い 場 合 は , LSET で は 左 詰め 、 RSET で は 右 詰め と な り ま す . 


PUT 命令 
PUT [< ファ イル 番号 >〔, < 数 式 >〕 


く < く フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル バッ ファ の 内 容 を 対応 する ファ イル に 書き 出し ます 。 こ 
こ で 初め て ディ スク ファ イル へ の 書き 出し が 行わ れ ま す . < 数 式 > に は ファ イル 中 の レコ ー ド 番 
号 を 指定 し ます . レコ ー ド 番号 の 最小 値 は 1, 最大 値 は 65000 で す . PUT 命令 を 実行 する と デ 
ィ ス ク 上 の ある セク タ (256 バイ ト ) の 領域 に デー タ が 書き 出さ れ , 各々 に レコ ー ド 番号 が ふら れ 
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る こと に な り ま す 。 この 番号 は デー タ を GET 命令 で 参照 し た り , PUT 命令 で 変更 し た りす る 
場合 の 目印 と な る も の で す . レコ ー ド 番号 に 大 き な 数 を 指定 する と その 数 の 分 だ け の レコ ー ド 
が 設定 され ん ます. た と えば 最初 に 300 と 指定 し て PUT 命令 を 実行 する と ,。 ディ スク に 12300 
まで の レコ ー ド 番号 が 割り 振ら れ , その 大 き さ の 領域 が ラン ダム ファ イル と し て 確保 きれ ます .。 
この 場合 1 て 299 まで の レコ ー ド に は デー タ は 書き 込ま れ て いま せん の で ,。 1 一 299 まで の レコ ー 
ド を GET 命令 で 参照 し た 場合 の デー タ は 意味 の な いも の と な り ま す 。. 

レコ ー ド 番号 の 指定 を 省略 し た 場合 は , 直前 に 行わ れ た PUT 命令 ある い は GET 命令 で 使わ 
れ た レコ ー ド の 次 の レコ ー ド に 書き 込み が 行わ れ ま す . 


注意 : レコ ー ド 番号 の 最大 値 は 65000 で す が , ラン ダム ファ イル 以外 に ディ スク を 使用 し て い 
る 場合 に は , その 領域 に は レコ ー ド を 作る こと が で きま せん の で , 実際 に レコ ー ド 番号 
と し て 指定 で きる 値 は より 小さ く な り ま す .。 レコ ー ド 番号 と し て 指定 で きる 限界 値 を 超 
えて 指定 を 行う と エラ ー が 出 ま す 。 


@ フ ァイル か ら デ ー タ を バッ ファ に 読み 込み バッ ファ か ら デ ー タ を 取り 出す 


GET 命令 
GET 【〔 打 < ファ イル 番号 >〔, < 数 値 >] 


ファ イル に 書き 込ま れ て いる デー タ を < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル バッ ファ に 読 
み 込 み ま す 。 < 数 値 〉 に は 。 読み込み た い レ コー ド 番 号 を 指定 し ます . レコ ー ド 番号 の 指定 を 
省略 し た 場合 は 直前 に 行わ れ た PUT 命令 ある い は GET 命令 で 使わ れ た レコ ー ド の 次 の レコ ー 
ド か ら 読 み 込 み が 行わ れ ま す . 

バッ ファ に 割り 当て られ た フィ ー ル ド 変 数 に デー タ が 代入 され ます . 


ファ イル を クロ ー ズ する 
ラン ダム ファ イル の クロ ー ズ も CLOSE 命令 を 使用 し ます . 


CLOSE 命令 
CLOSE 【〔〔 約 < ファ イル 番号 >〔, 〔 独 く フ ァイル 番号 >]…]〕 


CLOSE 命令 を 実行 する と ファ イル に 割り 当て られ て いた ファ イル バッ ファ が 解放 され , 別 の 
ファ イル で 使用 で きる よう に な り ま す 。 
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⑯ そ の 他 の 命令 , 関数 
LOF 関数 
LOF(< フ ァイル 番号 >) 


< ファ イル 番号 > で 指定 され る ファ イル の 最大 の レコ ー ド 番号 。 つま り フ ァイル の 大 き さ を レ 
コー ド 数 で 得る こと が で きる 関数 で す . LOC 関数 と いっ し ょ に 使用 し て ファ イル が 最後 まで 読 
み 込 まれ て いる か の 判定 を 行う こと が で きま す . 


LOC 関数 
LOC(< フ ァイル 番号 > ) 


<〈 フ ァイル 番号 > で 指定 され る ファ イル に お いて , その ファ イル を 最後 に 読み 書き し た レコ ー 
ド 番 号 を 得る こと が で きま す . 前 の 例 の LOF 関数 と いっ し ょ に 使用 し て ファ イル が 最後 まで 読 
み 込 まれ た か どう か の 判定 を する こと が で きま す . 


例 ) 最後 に 読み 込ま れ た レコ ー ド 番号 が 最後 の レコ ー ド 番号 と 同じ で あれ ば ファ イル を クロ ー 
ズ す る 。 
IF LOC(1) 三 LOF(1) THEN CLOSE #1 


FPOS 関数 
FPOS 関数 (< ファ イル 番号 > ) 


< く フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル の 最後 に 読み 書き し た デー タ の セク タ 番 号 が 得 ら れ ま す . 


MKI $ /MKS $ /MKD $ 関数 


MKI $ (< 整数 値 ?)…………… パ トド … 整数 値 を 2 文字 (2 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 
MKS $ (< 単 精度 実数 値 >) ……… 単 精度 実数 値 を 4 文字 (4 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 
MKD $ (< 倍 精 度 実数 値 >) ……… 倍 精度 実数 値 を 8 文字 (8 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 


ラン ダム ファ イル へ の 書き 込み は , 文字 列 で 行わ な けれ ば な り ま せん . し た が っ て 数 値 を 書 
き 込 みた いと き に は 文字 列 に 変換 し て か ら LSET/RSET 命令 で フィ ー ル ド 変 数 に 代入 する よう 
に し ます 。. 数 値 の 種類 に よっ て 文字 列 の 長 さ が 変 わり ます . 


CVI/CVS/CVD 関数 
CVI(<2 文字 の 文字 列 》) ………… 2 文字 の 文字 列 を 整数 値 に 変換 
CVS(<4 文字 の 文字 列 >) ………… 4 文字 の 文字 列 を 単 精度 実数 値 に 変換 
CVD(<8 文字 の 文字 列 >)………… 8 文字 の 文字 列 を 倍 精 度 実数 値 に 変換 


ラン ダム ファ イル の 書き 込み の 際 に MKI $ /MKS $ /MKD $ 関数 で 変換 され た 文字 列 を , 読 
み 込 み の 際 に 元 の 数 値 に も どす た め に 使用 し ます . 
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圏 ラ ンダ ム フ ァ イル の 例 


2 


ダム ファ イル の 例 と し て 和 名簿 を 取り 上 げ ま す . 


信 名 簿 の 作成 
キー ボー ド か ら 名 前 , 出身 地 。 年 齢 登録 番号 を 入力 し て ラン ダム ファ イル を 作成 し ます . こ 
の 例 で は 登録 番号 が レコ ー ド 番号 と 同じ 数 値 こ な っ て いま す . 


1 の OPEN "MEIBO.DAT" AS #1 一 一 一 ーーーーーー “MEIBO.DAT' を オー プン する . 
11 FIELD #1,3 AS AAS,16 AS BBS,2 AS CCS,4 AS NOS 一 ファ イル バッ ファ に フィ ー ル ド 
12g *※NEXTP 変数 を 割り 当て る . 
13g PRINT 改行 する . 
14g INPUT "名 前 ":AS 一 一 一 ーーー 一 一 名 前 を 入力 する . 
15g IF A$S="" THEN CLOSE : END 一 一 一 一 一 140 行 て { 局 キ ー だ けが 押さ れ た ら 終 了 す る . 
16g INPUT "出身 地 ":B$ 一 一 ーーーー 一 出身 地 を 入力 する . 
179 INPUT "年 齢 ":C% 一 一 ーーーーーー 年 齢 を 入力 する . 
18g INPUT "登録 番号 ":N ーーーーーーー 一 一 登録 番号 を 入力 する . 
199 LSET AAS=AS$ デー タ を バッ ファ に セッ ト す る . 
2 の の LSET BBS=BS 
21 の LSET CC$=MKIS$(C%) 
22 の LSET NOS=MKSS(N) 
23 PUT #1.N -- 一 ーーーーー デ ー タ を ファ イル に 書き 出す . 
24 の GOTO *※NEXTP 一 ーー 一 一 一 |20 行 へ も どる. 
@ 名 簿 の 表示 


登録 番号 を 指定 し て デー タ を 画面 に 表示 させ ます . 


1 の 
11 の 
12 の 
13 の 
1 4 
15 の 
16 の 
179 
18 の 
19 
2 の の 
21 の 
22 の 
23 の 


OPEN "MEIBO .DAT" AS #1 --ーーーーーーーーー “MEIBO.DAT" を オー プン する . 

FIELD #1,3 AS AAS,16 AS BBS,2 AS CCS,4 AS NOS ファ イル バッ ファ に フィ ー ル ド 
*※NEXTP 変数 を 割り 当て る . 

PRINT 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー 改行 する . 

INPUT "登録 番号 は ":N$ 一 ーーーーーー 一 登録 番号 を 入力 する . 

IF N$S="" THEN CLOSE : END 一 一 一 一 一 一 |40 行 で { 鹿 キ ー の み が 押 され た 場合 に は 終了 する . 

IF VALK(N$) >LOF(1) THEN *※NEXTP 一 一 一 登録 番号 が 登録 され て いる デー タ の 最大 レコ ー ド 番号 
GET #1 VAL(N$) 一 一 ーー デー タ を ファ イル か ら より 大 きい 場合 は 120 行 へ も どる 
PRINT ファ イル バッ ファ へ 読み 込む . 

PRINT " 登録 番号 :":CVS(NOS) 


デー タ を 表示 する . 
PRINT " 名 前 "iAAS 
PRINT " 出身 地  :":BBS 
PRINT " 年 齢 WCVHGC で ) 


GOTO .*※NEXTP 一 一 テーーーーーーーー|20 行 べ も どる : 
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BB. HS-3 ど 〇 回 線 フ ァイル の 扱い 方 


パー ソナ ルコ ンピュータ は , 通常 で は スタ ンド アロ ー ン (単独 ) の 状態 で 使用 し ます が , 他 の 
コン ピュ ー タ と 接続 し て コン ピュ ー タ 間 で デー タ 交 換 を 行っ た り , 相互 に 制御 し あっ た りす る 
こと が で きま す . また , 外部 機器 を 接続 し て その 機器 を 制御 する と いっ た こと も で きま す 。 

コン ピュ ー タ を 他 の コン ピュ ー タ や 外部 装置 と 接続 する こと に より , 単独 で は 実現 で き な か 
っ た こと が 可能 と な る わけ で す . 

コン ピュ ー タ 同士 ある い は コン ピュ ー タ と 外部 機器 と 接続 し て デー タ 変 換 を 行う 際 に , 一 般 
的 に 利用 きれ て いる の が RS-232C 回 線 で す . PC-9800 シリ ー ズ の すべ て の 機種 に は , この RS 
-232C 回 線 を 利用 する た め の RS-232C イン タフ ェ ー ス が 内 蔵 き され て いま す . 

RS-232C 回 線 は BASIC を 使っ て 制御 する こと が で きま す . そ し て この 場合 , BASIC は RS 
-232C 回 線 を ファ イル と し て 扱い ます . この ファ イル を ヾ RS-232C 回 線 フ ァイル ? と 呼び ま 
あ 5 

ここ で は BASIC に よる RS-232C 回 線 フ ァイル の 基本 的 な 扱い 方 に つい て 解説 し ます . 


較 RS-232C 回 線 に つい て 


@ RS-232C イン タフ ェ ー ス 

RS-232C イ ンタ フェ ー ス は RS-232C 規格 に 準拠 し た コネ クタ で す 。 RS-232C イ ンタ フェ ー 
ス は 大 部 分 の パー ソナ ルコ ンピュータ に 内 蔵 き まれ て お り , コン ピュ ー タ と 他 の コン ピュ ー タ や 
周辺 機器 を つない で デー タ 通 信 を 行う た め の 標 準 的 な イン タフ ェ ー ス と な っ て いま す . 


人 @ RS-232C 回 線 を 使っ た デー タ 通信 
RS-232C 回 線 を 使っ た デー タ 通 信 に は , 次 の 2 つの パタ ー ン が あり ます . 


コン ピュ ー タ と コン ピュ ー タ の 間 の コ ヨ コミュニケ ーション 


コン ピュ ー タ に よる 機器 の 制御 
| ンド ーッ トー て owa 
ーー データ 一 
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人 @ RS-232C 回 線 の デー タ 形式 

RS-232C イ ンタ フェ ー ス で 接続 し た 回 線 を RS-232C 回 線 と いい ます . 

RS-232C 回 線 で は デー タ は 1 ビッ ト ず つ 送 られ ます . この よう な デー タ 伝 送 形式 を シリ アル 
方 式 と いい ます . た と えば “A” と いう キャ ラク タ を 送る 場合 に は , “A” の キャ ラク タコ ー ド 
01000001?) を 1 ビット ずつ 順に 送り ます . 

さら に , デー タ を 送る 場合 に は デー タ の 区 切り を 示す た め に , デー タ の 前 に スタ ー ト ビッ ト 。, 
あと に スト ッ プ ビッ ト を 入れ ます .。 また , デー タビ ッ ト 長 を 7 ビッ ト に し た 場合 に は デー タ 伝 
送 の 誤り を チェ ッ ク す る た め に パリ ティ ビッ ト な ど を 使用 する こと も あり ます . 


デー タ 形 式 の 例 (A′” と いう キャ ラク タ を デー タビ ッ ト 長 8 ビッ ト て 送る 場合 の 例 ) 


0010000011 


ス ドッ ツ ビ 必 ド 
ペー プク め ド 
スタ ー ト ピッ ト 
スタ ー ト ピッ ト 
デー タ の 開始 を 知ら せる ビッ ト で す 。 普通 は 0 に な っ て いま す . 
デー タビ ピット 
キャ ラク タ の デー タ を 表す ビッ ト で す 。 
スト ッ プ ビ ピット 
スト ッ プ ビッ ト は 1 つの キャ ラク タデ ー タ の 最後 に 付け て デー タ の 終わ り を 示す も の で す . 
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@ コ ンピュータ と コン ピュ ー タ の 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 

RS-232C 回 線 で は 異な っ た 機種 の コン ピュ ー タ 同士 を 接続 し て デー タ の 伝送 を 行う こと が で 
きま す 。 この と き ,。 いっ ぽう の コン ピュ ー タ を ホス トコ ンピュータ 。 も うい っ ぽう を ター ミナ 
ル ( 端 末 ) と し て 使用 する こと も で きま す .。 た と えば , 端末 側 で 命令 を 入力 し , その 命令 を ホス 
ト 側 で 実行 し て 。 その 結果 を ター ミナ ル 側 に 表示 する と いっ た こと が 可能 で す . 

また , モ デム と 電話 回 線 を 介する こと に より コン ピュ ー タ と PC-VAN な どの ネッ トワ ー ク の 
ホス トコ ンピュータ を 接続 し て 通信 が 行え を ます . この 場合 , RS-232C 回 線 で コン ピュ ー タ に 直 
接 接 続 さ れん て いる の は 外部 機器 (モデ ム ) で す が , コン ピュ ー タ 間 で デー タ 通 信 が 行わ れん て いる 
に が り ます 。 


パソ コン 通信 の 場合 の 接続 状態 


な お , モデ ム を 介し た デー タ 通 信 を BASIC で 行う た め に , モデ ム や 電話 を 制御 する た め の 拡 
張 BASIC 命令 が 用 意 さ きれ て いま す . この 拡張 命令 を ` 電 話 制御 命令 ” と いい ます . 
電話 制御 命令 の 使用 方 法 に つい て は , 「9.1 電話 制御 機能 」 を 参照 し て くだ さい . 


注意 : RS-232C 回 線 を 使用 し た デー タ 通 信 は ター ミナ ルモード を 使っ て も 行う こと が で きま 
考 。 


p 参 照 ター ミナ ルモード ーー「11 .1 ター ミナ ルモード 」 
電話 制御 命令 っ 「9 .1 電話 制御 機能 」 
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@ コ ンピュータ に よる 機器 の 制御 

RS-232C 回 線 を 使っ て さま ざま な 機器 を コン ピュ ー タ で 制御 する こと が で きま す . 

一 般 に よく 使用 され る 機器 に イメ ー ジ スキ ャ ナ , プロ ッ タ な ど が あり ます . 

機器 の 制御 は , 普通 , RS-232C 回 線 を 通じ て コン ピュ ー タ と 機器 の 間 で デー タ を 取り 交わ す 
る と 人 よ つ で 行い ます 

な お , 制御 方 法 は , 周辺 機器 の 種類 に よっ て 千 差 万 別 で す 。 し た が っ て , ここ で すべ て を 解 
説 す る こと は で きま せん . 実際 に 使用 する 機器 の 仕様 に し た が っ て プロ グラ ム を 作成 し て くだ 
さい . なお, RS-232C 回 線 を 利用 し た 機器 の 制御 の 一 例 と し て , この 項 の 終わ り に イメ ー ジ ス 
キャ ナ を 制御 する プロ グラ ム が あり ます の で 参考 に し て ください. 


圏 BASIC に よる RS-232C 回 線 の 制御 

RS-232C 回 線 フ ァイル の 入出 力 を 行う と き に は , 他 の デバ イス ファ イル の 場合 と 同じ 命令 を 
使用 し ます . し か し , 同じ 命令 で あっ て も 他 の デバ イス ファ イル の 場合 と 比べ て , 引数 の と り 
方 , 意味 な ど が 異な る こと が あり ます の で 注意 し て くだ さい . また , RS-232C 回 線 フ ァイル の 
入出 力 だ け に 使わ れる 命令 も あり ます . 


@ デ ー タ 通信 
次 の よう な 順序 で デー タ 通 信 を 行い ます . 


① OPEN 命令 で RS-232C 回 線 フ ァイル を オー プン し , 通信 プロ トコ ル の 設定 を 行う . 

②⑨ PRINT# 命 令 , WRITE # 命 令 な ど で , デー タ を ファ イル に 書き 出す (送信 ). また は , INPUT 
# 谷 令 な ど を 使用 し て デー タ を 読み 込む (受信 )、 

⑧ CLOSE 命令 で , RS-232C 回 線 フ ァイル を クロ ー ズ する 。. 


人 @ RS-232C 回 線 フ ァイル の オー プン と 通信 プロ トコ ル の 設定 

RS-232C 回 線 フ ァイル を 使用 する 場合 に は , まず , RS-232C 回 線 フ ァイル を オー プン し ま 
ず 8 

RS-232C 回 線 フ ァイル は 同時 に 入出 力 が 可能 で すか ら , 入出 力 の モー ド を 指定 する 必要 は あ 
り ま せん . 

OPEN 命令 で は ファ イル の オー プン と 同時 に 通信 プロ トコ ル の 設定 を 行い ます . 通信 プロ ト 
コル と は , 通信 する 際 の 手順 (規約 ) の こと で す . 通信 を 行う 機器 は 必ず 通信 プロ トコ ル を 同じ 
に 設定 し て お か な けれ ば , 正しく デー タ を 送受 信 す る こと が で きま せん . 
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通信 プロ トコ ル に は 。 通信 速度 。 デー タ の 形式 , デー タチ ェ ッ ク の 方 法 な ど が あり ます . 


OPEN 命令 
OPEN "COM に 回線 番号 >] : (< パリ ティ チェ ッ ク >〔< デ ー タ ビッ ト 長 >(< ス トッ プ 
ビッ ト 長 >〔<X パ ラメ ー タ >[〔<S パラ メー タッ >]〕]〕〕]” AS [導く ファ イル 番号 > 


指定 する 各 パ ラメ ー タ の 値 と その 意味 は 次 の と お り で す . 


回 線 番号 1 また ke 


RS-232C 第 1 回 線 
RS-232C 第 2 回 線 (RS-232C 拡 張 イ ンタ フェ ー ス ボー ド が 必要 ) 
RS-232C 第 3 回 線 (RS-232C 拡 張 イ ンタ フェ ー ス ボー ド が 必要 ) 


奇数 
使わ な い 
デー タビ ッ ト 長 7 ピッ ト 
8 ビット 
スト ッ プ ビ ピット 長 1 ピット 
1.5 ピッ ト 
2 ピッ ト 


有効 (受信 デー タ の フロ ー 制 御 を 行う ) 
無効 (受信 デー タ の フロ ー 制 御 を 行わ な い ) 


有効 (デー タビ ッ ト 長 7 で カナ を 扱う ) 
無効 (デー タビ ッ ト 長 7 で カナ を 扱わ な い ) 


回 線 番号 以外 の パラ メー タ は 通信 プロ トコ ル を 設定 する も の で す . 
それ ぞ れ の パラ メー タ に つい て 解説 し ます 。 


回 線 番号 
回 線 番 号 に は 使用 する RS-232C イン タフ ェ ー ス の 番号 を 指定 し ます . コ ンピュータ 本 体 に 内 
蔵 さ きれ て いる イン タフ ェ ー ス を 使用 する 場合 は 回 線 番号 に 1 を 指定 (また は 省略 ) し ます . 
回 線 番号 2 ある い は 3 を 使用 する 場合 は , RS-232C 拡張 イン タフ ェ ー ス ボー ド が 必要 で す . 
この 場合 さき さらに, ユー ティ リティ バ switch .n88? を 使用 し , 拡張 ボー ド の 選択 画面 で RS-232C 
拡張 ボー ド を 使用 する よう に 設定 し て くだ さい . 


ぁ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
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2 リリ ディ 天 ェ ツク 

パリ ティ チェ ッ ク は デー タビ ッ ト 長 が 7 の 場合 に 通信 の 誤り 発見 する た め に 使わ れる も の で 
ポ 

パリ ティ チェ ッ ク を 有効 に し た 場合 は , 送信 側 は 1 キャ ラク タ ご と に 1 ビッ ト の パリ ティ ビ 
ッ ト を 付け 加え て 送信 し ます . 

パリ ティ ビッ ト は 間違い チェ ッ ク 用 の ビッ ト で , “偶数 パリ ティ ” と ヾ 奇数 パリ ティ ” の 2 つ 
の 方 式 が あり ます 。 

偶数 パリ ティ の 場合 は キャ ラク タコ ー ド を 2 進数 表記 し た と き の 1 の ビッ ト が 偶数 個 に な る 
よう に パリ ティ ビッ ト が 付け られ ます . 奇数 パリ ティ の 場合 は 1 の ビッ ト が 奇数 個 に な る よう 
に パリ ティ ビッ ト が 付け られ ます 。 

デー タビ ッ ト と パリ ティ ビッ ト を 含め た 各 ビ ッ ト の 1 の 数 が 偶数 個 、 ある い は , 奇数 個 あ る 
か どう か で デー タ が 正しく 送ら れ て いる か どう が を チェ ッ ク し ます 。 


*A” (キャ ラク タコ ー ド の 2 進 表 記 で 1000001?” ) を 偶数 パリ ティ て で 送信 する 場合 


スタ ー ト ビット 
パリ ティ ビッ ト 
| rーーーーーーーーーー ス トッ プ ビ ピッ ト 


送信 デー タ 0100000101 


スタ ー ト ピッ ト 
に 
スト ッ プ ビッ ト 


受信 デー タ 0100000101 


この 例 で は , 1 の 数 が 偶数 な の で デー タ が 正しく 受信 で きた こと が 分 か り ま す . も し , デー タ 
の ビッ ト の 1 つが 通信 の 途中 で 反転 し た (1 が 0 に ,。 あるいは 0 が 1 に な っ ぶた) 場合 に は , 1 の 数 
は 奇数 に な る の で , 受信 側 は デー タ が 正しく 伝送 きれ て いな いこ と が 分 か り ま す . これ を パリ 
ティ エラ ー と いい ます 。 


デー タ ピッ ト 長 

デー タビ ッ ト 長 と は 伝送 する キャ ラク タ の ビッ ト 数 の こと で す . つ まり キャ ラク タ と し て 7 ピ 
ッ ト コ ー ド を 使用 する か , 8 ビッ トコ ー ド を 使用 する か を 選択 する も の で す . 

8 ビッ トコ ー ド は BASIC で 普通 に 使わ れ て いる コー ド で , 英 数 文字 カタ カナ な ど を 含む 2~ 
8 三 256 種類 の キャ ラク タ を 扱う こと が で きま す . BASIC で 通信 を 行う 場合 に は 普通 8 ビッ トコ 
ー ド を 使用 し ます . 
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7 ビッ トコ ー ド は 普通 , 次 の 表 の よう に 2 7 ニニ 128 種類 の キャ ラク タ し か 扱う こと が で きま せ 
た 。 


7 ビッ トコ ー ド 表 


内 回 回 
回 向 周 久 攻 久 較 詞 国 
回 回 回 錠 久 久 久 本 明 
回 回 回 愉 愉 愉 凛 回 回 

還 証 久 E442 回 回 
回 回 題 洲 騙 四 外 回 


( 注 ) は 空白 (スペ ー ス ) コー ド を 示し ます . 


7 ビッ トコ ー ド は お も に 英 数 文字 だ け の 通信 に 使わ れ ま す . 

た だ し , 7 ビッ トコ ー ド で ヵ ナ 文字 を 扱う こと も 可能 で す . それ に は S パラ メー タ を 使用 し ま 
す . S パラ メー タ を 使用 し た 場合 は , HH20-- 交 H5F まで の コー ド は 英 数 文字 と カナ 文字 の 両 
方 に 割り 当て られ ます . 7 ビッ トコ ー ド で S パラ メー タ を ヾ 無効 "に し た 場合 に は カナ 文字 は 使 
用 で きま せん . 詳し く は S パラ メー タ の 項 を 参照 し て くだ さい . 
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デー タビ ッ ト 長 7 ビッ ト お よび 8 ビッ ト で 使用 で きる キャ ラク タ 


データ cztm | sozo2 | 舌 | 
本 。 に て 
人 

し 


〇 は 使用 可能 , X は 使用 不可 能 を 表す 


スト ッ プ ビッ ト 長 

スト ッ プ ビッ ト 長 は スト ッ プ ビッ ト の 時 間 的 長き を 示す も の で す . スト ッ プ ビッ ト の 時 間 的 
長 さ は , 1 ビッ ト ?,。 1.5 ピット?”。 \2 ビッ ト ” の 中 か ら 選 択 で きま す . 1 ビ ピット” に 設定 す 
る と デー タビ ッ ト の 1 ビッ ト 分 の 時 間 的 長 さと 同じ に な り ま す . 


X パラ メー タ 

デー タ を 送信 する 場合 も 受信 する 場合 も データ は いっ た ん バッ ファ と いう メモ リ に 貯め られ 
て 処理 され ます . バッ ファ の 容量 は 一 定量 で ある た め , デー タ が バッ ファ に 入る 速度 が パッ フ 
ァ か ら 出 る (デー タ を 処理 する ) 速度 より 速い 場合 に は , デー タ が バッ ファ を あふ れ て 和 失わ れ て 
し まい ます 。 これ を デー タ の “オーバーフロー” と いい ます .。 

双 パラ メー タ は 受信 バッ ファ の オー バー フロ ー を 防ぐ た め の パ ラメ ー タ で す 。 

X パラ メー タ を ゞ 有効 ” に 設定 する と , 受信 バッ ファ 中 の デー タ が バッ ファ 域 の 34 を 超え 
る と , 受信 側 は デー タ の 送信 側 に 対し て 一 時 的 に デー タ 送 信 を や め る よう に D3(&H13) コード 
を 送り , 送信 側 は これ を 受け 取る と デー タ の 送信 を 中 断 し ます . そし て ,。 受信 パッ ファ 中 の デ 
ー タ 処理 が 進み , デ ー タ が バッ ファ 域 の 14 以下 に な る と デー タ 送 信 を 再開 する よう に D1(& 
H11) コー ド を 送り ます . この コー ド を 受け 取っ た 送信 側 は 送信 を 再開 し ます . この よう な 方 法 
を と る こと に より , デー タ の オー バー フロ ー を 防ぐ こと が で きま す . これ を フロー 制御 ” と 
いい ます 。 

X メ パラ メー タ を 無効 に 設定 する と 受信 バッ ファ の フロ ー 制 御 は 行わ れ ま せん . 

な お , BASIC で は 送信 側 は X パラ メー タ の 指定 に か か わら ず フ ロー 制御 を 行い ませ ん が , 受 
信 側 か ら の D3 コー ド (送信 中 止 ) あるいは D1 コー ド (送信 再開 ) を 常に 受け 取る こと が で きま す 
の で 。 必要 に 応じ て プロ グラ ム 内 で 制御 し て くだ さい . 


S パラ メー タ 

デー タビ ッ ト 長 が 7 ビッ ト の 場合 で も , 英 数 文字 と カナ 文字 の 両方 送る こと が で きる よう 
に する た め の パ ラメ ー タ が S パラメータ で す . 

7 ビッ トコ ー ド は 英 数 文字 の み を 扱う コー ド で あり , 普通 は カナ 文字 を 表す こと は で きま せ 
ん . 
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そこ で , 英 数 文字 と カナ 文字 の 両方 を 使用 する た め に , 科 H20--&H5F まで の コー ド に 英 数 文 
字 と カナ 文字 を 割り 付け ,。 シ フト イン コー ド (以下 SI コー ド ) と シフ ト ア ウト コー ド (以下 SO コ 
ー ド ) に よっ て 英 数 文字 と カナ 文字 の 区 別 を し て いま す . 

S パラ メー タ を 有効 に し た 場合 に は , SI コー ド が 送ら れ た 後 の 7 ビッ トコ ー ド は ヵ カナ 文字 と 
な り , SO コー ド に 続く 7 ビッ トコ ー ド は 英 数 文字 と な り ま す . 

な お , BASIC で は キャ ラク タ を 8 ビッ ト で 扱っ て いま す が , デー タビ ッ ト 長 を *7?。S パラ 
メー タ を “有効 "に 設定 し た 場合 に は , 送信 側 の BASIC が 自動 的 に 8 ビット デー タ を 7 ビッ ト 
デー タ に 変換 し , 英 数 文字 と カナ 文字 を 区 別 で きる よう に SI コー ド と SO コー ド を 付加 し て デ 
ー タ を 送信 し ます . いっ ぱ ぽう , 受信 側 で は BASIC が 送ら れ て きた 7 ビッ ト デ ー タ を も と の 8 ビ 
ッ ト デ ー タ に 自動 的 に も ど し ま す . 


OPEN 命令 の パラ メー タ を 省略 し た 場合 

パラ メー タ を 省略 し て OPEN 命令 を 実行 し た 場合 は , メモ リス イッ チ に 設定 され て いる プロ 
トコ ル が 有効 に な り ま す . 個々 の パラ メー タ の 指定 を 省略 する に は 指定 する 文字 の 代わ り に ス 
ペー ス を 入れ て くだ さい 。 スペ ー ス を 入れ な いで 次 の パラ メー タ を 詰め て 記述 する と 間違い に 
な の り ま 天 。 

メモ リス イッ チ に よる プロ トコ ル の 設定 は , ユー ティ リティ ゞ switch .n88? を 使っ て 行う こ 
と が で きま す . メモ リス イッ チ の 変更 を 一 度 行 うと , BASIC を 起動 する 度 ( デ ィ ッ プス イッ チ 
SW2 の 5 番 が ON の と きのみ ) に その 状態 に 設定 され ます . 

また , OPEN 命令 に よる 設定 は , 命令 の 実行 後 電源 を 切る か . リセット する か , OPEN 命令 
で 設定 を し な お すま で 有効 で す . 


念 OPEN 命令 で 指定 で き ない 通信 プロ トコ ル 
通信 プロ トコ ル の うち OPEN 命令 で は 設定 の で き な い も の も あり ます . 
これ ら に つい て は , プロ グラ ム を 実行 する 前 に 必ず , ユー ティ リティ \switch .n88* お よ 
び , ディ ッ プ スイ ッ チ で 設定 を 行っ て くだ さい 、。 


通信 プロ トコ ル の 設定 項目 と 設定 方 法 


2 カイ チェ タグ 
デー タビ ッ ト 長 
スト ッ プ ビッ ト 長 
双 パラ メー タ 

S フ パラメータ 

DEL コー ド 受 信 処 理 
ボー レー ト 
同期 クロ ッ ク の 設定 


設定 方 法 


*switch . n88? ディ ッ プ スイ ッ チ 


9: 層 所 5 層 災 商 交 


X ※ el 
1 


〇 は 設定 可能 , X は 設定 不可 能 を 表す 
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DEL コー ド 受 信 処 理 

受信 側が DEL コー ド (&H7F また は 層 HFF) を 受信 し た 場合 に , これ を DEL コー ド と し て 処 
理 す る か NULL コー ド ( 層 H00) と し て 処理 する か の どちら を 設定 する も の で す . NULL コー ド 
と し て 処理 する よう に 設定 する と , DEL コー ド が 送ら れ て きた と き に 受信 側 の BASIC は その 
コー ド を 自動 的 に NULL コー ド に 変換 し ます . 

DEL コー ド 受 信 処 理 の 設定 は , ユー ティ リティ “switch .n88” を 使用 し て 行い ます . 


ポ ボーレート 

ボー レー ト と は , 通信 速度 の こと で す . 1 秒 当 た り 最 大 何 ビ ッ ト の デー タ を 伝送 で きる か を 表 
し ます . 

75 ボー か ら 9600 ボー まで の 中 か ら 選 択 す る こと が で きま す . 

ボー レー ト の 設定 は , ユー ティ リティ “switch .n88” を 使用 し て 行い ます . 


注意 : ボー レー ト は 9600 ボー まで 指定 する こと が で きま す が , 通信 相手 の シス テム の 処理 速度 
が 遅い 場合 に は , 受信 バッ ファ が 溢れ て デー タ が 失わ れ て し まう 場合 が あり ます . これ 
は 双 パ ラメ ー タ を 有効 に し た 状態 で も まれ に 起こ る 可能 性 が あり ます . し た が っ て , デ 
ー タ が こぼれ て し まう よう な 場合 に は , ポ ボーレート を 下げ る か , また だ は, デー タ の 女 理 
速度 を 速く する よう に プロ グラ ム 上 で 工夫 を 行っ て くだ さい . 


テ 参照 switch .n88 っ 「10.14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


同期 クロ ッ ク の 設定 

同期 クロ ッ ク と は , RS-232C インタフェース で 接続 し た 機器 と コン ピュ ー タ 本 体 と の 間 で デ 
ー タ 通信 を 行う 際 の タイ ミン グ の と り 方 を , コン ピュ ー タ 本 体 の タイ ミン グ ( 内 部 同期 ) で 行う 
か 。 接続 し た 機器 の タイ ミン グ ( 外 部 同期 ) に 合わ せる か を 決め る も の で す . 

普通 は 内 部 同期 に し ます . この 選択 に は ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の 5,6 を 使用 し ます が , BASIC 
使用 時 は 常に OFF( 内 部 同期 ) に し て お いて くだ さい 。 

な お , 外部 同期 を 使用 する た め に は , RS-232C シン クロ ナス モー ド で 使用 し な けれ ば な り ま 
せん しかし, BASIC で は 外部 同期 の 通信 機能 を 提供 し て いま せん の で , これ を 行う に は 機械 
語 の IN また は OUT 命令 を 使用 し て RS-232C インタフェース の 初期 化 を 行い 。 さ ら に 新しい 
手順 。 コマンド な ども 作成 し な けれ ば な り ま せん . 


注意 : 通信 プロ トコ ル は , 通信 を 行う 相手 と 必ず 同じ に 設定 し て くだ さい . さも な いと 正常 な 
デー タ 伝 送 が で きま せん . 
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@ フ ァイル の 入出 力 と ファ イル の クロ ー ズ 

RS-232C 回 線 フ ァイル を オー プン し た あと は , RS-232C 回 線 へ の 入出 力 は 以下 の 命令 を 使用 
し て 行い ます . 

ここ で は 各 命 令 の 機能 の 概略 を 示し ます . 詳し く は 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を 参 
照 し て くだ さい . 


RS-232C 回 線 フ ァイル ヘ へ デー タ を 書き 出す (送信 する ) 命 令 


PRINT # 登 令 デー タ を 出力 (送信 ) し ます . 
PRINT# USING 命 令 デー タ を 編集 し て 出力 (送信 ) し ます . 
WRITE# 命令 PRINT# 谷 令 と 同様 で す . た だ し , 区 切り 記号 と し て コン マ (,) を 


必ず 出力 し , 不要 な 空白 の 出力 は 行い ませ ん . 
RS-232C 回 線 フ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む (受信 する ) 命 令 


INPUT # 命 令 デー タ を 入力 (受信 ) し ます . デー タ の 区 切り は , 読み 込む 変数 が 
文字 型 の 場合 は コン マ (。), 改行 コー ド (Cs), ダブ ルク ォ ー テ ー シ 
ョ ン で ) の いずれ か で す . 非 文字 型 の 場合 は コン マ (,), 改行 コー 
ド (Ck), スペ ー ス (空白 文字 ) の いずれ か で す . これ ら の 区 切り を 受 
信 す る まで デー タ の 入力 を 待ち ます . 

LINE INPUT# 命 令 デー タ を 入力 (受信 ) し ます . デー タ の 区 切り は 改行 コー ド (C。) だ 
け で す . 改行 コー ド を 受信 する まで デー タ の 入力 を 待ち ます . 

INPUT $ 関数 指定 され た バイ ト 数 だ け デ ー タ を 入力 (受信 ) し ます . 


RS-232C 回 線 フ ァイル の 状態 を 調べ る 関数 


EOF 関数 入力 (受信 ) バ ッ フ ァ が 空 で ある か どう か を 調べ ます . 空 の 場合 は 
その 値 は 真 ( 一 1) と な り ま す . 

LOC 関数 入力 (受信 ) バ パッ ファ に 貯 っ て いる 文字 数 を バイ ト 単 位 で 得 ます . 

LOF 関数 入力 (受信 ) バ ッ フ ァ の 残り バイ ト 数 (入力 可能 な 残り バイ ト 数 ) を 


得 ます . 
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BASIC プロ グラ ム を 送受 信 す る 命令 


LOAD 命令 ファ イル 名 に (COM1 : COM3 : ) を 指定 し て この 命令 を 実行 する 
と , RS-232C 回 線 か ら 送 られ て きた プロ グラ ム を 受信 し , メモ リ 
に ロー ド し ます . この と き 。, 送信 側 の コン ピュ ー タ で は SAVE 命 
令 を 実行 し な けれ ば な り ま せん . 

SAVE 命令 ファ イル 名 に (COM1 : COM3 : ) を 指定 し て この 命令 を 実行 する 
と , RS-232C 回 線 に メモ リ 上 の プロ グラ ム を 出力 (送信 ) し ます . 


機械 語 イ メー ジ の デー タ を 送受 信 す る 命令 


BLOAD 命令 ファ イル 名 に (COM1 : COM3 : ) を 指定 し て この 命令 を 実行 する 
と , RS-232C 回 線 か ら 送 られ て きた 機械 語 イ メー ジ の デー タ を 受 
信 し メモ リ に ロー ド し ます . 


BSAVE 命令 ファ イル 名 に (COM1 : COM3 : ) を 指定 し て この 命令 を 実行 する 
と , RS-232C 回 線 に メモ リ 上 の 機械 語 イ メー ジ の デー タ を 出力 ( 送 
信 ) し ます 。 


注意 : LOAD, SAVE, BLOAD, BSAVE の 各 命 令 の 前 に , RS-232C 回 線 フ ァイル を オー プン 
する 必要 は あり ませ ん . た だ し , 各 命 令 の ファ イル ディ スク リプ タ に OPEN 命令 と 同じ 
よう に 回 線 番号 や 通信 プロ トコ ル を 設定 し ます . 各 パ ラメ ー タ を 省略 し た 場合 は メモ リ 
スイ ッ チ に 設定 され た 値 と な り ま す . 


ファ イル を クロ ー ズ する 命令 


CLOSE 命令 ファ イル を クロ ー ズ し ます . 
その 他 
WIDTH 命令 出力 する デー タ の 1 行 の 桁 数 を 決め ます . ファ イル に 対す る デー 


タ の 出力 (送信) 時 , 指定 され た 桁 数 の 位置 ご と に 改行 コー ド (Cx) 
を 出力 (送信 ) す る こと に な り ま す 。 
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較 RS-232C 回 線 フ ァイル を 使っ た 基本 プロ グラ ム 
ここ で は , BASIC で RS-232C 回 線 を 使用 し て 通信 を 行う プロ グラ ム を 紹介 し ます . 


@ キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し た デー タ を RS-232C 回 線 フ ァイル に 出力 する 一 [送信 1] 


1 の の 'SEND KYBD 

119 OPEN "COM:" AS 半 1 

129 LINE INPUT AS 

13g IF A$S="END" THEN PRINT #1,A$:CLOSE :END 
149 PRINT #1 AS 

159 GOTO 12 の 


110 行 で は , RS-232C 回 線 フ ァイル を ファ イル 番号 1 と し て オー プン し て いま す . 

120 行 で は キー ボー ド か ら の 入力 を 待ち , 入力 され た デー タ を RS-232C 回 線 フ ァイル に 出力 
(送信 ) し ます . 120 行 で ^END” と いう 文字 列 が 入力 され た 場合 に は , 130 行 で ヾ END?* を RS 
-232C 回 線 フ ァイル に 書き 出し , その 後 。 ファ イル を クロ ー ズ し て プロ グラ ム を 終了 させ ます . 


ディ スク か ら 入 力 し た デー タ を RS-232C 回 線 フ ァイル に 出力 する 一 [送信 2] 


1 の 'SEND DISK FILE 

119 OPEN "COM:" AS 半 1 

129 OPEN "TEST.DAT" FOR INPUT AS #2 
13g IF EOF(2) THEN 17 の 

149 LINE INPUT #2.AS 

159 PRINT #1 AS 

16 の GOTO 13g 

179 PRINT #1,"END" :CLOSE 1 /#2:END 


110 行 で RS-232C 回 線 を ファ イル 番号 1 と し て オー プン し て いま す . 

120 行 で は “TEST .DAT” と いう ディ スク ファ イル を 入力 モー ド で ファ イル 番号 2 と し て オ 
ー ジ 2Z3U22C1VS 家 人 す 

130 行 で ヾ TEST .DAT” が 空 に な っ た 場合 は 170 行 へ ジャ ンプ し , RS-232C 回 線 に *END? 
と いう 文字 を 送っ た 後 で 、2 つの ファ イル を クロ ー ズ し て 終了 し ます . 

140 一 150 行 で は “TEST .DAT” か ら 1 行 づ つ デ ー タ を 入力 し , RS-232C ファ イル に 書き 出 
し て いま す 。 
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人 @ RS-232C 回 線 フ ァイル か ら 送 られ て きた デー タ を 入力 し , 画面 に 表示 する 一 [受信 ]〕 


19g 'RECIEVE 

119 OPEN "COM:" AS 半 1 

129 IF LOC(1) = の THEN GOTO 12 の 

139 LINE INPUT 1 AS 

149 IF A$="END" THEN PRINT AS:GOTO 17g 
159 PRINT A$ 

169 GOTO 12 の 

17@ CLOSE :END 


110 行 で RS-232C 回 線 フ ァイル を オー プン し て いま す . 

120 行 で は 受信 バッ ファ に デー タ が ある か どう か を チェ ッ ク し て いま す . デ ー タ が な い 場 合 に 
は ここ で 待ち ます . 

130 行 で は RS-232C 回 線 フ ァイル か ら デ ー タ を 受取 り , 150 行 で その デー タ を 画面 に 表示 し 
て いま す 。 読み 込ん だ デー タ が END” の 場合 に は それ を 表示 し て , 170 行 へ ジャ ンプ し ま 
9 

170 行 で すべ て の ファ イル を クロ ー ズ し レ し プログ ラム を 終了 し ます . 


120 行 で 受信 バッ ファ に デー タ が ある こと を チェ ッ ク し て いる の は ,130 行 で 空 の バッ ファ か 
ら 入 力 を 行わ な いよ うに する た めで す . 空 の パッ ファ に 対し て LINE INPUT # 谷 令 な どの 入 
力 命 令 を 実行 する と, Input past end? の エラ ー が 起こ り プ ログ ラム が 停止 し て し まい ま 
g 


参考 : (送信 1], お よび (送信 2】 の プロ グラ ム て で 送っ た デー タ は , 相手 の コン ピュ ー タ で [受信 〕 
の プロ グラ ム が 実行 中 で あれ ば , 相手 の コン ピュ ー タ の 画面 に 表示 され ます . 


注意 : この 3 つの サン プル プロ グラ ム は ファ イル の 入力 に LINE INPUT# 命 令 と LINE 
INPUT 命令 を 使用 し て いま す . し た が っ て , 1 行 が 256 バイ ト 以 上 に な っ た 場合 に は エ 
ラー が 起こ り ま す の で 注意 し て くだ さい . 
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画 RS-232C 回 線 フ ァイル の 割り 込み 処理 

RS-232C 回 線 フ ァイル を 通じ て デー タ 通 信 を 行う プロ グラ ム 中 で , INPUT# LINE INPUT 
# 命 令 , INPUTS 関 数 が 実行 きれ る と , 外部 か ら の デー タ の 入力 が 完了 する (区 切り 記号 を 受け 
取る ) ま で プロ グラ ム は 停止 し ます . 相手 か ら の デー タ が 来 な いう ち は , こち ら か ら デ ー タ を 送 
っ た り , 他 の 作業 を 行っ た りす る と こと が まっ た く で き な く な り ま す 。 

この 問題 を 解決 する た め に 用 意 さ きれ て いる 命令 が ON COM GOSUB 命令 と COM ON/ 
OFF/STOP 命令 で す . この 命令 を 使用 する と , デー タ が 受信 され る と あら か じ め 指 定 し た 行か 
ら 始 まる サブ ソレ レー チン へ ジャ ンプ する こと が で きま すか ら , デー タ が 受信 され な い 間 は 必要 な 
作業 を 行い 。 デー タ を 受信 し た 場合 だ け 入 力 処 理 の サブ ルー チン へ ジャ ンプ し て INPUT $ 関数 
を 実行 する と いっ た こと が 可能 に な り ま す . 


注意 : INPUT# れ LINE INPUT # は 割り 込み サブ ルー チン 内 で は 使用 し な いで くだ さい 。 正 し 
く デー タ を 受信 で き な い 場合 が あり ます . 


ON COM GOSUB 命令 
ON COM 〔(< 回 線 番号 >)〕) GOSUB < 行 番 号 > 


く 回 線 番 号 > に 指定 され た RS-232C 回 線 フ ァイル で デー タ を 受信 する と , < 行 番号 > で 始ま る サ 
ブル ー チ ン に ジャ ンプ し ます . 


COM ON/OFF/STOP 命令 
COM 〔 く 回 線 番号 >) ey | 
STOP 


く 回 線 番号 > で 指定 きれ た RS-232C 回 線 フ ァイル か ら の 割り 込み を 許可 禁止 停止 し ます . 


1 OPEN "COM:E72XS" AS 1 

2 ON COM GOSUB ※*※REC 

3 COM ON 

4 OPEN "TEST" FOR INPUT AS 2 
5 IF EOF(2) THEN WAITING 

6 LINE INPUT 半 2/ AS 

7 PRINT AS: 

8 GOTO 5 の 

99 ※WAITING 

1 の CLOSE 半 2 

11 GOTO 119 

1 の の の REC 

1919 IF LOC(#1) = THEN RETURN 
192 BS$=INPUTS(LOC(1), 革 1) 
193 PRINT BS$: 

1949 GOTO ※REC 
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デー タ の 受信 が な い 間 は , TEST と いう ディ スク ファ イル の 内 容 を 画面 に 表示 し ます .。 デ 
ー タ の 受信 が ある と それ まで の 作業 を 中 止 し て * REC 行 に ジャ ンプ し , 送ら れ て きた デー タ を 画 
面 に 表示 し ます . デー タ の 受信 が 終わ る と メイ ン ル ー チ ン に も どり ます . ディ スク ファ イル \TEST ィ 
の 内 容 の 画面 表示 が 先 に 終わ っ て し まっ た 場合 , メ イン ルー チン は * WAITING に ジャ ンプ し 
て ディ スク ファ イル を クロ ー ズ し ,。 110 行 で RS-232C 回 線 か ら の デー タ の 受信 を 待ち ます . 


較 RS-232C 回 線 フ ァイル を 使っ た サン プル プロ グラ ム 
ここ で は , RS-232C 回 線 フ ァイル を 使っ て デー タ 転 送 を 行う プロ グラ ム を 2 ご つ 紹 介し ます . 


1. コン ピュ ー タ 同士 で 会 話 を 行う プロ グラ ム 
2. イメ ー ジ スキ ャ ナ か ら 画 像 デー タ を コン ピュ ー タ に 取り 込み 。 画面 に 表示 し , その デー タ 
を ディ スク に 書き 込む プロ グラ ム 


@ コ ンピュータ 同士 で 会 話 を 行う プロ グラ ム 
キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ の 送信 と 受信 を 同時 に 行い , 送信 デー タ と 受信 デー タ の 両方 
を 画面 に 表示 する プロ グラ ム で す . 文字 に よる 会 話 が で きま す . 


・ プ ログ ラム の 使い 方 
台 の PC-9800 シリ ー ズ を RS-232C 回 線 で 接続 し , 次 の よう な 設定 を 行い ます . 


ボー レー ト 9600 ボー 
DEL コー ド 受 信 処 理 有効 
クロ ッ ク 了 同期 内 部 同期 


ボー レー ト と DEL コー ド 受 信 処 理 の 設定 は ユー ティ リティ “swich .n88” を 使用 し て 行っ て 
くだ さい . クロ ッ ク 同 期 は ディ ッ プ スイ ッ チ に よっ て 設定 し ます . 

2 台 の PC-9800 シリ ー ズ で 同時 に この プロ グラ ム を 実行 し ます . 

画面 が 上 下 2 つの エリ ア に 分 離し ます . キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ は 画面 の 上 半分 に 表 
示さ れ , 同時 に 相手 に 送ら れ ま す . 相手 か ら 送ら れ て きた デー タ は 画面 の 下 半 分 に 表示 され ま 
2 
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・ プ ログ ラム の 解説 


初期 設定 (100 一 150 行 ) 
画面 の 設定 , RS-232C 回 線 フ ァイル の オー プン , 変数 の 初期 化 な ど を 行っ て いま す . 


100 行 で は 画面 か ら デ ー タ を 消去 し , 送信 デー タ 表 示 エ リア と し て スク ロー ル す る 稼 囲 を 1--11 
行 に 設定 し ます . 

110 行 で は RS-232C 回 線 フ ァイル を オー プン し ます . 設定 され る 通信 プロ トコ ル は 次 の と お 
Dye 記 


パリ ティ な し 
だ yh 半 EEy ト 
スト ッ プ ピッ ト 長 1 ピット 
双 パラ メー タ 有効 
SN ペラ ーー クタ な し 


120 行 で は 変数 の 初期 化 , 130 一 140 行 は 送信 デー タ と 受信 デー タ の 画面 表示 エリ ア を 分 離し 
て いま す . 
150 行 で は 通信 割り 込み が あっ た 場合 の 飛び 先 を 270 行 に 宣言 し て いま す . 


送信 ルー チン (160 一 250 行 ) 

キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ を 画面 表示 し , 送信 する ルー チン で す .。 なお, 180 一 240 行 の 
処理 中 に 通信 割り 込み が 発生 する と 送信 側 と 受信 側 の 文字 が 画面 上 で 混じる な どの 不都合 が 生 
じ る た め , 190 行 の COM STOP と 240 行 の COM ON で この 間 を 割り 込み 停止 状態 に し て 
いま す . 


170 一 190 行 で は キー ボー ド か ら 文 字 が 入力 され る の を 待ち ます 。 

何 か キ ー 入 力 が あれ ば , その 文字 を RS-232C 回 線 フ ァイル に 書き 出し (送信 ) (200 行 ), さ ら に 
画面 の 送信 デー タ 表 示 エ リア に 表示 し ます (210 一 220 行 ).170 行 で | <J| キ ー が 押さ きれ た (&H0D 
が 入力 され た ) 場 合 に は , それ を &HOD 十 乏 H0A( 改 行 コ ー ド ) に 変換 し ます . 

230 一 250 行 で は 送信 デー タ の 画面 の 表示 位置 を 記憶 し て 次 の キー 入力 待ち の た め に , 170 行 
べ ジ ャ ンプ し ます 。 


受信 ルー チン (260 一 350 行 ) 

送信 中 や キー 入力 待ち で 受信 に よる 通信 割り 込み が あっ た 場合 に は , この ルー チン に 実行 が 
移り ます . 

270 一 280 行 で 受信 バッ ファ 中 の デー タ が な い 場 合 は , 350 行 を 経由 し て メイ ン ル ー チ ン に も 
ます 。 


148 


6.8 RS-232C 回 線 フ ァイル の 扱い 方 


290 一 320 行 で は 受信 バッ ファ 中 の デー タ を 入力 し , 受信 デー タ 表 示 エ リア と し て スク ロー ル 
画面 を 13 一 23 行 に 設定 し て その デー タ を 画面 に 表示 し ます . こ の と き 名 HO0D だ けが 送ら れ て き 
た ら 鐘 HOD 十 巡 H0A( 改 行 コ ー ド ) に 変換 し ます . 

330 一 340 行 で は 受信 デー タ の 画面 表示 位置 を 記憶 し , スク ロー ル 画 面 を 1 一 11 行 に も ど し 
Ga グイ ジレ ラー ツジ 選 も どり まず 。 


注意 : この プロ グラ ム を 利用 し て , PC-9800 シリ ー ズ 以外 の コン ピュ ー タ と の 会 話 を 行う こと 
も で きま す . た だ し , 相手 の コン ピュ ー タ 側 で 実行 する プロ グラ ム は その コン ピュ ー タ 
の BASIC 言語 の 仕様 に 合わ せ て 修正 し て くだ さい . 


199 CONSOLE 24,1 :CLS:CONSOLE 1/11 
119 OPEN "COM:N81XN" AS #1 :"RS-232C 回 線 フ ァイル の オー プン 
129 XA= :YA=1 :XB=g :YB=13 

139 LOCATE 9, の :PRINT STRINGS(66,"-"):"【[ 送 信 デ ー タ ]": 

14 LOCATE の ,12:PRINT STRING$S(66/"-"):"[ 受 信 デ ー タ ]": 

159 ON COM GOSUB 27 の :COM ON :" 割 り 込 み 処 理 ル ー チ ン の 定義 
169 ' メ イン ルー チン (送信 ) 

179 AS=INKEYS$ 

189 IF AS="" THEN 17 の 


19@ COM STOP :" 割 り 込 み の 停止 

2 の の PRINT 1 AS: データ 送信 

21 IF AS=CHR$(13) THEN AS=AS+CHRS(19) :'CR を CR+LFC 変 換 

22 LOCATE XAzYA:PRINT AS$: :* 送 信 デ ー タ の 画面 表示 
23 XA=POS() :YA=CSRLIN :" 次 の カー ソル 位置 を 記憶 
24 COM ON :" 割 り 込 み の 許 可 

259 GOTO 17g 

269 "受信 処理 ルー チン 

27 BUF=LOC(1) 

289 IF BUF= の THEN 35g 

29 BS$=INPUT$(BUF ,#1 ) :" パ ッ フ ァ 中 の 受信 文字 列 の 取り 込み 
3 の IF B$=CHR$(13) THEN BS=B$S+CHRS(19)  :'CR を CR+LFK 変 換 

319 CONSOLE 13,11 応 
329 LOCATE XB,YB:PRINT BS: "受信 デー タ の 画面 表示 
33 XB=POS() :YB=CSRLIN :" 次 の カー ソル 位置 を 記憶 


34g CONSOLE 1,11 
35 RETURN 


@ イ メー ジス キャ ナ を 使用 する プロ グラ ム 

イメ ー ジ スキ ャ ナ は 写真 や 印刷 物 の 色 ( 濃 淡 ) を デジ タル デー タ に 変換 し て RS-232C 回 線 を 通 
じ て コ ンピュータ 人 送り ます 。 コン ピュ ー タ は この デー タ を 受け 取っ て 画面 表示 し ます . 

ここ で は , RS-232C 回 線 を 使っ た 周辺 機器 の 操作 の 一 例 と し て イメ ー ジ スキ ャ ナ を 取り 上 げ 
で Ma まず:。 

プロ グラ ム 1 は 原稿 を 8 階 調 で 読み 取っ て 画面 に 表示 し 画像 を ディ スク に セー ブ す る も の で 
の 

プロ グラ ム 2 は ,。 プロ グラ ム 1 で ディ スク に セー プ し た 画像 デー タ を ロー ド し て 画面 に 表示 
する も の で す . 
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・ プ ログ ラム 1 の 使い 方 
PC-9800 シリ ー ズ と イメ ー ジ スキ ャ ナ (PC-IN503G) を RS-232C 回 線 で 接続 し 。 次 の よう な 
設定 を 行っ て くだ さい 、。 


ボー レー ト 9600 ボー 
DEL コー ド 受 信 処 理 有効 


クロ ッ ク 同 期 内 部 同期 


ボー レー ト と DEL コー ド 受 信 処 理 の 設定 は ユー ティ リティ “swich .n88? を 使用 し て 行っ て 
くだ さい 。 クロ ッ ク 同 期 は ディ ッ プ スイ ッ チ に よっ て 設定 し ます . 


イメ ー ジ スキ ャ ナ に 原稿 を 置き ます . 
プロ グラ ム を 実行 する と 


画像 を セー プ す る ファ イル 名 は ? 


と 聞い て きま す の で , ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 、。 

イメ ー ジ スキ ャ ナ は 画像 を 読み 取り ,、 コン ピュ ー タ が それ を 受信 し て デー タ (画像 ) が ディ ス 
プレ イ に 表示 され ます . 

デー タ の 読み 込み が 終了 する と, 画像 が ディ スク に セー ブ さ れ ま す . 


・ プ ログ ラム 1 の 解説 


初期 設定 (100 一 170 行 ) 
高 分 解 能 カラ ー モ ー ド に 設定 し , 画面 を クリ ア し , 変数 を 初期 化し ます . 


ファ イル 名 入力 (180 行 ) 
画像 を セー ブ す る ファ イル 名 を 入力 し ます . 


RS-232C 回 線 フ ァイル の オー プン (220 行 ) 
通信 プロ トコ ル を 次 の よう に 設定 し ます . 


パリ ティ な し 
デー 先 だ W ト 表 8 ピッ ト 
スト ドッ タデ ゼット 長 1 ピッド 
フッ ペ ジッ ペール グ 無効 
に 1p ン な ら セー ンス な し 
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イメ ー ジ スキ ャ ナ の 準備 (240 一 340 行 ) 

ESC$ (&H1B) に 続く エス ケー プシ ー ケ ンス や , ENQ $ (&H05), STT $ ( 和 &H12) な どの 制 
御 コ ー ド を RS-232C 回 線 フ ァイル と し て 接続 きれ た イメ ー ジ スキ ャ ナ に 書き 出 ( 送 信 ) し て , ス 
キャ ナ の 準備 を し ます . 


画像 デー タ の 転送 と 描画 (360 一 570 行 ) 
1 ライ ン ず つ デ ー タ を いっ た ん 配列 に 読み 込み , 画面 に 描画 し て いま す . 
画面 上 の デー タラ イン 1 本 が ここ で 送ら れ て くる デー タラ イン 3 本 分 に あたり ます . 
スキ ャ ナ か ら 送 られ て くる 画像 デー タ の 先頭 お よび 未 尾 に は コン トロ ー ル デー タタ など が あり 
ます が , ここ で は 画像 の 読み 込み に 差し 支え を な い の で 370 行 と 410 行 で スキ ッ プ させ て いま す . 
430 行 で 必要 な 画像 デー タ を 1 バイ ト ず つ 読 み 込み ます . 
480 一 540 行 で は 画面 へ の 描画 を 行っ て いま す . 


イメ ー ジ スキ ャ ナ の 停止 (590 一 620 行 ) 
STP $ (&H14), ACK $ (&H06) な どの 制御 コー ド を RS-232C 回 線 ファ イル に 書き 出 (送信 ) 
し , スキ ャ ナ を 停止 させ ます . 


画像 の セー プ (640 一 700 行 ) 
画像 デー タ の 格納 され て いる メモ リ か ら メ モリ イメ ー ジ の 画像 デー タ を ファ イル に セー プレ 
に 


RS-232C 回 線 フ ァイル の クロ ー ズ と 終了 (720 一 730 行 ) 
END 命令 で 。 すべ て の ファ イル は クロ ー ズ され ます 。. 


・ プ ログ ラム 2 の 使い 方 
と の プロ グラ ム を 実行 する と , 


ロー ド す る ファ イル 名 は ? 


と 聞い て くる の で , プロ グラ ム 1 で 画像 を セー ブ プ し た ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい . 


注意 : この プロ グラ ム は イメ ー ジ スキ ャ ナ (PC-IN503G) を 使う 場合 を 想定 し て あり ます . ま 
た , これ は BASIC に よる RS-232C 回 線 フ ァイル 操作 (機械 制御 ) の 意味 と 内 容 を 理解 す 
る た め の サ ンプ ル で す . この た め , 機械 語 を 利用 し た 場合 に くら べ る と 速度 も 高速 で は 
あり ませ ん . 
実務 レベ ル で 高速 な デー タ 転 送 が 必要 な 場合 に は , オ プシ ョ ン と し て 用 意 さ きれ て いる バイ 
メー ジス キャ ナ 対 応 Na- 日 本 語 BASIC(86) ソ フト ウェ アド ライ バ ? を 使用 し て くだ さ 
い 。 
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プロ グラ ム 1 


1 の SCREEN 3 :CLS 3:COLOR レッ,z2 
119 DIM S%(119,2) 

12 ENQS=CHRS$(&H5) 

13 ACK$=CHRS(&H6 ) 

149 STTS=CHR$S(&H12) 

15 STP$=CHR$(&H14) 

169 ESC$=CHRS(&H1B) 

17g Y=g 

189 INPUT "画像 を セー ププ する ファ イル 名 は ":FS 

199 CLS:C=&HFFF:FOR 1= TO 7:COLOR=(1,C) :C=C-&H1 1 1 :NEXT 
2 の " 

219 "=== RS-232C 回 線 フ ァイル の オー プン === 

22g OPEN "COM:N81NN" AS #1 


23g 

249 '=== スキ ャ ナ の 準備 === 

25 の PRINT #1,ESCS: "7: 初期 化 

26 PRINT #1,ENQS: :" ス キャ ナ の 状態 の 問い 合わ せ 


27 IF LOC(1) = の THEN 26 
28 IF INPUTS(1 / 半 1) <>ACKS THEN 269 
29 IF LOC(1)<>9 THEN AS=INPUTS$(1 , 半 1) :GOTO 29 


3 の PRINT #1.ESC き :"H3": :'8 階 調 モ ー ド 

319 PRINT #1.ESC$:"R4" : :" 読 み 取 り 線 審 度 129 本 / イ ンチ 
32g PRINT #1,ESC$S:"T3": "ライ ン ハ ンド シェ ュー ク モー ド 
339 " 

349 PRINT #]1 STTS: :" 読 み 取 り 開 始 

359 " 

369 '=== 画像 デー タ の 転送 と 描 1 

379 A$=INPUT$(24 1 ) :" コ ント ロー ル デ ー タ を スキ ッ プ 
389 "1 ライ ン 分 の 読み 取り 

39 FOR |= TO 2 デー タ 3 行 で 1 ライ ン 分 

4 の PRINT 1,ACK$: :" 応 答 コ ー ド を 送信 

41 の AS=1NPUTS$(4 / 失 1 ) "ヘッダ 情報 を スキ ッ プ 

42 FOR X=g TO 12g-1 

439 A$= 1NPUTS$(1 ,#1 ) 

44 S%(X, 1) =ASC(AS) 

459 NEXTX 

467 A$= 1NPUT$(1 /#1) :" ト レー ララ 情報 を スキ ッ プ 

47 NEXT 


| 
489 "1 ライン 分 の 描画 
499 FOR |= TO 2 
5 の の DEF SEG=&HA8+((|+2) MOD 3)※&H8 の 
51 の FOR X= の TO 79 
52 POKE X+Y,S%(X,1) 
53 NEXT X 
549 NEXT | 
559 Y=Y+8g の 
56 IF Y=4 の 8 THEN 6 の 
57 GOTO 399 の 
58 の " 
59 の '=== スキ ャ ナ の 停止 ーー 
6 の PRINT 半 1 STPS$: 1 
619 PRINT 韻 1.ACK$: 6 
62g PRINT 持 1.ACK$: は 
63 " 
64 '=== 画像 の セー プ === 
659 DEF SEG=&HA8 の 
66 BSAVE F$+" .1" の /&H8 の の 
67 の 9 DEF SEG=&HB の 
68 BSAVE F$+" .2"/ の ,/&H8 の の 
69 DEF SEG=&HB8 の の 
7 の BSAVE F$+" .3" の ,/&H8 の の 
9 か | 
729 '=== 終了 (RS-232C 回 線 フ ァイル の クロ ー ズ ) === 
73 END 


HU 詩 


り 


ネー 一 


止 
を 送信 
を 送信 (最大 2 行 分 を スキ ッ プ ) 


芯 多 寺 
唄 唄 ※ 
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プロ グラ ム 2 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT 一 


1 の 9 SCREEN 3:CLS 3 
11 婦 COLOR ァ //22 
129 INPUT "ロー ド す る ファ イル 名 は ":FS 


149 C=&HFFF:FOR 1= TO 7:COLOR=(I,C) :C=C-&H1 1 1 :NEXT 
159 DEF SEG=&HA8 

169 BLOAD F$+".17" 

17 凶 DEF SEG=&HB の の 

189 BLOAD F$S+".2" 

199 DEF SEG=&HB8 の 

2 の の BLOAD F$S+".3" 

219 END 


圏 RS-232C 回 線 フ ァイル を 使用 する 場合 の 注意 
遠 距離 で 通信 を 行う 場合 

離れ て いる コン ピュ ー タ と コン ピュ ー タ 。 あ る い は コン ピュ ー タ と 機器 で 通信 を 行う 場合 (た 
と えば , 電話 回 線 を 経由 し て いる 場合 な ど ), 通信 の 環境 条件 が 悪い と ,。 デー タ の 一 部 が 化け て 
し まっ た り , 失わ れ て し まっ た り , ある い は 雑音 に よっ て 余計 な デー タ を 拾っ て し まう こと が 
あり ます . 

この よう な と き に は 。 送ら れ て きた デー タ を も う 一 度 送り 返し て 内 容 が 同一 で ある か を チェ 
ッ ク す る と いっ た 操作 を 行う と , デー タ の 信頼 性 を 確保 する こと が で きま す 。. 


一 方 の 通信 不能 に 対す る 処置 

また , 通信 中 に な ん ら か の 原因 (た と えば 停電 , 機器 の ハン グ ア ッ プ な ど ) で 一 方 が プロ グラ 
ム の 実行 を や め て し まっ た よう な 場合 に 。 も う 一 方 が その こと を 認識 で き な い で ,。 相手 か ら の 
デー タ 送 信 を 永遠 に 待ち 続け る 状態 に お ちい る 可能 性 が あり ます . これ は , 無人 運転 を 行っ て 
いる 場合 に は と くに 重要 な 問題 で す . 

これ を 避け る に は ,「 時 間 待 ち を し て 一 定 の 時 間 内 に 相手 か ら の 応答 が な けれ ば 通信 を 終了 す 
る 」 と いっ た よう な アル ゴリ ズム を 使う 方 法 が あり ます . 

こう し た 例 以外 に も , 正常 な 通信 を さま た げ る 原因 は いろ いろ 存在 し ます . プロ グラ ム を 作 
成 し た あと は , あら ゆる 可能 性 を 想定 し て 何 度 か 実験 を 行い 。 正しく コ ミュ ニケ ーション が 行 
われ る よう に し て くだ さい .。 
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B . その 他 の デバ イス ファ イル の 使い 方 


圏 デ バイ ス フ ァ イル の 使用 例 
ここ で は 。 RS-232C 回 線 フ ァイル 以外 の デバ イス ファ イル の 使用 例 を 解説 し ます . 


⑱ キ ー ボ ー ド ファ イル (KYBD : ) 
キー ボー ド フ ァイル は 入力 で の み 使 えま す . 


例 ) キー ボー ド フ ァイル を 入力 モー ド で オー プン し , タイ プ し た 文字 を A$ に 代入 する 。 
OPEN " KYBD :" FOR INPUT AS #1 
INPUT #1, A$ 
CLOSE #1 


スクリーン ファ イル (SCRN : ) 
スク リー ン フ ァイル は 出力 で の み 使 えま す . 


例 ) スク リー ン フ ァイル を 出力 モー ド で オー プン し , “ABC” と いう 文字 を 出力 する 。 
OPEN "SCRN:" FOR OUTPUT AS #1 
WRITE #1, "ABC" 
CLOSE #1 


注意 : スク リー ン フ ァイル に 対し て は 日 本 語 表示 は 行え を ませ ん . 
@ プ リン タフ ァイル (LPT : ) 
プリ ンタ ファ イル は 出力 で の み 使 えま す . 


例 ) プリ ンタ ファ イル を 出力 モー ド で オー プン し , ^XYZ” と いう 文字 を 出力 する . 
OPEN ”"LPT:" FOR OUTPUT . AS #1 
PRINT #1, ” XYZ" 
CLOSE #1 


@ デバ イス ファ イル の 有効 利用 


入出 力 装置 を ファ イル と し て 扱う こと の 利点 は , 異な っ た 装置 に 対し て も , 同じ 命令 で 入出 


力 が 可能 に な る と いう こと で す 。 


た と えば 。 PRINT# 命 令 は キー ボー ド フ ァイル 以外 の すべ て の ファ イル に 対し て 出力 を 行う 
と と が で きま す . また , INPUT# 和 命令 は スク リー ン フ ァイル と プリ ンタ ファ イル 以外 の ファ イ 
ル か ら の 入力 を 行う こと が で きま す . この 場合 , 入出 力 先 の 指定 きえ 変更 すれ ば よい こと に な 


り ま :。 
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6.9 その 他 の デバ イス ファ イル の 使い 方 


た と えば , 画面 に 文字 を 表示 する 場合 に 使用 する 一 般 的 な 命令 で ある PRINT 命令 を 数 多く 
使っ た プロ グラ ム を 作っ た と し ます 。 この プロ グラ ム を 画面 表示 する か わり に プリ ンタ に 出力 
する よう に 改造 し た い 場 合 に は , プロ グラ ム 中 の すべ て の PRINT 命令 を LPRINT 命令 に 変更 
し な けれ ば な り ま せん . 

それ に 対し て , 画面 を スク リー ン フ ァイル と し て 扱い 。OPEN 命令 で ヾ SCRN : ” を オー プ 
ン し て PRINT # 谷 令 で 出力 する と いう プロ グラ ム を 作っ て お け ば , OPEN 命令 の *SCRN : ヶ 
を “LPT : ” に 変更 する だ け で プリ ンタ に 印字 きせ る こと が で きま す .。 さら に , 出力 先 を ディ 
スク ファ イル に 変え れ ば ディ スク に 書き 込む こと も で きま すし , “COM : ? を 指定 すれ ば RS 
-232C 回 線 に 出力 する こと が で きま す . 

この 機能 は 特に プロ グラ ム の デバ ッ グ の 際 に 有効 で す . 次 に その 一 例 を あげ ます . 


・ RS-232C 回 線 フ ァイル か ら 送 られ て きた テキ スト ファ イル を 入力 し て ディ スク に 出力 する プ 
ログ ラム を 作っ た が , 書き 込み が うま くい か な い 場 合 . 
出力 先 を ^SCRN : ” に 変更 し て , どん な 文字 が RS-232C 回 線 か ら 送 られ て き て いる か 調べ 
る . 
入力 先 を “KYBD : ” に 変え て みて ,。 キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ が , うま く デ ィ ス ク に 
書き 込ま れる か どう か 調べ る . 


注意 : ファ イル の 入出 力 に 使用 可能 な BASIC の 命令 は ファ イル の 種類 に よっ て 異な り ま す の で 
注意 し て くだ さい . 


ぁ 参 照 ファ イル の 入出 力 に 使用 可能 な BASIC の 命令 一 6 . 1 の 「 デ バイ ス (入出 力 装置 ) と ファ 
イル 」 
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1 a+ 本 を 


第 7 草 


入力 装置 


N。。- 日 本 語 BASIC(86) で は キー ボー ド の 他 に マウ ス 。 ライ トペ ン と いっ た 入力 装置 を 使用 す 
る こと が で きま す 。 この 章 で は この 2 つの 装置 の 使い 方 を 解説 し ます . 


ノ . 1 マウ ス の 使い 方 


マウ ス は ディ スプ レイ 上 の ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス (指示 装置 ) と し て 。 強力 な 働き を し ます . 
マウ ス の 動き に 合わ せ て ディ スプ レイ 上 で カー ソル を 移動 きせ る こと が で きま すし , マウ ス に 
つい て いる 2 つの ボタ ン を 押し た り 離 し た りす る こと に より , ソフ トウ ェ ア と の や り 取 り が 可 
能 に な り ま す . 

Nas- 日 本 語 BASIC(86) に は マウ ス を 使用 する た め の 命 令 や 関数 は 用 意 さ れ て いま せん が , そ 
れ に 代わ る も の と し て マウ ス 用 の ソフ トウ ェ ア ド ライ バ mouse . cod” (マウ ス を 使用 する た め 
の 機械 語 プ ログ ラム ) が 提供 さき れ て いま す .。 この プロ グラ ム は マウ ス の 動き , ボタ ン が 押さ れ て い 
る か どう か な ど を 調べ る も の で , BASIC 上 か ら も 機械 語 プ ログ ラム か ら も 利用 で きる よう に な っ 
で の まず 。 


圏 マ ウス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の 使用 方 法 

マウ ス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ は 機械 語 プ ログ ラム で すか ら , BASIC の CALL 命令 を 使っ て 
呼び 出す こと が で きま す . 

BASIC で マウ ス を 使う と き に は 。 マウ ス 用 の ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を メモ リ 上 に ロー ド し て 
お き , マウ ス の 状態 を 知り た いと き に BASIC の CALL 命令 を 使っ て ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を 
呼び 出し て 実行 さき せま す . 


角 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を 呼び 由 す た め の 準 備 
ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を 利用 する た め に は , まず その 準備 を 行わ な けれ ば な り ま せん . 
次 に , 準備 の た め の サ ンプ ルプ ログ ラム を 示し ,。 各部 分 に つい て 説明 し ます 。 
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19 'Iload mouse driver. 
2 CLEAR ,&H7Fg の 

3g DEF SEG=&HT7F の 

4 BLOAD "mouse.cod" 


69 'check environment. 

7 MOUSE .INI=&H1 の 

8 FLAG%=3 

9g CALL MOUSE.INI(FLAG%) 

19 の 2 IF FLAG%= の THEN PRINT "BAD ENVIRONMENT ." : END 


12g 'set mouse driver offset. 

13 DEF SEG= の 

14 INT33=PEEK(&H33※4)+PEEK(&H33*※4+ 1 )*※256 
159 MOUSE=INT33+3 

16 DEF SEG=&HT7F の 


① ソ フト ウェ アド ライ バ の ロー ド 

まず 。 最初 に ソフ トウ ェ ア ド ライ バ \mouse.cod” を メモ リ の 機械 語 領域 に ロー ド し ます . ソ 
フト ウェ アド ライ バ は 4KB の 領域 を 必要 と し ます の で , あら か じ め こ れ を 格納 する の に 十分 な 
機械 語 領域 を CLEAR 命令 で 確保 し て お きま す . 


⑨② マ ウス ハー ドウ ェ ア 環 境 の テス ト と ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の 初期 化 

次 に 。 マウ スハ ー ド ウェ ア 環 境 が 整っ て いる か どう か の テス ト を 行う た め に , ソフ トウ ェ ア 
ドラ イ バ の 相対 アド レス の 負 H100 か ら 始 まる 機械 語 サ プ ブルー チン を CALL 命令 で 呼び 出し て 
実行 し ます . CALL する 際 に は グラ フィ ッ ク 画 面 の 解像度 に よっ て 次 の 値 を 引数 と し て 指定 し 
9 


高 分 解 能 モー ド (640X400 ドッ ト ) の 場合 : 3 
低 分 解 能 モ ー ド (640X200 ドッ ト ) の 場合 : 0 


注意 : グラ フィ ッ ク 画 面 の 解像度 は SCREEN 命令 で 設定 で きま す . 
上 の 例 の 「 高 分 解 能 モー ド 」 と は 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド と 高 分 解 能 白黒 モー ド の こと を , 
「 低 分 解 能 モ ー ド 」 と は カラ ー モ ー ド と 白黒 モー ド の こと を 表し ます . 


マウ スハ ー ド ウェ ア 環 境 に 問題 が ある 場合 , 引数 に は 0 が 返さ れ ま す . この 場合 は , サン プ 
ルプ ログ ラム の よう に , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し て プロ グラ ム の 実行 を 中 止 す る な どの 措置 
を と る よう に し て くだ さい . 

マウ スハ ー ド ウェ ア 環 境 に 問題 が ない 場合 , ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の 実行 開始 アド レス (相対 
アド レス ) が 割り 込み ベク タテ ー ブ ル の 33H 番目 の エン トリ (登録 場所 ) に 置か れ ま す . 
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③ ソ フト ウェ アド ライ バ の ファ ンク ショ ン エ ント リア ドレ ス の 設定 

最後 に 。 割り 込み ベク タテ ー ブ ル の 33H 番目 か ら 値 を 取り 出し , これ に 3 を 加え る と , ソフ 
トウ ェ ア ド ライ バ を 呼び 出す 場合 の ファ ンク ショ ン エ ント リア ドレ ス (実行 開始 アド レス . 相対 
アド レス で 表 さ れる ) が 得 ら れ ま す 。 

この サン プル プロ グラ ム で は ,。 変数 MOUSE に ファ ンク ショ ン エ ント リア ドレ ス を セッ ト し 
て いま す 。 


人 @ ソ フト ウェ アド ライ バ の 呼び 出し 
ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の 呼び 出し に は BASIC の CALL 命令 を 使い ます . 次 の よう に , 引数 
に 5 つの 整数 型 の 変数 を 指定 し ます . 


CALL MOUSE(AX, BX。 CX, DX, ES) 


MOUSE は 数 値 変数 で あり , 前 項 で 述べ た 準備 の 方 法 に より , まえ も っ て ソフ トウ ェ ア ド ラ 
イ バ の ファ ンク ショ ン エ ント リア ドレ ス ( 相 対 ア ドレ ス ) が 代入 され て いな けれ ば な り ま せん 。. 

引数 (AXES) は すべ て 整数 型 の 変数 で な く て は な り ま せん . あら か じ め DEFINT AE な 
ど と 宣言 し て お く か , ある い は 各 変 数 の 後ろ に % を つけ る よう に し て くだ さい 。 なお, ここ で 
は ファ ンク ショ ン の パラ メー タ の 説明 と 対応 が と りや すい よう に AX,。 BX,。 CX。 DX, ES を 
使用 し て いま す が , 順番 きえ 間違え な けれ ば 別 の 名 前 を 使用 し て も か まい ませ ん . 

な お 引数 と し て 直接 数 値 を 指定 する こと は で きま せん 。 必ず 変数 を 介し て 指定 し ます . また 
引数 は 必ず 5 つ 指 定 し な けれ ば な り ま せん . 使用 し な い パ ラメ ー タ が ある 場合 に は ダミ ー の 変 
数 名 を 指定 し て くだ さい . 


画 ソ フト ウェ アド ライ バ の ファ ンク ショ ン 
ソフ トウ ェ ア ド ライ バ に は 次 の よう な 16 個 の ファ ンク ショ ン (機能 ) が 用 意 き れ て いま す . 各 
ファ ンク ショ ン は , ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を 呼び 出す と き , CALL 命令 の 最初 の 引数 AX に 指 
定 する 値 ( フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド ) に よっ て 決定 され ます . また , 各 フ ァ ン クシ ョ ン の 実行 結果 
は , 呼び 出し 時 に 指定 し た CALL 命令 の 各 引 数 に 値 が セッ ト さ れる こと に よっ て 返さ れ ま す . 
16 種類 の ファ ンク ショ ン は 次 の と お り で す . 
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ファ ンク ショ ンコ ー ド 


マウ ス 環 境 の 初期 化 

カー ソル 表示 

カー ソル 消去 

カー ソル 位置 の 取得 

カー ソル 位置 の 設定 

左 ポ ボタ ン の 押下 情報 の 取得 

左 ボ タン の 解放 情報 の 取得 

右 ポ ボタ ン の 押下 情報 の 取得 

右 ボ タン の 解放 情報 の 取得 

カー ソル の 形 の 設定 

マウ ス の 移動 距離 の 取得 

ユー ザー 定義 機械 語 プ ログ ラム の コー ル 条 件 の 設定 
ミッ キー ドッ ト 比 の 設定 

水平 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 
垂直 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 
カー ソル の 表示 画面 の 設定 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
ビ / 


注意 : ファ ンク ショ ンコ ー ド 10。13, 14 は 存在 し ませ ん 


次 に ファ ンク ショ ンコ ー ド 別に , ソフ トウ ェ ア ド ライ バ に 渡す 引数 の 値 と , 実行 後に 引数 に 
返さ れる 値 に つい て 説明 し ます . 渡す 値 を [入力 ], 返さ れる 値 を [出力 ] と 表し て いま す 。 


ファ ンク ショ ン 0 (マウ ス 環 境 の 初期 化 ) 


[入力 ] AX=0 
[出力 ] AX= 環 境 状 能 
0 : マウ ス を 使用 で き な い 環境 
ー1 : マウ ス を 使用 で きる 環境 
[説明 ] カー ソル の 表示 , カー ソル の 形 。 カー ソル の 中 心 点 。 ミ ッ キ ー ノ ドット 比 , マウ ス の 
割り 込み 周期 な どの 環境 を 初期 化し ます . 


ファ ンク ショ ン 1 (カー ソル 表示 ) 


[入力 ] AX=1 

[出力 ] な し 

[説明 ] カー ソル を スク リー ン 上 に 表示 させ る た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す . 一 度 こ の ファ ンク 
ショ ン を コー ル す る と ,。 ファ ンク ショ ン 2( カ ー ソ ル 消 去 ) あ るい は ファ ンク ショ ン 0( マ 
ウス 環境 の 初期 化 ) を コー ル す る まで ,。 カー ソル が マウ ス の 動き に 従っ て スク リー ン 上 
を 動き ます . 
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ファ ンク ショ ン 2 (カー ソル 消去 ) 


な し 

スク リー ン 上 に 表示 され て いる カー ソル を 消去 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す 。 一度 
この ファ ンク ショ ン を コー ル す る と 。 ファン クシ ョ ン 1( カ ー ソ ル 表 示 ) を コー ル す る ま 
で , スク リー ン に は 表示 され ませ ん . し か し , カー ソル は 表示 され て いな く て も , カ 
ー ソ ル の 位置 は マウ ス の 移動 に 応じ て スク リー ン 上 で 移動 し て いま す . 


ファ ンク ショ ン 3( カ ー ソ ル 位 置 の 取得 ) 


[入力 ] 
[出力 ] 


[説明 ] 


区 = ニ 3 
AX= 左 ボタ ン の 状態 

0 : 離さ れ て いる 

ー1 : 押さ きれ て いる 
BX= 右 ボタ ン の 状態 

0 : 離さ れ て いる 

ー1 : 押さ れ て いる 
CX ニカ ー ソ ル 位 置 の 水平 座標 

0 一 639 
DX= ニ カー ソル 位置 の 垂直 座標 

0-199 : 低 分 解 能 モー ド 

0-399 : 高 分 解 能 モー ド 
現在 の カー ソル の 位置 を 取得 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す . カー ソル の 位置 は , オ 
リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 の 水平 座標 垂直 座標 で 得 ら れん ます . それ は カー ソル の 移 
動 範囲 内 の 値 で す 。 また この と き の マ ウス の 右 ボ タン お よび 左 ボ タン の 状態 (離さ れ て 
いる か 。 押さ れ て いる か ) も 得る こと が で きま す . 


ファ ンク ショ ン 4 (カー ソル 位置 の 設定 ) 


[入力 ] 


AX ニ =4 

CX= ニ カー ソル の 新しい 位置 の 水平 座標 
0 一 639 

DX= ニ カー ソル の 新しい 位置 の 垂直 座標 
0 一 199 : 低 分 解 能 モー ド 
0 一 399 : 高 分 解 能 モー ド 
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[ 由 力 ] な し 

[説明 ] カー ソル を 任意 の 位置 に 移動 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す 。 オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 
座標 系 の 水平 座標 , 垂直 座標 を 引数 に 指定 し て この ファ ンク ショ ン を コー ル す る と , カ 
ー ソ ル は その 僚 置 に 移動 し ます . 指定 の 位置 が カー ソル 移動 範囲 外 の 場合 に は , 移動 
範囲 内 の 端 に カー ソル を 移動 し ます . 


ファ ンク ショ ン 5 ( 左 ボ タン の 押下 情報 の 取得 ) 


[入力 ] AX=5 
[出力 ] AX= 左 ボタ ン の 状態 
0 : 離さ れ て いる 
ー1 : 押さ きれ て いる 
BX 王 この ファ ンク ショ ン が 最後 に コー ル さ れ て か ら , 今回 コー ル さ れる まで に 左 ボ タ 
ン が 押さ れ た 回 数 
CX = 最後 に 左 ボ タン が 押さ きれ た 時 の カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX 三 最後 に 左 ボ タン が 押さ きれ た 時 の カー ソル 位置 の 垂直 座標 
[説明 ] マウ ス の 左 ボ タン の 押下 (押さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 得る た め の フ ァ ン クシ 
ヨッ ツジ "人 で 赤 。 


ファ ンク ショ ン 6 ( 左 ボ タン の 解放 情報 の 取得 ) 


[入力 ] AX=6 
[出力 ] AX= 左 ボタ ン の 状態 
0 : 離さ れ て いる 
ー1 : 押さ れ て いる 
BX= ニ この ファ ンク ショ ン が 最後 に コー ル さ れ て か ら , 今回 コー ル さ れる まで に 左 ボ タ 
ン が 離さ れ た 回 数 
CX = 最後 に 左 ボ タン が 離さ れ た 時 の カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX 三 最 後に 左 ボ タン が 離さ れ た 時 の カー ソル 位置 の 垂直 座標 
[説明 ] マウ ス の 左 ボ タン の 解放 (離さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 得る た め の フ ァ ン クシ 
2 の で 9 
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ファ ンク ショ ン 7 ( 右 ボ タン の 押下 情報 の 取得 ) 


[入力 ] 


AX ニー7 


[ 由 力 ] AX= 右 ボタ ン の 状態 


[説明 ] 


0 : 離さ れ て いる 
ー1 : 押さ きれ て いる 
BX ニ この ファ ンク ショ ン が 最後 に コー ル さ れ て か ら 。 今回 コー ル さ れる まで に 右 ボ タ 
ン が 押さ れ た 回 数 
CX = 最後 に 右 ボ タン が 押さ れ た 時 の カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX = 最後 に 右 ボ タン が 押さ れ た 時 の カー ソル 位置 の 垂直 座標 
マウ ス の 右 ボ タン の 押下 (押さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 得る た め の フ ァ ン クジ 
ヨゴ 2 で 


ファ ンク ショ ン 8 ( 右 ポ ボタ ン の 解放 情報 の 取得 ) 


[入力 ] 
[出力 ] 


[説明 ] 


AX=8 
AX= 右 ボタ ン の 状態 
0 : 離さ れ て いる 
ー1 : 押さ きれ て いる 
BX ニ この ファ ンク ショ ン が 最後 に コー ル さ れ て か ら ,。 今回 コー ル さ れる まで に 右 ボ タ 
ン が 離さ れ た 回 数 
CX = 最後 に 右 ボ タン が 離さ れ た 時 の カー ソル 位置 の 水平 座標 
DX = 最後 に 右 ボ タン が 離さ れ た 時 の カー ソル 位置 の 垂直 座標 
マウ ス の 右 ボ タン の 解放 (離さ れる こと ) に 関す る 各種 の 情報 を 得る た め の フ ァ ン クシ 
き ジン だ です 


ファ ンク ショ ン 9 (カー ソル の 形 の 設定 ) 


[入力 ] AX=9 


BX ニ = カー ソル の 中 心 点 の 水平 座標 (0 一 15) 
CX ニ = カー ソル の 中 心 点 の 垂直 座標 
0 一 15 : 低 分 解 能 モー ド 
0 一 31 : 高 分 解 能 モー ド 
ES : DX ニカ ー ソ ル の 形 を 決定 する デー タ を 格納 し た 領域 の 先頭 アド レス 
ES : セグ メン トペ ベース 
DX: 相対 アド レス 


163 


第 7 章 入力 装置 


[出力 ] 
[説明 ] 


デー タ の 必要 量 
低 分 解 能 モー ド 一 16X16 ビッ ト =32 バイ ト 
高 分 解 能 モー ド 一 16X32 ビッ ト =64 バイ ト 
な し 
カー ソル の 形 や 中 心 点 を 設定 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す 。 カー ソル の 形 は 。16 メ 
16( ま た は 16X32) ド ッ ト の 四角 形 の うち ,。 どの ドッ ト を 表示 する か に よっ て 決ま り ま 
す . つま り , 表示 され た ドッ ト の 集合 が カー ソル と し て 見 える わけ で す 。 た と えば ぱ ば, 
角形 の カー ソル の ドッ ト を すべ て 表示 する よう に 指定 すれ ば , カー ソル の 形 は 最大 の 
四角 形 に な り ま す . 
カー ソル の 形 を 決定 する デー タ の 形式 は 次 の よう に な り ま す . 
11000000 00000000 
11100000 00000000 低 分 解 能 モー ドー16 行 
) 高 分 解 能 モー ドー32 行 
00000000 00000000 
また , BX, CX に 指定 する カー ソル の 中 心 点 は , カー ソル の 左上 角 の ドッ ト を (0。 0) 
と し た 座標 系 の 相対 位置 で 与え ます . 


ファ ンク ショ ン 11 (マウ ス の 移動 距離 の 取得 ) 


[入力 ] 
[出力 ] 


[説明 ] 


AX=11 
CX ニ マウ ス の 水平 方 向 の 移動 距離 

ー32768--32767 
DX ニニ マウ ス の 垂直 方 向 の 移動 距離 

ー32768-32767 
マウ ス の 移動 距離 を 取得 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す . この ファ ンク ショ ン を 最後 
に コー ル し た 時 の マウ ス の 位置 か ら , 今回 コー ル さ れ た 時 点 の マウ ス の 位置 まで の 水 
平方 向 お よび , 垂直 方 向 の 相対 的 な 距離 を 返し ます . 水平 方 向 で は 右 の 向き が 正 で あ 
り , 垂直 方 向 で は 手前 の 向き が 正 と な り ま す . また 距離 の 単位 は ミッ キー( 約 1/100 イ 
ンチ , 0.25 ミリ ) で , その 範囲 は ー32768 か ら 32767 で す . 


ファ ンク ショ ン 12 (ユー ザー 定義 機械 語 プ ログ ラム の コー ル 条 件 の 設定 ) 


[入力 ] 
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AX ニニ 12 

CX ニコ ー ル の 条件 (ビッ ト が 1 の と き は コー ル し , 0 の と き は コー ル し な い ) 
ビッ ト 0 : カー ソル 位置 の 変化 
ビッ ト 1 : 左 ボ タン が 押さ れる 


[出力 ] 
[説明 ] 


7 .1 マウ ス の 使い 方 


ビッ ト 2 : 左 ボ タン が 離さ れる 
ビッ ト 3 : 右 ボ タン が 押さ れる 
ビッ ト 4 : 右 ボ タン が 離さ れる 
ビッ ト 5~15 : 未 使用 
以上 。 最 下位 ピッ ト を ピッ ト 0 と する 。 
ES : DX ニュ ー ザ ー 定 義 機械 語 プ ログ ラム の 実行 開始 アド レス 
な し 
マウ ス を 使っ て 機械 語 プ ログ ラム を コー ル す る 条件 と, その 実行 開始 アド レス を 設定 
する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す . この ファ ンク ショ ン を あら か じ め 実 行 し て お く こ と 
に より 。 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ は 。 ここ に 示し た 5 つの コー ル の 条件 の どれ か が 満た 
され て いる と 次 の よう に 機械 語 プ ログ ラム を コー ル し ます . 
① ソ フト ウェ アド ライ バ は , マウ ス か ら 割 り 込 み が 発生 する と , まず コー ル 条 件 が 満 
た され て いる か どう か を 調べ ます . 
⑨② 条 件 が 満た され て いな い 場 合 に は その まま 次 の 動作 (命令 ) に 移り ます . 
⑨⑧ 条 件 が 満た され て いる 場合 に は CALL FAR-PROC 命令 に よっ て ソフ トウ ェ ア ド 
ライ バ か ら 機 械 語 プ ログ ラム に 制御 が 移り ます . し た が っ て , 機械 語 プ ログ ラム か 
ら ソ フト ウェ アド ライ バ に 制御 を も どす た め に は , RET FAR-PROC 命令 を 使用 
し な けれ ば な り ま せん . 
な お , ソフ トウ ェ ア ド ライ バ が 機械 語 プ ログ ラム を コー ル す る と き に は , 各 レ ジス タ 
に は 次 の 情報 が 格納 され ます . 
AX ニ = ニコール の 原因 と な っ た 現象 
1: カー ソル の 位置 が 変わ っ た 
2 : 左 ボ タン が 押さ れ た 
4 : 左 ボ タン が 離さ れ た 
8 : 右 ボタ ン が 押さ れ た 
16 : 右 ボ タン が 離さ れ た 
BL= 左 ボタ ン の 状態 
0 : 離さ きれ て いる 
ー1 : 押さ れ て いる 
BH= 右 ボタ ン の 状態 
0 : 離さ きれ て いる 
ー1 : 押さ れ て いる 
CX メニ カー ソル の 位置 の 水平 座標 
DX= ニ カー ソル の 位置 の 垂直 座標 
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ファ ンク ショ ン 15 (ミッ キー ドッ ト 比 の 設定 ) 


[入力 ] AX=15 
CX テ 水 平方 向 の ミッ キー ドッ ト 比 
DX = 垂直 方 向 の ミッ キー ドッ ト 比 

[出力 ] な し 

[説明 ] マウ ス の 移動 距離 と それ に 対応 する カー ソル の 移動 距離 と の 比 を 設定 する た め の フ ァ 
ンク ショ ン で す . 水平 方 向 お よび 垂直 方 向 に カー ソル が 8 ドッ ト 移 動 す る の に 要する 
マウ ス の 水平 方 向 お よび 垂直 方 向 の 移動 距離 (ミッ キー ドット 比 ) を 設定 し ます . こ 
の 設定 に より , マウ ス を 少し 動か し た だ け で カー ソル が 大 きく < 移動 し た り , 逆 に マウ 
ス を 大 きく 動か し て も カー ソル は 少し し か 移動 し な いと いう よう に , マウ ス の 移動 感 
度 を 変え る こと が で きま す . 


ファ ンク ショ ン 16 (水平 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 ) 


[入力 ] AX=16 
CX ニカ ー ソ ル の 水平 方 向 の 移動 範囲 の 最小 値 (0-639) 
DX ニ = カー ソル の 水平 方 向 の 移動 範囲 の 最大 値 (0--639) 

[ 由 力 ] な し 

[説明 ] カー ソル の 水平 方 向 の 移動 範囲 を 設定 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す . 移動 範囲 は 。 そ 
の 最小 値 お よび 最大 値 を 設定 する こと に より 決ま り , カー ソル の 中 心 点 が この 季 せ 囲 内 
を 移動 する こと が で きま す . CX の 値 の 方 が DX の 値 よ り 大 きい 場合 に は , DX の 値 が 
最小 値 。CX の 値 が 最大 値 と な り ま す . 


ファ ンク ショ ン 17 (垂直 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 ) 


[入力 ] AX ニ =17 
CX ニカ ー ソ ル の 垂直 方 向 の 移動 範囲 の 最小 値 
0 一 199 : 低 分 解 能 モー ド 
0 一 399 : 高 分 解 能 モー ド 
DX= ニ カー ソル の 垂直 方 向 の 移動 範囲 の 最大 値 
0 一 199 : 低 分 解 能 モー ド 
0 一 399 : 高 分 解 能 モー ド 
[ 由 力 ] な し 
[説明 ] カー ソル の 垂直 方 向 の 移動 範囲 を 設定 する た め の フ ァ ン クシ ョ ン で す . 移動 範囲 は , そ 
の 最小 値 お よび 最大 値 を 設定 する こと に より 決ま り , カー ソル の 中 心 点 が この 範囲 内 


166 


7 .1 マウ ス の 使い 方 


を 移動 する こと が で きま す . CX の 値 の 方 が DX の 値 よ り 大 きい 場合 に は , DX の 値 が 
最小 値 。CX の 値 が 最大 値 と な り ま す . 


注意 : 水平 方 向 あ る い は 垂直 方 向 の カー ソル 移動 範囲 の 設定 (ファ ンク ショ ン 16, 17) に よっ て 
カー ソル の 位置 が 移動 範囲 外 に な っ た 場合 に は , ソフ トウ ェ ア ド ライ バ が 自動 的 に カー 
ソル を 移動 範囲 内 の 端 に 移動 きせ ます . 


ファ ンク ショ ン 18 (カー ソル の 表示 画面 の 設定 ) 


[入力 ] AX=18 
BX ニ カー ソル の 表示 画面 
0 : プレ ー ン 0 へ 表示 
1: プレ ー ン 1 へ 表示 
2・ プ レー ン 2 へ 表示 
3・ プ レー ン 3 へ 表示 
[出力 ] な し 
[説明 ] カー ソル の 表示 画面 を 設定 する ファ ンク ショ ン で す .。 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ に よっ て 
画面 に マウ スカ ー ソ ル を 表示 する と , この ファ ンク ショ ン で 設定 し た グラ フィ ッ ク 用 
VRAM の プレ ー ン 0^3 に 直接 カー ソル が 書き 込ま れ ま す . 
パレ ッ ト が 初期 状態 で あれ ば , 使用 する プレ ー ン と カー ソル の 色 の 関係 は 次 の よう に 
な り ま す . 
プレ ー ン 0: 青 
プレ ー ン 1 : 赤 
プレ ー ン 2 : 緑 
プレ ー ン 3 : 灰 
パレ ッ ト を 変更 すれ ば , カー ソル の 色 も 変化 し ます . 
な お 。 プレ ー ン 3 が 実装 され て いな い 場 合 に カー ソル の 表示 画面 を プレ ー ン 3 に 設定 
し て も 無効 で す . 


注意 : 8 色 中 ・8 色 モ ー ド の と き に プレ ー ン 3 に カー ソル を 表示 し よう と し て も , その 動作 は 保 
証 さ れ ま せん . 
高 分 解 能 白黒 モー ド お よび 白黒 モー ド の 場合 に .。 グラ フィ ッ ク の ディ スプ レイ ペー ジ の 
プレ ー ン と , マウ スカ ー ソ ル を 表示 する プレ ー ン と が 一 致し て いな いと , マウ スカ ー ソ 
ル を 見 る こと が で き な く な り ま す . 
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較 マ ウス 環境 の 初期 設定 


マウ ス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ は , ファ ンク ショ ン 0 の コー ル に より 次 の よう に マウ ス 環 境 
を 初期 設定 し ます . 


カー ソル 表示 ・ 表 示し な い 

カー ソル の 形 ・ 左上 向き の 矢印 

カー ソル の 中 心 点 :(0, 0) 

ミッ キー ドッ ト 比 : 水平 方 向 , 垂直 方 向 と も 8 


圏 ソ フト ウェ アド ライ バ 使 用 上 の 注意 


信 マ ウス の 画面 座標 系 
マウ ス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を 使用 し て 座標 を 指定 する 場合 (ファ ンク ショ ン 3。 4。16。 17),。 
画面 の モー ド に よっ て 座標 の 指定 値 が 異な り ま す の で 注意 が 必要 で す . 


高 分 解 能 モー ド (640X400) の 場合 
水平 方 向 : 0 て 639 
垂直 方 向 : 0-399 

低 分 解 能 モー ド (640X200) の 場合 
水平 方 向 : 0-639 
垂直 方 向 : 0199 


な お , 画面 モー ド は SCREEN 命令 で 設定 する こと が で きま す . 


備 カ ー ソ ル の 形 と 中 心 点 
カー ソル は 画面 モー ド に よっ て 大 き さ が 異な り ま す . 


高 分 解 能 モー ド …… 16X32 ドッ ト ( 最 大 ) 
低 分 解 能 モー ド …… 16X16 ドット ( 最 大 ) 


カー ソル の スク リー ン 上 の 位置 を 決め る 基準 と な る 点 を カー ソル の 中 心 点 と いい ます .。 カー 
ソル 内 の 座標 中 の 任意 の 1 ドット を 中 心 点 と する こと が で きま す . カー ソル の 中 心 点 は カー ソ ・ 
ル 内 の 左上 隅 の ドッ ト を (0, 0) と する 相対 的 な 座標 系 で 設定 し ます . 


@ ミッキー 

マウ ス を 動か し た 時 の 移動 距離 は ミッ キー と いう 単位 で 表し ます . 1 ミッ キー は 約 100 分 の 1 
イン チ (0.25 ミリ ) で す . ファ ンク ショ ン 15 を 使っ て 。 カー ソル を 8 ドッ ト 移 動 す る の に 必要 な 
マウ ス の 移動 距離 を ミッ キー の 単位 で 指定 する こと に より , マウ ス の 移動 感度 を 変え る こと が 
YS 
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圏 マ ウス を 使っ た プロ グラ ム 例 
マウ ス の ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を 使っ た サン プル プロ グラ ム を 示し ます 。 
この プロ グラ ム は 次 の 6 種類 の 機能 を 持っ て いま す . 


画面 の クリ ア (CLS) 

2 点 間 を 結ぶ 線 を 引く (LINE) 

2 点 間 を 結ぶ 箱 を 描く (BOX) 

2 点 間 を 結ぶ 円 を 描く (CIRCLE) 
・ ペ イン ト す る (PAINT) 

プロ グラ ム を 終了 する (EXIT) 


これ ら の 機能 は , 画面 最上 段 に 表示 され た CLS。 LINE, BOX, CIRCLE, PAINT, EXIT 
の 任意 の 場所 に カー ソル を 位置 づけ , 左 あ る い は 右 の ボタ ン を 押す こと に より 選択 し ます . 

また , 各 機 能 を 実行 する 際 の 色 の 選択 も 可能 で す . これ を 行う に は 画面 2 行 目 に 表示 され た 
BLACK, BLUE, RED, MAGENTA, GREEN, CYAN,。 YELLOW, WHITE の 中 で 任 
意 の 場所 に カー ソル を 位置 づけ , 左 あ る い は 右 ボ タン を 押す こと に より 選択 し ます 。 

た と えば , 赤 で 線 を 引く 場合 , ま ず カ ー ソ ル を LINE に 位置 づけ て ボタ ン を 押し , 次 に カー 
ソル を RED に 位置 づけ て ボタ ン を 押し ます . 

機能 を 実行 する 場所 も 左 あ る い は 右 ボ タン で 指示 し ます . た と えば , 赤 で 線 を 引く 場合 は , 機 
能 と 色 の 選択 を し た 後 , 任意 の 2 点 で ボタ ン を 押し ます . 

この プロ グラ ム は 次 の 5 種 の ファ ンク ショ ン を 使用 し て いま す . 


・ マ ウス 環境 の 初期 化 ( フ ァ ン クシ ョ ン 0) 
・ カ ー ソ ル の 表示 (ファ ンク ショ ン 1) 

・ カ ー ソ ル の 消去 (ファ ンク ショ ン 2) 

・ カ ー ソ ル の 取得 (ファ ンク ショ ン 3) 

・ カ ー ソ ル の 位置 の 設定 (ファ ンク ショ ン 4) 


な お , この サン プル プロ グラ ム で は マウ ス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ を ロー ド す る た め の 機 械 
語 領域 の 先頭 番地 を 7FO00H 番地 (物理 アド レス ) と し て いま す . 

実際 に この プロ グラ ム を 動作 させ る 場合 , お 手持 ちの シス テム の メモ リサ イズ に 合わ せ て 調 
整 し て くだ さい . 
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1 の の の CLEAR,&H7Fg の 

1919 MOUSE . INI =&H1 の 

192 り の MSEG=&H7F の の 

193 の GOSUB *※SET.SEG 

194 の 9 CONSOLE の ,25,9, 

1959 WIDTH 8 の ,25 

1 の 6 の 9 SCREEN 3,1 の,1 

1 の 7 の CLS 3 

1989 DIM COMSTRS(6) COLSTRS(7) 
199 GOSUB *※LOADCOM 

11 の の WUP=32 

111g FALSE=(1 = の ) 

1129 TRUE=(1=1) 

1139 GOSUB *※NORMSCRN 

1149 IF PEEK(&H19) <>233 THEN GOSUB ※LOAD .MOUSE ELSE 118 


1159 FLAG%=3 
1169 CALL MOUSE .INI (FLAG%) 
1179 IF FLAG%= の THEN PRINT "MOUSE:Interface card not found or illegal pa 


rameter" : BEEP : END 

118 ON STOP GOSUB *※MEXIT 

1199 STOP ON 

129 り の DEF SEG= の 

121 の INT33=PEEK(&H33*※4) +PEEK(&H33※4+1 )※256 

122g MOUSE=INT33+ 3 

123g GOSUB *SET .SEG 

124 AX%= : GOSUB *※MOUSE 

125 IF AX%= の THEN PRINT "MOUSE:Interface card not found" : BEEP : END 
1269 COMD=2 : SWFLAG=FALSE : COL=7 : CANF=FALSE 
1279 GOSUB *※PRCOM 

128 X=32 の : Y=2 の の : GOSUB *※SETXY 

1299 GOSUB SHOWCU 

13 * ネ MLOOP 

131 IF CANF THEN *※COMMAND 

132 GOSUB *※WAIT.SWITCH 

133 *※COMMAND 

134 の CANF =FALSE 


135 の IF Y>=16 THEN ※SKIPCOM 

136 の SAVED . COM=COMD 

137 COMD=INT(X/8/8)+ 1 

138 の IF COMD>6 THEN COMD=SAVED .COM : GOTO *※MLOOP 

139 の GOSUB *※PRCOM 

14 の の ON COMD GOSUB ※MCLS,*※MLIN1 MBOX1 *※MC1RCLE 1 , 玉 NUL .PROC/*※MEX1T 
141 の IF COMD=1 THEN COMD=SAVED .COM : GOSUB *※PRCOM 


142 の GOTO *※MLOOP 
1439 *※SKIPCOM 
144 の SAVED .COL=COL 


145 の IF Y>=WUP THEN ※SKIPCOL 
146 の COL=INT(X/8/8) 
1479 IF COL>7 THEN COL=SAVED .COL : GOTO ※MLOOP 


148 の GOSUB ※PRCOM 

149 GOTO *※MLOOP 

159 の *※SKIPCOL 

151 ON COMD GOSUB ※MCLS ML IN2/ 水 MBOX2 ヶ MCIRCLE2/ 水 MPAINT, MEX1T 
152 の IF CANF THEN ※COMMAND 

153 の GOTO *※MLOOP 

154 *※MCLS 

155 の GOSUB ※HIDECU 

156 の SCREEN ,3 : CLS 2 : GOSUB *※NORMSCRN 
157 の GOSUB SHOWCU 

158 の RETURN 


159 ※MLIN1 

16 の GOSUB WAIT.SWITCH 

161 の *※MLIN2 

162 の X1=X : Y1sY 

163 の IF Y1<WUP THEN CANF=TRUE : RETURN 


164 の g GOSUB *※WAIT.SWITCH 
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165g 
166 の 
167 の 
168 の 
169 の 
17 の の 
171 の 
172 の 
173 の 
174g 
175 の 
176 の 
177 
178 の 
179 
18 の の 
181 の 
182 の 
183 の 
184 の 
185 の 
186 
187 の 
188 の 
189 
19 の の 
191 の 
192 の 
193 の 
194 の 
195 の 
196 の 
197 の 
198 の 
1999 
2 の の 
2 の 1 
2 の 2 の 
2 の 3 の 
2 の 4 の 
2 の 5 の 
2 の 6 の 
2 7 の 
2 の 8 の 
2 9 の 
21 の 
211 
212 
21 3 の 
21 4 の 
215 の 
216 の 
217 の 
218 の 
219 の 
22 の の 
221 
222 の 
223 の 
224 の 
2257 
226 の 
227 の 
228 の 
229 の 
23 の の 
231 の 


X2=X : Y2=Y 
IF Y2<WUP THEN CANF=TRUE : RETURN 
GOSUB *※HIDECU 
LINE (X1,Y1-WUP) -(X2,Y2-WUP ) ,COL 
GOSUB *※SHOWCU 
CANF=FALSE : RETURN 
*※MBOX1 
GOSUB *※WAIT.SWITCH 
氷 MBOX2 
X1=X : Y1=Y 
1F Y1<WUP THEN CANF=TRUE : RETURN 
GOSUB *※WAIT.SWITCH 
②=X 。: Y2=Y 
IF YZ<WUP THEN CANF=TRUE : RETURN 
GOSUB *※HIDECU 
LINE (X1,Y1-WUP) -(X2,Y2-WUP ) ,COL,B 
GOSUB *※SHOWCU 
CANF=FALSE : RETURN 
*※MCIRCLE 1 
GOSUB ※WAIT.SWITCH 
*※MCIRCLE2 
X1=X : Yi=Y 
IF Y1<WUP THEN CANF=TRUE : RETURN 
GOSUB *※WAIT.SWITCH 
X2=X : Y2=Y 
IF Y2<WUP THEN CANF=TRUE : RETURN 
R=SQR((X2-X1)^2+(Y2-Y1) ^2) 
GOSUB ※HIDECU 
CIRCLE(X1,Y1-WUP) ,R,COL 
GOSUB *※SHOWCU 
CANF=FALSE : RETURN 
*※MPAINT 
GOSUB ※HIDECU 
PAINT (X,Y-WUP) ,COL 
GOSUB *※SHOWCU 
*※NUL .PROC 
CANF=FALSE : RETURN 
*※MEXIT 
GOSUB *※HIDECU 
COLOR の : CLS : LOCATE の, ,1 
STOP OFF 
END 
MOUSE 
CALL MOUSE(AX%,BX%,CX%,DX%,ES%) 
RETURN 
氷 LOAD .MOUSE 
GOSUB *※SET .SEG 
BLOAD"mouse.cod" 
RETURN 
*SET .SEG 
DEF SEG=MSEG 
RETURN 
SHOWCU 
AX%=1 : GOSUB MOUSE 
RETURN 
氷 HIDECU 
AX%=2 : GOSUB MOUSE 
RETURN 
*※SETXY 
AX%=4 : CX%=X : DX%=Y : GOSUB ※MOUSE 
RETURN 
GETXY 
AX%=3 : GOSUB MOUSE 
SW1 =AX% : SW2=BX% : X=CX% : Y=DX% 
RETURN 
*※WAIT .SWITCH : GOSUB *※GETXY 
IF SW1 = AND SW2= の THEN SWFLAG=FALSE 


7.1 マウ ス の 使い 方 


GOTO ※WAIT.SWITCH 
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232 の IF SWFLAG THEN GOTO *※WAIT.SWITCH 
233 の SWFLAG=TRUE 

234 の RETURN 

235 の NORMSCRN 

236 の SCREEN 3 の 

237 の VIEW (の の,WUP ) -(639,399) 

238 の RETURN 

239 の *※PRCOM 

24 の の COLOR の 

241 の FOR |=1 TO 6 


242 の IF |=COMD THEN COLOR 4 
243 の LOCATE (|-1)*※8,9, 

244 の PRINT COMSTR$(|) : 

245 の COLOR の 

246 NEXT 

247 の FOR |!= の TO 7 

248 の IF 1=COL THEN COLOR 4 
249 の LOCATE |I*※8,1 

259 の PRINT COLSTRS(1): 

251 の COLOR の 


252 の NEXT 

253 の RETURN 

254 の LOADCOM 

255 の FOR |=1 TO 6 

2569 READ COMSTR$(| ) 

257 の NEXT 

2587 FOR ls の TO 

2597 READ cOLSTRWC) 

26 の の NEXT 

261 の RETURN 

2629 DATA "CLS" "LINE"/ "BOX"/ "CIRCLE" "PAINT"/ "EXIT" 
2639 DATA "BLACK"。 "BLUE"/"RED" "MAGENTA"/ "GREEN"/"CYAN"/ "YELLOW"/ "WHITE" 


ノ . 己 ライ トペ ン の 使い 方 


Nas-BASIC(86) に は ライ トペ ン を BASIC で 制御 する 命令 が 用 意 さ きれ て いま す . この 命令 を 
使用 すれ ば ライ トペ ン を 利用 する プロ グラ ム を 簡単 に 作成 する こと が で きま す ., 


注意 : デジ タル CRT ディ スプ レイ 用 イン タフ ェ ー ス が 実装 され て いな い 機 種 で は 。 ライ トペ ン 
を 利用 する こと は で きま せん 。 


田 ラ イト ペン 制御 命令 


ON PEN GOSUB 命令 

ライ トペ ン 割 り 込 み に よ る 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます 。. 
PEN ON ンプ OFF グ STOP 命令 

ライ トペ ン に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 。 停止 を 制御 し ます . 
PEN 関数 

ライ トペ ン を 画面 に 押し つけ た と き の ペ ン の 座標 を 与え ます . 
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圏 ライ トペ ン 制 御 命令 を 使っ た プロ グラ ム 例 
ライ トペ ン 制 御 命令 の 個々 の 詳し い 解 説 は 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 を 参照 し て く 
だ さい . ここ で は , 実際 に プロ グラ ム の な か で 各 命 令 が どの よう に 使用 さき れる か を 解説 し ます . 


192 DATA triangle,box/box fill。/circle,CRT clear,end 
119 SCREEN の の : COLOR 7// の 7 

12g CONSOLE の の,25, の 1 : WIDTH 8 の ,25 : CLS 3 
139 DEFINT A-Z 

14 XX=5 の の : YY=3 ウ : X=5 の : Y=3 の の 

159 DEF FNX=RND*※X : DEF FNY=RND*※Y 

16 DEF FNC=INT(RND*※7+1) : DEF FNS=RND*※1 の ウー-5 の 
17g DEF FNR=RND※10 の の 

189  P$=CHRS(&H87)+CHR$S(&H87) : PS=P$+P$ 

19 ON PEN GOSUB *※PENSUB 

2 の の PEN ON 

21 " 

22g LOCATE 18, の : PRINT "LIGHT PEN demonstration" 
23g LOCATE 66,4 : PRINT "< MENU >" 

249 FOR |I= の TO 5 

25 READ MENUS(|) 

26 LOCATE 63,|I*※3+6 : PRINT PS$ 

27 の LOCATE 63,I*※3+7 : PRINT PS$ 

28 の LOCATE 68,|I*※3+7 : PRINT MENU$(1) 

29 NEXT | 

3 の の VIEW (1/1 の 9) -(451,198) 7 

319 WINDOW( の /) -(XX,YY) 

32 GOTO 32 


34 の 9 *※PENSUB 

359 PX=PEN(1) : PY=PEN(2) : PEN OFF 

369 IF PX<64 OR PX>67 THEN ※EXIT 

37 の IF 5<PY AND PY<8 THEN GOSUB *※TRIANGLE : GOTO ※EXIT 


389 IF 8<PY AND PY<11 THEN GOSUB *※BOX : GOTO ※EXIT 
399 IF 11<PY AND PY<14 THEN GOSUB *※BOXFILL  : GOTO *※EXIT 
4 IF 14<PY AND PY<17 THEN GOSUB *※CIRCL : GOTO ※EXIT 
41 IF 17<PY AND PY<2 の THEN GOSUB *※CRTCLS : GOTO ※EXIT 


429 IF 2 の <PY AND PY<23 THEN GOSUB *※ENDER 
43 の *※EXIT : PEN ON : RETURN 


45 *※TRIANGLE 

46 の  SX=FNX :. SY=FNY : C=FNC 

47 LINE (SX,SY) -STEP(FNS※2,FNS) /C 
489 LINE -STEP(FNS*※2,FNS) ,C 

499 LINE -(SX,SY) ,C 


5 の RETURN 

51 *※BOX 

529 LINE (FNX,FNY) -STEP(FNS*※2,FNS) ,FNC,B 
53g RETURN 


54 の *※BOXFILL 
559 LINE (FNX,FNY) -STEP(FNS*※2,FNS) FNC,BF 


56 RETURN 

57 の *※CIRCL 

58g CIRCLE (FNX,FNY) ,FNR,FNC 
59 RETURN 


6 の *※CRTCLS 
61 CLS 2 : RETURN 
62 *※ENDER 
639 PEN OFF : END 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
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プロ グラ ム の 動作 

この プロ グラ ム を 実行 する と , 画面 メニ ュー と し て , 白 で ぬら れ た 枠 (図形 の 名 前 が 表示 され 
て いる ) が 表示 され ます . 任意 の 図形 の 枠 に ライ トペ ン を 押し つけ る と , 対応 する 図形 が 画面 に 
描か れ ま す . 

^CRT clear” を 選択 する と 。 それ まで に 描か れ た 図形 が クリ ア さ れ ま す 。 

Yend” を 選ぶ と プロ グラ ム は 自動 的 に 終了 し ます . 


プロ グラ ム の 説明 

190 行 で ライ トペ ン に よる 割り 込み 先 を 定義 し . 200 行 で 割り 込み の 許可 を 行っ て いま す 。240 
行か ら 310 行 で メニ ュー と ライ トペ ン で タッ チ す る 部 分 の 表示 を 行っ た 後 。 320 行 で ルー プ に 入 
っ て , 割り 込み を 待っ て いま す . 

画面 の どこ か が ライ トペ ン で 押さ れる と 340 行か ら 始ま る サブ ルー チン へ ジャ ンプ し ます .。 350 
行 で は ペン が 押さ れ て いる 座標 を チェ ッ ク し , 360 行か ら 420 行 で は その 座標 値 か ら ど の メニ ュ 
ー が 選択 され た か を 判定 し て いま す . 

図形 が 描か れる と 再び 320 行 へ も どり 割り 込み を 待ち ます . 


ライ トペ ン を 扱う 上 の 注意 

ライ トペ ン は ディ スプ レイ の 光 を 読み 取っ て いま す の で ,。 ライ トペ ン で タッ チ す る 部 分 は 色 
( 黒 以 外 ) が つい て いな けれ ば な り ま せん . また , 赤 に 対す る 感度 が 非常 に 弱い の で , 赤 は 使用 
し な ゆい ほう が よい で し ょ う 、 


ァ 参 照 ライ トペ ン 制 御 命令 っ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 
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機械 語 ブ ログ ラム 


N。。- 日 本 語 BASIC(86) で は 機械 語 プ ログ ラム を メモ リ 上 に 書い て お き , それ を BASIC か ら 
呼び 出し て 実行 さき せる こと が で きま す .。 機械 語 プ ログ ラム を 実行 する た め に は BASIC の 命令 を 
使っ て 次 に 示す よう な 準備 を し な けれ ば な り ま せん . この 章 で は 機械 語 プ ログ ラム を BASIC か 
ら 使う 場合 の 準備 と 実行 方 法 の 流れ を 解説 し ます .。 

な お , アセ ンプ ブラ な ど を 使っ て 機械 語 プ ログ ラム その も の を 作成 する 方 法 は ここ で は 解説 し 
ませ ん の で , 機械 語 の 入門 書 な ど を 参考 に し て くだ さい . 


1 


機械 語 プ ログ ラム が 使用 する メモ リ 領 域 の 確保 
CLEAR 命令 
\ 
使用 する セグ メン ト の 宣言 
DEF SEG 命令 
\ 
機械 語 プ ログ ラム を メモ リ に 置く < 機械 語 プ ログ ラム を ディ スク に セー プ す る 


POKE 命令 BSAVE 命令 
BLOAD 命令 
MON 命令 


! 
BASIC か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 呼び 実行 させ る 
DEF USR 命令 と USR 関数 
CALL 命令 
BLOAD 命令 


ー 
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B、| メモ リ レ イ アウ トコ 香 ヴ メル ンド 


機械 語 で は 00000H 番地 か ら FFFFFH 番地 まで の 最大 1M バイ ト の メモ リ を 扱う こと が で き 
ます 。 

し か し , 番地 の 指定 の 際 に は 00000H 番地 か ら FFFFFH 番地 まで の 絶対 アド レス を 指定 する 
こと は で きま せん . メモ リ を 64K バイ ト 単 位 の セグ メン ト と いう 単位 に 分 け て 扱い ます . 番地 
の 指定 の 前 に は , あら か じ め セ グ メ ント の 先頭 番地 を 宣言 し この セグ メン ト の 先頭 番地 (セグ 
メン ト ベ ー ス ) か ら の 相対 アド レス で 指定 し ます . 


圏 セ グ メ ント ベー ス 
セグ メン ト の 先頭 番地 を 宣言 する に は DEF SEG 命令 を 使い ます . 


DEF SEG 命令 
DEF SEG 三 < セグ メン ト ベ ー ス > 


セグ メン ト の 先頭 番地 の 指定 は 実際 の 物理 アド レス (絶対 アド レス ) を 16 で 割っ た 値 で 行い ま 
す . これ を セグ メン ト ベ ー ス と いい ます . た と えば , セグ メン ト の 先頭 番地 を 物理 アド レス の 
C0000H に 設定 し た いと き に は , 


DEF SEG=&HC000 


と 指定 し ます .。 この 宣言 を する と , セグ メン ト は 物理 アド レス の C0000H 番地 か ら 始 まる 64K 
バイ ト 分 の メモ リ と いう こと に な り ま す 。 


DEF SEG=&HC000 
に よっ て 定義 され る 
セグ メン ト 


(物理 アド レス 〕 


注意 : セグ メン ト ベ ー ス は 物理 アド レス を 16 で 割っ た 値 で すか ら ,。 セグ メン ト の 先頭 番地 の 物 
理 ア ドレ ス は 必ず 16 の 倍数 に な り ま す . 
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セグ メン ト の 設定 後 ,. その セグ メン ト 内 の 特定 番地 を 指定 する に は 相対 アド レス を 使用 し ま 
す 。 相対 アド レス の 指定 可能 進 囲 は 0000H--FFFFH で す . これ に より , セグ メン ト ベ ー ス に 
より 決定 され た セグ メン ト の 先頭 番地 か ら 64K バイ ト 分 の メモ リ 中 の 任意 の アド レス を アク セ 
ス す る こと が で きま す 。 前 の 例 で いえ ば , C0000H-ーCFEFEFFH 番地 が 指定 で きる こと に な り ま 
邊 。 

次 の 命令 は , 相対 アド レス を 利用 する た め , 実行 前 に DEF SEG 命令 に よる セグ メン ト の 指 
定 が 必要 で す . 


CALL, BLOAD, BSAVE, DEF USR, PEEK, POKE 


セグ メン ト の 概念 は 機械 語 を 使う 上 で し っ か り 理 解す る 必要 が あり ます . 以下 の 解説 で は 実 
際 の 命令 の な か で セグ メン ト が どの よう に 使わ れ て いる の か 注意 し て くだ さい . 


日 . ら 機械 語 ブ ログ ラム の 準備 


田 機 械 語 プ ログ ラム が 使用 する メモ リ 領 域 の 確保 

機械 語 プ ログ ラム を 使う 場合 に まず 最初 に や ら な けれ ば な ら な いこ と は , 機械 語 プ ログ ラム 
用 の メモ リ 領 域 と BASIC プロ グラ ム 用 の メモ リ 領 域 を 別に 確保 する こと で す . も し 両者 の メモ 
リ 領域 が 重複 する と, BASIC の 動作 が 異常 に な っ た り , 機械 語 プ ログ ラム が 失わ れ て し まう こ 
と に な り ま す . 

機械 語 プ ログ ラム の メモ リ 領 域 と BASIC の メモ リ 領 域 の 境界 の 宣言 , つま り 機 械 語 プ ログ ラ 
ム の メモ リ 領 域 の 確保 は CLEAR 命令 で 行い ます . この 命令 は DEF SEG 命令 より 先 に 実行 し 
な けれ ば な り ま せん . 


CLEAR 命令 
CLEAR [< ダミ ー パ ラメ ー タ >〕[, < メモ リ の 上 限 >] 〔(, < スタ ッ ク の 大 き さ >]〕〔, < 配 
列 デ ー タ 領域 の 大 き さ >〕 


2 番目 の パラ メー タ < メ モリ の 上 限 > で ,。 機械 語 プ ログ ラム 用 の メモ リ 領 域 の 確保 を 行い ます . 
< メモ リ の 上 限 > は セグ メン ト ベ ー ス (物理 アド レス を 16 で 割っ た 値 ) で 指定 し ます . た と え 
ば , 


CLEAR , &H9EO00 


と する と BASIC の メモ リ 領 域 は 物理 アド レス の 名 HH9DFFF 番地 まで と な り , &H9E000 以降 
が 機械 語 プ ログ ラム で 使用 で きる メモ リ 領 域 と な り ま す . 
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上 位 ア ドレ ス 
{ 


機械 語 プ ログ ラム 領域 


9E000H 
BAISC の 領域 


o 
(物理 アド レス 〕 


較 使 用 する セグ メン ト の 宣言 

CLEAR 命令 に よる 機械 語 の メモ リ 領 域 の 確保 が 終わ っ た ら , 実際 に 機械 語 プ ログ ラム を メモ 
リ 上 に 書き 込む た め の 準 備 と し て , DEF SEG 命令 を 使っ て セグ メン ト を 宣言 し ます . 
CLEAR 命令 の 例 に 合わ せ た 例 を あげ る と , 次 の よう に な り ま す 。 


DEF SEG= ニ &H9E00 


この 命令 の 実行 に よっ て , セグ メン ト は 8 物理 アド レス の 9E000H か ら 9EFFFH まで の 64K バ 
イト の 範囲 に な り ま す . この 命令 を 実行 する と DEF SEG 命令 を 使っ て セグ メン ト を 変更 し な 
い 限 り 。 メモ リ へ の 読み 書き は この セグ メン ト が 対象 に な り ます . 

この セグ メン ト ベ ー ス は ,。 機械 語 プ ログ ラム 実行 時 に CS レジ スタ に 入り ます . 


一 機械 語 プ ログ ラム を メモ リ に 置く 方 法 
機械 語 プ ログ ラム を 実行 する に は , まず プロ グラ ム を メモ リ 上 に 置か な けれ ば な り ま せん 。 そ 
の た め の 方 法 と し て 次 の 3 つが 考え られ ます 


人 @ MON 命令 を 使う 方 法 


MON 命令 を 使っ て モニ タモ ー ド に 移り , 機械 語 モ ニタ の 機能 を 利用 し て プロ グラ ム を 書き 込 
む も の で す . この 方 法 に つい て は モニ タモ ー ド の 章 を 参照 し て くだ さい .。 


ぁ 参 照 モニ タモ ー ド つ …ー「11.2 モニ タモ ー ド 」 


人 @ POKE 命令 を 使う 方法 
POKE 命令 で プロ グラ ム を 書き 込む 方 法 で す 。 
POKE 命令 は , デー タ を 直接 メモ リ 上 に 書き 込む た め の 命令 で す . 


POKE 命令 
POKE < アド レス >, < 式 > 


POKE 命令 は ,。 < アド レス > に 指定 し た 番地 に < 式 > の 値 を 書き 込み ます . < アド レス >〉 に 
は , 直前 に 実行 され た DEF SEG 命令 で 宣言 され た セグ メン ト ベ ー ス か ら の 相対 アド レス を 指 
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定 し ます 。 比較 的 短い プロ グラ ム な ら , DATA 行 で 機械 語 プ ログ ラム を 用 意 し , READ 命令 で 
読み 取り 。 POKE 命令 で メモ リ に 書き 込む せこ と が で きま す 。 


@ BLOAD 命令 を 使う 方法 
BLOAD 命令 は 。 ディ スク に すでに ファ イル と し て セー プ ブ さ れ た 機械 語 プ ログ ラム を メモ リ 
上 に ロー ド す る と き に 使い ます . 


BLOAD 命令 
BLOAD < ファ イル ディ スク リプ タ >〔[, < ロー ドア ドレ ス >〕〔, R] 


BLOAD 命令 は ,。 < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た ファ イル 名 の 機械 語 プ ログ ラム 
を メモ リ 上 に ロー ド し ます . < ロー ドア ドレ ス > に は , 機械 語 フ ァイル を 読み 込む 先頭 の 番地 
を , 直前 に 実行 され た DEF SEG 命令 で 宣言 され た セグ メン ト ベ ー ス か ら の 相対 アド レス で 指 
定 し ます . < ロー ドア ドレ ス > を 省略 し た 場合 に は , 直前 に 実行 され た DEF SEG 命令 で 宣言 
され た セグ メン ト ベ ー ス に 。, 機械 語 プ ログ ラム を セー ブ す る 際 に BSAVE 命令 で 指定 し た 開始 
アド レス (相対 アド レス ) を 加え た 番地 か ら ロ ー ド が 行わ れ ま す . 


参照 R オ プシ ョ ン -:8 . 3 の 「BLOAD 命令 を 使う 方 法 」 


BLOAD 命令 を 使う に は , あら か じゅ め 機械 語 プ ログ ラム が ディ スク に セー ブ さ れ て いな けれ 
ば な り ま せん .。 セー ブ に は 基本 的 に 2 つの 方 法 が あり ます . 


・ ア セン ブラ な どの ソフ ト を 使う . 
・ MON 命令 や POKE 命令 で 機械 語 プ ログ ラム を メモ リ に 書き 込ん だ 後 , BSAVE 命令 で セー 
9 の 。 


アセ ンプ ブラ を 使用 する 方 法 に つい て は , その アセ ンプ ブラ の 説明 に 従っ て くだ さい . 
BSAVE 命令 に よる 方 法 は 。 次 の と お り で す . 


BSAVE 命令 
BSAVE < ファ イル ディ スク リプ タッ >, < 開始 アド レス >, < 長 さ > 


BSAVE 命令 は , メモ リ 上 の 機械 語 プ ログ ラム を < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た フ 
ァイル 名 で ディ スク に セー ブ し ます . < 開始 アド レス > に は , セー ブ を 開始 する 番地 を , 直前 
に 実行 され た DEF SEG 命令 で 宣言 され た セグ メン ト ベ ー ス か ら の 相対 アド レス で 指定 し ます 。 
< 長 き 〉 に は セー ブ す る 機械 語 プ ログ ラム の バイ ト 数 を 指定 し ます . 
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.3 機械 語 ブ ログ ラム の 実行 


BASIC か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 使う 方 法 は 3 つ あ り ま す . 


・USR 関数 を 使う 
・CALL 命令 を 使う 
・BLOAD 命令 を 使う 


これ ら の 方 法 に つい て , 以降 の 項 で それ ぞ れ 別に 解説 し ます . 


一 USR 関数 を 使う 方 法 
USR 関数 は , メモ リ 上 に 置か れ た 機械 語 プ ログ ラム を , 関数 の 形 で 実行 する も の で す . 
USR 関数 を 使用 する に は , まず 機械 語 プ ログ ラム の 実行 開始 アド レス を USR 関数 その も の 
に セッ ト し な く て は な り ま せん . これ を 機械 語 関数 の 定義 と いい , DEF USR 命令 を 用 いて 行 
いま す . 


DEF USR 命令 
DEF USR< 番 号 >] 三 < 開始 アド レス > 


< 番号 > に は 0 か ら 9 まで の 数 値 を 指定 する こと が で きま す . < く 開 始 ア ドレ ス > に は 機械 語 
プロ グラ ム の 開始 アド レス を 相対 アド レス (直前 の DEF SEG 命令 で 定義 し た セグ メン ト ベ ー 
ス か ら の 相対 アド レス ) で 指定 し ます . 

た と えば 次 の よう に する と , 


DEF USR0=&HD000 


セグ メン ト ベ ー ス か ら の 相対 アド レス D000H の と ころ か ら 始 まる 機械 語 プ ログ ラム が 0 番 の 
機械 語 関数 すなわち .USR0 と し て 定義 され ます . この よう に し て , 最大 10 個 の 機械 語 関数 
(USR0--USR9) を 定義 し て 実行 する こと が で きま す . 

な お , 機械 語 関数 の 定義 は , 機械 語 プ ログ ラム を メモ リ へ ロード する 前 で も , また 後 で も か 
まい ませ ん . ロー ド 前 の 場合 に は 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 番地 を 想定 し て , 定義 を 行い 
まま 8 

DEF USR 命令 は 機械 語 関数 の 定義 を 行う だ け で す . 実際 に 機械 語 プ ログ ラム を 実行 きせ る 
に は USR 関数 を 使い ます . 

USR 関数 を 次 の 書式 で 用 いる と 機械 語 プ ログ ラム に 制御 が 移り ます . 
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USR 関数 
< 変数 > 三 USR[< 番 号 >] (< 引数 >) 


< 番号 > に は DEF USR 命令 で 定義 きれ た 機械 語 関数 の 番号 を 指定 し ます . 省略 する と 0 を 
指定 し た の と 同様 に な り ま す . 

< 引数 > に は 機械 語 プ ログ ラム に 引き 渡す 変数 定数 式 を 指定 し ます . < 引数 > は 省略 で 
きま せん の で , 機械 語 プ ログ ラム に 値 を 引き 渡す 必要 が な い 場 合 に は 何ら か の 値 を ダミ ー と し 
て 指定 し ます 。 

< 変数 > に は < 引数 > と 同じ 型 の 変数 を 指定 し て くだ さい . < 変数 > に は 機械 語 プ ログ ラム 
の 実行 後 そ の 実行 結果 が 格納 され ます . 

な お , USR 関数 は , BASIC . 上 で 実行 きれ る だ け で メモ リ 上 の 機械 語 プ ログ ラム に 制御 が 移り 
ます . すなわち , 必ず し も い ヾ < 変数 >=USRn(x)? の 形 で 実行 する 必要 は な く , た と えば `PRINT 
USRn(x)” と し た り , 他 の 関数 や 命令 の パラ メー タ と し て 使用 し た り し て も か まい ませ ん . 

機械 語 プ ログ ラム 側 で は , その 実行 結果 を 特定 の メモ リ 領 域 に 入れ て お く よ う に し ます . こ 
うす る と , 機械 語 プ ログ ラム の 実行 が 終了 し た 際 , < 変数 > に 結果 の 値 が 入れ られ た 状態 で 引 
き 続 き BASIC の プロ グラ ム が 実行 され ます . この 特定 の メモ リ 領 域 に つい て は 次 の 項 で 説明 し 
E- 桂 愉 


注意 : 機械 語 プ ログ ラム を 終了 し た あと で 制御 を BASIC に も どす た め に は 。 機械 語 プ ログ ラム 
の 最後 で 必ず 機械 語 の IRET 命令 を 用 いな けれ ば な り ま せん . 


人 機械 語 プ ログ ラム と BASIC と の 間 で デー タ を 交換 する た め の メ モリ 領域 の アド レス 
BASIC か ら 渡 され た < 引数 > を 機械 語 プ ログ ラム 上 で 使用 する に は , < 引数 > の 値 が どこ の 
メモ リ 領 域 に 置か れ て いる か を 知る 必要 が あり ます . また , 機械 語 プ ログ ラム が 実行 され た あ 
と で BASIC に 値 を 返す に は , 機械 語 側 で どこ の メモ リ 領 域 に 値 を 入れ れ ば よい か を 知る 必要 が 
あり ます . 
実際 に は , どちら の 場合 も 同じ アド レス を 使用 し ます . 次 に この アド レス を 実際 に 求め る 方 
法 に つい て 説明 し ます . 


< 引数 > の 内 容 を 機械 語 プ ログ ラム で 使う 場合 

< 引数 > の 内 容 が 入る メモ リ の アド レス を 示す デー タ は, USR 関数 が 実行 され た 時 点 で CPU 
の AL レジ スタ , DS レジ スタ 。 BX レジ スタ に 入れ られ ます . し た が っ て 機械 語 プ ログ ラム で 
は , これ ら の レジ スタ か ら 得 た アド レス に よっ て 示さ れる メモ リ の 内 容 を 読み 出す こと に より , 
< 引数 > の 値 を 得る こと が で きま す . 
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< 引数 > の アド レス 情報 を 表す 各 レ ジス タ の 値 


AL レジ スタ DS レジ スタ 
FAC が ある テキ スト セグ メン ト の | FAC の 5 バイ ト 目 の 相対 アド レス 
セグ メン ト ベ ベース (引数 の 内 容 が 入っ て いる 領域 の セ 
(引数 の 内 容 が 入っ て いる 領域 の セ グ メ ント ペー ス か ら の 相対 アド レ 
グ メ ント ペー ス ) 黄 0 


FAC の 1 バイ ト 目 の 相対 アド レス 
(引数 の 内 容 が 入っ て いる 領域 の セ 
グ メ ント ベー ス か ら の 相対 アド レ 
ス ) 


表 中 , FAC と は * 浮 動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ "の こと で , BASIC が 人 算術 演算 な ど を 行う 際 に 
使用 する 8 バイ ト の 作業 領域 を 表し ます . 
< 引数 > の 内 容 は ,。 その 型 に よっ て 次 の よう に FAC へ の 格納 の され 方 が 異な り ま す . 


下 FAC 
位 
ド 
1 DS : BX 
1 /FAC の 先頭 アド レス 
R ・ セグ メン ト ベ ー ス 
BX : 相対 アド レス 
倍 精 度 実数 型 
J 
SE 
位 
ア 
を 数 値 型 デー タ の 場合 。 レー テーーーーー 
直接 , FAC に る 
ス * 内 
に こう 7 レス パス トリ ング ディ スク リプ タ 


※ リ ロケ ーション コー ド は 女 字 列 が 格納 され て いる セグ メン ト の 情報 を 表す . 
&HO0 : スト リン グ 格 納 エリ ア ( シン ポル テー ブル セグ メン ト 内 )…DX レ ジス タ の 値 が セグ メン ト ベー ス 
&HO02 : テキ スト セク グ メント ] 


LELLELLD \ * ペース 
&H04 :| プ 0 ファ イル バッ フ ァ ( テキ スト セグ メン ト 内 ) oo 
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参照 デー タ の 形式 「 付 録 B デー タ の 内 部 形式 」 


機械 語 プ ログ ラム で BASIC に 値 を 返す 場合 

機械 語 プ ログ ラム か ら BASIC に 値 を 返す 際 に 使用 きれ る メモ リ 領 域 は , USR 関数 の 実行 時 
に < 引数 > が 格納 され た 領域 と まっ た く 同 じ で す . し た が っ て , BASIC に も どる 際 に は , 機械 
語 プ ログ ラム で 求め られ た 値 を FAC 中 に 設定 し , さら に AL レジ スタ に その 値 の 型 を 設定 する 
こと が 必要 で す . な お , 返す 値 の 型 は ,。 < 引数 > と 同じ で な けれ ば な り ま せん . 


人 @ 機 械 語 関数 を 使っ た プロ グラ ム 例 

機械 語 関数 の 使用 例 と し て , 文字 列 中 に 含ま れる 小文字 を 大 文字 に 変換 し て 返す 機械 語 プロ 
グラ ム を 含ん だ BASIC プロ グラ ム を 示し ます . DATA 行 で 機械 語 プ ログ ラム を 用 意 し て お き , 
POKE 命令 を 使っ て メモ リ に 書き 込ん で いま す . 

機械 語 プ ログ ラム は , 次 に 示す よう な 手順 で , 与え られ た 引数 自身 を 直接 変更 し ます . 


① AL レジ スタ の 値 を 調べ て 与え られ た 引数 が 文字 型 か どう か を 調べ , 文字 型 で な い 場 合 に は 
その まま BASIC に も どる . 

⑧④ 引 数 が 文字 型 な ら , BX レジ スタ と DS レジ スタ で 与え られ た FAC の 内 容 か ら ス トリ ング デ 
ィ ス クリ プ タ の 番地 を 求め る . 

スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 番地 を 見 て 文字 列 の 長 さと 文字 列 の 置か れ て いる 番地 を 求め る . 

④ 文 字 列 を 最初 か ら 1 文字 ずつ 調べ , 小文字 の 時 に は 5 ビッ ト 目 を 0 に する こと に より 大 文字 
に 変換 する . 
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第 8 章 機械 語 プ ログ ラム 
1 の CLEAR,&H7F の 
119 MACHINE=&H 
129 DEF SEG=&HT7F 
13 DEF USR=MACHINE 
14g " 
159 FOR ADR=MACHINE TO MACHINE+49 
16 READ BYTE:POKE ADR,BYTE 'poke ML program 
179 NEXT ADR 
18g " 
199 INPUT AS 
2 の の BS=USR(AS) 
21 PRINT BS 
22 GOTO 199 の 
23 の END 
24 " 
259 " machine language program data 
26 " 
27 DATA &H3C,&H3 ′ CMP AL の 3H : string? 
28 DATA &H75,&HZ2D ?" JNZ STRCNV9g  : jump no 
29 の DATA &H53 :' PUSH BX 
3 の DATA &H51 :" PUSH CX 
319 の DATA &H52 :'′ PUSH DX 
32 DATA &H56 :! PUSH SI 
33 DATA &HC5,&H1F "LDS BX, [BX] 
349 DATA &H8B,&HF ′ MOV CX, [BX] : CHirel no. CL:data le 
ngth 
359 DATA &H8,&HFD,&H ) CMP CH, の の H 
36 DATA &H74.&Hg5 ) J 妥 STRCNV1 : jump yes 
379 DATA &H32,&HED ′ XOR CH,CH 
389 DATA &HBA,&H6 ,&H の の :! MOV DX 9 の 6 の H 
39 の " STRCNV1 :" 
4 DATA &H8B,&H77,&H2 :! MOV SI/2[BX] : get offset 
41 DATA &H8E,&HDA :! MOV DS,DX 
42 の 『 STRCNV2g : " 
43 DATA &H8A,&HZ4 :" MOV AH [SI] 
44 DATA &H8g,&HFC,&H6 1 * CMP AH,61H : omP. Small "a" 
45 DATA &H72,&H28 *" 6 STRCNV3 : jump less 
46 DATA &H8g,&HFC,&H7B :! CMP AH,7BH > CRP.。 Small "z" 
47 DATA &H73,&Hg3 :" JNC STRCNV3 : jump greater or equal 
48 DATA &H8,&H2Z4.&HDF ′ AND BYTE PTR [SI] , の DFH :convert 
49 の " STRCNV3 の :" 
5 DATA &H46 ′) INC SI 
519 DATA &HE2,&HEE ′ LOOP STRCNV2 の 
52 の DATA &H5E ' POP SI 
53 の DATA &H5A * POP DX 
54 の の DATA &H59 3 誠 OP CX 
559 DATA &H5B > POE BX 
569 " STRCNV9g :" 
57 の の DATA &HCF ) 1IRET 
run 
7? a 
A 
7 cdefg 
CDEFG 


Break in 199 の 
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8.3 機械 語 プ ログ ラム の 実行 


較 CALL 命令 を 使う 方 法 
CALL 命令 を 使っ て , 機械 語 プ ログ ラム を 呼び 出す こと が で きま す . CATLL 命令 は 機械 語 関 
数 を 使う 場合 と 違い , 複数 の 引数 を 機械 語 プ ログ ラム に 渡し , また 複数 の 値 を BASIC に 返す こ 


どの が CN ます 


CALL 命令 
CALL < 変数 名 > 〔(< 引 数 1>,。 < 引数 2>, …, < 引数 n> ) 〕 


< 変数 名 > に は , 機械 語 プ ログ ラム の 実行 開始 アド レス (直前 に 実行 し た DEF SEG 命令 で 指 
定 し た セグ メン ト ベ ー ス か ら の 相対 アド レス ) が まえ も っ て 代入 され て いる 変数 名 を 指定 し ます . 

く < 引 数 1> --< 引 数 n> に は すべ て の 型 の 変数 を 任意 の 数 だ け 指 定 す る こと が で きま す . 

各 引 数 の 内 容 が 入っ て いる メモ リ の アド レス は ,。 CPU の DS レジ スタ 。 BX レジ スタ を 参照 
すれ ば わか る よう に な っ て いま す . 

DS レジ スタ と BX レジ スタ は , 引数 の 内 容 が 入っ て いる メモ リ 領 域 の アド レス を 直接 指し 示 
し て いる の で は な く , 引数 の 内 容 が 入っ て いる メモ リ 領 域 の アド レス 情報 を 持っ て いる テー ブ 
ル の アド レス を 示し ます . アド レス の 指し 示し 方 を 図解 する と 次 の よう に な り ま す . 


CALL 命 令 の 作成 する 引数 テー ブル デー タ 格 納 領 域 
下 
位 和 
ア 
ド DS:BX 引数 n の 入っ て いる 値 
レ e セク ント | 領域 の 型 
ス DS : セグ メン ト ベ ペース キア デ 
1 注 誠 ギレ ス 相対 アド レス 
る | | 単 策 度 実数 弄 
場 
合 
引数 。-』 の 入っ て いる 
領域 の 
相対 アド レス セグ メン ト 相対 アド レス 
26 二 叉 
引数 。-」 の 入っ て いる 
セグ メン ト 
2 
- 3 
- す 
型 
] | スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 
タ 
1 の 入っ て い の 
信二 の" 場 | 引数 (文字 列 ) の 長 さ 
* 合 
ま 引数 1 の 入っ て いる 
務 領域 の 引数 (文字 列 ) 格納 
ド アン 12 領域 の 相対 アド レス 
レ 
ス 


* リ ロケ ーション コー ド は 娘 字 列 が 格納 され て いる セグ メン ト の 情報 を 表す . 
&HOO : スト リン グ 格 納 エ リア ( シン ポル テー ブル セグ メン ト 内 )…DX レ ジス タ の 値 が セグ メン ト ベ ペース 


&H02 : テキ スト セグ メン ト 5 生 し 4 
0 | テ wJPA7 み ラプ 1 
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第 8 章 機械 語 プ ログ ラム 


機械 語 プ ログ ラム か ら BASIC に 値 を 返す 場合 に ちこ の アド レス を 使用 し ます . すなわち 。 引 
数 の デー タ を 機械 語 で 書き 換え る こと に より , BASIC に も どっ た と き の 引 数 (変数 ) の 内 容 を 変 
える わけ で す 。 た だ し , 引数 の 型 は , CALL 命令 を 実行 する 前 と 後 で 同じ で な けれ ば な り ま せ 
ん . し た が っ て , 機械 語 プ ログ ラム に 引き 渡す 引数 と BASIC に 返す (受け 渡す ) 引 数 の 個数 や 型 
が 異な る 場合 に は , 引き 渡し 専用 また は 受け 渡し 専用 の 引数 を 指定 する な どの 対策 を 講じ る よ 
うに し て くだ さい め 。 

CALL 命令 に よる < 引数 > の や り と り で 気 を つけ な けれ ば な ら な いこ と は 。 引 数 の 型 と その 
個数 が 機械 語 プ ログ ラム に 渡さ きれ な いこ と で す . 機械 語 プ ログ ラム を 作る と き に は BASIC と の 
整合 性 に 注意 し て くだ さい . 


注意 : 機械 語 プ ログ ラム を 終了 し た あと で 制御 を BASIC に も どす た め に は , 機械 語 プ ログ ラム 
の 最後 で 必ず 機械 語 の IRET 命令 を 用 いな けれ ば な り ま せん . 


@CALL 命令 を 使っ た プロ グラ ム 例 

CALL 命令 の 使用 例 と し て , 2 つの 数 の うち 最大 値 を 与え る 機械 語 プ ログ ラム を 含ん だ BASIC 
プロ グラ ム を 示し ます .。 

機械 語 プ ログ ラム は , BX レジ スタ の 示す 引数 テー ブル か ら A % と B % の 内 容 を 取り 出し , 大 
き な 方 を C% の 番地 に 格納 し ます . 


1 CLEAR ,&H7D の 

119 DEF SEG=&H7Dg の 

12 MAX=&H 

13g " 

14 FOR ADR=MAX TO _MAX+47 
15 READ BYTE:POKE ADR,BYTE "poke ML language 
16 NEXT ADR 

届 清 級 " 

189 C%= の 

19g INPUT A%,B% 

2 の の CALL MAX(A%,B%,C%) 
21 PRINT C% 

22 の GOTO 19 


23 の の END 

24 " 

259 '" machine language program data 

26 " 

27 " MAX : 

28 DATA &H5 の :′ PUSH AX 

299 DATA &H53 :! PUSH  BX 

3 DATA &H51 :! PUSH CX 

31g DATA &H56 :) 形 USH SI 

32g DATA &H6 "RUSH ES 

33g DATA &H8B,&H4F ,&HA ′ MOV CX, 1 【BX] : get lst base addr. 
34g DATA &H8E,&HC1 :! MOV ES,CX 

359 DATA &H8B,&H77,&H8 :" MOV SI,8[BX] : get lst offset addr. 
369 DATA &H26,&H8B,&Hg4 :! MOV AX,ES: [SI] : get lst data 

37g DATA &H8B,&H4F ,&Hg6 :!) MOV CX,6[BX] : get 2nd base addr. 


389 DATA &H8E,&HC1 MOV ES,CX 
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39 の 
4 の 
41 の 
42 の 
43 『" 
44 の 
45 の 
46 の 
47 の 
48 の 
49 の 
5 の の 
519 
52 の 
53 の 


run 
? 1 の g,29 の 
2 の の 


&H8B,&H77,&Hg4 
&H26,&H3B,&H4 
&H7D,&H3 

&H26,&H8B,&Hg4 


&H8B,&H4F ,&Hg2 
&H8E ,&HC 1 
&H8B,&H37 
&H26,&H89,.&Hg4 
&Hg7 

&H5E 

&H59 

&H5B 

&HS58 

&HCF 


? 1 の の,-2 の 


1 の 
7 
Break in 
Ok 
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CMP19 : 


MOV 
CMP 
JGE 
MOV 


MOV 
MOV 
MOV 
MOV 
POP 
POP 
POP 
POP 
PoP 
IRET 


SI,4【[BX] 
AX,ES: [SI] 
CMP1 の 
AX,ES: [SI] 


CX,2〔BX]〕 
ES,CX 

SI 【[BX] 
ES:【[SI] AX 
ES 

SI 

CX 

BX 

AX 


> moVv@9 


8.3 機械 語 プ ログ ラム の 実行 


get 2nd offset addr. 
compare data 
Jump lst >=2nd 


: move 2nd to AX 


get 3rd base addr. 


get 3rd offset addr. 
AX to 3rd area 


田 BLOAD 命令 を 使う 方 法 
BLOAD 命令 に R オプ ショ ン を 指定 し て 実行 する と , 機械 語 プ ログ ラム の ロー ド 後 た だ ち に 
その 先頭 番地 か ら 実 行 が 開始 され ます . し た が っ て 指定 する 機械 語 プ ログ ラム の ファ イル は 実 


行 可能 な プロ グラ ム で な けれ ば な り ま せん . 


に 実行 結果 を 返す こと は で きま せん . 


この 場合 に は BASIC か ら 引 数 を 渡す こと や BASIC 
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NE 
還 W 間 還 
R 1 タ 2 
と き 


YE 3 っ た そ 履 


| 
1 
1 
1 に Os Pa 


II 旬 
アパ Pa y PP = 
1 ィ の あま ゃ 0! っ る 。 ここ we 上 _ 
『 に 
kN 3 ag 絆 ご で 3 - 
U/ 
we を 1 0 だ が 4 | 古人 p 9W AA wm 
相 内 ー な て ま ュ 生 : 『 hd aa" 
Wi - MM Ns TUE き ミ Teg 1 ve eo To 
は 7: 生 ー「 と ( 放 m+ を 42 る Ve * 
Ya 間 」 * 』」 加 坪 = 43 リ - 
| 。。 =hK TEO )。 の 
4 過 相 @ 由 
に りす 請 回 っ で 
9 に ま ー 
る 
の 
電 家 ツア AE 末 
本 


3 か Ws 人 "IO 
。 析 ー OH = が Ln > _= 
誠 ココ コイ ミュ ご が ェ = し ー ザ 2 


WT を "時 ぁ っ E ま の 
JI YS 
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第 9 草 
拡張 機能 


Nss- BASIC(86) に は , 次 の よう な 拡張 機能 が 用 意 さ きれ て いま す . これ ら の 機能 は 機械 語 を 使 
っ て 制御 で きる だ け で な く , BASIC の 拡張 命令 を 使っ て 取り 扱う こと が で きま す .。 
・ 電 話 制御 機能 
・ サ ウン ド 制 御 機能 
・GP-IB(IEEE-488) イ ンタ フェ ー ス 制御 機能 
・RS-232C イ ンタ フェ ー ス (2 回 線 プ 3 回 線 ) 制 御 機能 


これ ら の 拡張 機能 を 使用 する 上 で の 条件 は 次 の と お り で す . 


必要 な 機器 お よび 5 
拡張 機能 イン タフ ェ ー ス ポー ド 利用 者 メモ リ の 圧迫 
PC-TL101, PC-TL102L。 e 
電話 制御 機能 PC-9863N。 PC-9865。 
PC-9801-57 の いずれ か グ 
っ PC-9801-26K プロ グラ ム 領 域 (チキ スト 
サウ ンド 制御 機能 サウ ンド ボー ド ェ エリア) が 2KB 減 少 
GP-IB(IEEE-488) PC-9801-29N 
イン タフ ェ ー ス GP-IB (IEEE-488) な し 
制御 機能 イン タフ ェ ー ス ボー ド 


RS-232C PC-9861K RS-232C 


イシ ダラ ェ ー ス 
(2 回 線 プ 3 回 線 ) 
(2 回 線 3 回 線 ) イン タフ ェ ー ス ポー ド 


制御 機能 


プロ グラ ム 領 域 (チキ スト 
エリ ア ) が 1KB 減 少 


それ ぞ れ の 機能 を 使う に は , ユー ティ リティ ヾ switch .n88” を 使用 し て 拡張 機能 の 設定 を す 
る 必要 が あり ます 。 

この 4 つの 機能 の うち , サ ウン ド 制 御 機能 ,GP-IB(IEEE-488) イ ンタ フェ ー ス 制御 機能 と RS 
-232C イ ンタ フェ ー ス (2 回 線 プ 3 回 線 ) 制御 機能 を 使用 する に は , 別売 の イン タフ ェ ー ス ボー ド 
を 装着 する 必要 が あり ます . な お , 機種 に よっ て は サウ ンド ボー ド を 内 蔵 し て いる も の が あり 
ます . その 場合 は . イン タフ ェ ー ス ボー ド を 取り 付け る 必要 は あり ませ ん 。 

電話 制御 機能 を 使用 する に は , 指定 され た モデ ム ま た は 電話 機 が 接続 され て いな けれ ば な り 
ませ ん 。 
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第 9 章 拡張 機能 


この 章 で は , 電話 制御 機能 と サウ ンド 制御 機能 に つい て の 解説 を 行い ます . 

GP-IB(IEEE-488) イ ンタ フェ ー ス 制御 機能 と RS-232C イン タフ ェ ー ス (2 回 線 プ 3 回 線 ) 制 御 
機能 の 取り 扱い に つい て は それ ぞ れ の イン タフ ェ ー ス ボー ド に 添付 され て いる 取扱 説明 書 を ご 
覧 くだ さい 、。 


ぁ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


ヨ .1 電話 制御 機能 


N。a- BASIC(86) に は , 次 の よう な モデ ム -NCU 内 蔵 電話 機 や モデ ム な ど を 扱う た め の , 拡 
張 機能 が 用 意 き れ て いま す . 


Na。- 日 本 語 BASIC(86 ) で 制御 の で きる モデ ム -NCU 内 蔵 電 話 機 ・ モ デム 


FC-TL101 オー ト ホ ン 1200 ボ ー( 半 二 重 ), 300 ボ ー( 全 二 重 ) 
PC-TL102L オ ー ト ホン 1200 ボ ー( 全 二 重 ), 300 ボ ー( 全 二 重 ) 


PC-9863N 填 PC-TL901 1200 ボ ー( 半 二 重 ), 300 ボ ー( 全 二 重 ) 


モデ ム -NOU 内 蔵 電話 機 


PC-9865 十 PC-TL901 1200 ボ ー( 全 二 重 ), 300 ボ ー( 全 二 重 ) 
PC-9801-57 十 PC-TL901 | 2400 ボ ー( 全 二 重 ), 1200 ボ ー( 全 二 重 ), 
300 ボ ー( 全 二 重 ) 


モデ ム ボ ー ド 二 ハ ンド セッ ト 


これ ら の モデ ム -NCU 内 蔵 電話 機 や モデ ム を コン ピュ ー タ 本 体 に 接続 すれ ば , N。。- BASIC (86) の 
拡張 命令 を 利用 し て , オー ト ダ イア ル , 自動 着信 .。 モデ ム を 利用 し た デー タ 通 信 な ど を 行う こ 
と が で きま す 。 

また , ユー ティ リティ `tele .n88” (電話 管理 ユー ティ リティ ) を 使用 すれ ば 次 の よう な こと 
が で きま す 。 


・ 電 話 帳 の 作成 や 保守 
・ 電 話 の 自動 発信 
・BBS へ の 接続 

・ フ ァイル 転送 


各 電 話 機 や モデ ム に つい て の 説明 は , それ ぞ れ の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい . 
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9.1 電話 制御 機能 


画 電 話 制御 の た め の 拡 張 命令 
N。。- BASIC(86) に は 次 の よう な 拡張 命令 お よび 関数 が 用 意 き れ て いま す . 


CMD LINE OPEN 電話 機 と BASIC を 論理 的 に 接続 する 
CMD LINE CLOSE 電話 機 と BASIC を 論理 的 に 切り 離す 
CMD DIAL 電話 を か ける 

CMD STORE DIAL* 電話 機 に 電話 番号 を 記憶 させ る 

CMD ON LINE GOSUB 着信 が あっ た 時 の 割り 込み 先 を 定義 する 
CMD LINE ON/OFF/STOP 着信 割り 込み を 制御 する 


CMD RECEIVE 着信 が あっ た 場合 の 動作 を 指定 する 
CMD MODE CUT 電話 を 切る 


STATUS LINE 着信 が あっ た か どう か を 調べ る 
電話 機 に STATUS DIAL$* 電話 機 に 記憶 され て いる 電話 番号 を 調べ る 
対す る 関数 | STATUS DIAL* 電話 機 に 記憶 され て いる 電話 番号 の 機能 を 調べ る 
STATUS MODE 現在 の 電話 機 の モー ド を 調べ る 


CMD CHANGE DUPLEX 通信 方 式 を 切り 換え る 


通信 関係 CMD BREAK ブレ ー ク 信号 を 送出 する 
の 命令 CMD ERROR ON/OFF/STOP 通信 テラー 割り 込み を 制御 する 
CMD ON ERROR GOSUB 通信 エラ ー が あっ た 時 の 割り 込み 先 を 定義 する 


* の 付い て いる 命令 お よび 関数 は モデ ム ボ ー ド に お いて は 使用 で きま せん . 


ぁ 参照 電話 制御 命令 っ つ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


一 電話 制御 命令 の 使用 に 際 し て 


@ 電 話 機 の スイ ッ チ 設定 
各 モ デム -NCU 内 蔵 電話 機 。 モ デム ボー ド , ハン ド セ ッ ト の ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し 
な が ら , ボー レー ト (転送 速度 )。 発信 受信 モー ド な ど を 設定 し て くだ さい -。 


@ 電 話 機 と コン ピュ ー タ 本 体 の 接続 

電話 機 と コン ピュ ー タ 本 体 の RS-232C ポー ト を , 電話 機 に 付属 し て いる RS-232C ケー ブル 
で 確実 に 接続 し て くだ さい .RS-232C ポー ト は 標準 ポー ト (第 1 回 線 ) お よび 拡張 ポー ト (第 2 回 
線 ノ 第 3 回 線 ) の いずれ も 使用 で きま す が , 拡張 ポー ト を 使用 する に は , RS-232C 拡張 イン タフ 
ェ ー ス ボー ド が 必要 で す . 

次 に , モデ ム -NCU 内 蔵 電話 機 の 場合 , 電話 機 の 自動 手動 ボタ ン を 押し て “自動 "の ラン 
プ が 点灯 する よう に セッ ト し て くだ さい . 手動 の 場合 , オー ト ダ イア ル , 自動 着信 な どの 制御 
は 行え ませ ん . 
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人 @ 電 話 制御 命令 の 使用 宣言 

ユー ティ リティ “switch .n88” を 使っ て 電話 制御 命令 を 使用 する た め の 設 定 を 行い ます . こ 
の 設定 を 行わ な いと , 電話 制御 命令 は 使用 で きま せん . 実行 し よう と する と Feature not 
available” の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 


① ま ず , 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 5 番 を ON に し た 状態 で BASIC を 起動 きせ ます . 
シス テム ディ スク を ドラ イブ 1 に セッ ト し ます 。 

⑧^menu” プロ グラ ム を 起動 きせ \ メ モリ スイ ッ チ の 設定 (switch . n88) ? を 選択 し ます . 
(④^switch .n88” が 起動 し ます の で , \Basic mode′ を 選択 し ます . 


ーー asic mode 一 一 


] 御 命令 の 使用 


(使わ な い ) 


⑥⑤^ 電 話 制御 命令 の 使用 * で ^ 使 う " に カー ソル を 位置 づけ て [ 9] キー を 押し ます . 
@Esc] キ ー を 押す と 初期 画面 に ちどり ます の で 終了 ” を 選択 し ます . ここ で , リセ ッ ト ス イッ 
チ を 押し て , BASIC を 再起 動 す る と 電話 制御 命令 が 使用 で きる 状態 に な り ま す . 


ぁ 参照 switch .n88 ~「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


注意 : 電話 制御 命令 の 使用 を 宣言 する と, BASIC の プロ グラ ム 領 域 が 約 20KB 減少 し ます . 


介 ボ ー レ ー ト の 指定 


RS-232C 標準 ポー ト ( 第 1 回 線 ) 使 用 の 場合 
第 1 回 線 を 使用 する 場合 、 ユー ティ リティ \switch .n88? を 使用 し て , 電話 機 の ボー レー ト 
と 同じ 値 に 設定 し ます . 


① ま ず , 本 体 の ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 5 番 を ON に し た 状態 で BASIC を 起動 きせ ます . 

シス テム ディ スク を ドラ イブ 1 に セッ ト し ます . 

⑧^menu” プロ グラ ム を 起動 きせ バ メ モリ スイ ッ チ の 設定 ” を 選択 し ます 。 

(④^switch .n88” が 起動 し ます の で , ^RS-232C( 初 期 設 定 )” を 選択 し ます . する と 画面 に 次 の 
よう に 表示 され ます . 
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ーー 。 民 ば ー C 上 
ッッ お こら 82 ( 初 設定 ) 


デー タ b it 長 
パリ チ ティ チェ ッ ウ 


ボー レー ト の “300*, ヾ 1200* また は “2400′ に カー ソル を 位置 づけ て | < り ] キ ー を 押し ます . 
⑥ [sc] キー を 押す と 初期 画面 に ちどり ます の で ` 終 了 / を 選択 し ます . ここ で , リセ ッ ト ス イッ 
チ を 押し て , BASIC を 再起 動 する と 電話 制御 命令 が 使用 で きる 状態 に な り ま す . 


注意 : ここ で は ボー レー ト 以 外 の 設定 は し な く て か まい ませ ん . その 他 の プロ トコ ル の 設定 は 
OPEN 命令 で コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル を オー プン する 際 に 設定 し て くだ さい . 


RS-232C 拡張 ポー ト ( 第 2 回 線 あ る い は 第 3 回 線 ) を 使用 する 場合 
第 2 回 線 あ る い は 第 3 回 線 を 使用 する 場合 , RS-232C 拡張 イン タフ ェ ー ス ボー ド 上 の 転送 束 
度 設定 スイ ッ チ の 値 を 電話 機 の ボー レー ト と 同じ 値 に 設定 し ます . 


圏 4 つ の モー ド 

電話 制御 命令 を 使い , 電話 回 線 を 通じ て デー タ 通 信 な ど を 行う 場合 に は , BASIC, 電話 機 , 
電話 回 線 を 論理 的 に 接続 し ます . この 論理 的 な 接続 の 状態 に は 段階 的 な 4 つの レベ ル が あり , 
次 に 説明 する 4 つの モー ド に 分 け て 考え る こと が で きま す . 

た と えば , 電話 回 線 を 通じ て デー タ 通 信 を 行う 場合 に は , 電話 制御 命令 を 使っ て , 「 初 期 モ ー 
ドー オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド ー デ ー タ 通信 モー ド 」 へ と 進ん で 行き ます . 

それ ぞ れ の モー ド で は 実行 で きる 電話 制御 命令 が 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい . 
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4 つの モー ド の 関係 


初期 モー ド 


: CMD LINE OPEN の 実行 

: CMD LINE CLOSE の 実行 

: CMD DIAL の 実行 , 手動 ダイ ヤル また は 手動 着信 の 操作 
: 受話 器 を 置く 。 フッ クボ タン を 押す 

: CMD DIAL の 実行 , 自動 着信 の 操作 

: CMD MODE CUT の 実行 

: 通話 デー タ 切 り 換え ボタ ン に よる 操作 


Q@@@@@@ 


側 初 期 モ ー ド 

BASIC と 電話 機 が 論理 的 に 接続 きれ て いな い 状態 で す . この 状態 で は オー ト ダ イア ル , 自動 
着信 な どの 機能 を 利用 する こと が で きま せん 。. 

手動 に よる 電話 回 線 の 接続 ある い は モデ ム 機 能 の み を 利用 し た デー タ 通 信 が 可能 で す . 


@⑱@ オ フラ イン コマ ンド モー ド 

CMD LINE OPEN 命令 を 実行 する と 電話 機 と BASIC が 論理 的 に 接続 きれ , オー ト ダ イ 
アル , 自動 着信 な どの 機能 が 利用 で きる よう に な り ま す . この モー ド を ヾ オフ ライ ンコ マン ド 
モー ド ” と いい ます .。 この 状態 で は , 電話 機 と 電話 回 線 は 切り 離さ れ て い ます が 。, BASIC と 電 
話 機 と の 間 で 命令 の 受け 渡し が で きま す . 

CMD LINE CLOSE 命令 を 実行 する と 初期 モー ド に も どり ます 。 


⑯ デ ー タ 通信 モー ド 

オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド か ら , デ ー タ 通信 モー ド 指 定 の CMD DIAL 命令 を 実行 する か あ 
る い は 自動 着信 が 行わ れる と 電話 回 線 と BASIC が モデ ム を 介し て 接続 きれ た 状態 に な り ま す . 
これ を “ デー タ 通 信 モ ー ド ? と いい ます . この 状態 で は コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル を 通じ て 
電話 回 線上 の 通信 相手 と デー タ の 受け 渡し を する こと が で きま す .。 この モー ド の と き に は 電話 
機 の フッ クラ ンプ と デー タラ ンプ が と も に 点灯 し て いま す 。 

CMD MODE CUT 命令 を 実行 する と オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド に も どり ます 。. 

また , デー タ 通 信 モ ー ド で 受話 器 を 外し , 通話 デー タ 切 り 替 え ボ タン を 押す こと に より 通 
話 モ ー ド に 移行 する こと が で きま す . 
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通話 モー ド 

オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド か ら , 通 話 モ ー ド 指定 の CMD DIAL 命令 を 実行 する か ある い は 
手動 ダイ アル , 手動 着信 を 行う と , 電話 回 線 と 電話 機 と が 接続 され 通話 相手 と 話す こと が で き 
ます .。 この 状態 を “通話 モー ド ” と いい ます . この モー ド の と き に は 電話 機 の フッ クラ ンプ が 
点灯 し , デー タラ ンプ が 消灯 し て いま す .。 

この モー ド で は BASIC か ら 電 話 機 を 制御 する こと は で きま せん . 受話器 を 置く か フッ クボ タ 
ン を 押す こと に よっ て 電話 を 切る あと オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド に も どり ます 。 

また 。 こ の モー ド で 通話 デー タ 切 り 替 え ボ タン を 押す こと に より デー タ 通 信 モ ー ド に 移行 
する こと が で きま す 。 


虹 ー ド 使用 で きる 命令 ・ 関 数 


CMD LINE OPEN 命令 
STATUS MODE 関数 

CMD CHANGE DUPLEX 命令 
コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル に 対す る 入出 力 命令 
(OPEN/CLOSE/PRINT #/INPUT # な ど ) 


CMD LINE CLOSE 命令 
CMD STORE DIAL 命令 * 
CMD RECEIVE 命令 

CMD LINE ON/OFF/STOP 命令 
オフ ライ ン CMD MODE CUT 命令 
コマ ンド モー ド CMD ON LINE GOSUB 命令 
STATUS LINE 関数 
STATUS DIAL$ 関 数 * 
STATUS DIAL 関数 * 
STATUS MODE 関数 


CMD CHANGE DUPLEX 命令 
CMD BREAK 命令 
CMD MODE CUT 命令 
CMD LINE CLOSE 命令 
STATUS ERROR 関数 
STATUS MODE 関数 
コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル に 対す る 入出 力 命 令 
(OPEN/CLOSE/PRINT #/INPUT # な ど ) 


通話 モー ド SATUS MODE 関数 
* の 付い て いる 命令 ある い は 関数 は モデ ム ボ ー ド で は 使用 で きま せん . 


初期 モー ド 


デー タ 通 信 モ ー ド 
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国電 話 制御 命令 を 使っ た プロ グラ ム 例 


久 電 話 を か け て 通話 を 行う 
自動 ダイ アル で 相手 に 電話 を か ける プロ グラ ム で す 。. 


1 の '" AUTO DIAL 

11 CMD LINE OPEN "COM:" 

12 MAIN 

139 INPUT "Telephone number":DLS$ 

14g IF DL$S="" THEN CMD LINE CLOSE : END 
15g CMD DIAL DLS 

16 GOTO ※MAIN 


110 行 で 電話 機 と BASIC を 論理 的 に 接続 し 初期 モー ド か ら オ フラ イン コマ ンド モー ド に な 切 
り 換 えま す . COM : ? は , コン ピュ ー タ 本 体 と 電話 機 が RS-232C 標準 ポー ト で 接続 きれ て い 
る こと を 意味 し ます 。 

130 行 で 相手 の 電話 番号 を 入力 し ます . 内 線 電話 か ら 外線 に か ける 場合 に 電話 番号 の 前 に *0 : ? 
な ど を つけ る 必要 が ある 場合 に は ヾ 0 : XXXX” の よう に 入力 し ます . 

電話 番号 の 入力 の 際 に | < り |] キー だ け を 押す と , 140 行 で 電話 機 と BASIC を 論理 的 に 切り 離 
し , 初期 モー ド に も ど し て プロ グラ ム を 終了 し ます . 

150 行 で ダイ アル 後 , 通話 モー ド 指 定 で 電話 を か け ま す . ダイ アル が 終わ る と 次 の 命令 に 進み 
ます . この 場合 再び 電話 番号 入力 待ち と な り ま す . 

オー ト ダ イア ル を 行う と 電話 器 の フッ クラ ンプ が 自動 的 に 点灯 し , 相手 を 呼び 出し 始め ます . 
この 間 , 内 蔵 ス ピー カ を 通し て 呼び 出し 音 が 確認 で きま す . 相手 が 出 た ら 受 話 器 を と っ て 会 話 
し ます . 通話 が 終わ っ た 場合 , また は 話し 中 ある い は 相手 が 出 な いな どの 場合 に は 受話 器 を 置 
く か フッ クボ タン を 押し て 電話 を 切っ て くだ さい . 


人 @ 電 話 を か け て デー タ を 送信 する 
自動 ダイ アル で 電話 を か け フ ァイル の 内 容 を 転送 か る プロ グラ ム で す 。 この プロ グラ ム は 。 
受信 側が 次 の 「 自動 着信 後 デ ー タ を 受信 する 」 プ ログ ラム を 起動 きせ て いる こと を 想定 し て いま 


1 '" AUTO DIAL & SEND FILE 

11 婦 CMD LINE OPEN "COM:" 

12 MAIN 

13g INPUT "Telephone number":DLS 
14g IF DL$S="" THEN CMD LINE CLOSE : END 
15g INPUT "Send file name":FLNS$ 
16 OPEN FLN$S FOR INPUT AS 1 
17g CMD DIAL DLS,1 

18 OPEN "COM:E71N" AS 2 

19 PRINT 失 2/FLNS 

2 の WHILE (NOT EOF て 1) ) 

21 PRINT #2/"17 

22 り LINE INPUT 半 1 AS 
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23 の PRINT 村 2/AS 
24 WEND 

259 PRINT 失 2/" の " 
26 CLOSE 

27 の の CMD MODE CUT 
28 の GOTO MAIN 


まず 110 行 で 電話 機 と BASIC を 論理 的 に 接続 し 初期 モー ド か ら オ フラ イン コマ ンド モー ド 
に 切り 換え ます . 

次 に 130 行 で 相手 の 電話 番号 を 入力 し ます . 電話 番号 の 入力 の 際 に [< り ] キ ー だ け を 押す と ,。 電 
話 機 と BASIC を 論理 的 に 切り 離し 初期 モー ド に も ど し て プロ グラ ム を 終了 し ます . 

150, 160 行 で は 。 ディ スク 中 の 転送 する ファ イル 名 を 入力 し 。 そ の ファ イル を オー プン し ま 
EE 

170 行 で 電話 を か け ま す が , 電話 番号 の 次 に 1” が 指定 され て いる の で ダイ アル 後 相手 の ア 
ン サ ー ト ー ン を 検出 する まで 待っ て いま す . こ の 命令 は 送信 先 の 相手 が 「 自 動 着 信 後 デー タ を 受 
信 す る 」 の プロ グラ ム を 起動 し て 受信 待ち の 状態 に な っ て いな けれ ば な り ま せん . そ う で な い 場 
合 に は 規定 時 間 内 に アン サー トー ン が 検出 で き な い の で エラ ー と な り ま す . 

電話 回 線 が 接続 きれ , アン サー トー ン を 検出 し た ら , 180 行 で 電話 機 に 接続 きれ て いる コミ 
ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル を オー プン し ます . こ の 命令 を 実行 する こと に より 以降 , モ デム を 介し 
て PRINT# , INPUT# な どの 入出 力 命令 を 実行 する こと が 可能 と な り ま す . 

な お 。 半 二 重 に よる 通信 を 行う 場合 , OPEN 命令 の 前 に 次 の 命令 を 実行 し て くだ さい . 


CMD CHANGE DUPLEX 1, 1 


この 命令 は 通信 方 式 を 全 二 重 通信 方 式 か ら 半 二 重 通 信 方 式 に 切り 換え る 命令 で す . 

190 行 一 250 行 で は , 転送 する ファ イル 名 に 続い て ファ イル の デー タ を 順次 相手 に 送信 し ま 
す 。 この プロ グラ ム で は 。 始め ヾ 1? を 送り , 続け て ファ イル の 内 容 を 1 行 分 送る ,。 と いう こと 
を 繰り 返し て いま す . ファ イル の 中 身 の 転送 が 終わ る と 0” を 送り ます . これ は デー タ の 転送 
が 終わ っ た こと を 知ら せる 意味 を 持っ て いま す . 

デー タ の 転送 が 終わ る と , 260 行 で 電話 機 に 接続 し て いる コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル と 転 
送 し た デー タフ ァイル を クロ ー ズ し ます . 

最後 に 270 行 で 電話 を 切り オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド に 移行 きせ ます . 


の 自動 着 信 後 デー タ を 受信 する 

自動 着信 を 行い 。 受信 し た デー タ を ディ スク ファ イル に 書き 出す プロ グラ ム で す . この プロ 
グラ ム は , 送信 側が 「 電 話 を か け て デー タ を 送信 する 」 プ ログ ラム を 起動 きせ て 電話 を か ける 
こと を 想定 し て いま す . 
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 ' RECEIVE FILE 

11 CMD LINE OPEN "COM:" 

12g CMD ON LINE GOSUB *※REC 

139 CMD LINE ON 

14 LOOP 

15 GOTO *※LOOP 

16 凶 *※REC 

17 CMD RECEIVE 1 

189 IF STATUS MODE<>2 THEN 18 
199 OPEN "COM:E71N" AS #1 

2 の LINE INPUT #1/FLNS 

219 PRINT "RECEIVE FILE=":FLNS 
229 PRINT "START" 

23 OPEN FLNS FOR OUTPUT AS #2 
24 の REC1 の 

25 INPUT #1 AS 

269 IF AS<>"1" THEN *※REC2 

27 LINE INPUT #]1 AS 

28 の PRINT #2,AS$ 

29 の GOTO *※REC1 

3 の REC2 の 

319 CLOSE 

32 の 9 CMD MODE CUT 

33 CMD RECEIVE 

34 PRINT "END" 

35 の RETURN 


まず , 110 行 で 電話 機 と BASIC を 論理 的 に 接続 し , 初期 モー ド か ら オ フラ イン コマ ンド モー 
人 ま す 。 

120, 130 行 で は 着信 が あっ た 場合 の 分 岐 先 を 定義 し , 着信 割り 込み を 許可 し ます . これ 以降 
着信 が ある と すぐ * REC ルー チン へ 分 岐 し ます . 

その 後 , 着信 が ある まで 待っ て いま す . も ちろ ん この 間 に 別 の 処理 を 実行 きせ る こと も 可能 
DA 

170 行 で は 着信 が ある と アン サー トー ン を 返し 。 その後 デ ー タ 通信 モー ド に 移行 し ます . こ の 
と き , 180 行 の STATUS MODE 関数 に よっ て デー タ 通 信 モ ー ド で ある こと を 確認 し て か ら ,190 
行 で 電話 機 に 接続 きれ て いる コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル を オー プン し ます . 以降 。 モ デム を 
介し て PRINT# INPUT # な どの 入出 力 命令 が 実行 可能 と な り ま す . 

な お , 半 二 重 で 通信 を 行う 場合 , OPEN 命令 の 前 に 次 の 命令 を 実行 し て くだ さい . 


CMD CHANGE DUPLEX 1, 1 


この 命令 は 通信 方 式 を 全 二 重 通信 方 式 か ら 半 二 重 通 信 方 式 に 切り 換え る 命令 で す . 

まず , 200 行 で コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル か ら , 受信 する ファ イル の 名 前 を 受け 取り ます . 
その 後 。 210 行か ら 230 行 で ファ イル 名 と 受信 を 始め る 合図 と し て , “START” と 表示 し , そ 
の ファ イル 名 の ディ スク ファ イル を 出力 モー ド で オー プン し ます 。 

240 行か ら 290 行 で は コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル か ら 順 次 デー タ を 受信 し 。, フ ァイル に 書き 
込み ます . 
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この 場合 , 1” の 次 に は ファ イル の 内 容 が 1 行 送ら れ て くる の で , これ を ファ イル に 書き 込 
むと いう こと を 繰り 返し ます .。 250 行 で “1 以外 を 受信 し た 場合 に は 電話 を 切る 処理 の * REC 
20 ルー チン に ジャ ンプ し ます .。 

310 行 一 330 行 は ファ イル を クロ ー ズ し , 電話 を 切り , 自動 着信 を 禁止 に する サブ ルー チン で 
す .。 つま り , 再び 着信 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 す る まで は デー タ 通 信 モ ー ド に 切り 換 わ ら 
な いよ うに し ます . そし て END” と いう 受信 終了 の メッ セー ジ を 表示 し て 割り 込み 前 の 処 
理 ( 着 信 待 ち ) に も ど し ま す . 


田 電 話 制御 命令 使用 時 の 注意 

・PC-TL101, PC-TL102L し オー ト ホ ー ン , PC-9863N。 PC-9865, PC-9801-57 モ デム ボー ド 以 
外 の 電話 機 を 接続 し た 場合 の 動作 は 保証 で きま せん . 

・ デ ー タ 通信 モー ド の と き BASIC の エラ ー が 発生 し た り | sror | キー を 押し て プロ グラ ム の 実行 
が 中 断 し た 場合 に は 自動 的 に 電話 が 切れ ます . 

・ デ ー タ 通信 中 に な ん ら か の 事情 に より 通信 で き な く な っ た 場合 , 永久 に 相手 か ら の デー タ を 
待っ て ぃ る 状態 に 陥る 可能 性 が あり ます . 無人 運転 を 行う 際 は 時 間 監 視 を 行い , 一 定 の 時 間 
内 に デー タ が 送ら れ て こない 場合 に は 電話 を 切る あと いう よう な プロ グラ ム を 作成 し て くだ さ 
い . 

・ 電 話 制 御 命令 を 使用 し て いる と き に は コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト に 対し て OUT 命令 を 実行 し 
な いで くだ さい 。 動作 を 保証 で きま せん . 

・CMD LINE OPEN 命令 で コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト を 接続 し た 場合 , その ポー ト に 対応 す 
る コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル は 必ず デー タ 通 信 モ ー ド 内 で , OPEN 命令 と CLOSE 命 令 を 実 
行 し て くだ さい .。 オー プン し た まま デー タ 通 信 モ ー ド を 抜け 出し 再度 デー タ 通 信 モ ー ド と な 
る と 。 コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル に 対す る 入出 力 命令 が 誤動作 する 可能 性 が あり ます 。 

・ 異 な っ た 種類 の 電話 機 を 接続 し て デー タ 通 信 を 行う 場合 , 正常 動作 し な けれ ば 受信 側 の モー 
ド 設 定 ス イッ チ は ANS モー ド に 設定 し て くだ さい . また 。, 送信 側 は AUTO ある い は CALL 
に セッ ティ ング し ます . 同一 機種 を 接続 する 場合 , 両者 と も AUTO モー ド で か まい ませ ん . 


較 電 話 管理 ユ コー ティ リティ `tele . n88” の 使い 方 
シス テム ディ スク に は 電話 管理 ユー ティ リティ \tele .n88′ が 入っ て いま す . 
電話 管理 ユー ティ リティ は 次 の 4 つの 機能 を 持っ て いま す .。 


・ 電 話 帳 管理 機能 

・ オ ー ト ダイ アル 通話 機能 
・ フ ァイル 転送 機能 

・ フ ァイル 受信 機能 
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それ ぞ れ に つい て 解説 し ます . 


人 @ 電 話 帳 管理 機能 

オー ト ダ イア ル を 行う た め に 通信 先 の 電話 番号 や 名 前 を 電話 帳 フ ァイル に 登録 し ます . 

電話 帳 フ ァイル に は 氏名 , 電話 番号 を は じ め 住 所 , 所 属 等 の コメ ント 情報 を 登録 し て お く こ 
と が で きま す . 

また , 通信 先 が BBS( 掲 示 板 サー ビス ) や 各種 の デー タベース で ある 場合 に は , 接続 の た め の 
通信 条件 を 設定 する こと も で きま す . 

電話 帳 管 理 機能 に は , 電話 帳 フ ァイル の 作成 お よび 電話 帳 フ ァイル の 保守 を 行う た め の 4 つ 
の 機能 が 用 意 さ れ て いま す . 


・ 発 信 相手 の 新規 登録 

・ 氏 名 , 電話 番号 , 属性 な どの 変更 
・ 発 信 相 手 の 削除 

・ 電 話 帳 の 表示 


オー ト ダ イア ル 通 話 機能 

電話 帳 フ ァイル に 登録 され て いる 通話 先 を 選択 する だ け で , 自動 的 に 電話 を か ける こと が で 
きま す 。 通話 先 が BBS( 掲 示 板 サー ビス ) や 各種 デー タベース の 場合 に は , オー ト ダ イア ル 後 , 
あら か じ め 設 定 さ れ て いる 通信 条件 に 従っ て ター ミナ ルモード へ 移行 し ます . ター ミナ ル モ ー 
ド に し た 後 は , 相手 サー ビス と の 規約 に 従っ て 通信 を 行っ て くだ さい 、 


@ フ ァイル 転送 機能 

ファ イル を 通話 先 に 転送 し ます 。 

エラ ー チ ェ ッ ク 付 き の フ ァイル 転送 機能 で すか ら , 確実 に デー タ を 送る こと が で きま す .。 な 
お , ファ イル 受信 側 は この ユー ティ リティ プロ グラ ム の 「 フ ァイル 受信 機能 」 を 使用 し て いな 
けれ ば な り ま せん . 


代 フ ァイル 受信 機能 
前 の 項 の 「 フ ァイル 転送 機能 」 を 使っ て 送ら れん て くる ファ イル デー タ を 受信 し , ファ イル に 
格納 し ます . 


一 電話 管理 ユー ティ リティ の 使用 に 際 し て 


人 @ 電 話 機 の 準備 

「 電 話 制御 命令 の 使用 に 際 し て 」 に 従っ て 電話 機 の 準備 を 行っ て くだ さい . な お , 電話 管理 ユ 
ー テ ィ リ ティ は RS-232C 標準 ポー ト を 使用 し ます の で , コ ンピュータ 本 体 と 電話 機 の 接続 は RS 
-232C 標準 ポー ト を 使用 し て くだ さい . 
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人 @ 電 話 制 御 命令 の 使用 宣言 

電話 管理 ユー ティ リティ は 電話 制御 命令 を 使用 し て オー ト ダ イア ル の 制御 を 行い ます . この 
た め , 電話 制御 命令 の 使用 宣言 が 必要 で す . 前 出 の 「 電 話 制御 命令 の 使用 に 際 し て 」 に 従っ て 準 
備 し て くだ さい 、。 


注意 : 電話 管理 ユー ティ リティ は 日 本 語 表示 を 行い ます の で , 使用 の 際 に は 400 ライ ン の 高 解 
像 度 デ ィ ス プレ イ が 必要 で す . 


田 電 話 管理 コー ティ リティ の 操作 


人 @ 電 話 管理 ユー ティ リティ の 起動 
電話 管理 ユー ティ リティ は シス テム ディ スク 内 の tele .n88′ と いう プロ グラ ム で す . 
メニ ュー プロ グラ ム ヾ menu” を 起動 きせ , “電話 管理 ユー ティ リティ (tele .n88)? を 選択 し ま 
電話 管理 ユー ティ リティ が 起動 きれ る と 次 の メニ ュー 画面 が 表示 され ます . カー ソル を 選択 
する 機能 に 位置 づけ て | 9| キ ー を 押し て くだ さい . 


電話 管理 ユ コー ティ リティ 


オー ト ダイ アル 通話 
ファ イル 転送 


ファ イル 受信 
終了 
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人 @ 電 話 帳 ファ イル の 作成 と 電話 帳 フ ァイル の 指定 

ファ イル 受信 機能 以外 の 機能 を 使用 する 場合 , 電話 帳 フ ァイル が 必要 で す . 電話 帳 フ ァイル 
は “TBOOK . SYS” と いう ファ イル 名 で 作成 され ます . 電話 帳 フ ァイル は 52 セク 夕 分 の 容量 
を 持ち , 104 人 分 の 情報 を 登録 する こと が で きま す . 
電話 帳 管 理 機能 を 選択 し た 場合 , 処理 に 入る 前 に 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます . 


電話 管理 ユ コー ティ リティ 
電話 帳 フ ァイル (TBOOK.SYS) が 存在 する ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 入力 し て 下さ い 。 


な お 電話 帳 フ ァイル を 新規 に 作成 し た い 場 合 、HELP キ ー を 押し て 下さ い 。 電話 帳 フ ァイル 
の 新規 作成 が 行え ます 。 
電 


は じ め て 電話 管理 ユー ティ リティ を 使用 する 場合 や , なんらかの 理由 で 電話 帳 フ ァイル の 内 
容 が 破壊 され て し まっ た 場合 に は , | Heup キー を 押し て くだ さい . 電話 帳 フ ァイル の 作成 に 進み 
ます . 

電話 帳 を 作成 ずみ の 場合 は , ドラ イブ 番号 を 指定 する と その ドラ イブ に 存在 する 電話 帳 ファ 
イル が 保守 の 対象 と な り ま す . 


@ 各 機能 使用 時 の 留意 点 

電話 管理 ユー ティ リティ は 電話 帳 管理 機能 . オー ト ダ イア ル 通 話 機能 。. フ ァイル 転送 機能 , 
ファ イル 受信 機能 の いずれ を 使用 する 場合 で も , 画面 に 表示 され る メニ ュー や メッ セー ジ に 従 
っ て 作業 を 行え ば 操作 で きる よう に な っ て いま す . し た が っ て 。 操作 法 の 細か い 解 説 は 行い ま 
せん . この 「 各 機能 使用 時 の 留意 点 」 の 解説 を 参考 に し て 電話 管理 ユー ティ リティ を 使用 し て く 
だ さい 。. 


日 本 語 入力 の 方 法 

電話 帳 ファ イル に 通話 先 を 登録 する 際 。 ある い は 電話 帳 の 内 容 を 変更 する 際 な ど に は , 日 本 
語 入力 を 行い ます . 

通話 先 の 氏名 を 入力 する 際 に は 次 の よう に 表示 され ます . 


発信 相手 の 新規 登録 


氏名 を 入力 し て 下さ い 。 氏 名 は 日 本 語 (12 文 字 以 内 ) で 入力 し ます 。 
? 
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この よう な 場合 は , 自動 的 に 日 本 語 入力 モー ド に な り ま す . 日 本 語 入 力 の 方 法 は その と き の 
BASIC の 日 本 語 入力 環境 に 依存 し ます 。 


参照 日 本 語 入 力 の 方 法 つ 5 .3 の 「 日 本 語文 字 の 入力 」 


電話 番号 

電話 帳 に 登録 する 電話 番号 は 16 桁 以内 の 数 字 , コロ ン ( : ) お よび ハイ フン (一 ) で 指定 し ま 
が 

コロ ン を 使う と 約 2 秒 待 っ て か ら 残り の 番号 を ダイ アル し ます . これ は 構内 交換 機 (PBX) か 
ら 外 線 へ の 接続 要求 を 行う 必要 が ある 場合 な ど に 使用 し ます . 

ハイ フン は 形式 的 な 区 切り 記号 で す . 省略 し て も か まい ませ ん . 


例 1) 次 の 3 つの 電話 番号 は すべ て 同じ 意味 に 解釈 され る 。 
XXーXXXーXXXX XXXXXXXXX XXーXXXXXXX 


例 2) 次 の 3 つの 電話 番号 は すべ て 同じ 意味 に 解釈 され る . 
XX : X メ ーXXXーXXXX X : XXXXXXXXX X : X メ ーXXXXXXX 


オー ト ダ イア ル 
オー ト ダ イア ル 時 に は , 特に 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


・ 電 話 機 の 自動 手動 スイ ッ チ を ヾ 自動 ”/ に し て お きま す . 

・ 受 話 器 は 電話 機 に 置い た 状態 に し て お きま す . 

・ 電 話 機 の モー ドス イッ チ は , AUTO ある い は CALL に セッ ティ ング し て お きま す 。 
・ コ ンピュータ 本 体 の ボー レー ト 指 定 と 電話 機 の 速度 スイ ッ チ の 値 を 一 致 さ せま す . 


@⑯ BBS ノ デー タベース な ど へ の アク セス 法 
BBS に アク セス する 方 法 を 概説 し ます . BBS アク セス に は 「 電 話 帳 管理 機能 . と 「 オ ー ト ダイ 
アル 通話 機能 」 を 使い ます 。 


電話 帳 管理 機能 で 行 う こ と 
① BBS へ アク セス する こと を 宣言 する . 
電話 帳 フ ァイル に 通話 先 を 登録 する 際 , 発信 相手 は BBS で すか (y/n) ? ” の 問い に 対し て , 
Re 大刀 必 で くだ さき VS 
② BBS アク セス の た め の 通 信条 件 を 登録 し て お く . 
通信 条件 の 指定 は 次 の よう な メニ ュー か ら 選 ぶ だ け の 簡単 な 操作 で 行え を ます . 
BBS アク セス 時 の 通信 条件 は 各 サ ービス に よっ て 異な り ま す の で , 対象 と する BBS の 通信 
条件 を よく 調べ た 上 で 指定 し て くだ さい . 
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発信 相手 の 新規 登録 
PC-VAN 99-999-9999 東京 


ター ミナ ルモード に 入る 際 の 通信 条件 を 指定 し ます 。 
と っ キー で 移動 < コ キー で 機能 選択 


通信 方 式 還 王 中 半 二 重 

パリ ティ 5 奇数 パリ ティ 
デー タビ ッ ト 長  : 回 5 馬 7 ピッ ト 
スト ッ プ ビッ ト 長 : 5 馬 2 紀 ツ ト 
XON/XOFF : 無 


有 
* NULL 
送信 時 行末 : 上 CRHLF 
CR 受信 処理 : 薄 CR 


登録 し て よろ し いで すか (y/n) ? 


オー ト ダ イア ル 通 話 機能 で 行 う こと 
① オ ー ト ダイ アル 通話 機能 を 使用 し て オー ト ダ イア ル し ます . 

BBS の 電話 番号 が 通話 先 に 選ば れる と , まず , 次 の よう に 転送 速度 (ボー レー ト ) の 問い 合わ 
せ が 行 われ ます . 


BBS に アク セス し ます . 転送 速度 を 指定 し て 下さ い . 
1. 300 ボー 2. 1200 ボー 3. 2400 ボ ー 


アク セス する BBS サー ビス の 規約 に 従っ て 転送 速度 を 指定 し ます . こ の と き 電 話 機 の 速度 ス 
イッ チ で 指定 し た 転送 速度 (ボー レー ト ) と 同じ に 設定 され て いる こと を 確認 し て くだ さい . 


ず 転 送 速度 の 設定 が 終わ っ た ら , 次 の よう に 表示 され ます . 


オー ト ダ イア ル し ます . 呼び 出し 音 に 続き 「 ピ ー」 と いう 連続 音 が 確認 で きた ら , 電 
話 機 を デー タモ ー ド に し て くだ さい . 


オー ト ダ イア ル が 始ま っ た ら 受 話 器 を 取り , 呼び 出し 音 を 確認 し ます . 相手 が 話し 中 の 場合 
は 受話 器 を 置き [srop | キー を 押し て くだ さい . プロ グラ ム が 終了 し ます . 
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呼び 出し 音 に た 続く 「 ピ ー」 と いう 連続 音 が 確認 で きた ら , 接続 成功 で す . ここ で 電話 機 の 通 
話 プ デー タス イッ チ を 押し て 通話 モー ド か ら デ ー タ 通信 モー ド に し ます . それ まで は ,。 次 の よ 
うに 表示 され て いま す . 


ター ミナ ルモード へ ^ ム 移行 し ます . ター ミナ ルモード へ の 移行 後 は , 対象 BBS と の 規 
約 に 従っ て 会 話 を 行っ て 下さ い . 


デー タ 通 信 モ ー ド に する と 。 画面 が クリ ア さ れ て ター ミナ ルモード へ 入り , BBS と の 取り 決 
め に し た が っ て 通信 を 開始 し ます . 通常 , ユー ザー ID や パス ワー ド な どの 問い 合わ せ が 行 われ 
ます の で , 順次 , 応答 し て くだ さい . 


参照 ター ミナ ルモード ー「11.1 ター ミナ ルモード 」 


⑬ 通 信 を 終え を た いと き に は [sr|+|srop] キ ー を 押し ます . 
ター ミナ ルモード か ら 抜 け す オ ー ト ダイ アル の 画面 に も どり ます . 


⑱ フ ァイル を 転送 する 方 法 

ファ イル を 転送 する に は , 送信 側が 「 フ ァイル 転送 機能 」 を , 受信 側が 「 フ ァイル 受信 機能 」 を 
実行 きせ な けれ ば な り ま せん . 

プロ グラ ム フ ァ イル (アス キー 形式 お よび バイ ナリ 形式 ), 機械 語 フ ァイル , デー タフ ァイル 
の すべ て を 転送 する こと が で きま す . 

ファ イル 転送 の 手順 は 次 の と お り で す . 


送信 側 の 手順 

① 電 話 管理 ユー ティ リティ の 初期 メニ ュー 画面 に お いて , バフ ァイル 転送 ” を 選択 し ます . 

⑨② 次 の よう な ガイ ド メ ッ セー ジ に 従っ て 。 デー タ の 転送 速度 (ボー レー ト ), 通信 方 式 , 転送 す 
る ファ イル 名 を 指定 し ます . 


を 指定 し て 下さ い 。 
1.300* - 2.1200- 3.240UW- 


? 2 
通信 方 式 を 指定 し て 下さ い 。 


寺 全 一 重 2. 半 二 重 


転送 する ファ か ドラ イブ 番号 と ファ イル 名 を 指定 し て 下さ い 。 
ドラ イブ 番号 : 
ファ イル 名 


デー タ の 転送 速度 は 300 ボ ー, 1200 ボ ー お よび 2400 ボ ー の いずれ か を 選択 し ます . 
300 ボ ー 以 外 を 選択 し た 場合 , 通信 方 式 を た ず ね て きま す . 
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PC-TL102L, PC-9865,PC-9867 の いずれ か を 使用 し て いる 場合 , 全 二 重 方 式 を 指定 し て く 
だ さい . 
PC-TL101, PC-9863N の いずれ か を 使用 し て いる 場合 , 半 二 重 方 式 を 指定 し て ください. 
この と き , 電話 機 の 速度 スイ ッ チ で 指定 し た 転送 速度 (ボー レー ト ) と 同じ に 設定 され て いる 
こと を 確認 し て くだ さい 。 
この 後 オ ー ト ダイ アル の 場合 と 同様 に , 次 の よう に 電話 帳 が 表示 され ます の で , ファ イル を 
送る 相手 側 の 電話 番号 を 選択 し て くだ さい . オー ト ダ イア ル で 相手 を 呼び 出し ます . 


0U-000-000O 

-000-0DOO 

OU-0O0-0OOO 

OU-000-0OOD 

OU-000-0UOO 

0U-000-00OO 

00-000-0UOO 

00-000-00OO 関西 ブロ ッ ク 


1 ! キー で 通話 先 の エン トリ に カー ゼ サ を 位置 付け て 下さ い 。 通話 先 に カー サ を 位置 付け た 
ら < コ キー を 押し て 下さ い 。 1 !< づ 以外 の キー を 押す と 次 の 画面 に 進み ます 。 


④ 電 話 が 通じ た ら 相手 に ファ イル を 受け 取る 準備 を させ ます . 

⑤ 受 信 側 の ①-⑤ ま で の 準備 が で き て , 受信 側が デー タ 通 信 モ ー ド に な っ た ら , 送信 側 は 受信 
側 の キャ リア 音 ( ピ ー と いう 連続 音 ) が 鳴る の で 。 送信 側 の 通話 / デ ー タ スイ ッ チ を 押し て デー 
タ 通 信 モ ー ド に し , 受話 器 を 置き ます . する と ファ イル の 転送 が 始ま り ま す . 必ず , 受信 側 の 
キャ リア 音 を 確認 し て か ら 電 話 機 を デー タ 通 信 モ ー ド に し て くだ さい . 


受信 側 の 準備 
送信 側 か ら 電 話 が か か っ た ら 次 の よう に ファ イル を 受け 取る 準備 を し ます . 


① 電 話 を 受け 取っ た ら す ぐに 電話 管理 ユー ティ リティ を 起動 し , バフ ァイル 受信 ” を 選択 し て く 
だ さい . 以下 の 操作 の 間 は 受話 器 を 電話 機 か ら 上 げ て 置き , 切ら な いよ うに し て くだ さい . 
② 発 信 側 の 転送 速度 (ボーレート) お よび 通信 方 式 を 電話 で 確認 し , 同じ 条件 を 指定 し ます .。 こ 
の と き 電 話 機 の 速度 スイ ッ チ も 同じ 速度 に 設定 し ます . 
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⑨ 電 話 機 の モー ドス イッ チ を AUTO に セッ ティ ング し ます . た だ し , 送信 側 と 受信 側 の 電話 機 
の 種類 が 異な る 場合 , 受信 側 は ANS モー ド に セッ ティ ング し て くだ さい . 

(〈④ フ ァイル デー タ を 格納 する 際 の ファ イル 名 を 指定 し ます . 発信 側が 送っ て くる ファ イル 名 と 
同じ 名 前 で 登録 し て よけれ ば | < り ] キ ー を 押し ます . 


ファ イル 受信 


発信 側 の 転送 速度 を 確認 し 、 そ れ と 同じ 転送 速度 を 選ん で 下さ い 。 
1.300*- 2.1200F- 3.2400- 


? 2 
通信 方 式 を 指定 し て 下さ い 。 
1. 全 二 重 2. 半 二 重 


2 電 
受信 ファ イル を 枚 納 する ドラ イブ を 指定 し て 下さ い 。 
信 、 


受信 ファ イル を ドラ イブ に 格納 する 際 に ファ イル 名 を 変更 し た い 場 合 、 そ の ファ イル 名 を 
指定 し て 下さ い 。 

Et る ファ イル 名 と 同じ 名 前 で 格納 し て よけれ ば 、 < コキ ー の み 応 答 し 
で きい は 。 

人 や 


⑤ 発 信 側 に 受信 の 準備 が で きた こと を 電話 で 伝え , 通話 デー タス イッ チ を 押し て 電話 機 を 通 
話 モ ー ド か ら デ ー タ 通信 モー ド に し た 後 。 受話 器 を 置き ます . 


人 @ 通 話 異常 時 の 原因 と 処置 
電話 管理 ユー ティ リティ を 使用 し て いる 際 に 異常 が 起き た 場合 に は , 次 の よう な 原因 が 考え 
られ ます の で チェ ッ ク し て くだ さい 、 


[状況 ] オー ト ダ イア ル が で き な い と き . 
[対策 ] オー ト ダ イア ル 時 , 無 応答 に な っ た り , 通信 異常 エラ ー が 発生 し た 場合 | srop | キー を 
押し て , オー ト ダ イア ル 処 理 を 中 断 し た 後 。 も う 一 度 オ ー ト ダイ アル を や り 直 し ます . 
それ で も うま くい か な い 場 合 , 次 の 点 を 確認 し て くだ さい . 
・ 電 話 機 が 本 体 に 正しく 接続 きれ て いる か どう か を 確認 し ます . 特に 電話 機 の モー ド 
スイ ッ チ が AUTO ある い は CALL に セッ ト さ れ て いる か どう か を 確か め て くだ さ 
も う 。 
・ 電 話 制御 命令 の 使用 宣言 ザ 行 われ て いる か どう か , ユー ティ リティ \switchn88” で 
確認 し ます . 
・ 電 話 機 が 自動 モー ド (自動 ラン プ が 点灯 ) に な っ て いる か どう か を 確認 し ます . 手動 
モー ド で は オー ト ダ イア ル は で きま せん . 
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[状況 ] オー ト ダ イア ル は で きる が 通話 で き な い と き . 
[対策 ] 次 の 点 を 確認 し ます . 
・ 電 話 機 が 通話 モー ド (通話 ラン プ が 点灯 ) に な っ て いる か どう か を 確認 し ます . デー 
タ 通 信 モ ー ド (デー タラ ンプ が 点灯 ) で は 通話 は で きま せん 。 


[状況 ] オー ト ダ イア ル 後 、。 ター ミナ ルモード に は な る が BBS と の 通信 お が うま くい か な いと 
き 。 

[対策 ] 次 の 点 を 確認 し ます . 
・ 電 話 機 が デー タ 通 信 モ ー ド に な っ て いる か どう か を 確認 し ます . 
・ 対 象 BBS の キャ リア 音 を 確認 し た 後 , デー タ 通 信 モ ー ド に し た か どう か を 確か め 
Er 
・ 電 話 機 の 速度 スイ ッ チ が , BBS アク セス 時 に 指定 し た 転送 速度 (ボーレート) と 同じ 
速度 に セッ ティ ング され て いる か どう か を 確認 し ます . 
・ 通 信 方 式 ( 全 二 重 プ 半 二 重 ), デー タビ ッ ト 長 (8 ビッ ト グ 7 ビッ ト ), パリ ティ チェ ッ 
ク の 有無 な どの 通信 条件 が , 対象 BBS の 規約 どおり に な っ て いる か を 確認 し ます . 


[状況 ] オー ト ダ イア ル 後 。 通話 で は うま くい っ た が ファ イル 転送 が うま くい か な いと き . 
[対策 ] 次 の 点 を 確認 し ます . 
・ 受 信 側 の 電話 機 が 正しく コン ピュ ー タ 本 体 に 接続 きれ て いる か どう か を 確認 し ます . 
・ 送 信 側 受信 側 と も , 電話 機 の 速度 スイ ッ チ が ユー ティ リティ で 指定 し た 値 と 同じ 
速度 に セッ ティ ング され て いる か どう か を 確認 し ます . 
・ 受 信 側 の キャ リア 音 を 確認 し て か ら 送 信 側 の 電話 機 を デー タ 通 信 モ ー ド に し た か ど 
うか を 確か め ま す . 
・ 電 話 機 の モー ドス イッ チ が AUTO に な っ て いる か どう か を 確認 し ます . AUTO で 
うま くい か な い 場 合 , 送信 側 を CALL, 受信 側 を ANS に し て みて くだ さい . 


ァ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
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. ら サウ ンド 制御 機能 


サウ ンド 発生 機能 は , FM 音源 と SSG 音源 を 利用 し て いろ いろ な 音 を 発生 する こと の で きる 
も の で す . N。。- BASIC(86) で は , この サウ ンド 発生 機能 を 制御 する こと の で きる 拡張 機能 が 用 
意 き れ て いま す . ここ で は サウ ンド 制御 機能 を 使う た め に 準備 すべ きこ と , サウ ンド 制御 命令 
の 概要 , FM 音源 と SSG 音源 の 仕組 みな ど に つい て 解説 し て いま す . 


ぁ 参照 サウ ンド 制御 命令 っ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


圏 サウ ンド 制御 機能 の 特徴 


人 @ 基 本 機能 

・6 重 和 音 (FM 音源 : 3 声 。SSG 音源 : 3 声 ) に よる 音楽 演奏 が 可能 . 

・8 オク ター プ に 渡る 音域 の 発生 が 可能 . 

・ ビ ブラー ト , トレ モロ な どの 効果 音 制 御 が 可能 . 

・ オ ー デ ィ オ 出力 端子 オー ディ オア ンプ , ラジ オカ セッ ト な ど 外 部 オー ディ オ 機 器 に 接続 す 
る こと が で きる . 外部 オー ディ オ 機 器 を 接続 し な い 場 合 , 本 体内 の アン プ , スピ ー カ が 使用 
で きる 。 


@ FM 音源 

・ サ ウン ド 発 生 部 に FM (Frequency Moduration) 方 式 音源 の LSI を 使用 . 

・ FM 音源 3 声 に 対す る 多種 多様 な 基本 音色 の 提供 に より , 音色 番号 を 指定 する だ け で 音楽 演 
奏 が 可能 . さら に 独自 に 音色 を 作る こと も 可能 . 種々 の 効果 音 も 用 意 き れ て いる . 

・ FM 音源 3 声 に 対し て それ ぞ れ 別 の 音色 を 割り 当て る こと が で きる . た と えば スト リン グ 系 
音色 (バイ オリ ン , チェ ロ な ど ) に よる 三重 奏 な ども で きる . 


人 @ SSG 音源 

・ SSG 音源 3 声 に 対し て エン ベロ ー プ ブ 形状 と エン ベロ ー プ 周期 を 設定 する こと に より , 音 に 音 
量 の 時 間 的 変化 を つけ る こと が で きる . 

・ シ ン セ サイ ザ レ ジス タ に 直接 値 を 指定 する こと に より 音色 を 変え ん る こと が で きる . 


人 @ BASIC に よる 音楽 演奏 

・N。a-BASIC(86) の サウ ンド 制御 命令 を 使っ た 音楽 演奏 が 可能 . 

・ バ ッ ク グ ラウ ンド 演奏 が 可能 . た と を えば, グラ フィ ッ ク 画 面 に 絵 を 描き な が ら 音 楽 演奏 を 行 
うと いう よう な 並列 処理 が 可能 . 
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圏 サ ウン ド 制 御 命令 の 使用 準備 

サウ ンド 制御 命令 を 使用 する に は サウ ンド ボー ド が 実装 きれ て いな けれ ば な り ま せん . また 。 
ユー ティ リティ switch .n88” を 使っ て サウ ンド 制御 命令 を 使用 する こと を 設定 し な けれ ば な 
り ま せん . こう する こと に よっ て ,。N。a-BASIC(86) 本 体 と 。 サウ ンド イン タフ ェ ー ス ボー ド 上 
の ROM に 格納 され て いる サウ ンド 制御 命令 実行 部 が リン ク ( 連 結 ) さ れ , PLAY 命令 , VOICE 
命令 な どの サウ ンド 制御 命令 を 使用 する こと が で きま す . サウ ンド 機能 が 使用 可能 な 状態 で 
BASIC を 起動 する と, 使用 し な い 状 態 で BASIC を 起動 さき せ た と き に 比べ 。 プ ログ ラム 領域 が 
約 2KB 減少 し ます . また , サウ ンド 機能 を 使用 する と , イン タプ リタ の 処理 速度 が 多少 低下 し 
まず:。 


注意 : ユー ティ リティ に よる 設定 を し な いで サウ ンド 制御 命令 を 実行 する と , ヾ Syntax error” が 
発生 し ます . 


較 サ ウン ド 制 御 命令 の 概要 


念 初 期 設 定 …PLAY ALLOC 命令 

サウ ンド 制御 命令 で は , 演奏 の た め の 情 報 の 大 部 分 を PLAY 命令 で 指定 し ます . PLAY 命令 
の 情報 は いっ た ん サウ ンド バッ ファ と 呼ば れる 領域 に 格納 され , この 領域 か ら 情 報 が 引き 出さ 
れ な が ら 演 奏 が 行わ れ ま す . 

サウ ンド バッ ファ は , ユー ザー が 必要 な 大 き さ だ け 確 保 す る 必要 が あり ます . サウ ンド バッ 
ファ の 確保 を 行う の が PLAY ALLOC 命令 で す . な お , PLAY ALLOC 命令 は 音色 , 音 
量 , テンポ, 音 の 高 さ な どの 初期 化 も 行い ます . 


念 音楽 デー タ の 表現 …PLAY 命令 

音楽 演奏 に 必要 な 音程 , 長き 、 テン ポ な どの 情報 を 指示 する 命令 と し て PLAY 命令 が あり ま 
す . PLAY 命令 で は 6 チャ ン ネ ル の 同時 発音 が 可能 で す . また , MML( ミ ュー ジッ クマ クロ ラ 
ン ゲ ー ジ ) と いう 表現 を 用 いて 。 先 に 述べ た 基本 的 な 情報 の 他 に 特殊 効果 や 音色 の 変化 な ど , 
多く の 情報 を 与え を る こと が で きま す . 


今 音 色 の 設定 や 変更 …VOICE, VOICE COPY, VOICE LFO, PLAY, VIOCE REG の 各 命 令 


FM 音源 の 音色 

69 種 82 個 の 音色 デー タ が 用 意 さ きれ て いま す . また , ユー ザー が 自分 の 好み に 合わ せ て 音色 を 
変化 させ た り , まっ た く 最 初 か ら 自分 で 新しく 音色 を 作り 出し た り で きる よう に 音色 操作 の た 
め の 機 能 も 用 意 さ きれ て いま す . VOICE, VOICE COPY。VOICE LEFO 命令 な ど を 使っ て , 
音色 デー タ の 設定 , 読み 出し 一 時 変更 な ど が 可能 で す . また , PLAY 命令 の Y コマ ンド や VOICE 
REG 命令 で 音色 を 変え ん る こと も で きま す . 


210 


9.2 サウ ンド 制御 機能 


SSG 音源 の 音色 
SSG 音源 で は VOICE, VOICE COPY 命令 は 使用 で きま せん . 音 色 の 変更 は VOICE LEFO 
命令 や PLAY 命令 の Y コマ ンド や , VIOCE REG 命令 を 使用 し ます . 


念 特殊 効果 の 付加 …VOICE LFO, VOICE REG の 各 命 令 

FM 音源 ,SSG 音源 と も に 特殊 な 演奏 効果 と し て , 音量 や 音程 に ゆめ ら ぎ を 与え る 効果 (LFO 効 
果 ) が 用 意 さ れ て いま す .FM 音源 で は この 効果 の た め の デ ー タ を 音色 デー タ の 一 部 と し て 設定 
可能 で す . また , VOICE LEFO 命令 で 一 時 的 に 変更 する こと も 可能 で す . 

SSG 音源 の み に 使用 で きる 演奏 効果 と し て , 音量 を 時 間 変化 させ る エン ベロ ー プ コン トロ ー 
ル が あり ます . これ に は , PLAY 命令 の S コマ ンド , M コマ ンド や , VOICE REG 命令 を 使 
用 し ます 。 


@ サ ウン ド ハ ー ド ウェ ア ( シ ン セ サイ ザ LSI) の 直接 制御 …VOICE REG 命令 

サウ ンド ハー ドウ ェ ア に 使用 きれ て いる シン セ サ イ ザ LSI(YM-2203) の 内 部 レジ スタ を 操作 
し て より 細か な 音 創 りや 演奏 を 可能 に する 命令 と し て , VOICE REG 命令 が 用 意 き れ て いま 
す . FM 音源 , SSG 音源 の 両方 に 使用 で きま す . 


人 @ 他 の BASIC 命令 と の 並行 動作 …ON. PLAY GOSUB, PLAY ON/OFF/STOP の 各 命令 

サウ ンド 制御 命令 を Na。-BASIC(86) の 他 の 命令 と 並行 し て 実行 させ る こと が で きま す . た と 
えば , 音楽 を 演奏 させ な が ら 絵 を 描く と いっ た こと が 可能 で す . また , 長い 曲 を 複数 の PLAY 
命令 に 分 け て 演奏 させ る 時 な ど , 音楽 が 途切れ な いよ うに な め ら か に 演奏 させ る こと が で きま 
す . この よう な 場合 , ON PLAY GOSUB, PLAY ON/OFF/STOP 命令 な ど を 使用 し ま 
す . 


圏 サ ウン ド バ ッ ファ に つい て 


サウ ンド バッ ファ サイ ズ の 決定 

PLAY 命令 を 含ん だ プロ グラ ム を 実行 する と , PLAY 命令 ど ご と に , 指定 され た MMTL 文字 列 
が サウ ンド バッ ファ に 格納 され , 演奏 が 行わ れん ます . 

し た が っ て 。 確保 する サウ ンド バッ ファ の サイ ズ は , メモ リ に 余裕 が あれ ば , プロ グラ ム 中 
に 存在 する PLAY 命令 の うち 最も 情報 (MML 文字 列 ) の 多い も の に その サイ ズ を 合わ せ て お く 
と , 演奏 が な め ら か に 行わ れ ま す . 

し か し , メモ リ に 余裕 が な い 場 合 に は , サウ ンド バッ ファ サイ ズ を 小さ くし て , 一 つの 曲 の 
デー タ を いく つも の 部 分 (PLAY 命令 ) に 分 割 し て 表現 する 必要 が あり ます . 

な お , 一 つの 曲 を 複数 の 部 分 に 分 割 し た 場合 ,。 この プロ グラ ム を フォ アグ ラウ ンド で 実行 す 
る と , 途中 で と ぎれ た り し て な め ら か に 演奏 で き な い こと が あり ます . この よう な 場合 に は , 
ON PLAY(c, n) GOSUB, STATUS PLAY な どの 命令 を 使っ て 。 サウ ンド バッ ファ に 
残っ て いる 情報 の 量 を 監視 し な が ら PLAY 命令 を 実行 する よう に し て くだ さい .。 
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@ BASIC の メモ リ 領 域 と サウ ンド バッ ファ の 確保 され る 領域 

サウ ンド バッ ファ は 実装 メモ リ の 上 限 か ら 下位 アド レス に 向かっ て 確保 さき れ て いき ます . 一 
方 , BASIC の 使用 する 領域 は CLEAR 命令 に よっ て 上 限 を 設定 し な い 限 り , 実装 メモ リ の 上 限 
に まで お よぶ 可能 性 が あり ます 。 し た が っ て , 確 保 し た い サ ウン ド バ ッ ファ の 量 に 応じ て , BASIC 
の 使用 する メモ リ の 上 限 ア ドレ ス を CLEAR 命令 の 第 2 パラ メー タ で 宣言 し , BASIC の 領域 と 
サウ ンド バッ ファ の 領域 が 重 な ら な いよ うに し て くだ さい 、。 


1 
上 位 ア ドレ ス 
サウ ンド バッ ファ 
CLEAR, XXXX 
BASIC の 領域 
Er 


p 参照 CLEAR 命令 つつ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


信 機 械 語 プ ログ ラム 領域 と サウ ンド バッ ファ の 確保 
サウ ンド 制御 命令 と 機械 語 を 同時 に 使用 する 場合 に は 。 サウ ンド バッ ファ と 機械 語 プ ログ ラ 
ム 領 域 が 重 な ら な いよ うに 注意 し て くだ さい . 


領域 が 重なっ て 領域 が 重なっ て 
1 実装 メモ リ いな い 場 合 いる 場合 
も の 上 限 

ek サウ ンド サウ ンド 

パパッ プア パッ プア 
重なっ た 領域 

機械 語 機械 語 
プロ グラ ム プロ グラム 
CLEAR, XXXX CLEAR, XXXX 

2 


注意 : 実装 メモ リ の 上 限 は 。 ユー ティ リティ switch .n88” を 使っ て 設定 し て くだ さい 。 た と 
えば , メモ リ が 640KB 実装 され て いて も この 設定 が 384KB に な っ て いる 場合 に は 実装 
メモ リサ イズ は 384KB と な り ま す . 
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@ サ ウン ド バ ッ ファ の 変更 

いっ た ん 確保 し た サウ ンド バッ ファ は 新た に PLAY ALLOC 命令 が 実行 きれ る まで は 有効 
で す . 変更 後 の サ イズ が CLEAR 命令 に より 確保 ミ きれ て いる サイ ズ を 超え る よう な 場合 は 再び 
CLEAR 命令 を 実行 し な お す 必 要 が あり ます . 

な お , PLAY ALLOC 命令 で サウ ンド バッ ファ の サイ ズ を 変更 する と, 演奏 は 中 断 さ れ , 初 
期 状 態 に 再 設定 され ます . 


免 サ ウン ド バ ッ ファ と 他 の 命令 と の 関連 

ERROR, PLAY ALLOC の 各 命令 

バッ ク グ ラウ ンド で 演奏 が 行わ れ て いる と き に , これ ら の 命令 が 実行 され る と サウ ンド バッ 
ファ が 初期 化 さ れ ま す の で , 演奏 は 中 断 さ れ ま す . 


STOP 命令 , キー 

バッ ク グ ラウ ンド で の 演奏 は いっ た ん 停止 し ます . その 後 。 パック グラ ウン ド で の 演奏 に 影 
響 を 与え る よう な 命令 が 実行 きれ ず , か つ 再 実行 可能 で あれ ば , CONT 命 令 で バッ ク グ ラウ ン 
ド で の 演奏 も 再開 され ます . また , バッ ク グ ラウ ンド で の 演奏 を いっ た ん 停止 し て いる と き に , 
ダイ レク トモ ー ド で PLAY 命令 を 実行 する と, サウ ンド バッ ファ に 新しい デー タ が 格納 され て 
か ら , 演奏 が 再開 され ます . この デー タ を 初期 化す る た め に は , PLAY ALLOC 命令 を 実行 
し て くだ さい 、。 


サウ ンド バッ ファ の 取扱 い に 関し て 

バッ ク グ ラウ ンド に よる 演奏 が 行わ れ て いる 際 に , BLOAD 命令 ある い は POKE 命令 に より 
サウ ンド バッ ファ が 乱 さ れ ま す と 正しい 演奏 が 行え を ませ ん の で ,。 アド レス 指定 に は 注意 が 必要 
で 表 : 


エラ ー が 起き た と き 
現在 設定 中 の 音色 が 初期 化 さ れ 演奏 が 中 断 さ れ ま す . 


圏 FM 音源 に つい て 


@ FM 音源 の 原理 
チャ ン ネ ル 1 へ 3 は FM 音源 と な っ て いま す . ここ で は FM 音源 に つい て その 原理 を 簡単 に 説 
明 し ます . 


オペ レー タ と アル ゴリ ズム 

FM 音源 の 基本 単位 と な る も の が オペレータ? と 呼ば れる 回 路 で す 。 

オペ レー タ は 。3 個 の 入力 端子 に 入れ られ る 信号 を 電気 的 に 加算 し た り 乗 算 し た りす る こと に 
よっ て 。 波形 を 合成 し , 出力 端子 に 出す し くみ に な っ て いま す . 
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次 に オペ レー タ を 簡略 化し て 示し ます . 


ピッ チ 入 力 端子 o 
変調 入力 端子 o 
エン ベロ ー ズ 入力 端子 o 


出力 端子 


ピッ チ 入 力 端子 は , 波形 の 周波 数 (高き ) を 決め る た め の 信 号 を 入力 する と ころ で す . 

変調 入力 端子 は 。 波形 その も の (形状 ) を 変化 させ る た め の 信 号 を 入力 する と ころ で す . 

エン ベロ ー ズ 入力 端子 は , 波形 の 振幅 ( 強 さ ) を 変化 させ る た め の 信 号 を 入力 する と ころ で す . 

出力 端子 は , 得 ら れ た 波形 を と り だ す と ころ で す . 

3 種類 の 入力 信号 を オペ レー タ に 入れ て や る と, 出力 端子 か ら そ の 入力 信号 に 応じ た 波形 が 得 
られ ます .。 これ ら の 入力 信号 の うち , エン ベロ ー プ 入力 だ け は オペ レー タ 外 部 の 別 の 回 路 で つ 
くっ て や り ま す . ピッ チ 入 力 と 変調 入力 は , と くに 別 の 回 路 を 使わ ず , 同様 な 構成 を も つ 別 の 
オペ レー タ か ら の 出力 信号 を 用 いま す . つま り , オペ レー タ を 組み 合せ て 使う わけ で す 。 これ 
に より , ひ と つの オペ レー タ で は つく る こと の で き な い 複雑 な 波形 を 得る こと が で きる よう に 
な り ま す 。 

た と えば , 次 の よう な 組み 合せ を 考え て み ま す . 


ジコ レー 安 キャ リア 


オペ レー タ OP1 の 出力 端子 が オペ レー タ OP2 の 変調 入力 端子 に 接続 きれ て いま す . これ に よ 
り , オ ペレ ー タ OP1 の 出力 信号 は , オペ レー タ OP2 で つく られ る 波形 その も の (形状 ) を 変化 さ 
せる た め の 変 調 信号 と な り ま す . この よう な 組み 合せ の 場合 , オペ レー タ OP1 を ^ モ ジュ レー 
タ ?。 オペレータ OP2 を “キャ リア ? と 呼び ます 。 

この シン セ サ イ ザ LSI に は , オペ レー タ が 各 チ ャ ン ネ ル ご と に 4 個 ず つ 用 意 き れ て お り , こ 
れ ら の 4 個 の 組み 合せ 方 を いろ いろ 変え る こと が で きる よう に な っ て いま す .。 つま り 。 どの オ 
ペレ ー タ も ,。 キャ リア と し て ある い は モジ ュ レ ー タ と し て 使え る よう に な っ て いる わけ で す 。 
この 組み 合せ 方 の こと を , ヾ アルゴリズム” と 呼び , 全部 で 8 種類 用 意 き れ て いま す . 

FM 音源 の 最大 の 特徴 は この アル ゴリ ズム の 自由 さき に あり , これ に よっ て 非常 に 複雑 な 波形 を 
つく り だ すこ と が で きる の で す . 

BASIC で は ,。 アル ゴリ ズム を VOICE 命令 で 指定 する こと が で きま す . 
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参考 : FM と は Frequency Moduration( 周 波数 変調 ) の こと で す . FM 音源 は 。 オペ レー タ 中 
で 変調 を 行う 際 に この 方 式 を 用 いる こと か ら 。 こう 呼ば ん れ ます. 


エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ 
前 の 項 で ,。 バエ ン ベ ロ ー ズ 入力 だ け は 別 の 回 路 を 使っ て 信号 を つく る ? と 説明 し まし た が , こ 
れ を 行う 回 路 が エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ (EG) で 。 シン セ サ イ ザ LSI に 内 蔵 き れ て いま す . 
エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ は 音量 の 時 間 的 変化 を 表す 次 の よう な パラ メー タ を 持っ て お り , 
音 に さま ざま な 表情 を 付け 加え る こと が で きま す . 


BASIC で 具体 的 に これ ら の パラ メー タ を 指定 する に は , VOICE 命令 を 使用 し ます 。 


音量 


最大 出力 レベ ル 


時 間 
H 1 1 1 ! 
: アタ ッ ク "ディ ケイ ′ サス ティ ン 係 数 「 リ リー ス 
| 係数 係数 | 人 数 
OFF : ON 1 OFF 


アタ ッ ク 係 数 (Attack Rate : AR) 
音 し て か ら EG の 出力 レベ ル が 最大 に な る まで の 時 間 を 定め ます . 
最短 : 0, 最長 : 31 
ディ ケイ 係数 (Decay Rate : DR) 
EG の 出力 レベ ル が 最大 か ら サ ステ ィ ン レ ベル に な る まで の 時 間 を 定め ます 。 
最短 : 0, 最長 : 31 
サス ティ ン 係 数 (Sustain Rate : SR) 


サス ティ ン レ ベル か ら EG の 出力 レベ ル が 0 に な る まで の 時 間 を 定め ます 。 
最短 : 0, 最長 : 31 

リリ ー ス 係数 (Release Rate : RR) 
発音 が 終わ っ て か ら EG の 出力 レベ ル が 0 に な る まで の 時 間 を 定め ます . 
最短 : 0, 最長 :15 

最大 出 カ レベ ル (Total Level : TL) 
EG の 最大 出 カ レベ ル を 定め ます . 
最小 :0, 最大 : 127 
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サス ティ ン レ ベル (Sustain Level : SL) 
Decay 状態 か ら Sustain 状態 に 移る と き の レ ベル を 定め ます . 
最小 : 0。 最大 : 15 


信 音 色 パ ラメ ー タ の 設定 

サウ ンド 制御 命令 に は , FM 音源 で の 音 創り を 容易 に 行う た め の 命令 が 用 意 さ きれ て いま す . こ 
れ ら の 命令 を 使っ て , ヾ 音色 パラ メー タ ィ (音色 を 決定 する 要素 ) を 値 と し て 設定 する こと に より 
音色 を 変更 し た り 創 り 出 し た りす る こと が で きま す . 


計 ち を す る 全 や FT 
PLAY 命令 の @X コマ ンド 各 チ ャ ン ネ ル に 音色 を 設定 する . 
PLAY 命令 の ZZ コマ ンド , VOICE LFO 命令 音 に LEFO 効果 を 与え る . 


VOICE 命令 事前 に 配列 に 入れ て お いた 値 を 音色 パラ メー タ 
と し て 設定 する . ア ル ゴ リ ズム や エン ベロ ー プ 
の 各 係 数 な ど , 各種 の 設定 が 可能 . 


次 に 音色 パラ メー タ の お の お の に つい て 表 で 解説 し ます . 


音色 パラ メー タ 一 覧 


音色 パラ 音色 用 N 
メー タ 番 号 | 配列 要素 バ パラメータ 名 


(0.0) フィ ー ド バッ ク グ アル ゴ FBALG 6 ビッ ト か ら な る 値 で す . 
リズ ム 7 な 5 央 きき 23 0 
(Feed Back ン Algorith- 
m) gs 
フィ ー ド パッ ク アル ゴリ ズム 
の イード フ ペッ ジグ 
F。F。 の 3 ビッ ト を 使用 し 上 まり すず 。 
第 1 オペ レー タ は 自分 の 出力 を 
変調 入力 と し て いま す が 。 そ の 
変調 度 を 決定 し ます . 


・ ア ル ゴ リ ズム 
AzCA。 の 3 ビッ ト を 使用 し ます . 
4 つの オペ レー タ の アル ゴリ ズム 
を 決定 し ます . 
Az>A。 の 値 と アル ゴリ ズム の 関 
係 は 「 ア ル ゴ リ ズム の 種類 」 の 
図 参照 . 
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音色 パラ 音色 用 
メー タ 番 号 | 配列 要素 バラ メー タ 名 略称 名 


(0,1) オペ レー タマ スク OPMSK 4 ビッ ト か ら な る 値 で す . 
(Operater Mask) 指定 値 : 0 て 15 
7 0 DI は 2 1 4 


オペ レー タ ON/OFF 
0 て 0O」 の 4 ビッ ト を 使用 し ます . 
各 オ ペレ ー タ の 使用 プ 非 使用 を 
決定 し ます 。 

0 て O」 の 各 ビ ッ ト が 1/ の と き 使 
用 , 0" の と き 非 使用 と な り ま 


LFO 変調 波形 WF LFO の 変調 波形 を 決定 し ます . 
(LFO Wave Form) 指定 値 : 0 て 5 
ノコ ギリ 波 
短 形 波 
三角 波 
サン プル 必 ホ ー ル ド 
ノコ ギリ 波 シ ョ ッ ト 
三角 波 ワ ソン ショッ ト 
SYNC LFO の Sync ディ レイ タイ ム を 
決定 し ます . 
指定 値 : 0 て 255 
(0,4) LFO 速 さ SPEED LFO の 速 さ を 設定 し ます . 
(LFO Speed) 指定 値 : 0ー16383 


LFO ピッ チ 変 調 の か か る 深 さ を 
細か く 調 整 し ます . 

指定 値 ・ 一 127 一 127 
LFO 振幅 変調 の か か る 深 さ を 細 
か く 調 整 し ます . 


30 (0,6) LFO 振幅 変調 の 深 さ AD 
(LFO Amp Depth) 
指定 値 : 一 127 て 127 
35 (0,7) LFO ピッ チ 変 調 深 さ PS LFO ピッ チ 変 調 の か か る 深 さ を 
(LEFO Pitch Sense) 大 ま か に 調整 し ます . 
指定 値 : 0 て 15 
eu 生計 。 1 


AR 各 オ ペレ ー タ の アタ ッ ク 係 数 を 
(Attack Rate) 


設定 し ます . 
指定 値 : 0 て 31 


ディ ケイ 係数 
(Decay Rate) 


各 オ ペレ ー タ の ディ ケイ 係数 を 
設定 し ます . 
指定 値 : 031 


サス ティ ン 係 数 
(Sustain Rate) 


各 オ ペレ ー タ の サス ティ ン 係 数 
を 設定 し ます . 
指定 値 : 0 て 31 
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1 
1 
18 
19 
21 
22 
23 
24 
26 
27 
28 
29 
31 
32 
33 
34 
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リリ ー ス 係数 
(Release Rate) 


サス ティ ン レ ベル 
(Sustain Level) 


最大 出 カ レベ ル 
(Total Level) 


キー ボー ドレ イト スケ ー 
リン グ 深 さ 


(Key-board Rate Sca- 


ling Depth) 


マル チ プ ル 
(Multiple) 


デ チ ュー ン レ イト 
(Detune Rate) 


LFO 振幅 変調 深 さ 
(LFO Amp Sense) 


音色 パラ 音色 用 
メー タ 番 号 | 配列 要素 パラ メー タ 名 略称 名 解 説 


6 
7 


各 オ ペレ ー タ の リリ ー ス 係数 を 
設定 し ます . 
指定 値 : 015 


各 オ ペレ ー タ の サス ティ ン レ ベ 
ル を 設定 し ます . 
指定 値 : 0 て 15 


各 オ ペレ ー タ の 出力 レベ ル を 設 
定 し ます . 
指定 値 : 0 て 127 


各 オ ペレ ー タ の キー ボー ドレ イ 
トス ケー リン グ 深 さき を 設定 し ま 
ま 。 

この パラ メー タ は 音 に 表情 を 与 
える た め , 高い 音 に な る ほど エ 
ン ベ ロ ー プ の 各 レ イト を 短く し 
間 。 

指定 値 : 0 て 3 

0 で 最小 , 3 で 最大 で す . 
各 オ ペレ ー タ に 対し て 与え る 周 
波数 の 比 を 設定 し ます . 
FM 音源 の 各 オ ペレ ー タ に は , 基 
本 と な る 周波 数 整数 比 倍 の 値 を 
設定 する こと が で きま す . 
指定 値 : 0 て 15 

0 が 1/2 倍 , 15 が 15 倍 の 周波 数 
なす 。 
各 オ ペレ ー タ の デ チ ュー ン レ イ 
ト を 設定 し ます . 

この パラ メー タ は , コー ラス 効 
果 や 微妙 な ゆら ぎ 効 果 を 出す た 
め に , 各 オ ペレ ー タ の 周波 数 を 
わずか に ずら し ます 。 

指定 値 一 4 て 3 

各 オ ペレ ー タ の LEO 振幅 変調 
深 さき を, 大 ま か に 設定 し ます . 
指定 値 : 015 
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アル ゴリ ズム の 種類 


0 ご ①cPiT①-[GPz ④ [ma ④-[GP4 | 時 カ 


0 一 7 は 音色 パラ メー タ 番号 0 の Az 一 Ao の 値 を 示す . P は ピッ チ 入 力 を 示す . 


音色 パラ メー タ は , VOICE LOF 命令 で は 有効 科 囲 の チェ ッ ク が 行わ れ ま す が , VOICE 命 
令 や PLAY 命令 の Z コ マン ド で は チェ ッ ク さ れ ま せん . そ の た め に 思っ た よう な 音 が 出 な いこ 
と が あり ます の で 注意 し て くだ さい . 

音色 パラ メー タ は シン セ サ イ ザ LSI の 内 部 レジ スタ と 密接 に 関係 し て お り ,LFO 関連 の パラ 
メー タ 以 外 は 対応 する レジ スタ が 必ず 1 つ は 存在 し ます . た と えば , パラ メー タ ML( マ ル チ プ 
ル ) と DT( デ チュ ー ン レイ ト ) は , 内 部 レジ スタ の 名 H30--&H3E 番 の 下位 4 ビッ ト と 上 位 3 ビ 
ッ ト に だ 対応 し ます . その 対応 は 「FM/SSG 音源 内 部 レジ スタ マッ プ 」 の 表 に 示し て あり ます . VOICE 
REG 命令 や PLAY 命令 の Y コマ ンド で 直接 内 部 レジ スタ を 操作 する 場合 に は , この 表 を 参考 
に し て くだ さい 。 
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注意 : OUT 命令 に より シン セ サ イ ザ LSI レジ スタ を 操作 し た 場合 , サ ウン ド 制 御 命令 の 動作 は 
保証 で きま せん . 
VOICE REG 命令 お よび PLAY 命令 の Y コマ ンド に より &H21 一 & 革 27 番 , &H2D 一 & 
H2F 番 の レジ スタ を 操作 し な いで くだ さい 、。 
も し , これ ら の レジ スタ に 値 を 書い た り 読 ん だ り し た 場合 , サウ ンド 制御 命令 の 動作 は 
保証 され ませ ん . 
LFO 関係 の パラ メー タ の うち ピッ チ 変 調 に 関す る も の だ け は ,SSG 音源 に 対し て も 有効 
7 


@ FM 音源 チャ ン ネ ル CH3 の モー ド 

チャ ン ネ ル の うち FM 音源 の CH3 に は 以下 の よう な 3 つの モー ド が あり ます . モー ド の 選択 
は PLAY 命令 で 行い ます . 各 オペ レー タ の 周波 数 の 設定 は VOICE REG 命令 を 使っ て 直接 レ 
ジス タ に 指定 し ます 。 


楽 音 モー ド ( モ ー ド 1) 
通常 の 音楽 演奏 に 適し た モー ド です. 
発生 周波 数 を レジ スタ で 直接 指定 する 場合 , を HA2, を HA6 に 指定 し ます . 


効果 音 モ ー ド (モー ド 2) 
効果 音 の 発生 に 適する よう に 各 オ ペレ ー タ は 独立 し て 発生 周波 数 を 設定 で きま す .。 
第 1 オペ レー タ : &HA8, &HAC 
第 2 オペ レー タ : &HA9, &HAD 
第 3 オペ レー タ : &HAA, &HAE 
第 4 オペ レー タ : &HA2, &HA6 


CSM モー ド ( モ ー ド 3) 
発生 周波 数 の 設定 は 効果 音 モ ー ド と 同様 で す . た だ し , この モー ド の 時 に は 内 部 タイ マレ ジ 
スタ A の カウ ンタ が オー バー フロ ー し た と き に 音 を 発生 し ます . 


@ FM 音源 チャ ン ネ ル の 発生 周波 数 の 求め 方 

FM 音源 チャ ン ネ ル CH1-3 に 与え る 周波 数 デー タ (Block お よび F-number) は 次 の 式 で 計算 
し ます . 発生 する 周波 数 と , その 周波 数 の オク ター ブ を も と に し て , Block 値 と F-number 値 
を 計算 し ます 。 


Block 三 < オク ター プ デ ー タ > 
F-number 三 (< 発生 する 周波 数 (Hz)> * 2 20 ノ 55556) ン 2~(Block 一 1 ) 
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例 ) PLAY 命令 に お ける O4A の 音 (440Hz) の 場合 
Block ニ 4 
F-number 三 (440 * 2 20 ノ 55556) ノ 2~(4 一 1)= ニ 1038 


較 SSG 音源 に つい て 

チャ ン ネ ル 4…6 は SSG 音源 と な っ て いま す . 

SSG 音源 部 の 構成 は 次 の よう に な っ て いま す . レジ スタ の 値 を 設定 する こと に より 音質 が 変 
化し ます . VOICE REG 命令 , PLAY 命令 の Y コマ ンド で 直接 設定 を 行う こと が で きま す . 
「FM/SSG 音源 内 部 レジ スタ マッ プ 」 を 参照 し て くだ さい . な お , エン ベロ ー プ 形状 と エン ベロ 
ー プ 周期 は PLAY 命令 の S コマ ンド 。M コマ ンド で 設定 する こと も で きま す 。 


チャ ン ネ ル 4 トー ンジ ェ ネ レー タ A 


振幅 
| . 商 コン トロ ー ル A 
ーー ント = 時 。 


ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ 


チャ ン ネ ル 5 


チャ ン ネ ル 6 


トー ンジ ェ ネ レー タ : [レジ スタ &H00 一 &H05] 
デュ ー テ ィ 比 1 : 1 の 方 形 波 を 発生 する 発振 器 で す . 
各 チ ャ ン ネ ル の 発振 周波 数 は 次 の 式 に より 求め られ ます . 
Fnote 三 667 * 1000 プ (32 * To) 
Fnote : 発振 周波数 (Hz) 
To: トー ンジ ェ ネ レー タ 設 定 値 (04095) 


ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ : [レジ スタ &HO6] 
類似 ラン ダム ノイ ズ を 発生 し ます . レジ スタ 色 耳 06 に 設定 され る 値 に より ノイ ズ 周 波数 を 可 
変 で きま す . 
Fnois 王 667 * 1000 プ (32 * Tn) 
Fnois : ノイ ズ 周 波数 (乱数 系 列 発生 周期 ) 
Tn : ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ 設 定 値 (0-31) 


221 


第 9 章 拡張 機能 


ミキ サコ ント ロー ル : [レジスタ &H07] 
トー ンジ ェ ネ レー タ と ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ を 出力 チャ ン ネ ル に 出す か 否 か を 設定 し ます . 
この レジ スタ は 次 の よう な ビッ ト 構 成 に な っ て いま す . 


トー ンジ ェ ネ レー タ CH4 出力 
トー ンジ ェ ネ レー タ CH5 出力 
トー ンジ ェ ネ レー タ CH6 出力 O : 
ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ CH4 出力 1 
ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ CH5 出力 

ノイ ズ ジ ェ ネ レー タ CH6 出力 

ユー ザー に よる 変更 は 禁止 


半 圧 
圧 
に に 」 


注意 : レジ スタ &H07 の ビッ ト 6, 7 は “10? 以外 を 設定 し て は いけ ませ ん , “10? 以外 の 設定 
を 行っ た 場合 , 動作 は 保証 され ませ ん . 


振幅 コン トロ ー ル [レジ スタ &HO08 一 &HOA] 

エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ に よる 可変 出力 モー ド 使 用 の 選択 , お よび , 固定 出力 モー ド 時 の 
出力 音量 を 制御 し ます . SSG 音源 に 対す る PLAY 命令 の V コ マン ド は この レジ スタ へ の 設定 
を 行い ます . 


7 6 5 4 3 2 1 0 


\ 


D4=*0? の と き 出 力 音 量 0 一 15 
*0? : 固定 由 力 モー ド 
*1? : 可変 貼 力 モー ド 


エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ コン トロ ー ル [レジ スタ &HOB 一 &HOD] 

変化 の ある エン ベロ ー プ を 作り 出す た め に 2 つの 値 を 設定 し ます . 

1 つ は レジ スタ &HO0B, HO0C に 設定 する エン ベロ ー プ 周期 で 。 PLAY 命令 の Mx コマ ンド 
に 対応 し ます . 

エン ベロ ー プ 周波 数 は 次 の 式 で 求め られ ます . 

Fenv 三 667 * 1000 プ (512 * Te) 
Fenv : エン ベロ ー プ 周波 数 (Hz) 
Te : エン ベロ ー プ 周期 設定 値 (0 て 65535) 
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も う 1 つ は , レジスタ 名 HO0D に 設定 する エン ベロ ー プ 形状 で これ は PLAY 命令 の Sx コマ ン 
ド に 対応 し ます . 
レジ スタ &HOD へ の 設定 値 と エン ベロ ー プ の 形状 の 関係 は 次 の と お り で す . 


注意 : タイ マレ ジス タ ( レ ジス タ 番 号 和 &H24 一 &H27) は サウ ンド 制御 命令 が 内 部 で 使用 し ます . 
書き 込み を 行っ た 場合 は 動作 の 保証 は あり ませ ん . 
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一 FM/SSG 音 源内 部 レジ スタ マッ プ 


レジ スタ の ビッ ト 構 成 


レジ スタ 
圭 * |ppdpp』plppulp。 
&H21 TEST 


説明 備考 
只 S ユー ザー 


タイ マ A レ ジス タタ (上位) 


X 


X 


きす 
等 
N 
NN 
で 


X 


呈 呈 1! ユー ザー 
CH3 モ ー ド お よび タイ マ 制 御 
3 | 人 ノン 陣 8 


デ チ ュー ン / マ ル チ プ ライ 
(オペ レー タ 1) 


デ チ ュー ン / マ ル チ プ ライ 
(オペ レー タ 3) 


と 
〇 
の tm|eoto ピ 
て っ 
ンジ 


デ チ ュー ン / マ ル チ プ ライ 
(オペ レー タ 2) 


デ チ ュー ン / マ ル チ プ ライ 
(オペ レー タ 4) 


最大 出力 レベ ル 
(オペ レー タ 1) 


最大 出 カ レベ ル 
(オペ レー タ 3) 


最大 出 カ レベ ル 
(オペ レー タ 2) 


最大 出 カ レベ ル 
(オペ レー タ 4) 


キー ボー ドレ ー ト スケ ー リ ング 深 さ ノ 
アタ ッ ク 係 数 (オペ レー タ 1) 


の や ロロ | CC ビビ | の らら | の いら ビ | の らら ロ |oCko ビ |ook5 
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キー ボー ドレ ー ト スケ ー リ ング 深 さ き ブ 
アタ ッ ク 係 数 (オペ レー タ 3) 


キー ボー ドレ ー ト スケ ー リ ング 深き 
アタ ッ ク 係 数 (オペ レー タ 2) 


キー ボー ドレ ー ト スケ ー リ ング 深 さ き ノ 
アタ ッ ク 係 数 (オペ レー タ 4) 


(らら ビ | の いら や |otO ピ 
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Ci 記 
番号 ( 注 1) |p。|p。|p。lp,|p。|p。|p,|p。| テ チャンネル 説明 


&H60 1 
&H61 2 
&H62 3 
&H64 1 
&H65 2 
&H66 3 
8 拓 
ro 9 ディ ケイ 係数 
&H6A 3 (オペ レー タ 2) 
1 9 ディ ケイ 係数 
&H6E 3 (オペ レー タ 4) 
&H70 1 
&H71 SR 2 
&H72 3 
を H74 + サス ティ ン 係 数 
&H75 SR。 2 ば 
&H76 3 すこ 
&H78 1 EE 1 
&H79 SR。 > た 
&H7A 3 は 
&H7C 1 
&H7D SR。 2 
&H7E 3 
ea SL RR 3 サス ティ ン レ ベル ブリ リー ス 係 数 
&H82 3 4 
2 SL RR 8 9 失 才 オン ルプ バリ リー スズ 捕 業 
&H86 % s 3 0 
1 SL。 RR 2 | サス ティ ン レベ ル ノ リ リー ス 係 数 
&H8A a 3 (オペ レー タ 2) 
で が SL RR 6 が ペル ン リ リー スズ 何 要 
&H8E に 人 3 (オペ レー タ 4$) 
&HA0 1 
&HA1 F-number 1 の F-number 下位 
&HA2 3 
&HA4 1 
&HA5 Block | Fmumber2 2 Block/F-number 上 位 
&HA6 3 
&HA8 CH3 F-number 下位 (オペ レー タ 1) 
&HA9 ba 3 F-number 下位 (オペ レー タ 2) 
&HAA F_-number 下位 (オペ レー タ 3) 
&HAC CR | 2 Block/F-number 上 位 ( オ ペレ ー タ 1) 
&HAD Block | Fnumbe2 Block/F-number 上 位 ( オ ペレ ー タ 2) 
&HAE Block/F-number 上 位 ( オ ペレ ー タ 3) 
&HB0 1 
&HB1 FB ALG 2 フィ ー ド バッ クノ アル ゴリ ズム 
&HB2 3 
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レッ Me 
番号 * jp,lp。lp|p.|p。|p。|p,[p。| テ チャ ン ネ ル 説明 
] 


| em | Trongn | 4 | WKPzx2T 穫 | 
| em | 一 | Tuwg| 4 | kkzx ク Fw | 
| em | 

| smm | 一] rowg | 
| smm | 一 | rowes 
smw | 一 | news 」 


eg 

1 

に 

em 
本 


周 》 ジ 
周波 数 レジ スタ 下位 
周 》 ジ 


殆 1 
に 
| 冊数 レジ スク 下位 。。 | | 
St 1 
ss 一 3 
ee 
に o+ - 


&H08 電 
&H09 LEVEL 本 可変 音量 コン トロ ー ル 
&HOA 


= ン ベッ ー プ NF に 
RE 
に 


F 
ン 2 
V 


&H0C ENVELOP PER。 4 エン ベロ ー プ 周期 上 位 


ネ ※ ま レジ スタ 番号 を H00&HO0D は SSG 用 。&H21&HB2 は FM 用 と な っ て いま す . ま た 。 内 部 レジ スタ の 
うち 未定 義 の も の や ユー ザー アク セス が 禁止 きれ て いる も の を アク セス し た 場合 , その 動作 は 保証 され ま 
せん . 

** ネ 内 部 レジ スタ の 設定 値 の うち , TL, AR。DR, SR, SL, RR は , VOICE 命 令 に お ける 音色 パラ メー タ 
の 設定 値 と は 大 小 プ 長短 関係 が 逆 に な っ て いま す . 
例 ) TL の 場合 


ーー ン | 
ーー 
ーー 
ーー 


大 … 小 
内 部 レジ スタ の 設定 値 0 ~127 
音色 パラ メー タ の 設定 値 127- 0 


**※*※ MODE 2.3 の と き は , 層 HA2 が CH3 の オペ レー タ 4 の F-number 1 (下位 ) と な り , 必 HA6 が CH3 の オペ レ 
ー タ 4 の Block/F-number 2( 上 位 ) と な り ま す 。 


圏 ミュ ー ジ ッ ク ジ ェ ネ レー タ ボ ポ ボード (PC-9801 -14) 用 プロ グラ ム の 移植 

サウ ンド 制御 命令 は ミュ ー ジ ッ ク ジ ェ ネ レー タ ボ ー ド で 使用 する ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命令 と 高 
い 互 換 性 が あり ます . し た が っ て ミュ ー ジ ッ ク ジ ェ ネ レー タ 用 の プロ グラ ム を サウ ンド 制御 命 
令 用 に 移植 する こと も , PLAY 命令 の MML( ミ ュー ジッ クマ クロ ラン ゲー ジ ) 単 位 で は 大 き な 
変更 な し に 行う こと が で きま す . 移植 の 際 に 注意 すべ き 点 は 次 の と お り で す . 

サウ ンド 制御 命令 で は 6 声 ま で の 出力 で す が , ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命令 で は 8 声 ま で が 使え ま 
す . 移植 の 際 は 2 チャ ン ネ ル 分 を 削っ て くだ さい . 

PLAY 命令 で は 次 の よう な 変更 が 必要 で す . 


226 


9 .2 サウ ンド 制御 機能 


⑯S コマ ンド 

ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命令 
チャ ン ネ ル : 全 チ ャ ン ネ ル で 使用 可能 
書 式 : S< ア タッ ク 係 数 >,。 < ディ ケイ 係数 >。 く サス ティ ン レ ベル >, く < リ リー ス 

係数 >。 く < サス ティ ン 係 数 > 

サウ ンド 制御 命令 
チャ ン ネ ル : チャ ン ネ ル 4--6 で の み 有 効 
書 式 : S < エン ベロ ー ブ プ 形 状 > 


チャ ン ネ ル 1^ へ 3 に 対す る エン ベロ ー プ は 音色 を 切り 換え を る か ユー ザー が 音色 を 作成 する か し 
て くだ さい .。 な お 。 音色 パラ メー タ の エン ベロ ー プ パラ メー タ の 数 値 と ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命令 
の S コマ ンド の 数 値 に は 互換 性 は あり ませ ん . 


⑱0 コ マン ド 
ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命令 
O4-O7 まで 可能 
サウ ンド 制御 命令 
O1-O8(O9) ま で 可能 


⑯K コ マン ド 
ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命 令 
K1--K49 まで 可能 .O4C に 対応 する も の は K1 
サウ ンド 制御 命令 
K0--K96 まで 可能 .O4C に 対応 する も の は K36 


但 T コ マン ド 

ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命 令 
各 チ ャ ン ネ ル ご と に テン ポ を 設定 可能 . 

サウ ンド 制御 命令 
全 チ ャ ン ネ ル を 通じ て 1 つ . 
PLAY 命令 の 文字 列 で は , 記述 され て いる 文字 列 の 最後 の テン ポ 指 定 が 有効 . 
た と えば 次 の 場合 

PLAY "T96CDE'", "T120ABC"。 "TS80FGA"" 

チャ ン ネ ル 3 の 文字 列 中 に ある “T80” が 有効 と な る . 
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@ そ の 他 

ミュ ー ジ ッ ク 制 御 命令 は 1 小節 を 内 部 で 128 分 割 し て いま す が 。 サ ウン ドド 制 御 命令 は 1 小節 
を 192 分 割 し ます の で , ヾ L12? や ^L24? な どの 音 長 も 正確 に 表現 で きま す . 

な お , 音 長 が 255 を 超え た 場合 は , その 値 を 256 で 割っ た 余り が 有効 な 値 と な り ま す . 長い 
音符 を 表現 する 際 に は 注意 が 必要 で す . 


例 1) 2 分 音符 の 場合 . 
2 分 音符 三 192 プ 2=96 
96 の 長き , つま り 半 小節 分 が 発音 きれる. 


例 2) 符 点 全音 符 の 場合 . 
符 点 全音 符 三 192 プ 2 十 192 三 288 一 288 エ =256 ニ 1…32 
実際 に は 288 を 256 で 割っ た 余り の 長 さ 32(2 拍 3 連 符 の 1 音 分 ) が 発音 され る た め , 
符 点 全音 符 と は な ら な い . 


田 サ ウン ド 制 御 命令 を 使っ た プロ グラ ム 例 


念 演奏 プロ グラ ム 
* バ パッ ハ の イン ベ ペンション? を 次 に 示し ます . 


1 の 凶 軌 "玉水 氷 氷 氷 氷 氷 玉 * 玉 玉 炒 水 氷 氷 玉 玉 米 玉 玉 炒 氷 玉 氷 玉 玉 

1919 『" 

192g " BACH 

193 " Invention 

194 の " 

1 の 5 "ポポ 水玉 氷 炒 素 氷 玉 玉 氷 玉 玉 氷 素 炒 氷 玉 玉 氷 玉 玉 氷 氷 氷 米 

1969 CLEAR ,&H9Eg 

197 の PLAY ALLOC 5 の の 5 の,5 の 

198 PLAY "@46@V95MFZg,3","@46@V95MFZg,3","@46@V95MFZ の ,3" 

1g9 " 

11g の PLAY "T7g" 

1119 PLAY "L16RO5DC+DO4A8O5F8 .EDEO4A805G8" , ,"04L8DEFDABO5C+04A" 

112g PLAY "L16RFEDA4RG+F+G+G+8.A"/"L16RO4AG+AE8O5C8 .04BABE805D8","L1605D4RCO4B 
AO5E404E4" 

113g PLAY "0O5L16A4RDC+DG4RC+O04BO5C+" "03A4"/"L16RCO4BO5CF4RO4BABO5E4" 

114 PLAY "O4RDC+DO3A804F8 .EDEO3A804G8","O5F4 .A8G4RFEF","L16R804A8O5DEDCO4B8.0 
5C+C+4" 

1159 PLAY "RFEDB-4REDCA4","D4RB-AB-E4RAGA" , "RDC+DO4G4RO5CO4B-O5CO4F4" 

1169 PLAY "RDCDO3G804F8 .EDEC8B-8" ,"D4RDEFG4RFED" , "RB-AO5CO4B-4RO5CO4B-AB-AGF" 
1179 PLAY "RAGAL8FO5E-DCO4B-A" ,"C2CO4B-AB-GO5DCD","E8B-8.AGAF2" 

1189 PLAY "B-GO5CO4CL16RFEFC8A8" ,"04GB-AB-805CO4B-O5CO4A4R805F8" ,"R404E403L8FG 


119 PLAY "RGFGC8B-8.05FEFC8A8" "RE8 .R8G8 .04A8 .R805F8" "04CDECFGAF" 

12gg PLAY "RGFGC8B-8.05CO4B-05CO4F805F8","RE8 .R8G8 .R4..","O5CDECF4L16REDC" 
1219 PLAY "RO4B-AB-E805E8 .04AGAD805D8" "RDC+DG4RFEGF4" "04B-4RAB-GO5C+4DO4B-AB 
1229 PLAY "R8C8.04BABG+8A8 .G+F+G" "REDEO4A805D8 .CO4BO5CO4F+8B8","L8G+AF+FE4D+D 
1239 PLAY "L8AD+EO3EL1604RAGAE805C8" "RAG+A8GF+GO3A4R4" "LBC+CO3B4ABO4CO3A" 


1249 PLAY "RO4BABE805D8 .04ED+E03A804G8" ,"R205RCO4BO5CE-4", "04EF+G+EA4L16RGF+G" 
1259 PLAY "RF+EFD805C8 .GF+GD8B-8","RD8 .R8F+8G2" 。"D8C803B-8A8GO4B-AB-05CDCD" 
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126 PLAY "RAGAD805C8 .DCDO4G8O5F8" , "RF+B-AF4G"/"E-4RDE-CDO4B-AB-O5CO4B-AG" 
127 PLAY "REDEC8B-8 .04FEFC8A8" ,"R2RAGB-AGFE" ,"O5C8D8E8C804F4R8F8" 

1289 PLAY "RGFGO3B-804G8 .FEFO3A804F8" ,"D4RFEDC+4RO4AO5DC",/"L8B-AGB-AGFD" 

1299 PLAY "FEDFE-DC+DC+8D8E4" "04B-2RAG+BAGFG" /"GFGEABO5C+04A" 

139 PLAY "RDC+DO3A804F8 .EDEO3A804G8" ,"F4RAGAB-8B805C8C+8" ,"RO3A04D4L16GFGEB-A 
G" 

131 PLAY "RF+EF+D805C804B-8A8B-AGA","D2.R8D8" "ADO5C8 .04B-AB-AGF+GD8B-8" 

132 PLAY "RAGAD8G8 .FEFO3B804E8" 。"L8C+CO4BB-A4G+G" /"GF+EF+GFE-DC+8D8 .CO3BO4C" 
1339 PLAY "RDC+D8C+03BO04C+" レツ F+FE4D1 ."/"D803G+8A4D1 ." 


信 演 奏 に 表情 を つけ る 


譜面 (1) は , 表情 を 特に つけ ず に 演奏 する 例 で す . これ を PLAY 命令 の MML で 示す と 次 の 
よう に な り ま す 。 


PLAY "@2R8L16D8F 十 8D8A8D8>D8C 十 く BABAGF 十 GF 十 EL2DR4"" 


譜面 (1) に 表情 を つけ て みた の が 譜面 (2) で す . これ を サウ ンド 命令 を 使っ て 表現 し て みる と , 
次 の よう に な り ま す . 


VOICE LFO 1,4,1,3500, 一 127,,5 
ーー 


《⑥ の た め の 前 設定 
PLAY “"@2R8 *L1601 @V115D8F 十 8 @V120D8A8D8 !@V12702>D8 * 
和 † ーーーーーーー す 
の | @⑥ ⑥ 


Q6 @V120C 十 ぐ BABA @V115GF 十 G 


③ 
F 十 E Z10,2 Z15.8 Z20,4900 Z25.9 T8007 L2D." 


(⑥' ビ プラ ー ト を わか りや すく する た め に 最後 は テン ポ を お そく し て いま す . 
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クレ ッ シ ェ ンド 

徐々 に 音量 が 増す 効果 を 付加 し ます . 実際 に は 聴感 上 不 自然 で な い 程 度 に 分 割 し て 音量 を 増 
加 さ せま す . 
スタ カー ト 

Q コマンド により, 音 を 短く 区 切り ます . 
⑥ ピ ッ チ ベン ド 

LFO 変調 効果 に より ワン ショ ッ ト 波 形 で ピッ チ 変 調 効果 を 付加 し ます . 効果 が 不 必要 な 部 分 
で は * コ マン ド で 効果 を 停止 きせ て お き ,! コ マン ド で , 必要 な と ころ に は 効果 を 付加 し ま 
す . 
⑥ ア クセ ント 

アク セン ト は 音量 を 一 時 的 に 増す こと で 表現 し ます . 
⑯ デ クレッシェンド 

徐々 に 音量 が 減る 効果 を 付加 し ます . 実際 に は 聴感 上 不 自然 で な い 程 度 に 分 割 し て 音量 を 減 
少 さ せま す . 
プラ ー ト 。 下 レモ ロ な ど 

LFO 変調 効果 の 繰り 返し 波形 (三角 波形 ) で , 変調 効果 を 付加 し ます . 


な お ,。 この 例 の 中 の 有 コ マン ド は 次 の よう な VOICE LFO 命令 と 同等 で す . 
Z10,2Z1 5,8Z20,4900Z25.9 一 VOICE LFO XX2.8,4900.9 


人 @ 基 本 音色 を 加工 する 

音色 番号 1 の BRASS2? の 音色 を 利用 し て , 犬 の 声 を 作っ て み ま す . 犬 の 声 ら し くす る た 
め に , 三角 波 ワ ン シ ョ ッ ト 波 形 で ピッ チ 変 調 を か け ま す . さら に , 音程 を 低め に 設定 し ます . 
この よう に 内 蔵 音 色 を 加工 し て 新しい 音 を 創る こと が で きま す . 


PLAY "@1":VOICE LFO 1.5,1.4500,127,,15 
PLAY "03L804CR (CCC) 4" 


田 外 部 オー ディ オ 機 器 の 使用 

サウ ンド 用 外部 オー ディ オ 機 器 接 続 端 子 を 使用 する こと に より , 外部 オー ディ オ 機 器 を 接続 
' の る と が で 営ま す - 

オー ディ オ 機 器 へ の 接続 に は ミニ プラ グ を 使用 し て くだ さい .。 ミニ プラ グ を 接続 し ます と , 
サウ ンド 音 は 内 部 スピ ー カ か ら 出 力 さ れ な く な り ま す が , BEEP 音 は 内 部 スピ ー カ ー か ら 出 力 
され ます . 
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ユー ティ リティ ブログ ラム 


N。。- 日 本 語 BASIC(86) の シス テム ディ スク に は 。BASIC を 使う 上 で 重要 な 作業 を 行う プロ 
グラ ム が 用 意 さ きれ て いま す . 


10. 1] ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使う 前 に 


@ ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム 一 覧 
次 の 表 は , ユー ティ リティ プロ グラ ム の 名 前 と , その 機能 の 概要 を 示し た も の で す . 


。 ーー WIT d 較 間 IEI-5 ま 基本 5 明 本 、 馬 1 


ユー ティ リティ プロ グラ ム の メニ ュー ユー ティ リティ プロ グラ ム を メニ ュー 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バ パック アッ プ 


シス テム ディ スク 属性 の 設定 


に 


backup . n88 10.4 ピー を 行う 、 す べ て の ファ イル が コピ 
こけ ( 放 っ 縛 
ァイル 数 , BASIC の 命令 を ID セク タ 
M < フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク お よび 固定 ディ ス 
xfiles . n88 10.6| ファ イル 転 送 ク 間 で の ファ イル の コピ ー を 行う . 
6 シス テム (DISK CODE, IPL) の コピ 
ym lmzl zeoan 0 ー を 行う . 
拡張 画面 ハー ドコ ピー の 制御 情報 , お 
ps 9 固定 ディ スク の 物理 フォ ー マ ッ ト と 論 
ボ ! = 
ーー ほ - 固定 ディ スク に 登録 きれ て いる ファ イ 
中 1 
ea lm Ce ル の ディ レク トリ を 表示 し た り , ファ 
固定 ディ スク と フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 
で ファ イル の 退避 復旧 を 行う . 大 き 
backup . hd 10.12 


形式 で 選択 , 実行 させ る . 

同じ 容量 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 で コ 

オー トス ター ト の た め に , 使用 する フ 
setinf . n88 10.5 | ID セクタ の 書き 換え 

へ 書き 込む . 

シス テム ディ スク の 日 本 語 入力 環境 , 
Setup . n88 10.8 

よび 演算 モー ド の 設定 を 行う . 
hd 10.1 固定 ディ スク の 障害 ボリ ュー ム プ ファ 固定 ディ スク の エラ ー 発 生 ク ラス タ を 
テア て "| イル 復旧 正常 な 未 使用 クラ スタ で 代替 する . 

イル を 削除 し た りす る . 

な 1 つの ファ イル を 複数 の フロ ッ ピ ィ 


固定 ディ スク ファ イル 退避 復旧 処理 


ディ スク に 分 割 し て 退避 する こと が 可 
能 . 
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| 25254 を | 条 | 折っ 


mkfont .n88 |10.13 | ァイル 作成 / 更 | 利用 ーー ファ イル (us- 
kt fontn88) の 作成 お よび 更新 を 行う 。 


メモ リス イッ チ の 設定 メモ リス イッ チ の 設定 を 行う . 


es な ど 

5 インチ 1D,5 イン チ 2D の フロ ッ ピ ィ 

ディ スク 上 の ファ イル を ,1MB お よび 
DDconv . n88 |10.16| ファ イル 変換 640KKB の ディ スク 上 の ファ イル に 変換 

する 。 

Pe ンド を 使用 し て 電話 帳 管理 
tele . n88 電話 管理 ー ト ダイ アル 通話 , ファ イル 転送 な 

Pe る 


ぁ 参 照 tele .n88 一 9 .1 の 「 電 話 管理 ユー ティ リティ `tele . n88” の 使い 方 」 


この 章 で は 次 の こと を 前 提 に し て , 各 ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム の 解説 を 行い ます 。 


・ 本 体 に 内 蔵 き まれ て いる ディ スク ドラ イブ の うち , 1 の 番号 が 付い て いる も の を ドラ イブ 1, 2 
の 番号 が 付い て いる も の を ドラ イブ 2 と し ます .。 

・ 各 種 ユ スー ティ リティ プロ グラ ム の 入っ た シス テム ディ スク が 本 体内 蔵 の ドラ イブ 1 か ら 起 動 
され た も の と し ます 。. 

・ メ ニュ ー プ ログ ラム (menu) を 用 いる か , また は RUN 命令 を 用 いて , 各 ユ スー ティ リティ プロ 
グラ ム が 起動 し て いる 状態 で ある と し ます . 


⑱ フ ロッ ピ ィ ディ スク 装置 が 1 台 の 機種 の 場合 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 が 1 台 の 機種 で も format .nip, backup . n88, xfiles . n88。sygen . 
nip, DDcony . n88 な どの ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使っ て フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 の デー タ 転 
送 を 行う こと が で きま す . 

この 場合 , 各 エー ティ リティ プロ グラ ム て 送り 側 と 受け 側 の ドラ イブ 番号 を 指定 する 際 に は 
同じ ドラ イプ 番号 を 入力 し て くだ さい .。 する と , 


送り 側 デ ィ ス ク を ドラ イブ プ 番 号 X に セッ ト し て 下さ い 
受け 側 デ ギィ スク を ドラ イブ プ 番 号 ベ に セッ ト し て 下さ い 


と いっ た 表示 が 繰り 返さ れ ま す の で ,。 表示 に 従っ て 送り 側 の ディ スク と 受け 側 の ディ スク を 交 
互 に 入れ 換え て くだ さい .。 デー タ 転 送 が 行わ れ ま す . 


注意 : フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 が 1 台 の 機種 で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 の デー タ 転 送 を 行う 際 に 
ディ スク の 入れ 換え を 誤る と, 両方 の ディ スク の デー タ を 壊し て し まう 場合 が あり ます 
の で 十分 注意 し て くだ さい . 
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10.2 メニ ュー プロ グラ ム 


ボ 委 、 メニ ュー ブ 回 ム 


メニ ュー プロ グラ ム (menu) は 各 テ ユー ティ リティ プロ グラ ム を 呼び 出す オプ ログ ラム で す .。 
この プロ グラ ム を 使う と , 各 ユ スー テ ィ リ ティ プロ グラ ム を メニ ュー 形式 で 選ん で 実行 きせ る 
こと が で きま す 。 画面 に 表示 され る メニ ュー の 中 か ら 行 いた い 作業 を 選択 し て くだ さい . 

メニ ュー プロ グラ ム の 実行 手順 は 次 の と お り で す . 


(1) メ ニュ ー プ ログ ラム を 実行 する 。 


run "menu" 


(2 ) メ ニュ ー が 表示 され る . 


フロ ッ ピ ゼイ ディ スク の ヨコ ピー (backup.n88) 
ファ ィ ル の コピ ー (xfiles.n88) 
メモ リス イッ チ の 設定 (switch.n88) 
ハー ド デ ィ スク の 初期 化 (format.hd ) 
辞書 ファ イィ ル ・ メ ン テ ナ ンス (dicmen.n88) 
利用 者 定義 文字 メン テ ナ ン ス (mkfont . n83) 
プロ グラ ム ・ オ ー ト スタ ー ト の セッ ト (setinf.n88) 
DISK CODE の コピ ー (susgen.nip〉 


ハー ド デ ィ スク の 障害 復旧 (recoy .hd ) 
ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ 表示 (dir .hd) 
ハー ド デ ィ スク の ファ ィ ル 退避 復旧 (backup.hd ) 
5" 1 D プ 2D コ ン バ ー タ ー (DDcony.n88) 
電話 管理 コー ティ リティ (tele .n88) 
シス テム ディ スク 属性 の 設定 (setup .n88) 


《 1 キー、! キー で 選択 し て RETURN キ ー を 押す と 起動 され ます 。 》 
《 説明 が 必要 な 場合 は 、 選択 し た の ち HELP キ ー を 押し て くだ さい 。 》 


これ が メニ ュー 画面 で す 、 カ ー ソ ル 移 動 キ ー(| 1 | | , |) を 使っ て プロ グラ ム を 選び (反転 表 
示さ せる ), [| <] キー を 押す と その プロ グラ ム が ロー ド さ れ て 起動 され ます . 

な お 。 各 ユー ティ リティ プロ グラ ム は ,。 メニ ュー プロ グラ ム を 使わ な いで 直接 実行 する こと 
も で きま す .。 それ に は 。 


ruh "プロ グラ ム フ ァ イル 名 


と し ます .。 これ で メニ ュー を 使っ た 場合 と 同様 に プロ グラ ム が 起動 し ます 。 
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10.、 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ トド 


ディ スク を BASIC で 使用 可能 な 状態 に する こと を 。, 初期 化 ( フ ォ ー マ ッ ト ) と いい ます . 新 し 
い デ ィ ス ク を 使う と き に は 必ず フォ ー マ ッ ト を 行わ な けれ ば な り ま せん が , すでに デー タ の 入 
っ て いる ディ スク の デー タ を すべ て 消し , 改め て 使用 する と き に も フォ ー マ ッ ト を 行い ます 。 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト は ユー ティ リティ “format . nip” を 使っ て 行い ます . な 
お 。 こ の ユー ティ リティ プロ グラ ム で は シス テム (DISK CODE お よび IPL) を コピ ー す る こと 
に より , ユー ザー 用 の シス テム ディ スク を 作る こと も で きま す . 


較 物 理 フ ォ ー マ ッ ト と 論理 フォ ー マ ッ ト 
フォ ー マ ッ ト に は 物理 フォ ー マ ッ ト と 論理 フォ ー マ ッ ト の 2 つの レベ ル が あり ます . 


物理 フォ ー マ ッ ト 

物理 フォ ー マ ッ ト は 「 第 1 レベ ル の フォ ー マ ッ ト 」 と か 「 イ ニシ ャ ライ ズ 」 と 呼ば れる も の で す .。 
この フォ ー マ ッ ト を する と , ディ スク の 物理 的 な 位置 を 指定 し て ディ スク の 読み 書き が で きる 
よう に な り ま す . BASIC か ら も , DSKI$ , DSKO$ を 使っ て 入出 力 が で きる よう に な り ま 
す .。 しかし, 物理 フォ ー マ ッ ト だ け で は , FAT, ディ レク トリ , ID の 初期 化 が 行わ れ ま せん の 
で 他 の ディ スク 関連 の 命令 を 使用 する こと は で きま せん . 


論理 フォ ー マ ッ ト 
論理 フォ ー マ ッ ト は 「 第 2 レベ ル の フォ ー マ ッ ト 」 と 呼ば れる も の で す .。 FAT,。 ディ レク ト 
り 。ID の 初期 化 を 行い ます の で , ディ スク は すべ て の ディ スク 関連 の BASIC 命令 で 使用 可能 
な 状態 に な り ま す . 


物理 フォ ー マ ッ ト と 論理 フォ ー マ ッ ト は format . nip” を 使っ て 同時 に 行う こと が で きま 
す . 

フォ ー マ ッ ト は BASIC で 新しい ディ スク を 使う と き に は 必ず 実行 し て くだ さい . また, フォ 
ー マ ッ ト は BASIC 以外 の シス テム (た と えば MS-DOS な ど ) で フォ ー マ ッ ト さ れ た ディ スク を 
改め て 使用 する と き に も 必ず 行っ て くだ さい . 

一 度 , BASIC 用 に 物理 フォ ー マ ッ ト を 行っ た ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る 場合 に は , 物理 フ 
ォ ー マ ッ ト を 繰り 返す 必要 は あり ませ ん . 


ぁ 参照 FAT, ディ レク トリ , ID つ 「 付 録 C ディ スク の 内 部 構造 」 
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1083 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 


一 format. nip′ の 使い 方 

の 一 ディ イリ デ ティブ ログ ラ 共 記 ネー マツ ド る 生 う だ 完 ネ スク は ー 多 ディ スク ほし で 
使用 する こと が で きま す が , フォ ー マ ッ ト に 続け て シス テム を コピ ー レ シス テム ディ スク と す 
422 に も TCR きま 0 

画面 に 表示 され る メッ セー ジ に 従っ て 作業 を 進め て くだ さい . 


( 1 ) ヾ format . nip” を 起動 きせ る と 次 の よう な 画面 が 表示 され ます . 


新しい ディ スク を ドラ イプ に セッ ト し て 下さ い 
フォ ー マ ッ ト す る ドラ イプ は ? 


シス テム ディ スク を ドラ イブ 装置 か ら 外 し て ,。 どちら か の ドラ イブ に フォ ー マ ッ ト す る フ 
ロッ ピ ィ ディ スク を セッ ト し 。 ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ さい 。 す る と 。 


物理 フォ ー マ ッ ティ ング を 行い ます か (y/n) ? 


と 表示 され ます の で , 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 は Y を 入力 し , 物理 フォ ー マ ッ ト の 
必要 が な い 場 合 は n を 入力 し て くだ さい . ここ で n を 選択 し た 場合 は ( 2 ) に 進み ます . 
この 後 , ディ スク 装置 が 1MB/640KB 両用 タイ プ の 場合 に は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の タイ プ 
を きい て きま す . 


ディ スク タイ プ (1. 1MB 2. 640KB) ? 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 1MB タイ プ の 場合 は 1 を 入力 し , 640KB タイ プ の 場合 は 2 を 入力 
し て くだ さい . 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れる 間 は , 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され て い 
まあ 


ドラ イプ ブ X を 物理 フォ ー マ ッ ト 中 で す 


メ は 物理 フォ ー マ ッ ト 中 の ドラ イブ 番号 で す . 
( 2 ) 物 理 フ ォ ー マ ッ ト が 終了 する と , シス テム ディ スク を 作成 する か どう か を 聞い て きま す . 


シス テム ディ スク を 作成 し ます か (y/n) ? 


デー タデ ィ ス ク と し て 使用 する 場合 に は n を 入力 し て くだ さい . シス テム ディ スク を 作成 
する 場合 に は y を 入力 し て くだ さい . Y と 答え た か n と 答え た か に か か わら ず , 論理 フォ 
ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 論理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れる 間 は , 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 
され て いま す . 


処理 中 で す 
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( 3 ) 論 理 フ ォ ー マ ッ ト が 終了 する と ,。 シス テム ディ スク を 作成 し な い 場 合 に は 次 の よう に 表示 
され て プロ グラ ム を 終了 し ます 。 


終了 し まし た 
(4) シス テム ディ スク を 作成 する 場合 に は 次 の よう に 表示 され ます . 
シス テム ディ スク の ドラ イブ プ 番 号 は ? 


シス テム ディ スク を ,。 現在 フォ ー マ ッ ト し て いる ディ スク の ドラ イブ と は 別 の ドラ イブ に 
入れ , その ドラ イブ ゴ 番 号 を 入力 し て くだ さい 。 


確認 し まし た か (y/n) ? 


と 表示 され た ら 。 ディ スク が 正しく ドラ イブ に セッ ト さ れ て いる こと を 確認 し , まち が い 
な けれ ば Y を 入力 し て くだ さい . シス テム (DISK CODE と IPL) の コピ ー を 行い ます . デ 
ィ ス ク の セッ ト が まち が っ て いる 場合 に は , n を 入力 し て や りな お し て くだ さい . 

シス テム の コピ ー が 行わ れ て いる 間 は 次 の よう に 表示 され ます . 


シス テム を コピ ー し て いま す 


( 5 ) 次 に , シス テム ディ スク を 起動 し た と き に 各種 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 の デバ イス 番号 
を どの よう な 順番 で 割り 当て る か (ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ ) を 設定 し ます . 


シス テム ディ スク の ドラ イプ アロ ケー ショ ンタ イプ : X 
新しい ディ スク の ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ は ? 


と 表示 され る の で , シス テム ディ スク と 同じ 場合 に は 。 [ 9] だ け を 押し ます . シス テム ディ 
スク と 異な る ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ を 新しい ディ スク に セッ ト し た い め 場 合 は , そ 
の タイ プ に 応じ て 1 また は 2 を 入力 し て くだ さい 。 
入力 する 数 値 と ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ の 関係 は 次 の と お り で す . 

1 : 640KB フ ロッ ピ ィ ディ スク ーー 1MB フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 

2 : 1MB フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クー…ー 640KB フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 


た と えば , 1MB の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ 装置 を 内 蔵 し , 640KB の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク ド ラ イブ 装置 を 外部 に 取り 付け て いる 場合 に 1 を 選択 する と , 640KB の ドラ イブ が デバ 
イス 番号 1。 2 と な り , 1MB の ドラ イブ が デバ イス 番号 3。 4 と な り ま す 。 
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10:39 フロ ッ ピ イデ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 


注意 : PC-9801, PC-9801E/F/M で は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ 
が 次 の よう に な り ま す 。 
1 : 640KB 一 1MB つ 160/320KB 
・640KB 160/320KB 一 1MB 
・1MB 160/320KB 一 640KB 
・1MB 一 640KB -160/320KB 
・160/320KB 一 640KB 一 1MB 
・160/320KB 一 1MB 一 640KB 


〇 、 の 1 中 CO トド ト う 


(6 ) ド ライ ブ プア ロケ ーション タイ プ の 設定 が 終わ る と 画面 に は 次 の よう に 表示 され て プロ グラ 
ム が 終了 し ます . 


終 宮 し まし た 


人 @ 注 意 す べき こと 

・ シ ステ ム デ ィ ス ク を 作成 する 際 に は , シス テム ディ スク と フォ ー マ ッ ト す る ディ スク が 同じ 
種類 (同じ 容量 ) の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で な けれ ば な り ま せん . 

・ フ ォ ー マ ッ ト を 行う と ,。 その ディ スク に 書き 込ま れ て いた ファ イル は すべ て 消去 され ます . 
誤っ て 必要 な ファ イル を 消さ な いよ うに 注意 し て くだ さい . 

・ 属 性 の 宣言 で 書き 込み 禁止 を 宣言 し て いて も ,。 フォ ー マ ッ ト を 行う と 。 フ ァイル は 失わ れ ま 
す 。 

・ フ ロッ ピ ィ ディ スク へ の 書き 込み を 禁止 する に は ,。 ライ ト プ ロ テク ト を 行っ て くだ さい 、。 


参照 属性 の 宜 言 で 書き 込み 禁止 つ 6.6 の 「 フ ァイル 属性 の 設定 」 
ライ ト プ ロ テク トー「『BASIC 入 門 』 
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10D.4 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 


ディ スク に 書き 込ま れ た ファ イル を , 誤っ て KILL 命令 で 削除 し て し まう こと が あり ます . 
ま た, OPEN 命令 や PRINT# な ど で フ ァイル の 読み 書き を 行う 際 に 命令 の 使い 方 を 誤っ て , フ 
ァイル を 消し て し まう こと も あり ます 。 

また , DSKO $ 命令 で ディ スク の 物理 アド レス に 対し て 直接 書き 込み を 行っ た 場合 や , 機械 語 
プロ グラ ム が 暴走 し た 場合 な ど に ファ イル が 壊れ て し まう こと も あり ます 。 

そこ で ,。 この よう な 不測 の 事態 に 備え て , 重要 な 情報 が 記録 きれ て いる ディ スク は に 定期 的 に 
複写 を と っ て お く 必 要 が あり ます . 

ディ スク を 複写 する こと を パパ バッ クア ッ プ "を と る と いい , 複写 し た ディ スク の こと を バッ ク 
アデ アップ ジグ デ ィ ス ク ?。 元 に な る ディ スク を ヾ マス ター ディ スク と 呼び ます 。 フ ロッ ピ ィ ディ スク 
の バッ クア ッ プ は ユー ティ リティ \backup .n88” を 使っ て 行い ます . 


較 `backup.n88” の 使い 方 
( 1 ) ヾ backup .n88” を 起動 きせ る と 次 の よう に 表示 され ます . 


ディ スク の バッ クア ッ プ を 行い ます 

送り 側 デ ィ ス ク を ドラ イプ に セッ ト し て 下さ い 

ドラ イブ 番号 は ? 
マス ター ディ スク を どちら か の ドラ イブ に 入れ て , ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ さい 。 す 
に 


受け 側 の ディ スク を ドラ イプ に セッ ト し て 下さ い 
"ライプ 番号 は ? 


と 表示 され る の で ,。 バッ クア ッ プ 用 の ディ スク を も う 一 方 の ドラ イブ に 入れ て , ドラ イブ 
番号 を 入力 し て くだ さい . 


( 2 ) ディ スク の セッ ト が 終わ っ た ら 新 し い デ ィ ス ク ( 受 け 側 ディ スク ) の 物理 フォ ー マ ッ ト を 行 
いま す . 


ディ スク の バッ クア ッ プ を 行い ます 
物理 フォ ー マ ッ ティ ング を 行い ます か (y/n) ? 


と 表示 され た ら 。 物理 フォ ー マ ッ ト が 不要 の ディ スク を 使う 場合 は n を 入力 し て くだ さい . 
その 後 ( 3 ) に 進み ます . 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 に は y を 入力 し て くだ さい 。 yY を 
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10.4 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の パッ クア ッ プ 


入力 し た 場合 に は , さら に 次 の よう に 表示 され ます . 


ドラ イプ X の ディ スク を 物理 フォ ー マ ッ ティ ング し ます 
確認 し まし た か (y/n) ? 


表示 され た ドラ イブ が 指定 し た ドラ イブ で ある か , その ドラ イブ の ディ スク が フォ ー マ ッ 
ト し た い デ ィ ス ク で ある か を 確認 し た ら Y を 入力 し て くだ さい . 直ちに 物理 フォ ー マ ッ ト 
が 行わ れ ま す 。 n を 入力 し た 場合 に は (1) に も どり , ドラ イブ を 指定 し 直す こと が で きま 
っ 訂 


( 3 ) 続 いて バッ クア ッ プ 処理 が 始ま り ま す . マス ター ディ スク が 入っ て いる ドラ イブ と バッ ク 
アッ プ 用 の ディ スク が 入っ て いる ドラ イブ の アク セス 表示 用 LED が 交互 に 点灯 し ます . バ 
ッ ク ア ッ プ が 行わ れ て いる 間 は 次 の よう に 表示 され ます . 


XX トラ ッ ク コ ピー 中 で す 


XX は コピ ー 中 の トラ ッ ク の 番号 で す . 
な お , マス ター ディ スク と バ パック アップ 用 の ディ スク の 容量 は 同じ で な けれ ば な り ま せん . 
ディ スク の 容量 が 異な る と , ここ で 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます .。 


バッ クア ッ プ で きま せん 
この 場合 に は ディ スク を 確認 し て くだ さい . 
(4) バックアップ が 終わ る と 次 の よう に 表示 され て プロ グラ ム が 終了 し ます . 


才 子 し まし た 
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10.5 | リセ クタ の 書き 換え 


ID セク タ と は , シス テム ディ スク (フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク , 固定 ディ スク ) 上 に 設け られ た 特別 
の 領域 で ,。 こ れ を 書き 換え る こと に より , BASIC で 使用 する ファ イル の 同時 オー プン 数 や , オ 
ー ト スタ ー ト で 実行 する プロ グラ ム を 設定 する こと が で きま す . ID セク タ の 書き 換え は ユー テ 
ィ リ ティ “setinf .n88” で 行い ます . 


\setinf . n88” の 使い 方 


( 1 ) ヾ setinf .n88” を 起動 きせ る と 次 の よう に 表示 され ます . 


オー トス ター ト 情 報 を セッ ト し ます 
シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いる ドラ イブ プ 番 号 は ? 


ID を 書き 換え た い シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ま 
ず 。 


確認 し まし た か (y/n) ? 


ドラ イブ 番号 と ディ スク を 確認 し , 正しけれ ば Y を 入力 し て くだ さい . n を 入力 する と は 
じ め に も どり ます . 


How many files (0 一 15) ? 


BASIC 上 で 同時 に オー プン し た い フ ァイル 数 を 入力 し ます . 


ぁ 参照 同時 に オー プン する ファ イル 数 一 6 .1 の 「 フ ァイル バッ ファ と ファ イル の 同時 オー プン 


数 」 


( 2 ) フ ァイル 数 の 指定 を 行う と 。 次 の よう に 聞い て きま す . 
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テキ スト を 入力 し て くだ さい 


BASIC の 起動 後 , 自動 的 に 実行 し た い BASIC の 命令 を 入力 し ます . た と えば ,`test . n88” 
と いう プロ グラ ム を スタ ー ト させ た い 場 合 に は , 


run test.n88" 


と 入力 し て くだ さい 。 この ほか に も る も, 任意 の 命令 を 入力 し て お く こ と が で きま す 。 
テキ スト は 253 文字 まで し か 入力 で きま せん の で , それ を 超え る 長 さ の テキ スト を 入力 す 
る と , 


10 .5 ID セク タ の 書き 換え 


テキ スト は 253 文字 まで で す 
と 表示 し て スピ ー カ を 鳴ら し , も う 一 度 テ キス ト を 入力 する よう に 指示 し て きま す . 
( 3 ) テ キス ト の 指定 が 終わ る と 次 の よう に ID セク タ に 書き 込む 内 容 が 表示 され ます . 


ファ イル の 同時 オー プン 数 は 馬 計 で す 

テキ スト は : 語 双 test . n88 

シス テム ディ スク を ドラ イブ 番号 XX に セッ ト し て 下さ い 
準備 が で きた ら リ ター ン キ ー を 押し て 下さ い 


(1 ) で 指定 し た ドラ イブ に ディ スク が 入っ て いる こと を 確認 し て か ら [ < り ] キ ー を 押し て く 
だ さい 。 


終了 し まし た 


終了 メッ セー ジ が 表示 され た ら ID セク タ の 書き 込み の 完了 で す . こ の シス テム ディ スク を 
使用 し て BASIC を 起動 する と 自動 的 に ,。 プロ グラ ム \test .n88? が 実行 され ます . も ちろ 
ん . この と き , ド ライ ブ プ 番 号 1 と な る ディ スク に は test .n88′” が 入っ て いな けれ ば な り 
ませ ん 。 


注意 : 同時 オー プン する ファ イル 数 の 入力 時 に バー1? を 入力 する と ID セク タ に は 255(16 進 で 
FFH) が セッ ト さ れ , 以降 BASIC を スタ ー ト する た びに ファ イル 数 を 尋ね る よう に な り 
ます . この 場合 , 自動 実行 し た い BASIC テキ スト を 入力 し て も 無効 と な り ま す 。 
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10.6 ファ イル 転送 


ユー ティ リティ バ \xfiles .n88"7 は , ディ スク 間 で ファ イル 単位 に 情報 を 転送 する こと に よっ て 
コピ ー を 行い ます し た が っ て ディ スク 全体 の 複写 を 行う だ け で な く , 特定 の ファ イル だ け を 
転送 し て ファ イル の バ パック アッ プ を 作る こと が で きま す 。 ま た, フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク と 固定 デ 
ィ ス ク な ど 異 な る 容量 の ディ スク の 間 で も ファ イル の バッ クア ッ プ を と る こと が で きま す . 


注意 :「10.4 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 」 で 説明 し た ヾ backup . n88” は , 同じ 容量 の 
ディ スク 間 で 。 ディ スク 単位 に バッ クア ッ プ を 作る も の で す 。 


圏 `xfiles . n88′ の 使い 方 
( 1 ) *xfiles . n88” を 起動 する と , 次 の よう に 画面 に 表示 され ます . 


ファ イル 転送 を 行い ます 
送り 側 の ドラ イブ 番号 は ? 


転送 すか る ファ イル の 入っ て いる ディ スク を ドラ イブ に 入れ , ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ 
さき さい. する と 次 の よう に 聞い て きま す 。 


受け 側 の ドラ イブ 番号 は ? 


ファ イル の 転送 先 と な る ディ スク を 別 の ドラ イブ に 入れ , その ドラ イブ プ 番 号 を 入力 し て く 
だ さい 。. 
バッ クア ッ プ 用 の ディ スク と し て 新しい ディ スク を 使う 場合 に は , 前 も っ て 物理 フォ ー マ 
ッ ト と 論理 フォ ー マ ッ ト を 行っ て お いて くだ さい 。 

(2 ) ド ライ ブ の 指定 が 終わ る と 転送 する ファ イル の 単位 を 聞い て きま す .。 


ファ イル 単位 で すか , ボリ ュー ム 単 位 で すか (f/V) ? 


特定 の ファ イル だ け を 転送 する 場合 は f を 入力 し ます . する と (3 ) に 進み ます . ディ スク 
中 の すべ て の ファ イル を 転送 し た いと き に は Y を 入力 し ます . Y を 選択 し た 場合 に は (5 ) 
へ 進み ます . 


( 3 )(2 ) で f を 選択 し た 場合 に は 次 の よう に 表示 され ます . 


転送 する ファ イル を 選択 し て 下さ い . 矢印 キー で カー サ 移 動 後 リ ター ン キ ー を 押し 
て 下さ い . ROLL UP キー を 押す と 次 の 画面 に な り ま す . 
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10.6 ファ イル 転送 


カー ソル を 移動 し て 転送 する ファ イル の 名 前 の 位置 で [<⑳|] キ ー を 押し て くだ さい . 
転送 中 で す 
転送 し て いる ファ イル 名 の 文字 が 反転 し , ファ イル の 転送 が 行わ れん ます. 
( 4 ) 転送 が 終わ る と 続け て 別 の ファ イル を 転送 すか る か どう か を 聞い て きま す . 
別 の ファ イル を 転送 し ます か (y/n) ? 


別 の ファ イル が あれ ば y を 入力 し ます . する と (3 ) か ら の 繰り 返し に な り ま す 。 
n を 入力 する と 次 の よう に 表示 され プロ グラ ム が 終了 し ます . 


終了 し まし た 
( 5 )(2 ) で Y を 選択 し た 場合 に は 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
ボリ ュー ム 単 位 で よろ し いで すか (y/n) ? 


ドラ イブ に ディ スク が 正しく セッ ト さ れ て いる こと を 確認 し た ら Y を 入力 し て くだ さい . 
次 々 に ファ イル が 転送 きれ ます . コピ ー が 行わ れ て いる 間 は , コピ ー 中 の ファ イル 名 が 反 
転 表示 され ます . 


転送 中 で す 
( 6 ) ボ リュ ー ム 内 の すべ て の ファ イル が コピ ー さ れる と 終了 し ます . 
Sb まし) た 
注意 : コピ ー の 際 に 受け 手 側 の ディ スク の 容量 が 足り な く な っ た 場合 に は `disk full7 の エラ 
ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され , ファ イル の コピ ー が 中 断 し ます . この と き に は ディ スク タク 容量 
の 十分 な ディ スク を 用 意 し て や りな お し て くだ さい 。 
また , 固定 ディ スク 内 の ファ イル を フロ ッ ピ ィ イィ ディ スク に コピ ー す る 場合 に は , 一 枚 の 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 容量 を 超え た ファ イル を コピ ー す る こと は で きま せん 。 その 場合 
に は backup . hd を 使用 し て くだ さい 。 


p 参照 固定 ディ スク の バッ クア ッ プ つ 「10 .12 固定 ディ スク ファ イル 退避 復旧 処理 」 
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10 . フ シス テム (DISK CODE お よび IPL) の コピ ー 


シス テム ディ スク に は , DISK モー ド BASIC を 起動 きせ る た め に 不可 欠 な シス テム (DISK CODE 
お よび TIPL) が 格納 され て いま す . 

Ysysgen .niD' は , シス テム を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク あ る い は 固定 ディ スク に コピ ー し , BASIC 
の 起動 が 可能 な ディ スク を 作成 する た め の ユ ー テ ィ リ ティ で す . 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 は format . nip” ある い は ヾ backup . n88/ を 使っ て も シス テム 
ディ スク を 作る こと が で きま す . 

固定 ディ スク の 場合 は , 必ず この ヾ sysgen . nip” を 使用 し て くだ さい 。 


注意 : DISK CODE は ,ROM モー ド BASIC に DISK モー ド BASIC の 機能 を 付加 る た め に 
必要 な BASIC シス テム 本 体 の こと で す . また IPL は 。 DISK モー ド BASIC を 起動 する 
た め に 必要 な シス テム プロ グラ ム の こと で す . 


較 sysgen.nip′ の 使い 方 
( 1 ) “sysgen . nip” を 起動 する と 次 の よう に 聞い て きま す . 


シス テム を コピ ー し ます 
送り 側 の ドラ イブ 番号 は ? 


シス テム ディ スク を セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ さい 。 する と , 
受け 側 の ドラ イブ 番号 は ? 


と 表示 され ます の で , シス テム を コピ ー し た い フ ロッ ピ ィ ディ スク が セッ ト さ れ て いる ド 
ライ ブ の ドラ イブ 番号 、 また は 固定 ディ スク の ドラ イブ プ 番 号 を 入力 し ます . 

た だ し , この と き フ ロッ ピ ィ ディ スク や 固定 ディ スク は 前 も っ て フォ ー マ ッ ト さ れ て いな 
けれ ば な り ま せん . また , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 で 処理 を 行う 場合 に は , 両方 の フロ ッ ピ 
ィ デ ィ ス ク は 同じ 容量 の も の で な けれ ば な り ま せん . 


準備 が で きた ら リ ター ン キ ー を 押し て 下さ い 


この よう な メッ セー ジ が 表示 され た ら , ディ スク が 正しく セッ ト さ れ て いる か どう か を 確 
認 し て くだ さい . まち が い が な けれ ば ぱ , [9] キー を 押し て くだ さい . まち が っ て いる 場合 は 
[srop | キー を 押し て プロ グラ ム を 止め , RUN 命令 を 実行 し て 始め か ら や りな お し て くだ さ 
い . シス テム の コピ ー が 行わ れ て いる 間 は 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます . 
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コピ ー 中 で す 
( 2 ) 次 に , シス テム ディ スク を 起動 し た と き に 各種 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 の デバ イス 番号 
を どの よう な 順番 で 割り 当て る か (ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ ) を 設定 し ます . 


シス テム ディ スク の ドラ イプ アロ ケー ショ ンタ イプ :X 
新しい ディ スク の ドラ イプ ブ プア ロケ ーション タイ プ は ? 


も と の シス テム ディ スク と 同じ に する 場合 に は | 9| キ ー を 押し ます . 
も と の ディ スク と は 異な る ドラ イブ アロ ケー ショ ンタ イプ に し た い 場 合 に は , その タイ プ 
に 応じ て , 1 また は 2 を 入力 し て くだ さい 。 


1 : 640KB フ ロッ ピ ィ ディ スク ーー 1MB フロ ッ ピ イィ ディ スク 
2: 1MB フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クー 640KB フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 


参照 PC-9801, PC-9801E/F/M の 場合 の ドラ イプ アロ ケー ショ ンタ イプ ー10 . 3 の format . 
nip” の 使い 方 」 


た と えば , 1MB の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ 装置 を 内 蔵 し , 640KB の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク ド ラ イブ 装置 を 外部 に 取り 付け て いる 場合 に 1 を 選択 する と , 640KB の ドラ イブ が ドラ 
イブ 番号 1。 2 と な り , 1MB の ドラ イブ が ドラ イブ 番号 3。 4 と な り ま す . 


( 3 ) 次 の よう に 表示 され て プロ グラ ム が 終了 し ます 。 


終了 し まし た 


注意 ・ 標 準 フ ォ ー マ ッ ト の 固定 ディ スク か ら BASIC を 起動 さき せる た め に は , 必 ず , 他 の OS(MS 
-DOS な ど ) の フォ ー マ ッ ティ ング の 前 に BASIC 上 で 標準 フォ ー マ ッ ト を 行っ て お き , 
その 後 で 。 シス テム の コピ ー を 行い ます . 
シス テム は 固定 ディ スク の 先頭 の 領域 に コピ ー さ れ ま す の で , BASIC より 先 に 他 の OS 
の 標準 フォ ー マ ッ ト を 行っ て いる 場合 に は , 他 の OS の 領域 を 破壊 し て し まい ます . 
・ 受 け 側 ディ スク に ファ イル が 存在 する と シス テム を コピ ー で き な い 場合 が あり ます . 


p 参 照 標準 フォ ー マ ッ ト , 拡張 フォ ー マ ッ ト つ 「10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 」 
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10. シス テム ディ スク 属性 の 設定 


ヾ setup . n88* は 。 シス テム ディ スク に 対し て 次 の よう な 諸 属性 の 設定 を 行う ユー ティ リティ 
プ 少 ラム で す 、 
・ 日 本 語 変換 方 式 と 辞書 ファ イル の ドラ イブ ゴ 番 号 の 設定 
・ 拡 張 画面 ハー ドコ ピー(PC-PR601 系 ) の 機能 設定 
・ 演 算 モ ー ド (基本 拡張 ) の 設定 


一 setup .n88” を 使っ た 日 本 語 入力 の 属性 設定 
N。。- 日 本 語 BASIC(86) で は , 次 の 6 種類 の 日 本 語 入力 方 式 を 使う こと が で きま す . 


・Al 逐次 変換 方 式 

・Al 連 文節 変換 方 式 

・ 逐 次 変換 方 式 

・ 連 文節 変換 方 式 

・ 単 文節 変換 方 式 
・JIS16 進 コ ー ド 変換 方 式 


どれ を 使用 する か は , シス テム ディ スク ご と に 決め る こと が で きま す . 

シス テム ディ スク は 出荷 時 に Al 逐次 変換 方 式 の 状態 に セッ ト され て いま す . 他 の 日 本 語 変 換 
方 式 に 変更 する に は ユー ティ リティ バ \setup .n88” を 使い ます . また , これ に よっ て 何 度 で も 設 
定 し 直す こと が で きま す 。 

日 本 語 変換 の 際 に 参照 され る 辞書 ファ イル は 出荷 時 に は ドラ イブ 2 に 入れ て 使用 する よう に 
設定 し て あり ます が , これ を 別 の ドラ イブ に 入れ て 使う こと も で きま す . この 場合 , 辞書 ファ 
イル が 入っ た ディ スク を どの ドラ イブ に 入れ る か と いう こと を シス テム ディ スク の 属性 と し て 
設定 し な けれ ば な り ま せん . この 設定 に は “setup . n88” を 使っ て 行い ます . 


( 1 ) ヾ setup . n88” を 起動 きせ る と , 次 の よう に 表示 され ます . 
シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いる ドラ イプ は ? 
日 本 語 入力 の 属性 を 変更 し た い シ ステ ム デ ィ ス ク を 適当 な ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ 


イブ 番号 を 入力 し ます . する と 次 の よう な メニ ュー が 現れ ます . 


注意 : 以後 , ユー ティ リティ プロ グラ ム の 実行 が 終了 する まで 。 シス テム ディ スク は 入れ 換え 
な いで くだ さい 、。 
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IN88 日 本 語 BAS !I C(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 


語 思 尾 性 の 記 定 
画面 ハー ドコ ピー の 機能 設定 
演算 モー ド の 設定 
終 | 


和 1 キー, ! キー で 選択 し て RETURN キ ー を 押す と その 処理 に 移り ます 
注意 : 終了 する まで は シス テム ディ スク を 入れ 換え な いで くだ さい 


カー ソル 移動 キー で ` 日 本 語 入力 属性 の 設定 ” を 選択 し て 。 | < り ] キ ー を 押し て くだ さい . 


( 2 ) 現 在 の 日 本 語 入 力 方 式 と , 辞書 ファ イル の ドラ イブ の 設定 状態 が 次 の よう な メニ ュー で 表 
示さ きれ ま す 。 


N88 日 本 語 BAS I C(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 
[日 本 語 入力 属性 の 設定 ] 


日 本 語 入力 方 式 
胃 如 AI 連 文 節 変 換 逐次 変換 連 文 節 変 換 単 文節 変換 J1S コ ー ド 入力 


辞書 ファ イル の ドラ イブ 
SYSTEW 1 充 3 4 5 6 7 8 9 19 11 12 13 14 15 


反転 表示 され て いる と ころ は , 現在 設定 され て いる 属性 を 表し て いま す . 

~ 日 本 語 入力 方 式 ” は , その ディ スク が 現在 どの 変換 方 式 に 設定 され て いる か を 示し て い 
に 

辞書 ファ イル の ドラ イブ ? は , 日 本 語 変換 の 際 に BASIC シス テム が 参照 する 辞書 ファ イ 
ル の ドラ イブ 番号 を 示し ます . 日 本 語 変 換 方 式 が JIS16 進 コ ー ド 変換 方 式 の 場合 に は この 
選択 は で きま せん . 

ドラ イブ 番号 は 次 の よう に 示さ れ ま す . 


247 


第 10 曹 ユー ティ リティ プロ グラ ム 


SYSTEM シス テム 起動 時 に シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いた ドラ イブ 
1 ドラ イブ 1 

2 ドラ イツ 2 

) ) 

30 ドラ イブ 30 


参考 : Al 逐次 変換 と AI 連 文 節 変換 . また は 逐次 変換 と 連 文 節 変換 は , それ ぞ れ 日 本 語 入力 中 
に 切り 換え る こと も で きま す . 


( 3 ) 設 定 状態 の 変更 を 行い ます . 
カー ソル 移動 キー を 用 いて 目的 の 項目 を 選択 し て くだ さい . すべ て の 項目 に つい て 選択 が 
終わ っ た ら | J] キ ー を 押し て くだ さい . (4 ) の 確認 に 進み ます . 
な お , 設定 を 途中 で 中 止 し た い 場 合 は 。 | srop] キ ー ま た は [cr |]+| c | キー を 押す と , (1) 
の 基本 メニ ュー に も どり ます . 


( 4 ) 日 本 語 入 力 属性 を 変更 し て いい か どう か 聞い て きま す . 
変更 し て よろ し いで すか (y/n) ? 


y を 入力 する と 変更 が 行わ れ , ( 1 ) の 基本 メニ ュー に も どり ます . 基本 メニ ュー で 終了? 
を 選択 し 。| <①] キ ー を 押せ ば プロ グラ ム は 終了 し ます . 
n を 入力 する と (2 ) に も どり ます 。 


注意 : 属性 を 変更 し た 場合 は , リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て BASIC を 再起 動 し て くだ さい . 


還 “setup.n88” を 使っ た 拡張 画面 ハー ドコ ピー の 機能 設定 

N。。- 日 本 語 BASIC(86) に は 拡張 画面 ハー ド コピ ー 機 能 が あり ます . な か で も PC-PR601 系 の 
ペー ジ プ リ ンタ を 使用 し た 場合 に は ハー ドコ ピー の 方 向 あ る い は 倍率 を 変更 する こと が で きま 
す 。 これ を 行う 際 に は ユー ティ リティ setup .n88” を 使用 し ます . 


ぁ 参 照 ハー ドコ ピー…ー「3.3 画面 ハー ドコ ピー」 
( 1 ) setup .n88” を 起動 きせ る と , 次 の よう に 表示 され ます . 
シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いる ドラ イブ は ? 
拡張 画面 ハバード コピ ー 機 能 の 設定 の 変更 を 行い た い シ ステ ム デ ィ ス ク を 適当 な ドラ イブ に 


セッ ト し , その ドラ イブ ゴ 番 号 を 入力 し ます . する と 次 の よう な メニ ュー が 現れ ます . 
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注意 : 以後 ,. ユー ティ リティ プロ グラ ム の 実行 が 終了 する まで シス テム ディ スク は 入れ 換え な 
いで くだ さい 。 


IN88 日 本 語 BAS !I C(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 
[基本 メニ ュー] 


| 日 本 語 人 力 尾 必 の 39 定 | 
画面 ハー ドコ ピー の 機能 設定 
演算 モー ド の 設定 


終 T 


† キー, + キ ー で 選択 し て RETURN キ ー を 押す と その 処理 に 移り ます 
注意 : 終了 する まで は シス テム ディ スク を 入れ 換え な いで くだ さい 


カー ソル 移動 キー で ` 画 面 ハー ドコ ピー の 機能 設定 ? を 選択 し て , [< り ] キ ー を 押し て くだ さき 
い 。 


( 2 ) 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます . 


N88- 日 本 語 BAS 1 C(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 
[画面 ハー ドコ ピー の 機能 設定 ] 


COPY 1 (CTRLrcopY キ ) 方 向 
COPY 2 (GRapHrCoPY ま -) 倍率 
方 向 
COPY 3 (copy も ) 倍率 
方 向 


ー, 」 キ ー。ー キ ー。 っ キー で 選択 し て RETURN キ ー を 押し て 
衝 二 を 遇 する 場 S は STOP キー まきこ を 才 そく 
プリ ンタ の 印字 方 向 の 
PC ご PRG0 1 呆 以 の プリ ンタ に 対し て は 水平] の み 有効 で す 
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反転 し て いる と ころ は 現在 設定 され て いる 機能 を 表し て いま す . カー ソル 移動 キー を 使っ 
て 機能 を 選択 し て くだ さい . 選択 が 完了 し た 時 点 で | < り ] キ ー を 押す と (3 ) の 確認 に 進み ま 
攻 

な お 。 設定 を 途中 で 中 止 し た い 場合 は [sror | キー また は | creL]+| c ] キ ー を 押す と , (1) 
の 基本 メニ ュー に も どり ます . 


注意 : 印字 方 向 に 「 水 平 」, 印字 倍率 に 「 標 準 」 以 外 の 値 を 指定 し た 場合 に は , PC-PR601 系 ペー 
ジ プ リ ンタ 以外 の プリ ンタ を 使用 する と 画面 ハー ドコ ピー が 正常 に 動作 し な く な り ま す 
の で 注意 し て くだ さい . 
また , プリ ンタ に 印字 で きる サイ ズ を 超え る 倍率 を 指定 する と 正しく ハー ドコ ピー が 行 
われ ませ ん 。. 


( 3 ) 選 択 が 終わ る と 変更 し て いい か どう か を 聞い て きま す . 
変更 し て よろ し いで すか (y/n) ? 


y を 入力 する と 変更 が 行わ れ , (1 ) の 基本 メニ ュー に も どり ます . 基本 メニ ュー で バ 終 了 ン 
を 選択 し 。[ < り ] キ ー を 押せ ば プロ グラ ム は 終了 し ます . 
n を 入力 する と ( 2 ) に も どり ます . 


注意 : 機能 の 設定 を 変更 し た 場合 は 。 ユー ティ リティ switch . n88” で 拡張 画面 ハー ド コピ ー 
の 使用 を 宣言 し し ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 5 番 を ON に し た 後 , リ セッ トス イッ チ を 押 
し て BASIC を 再起 動 し て くだ さい . 


較 setup.n88” を 使っ た 演算 モー ド の 設定 

N。。- 日 本 語 BASIC(86) で は , 通常 の 演算 モー ド (基本 演算 モー ド ) の ほか に , 拡張 演算 モー ド 
を 使用 する こと が で きま す . 拡張 演算 モー ド は 基本 演算 モー ド と は 異な る 演算 方 式 を 用 いる こ 
と に より , 単 精度 実数 の 平方 根 (SQR) 演算 お よび べき 乗 演算 (べき 数 が 整数 の 場合 の み ) の 高速 
化 を 図っ た も の で す 。 これ ら 2 つの モー ド を 選択 する に は ユー ティ リティ バ setup .n88” を 使用 
し ます 。 

な お , PC-9801/E/F/M/U/VF/VM の 場合 , この モー ド は 意味 を も ち ま せ ん . 


注意 : 拡張 演算 モー ド と 基本 演算 モー ド で は , その 演算 結果 が わずか な が ら 異 な る 場合 が あり 
ます . 
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( 1 ) ^setup . n88” を 起動 きせ る と ,。 次 の よう に 表示 され ます . 
シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いる ドラ イプ は ? 


演算 モー ド の 設定 の 変更 を 行い た い シ ステ ム デ ィ ス ク を 適当 な ドラ イブ に セッ ト し ,。 その 
ドラ イブ 番号 を 入力 し ます 。 する と 次 の よう な メニ ュー が 現れ ます . 


IN88-- 日 本 語 BAS I C(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 
[基本 メニ ュー] 


画面 ハー ドコ ピー の 機能 設定 


演算 モー ド の 設定 


終 5 


1 キー, ! キー で 選択 し て RETURN キ ー を 押す と その 処理 に 移り ます 
注意 : 終了 する まで は シス テム ディ スク を 入れ 換え な いで くだ さい 


カー ソル 移動 キー で ^ 演 算 モ ー ド の 設定 ” を 選択 し て , [9| キ ー を 押し て くだ さい . 


( 2 ) 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます . 


IN88- 日 本 語 BAS 1 C(86) セッ ト ア ッ プ ユー ティ リティ 
[演算 モー ド の 設定 ] 


撤 張 演算 モー ド 


反転 し て いる ほう が 現在 設定 され て いる モー ド を 表し て いま す . カー ソル 移動 キー を 使っ 
て 機能 を 選択 し ,| < り ] キ ー を 押す と (3 ) の 確認 に 進み ます . 


な お , 設定 を 途中 で 中 止 し た い 場 合 は | srop | キー また は [| crL|+| c ] キ ー を 押す と , (1) 
の 基本 メニ ュー に も どり ます . 
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( 3 ) 選択 が 終わ る と 変更 し て いい か どう か を 聞い て きま す . 
変更 し て よろ し いで すか (y/n) ? 


y を 入力 する と 変更 が 行わ れ , ( 1 ) の 基本 メニ ュー に も どり ます . 基本 メニ ュー で ` 終 了 ? 
を 選択 し | <J] キ ー を 押せ ば プロ グラ ム は 終了 し ます . 
n を 入力 する と (2) に も どり ます . 


注意 : モー ド の 設定 を 変更 し た 場合 は , リ セッ トス イッ チ を 押し て BASIC を 再起 動 し て くだ き さ 
い 。 


10. 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 


固定 ディ スク を N。。- 日 本 語 BASIC(86) で 使用 する に は , ま ず フ ォ ー マ ッ ト を 行わ な けれ ば な 
り ま せん .。 フォ ー マ ッ ト の レベ ル に は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 と 同様 に 2 段階 あり ,。 それ ぞ 
れ は 物理 フォ ー マ ッ ト , 論理 フォ ー マ ッ ト と 呼ば れ て いま す . 


不良 トラ ッ ク の 検査 VOL ラベ ル の 作成 


ディ レク トリ の 作成 ボリ ュー ム ID 部 の 設定 
デー タ 部 の 初期 化 ID の 作成 
トラ ッ ク の 読み 書き 検査 FAT の 作成 


また 。 固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト 方 式 に は 標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ ト の 2 種類 
が あり ます . 両 フ ォ ー マ ッ ト は と も に format .hd” を 使っ て 行い ます . 


信 標 準 フ ォ ー マ ッ ト 

・ 固 定 デ ィ ス ク の 領域 を BASIC と その 他 の OS で 分 け て 使用 する こと が で きま す . 
・ BASIC また は , 他 の OS の うち 1 つの シス テム を 起動 きせ る こと が で きま す . 
・20MB ま で の 従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト が 可能 で す . 


借 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト 

・ 固 定 デ ィ ス ク の 領域 を BASIC と その 他 の OS で 分 け て 使用 する こと が で きま す . 

・ 複 数 の OS の シス テム を 登録 し て お き 。 任意 の OS を 起動 する こと が で きま す . 

・20MB を 超え る 固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト が で きま す . 

・SCSI 固 定 デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト が で き , SCSI 固 定 デ ィ ス ク 1 台 を 複数 の ドラ イブ に 分 け て 
使用 する こと が で きま す . 
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注意 : 標準 フォ ー マ ッ ト の 固定 ディ スク の 領域 を 複数 の OS で 分 け て 使用 する と き に は 次 の よう 

な 点 に 注意 し て くだ さい 、. 

・ 複 数 の OS で 使用 する 場合 
それ ぞ れ の OS(BASIC や MS-DOS な ど ) で 標準 フォ ー マ ッ ト を 行い , 使 用 する 領域 を 
確保 し ます . 

・BASIC を 起動 きせ る 場合 

標準 フォ ー マ ッ ト の 固定 ディ スク か ら BASIC を 起動 させ る 場合 は , 他 の OS の 標準 フ 
ォ ー マ ッ ト の 前 に BASIC の た め の 標 準 フ ォ ー マ ッ ト を 行っ て か ら シ ステ ム を コピ ー す 
る よう に し て くだ さい 。 
な お 。 他 の OS の 標準 フォ ー マ ッ ト を 先 に 行っ た 固定 ディ スク を BASIC で 標準 フォ ー 
マッ ト し , BASIC の シス テム を コピ ー し た 場合 は , 他 の OS の 領域 の デー タ が 破壊 さ 
れ て し まい ます 。 


較 "format. hd′ の 使い 方 
^format . hd” を 起動 きせ る と 次 の よう に 画面 表示 が 行わ ん れ ます. 


フォ ー マ ッ ト す る 装置 番号 は ? 


フォ ー マ ッ ト を 行う 固定 ディ スク の 装置 番号 を 指定 し て くだ さい . 指定 可能 な 装置 番号 が 表 
示さ れ ま す の で , その 中 か ら 選 ん で 入力 し ます . 接続 し て いる 固定 ディ スク が 両 フ ォ ー マ ッ ト 
可能 な と き は , 次 の よう に 表示 され , 標準 フォ ー マ ッ ト す る か 拡張 フォ ー マ ッ ト す る か を 聞い 
て きま す . な お , 標準 フォ ー マ ッ ト ま た は 拡張 フォ ー マ ッ ト の み が 使 用 可能 な 固定 ディ スク の 
場合 は この 表示 は あり ませ ん . 


拡張 フォ 


標準 フォ ー マ ッ ト 
以降 。 標準 フォ ー マ ッ ト と 拡張 フォ ー マ ッ ト の 場合 で 使い 方 が 異な り ま す . 


注意 : SCSI 固定 ディ スク の 場合 。 装置 番号 は SCSI 固定 ディ スク に 設定 され て いる ID 番号 順 
に な り ま す . 


人 標準 フォ ー マ ッ ト を 行う 場合 


( 1) カー ソル 移動 キー で 標準 フォ ー マ ッ ト を 選択 し て | 9] キー を 押し て くだ さい . すると, 現在 
の フォ ー マ ッ ト の 状態 が 表示 され ます . 


ディ スク タイ プ テ mMB  n1 (n2) メ ガバ イト が 使用 可能 で す 
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m は 指定 し た 固定 ディ スク の サイ ズ を 表し ます . 

n1 は BASIC で 指定 可能 な 領域 の サイ ズ を 表し ます . つま り , 固定 ディ スク の 全体 の サイ 
ズ か ら , BASIC 以外 の OS で 使用 し て いる 領域 の サイ ズ を 引い た 値 で す . 

n2 は n1 の うち すでに BASIC で 使用 可能 と な っ て いる 領域 の サイ ズ を 意味 し ます . 


例 1) 10MB の 固定 ディ スク を 初め て フォ ー マ ッ ト す る 場合 。 
ディ スク タイ プ テ 10MB 10(0) メ ガバ イト が 使用 可能 で す 


例 2) 20MB の 固定 ディ スク を BASIC 用 に 3MB, MS-DOS 用 に 5MB 分 すでに フォ ー マ ッ ト 


し て いる 場合 . この 場合 どの OS で も 使用 きれ て いな い 未 使用 領域 の サイ ズ は 12MB と 
な る 。 


ディ スク タイ プ ニ = テ 20MB 15(3) メ ガバ イト が 使用 可能 で す 
( 2 ) 続 け て BASIC の た め に 確保 する サイ ズ を た ず ね て きま す . 
フォ ー マ ッ ト す る サイ ズ は (メガ バイ ト ) ? 


BASIC 用 に フォ ー マ ッ ト し た い サ イズ を メガ バイ ト 単 位 で 入力 し ます . 

他 の OS で 使用 し て いる 領域 も BASIC で 使用 し た い 場 合 に は , BASIC で 指定 可能 な 領域 
の サイ ズ (n1l) より 大 き な 値 を 指定 し ます . この 場合 は , 物理 フォ ー マ ッ ト が 必ず 必要 で す . 
また , 他 の OS で 使用 し て いる 領域 を その まま に し て お くに は , フォー マッ ト す る サイ ズ に 
は n1 を 超え な い 値 を 指定 し ます . 


( 3 ) 次 に 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う か どう か を 聞い て きま す . 
物理 フォ ー マ ッ ティ ング を 行い ます か (y/n) ? 


物理 フォ ー マ ッ ト を 行う 場合 は y を 入力 し て くだ さい . (4 ) へ 進み ます . 

( 2 ) で BASIC で 指定 可能 な 領域 の サイ ズ (n1) より 大 き な 値 を 指定 し た 場合 に n を 入力 する 
と ( 1) に も どり ます . (2) で n1 を 超え な い サ イズ を 指定 し た 場合 に n を 入力 する と 物理 フ 
ォ ー マ ッ ト を 行わ な いで ( 5) へ 進み ます . 


( 4 ) 物 理 フ ォ ー マ ッ ト を 選択 し た 場合 は , 次 の よう に 表示 され ます . 


ディ スク の 全 領 域 を フォ ー マ ッ ト し ます 
確認 し まし た か (y/n)? 


y を 入力 する と 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 物 理 フ ォ ー マ ッ ト が 行わ れ て いる 間 は 次 の 
よう に 表示 され ます .。 又は 固定 ディ スク の ドラ イブ プ 番 号 を 表し ます . 


装置 X を フォ ー マ ッ ト 中 で す 
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固定 ディ スク の フォ ー マ ッ ト に は 時 間 が か か り ま す . 横 棒グラフ で 処理 の 進行 状況 が 表示 
され ます . 

( 5 ) 次 は 論理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 論理 フォ ー マ ッ ト の 間 は 次 の よう に 表示 され ます . 

処理 中 で す 
( 6 ) 処理 が 終了 する と 次 の よう に 表示 され ます 。 


終了 し まし た 


注意 : 固定 ディ スク の 論理 フォ ー マ ッ ト を 行う と, 今 ま で BASIC で 使用 し て いた 領域 は すべ て 
初期 化 さ ん れ ま す . また 。 固定 ディ スク の 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う と , 今 ま で BASIC で 使 
用 し て いた 領域 だ け で な く ,。 他 の OS で 使用 し て いた 領域 も すべ て 初期 化 さ れ ま す . 


人 @ 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト を 行う 場合 
最初 に 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます . 


ネネ * ネ ネネ 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 メニ ュー ネネ ネネ ネネ 


領 
領 
装 
状 
装 
終 


《 1 キー、! キー で 選択 し て KRETURN キ ー を 押す と 起動 され ます 。》 


各々 の 項目 を 選択 する こと に より , 次 の よう な こと を 行う こと が で きま す 。 


マッ プ 表 示 : 現在 の 固定 ディ スク の 使用 状況 を 示し ます . 


領域 確保 ・ 固定 ディ スク の 中 に BASIC の 領域 を 確保 し ます . 

領域 解放 ・ 現在 BASIC で 使っ て いる 領域 を 解放 し ます . 

装置 初期 化 : 固定 ディ スク の 全 領 域 を 物理 フォ ー マ ッ ト し ます . 

状態 変更 ・ 確保 され た 領域 を 使用 可能 な 状態 (アク ティ ブ ) に する か , 使用 で き な い 状態 
(スリ ー プ ) に し て お く か を 設定 し ます . 

装置 変更 ・ 対象 と する 固定 ディ スク を 変更 し ます . 
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目的 に 応じ て 各々 の 機能 を 組み 合わ せ て 使用 し て くだ さい . 
いく つか の 例 を 挙げ ます . 
・ 新 し い 固 定 デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト し , BASIC で 使用 可能 な 状態 に する 場合 
装置 初期 化 一 領域 確保 一 状態 変更 
・BASIC で 使用 する 領域 を 増減 する 場合 ( 他 の OS の 領域 は その まま ) 
マッ プ 表 示 つ 領域 解放 一 領域 確保 一 状態 変更 


この 他 に さま ざま な 場合 が 考え られ ます . 各 機能 の 解説 を よく 読ん で か ら 作 業 を 行っ て くだ 
さい 。 


最初 の メニ ュー で 目的 の 項目 を カー ソル 移動 キー で 選択 し 、 [9] キ ー を 押し て くだ さい . 


注意 : 領域 確保 。 領域 解放 は 他 の OS の 領域 に 影響 は あり ませ ん . 


・ マ ッ プ 表示 
^ マ ッ プ 表示 ” を 選ぶ と 装置 の 使用 状況 が 表示 され ます . 


ネネ ネネ 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 マッ プ 表 示 ネネ ネネ ネ 
使用 OS 名 ID_NO 状 能 FROM TO(t ぅ 》 の サイ ズ シス テム 


その 他 1 459 
BAS1IC アク ティ ブ 451 一 495 
BASIC ペ ベリーズ 496 519 
未 使用 領域 511 613 


どれ か キー を 押す と メニ ュー に も どり ます 


この 例 で は , 40 MB 固定 ディ スク 内 に BASIC 領域 が 2 つ , 他 の OS の 領域 が 1 つ 存 在 す る 状 
態 を 示し て いま す . 


各 項 目 の 意味 を 説明 し ます . 
使用 0S 名 ・ 現在 その 領域 を 使用 し て いる オペ レー ティ ング シス テム が BASIC 
か その 他 の OS か を 示し ます . 
ID_NO ・ BASIC で 使用 し て いる 領域 の 識別 番号 を 示し ます . 
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状態 ・ BASIC で 使用 し て いる 領域 の 状態 を 示し ます . 
* ア クティ ブ ” … ドラ イブ と し て 認識 され て いる 状態 (BASIC で 
使用 可能 な 状態). 
* ス リー プ ”  … 領域 と し て は 確保 きれ て いる が ,。 ドラ イブ と 
し て 認識 され て いな い 状 態 . 
FROM TO( ト ラッ ク ) : 領域 が 占有 する 範囲 を 示し ます . 
サイ ズ ・ 領域 の 大 き さ を メガ バイ ト (MB) で 示し ます . 
システ: ム ・ BASIC の シス テム の 登録 状態 を 示し ます . 
ヾ あり ” … シス テム が 登録 きれ て いる 状態. 
* ヾ なし” … シス テム が 登録 され て いな い 状 態 . 
シス テム が 登録 きれ て いる と いう の は , この 固定 ディ スク か ら 起 
動 す る こと が で きる と いう こと を 意味 し ます . 


マッ プ 表 示 の 状態 で 適当 な キー を 押す と 始め の メニ ュー に も どり ます . 


・ 領 域 確保 
固定 ディ スク の 未 使用 領域 を BASIC の 領域 と し て 確保 する に は , メ ニュ ー で 領域 確保 を 選択 
し ます . 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 


ネネ ネネ * ネ 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 領域 確 保 ネネ ネネ ネ 
使用 OS 名 ID_NO 状 衣 FROM TO( ト 92) サイ ズ シス テム 
その 他 1 - 459 
BASIC アク ティ ブ 451 ~ 495 


BASIC ーー ば 496 51g 
511 613 


何 メガ バイ ト 確 保 し ます か ? 
FROM ト ラッ ク 和 一 号 = 
実行 し ます か ( ン n) ? 


ここ で , 確保 し た い サ イズ を メガ バイ ト 単 位 で 入力 し て くだ さい . この と き 。, 未 使用 領域 の 
サイ ズ を 超え た 値 を 指定 する と 。 エラ ー と な り ま す 。 
する と , 確保 する 領域 の 先頭 トラ ッ ク 番 号 を 聞い て きま す . 


FROM トラ ッ ク 番 号 ニ 
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トラ ッ ク 番 号 を 入力 し ます .| < り ] キ ー の み を 入力 する と 空き 領域 の 先頭 か ら 領域 を 割り 当て ま 
す 。 
実行 し ます か (y/n) ? 


今 ま で に 入力 し た パラ メー タ を 確認 し て 正しい 場合 は Y を 入力 し て くだ さい . 領域 の 確保 が 
行わ れ を ます. も し , パラ メー タ に 誤り が ある 場合 は , n を 入力 し て くだ さい 。 領域 の 確保 は 行 
われ ず 始 め の メ ニュ ー に も どり ます 。 


注意 ・ ^ 領 域 確保 ” で 確保 さき れ た だ け の 領域 は ドラ イブ と し て 認識 され ませ ん . 領域 を アク テ 
ィ ブ な 状態 に 変更 し な けれ ば な り ま せん . 「 状 態 変更 」 の 項 を 参照 し て くだ さい . 
・BASIC の 領域 と し て 確保 で きる の は , 1 つの 領域 に つき 120MB 以 内 で す . 120MB 以 上 の 
固定 ディ スク を 使用 する 場合 は 注意 し て くだ さい . 


・ 領 域 解 放 
BASIC で 使用 し て いる 領域 を 解放 する に は , メニ ュー で ゞ 領域 解放 ” を 選択 し ます 。 画面 に 
は 次 の よう に 表示 され ます . 


ネネ ネネ 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 領域 弟 放 ネネ ネネ ネ ポ 
使用 OS 名 ID_NO 状 煎 FROM TOt ぅ 》2) サイ ズ シス テム 


その 他 1 459 
BAS1IC アク ティ ブ 451 ~ 495 
BAS1IC 4 496 519 
未 使用 領域 511 613 


解放 する ID_NO= 
解放 し て も いい で すか (wpn) ? 


解放 する ID_NO= 
解放 する 領域 の ID_NO を 入力 し て くだ さい . 次 に 確認 の 要求 が あり ます 。 
解放 し て も いい で すか (y/n) ? 


解放 する 領域 の 指定 が 正しい か どう か を 確認 し て , 正しい 場合 は Y を 入力 し て くだ さい . 領 
域 の 解放 が 行わ れ ま す . 
n を 入力 する と, 解放 は 行わ れず に 始め の メニ ュー に も どり ます . 
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・ 装 置 初期 化 
装置 全体 の 物理 フォ ー マ ッ ト を 行う に は , “装置 初期 化 ^ を 選択 し ます . 画面 に は 次 の よう に 
表示 され ます . 


ネネ * ネ ネネ 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 装置 初期 化 ネネ ネネ ネ 
使用 OS 名 ID_NO 状 煎 FROM TO(t ぅ 22) サイ ズ シス テム 


その 他 1 一 459 
BASIC アク ティ ブ 451 ~ 495 
BASIC レル 496 … 519 
未 使用 領域 511 613 


ディ スク の 全 領 域 を フォ ー マ ッ ト し ます 
確認 し まし た か (wn) ? 


ディ スク の 全 領 域 を フォ ー マ ッ ト し ます 
確認 し まし た か (y/n) ? 


フォ ー マ ッ ト し て よけれ ば Yy を 入力 し ます . n を 入力 する と フォ ー マ ッ ト が 行わ れ な いで , 
始め の メニ ュー に も どり ます . Y を 入力 し た 場合 は 次 の よう に 表示 され , 物理 フォ ー マ ッ ト が 
行わ れ ま す . 


装置 X を フォ ー マ ッ ト 中 で す 


従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク で は , 物理 フォ ー マ ッ ト を 行っ て いる 間 , 横 棒グラフ で 
処理 の 進行 状況 が 表示 され ます . 


注意 : 装置 初期 化 で は その 他 の OS で 使用 し て いる 領域 も 含め て , す べ て が 物理 フォ ー マ ッ ト さ 
れ ま す の で よく 確認 し て くだ さい .。 
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・ 状 態 変更 

指定 され た 領域 の 状態 (アク ティ ブス リー プ ) を 変更 し ます . 

領域 確保 を し た 直後 の 領域 の 状態 は スリ ー プ ” で あり , この まま で は ドラ イブ と し て 使用 
で きま せん . 領域 を バス リー プ ” か ら アク ティ ブン? に 変更 する に は 状態 変更 を 選択 し ます . 


ネネ ネネ 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 状態 変更 ネネ ネネ ネ 
使用 OS 名 ID_NO 状 煎 FROM TO(t92) サイ ズ シス テム 


そ の 他 1 45g 
BASIC アク ティ ブ 451 ~ 495 
BASIC メリ ー ブ 496 … 519 
未 使用 領域 511 613 


変更 する 1D_NO を 入力 し て くだ さい ? 邊 か 3 
変更 し て や いい で すか (yzn) ? 


変更 する ID_NO を 入力 し て くだ さい ? 
と 表示 され た ら , 状態 を 変更 し た い 領 域 の ID_NO を 入力 し て くだ さい 、. 
変更 し て も いい で すか (y/n) ? 


y を 入力 する と 指定 され た 領域 が それ まで と は 逆 の 状態 に 変更 きれ ます . な お , アク ティブ に 
で きる BASIC 領 域 の 個数 は 固定 ディ スク に よっ て 異な り ま す . 


従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク ……… 最大 1 つ 
SCSI 固 定 デ ィ ス クー に eee…… 最大 4 つ 


状態 を アク ティ ブ に する に は ら , 制限 数 を 越え な いよ うに 他 の BASIC 領 域 を スリ ー プ に し て か 
ら 行っ て くだ さい . 複数 の アク ティ ブ な BASIC 領 域 は それ ぞ れ 別 の ドラ イブ と し て 認識 され ま 
9 

n を 入力 する と, 状態 の 変更 は 行わ れず 始め の メニ ュー に も どり ます . 


260 


10.9 固定 ディ スク ボリ ュー ム 管 理 


人 @ 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト の 固定 ディ スク か ら 起 動 さ せる 場合 の 注意 点 

拡張 フォ ー マ ッ ト の 固定 ディ スク か ら シ ステ ム を 起動 する と , 固定 ディ スク 内 の どの 領域 の 
OS を 起動 する か を 指定 する メニ ュー 画面 が 表示 され ます . 

メニ ュー 画面 の 表示 に し た が っ て , 以下 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


( 1) カーソル 移動 キー で 処理 。 領域 の 選択 を し , | < り ] キ ー で 実行 し ます . 
( 2 ) カ ー ソ ル を “起動 する ” に し て 実行 する と , 領域 で 指定 し た OS が 起動 し ます . 


な お , 固定 ディ スク か ら オ ー ト スタ ー ト する 場合 , カー ソル を ヾ 自動 起動 に 設定 する ” に し 
て 起動 し た 後 , バ switch .n88? を 実行 し , 立 ち 上 げ 装 置 の 選択 画面 で BOOT on hard disk17。 
*BOOT on hard disk 2” また は , ^BOOT on SCSI hard disk” に 設定 し て くだ さい 。 以 後 , 
固定 ディ スク か ら 起 動き せる と , メニ ュー 表示 は 行わ れず , 固定 ディ スク か ら オ ー ト スタ ー ト 
する こと が で きま す . 

この 設定 を 行っ た 場合 、 フ ロッ ピ ィ ディ スク 装置 な どの 他 の ディ スク 装置 か ら 起 動 す る こと 
は で き な く な り ま す . 

オー トス ター ト を 解除 する に は , “switch .n88? を 使っ て , 立ち 上 げ 装 置 の 選択 画面 で , 起動 
装置 を パフ ロッ ピ ィ ディ スク …ーhard disk” に 設定 し ます . その 後 ,。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 
に ディ スク を 入れ な いで 再起 動 す る と , メニ ュー 画面 が 表示 され る よう に な り ま す . メニ ュー 
画面 で 自動 起動 を 解除 し て くだ さい . 


注意 ・ 標 準 フ ォ ー マ ッ ト で > 拡張 フォ ー マ ッ ト の 変更 を 行っ た 場合 は , 必 ず シ ステ ム を 再起 動 し 


て くだ さい .。 
・SCSI イ ンタ フェ ー ス の 固定 ディ スク は 4 台 接 続 で きま す が , オ ー ト スタ ー ト が 可能 な の は 
最初 の 1 台 だ け で す . 
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10.10 固定 ディ スク 障害 ボリ ュー ム ・ フ ァイル 復旧 


固定 ディ スク の 読み 書き を 行っ た と き , 読み 書き し よう と し た 部 分 に 障害 が ある と, “Disk 1/ 
O error′ と いう メッ セー ジ が 表示 され ます . を 
障害 の 検出 は 1 セク タ (256 バイ ト ) 単 位 に 行わ れん ます が , 使用 / 未 使用 の 管理 単位 は 1 クラ 
スタ 単位 に な っ て いま す .。 この た め , 障害 が ある の が 1 つの セク タ だ け で あっ て も その セク タ 
を 含む クラ スタ 全体 の 読み 書き が 不可 能 に な り ま す . 正常 な セク タ が 残っ て いる は ず で すか ら 。 
正常 な セク タ を で きる だ け 復 上 昌 す る こと が で きれ ば , 障害 に よる デー タ の 衰 失 を 最小 限 に する 
こと が で きま す . その た め の ユ ー テ ィ リ ティ と し て 固定 ディ スク 障害 ボリ ュー ム ・ フ ァイル 復 
旧 プ ログ ラム recov . hd” が 用 意 き さき れ て いま す 。 

この プロ グラ ム を 使う と , 障害 を 起こ し た セク タ の ある クラ スタ の 中 か ら , 正常 な セク タ の 
デー タ を 来 使用 の 正常 な セク タ だ け か ら な る クラ スタ に コピ ー す る こと が で きま す 。 

復旧 する 対象 を ボリ ュー ム ( ド ライ ブ ) 単 位 と する も の を 「 ボ リュ ー ム 復旧 」, ファ イル 単位 と 
する も の を 「 フ ァイル 復旧 」 と よび ます . 


参照 セク タ 。 ク ラス ター 「 付 録 C ディ スク の 内 部 構造 」 

画 recov.hd” の 使い 方 

( 1 ) ヾ recov . hd” を 起動 する と 。 次 の よう に 表示 され ます . 
ファ イル 単位 で すか , ボリ ュー ム 単 位 で すか (f/y) ? 


ファ イル 単位 で 復旧 を 行う 場合 に は f を 入力 し て くだ さい . (2 ) へ 進み ます . ボリ ュー ム 
(ドラ イブ ) 単 位 の 復旧 を 行う 場合 は Y を 入力 し て くだ さい . (3 ) へ 進み ます . 


( 2 ) フ ァイル 単位 を 選択 する と, 障害 を 起こ し て 読み 書き で き な か っ た ファ イル を 問い 合わ せ 
て きま す . 


ファ イル 名 は ? 
ドラ イブ ゴ 番 号 。 ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 、. 復旧 処理 が 始ま り , 終了 する と 。 
処理 を 繰り 返し ます か (y/n) ? 


と 表示 され ます . Y を 入力 する と 改め て ファ イル 名 を 聞い て きま す . n を 入力 する と 終了 
司 靖 :。 
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( 3 ) ボ リュ ー ム 単位 を 選択 する と , 障害 を 起こ し て 読み 書き で き な か っ た ボリ ュー ム の ドラ イ 


プ 番 号 を 聞い て きま す . ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ さい . 


な お , 障害 を 起こ し た セク タ の ある クラ スタ 中 の 正常 な セク タ の デー タ を , 未 使 用 の 正常 な 
セク タ だ け か ら な る クラ スタ に コピ ー す る 際 に , 未 使用 の 正常 な クラ スタ が な いと , 次 の よう 


に 表示 され ます . 
復旧 処理 が で きま せん 


この 場合 , 復旧 処理 は 不可 能 で す . 


10.11 固定 ディ スク ファ イル ディ レク トリ 表示 


固定 ディ スク に 格納 され て いる ファ イル を 管理 する た め ユ ー テ ィ リ ティ と し て ~dir.hd” が 用 


意 き れ て いま す .。 この プロ グラ ム は , 次 の 2 つの 機能 を 持っ て いま す . 


ディ レク トリ 表示 機能 


ディ レク トリ と は ディ スク に 格納 され た ファ イル の 一 覧 表 の よう な も の で す . ドラ イブ 中 の 


ファ イル を ユー ザー 識別 名 ご と に 整理 し て ディ レク トリ を 出力 し ます . 
ファ イル 削除 機能 

ユー ザー 識別 名 と ファ イル 名 を 指定 し て ファ イル を 削除 し ます . 
園 dir.hd′ の 使い 方 
( 1 ) `^dir .hd” を 起動 きせ る と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


ファ イル ディ レク トリ 表示 
ドラ イブ 番号 は ? 


ファ イル ディ レク トリ を 表示 し た い 固 定 デ ィ ス ク の ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . 


( 2 ) 次 に ディ レク トリ の 表示 を 行う か , ファ イル の 削除 を 行う か を 聞い て きま す . 
機能 (1. 表示 2. 削除 ) ? 
表示 を 選択 する 場合 は 1 を , 削除 を 選択 する 場合 は 2 を 入力 し ます . 
( 3 ) 続 け て ユー ザー 識別 名 の 入力 を 行い ます . 


ユー ザー 識別 名 (XXX/999/000) ? 
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次 の よう に ユー ザー 識別 名 を 入力 し て くだ さい 、. 


XXX: 特定 ユー ザー の ファ イル を 対象 に する と き は , その ユー ザー 識別 名 を 入力 
し ます 。 
999: 共通 ファ イル を 対象 と する と き は 。 999 を 入力 し ます . 
000: 全 利 用 者 の ファ イル を 対象 と する と き は , 000 を 入力 し ます . 
[ 9] キー だ け を 押し た 場合 は 工 虐 了 (スペ ー ス 3 つ ) の ユー ザー 識別 名 に な り ま す . 


参照 ユー ザー 識別 名 , 共通 ファ イル ーー6.4 の 「 固 定 デ ィ ス ク に 固有 な 機能 」 
( 4 ) (2 ) で 表示 を 選択 し た 場合 は 画面 に 出力 する か ,。 プリ ンタ に 出力 する か を 聞い て きま す . 
出力 装置 は (1. CRT 2. PRINTER) ? 
1 また は 2 を 選択 し て くだ さい . 


(5 )( 3 ) で 指定 し た ユー ザー 識別 名 の ディ レク トリ が 出力 され ます . 出力 が 終わ り ,|< り ] キ ー を 
押す と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


* ネ ※* 出力 終了 ネネ キネ 
次 の 処理 を し ます か (y/n) ? 
y を 入力 する と (2 ) か ら 繰 り 返 し ます . n を 入力 する と 終了 し ます .。 
( 6 ) (2 ) で 削除 を 選択 し た 場合 は , 削除 する ファ イル 名 を 聞い て きま す . 
削除 し た い フ ァイル 名 は ? 


ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 処理 が 終了 する と (5 ) へ も どり ます . 


264 


10 .12 固定 ディ スク ファ イル 退避 復旧 処理 


10.1 ら 固定 ディ スク ファ イル 退避 復旧 処理 


固定 ディ スク は 容量 が 大 きい た め ,。 その バッ クア ッ プ を と る 際 に は , 複数 の フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク に 分 け て 退避 (転送 ) し な けれ ば な ら な いこ と が あり ます . 

その た め の ユ ー テ ィ リ ティ が ヾ backup . hd” で す 。 この プロ グラ ム を 使う と フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク に 退避 させ た ファ イル を , 再び 固定 ディ スク に 復旧 させ る こと も で きま す . 

な お , “backup .hd* で は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 間 で ファ イル の 転送 を 行う こと は で きま せん 。 


較 backup. hd′ の 使い 方 
( 1 ) ^backup .hd” を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ファ イル の バッ クア ッ プ を 行い ます 
送り 側 の ドラ イブ 番号 は ? 


固定 ディ スク の ファ イル を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 転送 し た い 場 合 ( 退 避 )。 固定 ディ スク の 


ドラ イブ プ 番 号 を 入力 し て くだ さい 、。 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ファ イル を 固定 ディ スク に 転送 し た い 場 合 ( 復 旧 )。 フロ ッ ピ ィ デ ィ 


スク の ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ さい . 
( 2 ) 次 に 受け 側 の ドラ イブ 番号 を 聞い て きま す . 
受け 側 の ドラ イブ 番号 は ? 
受け 側 と な る ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 入力 し て くだ さい . 
( 3 ) 次 に 対象 と な る ファ イル 名 を 聞い て きま す . 
ファ イル 名 は ? 
ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい . 
(4 ) す る と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を ドラ イブ 装置 に セッ ト す る よう に 要求 し て きま す . 
ドラ イプ XX に mn 枚 目 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を セッ ト し て 下さ い 


X 双 に は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を セッ ト す る ドラ イブ プ 番 号 が 表示 され ます . nn は 何 枚 目 の フ 
ロッ ピ ィ ディ スク で ある か を 示す 数 値 で す . 最初 は 01 に な っ て いま す . 
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1 枚 目 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を セッ ト し , | | キー を 押し て くだ さい . 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ファ イル の 転送 が 始ま り ま す . 
ffffffff 。  mー>n 


fffffffff は 処理 中 の ファ イル 名 で す . m は 送り 側 の ドラ イブ 名 , n は 受け 側 の ドラ イブ 名 で 
:、 


( 5 ) 固 定 デ ィ ス ク 内 の ファ イル 容量 が 1 枚 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 容量 を 超え る 場合 は , 再び 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


ドラ イブ XX に nn 枚 目 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を セッ ト し て 下さ い 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 入れ 換え て , | <①] キ ー を 押し て くだ さい . 2 枚 目 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク と 固定 ディ スク 間 で の ファ イル 転送 が 始ま り ま す . 

この よう に , 指定 し た ファ イル が 完全 に 転送 きれ る まで フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 入れ 換え な 
が ら フ ァイル 転送 を 行っ て くだ さい . 


( 6 ) フ ァイル の 転送 が 終わ る と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
別 の ファ イル を 転送 し ます か (y/n) ? 


さら に 処理 すべ き フ ァイル が ある 場合 に は Y を 入力 し て くだ さい . (3 ) か ら 再 び 始 まり ま 
す .。 n を 入力 する と, 


終了 し まし た 


と 表示 し て 実行 を 終わ り ま す 。 


注意 ・ 退 避 す る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は あら か じ め フ ォ ー マ ッ ト さ れ て いな けれ ば な り ま せん . 
・ 複 数 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 退避 する 場合 は ,。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 が すべ て 同じ 
で な けれ ば な り ま せん . 
・ 複 数 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 退避 し た ファ イル を 固定 ディ スク に 復旧 する 際 は , 退避 し 
た と き の 順 番 と 同 順 に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 入れ 換え る よう に し て くだ さい . 
ヾ backup . hd” で 作成 し た 複数 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に また が る ファ イル を BASIC の 
通常 の ディ スク 関連 命令 で 扱う こと は で きま せん . 
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10.13 利用 者 定義 文字 格納 ファ イル の 作成 ・ 更 新 


DISK モー ド BASIC を 起動 し た と き シ ステ ム デ ィ ス ク 内 に ヾ usfontn88′ と いう ファ イル が 
ある と , 自動 的 に を その ファ イル か ら 利 用 者 定義 文字 パタ ー ン が 取り 出さ れ , 本 体内 の 専用 RAM 
に 設定 され ます . その 結果 , 利用 者 定義 文字 を 使用 する こと が で きる よう に な り ま す . 

この “usfontn88” と いう 利用 者 定義 文字 の 格納 ファ イル を 作成 し た り , 更新 し た りす る に 
は , “mkfont.n88" と いう ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使い ます . 


注意 : 機種 に よっ て は , 利用 者 定義 文字 の 利用 で き な い も の , 登録 可能 な 文字 数 の 異な る も の 
が あり ます . 


較 mkfont . n88” の 使い 方 


(1) mkfont .n88” を 起動 きせ る と , タイ トル が 表示 され た あと で , 次 の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す . 


ドラ イブ プ 番 号 は (1 一 X) : 


X は 使用 可能 な ドラ イブ の 最大 値 で す . 
利用 者 定義 文字 格納 ファ イル の 作成 ・ 更 新 を 行う シス テム ディ スク を セッ ト し , その ドラ 
イプ 番号 を 入力 し て くだ さい 。 


( 2 ) 続 いて 次 の うち の いずれ か の メニ ュー が 出力 され ます . 
・ シ ステ ム デ ィ ス ク 中 に “usfontn88” が な い 場 合 , また は , ^usfontn88” に 利用 者 定義 文 
字 が 登録 され て いな い 場 合 


登録 済み 漢字 コー ド : あり ませ ん 

機能 (0. 終了 1. 追加 ) 
・ シ ステ ム デ ィ ス ク 中 の “usfontn88” に 利用 者 定義 文字 が 登録 され て お り , さら に 新た な 登 
録 が 可能 な 場合 

登録 済み 漢字 コー ド : 

XXXX XXXX…XXXX 

機能 (0. 終了 1. 追加 2. 更新 3. 削除 4. 表示 ) 
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・ シ ステ ム デ ィ ス ク の ファ イル “usfontn88” に 利用 者 定義 文字 が すべ て 登録 され て いる 場合 
登録 済み 漢字 コー ド : 
XXXX XXXX…XXXX 
機能 (0. 終了 1. 更新 2. 削除 3. 表示 ) 

利用 者 文字 が 定義 きれ て いる 場合 の XXXX は 登録 済み の 漢字 コー ド (16 進 4 桁 ) です. 


( 3 ) (2 ) の うち の いずれ の 場合 も , 終了 ?, 追加 "。 更新 ”。 い 削除", ヾ 表示 ? の 中 か ら 選 択 可 
能 な 動作 モー ド を 番号 で 選択 し 。[ | キー を 押し て くだ さい . 


・^ 終 了 ” を 選択 し た 場合 

シス テム ディ スク に usfontn88” を 作成 し て 終了 し ます . 追加 , 更新 , 削除 な ど を 行っ た 
場合 に は 最後 に 必ず この 終了 を 選択 し て くだ さい . 新しく 追加 , 更新 , 削除 され た 内 容 が 
セー プ ブ さ れ ま す 。 

終了 する 前 に [srop] キ ー を 押す と , 


処理 が 中 断 さ れ ま し た . 処理 を 中 止 し ます か (y/n) 


と メッ セー ジ が 表示 され ます . y を 入力 する と ,。 シス テム ディ スク の usfontn88” は その 
まま 書き 換え られ な いで 終了 し ます .。 n を 入力 する と, 再び (1 ) か ら や り 直 せま す 。 た だ 
し , 今 ま で の 追加 , 更新 , 削除 な ど は すべ て 無効 と な り ま す . 


追加 ′ を 選択 し た 場合 
① 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


漢字 コー ド は (7621 一 767E hex OR 7721 一 777E hex) : 


利用 者 定義 文字 に 対応 する 漢字 コー ド は , 16 進 形式 で 7621--767E お よび 7721-777E ま 
で で すか ら , 追加 する 利用 者 定義 文字 の 漢字 コー ド を 16 進 形式 で 入力 し て くだ さい . 
た と えば “762A” の 漢字 コー ド で 文字 を 定義 し た い 場 合 に は , 


762A 


と 入力 し て くだ さい 、。 
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利用 者 定義 文字 メン テ ナ ン ス ユー ティ リティ Uersion 1.9g 
利用 者 定義 文字 を 作成 し ます 
漢字 コー ドニ =762R 


(line) 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
才 
8 
9 
1 


(hex) 
9g999 


(dot imago) 


この 画面 が 表示 され る と , 16 進 形式 の 表示 の 左上 の 文字 の と ころ に カー ソル が 表示 され ま 
す 。 文字 パタ ー ン の 作成 に は , 16 進 形式 の 数 値 を 変え る 方 法 と , 文字 パタ ー ン を 直接 変え 
る 方 法 の 2 種類 が あり ます . いずれ を 用 いて も か まい ませ ん . 

次 の よう に 操作 し て 文字 パタ ー ン を 作成 し て くだ さい 。 な お, カー ソル は ,。 カー ソル 移動 
キー を 使っ て 移動 きせ る こと が で きま す 。 


16 進 形式 の 数 値 変更 


文字 パタ ー ン の 直接 変更 


文字 パタ ー ン 作成 の 終了 


変更 する 数 値 の 位置 に カー ソル を 移動 きせ て , 0--9, AF 
の キー を 押し て くだ さい . 同時 に 文字 パタ ー ン の 部 分 も 変 
化し ます 。 

スペ ー ス キー と [| * | キー を 使い ます . パ ター ン を 変更 し た い 
位置 に カー ソル を 移動 きせ て スペ ー ス キー を 押す と その 位 
置 は "(0 ) に , | * | キー を 押す と その 位置 は バ *? (1) 
に な り ま す . 同時 に 16 進 形式 の 部 分 も 変化 し ます . 

カー ソル が 一 番 下 の 行 に ある と き に | < り | キ ー を 押す と 文字 パ 
ター ン の 作成 を 終了 し 次 に 進み ます . また 。|Esc| キ ー を 押す 
と カー ソル の 位置 と は 関係 な く , 文字 パタ ー ン の 作成 。 変 
更 が 終了 し た も の と し て 次 へ 進み ます . 


269 


第 10 章 ユー ティ リティ プロ グラ ム 


270 


③ 今 作成 し た 文字 を 表示 し , よい か どう か 確認 を 求め て きま す . 


文字 パタ ー ン 田 
よろ し いで すか (y/n) 


と 表示 され ます . 画 は 日 本 語文 字 と し て 実際 に 使用 きれ る 場合 の 文字 イメ ー ジ で す . 文字 
が 正しい 場合 に は Y を 入力 し て くだ さい 。( 2) の メニ ュー に も どり ます 。 文字 が まち が っ 
て いる と き に は n を 押し て , 再び や り 直 し て くだ さい 、。 


^ 更 新 ” を 選択 し た 場合 
① 次 の よう に 表示 され ます . 


更新 モー ド (0. 1 文字 1. 全部 ) 


登録 され て いる 利用 者 定義 文字 の 特定 の 1 文字 を 更新 する 場合 に は , 0 を 入力 し て くだ さ 
い . する と ② に 進み ます . 登録 され て いる 利用 者 定義 文字 の すべ て を 更新 する 場合 は 1 を 
入力 し て くだ さい .。⑤ に 進み ます . 


② 追 加 の 場合 と 同様 に 次 の よう に 表示 され ます . 
漢字 コー ド は (7621 一 767E hex OR 7721 一 777E hex) : 


更新 する 利用 者 定義 文字 の 漢字 コー ド を 16 進 形式 で 入力 し て くだ さい . 
た と えば 762A” の 漢字 コー ド の 文字 を 更新 し た い 場 合 に は , 


762A 
と 入力 し て くだ さい . 


⑨ 文 字 パ ター ン が 表示 され る の で 。 追加” の 場合 と 同様 に キー を 使っ て 文字 パタ ー ン を 更 
新 し て くだ さい . 文字 パタ ー ン の 作成 方 法 は 追加” を 選択 し た 場合 」 を 参考 に し て くだ 
さい . 


④ 文 字 パ ター ン の 更新 が 終わ る と それ で よい か どう か 確認 を 求め て きま す . 


文字 パタ ー ン 較 
よろ し いで すか (y/n) 


と 表示 され ます . 田 は 日 本 語文 字 と し て 実際 に 使用 され る 場合 の 文字 イメ ー ジ で す . 文字 
が 正しい 場合 に は Y を 入力 し て くだ さい 。 ( 2 ) の メニ ュー に も どり ます 。 文字 が まち が っ 
て いる と き に は n を 押し て , 再び や り 直 し て くだ さい . 


10 .13 利用 者 定義 文字 格納 ファ イル の 作成 * 更 新 


⑯ 登 録 き れ て いる 文字 すべ て を 更新 する 場合 に は , 登録 きれ て いる すべ て の 文字 に 対し て , 
③ と ④ を 繰り 返し て 更新 を 行う こと が で きま す . すべ て の 文字 の 更新 が 終わ る と (2 ) の メ 
ニュ ー に も どり ます . 


・“ 削 除 ” を 選択 し た 場合 
① 次 の よう に 表示 され ます . 


削除 モー ド (0. 1 文字 1. 全部 ) 


登録 きれ て いる 利用 者 定義 文字 の 特定 の 1 文字 を 削除 する 場合 に は , 0 を 入力 し て くだ さ 
い 。 する と ② に 進み ます 。 登録 きれ て いる 利用 者 定義 文字 の すべ て を 削除 する 場合 は 1 を 
入力 し て くだ さい 。 ④ に 進み ます . 


② 1 文字 を 削除 する 場合 に は 次 の よう に 表示 され ます . 
漢字 コー ド は (7621 一 767E hex OR 7721 一 777E hex) : 


削除 する 利用 者 定義 文字 の 漢字 コー ド を 16 進 形式 で 入力 し て くだ さい . 
た と えば “762A” の 漢字 コー ド の 文字 を 削除 し た い 場 合 に は , 


762A 

と 入力 し て くだ さい . 

⑨③ 次 に , 削除 する 文字 の 確認 を 要求 し て きま す . 
利用 者 定義 文字 762A を 削除 し ます か (y/n) : 


y を 入力 する と , 削除 が 行わ れ , n を 入力 する と 削除 され ませ ん . その 後 (2 ) の メニ ュー 
に も どり ます . 


④ 利 用 者 定義 文字 を すべ て 削除 する 場合 に は , 次 の よう に 表示 され ます . 
利用 者 定義 文字 全部 を 削除 し ます か (y/n) : 


Y を 入力 する と , すべ て の 利用 者 定義 文字 に つい て 削除 が 行わ れ , n を 入力 する と 削除 さ 
れ ま せん . その 後 始め の メニ ュー に も どり ます . 
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・^ 表 示 ” を 選択 し た 場合 
① 次 の よう に 表示 され ます . 
表示 モー ド (0. 1 文字 1. 全部 ) 


登録 され て いる 利用 者 定義 文字 の 特定 の 1 文字 を 表示 する 場合 に は , 0 を 入力 し て くだ さ 
い 。 する と ② に 進み ます . 登録 きれ て いる 利用 者 定義 文字 の すべ て を 表示 する 場合 は 1 を 
入力 し て くだ さい 。④ に 進み ます . 


⑨ 1 文字 を 表示 する 場合 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 
漢字 コー ド は (7621 一 767E hex OR 7721 一 777E hex) : 


表示 する 利用 者 定義 文字 の 漢字 コー ド を 16 進 形式 で 入力 し て くだ さい . 
た と えば 762A” の 漢字 コー ド の 文字 を 表示 し た い 場 合 に は , 


762A 
と 入力 し て くだ さい 。 
⑧③ 文 字 パ ター ン を 表示 し ます . 


文字 パタ ー ン 陣 
リタ ー ン キー を 押し て 下さ い 


男 は 日 本 語文 字 と し て 実際 に 使用 され る 文字 イメ ー ジ で す . ここ で | <U| キ ー を 押す と (2 ) の 
メニ ュー に も どり ます . 


〈④ す べ て の 文字 の 表示 を 選択 し た 場合 ,[ < り ] キ ー を 押す と 登録 きれ て いる 漢字 コー ド の 順 で 
次 々 と 表示 し ます . 


注意 : この プロ グラ ム で は 利用 者 が 作成 し た 文字 パタ ー ン を 表示 する た め に , 高 分 解 能 の グラ 
フィ ッ ク 画 面 を 使用 し ます . この た め ,。 400 ラ イン の 高 解像度 ディ スプ レイ が 必要 で す . 


272 


10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 


10.14 メモ リス イッ チ の 設定 


PC-9800 シリ ー ズ の 本 体 に は 8 バイ ト 分 の 不揮発 性 メモ リ が あり ます . この メモ リ は 本 体 の 
電源 が OFF に な っ て も その 状態 を 保持 し て いま す . 

メモ リス イッ チ は ユー ザー の シス テム の 環境 を 決定 する さま ざま な 情報 を 持っ て いま す . 
この スイ ッ チ を 変更 する こと に よっ て 。 シス テム の 起動 時 の 状態 を あら か じ め 設 定 す る こと 
が で きま す . メモ リス イッ チ の 設定 を 行う ユー ティ リティ と し て , “switch .n88* が 用 意 き され て 


いま す . 
な お , メ モリ スイ ッ チ は , モニ タモ ー ド の ssw コマ ンド に より 直接 変更 する こと も で きま す 。 


参照 モニ タモ ー ド ーー「11.2 モニ タモ ー ド 」 


較 ^switch . n88” の 使い 方 
^switch .n88” を 起動 きせ る と 次 の よう な 初期 メニ ュー が 表示 され ます . 


+t+rH++ SWitCh SGet。MENU ++ エ HH オト 


mode 
Network Basic 
終了 


この メニ ュー に 表示 され て いる の が , 設定 の 可能 な 項目 で す 。 


注意 : 機種 に より , 表示 され る 項目 が 異な り ま す . ここ に 挙げ た 項目 が 表示 され な い 場 合 , 
の 機種 に は その 項目 に 該当 する 機能 が あり ませ ん . 
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ー ソ ル 移 動 キ ー を 押し て カー ソル を 移動 させ る と , 選択 する 項目 が 反転 表示 され ます の で , 
選択 する 項目 の と ころ で | | キー を 押し て くだ さい . 
する と , 各 項 目 ご と に 次 の よう な 選択 画面 が 現れ ます . 


RS-232C( 初 期 設 定 ) の 選択 画面 


ーー RSー ら 32 〇 (初期 設定 ) 
X パ ラメ ー タ 


パリ ティ チェ ッ ク 
スト ッ プ b it 長 
ボー ee 


ao PD NUL/NUL 


メモ リサ イズ の 選択 画面 


ーー- メモ リサ イズ 一 一 
サイ ズ ・・・by 
128K 
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数 値 演算 プロ セッ サ の 選択 画面 


拡張 ボー ド の 選択 画面 


ーー ボー ド 
リード 


RS- 232O (第 2 回 線 ノ 第 3 回 


GPIB ボー ド 
(使わ な い ) 


画面 ハー ドコ ピー の 選択 画面 


ーー 東園 看守 引 世 に 
上 W 本 Ra0 1 系 プリ ンタ 
拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 


(だ 必 ク ロゼ で だ) 
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立ち 上 げ 装 置 の 選択 画面 


ば 


ーー ME 
立ち 上 ば 


BOOT on 649K5 2 な * ィ ス ク 
BOOT on 1PB 芝生" ィ ス ク 
BOOT on hard disk 1 

BOOT on hard disk 2 

Le 8 SCSI hard disk 


Me 
floppu diSk -> hard disk) 
hard disk -> floppv disk 


固定 ディ スク ユー 
使わ な い 


Basic mode の 選択 画面 


asic mode 一 一 


ー so 人 


(使わ な い ) 


Network Basic の 選択 画面 


ーーー Network Basic 一 一 
Basic 


どの 項目 の 設定 も 同様 の 手順 で 行う こと が で きま す . ここ で は ,。 例 と し て ヾ メモ リサ イズ ? 
を 選択 し た 場合 を 説明 し ます . 


( 1) 初期 メニ ュー の 画面 で \ メ モリ サイ ズ ? を 選択 し ,[ 9] キー を 押し て くだ さい . 


( 2 ) メ モリ サイ ズ を 選択 する と 次 の よう に 表示 され ます . 


イズ * e ・byte 生生! 紅 (WI「 和 (07 間 り ああ 
128K 256K 384K 512K (対語 ) 


640K に は ( ) が 付い て いま す . これ は , 現在 の メモ リ の 設定 が , 640Kbyte に な っ て いる 
こと を 示し て いま す . ここ で カー ソル 移動 キー を 押す と , 反転 表示 きれ て いる 項目 が 変わ 
り ま す . 512K の と ころ を 選択 し て み ま す . 
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サイ ee で も byte CPPCPOOPLCCOULKLLLCLCCLLLUC い CC 
128K 256K 384K (640K) 


(3 ) こ こ で | | キー を 押す と , 


サイ ズ ・・・ by 
128K 256K 384K ( 主 略 維 ) e4ok 


( ) は 512K に 移動 し ます 。 これ で メモ リサ イズ が 決定 され ます . 


( 4 ) [Sc] キー を 押し て 最初 の メニ ュー 画面 に ちどり , \ 終 了 ” を 選択 し て [<J] キ ー を 押し て くだ 
さき さい. プロ グラ ム が 終了 し , 最後 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


メモ リス イッ チ を 設定 し 終了 し まし た 


注意 : メモ リス イッ チ の 内 容 を 変更 し た と き は , 必 ず リ セッ トス イッ チ を 押し て BASIC を 再起 
動 し て くだ さい 。 再 起動 を 行わ な いと , 変更 し た メモ リス イッ チ の 内 容 は 有効 と な り ま 
せん 。. 
また , 再 起動 する 前 に た ディップ スイ ッ チ SW2 の 5 番 が ON に な っ て いる こと を 確認 し て 
くだ さい . OFF の まま 再起 動 す る と 全 メ モリ スイ ッ チ は シス テム の 規定 値 で 初期 化 さ れ 
で し まゆ まず 。 


各 項 目 の 表 示 の 意味 と キー 操作 は , 次 の よう に どの 項目 を 設定 する 際 も 同様 で す . 


・ こ の ユー ティ リティ を 実行 中 に [srop キー を 押す こと に より , 作 業 を 中 止 す すこ と が で きま す 
が , その 場合 メモ リス イッ チ の 内 容 の 変更 は 行わ れ ま せん . 
・ こ の ユー ティ リティ 実行 中 の 表示 状態 お よび 各 キ ー の 機能 は 次 の よう に な っ て いま す . 


0 ) 現在 設定 され て いる 値 を 示し ます . 
IEsc| キ ー 初め の 画面 に も ちどり ます . 

| neup | キー 説明 を 表示 し ます . 

カー ソル 移動 キー 項目 を 選択 し ます 。 

[dg キー 決定 を 行い ます 。 


参照 メモ リス イッ チー…「 付 録 尼 メモ リス イッ チ 」 
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10.15 辞書 ファ イル の 保守 
辞書 ファ イル 保守 の た め の ユ ー テ ィ リ ティ と し て “dicmen .n88” が 用 意 き され て いま す 。 
ヾ dicmen . n88” に は 次 の 3 つの 機能 が あり ます . 


・ 辞 書 フ ァイル へ の 単語 の 登録 
・ 辞 書 フ ァイル に 登録 され て いる 利用 者 登録 単語 の 削除 
・ 辞 書 フ ァイル に 登録 され て いる 単語 の 一 覧 表 出力 


還 dicmen . n88” の 使い 方 
( 1 ) ^dicmen . n88” を 起動 させ る と 次 の よう に 表示 され ます . 
辞書 ファ イル の ドラ イブ プ 番 号 を 入力 し て 下さ い . 
辞書 ファ イル が 格納 され て いる ディ スク の ドラ イブ ゴ プ 番 号 を 入力 し て くだ さい . 
( 2 ) 次 に , 辞書 ファ イル 名 を 聞い て きま す . 
辞書 ファ イル の 名 前 を 入力 し て 下さ い . 
ディ スク に 格納 され て いる 辞書 ファ イル の 名 前 を 入力 し て くだ さい . 
な と えば 。 "KRNUAT DIC” と 入力 し ます 。. 


( 3 ) 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます . 


1 、! で カー ソル を 移動 し て 機能 を 選択 し て 下さ い 。 
1 il 
の 。 単語 の 削除 


き 。 単語 の 一 覧 
4。 終了 


選択 する 項目 に カー ソル を 位置 づけ て | < り ] キ ー を 押し て くだ さい . 
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@ 単 語 の 登録 を 選択 し た 場合 
① 単 語 の 登録 を 選択 する と 次 の よう に 表示 され ます . 


< 単語 の 登録 > 
カナ 見 出し を 入力 し て 下さ い . 
カナ 見 出し 


登録 し た い 単語 の カナ 見 出し (単語 の 読み ) を 入力 し て くだ さい . 日 本 語 入力 の 方 法 は その 
と き BASIC で 設定 し て いる 日 本 語 入力 環境 に よっ て 異な り ま す の で , 適 合 し た 方 法 で 入力 
する よう に し て くだ さい . 

カナ 見 出し は 16 文字 以内 の 英 数 , カナ , 記号 ^*”。 1” を 除く ) の 組合 せ で す 。 カナ 見 
出し の 入力 に 誤り が ある と き に は , スピ ー カ が 鳴り 再び カナ 見 出し の 入力 に も どり ます . 
[9 キー だ け を 入力 する と ( 3 ) の メニ ュー 画面 に ちどり ます . 

ここ で は 例 と し て “NEC と 入力 し た こと に し ます .。 


カナ 見 出し の 入力 が 終わ る と 次 の よう に 表示 され , 登録 する 単語 の 入力 を 求め て きま す . 


< 単語 の 登録 > 
単語 を 入力 し て 下さ い . 
カナ 見 出し NEC 
単語 


登録 する 単語 を 入力 し て くだ さい . 単語 は 16 文字 以内 の 日 本 語 で 入力 し て くだ さい . 単語 
入力 に 誤り が ある と スピ ー カ が 鳴り , 再び 単 語 入力 に ちどり ます .[ 9] キー だ け を 入力 する 
と ① の カナ 見 出し の 入力 に も どり ます 。 

ここ で は 例 と し て 日 本 電気 株 式 会 社 ” と 入力 し た こと に し ます . 


⑧ 次 に 品詞 の 指定 を 求め て きま す . 


< 単語 の 登録 > 
品詞 の 指定 を し て くだ さい . 
カナ 見 出し NEC 
単語 日 本 電気 株 式 会 社 
品詞 の 指定 を し ます か (Y/N) ? 


品詞 の 指定 を し な い 場 合 n と 入力 し て くだ さい .。 ⑥ に 進み ます . 
品詞 の 指定 を 行う 場合 Y と 入力 し て くだ さい . 


279 


第 10 章 ユー ティ リティ プロ グラ ム 


④ 品 詞 の 一 覧 が 表示 され ます . 


< 単語 の 登録 > 
品詞 の 指定 を し て くだ さい . 
カナ 見 出し NEC 


単語 日 本 電気 株 式 会 社 
品 語 動詞 固有 名 詞 


カー ソル を 移動 し 選択 する 品詞 に 位置 づけ 。 | < り ] キ ー を 押し て くだ さい . 選ん だ 品詞 に 応 
じ て 次 の よう に 表示 され ます の で 。 指示 に 従っ て 操作 し ます . 


・ 基 本 語 を 選択 し た 場合 
品詞 の 詳細 が 次 の よう に 表示 きれ ます . この 中 か ら 選 択 し て くだ さい . 


サ変 名 詞 形容詞 
形容 動詞 副詞 接続 語 


サ変 名 詞 と は ヾ する” を つけ る こと が で きる 名 詞 の こと で す . 解析 する , 感動 する と いっ 
た 場合 の ^ 解 析 ”, 感動 ” が サ変 名 詞 で す . 
・ 動 詞 を 選択 し た 場合 
品詞 の 詳細 が 次 の よう に 表示 され ます . 動詞 を 活用 形 で 分 類 し て いま す . この 中 か ら 選 択 
し て くだ さい 、。 

kg 眠 き : 放 の 行 5 段 サ 行 5 段 タ 行 5 段 

ナ 行 5 段 バ 行 5 段 マ 行 5 段 ラ 行 5 段 

アワ 行 5 段 1 段 サ 行 変格 カ 行 変格 


各々 の 活用 形 は 次 の よう に 活用 し ます . 
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5 段 活用 … 口 語 で 語尾 が 五 十 音 図 の あ 段 。 い 段 。 う 段 。 え 段 。 お 段 の 5 段 に 活用 する も の 


Ma 
( 例 ) 基本 形 未然 連用 終止 連 体 仮定 ( 己 然 ) 命令 
カ 行 5 段 行く か ( こ ) き く く け け 
ガ 行 5 段 泳ぐ が (ご ) ぎ 半 いい げ げ 
サ 行 5 段 押す さ ( そ ) し す す せ せ 
タ 行 5 段 和央 溢 ( と ) ち ウ 次 2 
ナ 行 5 段 死ぬ な (の ) に ぬ ぬ ね ね 
バ 行 5 段 飛ぶ ば ( ぽ ) び ぶ ぶ べ べべ 
マ 行 5 段 飲む ま ( も ) み む む め め 
ラ 行 5 段 乗る ら ( ろ ) り る る れ れ 
アワ 5 段 思う わ ( お ) い う う 売 


カ 変 活用 … 口 語 の ^ 来 ( く ) る ” と 文語 の ^ 来 (《 く )” の 各 一 語 で す . 
サ変 活用 … 語 尾 が , 口語 で は “する” と 文語 で は の “ーー す " と な る も の で す . 


( 例 ) 基本 形 未然 連用 終止 連 体 仮定 ( 己 然 ) 命令 


文語 す せ し 2 する すれ せよ 
口語 する し し する する すれ せよ (し ろ ) 


一 段 活用 … 語 尾 が 五 十 音 図 の い 段 (上 一 段 )、 また は え 段 ( 下 一 段 ) の 一 段 だ け に 活用 する 


も の で す . 
( 例 ) 基本 形 未然 連用 終止 連 体 仮定 ( 己 然 ) 命令 
上 一 段 活用 着る き き きる きる きれ きろ (きよ ) 
下 一 段 活用 得る え え える える えれ えろ (えよ ) 


活用 の 種類 を まち が えて 登録 する と, 日 本 語 変換 が うま くい か な く な る の で 正しく 設定 し 
CI 7 だ ささ.V35 


・ 固 有名 詞 を 選択 し た 場合 
品詞 の 詳細 が 次 の よう に 表示 され ます . この 中 か ら 選 択 し て くだ さい . 


名 前 。 地名 団体 名 
会 社名 建物 名 商品 名 


カー ソル を 移動 し , 選択 する も の に 位置 づけ , [<U] キ ー を 押し て くだ さい . 
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注意 : 固有 名 詞 お よび サ変 名 詞 に 接続 する 語句 (接尾 語 ) の 関係 . 
固有 名 詞 や サ変 名 詞 に は 次 に 示す よう な 語句 (接尾 語 ) を つなげ て 使う こと が よく あ 
り ます 。 
^dicmen .n88” を 使っ て 固有 名 詞 や サ変 名 詞 を 登録 する と , 日 本 語 変換 の 際 に 登録 
し た 単語 の 読み を タイ プ し た あと で 続け て これ ら の 語句 の 読み を タイ プ す る と ,1 つ 
の 文人 節 と し て 扱わ れる よう に な り ま す . 
固有 名 詞 。 サ変 名 詞 に 続け る こと が で きる 語句 (接尾 語 ) の 種類 は 限ら れ て お り , 次 
に 示す 表 の と お り で す . 


の 
固有 名 詞 , サ変 名 詞 の 種類 本 語句 (接尾 語 ) の 種類 


D 


DL282e2 ※ 交 天 XX.M 
2 (COO う 和 ※ 交 ,% 交 交 ①M 
XX 欠 炎 災 ぐ で 交 IS 


OOO xx OOO@Ig 
98 で ) (⑳.※ ※ 区 秋 XX 炎 中 還 
2 (GO@) ※sX XX Q 1G 


名 
団 
商 
地 
サ 
苗 
名 
建 


詳 計 征 座 
いた すす まま いう かま 
xOOOx xxOO 


A: 論 , 率 , 力 , 料 , 流 , 名 , 法 。 別 , 文 , 物 , 部 , 病 , 日 , 品 , 表 。 費 , 内 , 
等 , 的 , 片 , 中 , 値 , 高 。 代 , 説 。 性 , 上 。 所 , 時 , 室 , 書 , 者 。 策 , 後 , 
権 , 組 , 業 , 金 , 局 , 級 , 型 。 額 , 後 , 会 化 , 員 , 案 


・ 風 。 港 。 駅 
F : 氏 , 君 


〇 は 接続 きれ る も の , X は 接続 きれ な いも の を 表し ます . 


た と えば , 商品 名 に 接続 する こと が で きる の は 式 だ け で す . 

^*NEC” と いう カナ 見 出し に 対し “日 本 電気 ” を 商品 名 と し て 登録 し て お きま す 
と , 日 本 語 入 力 の 際 に NEC し き ” と いう 読み を 入力 する と 日 本 電気 式 * と いう 
変換 が 可能 に な り ま す . 
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⑥ 最 後に 登録 単語 の 確認 を 行い ます . 
よろ し いで すか (Y/N) ? 


Y を 入力 する と 上 単語 の 登録 が 行わ れ ま す . n を 入力 する と この 単語 の 登録 を 取り や め て , 

① の カナ 見 出し の 入力 に も どり ます . 

な お ,。 カナ 見 出し , 単語 。 品詞 の すべ て が 同じ 単語 を 登録 する こと は で きま せん . この 場 
合 , スピ ー カ が 鳴る と と も に 次 の メッ セー ジ が 表示 され , ① の カナ 見 出し の 入力 に も どり 
まま 9 


すでに 登録 さき れ て いま す . 
⑦ 単 語 の 登録 が 完了 する と , 終了 する か どう か 聞い て きま す . 
終り ます か (Y/N) ? 


y を 入力 する と (3 ) の 機能 選択 の メニ ュー 画面 に も ちどり ます . 
n を 入力 する と , ① の カナ 見 出し の 入力 に も どり ます 。 


信 単 語 の 削除 を 選択 し た 場合 
① 単 語 の 削除 を 選択 する と 次 の よう に 表示 され ます . 


< 単語 の 削除 > 
カナ 見 出し を 入力 し て 下さ い 
カナ 見 出し 


カナ 見 出し を 単語 の 登録 の 場合 と 同じ 方 法 で 入力 し て くだ さい . 
も し 入力 し た カナ 見 出し に 対応 する 利用 者 登録 単語 が 存在 し な い 場 合 は , 次 の メッ セー ジ 
が 表示 され る と と も に スピ ー カ が 鳴り , 再び カナ 見 出し の 入力 に も どり ます . 


指定 され た 利用 者 登録 単語 は 存在 し ませ ん . 


また , 利用 者 登録 単語 以外 の 削除 を 行 お うと する と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
削除 で きま せん . 


⑧② 指 定 さ れ た 利用 者 登録 単語 が あっ た 場合 に は , 指定 し た 単語 が 次 の よう に 表示 され ます . 


同じ カナ 見 出し で 複数 の 単語 が 登録 し て あっ た 場合 に は , [ 1 | , | キー を 押す と 他 の 単語 
が 表示 され ます . 


登録 単語 XXXXX プ YYYY・ZZ 


XXXX は 登録 され て いる 単語 で す . プ YYYY・ZZ は 品詞 情報 で 。 次 の よう に 表示 され ます . 
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2 。 25 品詞 指定 無し ノ 基 ・ 接 続 …… 基 本 語 接 続 詞 
ンプ 誠 * 涼 os 動詞 プ カ 行 5 段 活用 グ 基 ・ 副 詞 …… 基 本 語 プ 副詞 

グ 動 ・ ガ 5 こ …… 動詞 ガ 行 5 段 活用 ノ 基 ・ 形 動 …… 基 本 語形 容 動詞 
ee 動詞 サ 行 5 段 活用 グ 基 ・ 形 容 …… 基 本 語形 容 詞 
デ 動 * タ 5 …… 動詞 プ タ 行 5 段 活用 グ 基 ・ サ 変 …… 基 本 語 プ サ変 名 詞 
の 病 " デ ナ 5 て wm 動詞 ブナ 行 5 段 活用 ノ 基 ・ 名 詞 …… 基 本 語 名 詞 

の 動 ・25 さ の … 動詞 グ バ 行 5 段 活用 ン 固 ・ 商 品 …… 固 有名 詞 プ 商品 名 
重 * で 欠 em 動詞 マ 行 5 段 活用 ン 固 ・ 建 物 …… 固 有名 詞 プ 建物 名 
/ 重 )・ 天 き 動詞 プラ 行 5 段 活用 メ 細 < 会 笠 :… 固有 名 詞 会 社名 
/ 后 0 ま や om 動詞 ア 行 5 段 活用 回 ・ 団 体 …… 固 有名 詞 プ 団体 名 
グ 動 ・1 段 …… 動詞 1 段 活用 グ 固 ・ 地 名 …… 固 有名 詞 プ 地名 

グ 動 ・ サ 変 …… 動 詞 プ サ 行 変格 活用 回 ・ 名 前 …… 固 有名 詞 プ 名 前 
グ 動 ・ カ 変 …… 動 詞 カ 行 変格 活用 グ 固 ・ 苗 字 …… 固 有名 詞 プ 苗字 


削除 し た い 単語 を 選択 し て | | キー を 押し て くだ さい . 
⑨③ す る と , 次 の よう に 確認 メッ セー ジ が 表示 され ます . 
よろ し いで すか (Y/N) ? 


削除 する 場合 は Y を 入力 し て くだ さい . ④ に 進み ます . n を 入力 する と 削除 は 中 止 さ きれ カ 
ナ 見 出し の 入力 に も どり ます . 


④ 単 語 の 削除 が 完了 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
終り ます か (Y/N) ? 


y を 入力 する と (3 ) の 機能 選択 の 画面 に ちどり ます . n を 入力 する と カナ 見 出し の 入力 に 
あど ひま すず 。 


人 単語 の 一 覧 を 選択 し た 場合 
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れ て いる 単語 が た くさ ん ある 場合 に は , 一 覧 と し て 続け て 表示 され ます . 


< 単語 の 一 覧 > 
出力 開始 位置 の カナ 見 出し を 入力 し て 下さ い 、. 
出力 開始 カナ 見 出し 


[9 キー だけ を 入力 する と 辞書 の 先頭 か ら 出力 され ます . 
また , 出力 する 範囲 を 設定 する に は , 出力 させ た い 先頭 の カナ 見 出し を 入力 し て くだ さい 
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⑨ 一 覧 の 出力 開始 位置 を 入力 し 終わ る と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
出力 終了 カナ 見 出し 


出力 し た い 最 後 の カナ 見 出し を 入力 し て くだ さい . ここ で | | キー だ け を 入力 する と 辞書 の 
最後 まで が 出力 され ます . 
一 覧 は , 次 の よう な 形式 で 出力 され ます . 


な お 。 表示 を 一 時 停止 させ る に は , | crmL|+| s ] キ ー を 押し て くだ さい . [crRu]+| s | キー 


を も う 一 度 押せ ば , 表示 が 再開 され ます . 
⑧③ 最 後に 終了 する か どう か を 聞い て きま す 。 
終り ます か  (y/n) ? 


y を 入力 する と , (3 ) の 機能 選択 メニ ュー 画面 に も どり ます . n を 入力 する と , ① の 出力 
開始 カナ 見 出し の 入力 に も どり ます 。. 
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10.16 ファ イル 変換 


5 イン チ 2HD(1MB) また は , 5 インチ 2DD(640KB) の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 用 の ディ スク 装置 
で は , 通常 .5 イン チ 1D(160KB) お よび 5 イン チ 2D(320KB) の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 読み 書き 
する こと は で きま せん 。 

そこ で , ファ イル 変換 の ユー ティ リティ と し て ,。 ヾ DDconv . n88? が 用 意 き れ て いま す , この 
プロ グラ ム を 使用 する と , 5 イン チ 2DD の 読み 書き が 可能 な フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 で 5 イン 
チ 1D お よび 2D の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 中 に ある ファ イル を 読み 出し 。 1MB また は 640KB の 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 転送 する こと が 可能 に な り ま す . 


一 DDconv . n88′ の 使い 方 
(1 ) “DDcony .n88” を 起動 させ る と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


1D / 2D 媒体 の ファ イル を 2HD / 2DD 媒体 に 転送 し ます 
送り 側 の ドラ イブ 番号 は ? 


送り 側 と な る 5 イン チ 1D お よび 2D の ディ スク を セッ ト す る ドラ イブ の 番号 を 入力 し て く 
だ さい 。 
続い て , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


バグ (21 ジグ (ば (0 1D 2 の BY 
送り 側 の ディ スク が 1D の 場合 は 1 を 2D の 場合 は 2 を 入力 し て くだ さい . 
( 2 ) 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
受け 側 の ドラ イブ 番号 は ? 


受け 側 と な る 1MB(3.5 イン チ 2HD, 5 イン チ 2HD, 8 イン チ 2D) ま た は 640KB(3.5 イン 
チ 2DD, 5 イン チ 2DD) の ディ スク を セッ ト す る ドラ イブ の 番号 を 入力 し て くだ さい . 次 の 
よう に 確認 を 求め て きま す . 


確認 し まし た か (y/n) ? 


まち が いな けれ ば yY を 入力 し て くだ さい . n を 入力 し た 場合 は ( 1) に も どっ て 再び ドラ イ 
プ 番 号 の 入力 に な り ま す . 
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( 3) ディ スク の セッ ト を 行い ます . 


送り 側 デ ィ ス ク を ドラ イブ X に セッ ト し て 下さ い 

受け 側 デ ギィ スク を ドラ イブ Y に セッ ト し て 下さ い 
X, Y は (1 ), (2 ) で 指定 し た ドラ イブ 番号 で す . ( 1 ), ( 2 ) で 指定 し た ドラ イブ に 各々 の 
ディ スク を 入れ て くだ さい . 
セッ ト が 終わ っ た ら | | キー を 入力 し て くだ さい . 次 の よう に 表示 され , デー タ の 転送 が 始 
まり ます . 


fffffffff ファ イル 転送 中 で す 2 4 


fffffffff は 処理 中 の ファ イル 名 で す .。 この よう に し て すべ て の ファ イル の 転送 を 行い ます . 


( 4 ) 転送 が 終了 する と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され プロ グラ ム が 終了 し ます . 
終了 し まし た 


注意 : 受け 側 の ディ スク は 必ず フォ ー マ ッ ト し , 書き 込み 可能 な 状態 に し て お いて くだ さい . 


受け 側 に ある ファ イル と 同じ 名 前 の ファ イル を 送り 側 か ら 転 送 す る と, 受け 側 の ファ イ 
ル は 失わ れ ま す . 


この プロ グラ ム で は DISK CODE の 転送 は で きま せん . 
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1D.1 フ ユー ティ リティ プロ グラ ム の 目的 別 分 類 


ディ スク 管理 の た め の ユ ー テ ィ リ ティ 


目 的 


format . nip format . hd 


format . nip og 
SySgen . niD TU 
シス テム の ID セク タ の 書き 換え setinf . n88 setinf . n88 


バッ クア ッ プ の 作成 backup . n88 backup . hd 


DA 


人 上 の 人 (アイ ス 2 の 錠 お | ーーー- | me | 


2 の hu り R2Re。。 。 am eee 6 
ファ イル 削除 dir .hd 


休 日 本 語 処理 


ELEZZ22G 
上 入り 記 


辞書 ファ イル の ドラ イブ 番号 
指定 


人 @ その他 


拡張 画面 ハー ドコ ピー(PC- 
PR601 系 ) に お ける 倍率 と 方 向 | setup.n88 

の 設定 

2 で ー ド Fo 


※ ヾ switch .n88′ で は , PC-9800 シリ ー ズ 本 体 に 対し て 次 の よう な 様々 な 設定 を 行う こと が で きま す . 
・RS-232C の 初期 設定 
・RS-232C の 送受 信 コ ー ド 処理 の 選択 
・ メ モリ サイ ズ の 選択 
・ 数 値 演算 プロ セッ サ の 使用 プ 非 使用 
・ 各 種 拡張 ボー ド の 使用 プ 非 使用 
・ モ ニタ モー ド の 使用 プ 非 使用 
・ 拡 張 画 面 ハ ー ド コピ ー 機 能 の 使用 プ 非 使用 お よび 機能 の 選択 
・ 電 話 制 御 機能 の 使用 非 使用 
・ そ の 他 ( 立 ち 上 げ 装 置 の 選択 , ディ スプ レイ 画面 の 色 の 指定 な ど ) 
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第 11 草 
ー ミ プル 一 ド 才 所 ゆ モー 


PC-9800 シリ ー ズ 本 体 に は 。 BASIC モー ド の 他 に ター ミナ ルモード と モニ タモ ー ド の 2 つの 
モー ド が 用 意 さ れ て いま す . 

ター ミナ ルモード は PC-9800 シリ ー ズ を 他 の コン ピュ ー タ の 端末 装置 と する た め の モ ー ド で 
す . また , モニ タモ ー ド は 機械 語 モ ニタ と し て 機能 する モー ド で す . 


1 1 . 1 ター ミナ ルモード 


圏 タ ー ミ ナル モー ド と BASIC モー ド と の 切り 換え 
ター ミナ ルモード と BASIC の モー ド の 切り 換え 関係 は 次 の よう に な り ま す . 


コン ピュ ー タ 本 体 の モー ド 設 定 


BASIC ター ミナ ル 
モー ド 設 定 モー ド 設 定 


また は また は 
リセ ッ ト 電源 OFF 電源 OFF リセ ッ ト 


BASIC モ ー ド 


@ タ ー ミ ナル モー ド と し て シス テム を 起動 させ る 方 法 
本 体 の 電源 を 入れ た 直後 に ター ミナ ルモード を 起動 きせ る に は 。 次 の 2 つの 方 法 が あり ます . 


TERM 命 令 , NEW ON 2 命令 


[SHFT]+ [SToP] キー 


ディ ッ プ スイ ッ チ に よる 方 法 

本 体 の 電源 を OFF に し て か ら デ ィ ッ プス イッ チ SW2 の 2 番 を ON に し , 再度 本 体 の 電源 を 
ON に し ます . する と ター ミナ ルモード が 起動 し ます . 以降 電源 を 入れ ん る た びに , また は リセ ッ 
ト ボ タン を 押す た びに ター ミナ ルモード が 起動 きれ ます . 
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シス テム ディ スク の ID セク タ に BASIC の 命令 を 書き 込む 方 法 

シス テム ディ スク の ID セク タ に BASIC の 命令 を 書き 込ん で お く と , 本 体 に 電源 を 入れ て BASIC 
が 起動 し た 直後 に その 命令 を 自動 的 に 実行 し ます . 

ター ミナ ルモード に する に は , ID セク タ に TERM 命令 ある い は NEW ON 2 命令 を 書き 
込ん で お きま す 。 

TERM 命令 に は 通信 の 諸 元 を 設定 する 多く の パラ メー タ が あり ます . これ に つい て は 「 タ ー 
ミナ ル の 仕様 の 設定 方 法 」 に 解説 し て あり ます .NEW ON 2 は コン ピュ ー タ 本 体 の ディ ッ プ 
スイ ッ チ SW2 の 2 番 を 一 時 的 に ON と 同様 の 状態 に する も の で す . この 設定 は 本 体 の 電源 を 
OFF に する か リセ ッ ト ボ タン を 押す と も と に も どり ます . 


ぁ 参照 TERM 命令 11 .1 の 「 タ ー ミ ナル の 仕様 の 設定 方 法 」 
ID セク タ へ の BASIC 命令 の 書き 込み っ 「10 .5 ID セク タ の 書き 換え 」 


人 @ BASIC モー ド と ター ミナ ルモード の 切り 換え 方 法 

BASIC モー ド か ら タ ー ミ ナル モー ド へ 

BASIC モー ド で TERM 命令 , ある い は NEW ON 2 命令 を 実行 する と 。 ター ミナ ル モ ー 
ド な り ま す 。 


ー ミ ナル モー ド か ら BASIC モー ド へ 


ー ミ ナル モー ド で , [shrr|+|[ srop] キ ー を 押す と BASIC モー ド に な り ま す . 


圏 タ ー ミ ナル の 仕様 
ー ミ ナル モー ド で 。 コ ンピュータ 本 体 が タカ ー ミ ナル と し て どの よう な 仕様 に な る の か を お 
お ま か に 解説 し ます . 


@ 全 二 重 と 半 二 重 
ー ミ ナル の 設定 と し て , 全 二 重 と 半 二 重 の どちら か を 選択 する こと が で きま す 。 

全 二 重 の 場合 は 受信 と 送信 を 同時 に 行う こと が で きま す 。 一 方 , 半 二 重 の 場合 は 受信 と 送信 
を 同時 に 行う こと は で きま せん . 半 二 重 で は 通常 は 受信 状態 に な っ て いま す . キー ボー ド か ら 
キー を タイ プ し た 後 。 [<] キ ー を 押す か , [ crRL] +| w ] キ ー を 押す と 送信 状態 と な り そ れ まで タ 
イプ し た デー タ が 送信 され ます . 


全 二 重 の 場合 半 二 重 の 場合 


コン ピュ ー タ ホス ト コン ピュ ー タ 
本 体 】 半 較 ' 8 本 体 
(ター ミナ ル ) 4 (ター ミナ ル ) 


・ 送 信 と 受信 が 同時 に 行わ れる ・ 送 信 と 受信 は 同時 に は 行わ れ な い 
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@ タ ー ミ ナル と し て の デー タ の 流れ 
全 二 重 モ ー ド の 設定 の 場合 


コン ピュ ー タ 本 体 


季 受信 デー タ 
で 送信 デー タ 


1) タ イプ され た デー タ は ,。 た だ ち に 回 線 に 送出 きれ ます 、 こ の と きき ディスプレイ, プリ ンタ へ 
は 出力 され ませ ん . 


2) 受 信 デ ー タ は ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 受信 デー タ を プリ ンタ に 出力 する こと も で きま 
Ei 


3) ホ スト コン ピュ ー タ か ら の デー タ の 受信 と 送信 は , それ ぞ れ 独立 し て 行わ れ ま す . 


半 二 重 を 設定 し た 場合 


コン ピュ ー タ 本体 


箇 受信 デー タ 
て 送信 デー タ 


1) タ イプ され た デー タ は 。 その まま , ディ スプ レイ に 表示 され ます . この と き プ リン タ へ 出力 
させ る こと も で きま す . 

2) タ イプ され た デー タ は [9] キー, ある い は [ crRL|+| M | キー を 押す こと に より , ホス トコ ン ピ 
ュー タ へ 送信 され ます . 

3) 送信 が 終わ る と ホス トコ ンピュータ か ら の 受信 デー タ を ディ スプ レイ に 出力 し ます . この と 
き プ リン タ に 出力 する こと も で きま す . 


全 二 重 , 半 二 重 と も に プリ ンタ に 出力 する に は [*・g| キ ー を 押し ます . 
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@ タ ー ミ ナル の 諸 元 
次 の 表 は ター ミナ ルモード で の 諸 元 を 示し て いま す . 固定 的 な も の と 選択 で きる も の が あり 
ます 、。 


| 主 議 | の 
伝送 制御 手順 無 手順 


通信 方 式 全 二 重 
半 二 重 ( 回 線上 は 全 二 重 ) 


X パラ メー タ 受信 デー タ の フロ ー 制 御 を 行う 
(フロ ー 制 御 ) 受信 デー タ の フロ ー 制 御 を 行わ な い * 


デー タビ ピッ ト 長 7 ば 必 ホ ト 
8 ピット 


スト ッ プ ビ ピット 長 1 ピット 
5 ビッド 
みほ ホ ト 
リン ーッ レス 偶数 
奇数 
な し 


75。150。300。 600, 1200, 2400, 4800, 9600 
JIS7(ASCLH),JIS8 
日 本 語 コ ー ド JIS C6226 コー ド 


日 本 語 シ フト コー ド KI=ESC 十 KK, KO==ESC 十 時 
KI=SUB 十 p, KO=SUB 十 q 


デー タビ ッ ト 長 7 で カナ の 送受 信 が で きる 
デー タビ ッ ト 長 7 で カナ の 送受 信 が で き な い 


5 BS コー ド に 変換 
DEL コ ー ド 受信 処理 | ur コード に 変換 
し Ck コ ー ド 送信 
回 送信 処理 Ca 寺 L テ エコ ー ド 送信 
Cs 受信 処理 C。 コ ー ド 単独 で 復帰 改行 動作 
C。 填 L 連 続 で 復帰 改行 動作 


プレ ー ク 信号 処理 | sToP | キー を 押す と ホス ト へ 送信 され る . 
ホス ト か ら の プレ ー ク 信号 は 受け 付け な い . 


* 送 信 デ ー タ に 関し て は 無 条 件 に フロ ー 制 御 を 行う . 
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の ーー ナド 者 人 


日 本 語 シ フト コー ド を 16 進 表記 で 表す と 次 の よう に な り ま す . 
ESC 寺 K … 1B4B, ESC 十 H 一 1B48, SUB 十 p 一 1A70, SUB 十 q 一 1A71 


デー タビ ッ ト 長 7 ビッ ト の モー ド で の カナ の 送受 信 は , シフ トコ ー ド SO(&HOE) が ある と , 
それ 以後 の デー タ は カナ と 見 な し , シ フト コー ド SI(&H0F) が くる と それ 以後 の デー タ を 英 数 
字 と 見 な し ます 。 初期 状態 で は SI に な っ て いま す . 

ボー レー ト は , RS-232C の ハー ドウ ェ ア 上 の 性 能 を 示し ます . 実際 に 通信 を 行う 場合 実行 
する ソフ トウ ェ ア に よっ て は , 記述 され た 速度 に よる 通信 が で き な い こと が あり ます . ソフ ト 
ウェ ア 的 要因 に は 次 の よう な も の が あり ます . 


・ 一 度 に 転送 する デー タ の 量 
・ 周 辺 装置 に 対す る 入出 力 の 有無 
・ ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム 内 で の 通信 デー タ の 入出 力 間隔 


これ ら の 要因 に よる , デー タ の 損失 を 防止 する を ため, フロ ー 制 御 と いう 手法 が 用 いら れ ま す 。 


@ フ ロー 制御 と 装置 制御 コー ド D1/D3 の 処理 

・ タ ー ミ ナル 側 の 受信 デー タ の フロ ー 制 御 

ター ミナ ル で は , ホス トコ ンピュータ か ら 送 られ て きた デー タ は 受信 用 バッ ファ と 呼ば れる 
メモ リ に いっ た ん 蓄え られ , その 後 処 理 さ れ ま す . この と き , ター ミナ ル の デー タ 処 理 速 度 が 
ホス トコ ンピュータ か ら の デー タ 転 送 速度 より 遅い と , 受信 用 バッ ファ が 溢れ て し まい , デー 
タタ が 失わ れ て し まう こと に な り ま す . 

この よう な デー タ の 損失 を 防ぐ た め に ター ミナ ル は 次 の よう な 制御 コー ド を 送信 し ます . 


D3(&H13) コ ー ド 
受信 用 パッ ファ 中 の デー タ が バッ ファ 域 の 3/4 を 超え る と , ター ミナ ル は 自動 的 に ホス トコ 
ンピュータ へ 装置 制御 コー ド D3 を 送信 し ます . こ の コー ド は ホス トコ ンピュータ か ら の 送信 を 
一 時 停止 する こと を 要求 する も の で す . 


ホス トコ ンピュータ より の デー タ が 入る 


受信 用 パッ ファ 1 


174 3 ト - 7 、 各 


Ns D3 (&H13) を ホス トコ ンピュータ へ 送出 する 
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D1(&H11) コ ー ド 

装置 制御 コー ド D3 を 送信 し た 後 , 受信 用 バッ ファ 中 の デー タ 処 理 が 進み デー タ 量 が バッ ファ 
域 の 1/4 以下 に な る と , ター ミナ ル は 装置 制御 コー ド D1 を 送信 し ます . この コー ド は ホス トコ 
ンピュータ の 送信 再開 を 要求 する も の で す . 


ディ スプ レイ また は プリ ンタ へ 出力 2 


1/4 2/4 3/4 


Ns D1 (&H11) を ホス トコ ンピュータ へ 送出 する 


・ タ ー ミ ナル 側 の 送信 デー タ の フロ ー 制 御 

ター ミナ ル 側 で 起こ る 受信 用 バッ ファ の オー バー フロ ー は ホス トコ ンピュータ 側 で も 同様 に 
起こ る 可能 性 が あり ます . 

ター ミナ ル か ら の 送信 を 一 時 的 に 止め た り 再 開 さ せ た り する た め に は , ホス トコ ンピュータ 
は ター ミナ ル に 対し て 装置 制御 コー ド を 送り ます . 制御 コー ド を 受け 取っ た ター ミナ ル は 送信 
を 一 時 的 に 停止 し た り 再 開 し た り し ます . 


D3(&H13) コ ー ド 
全 二 重 の 場合 
D3 コー ド を 受信 する と 直ちに デー タ の 送出 を 停止 し , そ の 後に タイ プ さ れ た デー タ は 無効 に 
な り ま す 。 


半 二 重 の 場合 
D3 コー ド を 受信 し た と き に タイ プ し て いる デー タ は 次 に | < り ] キ ー が 押さ れる と ころ まで が 送 
信 さ れ ま す . それ 以降 タイ プ さ れ た デー タ は 無効 に な り ま す . 


D1(&H11) コ ー ド 

全 二 重 , 半 二 重い ずれ の 場合 に も 再び 送信 可能 な 状態 に な り ま す . 

な お 。 何ら か の 原因 で ホス トコ ンピュータ が D3 コー ド を 送信 し , その 後 DL コー ド が 送ら れ 
て こない 場合 , [sirr]+| srop] キ ー を 押す こと で 強制 的 に 送信 可能 状態 に ち ど す こと が で きま 
惨 
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倫 ス クロ ー ル 用 メモ リ に つい て 

ター ミナ ルモード で は , 受信 し た デー タ や キー ボー ド か ら タ イプ し た デー タ が ディ スプ レイ 
に 出力 され ます が , カー ソル が 最終 行 右端 に くる と 自動 的 に スク ロー ル ア ッ プ し ます . この と 
き , スク ロー ル ア ッ プ に よっ て 画面 か ら 見 えな く な っ た デー タ は スク ロー ル 用 メモ リ に 蓄え ら 
れ ま す . この デー タ は , ファン クシ ョ ン キ ー(|[*9) を 押す こと に よっ て プリ ンタ へ 出力 する こと 
が で きま す 。 


今日 本 語 コ ー ド の 送受 信 に つい て 
・ 日 本 語 コ ー ド の 入力 
日 本 語 コ ー ド を 送信 する た め に キー ボー ド か ら 日 本 語 を 入力 する 方 法 は 次 の と お り で す 。 


① [ cret]+ [ xrem] キ ー を 押し ます . する と , 日 本 語 コ ー ド を 入力 で きる モー ド に な り ま す 。 
⑧ 16 進 表記 4 桁 JIS コー ド を 入力 し ます . 


日 本 語 の 入力 を 終わ る と き に は | crRL] | xreR | キー を 押し ます . 
> 参照 JIS コ ー ド つ 「 日 本 語 入力 ガイ ド 』 


日 本 語 入力 の と き に は , 日 本 語文 字 列 の 前 後に 日 本 語 シ フト コー ド (KI/KO) が 自動 的 に 入力 
され ます . 回 線上 で は 2 バイ ト の 日 本 語 コ ー ド と 1 バイ ト 系 英 数 カナ コー ド は この 日 本 語 シ フ 
トコ ー ド の 有無 で 区 別 さ れ ま す . 


1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 列 | kl| 日 本 語文 字 列 | ko 1 パイ ト 系 英 数 カナ 文字 列 


送受 信 方 向 ( 順 )ー 


・ 日 本 語 シ フト コー ド KI/KO の 選択 
2 種類 の シフ トコ ー ド が あり ます .。 ユー ティ リティ “switch .n88” また は TERM 命令 を 使っ 
て 選択 する こと が で きま す . 


ぁ 参 照 日 本 語 シ フト コー ド つ 5.1 の 「 日 本 語文 字 列 の 内 部 形式 」 


・ 日 本 語 デ ー タ 送受信 の 注意 

送信 の 場合 

1)S パラ メー タ が 有効 の と き に は , 日 本 語文 字 列 は SI 側 (1 バ イト 系 英 数 文字 側 ) の 文字 列 の 一 
部 と し て 送信 きれ ます . 


例 ) 
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2) 日 本 語文 字 列 中 に 制御 コー ド (Cx な ど ) を 挿入 する と き は 直前 に KO が 入っ て いな けれ ば な り 
ませ ん . 日 本 語文 字 列 の 入力 の 途中 で 制御 コー ド を 入力 する に は 。 [ creL |+[ Em | キー を 押し 
て 英 数 カナ の 入力 モー ド に し て か ら 制 御 コ ー ド の 入力 を し な けれ ば な り ま せん . この よう に 
する と, 制御 コー ド の 直前 に は 自動 的 に KO コー ド が 入り ます . 

3) 日 本 語 1 文字 を 表す 第 1 バイ ト と 第 2 バイ ト の 間 に 制 御 コ ー ド (&H00-&H1F) が 入っ て いて 
は いけ ませ ん . | crRL|+| xFEm ] キ ー を 使っ て 日 本 語 入 力 を し た 場合 に は 第 1 バイ ト と 第 2 バイ 
ト の 間 に は 制御 コー ド は 入り ませ ん . 


受信 の 場合 

1) 送 られ て くる デー タ に は 日 本 語 コ ー ド の 第 1 バイ ト と 第 2 バイ ト の 間 に 他 の コー ド が 挿入 さき 
れ て いな いも の と し て 処理 し ます . 挿入 され て いる と 正常 に 文字 が 読め な く な る 状態 に な り 
ます 。 

2) 送 られ て くる デー タ の 日 本 語文 字 の 第 2 バイ ト と 次 の 日 本 語文 字 の 第 1 バイ ト の 間 に は 制御 
コー ド が 入っ て いて も か まい ませ ん . 

3) 第 1 バイ ト が 日 本 語 コ ー ド で な いと き に は , 制御 コー ド と し て 処理 し ます . 


圏 タ ー ミ ナル の 仕様 の 設定 方 法 

ター ミナ ル の 仕様 を 細か く 設 定 す る に は , ユ ー テ ィ リ ティ \switch . n88* に よる 方 法 と TERM 
命令 を 使う 方 法 の 2 つが あり ます . 

メモ リス イッ チ に よっ て ター ミナ ル の 仕様 設定 を 一 度 行う と , 電源 を 切っ て も その 後 タ ー ミ 
ナル モー ド を 起動 する た びに いつ も その 設定 で 通信 を 始め る こと が で きる よう に な り ま す . こ 
れ を 変更 する に は 再び ユー ティ リティ switch . n88” を 使っ て 設定 を や り 直 し ます . 

な お , 一 時 的 に ター ミナ ル の 仕様 を 変更 し た い 場合 に は , BASIC モー ド で TERM 命令 を 使 
いま す . ただし, この と き の 設 定 が 有効 な の は , この TERM 命令 の 実行 に よっ て 起動 され た タ 
ー ミ ナル モー ド で ある 間 だ け で す 。 

最も 使用 頻度 の 高い ター ミナ ル 仕 様 を テー ティ リティ プロ グラ ム で 設定 し , 異な っ た 仕様 の 
ター ミナ ル と し て 使い た い 場 合 に は TERM 命令 で 一 時 的 に 変更 する と よい で し ょ う . 


ぁ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


@ TERM 命令 に よる 方 法 
TERM 命令 の 書式 は 次 の と お り で す . 


TERM [COM : ](〈 パ リティ チェ ッ ク > [< デー タビ ッ ト 長 > 〔< ス トッ プ ビ ッ ト 長 > 〔<X パラ 
メー タ > 〔<S パラ メー タ > [<DEL コー ド 受 信 処 理 > (< リタ ー ン キー 送信 処理 > 〔<CR 
コー ド 受 信 処 理 > 〔< 日 本 語 シ フト コー ド 〉〕〕〕)〕〕〕〕〕〕?〔, (< 通信 方 式 >](〔, < 変数 領 
域 の 大 き さ >〕]〕 
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< 変数 領域 の 大 き さ > を 除く すべ て の パラ メー タ は 。 省略 する と メモ リス イッ チ ( ユ ー テ ィ リ 
ティ switch .n88” を 使っ て 設定 する ) で 設定 され て いる 値 に な り ま す . し た が っ て 。 メ モリ ス 
イッ チ の 設定 を 変更 する 必要 が な い パ ラメ ー タ に つい て は 省略 し て か まい ませ ん . た だ し ,。 途 
中 の パラ メー タ を 省略 し て 後 の パ ラメ ー タ を 指定 する 場合 は 必ず, 省略 記号 と し て プラ ンク ( 空 
白 ) を 入れ て くだ さい . < 変数 領域 の 大 き さ > の 設定 を 省略 する と 1024 バイ ト が 確保 きれ ます . 

また , パラ メー タ に は 必ず 大 文字 を 使っ て くだ さい 、. 

各 パ ラメ ー タ 指定 値 と その 意味 を 示し ます . 


2 チイ プシ ェ ッッ ジグ E 偶数 パリ ティ 
O 奇数 パリ ティ 
N パリ ティ な し 
7 
8 
1 
2 
に 


デー タビ ッ ト 長 7 ピット 
8 ビット 


スト ッ プ ビッ ト 長 1 ビット 
1.5 ビッ ト 

駐 

N 


X パラメータ 有効 (受信 デー タ の フロ ー 制 御 を 行う ) 
無効 (受信 デー タ の フロ ー 制 御 を 行わ な い ) 
パラ メ 有効 (デー タビ ッ ト 長 7 で カナ を 扱う ) 
無効 (デー タビ ッ ト 長 7 で カナ を 扱わ な い ) 
DEL コ ー ド 受信 B BS コー ド と し て 処理 
処理 N NUL コー ド と し て 処理 
リタ ー ン キー 送信 Ck コ ー ド を 送信 
処理 


C。 十 L ょ コー ド を 送信 


C 
L 
CR コー ド 受 信 処 C Ck コ ー ド で 復帰 と 改行 
理 L | Ck 二 Lk コ ー ド で 復帰 と 改行 
F 
H 


ad トコ ー KI=ESC・K, KO=ESC・H 
KI=SUB・p, KO=SUB・q 
通信 方 式 


変数 領域 の 大 き さ | 数 値 | リモ ー ト BASIC プロ トコ ル を 利用 する 際 に 用 
いら れる 変数 領域 の 大 き さ を 指定 . 


ぁ 参照 TERM 命 令 つ 『BASIC リ ファ レン スマ ニュ アル 』 


ボー レー ト (転送 速度 ) と 同期 の 設定 
ボー レー ト (転送 速度 ) 

ボー レー ト の 設定 は ホス トコ ンピュータ と の 調整 を 行っ た 後 , ユー ティ リティ \switch . n88? 
を 使っ て 行っ て くだ さい .。 TERM 命令 で は 設定 する こと は で きま せん . 
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同期 クロ ッ ク の 設定 

PC-9800 シリ ー ズ 本 体 で モデ ム を 介し て 通信 を 行う 際 に は 普通 RS-232C の ボー レー ト を カウ 
ント する た め の ク ロッ ク を PC-9800 シリ ー ズ 本 体 か ら と る (内 部 同期 ) か , モ デム か ら と る (外部 
同期 ) を 選択 する こと が で きま す . し か し , ター ミナ ルモード で は 内 部 同期 し か 使用 で きま せ 
ん . この 選択 に は ディ ッ プ スイ ッ チ SW1 の 5 番 と 6 番 を 使用 し ます が , ター ミナ ルモード で は 
両方 と も OFF に し て お いて くだ さい . 


圏 タ ー ミ ナル の 使い 方 
ー ミ ナル モー ド で 操作 する た め に 必要 な 事項 を 説明 し ます . 


@ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 

10 種類 の ファ ンク ショ ン キ ー を 使用 する こと が で きま す . 通常 ,. フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 登録 
され て いる 機能 (ファ ンク ショ ン キ ー リ スト ) が ディ スプ レイ の 最 下 行 に 表示 され ます . 表示 し 
な いよ うに する に は , ター ミナ ルモード を 起動 させ る 前 に BASIC 上 で CONSOLE 命令 を 使い 
ファ ンク ショ ン 表 示 ス イッ チ を OFF に し て お いて くだ さい 、。 


・|- 寺 -- 引 ほ で の 機能 
ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 は ター ミナ ルモード に な る 直前 の 状態 が 引き 継が れ ま す . 電源 ON 
で 直接 ター ミナ ルモード を 起動 させ た 場合 は BASIC の 初期 状態 と 同じ で す . 


・-| に 19| ま で の 機能 
: 制御 コー ド の 扱い 方 を 選択 する た め に 使用 し ます . 
制御 コー ド と は 文字 以外 の 情報 を 持つ ,&H00 一 層 H1F の コー ド で です. 次 の どちら か を 選 


択 で きま す . 
*N - LTRL' : 制御 コー ド を 制御 コー ド と し て 処理 し ます . 
WNW ・ 制御 コー ド を 文字 と し て 処理 し ます . た だ し , この 場合 は Cs, Lr だ け は 


制御 コー ド と し て 機能 し ます 。 
・ 通信 方 式 を 定義 せ する た め に 使用 し ます . 次 の どちら か を 選択 で きま す . 
*HALF” : 半 二 重 通信 方 式 
*FULL* : 全 二 重 通信 方 式 
: 画面 に 表示 する 内 容 を プリ ンタ に も 出力 する か どう か を 選択 で きま す . 


*PPT on> : プ リン タ に も 出力 し ます 。 
*fPPT off^Z : デ リ シ タ に ば は 負 力 し ませ ん 。 


・ 引 : 画面 スク ロー ル 用 メモ リ の 内 容 を プリ ンタ に 出力 する こと を 要求 し ます . 
*CPY BF” : プリ ンタ に 出力 し ます . [| が *LPT on” の と き に 有効 で す . 
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に | : プリ ンタ を 1 行 改行 する こと を 要求 し ます . 
*LPT Lf/ : プリ ンタ を 1 行 改行 し ます . [*・ 引 が *LPT on? の と き に 有効 で す . 


但 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー リ スト の 表示 状態 
ディ スプ レイ の 最 下行 に 表示 され る ファ ンク ショ ン キ ー リ スト は 次 の よう に な っ て いま す 。 


ファ ンク ショ ン キ ー 
ファ ンク ショ ン キ ー リ スト 


1 1 1 


[に 時 に 引 ま で は , 選択 で きる 機能 を 表示 し て いま す . | の 場合 を 例 に と る と , 全 二 重 を 選 
択 し て いる 状態 で は | HALF | が , 半 二 重 が 選択 され て いる 場合 に は |[ ruuL が 表示 され ます . 
また 。[・9| Fl に つい て は 機能 名 が 常に 表示 され て いま す . 


@ 特 殊 キ ー の 働き 
(バッ クス ペー スキ ー) 
キー の コー ド (&H08) を 送信 し ます . 半 二 重 モ ー ド で は 同時 に カー ソル の 左 の 1 文字 
を 削除 し ます . 


(スト ッ プ キ ー) 


ブレ ー ク 信号 を 送出 し ます 。 


スペ シャ ル ESC シー ケン ス 
ホス トコ ンピュータ が 端末 装置 を 制御 する 手段 と し て バス ペ シ ャ ル ESC シー ケン ス ” と いう 
特別 な 制御 キャ ラク タ が 取り 決め られ て いま す 。 
これ は ESC( エ スケ ー プ ) コード ( 和 &H1B) で 始ま る 一 連 の 文字 列 で す . ホス トコ ンピュータ は 
端末 装置 を 制御 する た め に ESC シー ケン ス を 送信 し ます . これ を 受信 し た 端末 装置 は 各々 の エ 
スケ ー プ シー ケン ス に 定義 きれ て いる 機能 を 実行 し ます . 


ESC シ ー ケ ンス 


定義 きれ て いる スペ シャ ル ESC シー ケン ス の コー ド と その 機能 , 動作 は 次 の と お り で す . 


1)ESC@ (&H1B 二 &H40) ディ スプ レイ へ の 出力 は , 以後 プリ ンタ へ も 出力 され ます 。 
2)ESCA (&H1B 十 &H41) ディ スプ レイ へ の 出力 は , 以後 プリ ンタ へ は 出力 され ませ ん . 1) 
の 状態 を 解消 する も の で す . 
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3)ESC”  (&H1B+&H22) キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ を 有効 に し ます . 
4)ESC# (&H1B 十 &H23) キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ を 無効 こし ます . 3) の 状態 を 解消 
する も の で す . 以後 ESC* を 受信 する まで タイ プ さ れ た デー タ 
は 捨て られ ます . 
5)ESC! (&H1B 二 &H21) ホス トコ ンピュータ へ ID コー ド を 送信 し ます . ID コー ド は 
*NEC00000010* 十 C。 十 L ょ 。 で す . ディ スプ レイ や プリ ンタ に は 何 
も 出力 され ませ ん . な お , Lr は リタ ー ン キー 送信 処理 で Cg の み を 
選択 し て いる 場合 は 送ら れ ま せん . 
6)ESC * (&H1B 十 &H2A) 表示 画面 (ディ スプ レイ 画面 ) を クリ ア し ます . クリ ア 後 , カー ソ 
ル は 表示 画面 (ディ スプ レイ 画面 ) の 左上 角 に セッ ト さ れ ま す . 
7)ESCY (&H1B 十 &H59) 現在 の カー ソル 位置 か ら , スク ロー ル エ リア の 最 下 位 行 ま で を ク 
リア し ます . カー ソル 位置 は 変化 し ませ ん . 
8)ESCA (&H1B 十 &H20) 端末 の 状態 を ター ミナ ルモード に な っ た 直後 の 状態 に ち ど し ま 
す .。 た だ し , 画面 は トク リア され ませ ん . “へ "は 半角 スペ ー ス を 表 
し まず < 
9) ESC=jj(&H1B 十 &H3D) カー ソル の 位置 を 移動 きせ ます . 移動 する 位置 の キャ ラク タ 座 標 
を ( 列 , 行 ) = (p, q) と する と , 指定 する i, } の 値 は 次 の 式 で 求め 
られ ます . な お , 座標 は チキ スト 画面 の キャ ラク タ 座 標 で す . 
ip 十 &H20 
j デ q 十 &H20 
&H20 だ け 値 を シフ ト し て いる の は , 送 る コー ド が &H00 一 &H1F 
まで の 制御 コー ド と し て 扱わ れる こと を 避け る た めで す . 
例 ) カ ー ソ ル の 位置 を キャ ラク タ 座 標 の (3 5) に 移動 させ る 場合 
i 三 3 寺 &H20 一 ij&H23 
j5 填 &H20 一 」j&H25 
と いう 計算 を 行い , ESC=#26 と な り ま す 。 し た が っ て , ホス ト 
が 送信 すべ き コ ー ド は , 
&H1BT&H3D 十 &H23 十 &H25 
に な り ま す . 
10)ESCT (&H1B 十 &H54) 現在 カー ソル が ある 行 を 1 行 消去 し ます . カー ソル は その 行 の 先 
頭 ( 左 端 ) へ 移動 し ます . 
11) ESC > BASIC 命令 (&H1B 十 &H3E 十 BASIC 命令 ) 
12)ESC. BASIC 命令 (&H1B 十 &H2E 十 BASIC 命令 ) 
13)ESC く BASIC 命令 (&H1B 十 &H3C 十 BASIC 命令 ) 
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11 
11)。 12)。 13) は リモ ー ト BASIC プロ トコ ル と 呼ば れ ま す . 次 の 項 で 詳し く 解 説 し ます . 


注意 : ター ミナ ル が 受信 し た スペ シャ ル ESC シー ケン ス の 内 容 は ディ スプ レイ , プリ ンタ の い 
ずれ に も 出力 され ませ ん . 


⑱ リ モー ト BASIC プロ トコ ル 

前 の 項 で 説明 し た スペ シャ ル ESC シー ケン ス の 中 の 11),12)。 13) は バリ モー ト BASIC プ 
ロト コル ” と いい ます . これ を 使う と BASIC プロ グラ ム を ホス トコ ンピュータ か ら 送 り , ター 
ミナ ル 側 で 実行 する こと が で きま す . 

な お , ホ スト コン ピュ ー タ も PC-9800 シリ ー ズ を 使用 し た 場合 に は , BASIC プロ グラ ム の 相 
互 の や り 取り が 可能 に な り ま す . 

この 3 つの リモ ー ト BASIC プロ トコ ル に つい て 解説 し ます 。 

それ ぞ れ ホス ト 側 か ら , &H1B 十 &H3E, &H1B 十 &H2E, を H1B 十 を H3C に 続け て BASIC 
の 命令 を 送る と 。 ター ミナ ル 側 が それ を 受信 し て 命令 を 実行 し ます 。 

送る 命令 は ダイ レク ト で 実行 きせ る 命令 で も , プロ グラ ム で も か まい ませ ん . 

プロ グラ ム を 送る 場合 は 1 行 ど と に C。 を 送る 必要 が あり ます . また , 行 の 始め に は 必ず ESC 
シー ケン ス を 送っ て くだ さい 。 


・ 実 行 結果 の 表示 

3 つの リモ ー ト BASIC プロ トコ ル の 違い は , PRINT 命令 や PRINT USING 命令 な ど テ キ 
スト 画面 に 実行 結果 を 出力 させ る 命令 に お いて , 表示 を ター ミナ ル 側 で 行う か 。 ホス トコ ン ピ 
ュー タ 側 で 行う か と いう 点 で す . 

だ だし, ホス トコ ンピュータ 側 へ の 表示 を 選択 し た 場合 で も ホス トコ ンピュータ 側 の ディ ス 
プレ イ に 実行 結果 が 表示 され て いる と は か ぎり ませ ん . この 場合 ター ミナ ル 側 は ディ スプ レイ 
へ の 表示 情報 を ホス ト へ 送っ て いる だ け で あり , それ を ホス トコ ンピュータ の ディ スプ レイ に 
表示 する か どう か は ホス ト 側 の 受信 デー タ の 処理 方 法 に より ます . 


ESC>BASIC 命令 実行 結果 (表示 情報 ) を ター ミナ ル 側 に 表示 する . 
ESC. BASIC 命 令 実行 結果 (表示 情報 ) を 捨て る . 
ESC く BASIC 命令 実行 結果 (表示 情報 ) を ホス ト に 送る . 


注意 : グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され る 実行 結果 は ESC シー ケン ス の 指定 に 関わ りな く , 必 ず タ 
ー ミ ナル 側 の ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 
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・ リ モー ト BASIC プロ トコ ル の 利用 例 
例 1) ー ミ ナル モー ド の PC-9800 シリ ー ズ に グラ フ を 表示 させ る た め に ホス ト か ら デ ー タ を 
送る . 
ESC>SCREEN 0, 0 
ESC>CIRCLE (100, 50), 100, 7 
ESC>a 三 100 : b 三 100 : c ニ 200 : d=50 
ESC>LINE (100, 50) 一 (a, b), 7 
ESC>LINE (100, 50) 一 (c, d), 7 
ESC>PAINT (120, 70)。 1 7 


例 2) ター ミナ ルモード の PC-9800 シリ ー ズ の ディ スク に `100” と いう 数 値 を 書き 出さ せる た 
め に ホス ト 側 か ら デ ー タ を 送る . 
ESC>OPEN "2 : TEST1"" FOR OUTPUT AS #1 
ESC>PRINT #1, 100 


注意 : リモ ー ト BASIC プロ トコ ル の 各行 の 終端 記号 (デリ ミタ ) に は Cs を 使用 し ます .Cs 十 LT 
の 場合 は L, の 制御 が 個別 に 働き , 各行 で 2 行 改行 し て し まい ます . 


・ リ モー ト BASIC プロ トコ ル 使 用 時 の 注意 

BASIC モー ド か ら タ ー ミ ナル モー ド に 切り 換え て , リモ ー ト BASIC プロ トコ ル を 使用 する 

合 に は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい .。 

リモ ー ト BASIC モー ド と その 前 の BASIC モー ド で は 同じ ファ イル バッ ファ が 使用 され ま 
す . し た が っ て , 以前 の BASIC モー ド で 使用 し て いた ファ イル バッ ファ の デー タ を 失わ な いよ 
うに する た め に は , リ モー ト BASIC プロ トコ ル で 使用 する ファ イル 番号 に は BASIC モー ド で 
使用 し て いた ファ イル 番号 と 異な っ た も の を 定義 する 必要 が あり ます . 

リモ ー ト BASIC プロ トコ ル 中 に お いて は , 以前 の BASIC モー ド で 未 使用 の メモ リ 領 域 が 使 
用 され ます . CLEAR 命令 で メモ リ 使 用 条件 を 定義 し た り , FRE 関数 で 状態 表示 を し た りす る 
場合 に は 注意 し て くだ さい . 
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2 の モニ タ 共 三 


] ] .P モニ タモ ー ド 

モニ タモ ー ド を 使用 する こと に より , 機械 語 プ ログ ラム の 作成 を 手助け する こと が で きま す . 
圏 モ ニタ モー ド の 使用 準備 

モニ タモ ー ド は 通常 の プロ グラ ム 実 行 の た め に は 不 必要 な た め , 初期 状態 で は 使用 で きま せ 
ん . モニ タモ ー ド を 使用 する 場合 に は ユー ティ リティ “switch .n88” を 使っ て モニ タモ ー ド の 
使用 を 宣言 し , DISK モ ー ド BASIC を 再起 動 し て くだ さい . この 方 法 で モニ タモ ー ド の 使用 準備 
を する と 。17KB の モニ タ 用 プロ グラ ム 部 分 が 利用 者 メモ リ 上 に 追加 ロー ド さ れ ま す . その 分 , 
利用 者 メモ リ が 減り ます の で 注意 し て ください. 


注意 : モニ タモ ー ド の 使用 準備 を 行わ な く て も モニ タモ ー ド の 機能 の 一 部 また は 全部 が 使用 で 
きる 機種 も あり ます . 


ぁ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
圏 モ ニタ モー ド と BASIC モー ド と の 切り 換え 


モニ タモ ー ド と BASIC モー ド の 切り 換え 関係 は 次 の よう に な っ て いま す . 


Ok MON 命 令 


BASIC モ ー ド 


[CTRL]+[B] キ ー 


@ BASIC モー ド か ら モ ニタ モー ド へ の 切り 換え 

BASIC の コマ ンド モー ド で MON 命令 を 実行 し ます . 

する と , \h]? が 表示 され ます 。“h]? は モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト で す . これ が 表示 され て 
いる と き に は モニ タモ ー ド の コマ ンド を 実行 する こと が で きま す 。 


注意 : モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト に は “q]′ と いう も の も あり ます . モニ タモ ー ド 上 で の 数 値 


入力 を 16 進数 形式 で 行う モー ド の 場合 に は ^h]” が , 8 進数 形式 の 場合 に は ^q]” が 使 
われ ます . この 設定 は B コマ ンド で 行い ます . 初期 状態 は 16 進数 形式 で す . 
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⑯ モ ニタ モー ド か ら BASIC へ の 切り 換え 
モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト が 出 て いる 状態 で ,[ crRL]+[ 5 ] キ ー を タイ プ し ます . 
する と , BASIC の プロ ンプ ト “Ok” が 表示 され , 次 の 行 に カー ソル が 表示 され ます . 


画 機 械 語 プ ログ ラム セグ メン ト の メモ リ 配 置 

モニ タモ ー ド で 処理 の 対象 と する メモ リ 領 域 の こと を ヾ 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト ” と い 
いま す . モニ タモ ー ド に は 21 種類 の コマ ンド が 用 意 き れ て お り , これ ら を 使っ て メモ リ の 読み 
書き を 行う こと が で きま す . コマ ンド 中 で 使用 する アド レス は , 前 も っ て 決め た 機械 語 プ ログ 
ラム セグ メン ト の セグ メン トペ ベー ス か ら の 相対 アド レス で す 。 

モニ タモ ー ド を 使用 する 前 に は 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト を メモ リ 上 の どこ に 置く か を 決 
め る 必要 が あり ます . 


p 参照 セグ メン ト …「 第 8 章 機械 語 プ ログ ラム 」 


@ モ ニタ モー ドム 移行 する 直前 に , BASIC の 命令 で 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト の 配置 を 決め 
る 方 法 
DEF SEG 命令 で 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト を 定義 し ます . 


①CLEAR 」。 m …… の ii BASIC が 使用 する メモ リ 領 域 の 上 限 を m * 16 一 1 番地 まで と し ま 
科 和 

②DEF SEG=m ……… セグ メン トペ ー ス を m * 16 と し ます 。 

MON の の モニ タモ ー ド に 移行 し ます 。 


0 
(セグ メン トペ ベース) 


注意 : DEF SEG 命令 を 省略 し た 場合 , BASIC の 上 限 は ユー ザー の 使用 可能 な RAM メモ リ 
の 上 限 と な っ て いる の で , 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト も この 上 限 か ら 始ま る 64KB の 
範囲 と な り ま す . し た が っ て この 場合 に は ユー ザー が 使用 可能 な メモ リ 領 域 以 外 の メモ 
リ に 対し て アク セス を 行う こと に な り ま す の で ,。 メモ リア クセ ス 関 係 の モニ タモ ー ド の 
命令 を 実行 し て も 無 意 味 と な り ま す . 
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⑱ モ ニタ モード で , 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト を 決め る 方 法 

モニ タモ ー ド の C コ マン ド ( チ ェ ン ジ セ グ メ ント ベー スコ マン ド ) を 実行 する こと に より , セ 
グ メ ント ベー ス を 変更 する こと が で きま す . この 方 法 は BASIC の 上 限 が 決め られ て いな い の 
で , モ ニタ モー ド の コマ ンド で BASIC の 領域 を 参照 する 場合 は 問題 あり ませ ん が , 書き 込む 場 
合 は BASIC の 領域 を 壊す お それ が あり ます の で 注意 し て くだ さい . 


圏 モ ニタ モー ド の コマ ンド 一 覧 
モニ タモ ー ド の コマ ンド は 次 の 21 種 で す . 


入力 し た 1 行 を アセ ンプ ブル す る. 
数 値 の 表現 形式 を 変え る (8 進一 16 進 ) . 


C チェ ンジ セグ メン トペ ベ ペース 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト の セグ メン ト ベ 
ー ス を 設定 する 。 


メモ リ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 する . 


スク リー ン エ ディ タ の 機能 を 用 いて メモ リ の 
内 容 を 変更 する . 


メモ リ の 内 容 を 定数 で 埋め る . 


由 
い 

さ 
トコ 


川 上 
[ MY [ 
2 さ 2 


ト 
h 
1 
= 
トー 
ーー 


N 
へ 
ミ 


機械 語 プ ログ ラム を 実行 する 
EE 1/O ポー ト の 値 を 読み 込む 
ディ ス ア セン プル 機械 語 を 逆 ア セン プル する 


ある 範囲 の メモ リ の 内 容 を 他 の アド レス の メ 
モリ 領域 へ 移す . 


0 | アット 天 ッ yk 1/O ポー ト ヘ データ を 出力 する . 


と 
[ 
に 


セッ ト メモ リ に デー タ を セッ ト す る 。 
セッ トメ モリ スイ ッ チ メモ リス イッ チ に デー タ を セッ ト す る . 
テス トメ モリ メモ リ を テス ト す る 。. 
イグ ザ ミ ン レ ジス タ CPU の レジ スタ の 値 を 調べ , 変更 する . 


コマ ンド と その パラ メー タ の 形式 を ディ スプ 
レイ に 表示 する . 


の 


BASIC モー ド へ 復帰 する . 


ディ スク の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 する 。 


ディ スク か ら デ ー タ を ロー ド する 。 
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圏 コ マン ド 使 用 上 の 規則 


人 @ 数 値 の 入力 

モニ タモ ー ド で 扱う 数 値 形式 に は , 16 進数 形式 と 8 進数 形式 が あり ます . この 切り 換え は B 
コマ ンド で 行い ます . 初期 状態 で は 16 進数 形式 に な っ て いま す . 使用 で きる 数 値 の 範囲 は 次 の 
と お り で す 。 


16 進数 形式 (プロ ンプ ト h] 表 示 時 ) 


アド レス ・4 桁 0-FFFF 
メモ リ の 内 容 ・2 桁 0-FF 

8 進数 形式 (プロ ンプ ト q] 表 示 時 ) 
アド レス ・6 桁 0 て 177777 
メモ リ の 内 容 ・3 桁 0 一 377 


アド レス の 指定 が 8 進数 0 一 177777, 16 進数 0-ーFFFTF の 範囲 内 と な っ て いる の は , モニ タモ 
ー ド で は 械 語 プ ログ ラム セグ メン ト 内 の 64KB の メモ リ し か アク セス で き な い か ら で す 。 

また ,。 各 コ マン ド で アド レス や メモ リ の 内 容 を 入力 する 場合 。 指定 する 数 値 を 加減 の 算術 演 
算 子 を 使っ た 式 で 表す こと も 可能 で す 。 


例 ) D1111 二 1111 
この 場合 , 2222H が D コマ ンド の 先頭 の 番地 と な り ま す . 


念 文字 列 の 入力 
次 の 各 コ マン ド で 入力 する 文字 列 に は 有効 桁 数 が あり ます . 先頭 の 文字 か ら こ の 有効 桁 数 分 
の み が 有 効 と な り ま す . 


H ま だ た は Q 


メモ リス イッ チ 番 号 
CPU レジ スタ 名 
CPU フラ グ 名 


@ 入 力 する 文字 の 修正 

コマ ンド の 入力 は [ <U] キ ー が 押さ れる こと に よっ て 行わ れ ます .| |] キー を 押す 前 に 間違い に 
気づい た 場合 は , | INs | | pEL | カー ソル 移動 キー を 使っ て 修正 し て くだ さい . | ms] キー は 使 
えま せん . 
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Hs2 邊 ニー グモ 幸 泌 


人 で 入力 時 の エラ ー 
コマ ンド の 入力 時 に コマ ンド に 間違っ た 表現 が あっ た 場合 , 次 の 行 の 先頭 に 「 ? 」 が 表示 され 
る の で , も う 一 度 入 力 し 直し て くだ さい 。 


ディ スク アク セス に つい て の 注意 

複数 サー フェ ス を も つ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 使用 する 場合 は , サー フェ ス を また が っ て アク セ 
ス す る こと は で きま せん . また だ た, サー フェ ス 番 号 は 必ず 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 

1MB フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク (3.5 イン チ , 5 イン チ 2HD お よび , 8 イン チ 2D) の 0 トラック を 
アク セス する こと は で きま せん . 


る モニ タモ ー ド に お ける 画面 情報 の 表示 形式 

BASIC モー ド か ら 切 り 換 える 直前 の 画面 モー ド が 引き 継が れ ま す . 

A( ア セン ブル ), L( デ ィ ス アセ ン ブ ル ) コ マン ド 処 理 時 の 表示 形式 は , 行 当 た り の 文字 数 (40 
文字 行 , 80 文字 行 ) と 数 値 形式 (16 進 , 8 進 ) に よっ て 異な り ま す . アド レス , 機械 語 イ メー 
ジ , ニー モニ ッ ク に 使用 きれ る それ ぞ れ の 表示 域 の 桁 数 は 次 の と お り で す . な お ,。 それ ぞ れ の 
情報 の 間 に は 1 杵 ス ペー ス ( 空 白 ) が 入り ます . 


アド レス 機械 語 イ メー ジ ニー モニ ッ ク 
アド レス 機械 語 イ メー ジ ニー モニ ッ ク 


80 文字 行 , 8 進数 表現 | 6 | へ 


アド レス 機械 語 イ メー ジ 


40 文字 ノ 行 , 16 進数 表現 肢 是 際 


ニー モニ ッ ク 


アド レス 機械 語 イ メー ジ 


40 文字 行 , 8 進数 表現 W 」 A 


ニー モニ ッ ク 


へ は 1 杵 ス ペー ス ( 空 白 ) を 表し て いま す . 40 文字 行 の 場合 は 1 つの 処理 単位 が 2 行 で 表示 され ます . 
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圏 コ マン ド 解 説 


A( ア セン ブ プル) コマ ンド 


書式 


機能 


解説 


注意 : 
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A (< 格納 開始 アド レス >]〕 


i-8086 相当 の ニー モニ ッ ク で 入力 し た テキ スト を 1 行 ず つ ア セン ブル し , で きた 機械 語 
を < 格納 開始 アド レス > で 始ま る メモ リ に 格納 し て いき ます . 


< 格納 開始 アド レス > の 指定 を 省略 し た 場合 に は 、 そ の 前 に 実行 し た A コマ ンド の 実行 終 
了 番 地 の 次 の 番地 と な り ま す . 
また , 前 に A コマ ンド が 実行 きれ て いな い 場 合 は 0 番地 が 格納 開始 アド レス に な り ま す . 


① コ マン ド と 格納 開始 番地 を 入力 し ます . この 例 で は 9000H 番地 で す . 
h]A9000 
する と , 次 の 行 に 格納 開始 アド レス が 表示 され ます . カー ソル は 機械 語 イ メー ジ の 表 
示 域 を 空け て ニー モニ ッ ク の 表示 域 の 先頭 に 移動 し ます . 


h]A9000 
9000 
ここ で , ニー モニ ッ ク を タイ プ し [| キー を 押し ます . 
h]A9000 
9000 mov si | 


機械 語 イ メー ジ の 表示 域 に アセ ン ブ ル さ れ た 結果 が 表示 され ます . そし て , 次 の アド 
レス の ニー モニ ッ ク の 入力 を 求め て きま す 。 


h]A9000 
9000 89FE mov si, di 
9002 | 
こと この よう に し て , ニー モニ ッ ク を 画面 の 右側 に 入力 する と , 対応 する 機械 語 の 割り 付 


けら れ た アド レス と 機械 語 の 内 容 が 左側 に 表示 され て いき ます . 

④ A コマ ンド の 状態 か ら 抜け 出す に は , アド レス が 表示 され た の ち , | 9] キー の み を 押 
すか , [srop] キ ー, また は | crRL]+| c ] を 入力 し て くだ さい . モニ タモ ー ド の プロ ンプ 
ト に も どり ます . 


A コマ ンド で は 64KB を 超え る よう な 動作 を する 命令 (た と えば , セ グ メ ント 間 の CALL/ 
JUMP/RET 命令 な ど ) を アセ ンプ ブル する こと は で きま せん . 


1 2 モー みそ に ド 


B( ベ ー ス ) コ マン ド 


書式 衣 HMN 
Q 


機能 モニ タモ ー ド で 取り 扱う 数 値 の 形式 (16 進ま た は 8 進 ) を 設定 し ます . 


解説 h を 指定 する と 16 進数 形式 を 採用 し , q を 指定 する と 8 進数 形式 と し なり ます . モニ タ の 
プロ ンプ ト は 16 進数 形式 の 場合 に は ^h]? に , 8 進数 形式 の 場合 に は *q]” と な り ま 
92 


C( チ ェ ン ジ セ グ メ ント ベー ス ) コ マン ド 
書式 C〔(< セ グ メ ント ベー ス >〕 
機能 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト の セグ メン トペ ベー ス を 変更 し ます 。 


解説 < セグ メン ト ベ ー ス > に 指定 し た 値 を 16 倍 し た 値 が 実際 の (物理 アド レス で の ) ベ ー ス ア 
ドレ ス と な り ま す .。 < セグ メン トペ ベー ス > の 指定 を 省略 し た 場合 に は 現在 の セグ メン ト ベ 
ー ス を 表示 し ます . 
C コ マン ド で セグ メン トペ ベー ス を 設定 し た 後 。A, D, E, L,S コマ ンド に お いて アド レ 
ス 指定 を 省略 し た 場合 に は , 新しく 設定 され た セグ メン ト 内 の 0 番地 が コマ ンド の 対象 
番地 と な り ま す . 


D( ダ ンプ ) コ マン ド 


書式 D〔< 表 示 開 始 ア ドレ ス >]〕 〔, < 表示 終了 アド レス >]〕 
機能 メモ リ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 し ます . 


解説 16 進数 形式 に な っ て いる 場合 に は メモ リ の 内 容 に 対応 する 1 バイ ト 文 字 も 表示 され ま 
す . さら に , P (プリ ンタ スイ ッ チ ) コ マン ド で プリ ンタ モー ド が 指定 され て いれ ば , 結果 
が プリ ンタ へ も 出力 され ます . 
< 表示 開始 アド レス > か ら < 表示 終了 アド レス > まで の メモ リ の 内 容 が 表示 され ます 。 
< 表示 終了 アド レス > を 省略 する と < 表示 開始 アド レス > か ら 16 バイ ト 分 の メモ リ の 内 
容 が 表示 され ます . 
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< 表示 開始 アド レス > を 省略 し て , ヾ ,” (コン マ ) と < 表示 終了 アド レス > を 指定 し た 場合 
は , その 前 に 実行 し た D コマ ンド で 表示 し た 最後 の アド レス の 次 の アド レス か らく < 表示 
終了 アド レス > まで の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます . 前 に D コ マン ド を 使っ て いな い 場 合 
は , 0 番地 か ら 表示 し ます . 

< 表示 開始 アド レス > も < 表示 終了 アド レス > も 省略 し た 場合 に は , その 前 に 実行 し た D 
コマ ンド で 表示 し た 最後 の アド レス の 次 の アド レス か ら 16 バイ ト 分 の メモ リ の 内 容 を 表 
示し ます . 前 に D コマ ンド を 使っ て いな いり 場合 は 。 0 番地 か ら 表 示し ます . 

D コマ ンド の 実行 を 中 止 し た い 場合 は [srop | キー, また は [ crRL|+| c | キー を 押し ま 
す . また , コマ ンド の 実行 を 一 時 停止 きせ る に は , | crRL|+| s | キー を 押し ます . 表示 を 
再開 させ る に は | srop] キ ー, | crmL|+| c | キー 以外 を 押し ます . 

D コマ ンド 終了 後に [| キー の み を 押す と , パラ メー タ を 省略 し て D コマ ンド を 実行 し 
た の と 同じ に な り ま す . 


注意 ・ 


D コマ ンド で 内 容 を 表示 させ る こと が で きる 連続 し た メモ リ 空 間 は 64KB で す . 


E( エ ディ ッ ト ) コ マン ド 


書式 
機能 


解説 


注意 : 
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E〔< 開 始 ア ドレ ス >〕 


メモ リ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 し ます . 必要 な ら ば , 表示 され て いる 内 容 を 画面 上 
で 変更 で きま す 。 画面 上 で デー タ を 変更 する と その まま メモ リ の 内 容 も 変更 され ます . 


< 開始 アド レス > を 省略 し た 場合 に は , 前 に 行っ た セコ マン ド の 終了 し た と き に カー ソ 
ル が あっ た アド レス が 〈 開 始 ア ドレ ス >〉> と な り ま す . 

カー ソル 移動 キー([ - | - | {| , ) と [ 陳 ] キ ー, 聞 人 記 キー を 使っ て 変更 し た い メ モリ の 
内 容 の と ころ へ カー ソル を 移動 し , 新しい 数 値 を タイ プ し て くだ さい . メモ リ の 内 容 も 
変更 され ます . 


エディ ッ ト を 終了 する と き は [srop] キ ー, [crL]+| c | キー, また は | Esc | キー を 押し て 


くだ さい 。 


E コ マン ド を 使用 する 場合 ,. モ ニタ モー ド に 入る 直前 の BASIC の テキ スト 画面 の スク ロ 
ー ル 開始 行 が 0。 スク ロー ル 行 数 が 19 以上 で な けれ ば な り ま せん . スク ロー ル 行 の 設定 
は CONSOLE 命令 で 行い ます . 


11.2 モニ タモ ー ド 


F( フ ィ ル ) コ マン ド 


書式 
機能 
解説 


注意 


F < 開始 アド レス >, < 終了 アド レス >, < 定数 > 
アド レス で 指定 し た 範囲 の メモ リ の 内 容 を 指定 し た 定数 の 値 で 置き 換え ます . 


パラ メー タ は いずれ も 省略 で きま せん . < 定数 > に 設定 する 値 は 16 進数 で 0-FF, 8 進数 
で 0 か ら 377 まで の 値 で す . 


注意 :F コ マン ド で 扱え る 連続 し た メモ リ 空 間 は 最大 64KB で す . 


G( ゴ ー) コ マン ド 


書式 


機能 


解説 


G〔< 実 行 開始 アド レス >]〔, < プレ イク ポイ ント アド レス 1>]〔, < プレ イク ポイ ント アド レ 
スズ な 


指定 し た アド レス に ジャ ンプ し て , そこ か ら 機 械 語 プ ログ ラム の 実行 を 開始 し ます . 


< プレ イク ポイ ント アド レズ | お よび くく プ ブレ イク ポイ ント アド レス 2> に より 。 2 つま で 
ブレ イク ポイ ント を 指定 で きま す . 機械 語 プ ログ ラム の 実行 中 , 実行 アド レス が この ブ 
レイ ク ポ イン ト に 来る と, 実行 は 中 断 さ きれ, モニタ モー ド の プロ ンプ ト に も どっ て きま 
59 
< 実行 開始 アド レス > を 省略 し た 場合 , 最後 に 実行 し た で C コ マン ド の プレ イク ポイ ント が 
実行 開始 アド レス と な り ま す . また , 前 に G コマ ンド を 実行 し て いな い 場 合 に は < 実行 
開始 アド レス > は 省略 で きま せん . 
ブレ イク ポイ ント で 実行 が 中 断 さ れ た 場合 は , CPU の レジ スタ の 値 が 保存 きれ ます . 
ブレ イク ポイ ント に だ 達し た と き に は その アド レス が 次 の よう に 表示 され ます . 

16 進 形式 の 場合 * ま xxxX・ YYYY 

8 進 形式 の 場合 玉 xxXxXX YYYYYY 
と も に , x^x は セグ メン ト ベ ー ス を ,。 yy は オフ セッ ト ア ドレ ス を 示し ます 。 
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I( イ ンプ ッ ト ) コ マン ド 


書式 1 < ポー ト ア ドレ ス > 
機能 入力 ポー ト の 値 ( 入 力 デ ー タ ) を 読み 画面 に 表示 し ます . 


解説 パラ メー タ は 省略 で きま せん . < ポー ト ア ドレ ス > に は 。16 進 形 式 の モー ド な ら ば 0 
FEF, 8 進 形式 の モー ド な ら ば 0377 の 値 を 指定 し ます . 
I コ マン ド を 実行 する と 入力 ポー ト の 値 を 表示 し ます . こ こ で スペ ー ス キー を 押す と 同じ 
入力 ポー ト の 次 の 値 を 表示 し ます .| < り ] キ ー を 押す と 処理 は 終了 し て モニ タモ ー ド の プロ 
ンプ ト が 表示 され ます . 


L( デ ィ ス アセ ンプ ブ プル) コマ ンド 
書式 L〔< 逆 アセ ンプ ブル 開 始 ア ド レス >〕 〔, < 逆 ア セン ブル 終了 アド レス >]〕 
機能 メモ リ の 内 容 を i-8086 相当 の ニー モニ ッ ク コ ー ド に だ 逆 ア セン ブル し て 表示 し ます . 


解説 < 逆 ア セン ブル 開始 アド レス > か ら < 逆 ア セン ブル 終了 アド レス > まで の メモ リ の 内 容 が 
ニー モニ ッ ク に 逆 ア セン プル され ます 。 
< 逆 ア セン ブル 終了 アド レス > を 省略 する と < 逆 ア セン ブル 開始 アド レス > か ら 12 行 分 
が 逆 ア セン ブル され ます . 
< 逆 ア セン ブル 開始 アド レス > を 省略 し て , ヾ ,? (コン マ ) と < 逆 ア セン ブル 終了 アド レス > 
を 指定 し た 場合 は , その 前 に 実行 し た 上 コマ ンド で 逆 ア セン ブル し た 最後 の アド レス の 
次 の アド レス か ら < 逆 ア セン ブル 終了 アド レス > まで の メモ リ の 内 容 を 逆 ア セン ブル し 
ます . 前 に 上 コマ ンド を 使っ て いな い 場 合 は , 0 番地 か ら 逆 アセ ン ブ ル し ます . 
< 逆 ア セン ブル 開始 アド レス > も < 逆 ア セン ブル 終了 アド レス > も 省略 し た 場合 に は , そ 
の 前 に 実行 し た 上 コマ ンド で 逆 ア セン ブル し た 最後 の アド レス の 次 の アド レス か ら 12 行 
分 を 逆 ア セン ブル し て 表示 し ます . 前 に 上 コマ ンド を 使っ て いな い 場 合 は , 0 番地 か ら 表 
示し ます . 
L コマ ンド 実行 中 に , 実行 を 中 断 し た い 場 合 は | crRL | +[ s | キー を 入力 し て くだ さい 実 
行 を 再開 する た め に は , | srop] キ ー, | creL]+|[ c ] キ ー 以 外 の キー を 押し て くだ さい . 
ニー モニ ッ ク の オペ ラン ド は , 現在 指定 され て いる 数 値 形 式 で 表示 され ます . 
L コマ ンド 終了 後に [<J| キ ー の み を 押す と , パラ メー タ を 省略 し て L コマ ンド を 実行 し 
た の と 同じ に な り ま す . 
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注意 : し コマ ンド で 逆 ア セン ブル 可能 な 連続 し た メモ リ 空 間 は 64KB で す . 
し た が っ て , これ を 超え る よう な 動作 を する 命令 , ア ドレ ス ( た と えば , セグ メン ト 間 CALL/ 
JUMP/RET 命令 な ど ) を 逆 ア セン ブル する こと は で きま せん 。. 


M( ム ー プ ブ プ ) コ マン ド 


書式 M< 転 送 す る メモ リ 領 域 の 先頭 アド レス >, < 転送 する メモ リ 領 域 の 最終 アド レス >, < 転送 
先 の 先頭 アド レス > 


機能 メモ リ 内 で , ある 位置 か ら 別 の 位置 へ メモ リ 領 域 の ブロ ッ ク 転 送 を 行い ます . 


解説 パラ メー タ は いずれ も 省略 で きま せん . 転送 の 確認 は D コマ ンド で 行っ て くだ さい . 


注意 : M コマ ンド で は 機械 語 プ ログ ラム セグ メン ト の 最大 メモ リ (64KB) を 超え る よう な 転送 は 
で きま せん 。. 


0( ア ウト プッ ト ) コ マン ド 
書式 0 < ポー ト ア ドレ ス >, < デー タ > 
機能 指定 し た ポー ト ア ドレ ス に , デー タ を 出力 し ます 。 


解説 < ポー ト ア ドレ ス >, < デー タ > は , 16 進 形 式 の モー ド な ら ば 0 へ FF, 8 進 形式 の モー ド な 
ら ば 0377 の 値 で な けれ ば な り ま せん . 
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P( プ リン タス イッ チ ) コ マン ド 


書式 P 
機能 D( ダ ンプ ), L( デ ィ ス アセ ンプ ブル), [creu]+[ p |( ダ ンプ ディ スク ) コマ ンド の 実行 結 果 
を プリ ンタ に 出力 する か どう か を 設定 し ます . 


解説 モニ タモ ー ド に 切り 換 わ っ た 当初 は 。 プリ ンタ スイ ッ チ が OFE” の 状態 と な っ て お 
り , 実行 結果 は プリ ンタ に 出力 され ませ ん .P コマ ンド を 実行 する た びに プリ ンタ スイ ッ 
チ の “ON/, OFE” が 切り 換わり ます . 
プリ ンタ スイ ッ チ の 状態 に 応じ て , モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト が 次 の よう に 変わ り ま す . 


な お 。D, L。 [creL|+| p | 以外 の コマ ンド の 実行 結果 は プリ ンタ へ は 出力 され ませ ん . 


注意 : モニ タモ ー ド を 使用 し て いる と き も , [copy] キ ー を 押す こ と に よっ て 画面 の ハー ドコ ピー 
が と れ ま す . 


S( セ ッ ト ) コ マン ド 
書式 S〔< 開 始 ア ドレ ス >〕 


機能 メモ リ の 内 容 を バイ ト ご と に 表示 し ます . これ を 確認 し て 内 容 を 変更 する こと が で きま 
す . 


解説 ①< 開 始 アド レス > を 指定 し た 後 。 [9] キー を 入力 する と , 次 の 行 に アド レス と 内 容 を 表 
示し , 新しい 内 容 の 入力 待ち に な り ま す . 
h]S9000 
9000 D3 一 邊 
⑨② メ モリ の 内 容 を 変更 する 場合 は 数 値 を タイ プ し ます . する と , メモ リ の 値 が 変更 され 
ます . この あと , スペ ー ス キー を 押す と 次 の アド レス の 内 容 が 表示 され る の で 続け て 
メモ リ の 内 容 を 変更 する こと が で きま す . 変更 を や め る に は | < り ] キ ー を 押し て くだ さき 
い 。 モ ニタ モー ド の プロ ンプ ト に も どり ます 。 


h]S9000 h]S9000 
9000 D3 一 A3 D4 肖 9000 D3-A4 [| 
h] 
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⑧ メ モリ の 内 容 を 変更 し な い 場 合 は , 数 値 を タイ プ せ ず に , スペ ー ス キー を 押し て くだ 
さい 。 内 容 は 変更 きれ な いで カー ソル は 次 の アド レス に 移動 し ます . 
④ カ ー ソ ル を 1 つ 前 に も ど し た い 場合 は | crRL]+| | キー を 押し て くだ さい . 


SSW( セ ッ ト メ モリ スイ ッ チ ) コ マン ド 
書式 SSW〔(< ス イッ チ 番 号 >〕 
機能 メモ リス イッ チ の 内 容 を 表示 し ます . これ を 確認 し て 内 容 を 変更 する こと が で きま す 。 


解説 の スイ ッ チ 番号 を 入力 し な か っ た 場合 は , すべ て の メモ リス イッ チ の 内 容 を 16 進 表 記 2 
桁 で 表示 し , モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト に も どり ます . 
h]SSW 
SW1 SW2 SW3 SW4 SW5 SW6 SW7 
48 05 04 00 00 00 00 
h] 目 
スイ ッ チ 番号 (1…7) を 指定 し た 後 。[ 9] キー を 押す と 次 の 行 に 指定 し た スイ ッ チ の 内 容 
を 表示 し , 数 値 の 入力 待ち に な り ま す . 
h]SSW3 
00- 胃 
メモ リス イッ チ の 内 容 を 変更 する 場合 は 数 値 を タイ プ し ます . する と , メモ リス イッ 
チ の 値 が 変更 され ます . この あと , スペ ー ス キー を 押す と 次 の スイ ッ チ 番号 の 内 容 が 
表示 され る の で 続け て メモ リス イッ チ の 内 容 を 変更 する こと が で きま す . 変更 を や め 
る に は | < り ] キ ー を 押し て くだ さい . モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト に も どり ます . 


h]SSW3 h]SSW3 
00-07 00- 00-07 [H] 
h] 


(④⑥ メ モリ の 内 容 を 変更 し な い 場 合 は , 数 値 を タイ プ せ ず に , スペ ー ス キー を 押し て くだ 
さい . 内 容 は 変更 され な いで カー ソル は 次 の スイ ッ チ の 処理 に 移り ます 。 

スペ ー ス キー を 利用 し な が ら , 1 行 で 全部 の スイ ッ チ の 値 を セッ ト す る こと が で きま 
す 。 最後 の スイ ッ チ の 値 の セッ ト が 終わ る と 自動 的 に モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト に も 
どり ます 


注意 : メモ リス イッ チ の 変更 を 行っ た 後 は ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 5 番 が ON で ある こと を 確 
認 し て , 必ず 一 度 り セット ボタ ン を 押し て 再起 動き せ て くだ さい . これ で メモ リス イッ 
チ の 変更 が 有効 と な り ま す . 
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TM( テ スト メモ リ ) 
書式 TM 
機能 本 体 に 実装 され て いる RAM メモ リ を テス ト し ます 。 


解説 テス ト 対 象 メ モリ 領域 は ユー ティ リティ ヾ switch .n88” の バ メ モリ サイ ズ ? で 設定 され 
て いる 利用 者 メモ リ 領 域 と , シ ステ ム 領 域 ( チ キス ト VRAM, グラフィック VRAM 領域 ) 
CO 


① テ スト メモ リ を 行う 前 に は 。 次 の 命令 を 実行 し て , グラ フィ ッ ク 画 面 の 状態 を 初期 化 
し , テキ スト 画面 状態 を 80 杵 キ ー ド に し て お いて くだ さい . 
SCREEN 0, 2 
WIDTH 80, 25 
⑨② ユ ー テ ィ リ ティ び switchn88” で 設定 され て いる 利用 者 メモ リ 領 域 の サイ ズ (Real 
memory) と BASIC 起動 時 の マイ クロ 診断 に よっ て 正常 と 確認 され た メモ リサ イズ 
(Active memory) と が 一 致し な い 場 合 に は , メ モリ を テス ト す る 前 に 次 の メッ セー ジ 


を 表示 し ます . 
Real memory  : xxxKB 
Active memory : xxxKB 


この 場合 に は な ぜ 相 違 し て いる か を 確認 し た 後 , ファ ンク ショ ン キ ー 以 外 の キー を 押 
す と メモ リ テ ス ト を 開始 し ます . 
⑨③ メ モリ に 異常 が な けれ ば , テス ト 終 了 後 , 
Test complete! 
と 表示 され ます . 
テス トメ モリ 終了 まで の 経過 時 間 は 機種 お よび 環境 設定 に より , 多少 異な り ま す が , 
お よそ 次 の よう に な り ま す . 


利用 者 メモ リ 領 域 経過 時 間 


384KB の 場合 約 15 分 
512KB の 場合 約 20 分 
640KB の 場合 約 25 分 


異常 アド レス を 検出 する と,。 スピ ー カ が 鳴り 異常 発生 の アド レス を 16 進数 5 桁 ( 物 理 
アド レス ) で 表示 し ます . 

(《④ テ スト が 終了 し て も , モ ニタ モード (また は BASIC モー ド ) に は も どり ませ ん . 再 起動 
の 必要 が ある と き は , リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て くだ さい . 
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1 2 ニタ 宅 古 


X( イ グ ザ ミン レジ スタ ) コ マン ド 


書式 X(| <CPU レジ スタ 名 > | 〕 
く <CPU フラ グ 名 > 


機能 CPU の 全 レ ジス タ と CPU フラ グ の 内 容 の 表示 お よび 変更 を 行い ます . 


解説 ① <CPU レジ スタ 名 > に は 次 の よう な レジ スタ の 名 前 を 指定 し ます . 
AX, BX。 CX, DX, SP, BP, SI, DI, CS, DS, SS, ES, IP 
レジ スタ 名 が 指定 で きる の は 16 ビッ ト の ペア レジ スタ の み で す . AH, AL… な ど は 指 
定 で きま せん . 
② <CPU フラ グ 名 > に は 次 の よう な フラ グ の 頭 文 字 を 指定 し ます . 
0 : Overflow 
D : Direction 


・ Zero 
・ Auxiliary Carry 
1 : Interrupt Enable 
T : Trap 
S : Sign 
<CPU レジ スタ 名 >。 <CPU フラ グ 名 > を 省略 し た 場合 は フラ グ の 全 ス テー タス と 全 レ 
ジス タ の 内 容 を 表示 し ます 。 
暫し = っ ピー は 
Ax 0000 
BX 0000 
CX 0000 
DX 0000 
SP FZF6 
BP 0000 
SI 0000 
DI 0000 
CS 0000 


・Parity 


6G か が UM Pk 0 


・ Carry 


FL は 9 個 の フラ グ の ステ ー タ ス を 示し ます . ヾ ON の 場合 に は その フラ グ の 頭 文字 が 
表示 され ます . ヾ OFE? の 場合 に は この 例 の よう に バー? が 表示 され ます . 
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④ <CPU レジ スタ 名 >〉 を 指定 し た 場合 は 。 その CPU レジ スタ 名 と 内 容 を 表示 し 新しい 
値 の 入力 待ち に な り ま す . 
h]XSP 
SP F7F6 邊 
⑤ CPU レジ スタ の 内 容 を 変更 する 場合 は 数 値 を タイ プ し ます . する と , レジ スタ の 値 が 
変更 され ます . この あと , スペ ー ス キー を 押す と 次 の CPU レジ スタ 名 と 内 容 が 表示 さ 
れる の で 続け て CPU レジ スタ の 値 を 変更 する こと が で きま す . 変 更 を 終え る に は [ 0] 
キー を 押し て くだ さい . モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト に も どり ます . 


h]XSP h]XSP 
SP F7F6 0000 SP F7F6 0000[ 記 | 
BP 0000 h] 


⑥ 内 容 を 変更 し な い 場 合 は , 数値 を タイ プ し な いで | <J] キ ー を 押し て くだ さい . モ ニタ モ 
ー ド の プロ ンプ ト に も どり ます . また , スペ ー ス キー を 押す と 次 の レジ スタ の 処理 へ 
移り ます . 

⑦ <CPU フラ グ 名 > を 指定 し た 場合 は 。 その フラ グ の 現在 の ステ ー タ ス が 表示 され ま 
すゞ ヾ ON? の 場合 は 1, “OFF” の 場合 は 0 が 表示 され , 新しい ステ ー タ ス の 入力 待ち 
と な り ま す . 内 容 を 変更 する 場合 に は 新しい 値 を タイ プ し て [| < り ] キ ー を 押し て くだ さ 
い 。 フ ラグ の 内 容 を 変更 し た の ち , モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト に も どり ます . 
変更 し な い 場合 は , 新 し い 値 を タイ プ し な いで | | キー を 押し て くだ さい . フ ラグ の 内 
容 は 変更 きれ ず モ ニタ モー ド の プロ ンプ ト に も どり ます . 

⑧X( イ グ ザ ミン レジ スタ ) コ マン ド で レジ スタ や フラ グ の 値 を 変更 し た 場合 , 有効 と な 
る の は G( ゴ ー) コマ ンド て で 機械 語 プ ログ ラム を 実行 する 場合 だ け で す . BASIC に も ど 
る と き は 有効 で は あり ませ ん . 
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MM2 SE モニ グ 衝 中 


[grp] [crRu]+| * (コマ ンド の 使い 方 の 表示 ) コ マン ド 


書式 


機能 


[FEup キー また は [creL]+| * ] キ ー を タイ プ し ます . 


モニ タモ ー ド で 使用 で きる コマ ンド の 種類 と その コマ ンド の パラ メー タ が 画面 に 表示 さき 
じ ま 95 


| cr]+| 5 |(BASIC へ も どる ) コ マン ド 
書式 [creul+| キー を タイ プ し ます . 


機能 モニ タモ ー ド か ら BASIC モー ド に も どり ます . 


[crRul+[ p |( ダ ンプ ディ スク ) コ マン ド 


書式 


機能 


解説 


注意 


[creLl+[ 5 | < ドラ イブ 番号 > 〔(, < サー フェ ス 番 号 〉], < 表示 開始 セク タ の トラ ッ ク 番 
号 〉, < 表示 開始 セク タ の セク タ 番 号 〉 〔, < 表示 終了 セク タ の トラ ッ ク 番 号 〉, < 表示 終了 
セク タ の セク タ 番 号 >〕 


ディ スク の 内 容 を 画面 に 表示 し ます . 


< ドラ イブ 番号 >〉 に は ダン プ を 行う ドラ イブ の 番号 を 指定 し ます . 

< サー フェ ス 番 号 > に は ダン プ を 行う ディ スク の サー フェ ス 番 号 を 指定 し ます . 複数 サー 
フェ ス を も つ ド ライ ブ の 場合 は 必ず 指定 し て くだ さい . 

< 表示 終了 セク タ の トラ ッ ク 番 号 > と < 表示 終了 セク タ の セク タ 番 号 > の 指定 を 省略 し た 
場合 は 表示 開始 セク タ だ け 表 示し ます . 

実行 を 中 止 し た い 場 合 は , [srop] キ ー ま た は , | creL]+[ c ] キ 一 を タイ プ し て くだ さい . 
また , 一 時 中 断 し た い 場合 に は | crRL | | s | キー を タイ プ し 再開 する と き は | srop | [ crRu|+ 
[| c | キー 以外 の キー を 押し て くだ さい . 


[crmu]+[ 5 ] コ マン ド で は 異な っ た な ト ラック 間 に わ た っ て ダン プ を 行う こと は で きま せ 
ん . 
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[cre]+[ R (リー ド デ ィ スク ) コ マン ド 


書式 [creu|+| R | < ドラ イブ 番号 〉〔(, < サー フェ ス 番 号 >)。 < ト ラック 番 号 〉, < セク タ 番 
号 >〉, < 開始 アド レス >, < 終了 アド レス > 


機能 ディ スク か ら メ モリ に デー タ を ロー ド し ます . 


解説 く < ドラ イブ 番号 >。 < サ ー フ ェ ス 番号 >,。 < トラ ッ ク 番 号 >。 く < セクタ 番号 > で 表 さ れる ディ ス 
ク の アド レス か ら メ モリ 上 の < 開始 アド レス > 一 < 終了 アド レス > へ デー タ を 読み 込み ま 
9 2 


[ermul+[ w |( ラ イト ディ スク ) コ マン ド 


書式 | crRL|+| w | < ドラ イブ 番号 > 〔(, < サー フェ イス 番号 >}。 < トラ ッ ク 番 号 〉, < セク タ 番 
号 〉, < 開始 アド レス >, < 終了 アド レス > 


機能 メモ リ の 内 容 を ディ スク に セー ブ し ます .。 


解説 メモ リ 上 の < く 開 始 ア ド レス >ー< く 終了 アド レス > で 表 さ れる メモ リ の 内 容 を , < ドラ イブ ゴ 番 
号 >。 < サー フェ ス 番 号 >,。 < ト ラッ ク 番 号 >。 く < セクタ 番号 > で 表 さ きれ る ディ スク の アド レ 
ス を 先頭 セク タ と し て , 連続 し た ディ スク の アド レス へ 書き 出し ます . 


注意 : この コマ ンド は ディ スク に 直接 書き 込み を 行う の で 注意 し て くだ さい . 
特に SCSI 固 定 デ ィ ス ク で 複数 ドラ イブ を 使用 し て いる 場合 は 。 ドラ イブ 番号 の 指定 に 注 
意 し て くだ さい 。 
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付 錠 A 


メモ リマ ッ プ 


Naa-BASIC(86) の メモ リ 構 成 は 次 の よう に な っ て いま す . 


1 または! : メモ リ が 使用 され て ゆく 方 向 を 示し て いま す . 
に : 使用 され て いる エリ ア を 示し て いま す . 
: FRE 関数 で 大 き さ を 知る こと が で きる 領域 を 示し ます . 


Fn 


Cn 


(概略 図 ) 
最上 位 ア ドレ ス 
機械 語 プ ログ ラム 


セグ メン ト 
(Cz) 


配列 デー タ 
セグ メン ト 。(G4) 


シン ボル テー ブル 
セグ メン ト 


で ー 評 一 


SCSI 固 定 デ ィ ス ク 
制御 用 バッ ファ 
セグ メン ト 


DISK CODE 


テキ スト セグ メン ト 


最 下位 アド レス 


10000 


に | | 


00600 


物理 
アド レス 


た と えい ぱ ば, F0 は , fre(0) で 知る こと が で きま す . 


: CLEAR 命令 に より 確保 で きる 領域 を 示し て いま す . 


た と えば 、C2 は CLEAR 命令 の 第 2 パラ メー タ で 確保 し ます . 


概略 図 左側 の アド レス : 物理 アド レス を Il6 進数 で 示し て いま す . 
詳細 図 右側 の アド レス : セグ メン ト 内 アド レス (相対 アド レス ) を 1I6 進数 で 示し て いま す 


機械 語 プ ログ ラム 
未 使 用 エリ ア 
機械 語 プ ログ ラム 
ha 


配列 デー タ 

NNOR 
NNNNWLA 

ワー クエ リア 


(詳細 図 ) 人 


未 使用 配列 デー タ 
エリ ア (Fs) 


NMMWN 
格納 エリ ア 


未 使用 シン ボル 
テー ブル エリ ア (F。) 


シン ボル 
テー ブル エリ ア 


PA 


1 ぞ 0 フ ァイル 
バッ フ ァ エ リア 


レス 
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付録 人 メモ リマ ッ プ 


圏 シ ステ ム エ リ ア と 5 つの セグ メン ト 
メモ リ 全 体 は ,。 シス テム エリ ア と DISK CODE と 5 つの セグ メン ト に 区 分 され て いま す . 


2 災 テ ナム 3 リア 


・ テ キス ト セ グ メ ント 


・DISK CODE 


・SCSI 固 定 デ ィ ス ク 制 御用 バッ ファ セグ メン ト 
*・ シン ボル テー プレ セグ メジ ント 

・ 配 列 デ ー タ セグ メン ト 

・ 機 械 語 プ ログ ラム セグ メン ト 


メモ リマ ッ プ に つい て 解説 し ます 。 解説 中 の [ ] は 物理 アド レス (16 進数 5 杵 )。( ) は セグ 
メン ト 内 アド レス (相対 アド レス) (16 進数 4 桁 ) を 示し ます . 


人 @ ひ シス テム エリ ア 
[0 一 00600] 


テキ スト セグ メン ト 


[00600 一 10000] 
(0~1CFF) 
(1D00 一 t。) 


(t。 ー て 1t。) 


(ta て t。) 


(t。 < て t, ) 


(4 一 t。) 


割り 込み ベク タ , 入出 力 制 御 作 業 エ リア な ど に 使用 する . 


BA66C イン タブ リ み の ウー クエ リア プア, 

I/O ファ イル バッ ファ エリ ア あ る い は 接続 され て いる ディ スク 装置 の 管 
理 情報 領域 。 そ の 他 。 

BASIC の 起動 時 に 確定 され る . 

テキ スト エリ デア 。 

BASIC プロ グラ ム が 格納 され る . 下 位 ア ドレ ス か ら 上 位 方 向 に エリ ア を 
使用 する . 

デー タス タッ ク (演算 スタ ッ ク )。 

上 位 ア ドレ ス か ら 下 位 方 向 に エリ ア を 使用 する . 

CLEAR 命令 に より サイ ズ を 変え る こと が で きる 。. 

ジジ 2 ムズ ペタ タグ 。 

上 位 ア ドレ ス か ら 下 位 方 向 に エリ ア を 使用 する . 

未 使用 テキスト エ リア . 

FRE(1) 関数 で 大 き さ を 知る こと が で きる 。. 


注意 : サウ ンド ,GP-IB, RS-232C( 第 2 回 線 プ 第 3 回 線 ) な どの 拡張 機能 使用 時 は tt。 の 間 が 
シス テム に より 使用 3 きれ ます . この 分 だ け テ キス ト エ リア が 少な く な り ま す . 
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付録 人 メモ リマ ッ プ 


久 DISK CODE 
[10000-b] DISK モー ド BASIC 起動 時 に DISK CODE が ロー ド され る 。. 


・DISK CODE の サイ ズ に つい て 
DISK CODE の サイ ズ は シス テム の 起動 形態 に よっ て 異な り ま す .。 メモ リ に ロー ド さ れる サ 
イズ は 次 の と お り で す . 


標 準 24KB 

Al 逐次 変換 AI 連 文 節 変換 逐次 変換 , 連 文節 変換 入力 を 選択 し た 場合 十 121KB 
単 文節 変換 入力 機能 の 場合 十 42KB 
拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド で シス テム が 起動 され た 場合 十 22KB 


拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 が 選択 され た 場合 十 8KB 

モニ タモ ー ド を 使用 する 場合 十 17KB 
電話 制御 機能 を 使用 する 場合 十 20KB 
拡張 フォ ー マ ッ ト の 固定 ディ スク を 使用 する 場合 十 18KB 
SCSI 固 定 デ ィ ス ク を 使用 する 場合 十 17KB 


例 1) Al 乏 次 変換 AI 連 文節 変換 逐次 変換 , 連 文 節 変換 入力 機能 を 使用 する 場合 
標準 DISK CODE(24KB) 十 AI 逐次 変換 AI 連 文 節 変換 逐次 変換 。 連 文節 変換 
入力 手続 き (121KB) 一 145KB 


例 2) 単 文節 変換 入力 機能 を 使用 する 場合 
標準 DISK CODE(24KB) 十 単 文節 変換 入力 手続 き (42KB) 一 66KB 


例 3) AI 逐次 変換 , AI 連 文 節 変換 , 逐次 変換 , 連 文節 変換 入力 機能 に 加え 拡張 グラ フィ ッ ク 
モー ド を 使用 する 場合 
標準 DISK CODE(24KB) 十 AI 逐次 変換 、 AI 連 文節 変換 , 逐次 変換 , 連 文節 変換 
入力 手続 き (121KB) 十 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク 手 続き (22KB) 一 167KB 


例 4) 日 本 語 入 力 機 能 は 使用 せ ず , 拡張 グラ フィ ッ ク モ ー ド を 使用 する 場合 
標準 DISK CODE(24KB) 十 拡張 グラ フィ ッ ク 手 続き (22KB) 一 46KB 


ROM モー ド BASIC の 場合 DISK CODE は 必要 と し ませ ん の で , [10000] か ら シ ン ボ ル テ ー 
プル セグ メン ト が と られ ます 。 


@SCSI 固 定 デ ィ ス ク 制 御用 バッ ファ セグ メン ト 
[bs] SCSI 固 定 デ ィ ス ク の 入出 力 制御 を 行う た め の エ リア . アク ティ ブ な BASIC 
領域 の ある SCSI 固 定 デ ィ ス ク が 接続 きれ て いな い 場 合 に は 確保 され な 
いふ 。 
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付録 人 メモ リマ ッ プ 


@ シ ン ボ ル テ ー ブ ル セ グ メン ト 


[s て a] 


(0100 一 si) 


(sa て es,) 


(Ss 一 Ss) 


(sz 一 S) 


シン ボル テー ブル セグ メン ト 全 体 の サイ ズ は CLEAR 命令 に よる 配列 デ 
ー タ セグ メン ト サ イ ズ の 増減 に より 変化 する . 

シン ボル デー ジ 少 エッ リア 。 

ラベ ル , 変数 名 , 関数 名 と その 属性 , 数 値 型 の 変数 デー タ の 値 を 格納 す 
る . 

下位 アド レス か ら , 上 位 方 向 に エリ ア を 使用 する . 

文字 型 変数 の スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ も この エリ ア に 格納 され る . 
スト リル ング レク デリ デ 。 

文字 列 の 演算 の た め の 作業 エリ ア . 2K バイ ト の 領域 。 

スト リン グ 格 納 エ リア . 

上 位 ア ドレ ス か ら 下 位 方 向 に エリ ア を 使用 する . 文字 型 変数 ある い は 文 
字 型 配列 変数 に 代入 きれ る 文字 列 は この エリ ア に 格納 され る . 

未 使用 シン ボル テー ブル エリ ア 。 

FRE(0) 関数 で 大 き さ を 知る こと が で きる 。. 


注意 : シン ボル テー ブル セグ メン ト の 大 き さ は 最大 64KB で す . 


念 配 列 デ ー タ セグ メン ト 


[am] 
(0 て ai) 


(az 一 a。) 


CLEAR 命令 に より サイ ズ を 変え る こと が で きる 。. 

数 値 型 配列 の デー タ と 文字 型 配 列 の スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ が 格納 さ 
れる . 下位 アド レス か ら 上 位 方 向 に エリ ア を 使用 する . 

未 使 用 配列 デー タ エ リ ア . FRE(3) 関数 で 大 き さ を 知る こと が で きる 。. 


注意 : 1 つの 数 値 型 配列 変数 の 大 き さ は 最大 64KB で す . 


食 機 械 語 プ ログ ラム セグ メン ト 


[mh] 


(0 て mi) 


(mi 一 mz) 
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機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る た め の エ リア . BASIC シス テム に 干渉 さ 
れ な い 。 

この m 番 地 は , CLEAR 命令 の 第 2 パラ メー タ に より , セグ メン トペ ベー 
ス 値 ( 物 理 ア ドレ ス を 16 で 割っ た 値 ) で 定義 する . 

機械 語 プ ログ ラム で 使用 する エリ ア . 下位 アド レス か ら 上 位 方 向 へ エリ 
ア を 使用 する . 

機械 語 プ ログ ラム の 未 使用 エリ ア . 


付録 人 メモ リマ ッ プ 


圏 メ モリ の 使用 状況 
FRE 関数 を 使っ て メモ リ の 使用 状況 を 知る こと が で きま す . 


FRE(0) 三 未 使用 シン ボル テー ブル エリ ア (F0O) ( ニ s。 一 s。) 
FRE(1) 三 未 使用 テキ スト エリ ア (F1) ( ニ t。 一 t) 
FRE(2) = ニ F0 十 F1 

FRE(3) = 未 使用 配列 デー タ エ リ ア (F3) (= ニ a。 一 a。) 


圏 メ モリ 領域 の 配分 ・ 確 保 
CLEAR 命令 を 使い ます . メモ リマ ッ プ と CLEAR 命令 の パラ メー タ と の 関係 を 示し ます . 


CLEAR (< ダミ ー パ ラメ ー タ >〕 〔, < メモ リ の 上 限 >] ([, < スタ ッ ク の 大 き さ 〉〕 〔, < 配列 デ 
ー タ 領域 の 大 き さ >〕 
ミー パラ メー タ  : 省略 する こと 。 た だ し CLEAR 直後 の コン マ (。) は 必要 . 
メモ リ の 上 限 ・m の 値 . BASIC が 使用 する メモ リ の 上 限 値 で , 機械 語 プ 
ログ ラム セグ メン ト の 先頭 番地 に 等 し い . 実装 メモ リ の 
上 限 (h) と は 違う 点 に 注意 . 
スタ ッ ク の 大 き さ ・Ca( デ ー タ スタ ッ ク ) の 値 。 
配列 デー タ 領 域 の 大 き さ : C。( 配 列 デ ー タ セグ メン ト ) の 値 . 
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付 角 B 


デー タ の 内 部 形式 


一 変数 の 型 
次 の 4 種類 の 変数 の 型 が あり ます . 


単 精度 実数 弄 4 バイト DEFSNG |  ! | AB,AB! 


* 型 定 言 文 が な いと き は DEFSNG が 実行 され た も の と し て 処理 され る . 
*※ 変数 に 型 宣言 文字 を つけ な いと 型 宣 言 文 で 指定 し た 型 と な る . 


圏 変 数 の メモ リ 表 現 と デー タ 形 式 
BASIC で 扱う 変数 が メモ リ 上 で どの よう に 表現 きれ て いる か を 図解 し ます . 
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付録 B デー タ の 内 部 形式 


人 の 整数 型 変数 

メモ リ 表 現 
下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 
1 バイト 可変 長 2 バイ ト 


ャ ーーー ペーーーーーーーーー ツ ーーーーーーーーー の ーーーー ツ ーー 


変数 の 型 変数 名 変数 の 値 の デー タ 


*02” は 変数 が 整数 型 で も る こと を 表す . 


(変数 名 の 長 さ ) 1 先頭 文字 を 除い た 残り の 変数 名 (可変 長 ). 
偶数 バイ ト に 調整 され る . 


例 ) 変数 名 が ABCDEFG96 の 場合 
06 42 43 45 46 47 


変数 の 値 | 。 に 変数 の 値 の 下位 パイ ト が 格納 され , bz に 上 位 パイ ト が 格納 され て いる . 


下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 


企 衝 ピッ 1 ( 0 が 正 数 , 1 が 負数 ) 
整数 の 表現 範囲 16 進 数 7FFF 一 8000 (2 の 補 数 表現 ) 
10 進 数 32767 一 一 32768 
この よう に , 2 の 補 数 表現 で 表す . 
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付録 B デー タ の 内 部 形式 


@ 単 精度 実数 型 変数 
メモ リ 表 現 
て 下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 
1 バイ ト 可変 長 4 バイ ト 
ーー ンーーーー ーー ーーーー ニ ーー テキ ーーー ーーー: 
変数 の 型 変数 名 変数 の 値 の デー タ 


*04* は 変数 が 単 精度 実数 型 で も る こと を 表す . 
格納 の され 方 は 整数 型 の 場合 と 同じ . 


六 bi bz。 bs。 b。 に は 変数 の 値 の デー タ が 格納 され て いる . 


ー タ 形式 


下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 


23 22 21 20 19 18 17 16 ーー ーー /。 6 9 生き 2 HH 大 


人 
仮数 部 の 符号 ピット (0 が 正 数 1 が 負数 ) 
ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ヘ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ン ーーーーーーーーー ツ ーーーーーーーー ご 
仮数 部 24 ピ ッ ト (小数 部 は 23 ピ ッ ト ) 指数 部 8 ピッ ト 


・ 仮 数 部 は 24 ビ ピット か ら な り , その う ち 最上 位 の 1 ビット は 符号 表示 , 残り 23 ピ ビット が 小数 部 を 表す . 
実際 の 仮数 の 値 は , この 23 ピ ッ ト 分 の デー タ の 左側 に 小数 点 が あり , さら に その 左 に 1 が ある も の と し て 
扱わ れ る . 

・ 指 数 部 は 8 ピッ ト か ら な り , その 表現 形式 は 16 進 数 で , 81H を 0 と し , 82H を 1, 80H を 一 1 と し て 表現 し 
て いる . FFH は 126, 01H は 一 128. 
00H は 仮数 部 に どん な デー タ が 入っ て いて も , この 変 数 の 値 を 0 と する . 


ーッ 計 4 
2 お 
この 変数 の 値 を 0 に する . 
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付録 B デー タ の 内 部 形式 


人 倍 精 度 実数 型 変数 
メモ リ 表 現 
< 下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 
1 バイ ト 可変 長 8 バイ ト 
回 軒 軒 還 証 是 是 証 国 団 図 回 較 加 回 較 加 
トーー ブ ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
変数 の 型 変数 名 変数 の 値 の デー タ 
*08* は 変数 が 倍 精 度 実数 型 で ある こと を 表す . 
格納 の され 方 は 整数 型 の 場合 と 同じ 
才 数 の 値 | b, 一 ba に は 変数 の 値 の デー タ が 格納 され て いる . 
デー タ 形 式 
ーー 下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 


1 
仮数 部 の 符号 ビッ ト (0 が 正 数 1 が 負数 ) 
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ューーーー ッ ーーーー 
仮数 部 56 ビ ピッ ト (小数 部 は 55 ビ ッ ト ) 指数 部 8 ビッ ト 
・ 仮 数 部 は 56 ビ ピット か ら な り , その うち 最上 位 の 1 ビッ ト は 符号 表示 , 残り 55 ビ ピッ ト が 小数 部 を 表す . 


実際 の 仮数 の 値 は 。 この 55 ビ ピット 分 の デー タ の 左側 に 小数 点 が あり , さら に その 左 に 1 が ある も の と し て 
扱わ れる . 


・ 指 数 部 は 8 ビッ ト か ら な り , その 表現 形式 は 単 精度 実数 型 と 同じ . 


付録 B デー タ の 内 部 形式 


人 @ 文 字 型 変数 
メモ リ 表 現 
下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 
1 バイ ト 可変 長 4 バイ ト 
回 商 約 本 計 欄 EWT 回 因 
変数 の 型 変数 名 変数 の 値 の デー タ 


(スト リン グ デ ィ ス クリ プ ブタ ) 


^03” は 変数 が 文字 型 で ある こと を 表す . 
格納 の され 方 は 整 値 型 の 場合 と 同じ . 


委 数 の 仁 | bb。b。。 b。 に は 変数 の 値 に 関す る デー タ が 格納 され て いる . 


下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 


文字 列 の リロ ケー アド レス の アド レス の 
長 さ ショ ン 上 位 パ イト 下位 バイ ト 
コー ド 


文字 列 が 格納 され て いる 先頭 番地 
(相対 アド レス ) 


・ リ ロケ ーション コー ド は 文字 列 が 格納 され て いる セグ メン ト を 表す . 
00 : スト リン グ 格 納 エリ ア (シン ボル テー ブル セグ メン ト 内 ) 
02 : テキ スト セグ メン ト 
04 :| プ 0 ファ イル バッ ファ (テキ スト セグ メン ト 内 ) 
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付録 C 
ディ スク の 内 部 構造 


還 ト ラッ ク と セク タ 

フォ ー マ ッ ト さ れ た ディ スク は トラ ッ ク と セク タタ と いう 単位 に 分 割 さ れ ま す . 

トラ ッ ク と は , ディ スク の 外周 か ら 内 周 に 向かっ て 同心 円 上 に 並ん だ 部 分 の こと で , 外側 か 
ら 順 に トラ ッ ク 0, トラ ッ ク 1。 トラ ッ ク 2…… と 番号 が 振ら れ て いま す . 

セク タ は 各 ト ラッ ク を 扇形 に 分 割 し た 部 分 で 。 セ クタ 1, セ クタ 2…… と 番号 が 振ら れ て いま 
す 。 ディ スク の 読み 書き は この セク タ 単 位 に 行わ れ ま す . 

トラ ッ ク と セク タ の 数 は ディ スク の 種類 に よっ て 異な り ま す . 


セク タ 1 
トラ ッ ク 0 
クン NM 


セク 3 


また , ディ スク の 面 の こと を “サーフェス” と いい 。 サー フェ ス 0,。 サー フェ ス 1…… と 番号 
が 振ら れ て いま す . 

ディ スク 内 で サー フェ ス 番 号 。 トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 指定 すれ ば 固有 の セク タ を 指し 
示す こと が で きま す . これ を ディ スク の アド レス と 呼び ます . 


ディ スク の 内 部 構造 (3.5 イン チ , 5 イン チ 2HD お よび 8 イン チ 2D の 場合 ) 


ンタ: 全 


セク タ 26 セク タ 2 
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ディ スク の 物理 的 構造 は 次 の と お り で す 


ー フ ェ ス | トラ ッ ク クラ スタ 
ディ スク タイ プ 2 当り の 当り の 
トラ ッ ク 数 | セク タ 数 | セク タ 数 


3997 ゲ デ ッ 5 イジ チ 
2DD( 両 面 倍 密度 倍 ト 

テッ グ り 

3 イト クチ 51 ジ チ 

2HD( 両 面 高 密度 倍 ト 2 
ラッ ク ),8 イ ンチ 2D( 両 
面 倍 密度 ) 


従来 イン タフ 
ェ ー ス の 
固定 ディ スク 


an 20MB 47 1680 141 1675 
に -e ず う 40MB 47 3432 329 3423 
130MB 64 7200* 576 7189 * 


・ セ クタ の 大 き さ は , 一 部 の 例外 を 除い ぃ て 256 バイ ト の 共通 の 値 に な っ て いる . 3.5 イン チ ,5 イン チ 2HD 
お よび 8 イン チ 2D ディ スク の 場合 , サー フェ ス 番 号 0. トラ ッ ク 番 号 0 は 1 セク タ 128 バイ ト で フォ ー 
MM ト さ れ て いる 。 直接 読 み 書き し よう と する と エラ ー に な る 。 

固定 ディ スク の 場合 。 最 内 周 の トラ ッ ク は 診断 用 に 予約 され て いる 。 
・ 従 来 イ ンタ フェ ー ス の 固定 ディ スク (20MB) の 場合 。 307 トラ ッ ク の サー フェ ス 4 へ 7 は 使用 不可 . 
・ 従 来 イ ンタ フェ ー ス の 固定 ディ スク (40MB) の 場合 。 601 トラ ッ ク ー613 トラ ッ ク は 使用 不可 . 
・※* は 120MB の 領域 を 確保 し た 場合 


圏 ク ラス タ 
ディ スク の 読み 書き の 最小 単位 は 1 セク タ で す が , 使用 ・ 未 使用 に つい て は クラ スタ が 最小 単 
位 に な り ま す . 


| 四 還 昌 :: 是 還 


グ グ ウタ クラ スタ Er) クラ スタ 


クラ スタ は 具体 的 に は 複数 の セク タ が 集まっ た も の で す . ク ラス タ の 大 き さ ( ク ラス タ 中 の セ 
クタ 数 ) は ディ スク の 種類 に よっ て 異な り ま す 。 
ディ スク の クラ スタ の 大 き さ と 総数 は 前 の 表 の よう に な っ て いま す . 
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圏 デ ィ ス ク の 読み 書き 
BASIC に は ディ スク を 読み 書き する 方 法 が 2 と お り 用 意 き れ て いま す . 


@ フ ァイル 単位 に 読み 書き する 方 法 

通常 , BASIC で 行う ディ スク の 読み 書き は ファ イル 単位 に 行わ れん ます . この と き に は ユー ザ が 
ー は ファ イル 名 を 指定 すれ ば よく , ディ スク の アド レス を 意識 する 必要 は あり ませ ん . これ は , 
ユー ザー が ファ イル を 指定 する と, BASIC の ファ イル シス テム が ディ レク トリ や FAT な どの フ 
ァイル の 管理 情報 を 調べ て , これ を も と に その ファ イル の ディ スク 内 で の アド レス (サー フェ ス 
番号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 ) を 計算 し , ディ スク へ の アク セス を 行う か ら で す . この と 
き , ディ スク へ の 読み 書き の 最小 単位 は セク タ で す が , 管理 は クラ スタ 単位 で 行わ れん ます. 


BASC シ ステ ム 


ーー 本 ーーー の 
レ ーー 
ファ イル 名 3 人 I 
セク タ 番 号 


⑱ デ ィ ス ク の アド レス を 直接 読み 書き する 方 法 
DSKO$ 命 令 , DSKI$ 関 数 を 使っ て 行い ます . 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク お よび 従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 ディ スク の 場合 

DSKO$ 命 令 , DSKI$ 関 数 を 使っ て ,。 ドラ イプ ブ 番号, サーフェス 番号 , トラ ッ ク 番 号 。 セ クタ 
番号 で ディ スク の アド レス (物理 的 な 位置 ) を 指定 する こと に より , ディ スク に 直接 に 読み 書き 
し ます 。 


SCSI 固 定 デ ィ ス ク の 場合 

SCSI 固 定 デ ィ ス ク で は , ディ スク 内 部 を 複数 の BASIC 領 域 に 分 割 し , 同時 に 最大 4 つの BASIC 
領域 を 使用 する こと が で きま す . それ ぞ れ の 領域 が 別 の 独立 し た ドラ イブ と し て 割り 当て られ 
ま 9 

この た め , DSKO $ 命令 , DSKI $ 関数 に お いて ディ スク の 直接 読み 書き 時 に 指定 する トラ ッ 
ク 番 号 は 。 各 ド ライ ブ 内 で の 相対 的 な トラ ッ ク 番 号 と な り ま す . 

た と えば , 20MB の SCSI 固 定 デ ィ ス ク に 100 ト ラッ ク か ら 始 まる 5 MB の 領域 を 確保 する と, 
物理 的 な 100-204 ま で (トラ ッ ク 数 は 105) の トラ ッ ク が 1 つの ドラ イブ と し て 認 識 さ れる よう 
に な り ま す . この 場合 , その ドラ イブ に は 0-104 番 (合計 105 個 ) まで の 相対 的 な トラ ッ ク 番 号 
が 割り 振ら れる こと に な り ま す . 
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この 相対 トラ ッ ク 数 は DSKF 関 数 を 使っ て 得る こと が で きま す . 


相対 トラ ッ ク 数 =DSKF(n , 0) 十 1 
(nm は ドラ イブ プ 番 号 を 表し ます ) 


また , 指定 で きる トラ ッ ク 番 号 の 大 き さ は , 固定 ディ スク の 種類 や 各 ド ライ ブ に 割り 当て た 
トラ ッ ク 数 に よっ て 異な り ま す が , 最大 の 大 き さ は 次 の よう に な り ま す . 


SCSI 固 定 デ ィ ス ク の 種類 サー フェ ス 当 り の トラ ッ ク 数 の 最大 値 


20MB 420 
40MB 429 
130MB 720 


注意 : SCSI 固 定 デ ィ ス ク に 確保 で きる 1 つの BASIC 領 域 は ,120MB ま で と いう 制限 が あり ます . 


な お ,。 サー フェ ス 番 号 。 セク タ 番 号 に は 。 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 。 従来 イン タフ ェ ー ス の 固定 
ディ スク の 場合 と 同様 に ディ スク 装置 の サー フェ ス 番 号 , セク タ 番 号 を 指定 し ます . 


圏 ク ラス タ 番 号 と ディ スク の アド レス と の 関係 

クラ スタ に は 固有 の 番号 が つけ られ て お り , クラ スタ 0。 ク ラス タ 1。 ク ラス タ 2。…… と 番号 
が 振ら れ て いま す . ディ スク の アド レス (物理 的 な 位置 ) と の 対応 関係 は 次 の 式 で 知る こと が で 
きま す . ディ スク の 領域 を 物理 的 に 読み 書き する 際 の 参考 に し て くだ さい . 


トラ ッ ク 番 号 ペ サー フェ ス 数 士 サー フェ ス 番 号 


ンク クラ スタ 当り の トラ ッ ク 数 


(小数 点 以 下 は 切り 捨て ) 


な お , SCSI 固定 ディ スク の 場合 , クラ スタ 番号 と トラ ッ ク 番 号 は ドラ イブ 内 で の 相対 的 な 番 
号 で す 。 
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田 管 理 テ ー ブ プル 

ファ イル の 管理 情報 が 書き 込ま れる ディ スク の 領域 を 管理 テー ブル と いい ます . 管理 テー ブ 
ル の 中 に は , DIR( デ ィ レ クト リ ),。 EAT( フ ァイル 領域 管理 テー ブル ), ID の 3 つの テー ブル が 
作ら れ ま す 。 


@ デ ィ レ クト リ 

ディ スク 上 の ファ イル を 管理 する た め の 表 で す . 格納 され て いる すべ て の ファ イル に 対し て 
ファ イル の 名 前 , 属性 , 格納 され て いる 場所 (その ファ イル が 格納 され て いる 先頭 の クラ スタ 番 
号 ) が 16 バイ ト の 制御 情報 と し て 記録 きれ ます . 

な お , ファ イル が 格納 され て いる 先頭 の クラ スタ 番号 を 示す エリ ア の バイ ト 数 は , 固定 ディ 
スク で は 2 バイ ト , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で は 1 バイ ト と な っ て いま す . 


ディ レク トリ の 情報 


男 ま ディ スク 


内 容 位 置 大 き さ 位 置 大 き さ 
(バイ ト ) (バイ ト ) (バイ ト ) 了 ト ) 


問答 欄 た | 一 に 

上 
ーー 

上 1 

二宮 EE は 107 


属性 を 表す 1 バイ ト は 次 の よう な 意味 を 持っ て いま す . 


が se 5 、、 4 まし の 計 條 = = の ビッ f 価 重 


1 : 機械 語形 式 

: 書き 込み 可能 

1 : 書き 込み 禁止 

: エディ ッ ト 可 能 
1 : エディ ッ ト 禁 止 (P オ プシ ョ ン ) 

和 : 書き 込み 確認 (リー ドア フタ ー ラ イト ) を 行わ な い 
1 : 書 き 込 み 確 認 ( リ ー ド アフ ター ライ ト ) を 行う 

: アス キー(ASCI)) 形式 
1 : 非 ア スキ ー(ASCI) 形式 


ファ イル 名 の 先頭 バイ ト の 内 容 が &HFF の と き , そ の ディ レク トリ は 未 使用 で ある こと を 示 
し ます . また , 色 是 00 の と き は 削除 (KILL) され た ファ イル で ある こと を 示し ます . 

ディ スク の 種類 に より 扱え る ファ イル 数 は 異な り ま す . 各 デ ィ ス ク で 扱え る ファ イル の 数 は 
ディ レク トリ の 大 き さ と クラ スタ の 大 き さ に より 決ま り ま す . 
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@ FAT 

FAT( フ ァイル 領域 管理 テー ブ プル) は, ファ イル が 使用 する ディ スク 領域 を 管理 する た め の 表 
で す .。 FAT に は クラ スタ ご と に 1 バイ ト ( フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 )。 また は 2 バイ ト ( 固 定 
ディ スク の 場合 ) の 領域 (エン トリ ) が 用 意 き れ て お り , その クラ スタ が 使用 され て いる か , 使用 
きれ て いな いか の 状態 を 示し て いま す . この FAT の 情報 を 見 る と それ ぞ れ の ファ イル が どの ク 
ラス タ に セー プ さ れ て いる か を 知る こと が で きま す . 

BASIC で ファ イル の 読み 書き を 行っ た 場合 , BASIC の ファ イル シス テム が どの よう に し て 
ディ スク の へ の アク セス を 行う か を ディ レク トリ と FAT の 関係 で 図解 し ます . 


ディ レク トリ , お よび FAT 利用 の 一 例 
例 ) LOAD "PROG .BAS" を 実行 し た 場合 


ディ レク トリ PROG : BAS : 509: 

(FAT の バイ ト 番号 ) 一 一 > 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

PT | |IwIe| |oloeflrlwl | 

(クラ スタ 番号 ) 8 9 10 11 12 13 14 15 
ユー ザー 領域 1 ーー 。 1 


PROG.BAS の 内 容 


① BASIC は ディ レク トリ に PROG . BAS” が ある か どう か を 捜し ます . 

② デ ィ レ クト リ の 10 バイ ト 目 を 参照 し , この 値 ( こ の 場合 を H09) か ら フ ァイル が 格納 され 
て いる 先頭 の クラ スタ 番号 を 得 ます . 

クラ スタ 番号 &H09 に 対応 する FAT を 参照 し PROG.BAS” が 格納 され て いる クラ ス 
タ の 順番 を 調べ ます . この 場合 , 9。 10。 12, 13, 15 と 続き , こ の 15 番目 の FAT に は 改 
HC6 が 格納 され て いる の で , 15 番 が 終わ り の クラ スタ と な り ま す . 

④9, 10, 12, 13。15 の 順 で 各 ク ラス タ か ら プ ログ ラム を ロー ド し ます . 


9,。10, 12,。13 まで の FAT に は 次 の FAT の 番号 が 格納 され て いま す . また , 15 の FAT に 
格納 され て いる 必 HC6 は , この FAT に 対応 する クラ スタ が この ファ イル が 格納 され て いる 最 
後 の ク ラス タ で ある , と いう こと と , 最後 の クラ スタ の 中 で 何 セク タ ま で を 使用 し て いる か を 
示し て いま す . 
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最後 の クラ スタ で 使用 し て いる セク タ 数 は 次 の 式 で 求め られ ます . 
最後 の FAT に 格納 され て いる 値 一 &HCO 


この 場合 は 最後 の クラ スタ は 6 セク タ ま で 使わ れ て いる こと に な り ま す . 

な お , 必 HCO0 と いう の は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 の 値 で す . 固定 ディ スク の 場合 は &&H4000 
を 使い ます . 

その ほか に シス テム で 予約 済み の クラ スタ に 対応 する FAT に は &HFE が 格納 され , 未 使用 
の クラ スタ に 対応 する FAT に は 必 HFF が 格納 され ます . 

FAT の 値 (16 進 表 記 ) と それ に 対応 する クラ スタ の 状態 は 次 の 表 の よう に な っ て いま す . 


FAT の 値 クラ スタ の 使用 状況 
有 9 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 固定 デ ィ ス ク 


0 0 その クラ スタ の 全 セ クタ を 使用 し て 
いる 
り , に 
ら し 人 FAT の 値 は 後に 続く クラ スタ の 番 
(クラ スタ 総数 一 1) (クラ スタ 総数 一 1) 号 を 表す . 


&HC0 &H4000 ある ファ イル の 最後 の クラ スタ 。 
0 0 FAT の 値 は を の クラ スタ の 使用 し 
クラ スタ 当り の セク タ 数 十 交 HCO | クラ スタ 当り の セク タ 数 十 &H4000 | て いる セク タ 数 を 表す 。 


&HEFE &HEFEFEFE BASIC で 予約 済み の クラ スタ . 
MM &HFFFD 使用 不可 の セク タ を 含む クラ スタ 。 
&HFF &HEFFEFF 未 使用 クラ スタ . 


BASIC で 予約 済み の クラ スタ に は , DISK CODE, IPL, ディ レク トリ , FAT, ID な ど が 
含ま れ ま す 。 

な お , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 。 安全 の た め に FAT の 内 容 を 3 箇所 に 記録 し て いま す . 

FAT は , その 装置 に 対す る 最初 の アク セス で メモ リ 上 に 読み 込ま れ , FAT を 更新 する 際 
に 。 必要 に 応じ て ディ スク へ 書き も ど さ れ ます . 


@ ID 
ディ スク に は , ディ スク の 種類 を 識別 する た め の に 1 セク タ 分 の 領域 が 確保 さ ミ れ て いま す .。 
この 領域 を ID と よび ます . ID は 次 の よう な 形式 を し て いま す 。 


ーーーーーーーー ヘ ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ヘ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ご 


1 バイト 1 バイト 254 バ イト 


339 


付録 に ディ スク の 内 部 構造 


属性 
属性 は ディ スク の 属性 を 示し ます . 


7 6 = . 守 。③.20 1 0  ! せ 位置 
回 還 回 較 回 回 回 回 
9 と 
1 : 書き 込み 禁止 


1 : 書き 込み 確認 (リー ドア フタ ー ラ イト ) を 行わ な い 
1 : 書き 込み 確認 (リー ドア フタ ー ラ イト ) を 行う 


属性 は SET 命令 で 設定 され ます . 
ぁ 参照 SET 命令 つ 6.6 の 「 フ ァイル 属性 の 設定 」 


ファ イル 数 (シス テム ディ スク 用 ) 

同時 に オー プン され る ファ イル 数 を 設定 する エリ ア で す . 

この < ファ イル 数 > に 0 て 15 の 数 値 を 設定 する と , BASIC を 起動 し た と き , ヾ How many files 
(0 一 15) ? ? が 表示 され ず に 自動 的 に その ファ イル 数 が 設定 され ます . 

初期 状態 の シス テム ディ スク で は 255(&HFF) が 設定 され て お り , BASIC 起 動 時 に 同時 に オ 
ー プ ン す る ファ イル 数 を 聞い て きま す . 


BASIC テキ スト (シス テム ディ スク 用 ) 
オー トス ター ト 時 に 自動 的 に 最初 に 実行 され る BASIC の 命令 を 書き 込ん で お く エ リア で す . 
オー トス ター ト 時 に は この 命令 が 実行 され ます 。 


ID へ の 書き 込み 方 
ID へ の 書き 込み に は ユー ティ リティ “setinf .n88” を 使い ます . 


参照 setinf .n88 一 「10 .5 ID セク タ の 書き 換え 」 
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付録 C ディ スク の 内 部 構造 
圏 ト ラッ ク の 割り 当て 
ディ スク 内 の トラ ッ ク の 割り 当て は 次 の よう に な っ て いま す . 
@ フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 


3.5 イン チ , 5 イン チ 2DD( 両 面 倍 密度 倍 ト ラッ ク ) 


シス テム ディ スク 


0 0 


ロー ザー ディ スク 


ユー ザー 領域 
ディ レク トリ 
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付録 C ディ スク の 内 部 構造 


3.5 イン チ , 5 イン チ 2HD( 高 密度 倍 ト ラッ ク ) お よび 8 イン チ 2D( 両 面 倍 密度 ) 


シス デバ ディ スク 


サー フェ ス 番 号 トラ ッ ク 番 号 


0 0* IPL 

シス テウ ム 予 約 
DISK CODE 
ユー ザー 領 城 
ディ レク トリ 


ュー ザー 領 城 


※ ト ラッ ク 番 号 0 の トラ ッ ク は 1 セク タ 128 バ イト で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる 。 
他 の トラ ッ ク の セク タ は すべ て 256 バ イト で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる 。 


ユー ザー ディ スク 


シス テウ ノ 予約 
ユー ザー 領域 
ディ レク トリ 


*※ ト ラッ ク 番 号 0 の トラ ッ ク は 1 セクタ 128 バ イト で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる . 
他 の トラ ッ ク の セク タ は すべ て 256 バ イト で フォ ー マ ッ ト さ れ て いる 。. 
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付録 C ディ スク の 内 部 構造 


@ 固 定 デ ィ ス ク ( 標 準 フ ォ ー マ ッ ト ) の 場合 

以下 の 表 は 媒体 の すべ て が BASIC で 使用 され , か つ 不 良 トラ ッ ク が な い 場 合 を 示し て いま 
す . し た が っ て 、IPL, DISK CODE お よび シス テッ 予約 を の ぞ く 部 分 は ディ スク フォ ー マ ッ ト 
時 の サイ ズ 指 定 に より トラ ッ ク の 位置 が 異な っ て きま す . 


固定 ディ スク (5MB) 


シス テム ディ スク 


ラック 


際 5 


DISK CODE 
ユー ザー 領域 
ディ レク トリ 
ユー ザー 領域 
シス テム 予約 
DISK CODE 
ユー ザー 領域 
イ 必 み ト リ 
ユー ザー 領域 
シス テム 予約 
DISK CODE 


シス テッ 予約 
ユー ザー 領域 
ディ レク トリ 
ユー ザー 領域 
シス テム 予約 
ユー ザー 領域 
ディ レク トリ 
ユー ザー 領域 
シス テム ノッ 予約 


シス テス 予約 
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付録 C ディ スク の 内 部 構造 


固定 ディ スク (10MB) 


シス テム ディ スク 


252 侍 | を 22 逢 5 | 一 き 


IPL お よび シス テム 予約 
人 DISK CODE 
9-154 N ユー ザー 領域 
155 ディ レク トリ 
156308 ュ ユー ザー 領域 
309 シス テウ ノッ 予約 


0-8 バ DISK CODE 
9 て 154 ユー ザー 領域 


155 ディ レク トリ 
156 一 308 ユー ザー 領域 
309 シス テム ッ 予約 
0 一 8 DISK CODE 
9---154 
155 
155 
156 一 308 
309 


ユー ザー ディ スク 


0 さ シス テム 予約 

1 154 G ュー ザー 領域 
155 ディ レク トリ 
156--308 ユー ザー 領域 
309 シス テッ 予約 


0 一 154 さ ユー ザー 領域 


155 バ ディ レク トリ 
156 一 308 バ ユー ザー 領域 
309 バ シス テム 予約 


0 一 154 
155 
155 

156 一 308 
309 バ シス テム ノム 予 約 
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付録 に ディ スク の 内 部 構造 


固定 ディ スク (20MB) 


シス テム ディ スク 


IPL お よび シス テッ 予約 
DISK CODE 
ユー ザー 領域 
ディ レク トリ 
ユー ザー 領域 
シス テッ 予約 


0 一 4 DISK CODE 
5 て 154 ユー ザー 領域 
155 ディ レク トリ 
156--306 ユー ザー 領域 


307 シス テッ 予約 
DISK CODE 
ユー ザー 領域 
ディ レク トリ 


DISK CODE 


ユー ザー ディ スク 


0 シス テッ 予約 
1 154 ユー ザー 領域 
155 ディ レク トリ 
156 一 306 ユー ザー 領域 
307 シス テッ 予約 
1 一 3 


0 一 154 ユー ザー 領域 
155 ディ レク トリ 
156 一 306 ユー ザー 領域 
307 シス テッ 予約 
0 て 154 ユー ザー 領域 
155 ディ レク トリ 
156--306 


0 一 154 
155 
155 

156--306 
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付録 C ディ スク の 内 部 構造 


人 @ 固 定 デ ィ ス ク ( 拡 張 フ ォ ー マ ッ ト ) の 場合 

拡張 フォ ー マ ッ ト の 場合 , 他 の オペ レー ティ ング シス テム と の 領域 の 取り 方 に より , BASIC 
内 の ディ レク トリ , ID, FAT や ユー ザー 領域 の 位置 が 大 きく 変化 し ます . 固定 ディ スク に 対し 
て DSKI $ 関数 や DSKO $ 命令 を 用 いて 入出 力 操作 を 行う 場合 , 各 部 分 (た と えば ディ レク トリ 
な ど ) が どの 位置 に ある か は DSKF 関数 を 用 いて 調べ る 必要 が あり ます . 


m 
| や | gmW9 、 | semWeeg | 1+ | 


( 表 中 の n は ドラ イブ ゴ 番 号 ) 


SCSI 固 定 デ ィ ス ク の 場合 に 得 ら れる トラ ッ ク 番 号 は , 各 ド ライ ブ の 相対 的 な トラ ッ ク 番 号 で す . 
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BASIC の INP 関数 を 使用 し , キーボー ド の 各 キ ー が 押さ きれ て いる か どう か を 知る こと が で き 
ます . これ を キー セン ス と いい ます . 


キー セン ス の た め の ポ ー ト アド レス は E0-CEC で 。 ポ ー ト アド レス と キー の 対応 関係 は 次 の 
と お り で す . 


例 ) 10 PRINT HEX$(INP(&HE3)) 
20 GOTO 10 


これ を 実行 し て 「FF」 が 表示 され た ら HO の キー は 押さ れ て いま せん . も し 「FE」 が 表示 され 
て いれ ば HH が 。「F7」 が 表示 され て いれ ば K が 押さ きれ て いる こと に な り ま す . 


(FF)」。 三 (11111111)。………… どの キー も 押さ れ て いな い 
(FE),。 ニ (11111110)。………… H の キー が 押さ れ て いる 
(FD),。 デ (11111101)。………… I の キー が 押さ れ て いる 
(FB)」。(11111011)。………… J の キー が 押さ きれ て いる 
(F7)」。= ニ (11110111)。………… K の キー が 押さ きれ て いる 
(EF)」。 三 (11101111)。………… し の キー が 押さ きれ て いる 
(DF)」。 三 (11011111)。………… M の キー が 押さ きれ て いる 
(BF),。(10111111)。………… N の キー が 押 き れ て いる 
(7F)」。 ニ (01111111)。………… O の キー が 押さ きれ て いる 


2 個 の キー が 同時 に 押さ れ て いる と き は , 上 記 以 外 の 値 に な り ま す . た と えば 1I と M が 押さ 
れ て いれ ば ,。 (11011101)。= (DD)」。 が 得 ら れ ま す .。 
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付録 D キー セン ス 


ポー ト ア ドレ ス 


E0 


E1 


E2 


E3 


E4 


E5 


E6 


E7 


E8 


E9 


EA 


ーー ニョ 


EC 
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付録 E 
メモ リス イッ チ 


PC-9800 シリ ー ズ の 本 体 に は 不揮発 性 メモ リ が 用 意 さ れ て お り , 本 体 の 動作 環境 を 規定 し て 
いま す . 不揮発 性 メモ リ の それ ぞ れ の ビッ ト 状 態 「1」 ま た は 「0」 は ,「 ス イッ チ 」 の 「ON」「OFF」 の 
状態 と 考え を られ る こと か ら ,「 メ モリ スイ ッ チ 」 と 呼び ます . 

不揮発 性 メモ リ は 電源 が 断 た れ て も , メモ リ の 状態 を 保持 し ます . た だ し , 電源 を 入れ な い 
状態 で 2 ヶ月 間 以 上 動作 させ な いと 不定 に な り ま す . 


注意 : 次 の 場合 に は 必ず ディ ッ プ スイ ッ チ を 工場 出荷 時 の 状態 に し て 電源 投入 状態 を 15 時 間 以 
上 続け て くだ さい . 
・ 長 期間 (2 ヵ月 間 以 上 ) 電 源 を 入れ な か っ た 場合 
・ 本 体 を 購入 し て 初め て 使用 する 場合 (この 場合 , 長 時 間 は 不要 )、 
不揮発 性 メモ リ の パック アップ 用 電池 の 充電 が 行わ れ , メモ リス イッ チ の 状態 は クリ ア 
され , シス テム 既定 値 に 設定 され ます . 


但 マ モリ スイ ッ チ の セッ ト 


シス テム 既定 値 で 使用 する 場合 
① デ ィ ッ プス イッ チ SW2 の 5 番 ス イッ チ を OFF に し ます . 
② リ セッ トス イッ チ を 押し て シス テム を 再起 動 し ます 。 


シス テム 既定 値 以外 で 使用 する 場合 

① デ ィ ッ プス イッ チ SW2 の 5 番 ス イッ チ を ON に し ます 。. 
⑨ メ モリ スイ ッ チ を 設定 し ます . 

⑧ リ セット スイ ッ チ を 押し て シス テム を 再起 動 し ます . 


メモ リス イッ チ の 設定 は , 専用 の ユー ティ リティ ヾ switch .n88? を 使用 し て 行い ます 。 


ぁ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 
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付録 E メモ リス イッ チ 
@ メ モリ スイ ッ チ の 値 と 機能 


SW1 2 ー Re 


16 進 数 


し 2 還 回 (シス テム 既定 値 ) 


スト ッ プ ピット 長 01:1 ピ ビット 


10:1.5 ビ ピット 
11:2 ビ ピッ ト 
パリ ティ 指定 0 : 奇 数 
1 : 偶数 
パリ 補 沈 エ 必 み 0 りな し 
1 1 
デー タビ ッ ト 長 を 7 ピッ ト 
: 8 ピット 
通信 方 式 [ 全 二 重 
1 : 半 二 重 
X パ ラメ ー タ 0: 無効 
1 : 有効 


SW2( ア ドレ ス A3FE6H) 
7 6 5 4 3 2 1 16 進 数 


問 L 2 朗 回 (シス テム 既定 値 ) 


S パラメータ 0 : 無効 
1 : 有効 
リタ ー ン キー 送信 処理 * 0 :CR コ ー ド 
1 :CR・LF コ ー ド 
CR コー ド 受 信 処 理 * 0 :CR 受 信 時 復帰 改行 
1 :CR・LF 受 信 時 復帰 十 改行 
受信 時 復帰 
日 本 語 シ フト コー ド 0 :KI= ニ 1B4BH KO=1B48H 
1 :KI 三 1A70H KO=1A71H 


ボー レー ト 0000 : 無 効 0 10 1 : 1200 ボ ー 
0001 :75 ボ ー 0110 :2400 ボ ー 


* : CR ニ 0DH, LF=0AH 0010 : 150 ボ ー 01 1 1 : 4800 ボ ー 
00 1 1 : 300 ボ ー 1000 : 9600 ボ ー 
0100 : 600 ボ ー 


st し en 
16 進 数 


RE 本 5 っ | cm 


DEL コ ー ド 6 4 ナル モー ド (BS) 入出 力 モー ド (DEL) 


受信 処理 * 1: ミナ ルモード (NUL) 入出 力 モー ド (NUL) 
テキ ス ト 画面 の 初期 カラ ー 指 定 0 
0 
数 値 演 算 プ ロ セ ッ サ の クロ ッ ク 数 0 : 10MHz 
1 : 8MHz 
数 値 演 算 プ ロ セ ッ サ (CPU : V30) 0 : な し 
1 : あり 


主導 : 8086/80286/386/386SX) 0 : 1 
1 : あり 
メモ リサ イズ 000 : 128 キ ロバ イト 


00 1 : 256 キ ロバ イト 

*※ : BS 王 08H, NUL ニ 00H, DEL= ニ 7FH ま た は FFH 010 :384 キ ロバ イト 
0 1 1 : 512 キ ロバ イト 

100 : 640 キ ロバ イト 
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付録 メモ リス イッ チ 


SW4( ア ドレ ス A3FEEH) 
7 6 5 4 3 2 1 0 16 進 数 


し 2 |o | o | (シス テム 既定 値 ) * 


シス テム 予約 (拡張 ROM 用 : CE000 一 CFFFFH) 
X : (ユー ザー 使用 不可 ) 
シス テム 予約 (拡張 ROM 用 : CA000 一 CBFFFH) 
X : (ユー ザー 使用 不可 ) 
GP-IB イ ンタ フェ ー ス ボー ド (拡張 ROM 用 : D4000 一 D5FFFH) 
の :2 が し 
1 : あり 
拡張 RS-232C こ イン タフ ェ ー ス ボー ド ま た は BRANCH4670 ボ ー ド 
(拡張 ROM 用 : D0000 一 D3FFFH) 
(! 衣 3 
1 : あり 
サウ ンド ボー ド (拡張 ROM 用 : CC000 一 CFFFFH) 0 : な し 
1 : あり 


シス テム 予約 (拡張 ROM 用 : C8000 一 C9FFFH) 
X : (ユー ザー 使用 不可 ) 


シス テム 予約 00 : (必ず 00 で な けれ ば な ら な い ) 


* : サウ ンド ボー ド 内 蔵 
機種 の 場合 は 08H 


SW5( ア ドレ ス A3FF2H) 


7 6 5 4 3 2 1 0 16 進 数 


に 2 騒 右 ( シス テム 既定 値 ) 


シス テム 起動 装置 の 指定 

0000 : フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クー 固定 ディ スク の 順に サー チ 

0010 : 640KB フ ロッ ピ ィ ディ スク の み 

0100 : 1MB フ ロッ ピ ィ ディ スク の み 

1010 : 固定 ディ スク 1 の み 

101 1 : 固定 ディ スク 2 の み 

1100 :SCSI 固 定 デ ィ ス ク #1 の み 

上 記 以 外 : ROM モ ー ド BASIC が 起動 する 
画面 ハー ドコ ピー 0 : 白黒 画面 ハー ドコ ピー 

1 : カラ ー 天 面 ハ ー ド コピ ー* 
固定 ディ スク ユー ザー 識別 名 0 : 使 用 する 
1 : 使用 し な い 

固定 ディ スク ドラ イブ 番号 優先 

0 : 使 用 し な い ( フ ロッ ピ ィ ーー 固定 の 順に 割り ふら れる ) 

1 : 使用 する (固定 一 フロ ッ ピ ィ の 順に 割り ふら れる ) 
PC-PR201 系 プリ ンタ 0 : 使用 し な い 


*※ : PC-PR201V 系 カラ ー プ リン タ が 
接続 され SW6 の 2* ビ ピッ ト =1 の 
と きのみ 有効 


1 : 使用 する 
SW6( ア ドレ ス A3FF6H) 
7 6 5 4 3 2 1 0 16 進 数 

計 | 0 | 0 | (シス テム 既定 値 
未 使用 
電話 制御 機能 0 : 使 用 し な い 

1 : 使用 する 

拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 0 : 使用 し な い 


(カラ ー ハ ー ド コピ ー 機 能 も 可 ) 1 : 使 用 する 
モニ タモ ー ド 0 : 使用 し な い 

1 : 使用 する 
未 使用 
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数 値 演算 プロ セッ サ の 使用 


数 値 演算 プロ セッ サ は 浮動 小数 点 デ ー タ に よる 演算 を 高速 化す る た め の 付加 プロ セッ サ で す . 
数 値 演算 プロ セッ サ が コン ピュ ー タ 本 体 に 実装 きれ て いる 場合 , 所 定 の メモ リス イッ チ を 設定 
する こと に より , BASIC の 数 学 関数 の 実行 速度 を 速め る こと が で きま す . 

次 に 示す 数 学 関数 ある い は 演算 処理 が 高速 化 さ れ ま す . 


SIN, COS, TAN, ATN, EXP, SQOR, べき 乗 演算 


四則 演算 は 高速 化 の 対象 と な り ま せん . また , 数 値 演 算 プ ロ セ ッ サ を 適用 し た 場合 と 適用 し 
な い 場 合 と で は 演算 精度 に 違い が 出 ます . 


メモ リス イッ チ の 設定 

V30 用 数 値 演算 プロ セッ サ と , 8086/80286/386/386SX 用 数 値 演 算 プ ロ セ ッ サ の どちら を 実 
装 し た か に よっ て メモ リス イッ チ の 設定 が 異な り ま す . ユー ティ リティ ヾ switch . n88” を 使用 
し て メモ リス イッ チ の 設定 を 行っ て くだ さい . 


ぁ 参照 switch .n88 一 「10 .14 メモ リス イッ チ の 設定 」 


注意 : 数 値 プ ロ セ ッ サ は 使用 で き な い 機種 も あり ます . 
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| 
人 ー 
| 本 則 の 

っ 

0 


* (OM le マ jl 内 か 2 才 


RW 2 ca 


Wo まま + 7 r あ 


付 角 G 
日 本 語 コ ー ド 表 


JIS 第 一 水準 お よび 第 二 水 準 漢字 コー ド は 『 日 本 語 入力 ガイ ド 』 に 掲載 され て いま す . 


食 文 字 列 と し て 扱え る (テキ スト 画面 に 表示 で きる )2 バイ ト 系 半角 文字 一 覧 表 


0040|0050 
@| P 


に 


| ゴゴ | の | の 


EE 


の | ここ | 避 
寸 | へ | 財 


ー 


Bs ト ) | エー 
MkIK3E 


と 


m| | の | 


回 回 
き |NIHI 
日 せ 


| 
| 


1 
Si 三共 


| 


|w 


O 
1 
2 
3 
4 
に 
6 
『 
8 


に 

ol の |a 

エ | の | 

| | ミ | < 

ゴゴ |0 1ー…|IO IOIO 


〇 の 
・| の 
ー] 


] 
| H| | ユ | | N 


SINI キ 


] 
に 
間 


十 | * 
民 
| 


ら 6] 用 | 至 | ビ | ス 


| + 
ME: 


] 


| 


IE LSEE< 
? | ーー| 一 | N < 


| 叫 ロ の 回 ァ あ 

* や | VI 昌和 A 

EE FE うつ 想 
| 帳 

ご | 


( 注 ) [SP] は 空白 (スペ ー ス ) コー ド を 示し ます . 
な お , これ ら の 半角 文字 は プリ ンタ で 印字 する こと は で きま せん . 
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付録 G 日 本 語 コ ー ド 表 


@ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 表示 で きる 2 バイ ト 系 半角 文字 一 覧 表 


lalalodeeeololgelhr1 
Olsw]0Ol@lP| |pl 事 一 | 一 | タ | ミ | た | み | 


| q | 。| あ | 。| ア | チ | ム | ち | む | 
W 


( 注 ) [SP] は 空白 (スペ ー ス ) コー ド を 示し ます . 
これ ら の 文字 を 画面 に 出力 する に は PUT@ 命 令 を 使用 し ます . 


356 


付録 G 日 本 語 コー ド 表 


@ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 表示 で きる 2 バイ ト 系 1/4 角 文字 一 覧 表 


0150 0180 01COUO1D0 


臣 


学 中 厚 
| 

加 
IOIDI 


| 


| 


の 


00 | ヽ J| の 


ー| 工 |6) 


え 
たこ 
ト ! 


到 1 宅 | | 補 


引 


! lo"le 
大 


ト に] 
ーー 


す ー| に *』 
BE 
に 


( 注 ) [SP] は 空白 (スペ ー ス ) コー ド を 示し ます . 
これ ら の 文字 を 画面 に 出力 する に は PUTG 命 令 を 使用 し ます . 
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2 < で py く 


6 1 


し 2 1 | 
! 電 cn gy MT 


が 


は 前 


| 1 なこ ャ ーー き に < 
を 4 1 【U 寺 ま 


付録 H 
キャ ラク タコ ー ド 表 


上 位 4 ビ ッ ト ー 


( 注 ) [SP] は 空白 (スペ ー ス ) コ ー ド を 示し ます . 
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mM 
円 D 
Mr ウー か ーー UP 


数 字 ・ 記 号 

[| |( ス ペース キー) EE さこ ニー 17 
| ・ (カー ソル 移動 キー) ーー 17 
[| - ]( ヵ カー ソル 移動 キー) DPPPPCCCCCCPPPCCULLLYYTTPL 17 
| 「 (カー ソル 移動 キー) ・kssd3 を SE 17 
[| , (カーソル 移動 キー) xsesckssshe 以 2523R っ aa 17 
[jl っ uses 17 
[ms バッ 60 スー) von4Nceebee 17.299 
[ cAPs |( キ ャ ピタ ル ロ ッ クキ ー) yes24 の 二 な 2 15 
[erR]( ク お) eeects な es meeeL 人 3 17 
[copy |( コ に Kr で CC スイ 18 
[ crmL |( コ ント ロー ルキ ー) RPCCPCCCCYPPCPPTPTPPPTFFP 20 
[LCTRL |( コ ント ロー ルキ ー) を 使っ た 便利 な 編集 機能 …24 
[pgL |( デ リー ドギー) nsoe だ 5 > 17 
[gsc]( ょ スケ ー プ キー) SSCSSbaYXUSU se8 18 
[ne]( フ ァ ン クシ ョ ン キ ー) ……… 19,298 
| eRpH |( グ ラフ キー) ct28383zceoskaiPviRPCE2e あ ea 16 
[merp |( ヘ ルプ キー) easek26 0235 18.23 
[mowg |( ホ ー ム キー) 3 二 ooe8s 17 
隊 剛 (ホー ム ・ ク の 和 キー) ARG の 2 8 17 
[ws] ィ かー ト ドキ 一 ) ontt 和 Ks 17 
| NreR |( 無 変換 キー) cs な 64NRSS3sddEEzdm eS 18 
[Nuw|( ニ ュー メリ ッ ク ロ ッ ク キ ー) Or で 15 
六 (ロー ル ダ ッ シンキ ーー 18 
[中 |( ロ ー ル アッ プ キ ー) ddd22S3602888E ま 3 な こく 3 の 3 18 
[ smrr ]( シ フ 1 凍っ っ 15 
[sror ]( ス に ンク 第 王 ) noric2 ン まり 且 。 18.299 
[|( タ プ キ ー) Shnosarhuoe1 akikoesMAEES 3 17 
| xreR |( 変 換 キー) SRCaisscsiihsis ま 028 きい の 1233 18 
[ み ]( ヵ カナ キー) FCEPCUCPEPCCPCPPPPPPPPPPPPPPPCCPPEPCEL 15 
” (ダブ ルク ォ ー テ ーション うに eee 69 
NB 2 oomswseccsrotl 本 本 語 計 235 
9 二 計 9 も szE2305VayosssrsotasedatztS ま zz を 2 96,334 
の ecoySOssiussudraas せ 2kt2r ui も so 96.334 


の 0 人 c5SsageoaunstierrtkpY ま SEcSGRScesa 96,334 
2 バイ ト 系 4 分 の 1 角 文 字 POOCCOLCOOULLOCYKYKYLLE KK 68 
2 バイ ト 系 4 分 の 1 角 文 字 

(グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 で きる ) …………… 357 
0 ま ポ 洲 挟 加 科 和 68 
2 水生 ee 68 
2 バイ ト 系 半角 文字 

(グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 で きる ) …………… 356 
2 バイ ト 系 半角 文字 (文字 列 と し て 扱え る ) …355 
4096 人 ReN6 人 SE Retik<t あ ysesssssces 56 
4096 公 妊 ie8 公 モー ドー て reeeeeeieeeseees 56 
4 生生 SB ペ パパ 5EoEeG2EPeensaossvesesedvsvstaeoU 28 
の 28 
5 イン チ 1D フ ロッ ピ ィ ディ スク ………… の の 286 
5 イン チ 2D フ ロッ ピ ィ ディ スク ……… ド ドー 286 
0 eskadeosehe ea 235 
0 人 も assKsyOiNasScsces 9 と boo 138 
0 者 の 0GER trees28vsDeie2eesesmsseionceszdee13 28 
Seooeyecs ss 0 28 
8 合間 Eー1 か ooo みっ -2 シン oc SSd 56 
A 

放電 和信 細 og 119 
B 

Basic mode の 選択 画面 (switch .n88) ……… 276 
Gel つの cvssa8 265 
backup .n88 eee 238 
BLOAD 准 徹 で ドド eee…ees 117,179 
[ms | バッ クス ペー スキ ー) ee…… の … 17,299 
IBSAVB 商 仙人 ト ド oereehesseeeeee 117,179 
C 

CALL 命 令 POPPPCPCCCPCPCLCOCCOC い て 185 
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索 引 


[ cAPs |( キ ャ ピタ ル ロ ッ クキ ー) SS> 8 15 
CHAIN 伸 久 oheoeoeee 115 
CLEAR 命令 ssseyaswswieessewayagissgg き oss 177,325 
CLOSE 人 人 ii 95 
CLOSE 命 令 (RS-232C 回 線 フ ァイル ) ……… 143 
CLOSE 命 令 ( シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル ) …… 124 
CLOSE 命 令 ( デ パイ ス フ ァ イル ) の … の ii 154 
CLOSE 命 令 ( ラ ンダ ム フ ァ イル ) it 129 
(が サ リア 年 一 17 
[1] COLOR 谷 令 rr 31.54 
[2] COLOR 命 令 すめ びき 57 
COM1 : (RS-232C 回 線 フ ァイル ) … の ori 91 
COM2 : (RS-232C 回 線 フ ァイル ) …… の ret 91 
COM3 : (RS-232C 回 線 フ ァイル ) …… re 91 
COM ON/OFF/STOT 命 令 で ii… 146 
CONSOLE 合 久 rorereheieieie 29 
(コピ セー ギー) 18 
CRT 初 期 画面 色 指定 (TEXT) の 選択 画面 
(switch .n88) oe 275 
Cs コー ド 受 信 処 理 …… の eee 297 
[cre |( コ ント ロー ルキ ー) PPTTPCCCLCCLLCOOCCOC 20 
[crRL ||( コ ント ロー ルキ ー) を 使っ た 便利 な 編集 機能 …24 
CVI/CVS/CVD 関 数 … ぐ で rlieeeeerno 130 
D 

DDconv .n88 oo 286 
DEEF SEG 合 久 romoroeoeoeoeoeoeieiei 176 
DEF USR 命 久 ororoeoeieieieneneee 180 
DEL コ ー ド 受信 処理 ror 141.297 
II リー トキ ギー た 17 
ee 278 
71 TP に 263 
DISK CODE ee 244.323 
Disk Ye 4 
DSKI$ 関 数 で eo 120 
DSKO* 命 久 ihihihihihii 120 
DISK モ ー ド BASIC ori 1.3 
DISK モ ー ド BASIC の 画面 ハー ドコ ピー …… 39 
DISK モ ー ド BASIC の 機能 選択 ……………… 9 
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E 
EOF 関 数 (シー ケン シャ ルフ ァイル )…… の il… 124 
[gs] (エス ケー デキ ー フ ) eonet 18 
F 
[mn 人 要 ( フ ァ ン クション キ ー) ……… 19,298 
FAC( 浮 動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ ) 。 …………… 182 
FAT( フ ァイル 領域 管理 テー プル) …………… 338 
FIELD 合 令 ore 128 
FILES 命 久 rmroreoeoeeeee 112 
FM/SSG 音 源内 部 レジ スタ マッ プ 。 ………… 224 
FM 音源 CCCCCCCCCCCCCLCLLLCLUCLLULLLLLUCCCCMMULLU 209,213 
FM 音源 の 原理 EPCCCPCPCUCCLLLLCCLCCCULCCLCOCLCLLCCLL に 213 
format hd OOPCCCPETETCPLPLPPLCCCLCDCULLCLLCCCDCLUCCLLCL 253 
format 上 nip PCPCCCCCLCCELKCCDLLLCELCCCLECCOSSCUCSLSLJ 235 
FPOS 関 数 (セー ケン シャ ルフ ァイル ) ……… 124 
FPOS 関 数 (ラン ダム ファ イル ) erreentntt 130 
G 
GET 全 鉱 ihihihihiririiii 129 
GET@ 命 令 RECTUEEYEEETPTPTYEYEYEYEYYYEEYPCEKYEYTYLID 64 
[ en |( グ ラ ラキ ー フ free 16 
GP-IB (IEEE-488)0 イ ンタ フェ ー ス ー…… の の …… 189 
H 
h] (モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト ) … の il 303 
[ merp |( ヘ ルプ キー) eee の eye 18.23 
(ホー ムギ キー リフ 17 
還 (ホー ム ・ ク リア キー) に か て 17 
How many files(0-15) 7 ero 2,95,240 
I 
ID( デ ィ ス クマ 0) で oo 339 
ID_NO( 領 域 の ) …… の lemoneernrrrn 256 
ID セ ク レ 4 CCCCCCCCCCCCCCCCULLCLLLCLLCCLCCCLLCLLCULMULLLL 240) 
ID セク タ の 書き 換え PCEECEPCPCPPCCCCOLCCCCCECCDCLLLD 240 
ID 番号 (SCSI 固 定 デ ィ ス ク ) "で ii の の 253 
INPUT 全 ii 123 
INPUT$ 関 数 …" ぐ orororoeoeoeeeerereneerrrre 123 
INP 関 数 PCCCCCLCCCCCCOUCCCCCLULLCCCCCCLLLLLLUULLLU 347 
[ws」( ィ ン サ ー ト ギー うし 17 
IPL COCCOCCCCCACLCLCCCOOLALLLCLCCLLLLUULLLTE 244 


K 

<I1I6 に 2 粒 ン こ ・ フ ー 70 
KILL 命令 PCCCCCCCCCPPCCYKPPYPYPPPYYYEYPTPTTTEYPETPLEEL 118 
KINPUT 命 令 … 人 …… ド ドド ooo 76 
KO (漢字 ア ウ ト ) POPPCLCCLCLTPPPPCYPYPYKKYYYYYYYYYYYYYYYYY 70 
KPEOAD 命 偽 敢 人 ee 75 
KYBD: (キー ボー ド ファイル) ee 91,154 
也 

LEFILES 命 令 ……… ド ドド oo 112 
LINE INPUT# 和 命令 DCCUCPCCLCCEKYYYPYTPPEEYTEEYYYTY 2 
LOAD 命 令 RODCCCUDUCCCCCCPPPPPCPCEYPPPPTYYEYYYYYYYYYYYYTI 114 
LOC 関 数 (シセ シーケンシャル ファイル)………… 124 
LOC 関 数 (ラン ダム ファ イル ) に で つ [〔 上 上 130 
LOF 関 数 (シー ケン シャ ルフ ァイル ) ………… 124 
LOF 関 数 (ラン ダム ファ イル )…… で ……… の の … 130 
EETS (ブリ シタ アア イル) で や や の の 91,154 
LSET 命 令 DECCUCCCCCCCCCCCLCPCPPPCETFTYTYYTYTYYYTTYYYYYYY で PD 128 
M 

Te 233 
MEBRG 包 御 和 で 1① の q の et… 邊 nretceeeseesoss 115 
mkfont . 0 に 1。 全 OCGCCUCUPCPCPPPPPCPYYPTPPPPEPEEPCPPPYYYYE 267 
MKI$/MKS$/MKD$ 関 数 … 必 全 上 上 上 上 上 130 
N 

NAME 命 令 … 選 必 ……… バ ドド ooooeeeeeeetrees 118 
Network Basic の 選択 画面 (Switch . n88) …276 
6 兵 韻 換 邊 王 )T ooo 18 
[tuw|( ニ ュー メリ ッ ク ロ ッ ク キ ー) saiess 15 
O 

ON COM GOSUB 命 令 POPCCCCCPCPCDYYYYTYYTYYYYY1 146 
ON PEN GOSUB 命 令 ……………… の の …… 172 
OBEN 条 特 2… の … ロ ー…ー…… ッ 55 寺 css 93 
OPEN 命令 (RS-232C 回 線 フ ァイル ) ………… 136 
OPEN 命令 (シー ケン シャ ルフ ァイル ) ……… 122 
OPEN 命令 (デバ イス ファ イル ) …… の ……… バ 154 
OPEN 命令 (ラン ダム ファ イル ) ee 127 


P 
PC-PR201V 系 カ ラー プリ ンタ DCCCCCCCCLLLYEEKYLTTTI 40) 
PC-PR601 系 ペー ジ プ リ ンタ COCCOCCCCPPCLECLLLLLT 41 
PEN ON/OFF/STOP 命 令 …………………… 172 
PEN 関 数 ………… ド ドド ドド oe 172 
POKE 命 令 ……… ド ドド ドド oe 178 
PRINT# 和 命令 HOUCUCCCPCOOCECCTPPTEEKEPPPYKYYYEEYEYYPTYYYE 123 
PRINT# USING 命令 人 … 放 ( 感 rlF 上 上 ーー 123 
PUT 命 令 0……… 上 上 i ド ドド ドド eee 128 
PUT@ 谷 信人 上 心 むー ドド eeeeee2 64 
Q 

q] (モニ タモ ー ド の プロ ンプ ト ) …… の ir…… 303 
R 

YOOWVS 転 me osreeses WesssestcaspSsssosssa st 262 
誠 ( ロ ー ル ダウ ン キ ー) つて 18 
[ 遇 |( ロ ー ル アッ プ キ ー) SSScvdiottdzsessock338 18 
ROM モ ー ド BASIC ……(lZ 全 に oooeeex 1 
ROM モ ー ド BASIC の 画面 ハー ドコ ピー …… 39 
ROM モ ー ド BASIC の 起動 人 康 人 ひ 〇 … 上 ドド ………… 2 
民 5-200 全 ポン プラ ェ ー ス | で oe 132 
RS-232 じ インタフェース (2 回 線 /3 回 線 ) …… 189 
RS-232C (初期 設定 ) の 選択 画面 switch . n88) 
OUUCLLUULUCKTETTTCEEKEKYYYYYPYYYYKYYPLYYYEYEFKFFFEKY で KKT 274 
RS-232C( 送 受信 コー ド ) の 選択 画面 (switch . 
n88) COCOOLCOUPPPPPUUOEEPPPOOCCCCPPPCPPLLKLCLLLLKYYKELLEL 274 
RS-232C 回 線 フ ァイル …… で 0 で … つ で の imieemeeet… 91.132 
RS-232C 回 線 フ ァイル の オー プン …… ie 136 
RS-232C 回 線 フ ァイル の 入出 力 … ぐ の ii 94 
RSBTE 人 帝人 128 
RUN 命 令 ROLOULLPPIYPPPPPPYPYYEKYYYYYYYYYYYYYYYT 114 
S 

SAVE 命 令 DOCOCUCCCCCYCCTYPPPEYPPTPTTTYYEPKLTEYYYYYELKE 113 
SCREEN 命 令 …… 〇 必 { つ 補 人 乙 忠 ドー 33 
SCRN : (スク リー ン フ ァイル ) ………… 91,154 
SSH 間 昌和 スク ーー の で 3r みあ ss 97 
SET 命 令 COCOCCOCCCCCYYYLCCCPLLPPLC て に と とし 118 
Setinf 。m88 ーー ドド ドド ドド ドド < ドド トト トド トト トッ ドッ トト ッッッ トー 240 
setup .n88 ee 246 
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(シラ トキ ー う の eee 15 
SSG 音 源 ooo 209,221 
[sror |( ス ドキ た ルード 5 電 18,299 
SWiteh ne 273 
sysgen ne 244 
S パ ラメ ー タ (OPEN 命令 ) …… 〇 (の ii… 136,139 
S パ ラメ ー タ (TERM 命令 ) で 会 研 上 上 297 
T 

(タプ キー) ooo 17 
いい RCLPEKKECCPEPCT い TFC と のか いさ 190.199 
TERM 例 令 rihiiii 296 
U 

User identffe De に 
usfontn88( 利 用 者 定義 文字 格納 ファ イル ) …267 
USR 関 数 ooo 181 
V 

VEW 人 ii 44 
W 

WIDTH 伸 銃 iihmhrihihirii 29 
WINDOW 谷 鉱 oe 47 
WRITE 人 ii 123 
X 

(変換 キー) oooeeoeeenennrnrenrnrm… 18 
1: つい つつ 242 
2 パラ メーク (OBEN 和 人 )" て" 136,139 
双 パ ラメ ー タ (TERM 命令 ) … ぐ 0 iii 297 
あ 

アク ティ アブ ペー ジー 34 
アス キー 形式 (セー ブ ) … ぐ で oeoroeooeeerererrrnrnr 113 
アス キー ライナ テイル に 89 
アド レス (ディ スク の ) で で ieeereeenn 335 
アル ゴリ ズム (FM 音源 ) … 〇 で (liie… 213 
アル ゴリ ズム の 種類 で 上 会 上 rernnn 219 
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い 

色 の 仕組 oi 59 
イン サー トキ ーー oo 9 
印字 (日 本 語文 字 列 の ) …… oe 78 
還 字 人 ii 41 
凶 和 ii 41 
う 

アア ポン は と 20ECESSSSSSSSSSSESEEGEEECCECUEETEET 47 
ウォ ー ム リス ター ECUOUHUCHHCHKKKKCD 11 
え 

エス ヶ ケー ブギ キー の ooo 18 
演算 モー ド の 設定 で oremeeeererrerrrrre 憲 250 
エン ベロ ー プ (FM 音源 ) 上 {eeoeeooeorenenner 215 
エン ベロ ー プ (SSG 音 源 ) … 人 人 へ … 〇 | 上 上 Fr 223 
エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ (FM 音源 ) ……… 215 
エン シン ペロ ー プ ジェ ネ レ ー タ (SSG 音 源 )…… ぐ … 222 
お 

オー ト スス タート omTT 7 
オー ト スタ ー ト 情報 PPPPPPPPCUCPCCLDCCCCCCKCCCCTEELD 240) 
オー ト リ ピー ト 機能 COOCCCCPPCPPCCCCCPTPCCKEYCCYYYYD 22 
オー プン (RS-232C 回 線 フ ァイル の ) ………… 136 
オー プン (シー ケン シャ ルフ ァイル の ) ……… 122 
オー プン (デバ イス ファ イル の ) … ぐ oi 154 
ォ オー プン (ファ イル つの) eeern 93 
オォ オー プン (ラン ダム ファ イル の ) ooo 127 
オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド (電話 制御 機能 ) …194 
オペ レー タ (FM 音源 ) EPCPPPPPPCCPCCECCCCCCCCCTYTEE 213 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 泉 ……………… 43.44 
音色 パラ メー ター ire 216 
か 

カー ソル (マウ ス ろ の ) …… eeerr 168 
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回 線 番 号 OHPCPPPPTPPPPPPPLPPPCOCEKEEPCPEYYECEEPPHCEEYYESS】 136 
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抜 張 子 GOGooeoooo 109 
拡張 フォ ー マ ッ ト ( 固 定 デ ィ ス ク の ) …… 104,252 
拡張 フォ ー マ ッ ト を し た 固定 ディ スク ………… 6 
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画面 スイ マチ eeeeteeeetm 38 
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カラ ー モ ー ド (テキ スト 画面 ) ………………… 30 
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き 
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基本 演算 モー ド 上 上" ぐ の …… ド ドド ーーー… 250 
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クリ アダ キー で 忠 い 中 い eee 17 
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し 
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スク リー ン 座 標示 ooo 43,44 
レン あッ た ニル ア 衣 CECCCECCEOEEOEEUEEEPCEPCEPYEPCECCEPE 29 
スク ロー ル ん 画面 で で の eonetr 29 
スク ロー ル 用 メモ リド eeeeoeoeeennnm 295 
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スト ッ プ キー ee 18,299 
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整数 型 変数 PPPPOPUCPCUCLCLLCCUCCCUCLCCDCCUUCLCLCLCLLLCLL 328 
セタ 333 
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装置 制御 コー ド D1/D39 oi 293 
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挿入 (文字 の ) PPPPCPCCPCLLLCKCLCCODULLLCOCLLLULULLOLNL 21 
属性 (シス テム ディ スク の ) oeiieeet 246 
属性 (日 本 語 入 力 の ) "eroroemremeernre 246 
属性 (ファ イ ルル の) で or 118 
ソフ トウ ェ ア ド ライ バド で omoeoeeennrm 157 
ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の ファ ンク ショ ン ……159 
ソフ トウ ェ ア ド ライ バ の 呼び 出し …… の tr… 159 
リ に 
ター ミナ ル の 仕様 ……… ド oo 290 
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ター ミナ ル の 使い 方 "oooeooeeerrerrnerern 298 
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タイ リン ii 60 
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立ち 上 げ 装 置 の 選択 画面 switch .n88) …… 276 
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ダ プ ブル クォーテーション oooeeereerennr 69 
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単語 の 登録 (dicmen .n88) …… の im 279 
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ち 

逐 WX フ ァイル ee 90 
や 

追加 モー ドド ぐ oo eeoeoeooo 94 
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通信 方 式 … の emo 297 
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て 
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デー タデ スィ イス クタ oo 235 
デー タ の 内 部 形式 eeeroeooeerernrrererr 327 
デー タビ ッ ト 長 (OPEN 命令 ) ………… 136,137 
デー タビ ッ ト 長 (TERM 命 令 )……………… 297 
デー タラ イイ ルー ooeeeerereeeernrrrernir 89,121 
ディ スク の セク タ へ の 直接 アク セス ………… 120 
ディ スク の 内 部 構造 …i 人 で rreeoeeereet 333 
ディ スク の アド レス … ド の で reoeeeoeerrerrer 333 
ディ スク ラフ ァイル eeoeeoeenenrerr 90,91.96 
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ディ レク トリ ーー ドド oo 337 
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デリ ー ト キー に oo 17 
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電話 管理 ユー テ イ リ テ と OCG 190,199 
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プロ グラ ム の 連結 …… 〇 人 で (l で 人 i…… の eee 115 
デ ョ グラ ムジ アイ ルト の hessh oo 89 
プロ グラ ム フ ァ イル の セー ププ で の 〇 ……………… 113 
プロ グラ ム フ ァ イル の ロー ド ………………… 114 
フロ ッ ピ イデ スィ オス クー oO の 他 人 の eoeeeeoettrnso 96 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 装 置 が 1 台 の 場合 ……… 232 
フロ ッ ピ ィ イィ ディス ク の パッ クア ッ プ チア の ei 238 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト … の の iri 234 
プロ ンプ ト h] (モニ タモ ー ド ) ………………… 306 
プロ ンプ ト q] (モニ タモ ー ド ) …… rmeei… 306 
へ 

の 佑二 人 S 少 <。<dogs< ssssiyuvowectsniegeP ラ za32dubg あ AR 33 
ヘル デ キー 人 の mercouresessceeieososs 18.23 
沈 提 年 oeSse 18 
変更 (ファ イル 名 の ) ‥… の 人 評 二 研 ドー 118 
編 業 マン 23 
変数 領域 の 大 きき ee 297 


ほ 

ボー ダー カラ ーー で eee 54 
ホー 17 
ホー ム ・ ク リア キー つの em 17 
ボー レート で ee 141.192,297 
ポイ ン テ ィ ン グ デ イス ooeroeemeemeenereenrnn" 157 
ボリ ュー ム 復 旧 で oooeoeeoeoenenn… 262 
ま 

マー ジ ( プ ログ ラム ゅ の ) … ぐ で ooo 115 
マタ ii 157 
マウ ス 環 境 の 初期 設定 … つ i か … で io の で 168 
マウ ス の 画面 座標 率 … 必 だ べべ … つ Oiereoioeiie… 168 
マッ プ 表 示 (format . hd) で O… で or の orromrm WT 256 
マル チュ ユー ザー 機能 … 〇 の … の mm 101 
マウ ス 用 ソフ トウ ェ ア ド ライ バ ・ で で ooo の 157 
み 

ミタ マキ 168 
ミュ ー ジ ッ ク ジ ェ ネ レー タ ボ ー ド …… の (ii… 226 
む 

無 変換 キー ドー oe 18 
め 

メニ ュー ブロ グラ スム oe 233 
メモ リサ イズ の 選択 画面 switch .n88) …… 274 
メモ リス イッ レ COUUKCUULKKKCKYOYKKKACKIKCCTKIOU 349 
メモ リス イッ チ の セッ ト oeooeeeeeerrerren 349 
メモ リス イッ チ の 設定 reororoeoeoeioeioeemernernerrnr 273 
メモ リス イッ チ の 値 と 機能 ……… eee 350 
メモ リマ マップ 321 
メモ リ 領 域 の 配分 * 確 保 で 325 
メモ リ レ イ アタ ウト eee 176 
も 

文字 型 定 数 (日 本 語文 字 列 の ) EPCCOCCCCOCLLLLCC に CC 69 
文字 型 変数 EEPPCECECCCCCCPCLCCCCCCCOCCCCCCCCULULLUCCC 331 
文字 キー ori 14 
文字 の 削 了 iii 21 
文字 の 押 ii 21 


文字 の 変更 eee 21 
文字 人 集 の … ぐ ooeoereoeeeeiii 17 
モジ ュ レ ー タ (FM 音源 ) で … 会 上 _jirtt 214 
モデ ム -NCU 内 蔵 電 話 機 …({G 〇 の に ド …… の ツー 190 
モニ タモ キー ド oe 303 
モニ タモ ー ド の コマ ンド 一 覧 … で の …lliii…i 305 
モニ タモ ー ド の 使用 の 有無 …"………(…… 10 
モニ タモ ー ド へ の 切り 換え を で rme 303 
モノ クロ コピ ビー < に の eee 40 
ゆ 

ュー ザー 識別 名 で Geoeooeooeooeoeereerrt 5,101 
ユー ティ リティ ブロ グラ フス oeoeoeememeeeneet 231 
ユー ティ リティ プロ グラ ム 一 覧 … 人 で lilir… 231 
優先 順位 の 選択 (ドラ イブ 番号 の ) …………… 107 
ら 

ライ トペ ンド 172 
ラン ダム フウ ァイル oooeoeeerrnnrr 90,121,126 
ラン ダム モー ド … oo 94 
り 

リセ セット 11 
リタ ーー シキ 17 
リタ ー ン キー 送信 処理 で の iii 297 
リモ ー ト BASIC プ ロト コル ーー で ire の 301 
領域 解放 (format .hd) で (iliereeet 258 
領域 確保 (format . hd) で (iiieierrmen 257 
領域 分 割 (固定 ディ スク の ) …… oi 100 
利用 者 定義 文字 PPPPPPPPCLPCCCPCDCCCOOCCCUCLCLKY 74.267 
利用 者 定義 文字 格納 ファ イル の 作成 ・ 更 新 …267 
リロ ケー ショ ンコ ロード omoeeeeeerneren 182 
れ 

連結 (プロ グラ ム の ) oe eoeoeeereemeerrrre 115 
ろ 

ロー ド (機械 語 フ ァイル の ) ……… eeeerrern 邊 
EmNICZ ロ グラ ムジ ァイル の ) 人 wo:98 114 
ロー ル ア ッ プ キ ーー eee 18 
ロー ル ダ ウ ン キ ーー … oo に に ET 18 
論理 フォ ー マ ッ ト (固定 デ ィ ス ク の ) …… 104,252 
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索 引 


論理 フォ ー マ ッ ト ( フ ロッ ピ ィ ディ スク の ) 


We なき sss る edysma2woesoa< お Re さ Seae0th8 97,234 
わ 

ワー ルド 座標 雪 …… 必 層 … つ で の 43,.46 
ワー ルド 座標 値 の 制限 … 人 人 …|:… 上 人 の の … 53 
割り 込み 処理 (RS-232C 回 線 フ ァイル の ) ……146 
割り 込み 処理 (キー) … ぐ で oe eo eet… 20 
割り 込み 処理 (サウ ンド ) 上 ーー 211 
割り 込み 処理 (電話機) … い …… ド ドド …ー 191 
割り 込み 処理 (マウ ス ) ………… 〇 の ーー 165 
割り 込み 処理 (ライ トペ ン ) … ぐ で で で rer…iei… 172 
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4 
の っ ーー 
ー mw ー テ ニーーー- ーーーー ーー 一 に よー と RE 
コネ た 3 aa テ 0。 4 
こ ビ で っ ーーー 
ォ qa 


NM あて 


